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会
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れ
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系
学
術
誌
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美
術
史
・
歴
史
・
文
学
等
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と
し
て
の
『
五
浦
論
叢
』
の
内
容
の
充
実
と
発
展
を
は
か
る
た
め
に
設
置
す
る
。

二
、
本
委
員
会
委
員
は
、『
五
浦
論
叢
』
の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
と
水
準
の
論
文
を
広
く
研
究
者
の
中
か
ら
募
集
し
、
査
読
し
、
校
閲
す
る
。

三
、
本
委
員
会
委
員
は
、
研
究
所
所
員
お
よ
び
客
員
所
員
の
中
か
ら
、
所
長
が
委
嘱
す
る
。
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授
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岡
倉
天
心
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
東
京
美
術
学
校
の
歴
史
や
近
代
日
本
の
美
術

史
の
研
究
に
お
い
て
多
大
な
業
績
を
残
さ
れ
、
本
五
浦
美
術
文
化
研
究
所
の
客
員

所
員
を
長
ら
く
務
め
ら
れ
た
吉
田
千
鶴
子
氏
が
、
昨
年
二
〇
一
八
年
六
月
九
日
、

逝
去
さ
れ
た
。

十
月
六
日
、
青
木
茂
氏
、
星
野
鈴
氏
、
佐
藤
道
信
氏
ら
の
発
起
人
の
呼
び
か
け
で
、

東
京
芸
大
食
堂
キ
ャ
ッ
ス
ル
に
お
い
て
「
吉
田
千
鶴
子
さ
ん
を
偲
ぶ
会
」
が
催
さ

れ
、
約
五
十
人
の
知
人
や
友
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
氏
の
人
と
業
績
を
偲
ん
だ
。

吉
田
千
鶴
子
氏
（
一
九
四
四
―
二
〇
一
八
年
）
は
、
東
京
芸
術
大
学
芸
術
学
科

お
よ
び
大
学
院
美
術
研
究
科
を
卒
業
後
、
一
九
七
一
年
か
ら
二
〇
一
六
年
ま
で

同
大
学
美
術
学
部
の
非
常
勤
助
手
、
非
常
勤
講
師
な
ど
を
四
十
五
年
の
長
き
に
わ

た
っ
て
務
め
ら
れ
た
。

こ
の
間
、『
岡
倉
天
心
全
集
』（
平
凡
社
）
の
編
集
・
校
訂
や
『
東
京
芸
術
大
学

百
年
史
』
五
巻
（
ぎ
ょ
う
せ
い
）
の
編
集
と
執
筆
に
た
ず
さ
わ
る
と
と
も
に
、
明

治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
美
術
史
研
究
や
美
術
学
校
史
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
資

料
発
掘
と
研
究
に
当
た
ら
れ
、
数
多
く
の
論
文
や
展
覧
会
図
録
へ
の
寄
稿
と
し
て

発
表
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
明
治
～
昭
和
期
の
東
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
美
術
学
校

留
学
生
の
足
跡
を
長
年
に
わ
た
っ
て
調
査
研
究
し
、『
近
代
東
ア
ジ
ア
美
術
留
学

生
の
研
究　

東
京
美
術
学
校
留
学
生
史
料
』（
ゆ
ま
に
書
房
）︹
中
国
語
訳
『
東
京

美
術
学
校
的
外
国
学
生
』
天
馬
出
版
︺
と
し
て
出
版
し
、
さ
ら
に
関
連
す
る
テ
ー

マ
や
中
国
と
の
関
わ
り
の
深
い
東
洋
美
術
史
家
・
美
校
教
授
の
大
村
西
崖
に
関
し

て
、
数
多
く
の
機
会
に
中
国
の
国
際
芸
術
会
議
や
研
究
雑
誌
で
発
表
す
る
な
ど
、

国
際
的
な
共
同
研
究
や
ア
ー
カ
イ
ヴ
構
築
に
お
い
て
パ
イ
オ
ニ
ア
的
な
役
割
を
は

た
さ
れ
た
。

本
号
で
は
、
吉
田
氏
と
関
わ
り
の
深
か
っ
た
本
研
究
所
の
旧
所
員
・
客
員
所
員

に
氏
の
人
と
仕
事
に
つ
い
て
執
筆
を
依
頼
し
、
吉
田
千
鶴
子
氏
の
五
浦
美
術
文
化

研
究
所
の
研
究
活
動
へ
の
長
年
の
寄
与
に
た
い
し
て
感
謝
の
意
を
あ
ら
わ
す
こ
と

に
し
た
い
。

以
下
、
吉
田
千
鶴
子
氏
の
略
歴
と
主
要
な
研
究
業
績
の
一
覧
を
掲
げ
る
。

〔
略　

歴
〕

一
九
四
四
年
一
二
月　
　
　

群
馬
県
に
生
ま
れ
る
。

一
九
六
三
年
三
月　
　
　
　

群
馬
県
立
前
橋
女
子
高
等
学
校
卒
業

一
九
六
八
年
三
月　
　
　
　

東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
芸
術
学
科
卒
業

一
九
七
一
年
三
月　
　
　
　

 

東
京
芸
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
修
士
課
程

（
東
洋
美
術
史
）
修
了

一
九
七
一
年
四
月　
　
　
　

東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
非
常
勤
助
手

一
九
八
一
～
二
〇
〇
三
年　
『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
』
編
纂
に
従
事

二
〇
〇
八
～
二
〇
一
五
年　

東
京
文
化
財
研
究
所
客
員
研
究
員

二
〇
一
二
～
二
〇
一
六
年　

 

東
京
芸
術
大
学
総
合
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
特
別

研
究
員

吉
田
千
鶴
子
氏
追
悼
特
集
に
寄
せ
て
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追　悼　文

二
〇
一
二
～
二
〇
一
八
年　

 

杭
州
師
範
大
学
弘
一
大
師
・
豊
子
愷
研
究
中
心
客

員
研
究
員

一
九
九
三
～
二
〇
一
八
年　

茨
城
大
学
五
浦
美
術
文
化
研
究
所
客
員
所
員

〔
所
属
団
体
〕

日
本
フ
ェ
ノ
ロ
サ
学
会

明
治
美
術
学
会

〔
主
要
著
作
等
〕

単　

著
『
近
代
東
ア
ジ
ア
美
術
留
学
生
の
研
究　

東
京
美
術
学
校
留
学
生
史
料
』
ゆ
ま

に
書
房　

二
〇
〇
九
年

『︿
日
本
美
術
﹀
の
発
見　

岡
倉
天
心
が
め
ざ
し
た
も
の
』
吉
川
弘
文
館　

二
〇
一
一
年

共
著
・
共
編

　
『
東
京
美
術
学
校
の
歴
史
』［
磯
崎
康
彦
共
著
］（
日
本
文
教
出
版
、一
九
七
七
年
）

　
『
日
本
画　

東
京
美
術
学
校
卒
業
制
作
』（
山
川
武
共
編
）（
京
都
書
院
、

一
九
八
三
年
）

　
『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史　

東
京
美
術
学
校
篇
一
』（
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
編

集
委
員
会
）（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
七
年
）

　
『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史　

東
京
美
術
学
校
篇
二
』（
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
編

集
委
員
会
）（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
二
年
）

　
『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史　

東
京
美
術
学
校
篇
三
』（
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
編

集
委
員
会
）（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
七
年
）

　
『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史　

別
巻
』『
上
野
直
昭
日
記
』（
東
京
芸
術
大
学
百
年

史
編
集
委
員
会
）（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
七
年
）

　
『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史　

美
術
学
部
篇
』（
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
編
集
委
員

会
）（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
〇
三
年
）

　
『
木
心
彫
舎
大
川
逞
一
回
想
』（
吉
田
千
鶴
子
責
任
編
集
）（
三
好
企
画
、

二
〇
〇
六
年
）

　
『
六
角
紫
水
の
古
社
寺
調
査
日
記
』（
大
西
純
子
共
編
）（
東
京
芸
術
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
九
年
）

　
『
西
崖
中
国
旅
行
日
記
』（
後
藤
亮
子
編
集
協
力
）（
ゆ
ま
に
書
房
、二
〇
一
六
年
）

論
文
・
寄
稿

　
︹
※
『
茨
城
大
学
五
浦
美
術
文
化
研
究
所
報
』
お
よ
び
『
五
浦
論
叢
』
に
掲
載

の
論
文
、
資
料
紹
介
︺

　
「
東
京
美
術
学
校
依
嘱
製
作
資
料　

大
村
西
崖
と
中
国
」『
東
京
芸
術
大
学
美
術

学
部
紀
要
』（
一
三
号
、
一
九
七
八
年
）

　
「
東
京
美
術
学
校
運
営
方
針
に
つ
い
て
」『
岡
倉
天
心
全
集
』（
月
報
一
、

一
九
七
九
年
）

　
「
竹
内
久
一
レ
ポ
ー
ト　

岡
倉
天
心
の
彫
刻
振
興
策
と
久
一
」『
東
京
芸
術
大
学

美
術
学
部
紀
要
』（
一
六
号
、
一
九
八
一
年
）

　
「
天
心
と
彫
刻
」『
岡
倉
天
心
と
日
本
美
術
院
展
』
図
録
（
福
井
県
立
美
術
館
、

一
九
八
一
年
）

　
「
官
立
美
術
学
校
紆
余
曲
折
史
」『
芸
術
新
潮
』（
大
特
集　

東
京
芸
大
百
年
史
）

454
号
、
一
九
八
七
年
）
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※（
資
料
紹
介
）「
菅
紀
一
郎
筆
記
「
岡
倉
覚
三
泰
西
美
術
史
講
義
」」（
上
）（
下
）（
吉

田
千
鶴
子
・
森
田
義
之
）『
茨
城
大
学
五
浦
美
術
文
化
研
究
所
報
』（
一
二

号
／
一
三
号
、
一
九
八
九
年
／
一
九
九
一
年
）

　
「
大
村
西
崖
の
美
術
批
評
」『
東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
紀
要
』（
二
六
号
、

一
九
九
一
年
）

　
「
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
「
諸
新
聞
切
抜
」
解
説
」『
近
代
美
術
関
係

新
聞
記
事
資
料
集
成　

別
冊
』（
一
九
九
一
年
）

　
「
大
村
西
崖
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
」『
日
本
フ
ェ
ノ
ロ
サ
学
会
会
報
』（
一
四
号
、

一
九
九
二
年
）

　
「
天
心
の
講
義
を
め
ぐ
っ
て
」『
天
心
の
時
代
と
大
観
・
観
山
・
春
草
展
』
図
録

（
松
山
三
越
、
一
九
九
二
年
）

　
「
白
雪
紅
樹
」
の
周
辺　
『
白
雪
紅
樹
展
』
図
録
（
東
京
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館

陳
列
館
、
一
九
九
二
年
）

　
「
小
坂
象
堂　

日
本
近
代
絵
画
史
上
の
象
堂
」『
近
代
画
説
』（
一
号
、

一
九
九
二
年
）

※（
資
料
紹
介
）「
森
鴎
外
の
西
洋
美
術
史
講
義　

本
保
義
太
郎
筆
記
ノ
ー
ト
」『
五

浦
論
叢
』（
二
号
、
一
九
九
四
年
）

　
「
大
村
西
崖
と
中
国
」『
東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
紀
要
』（
二
九
号
、

一
九
九
四
年
）

　
「
田
中
寅
三
と
納
屋
川
岸
」『
田
中
寅
三 

― 

松
戸
に
根
を
お
ろ
し
た
白
馬
会
の

画
家
展
』
図
録
（
松
戸
市
立
博
物
館
、
一
九
九
五
年
）

　
「
東
京
美
術
学
校
改
革
と
大
観
」『
横
山
大
観
記
念
館
館
報
』（
一
四
号
、

一
九
九
六
年
）

　
「
東
京
美
術
学
校
と
白
馬
会　

岡
倉
天
心
と
黒
田
清
輝
」『
近
代
画
説
』（
五
号
、

一
九
九
七
年
）

　
「
黒
田
清
輝
の
意
見
書
」『
近
代
画
説
』（
五
号
、
一
九
九
七
年
）

　
「
東
京
美
術
学
校
の
外
国
人
生
徒
（
前
編
・
後
篇
）」『
東
京
芸
術
大
学
美
術
学

部
紀
要
』（
三
三
号
／
三
四
号
、
一
九
九
八
年
／
一
九
九
九
年
）

※「
今
泉
雄
作
伝
」『
五
浦
論
叢
』（
六
号
、
一
九
九
九
年
）

　
「
資
料
紹
介　

西
崖
日
記
」『
近
代
画
説
』（
八
号
、
一
九
九
九
年
）

　
「
岡
倉
天
心
と
文
化
財
保
護
」『
博
物
館
研
究
』（
五
三
〇
号
、
二
〇
一
三
年
）

　
「
東
京
美
術
学
校
台
湾
人
留
学
生
概
観
」『
台
湾
の
近
代
美
術
―
留
学
生
た
ち
の

青
春
群
像
展
』
図
録
（
東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館
、
二
〇
一
四
年
）

　
「
黒
田
清
輝
宛
外
国
人
留
学
生
書
簡
・
影
印
・
翻
刻
・
解
題
」『
美
術
研
究
』

（
四
一
四
号
、
二
〇
一
五
年
）

※「
岡
倉
天
心
と
久
保
田
鼎
―
久
保
田
家
資
料
を
中
心
に
―
」『
五
浦
論
叢
』（
一
〇

号
、
二
〇
〇
三
年
）

　
「
竹
内
久
一
再
論
」『Lotus

／
日
本
フ
ェ
ノ
ロ
サ
学
会
機
関
誌
』（
二
四
号
、

二
〇
〇
四
年
）

　
「
明
治
晩
期
の
日
本
画
修
業
―
矢
澤
弦
月
日
記
よ
り
―
」『
近
代
画
説
』（
一
三

号
、
二
〇
〇
四
年
）

　
「
岡
倉
天
心
と
東
京
美
術
学
校
―
デ
ザ
イ
ン
を
め
ぐ
っ
て
」『
ワ
タ
リ
ウ
ム
美
術

館
／
岡
倉
天
心
展
・
研
究
会
』（
二
〇
〇
五
年
）

　
「
日
印
友
好
の
懸
橋
―
野
生
司
香
雪
と
サ
ー
ル
ナ
ー
ト
、
ム
ラ
ガ
ン
ダ
―
寺

院
壁
画
」『
早
稲
田
大
学
会
津
八
一
記
念
博
物
館
研
究
紀
要
』（
六
号
、

二
〇
〇
五
年
）

※（
資
料
紹
介
）「
岡
倉
天
心
の
『
万
国
歴
史
』
講
義
」（
上
）（
下
）『
五
浦
論
叢
』

（
一
三
号
／
一
四
号
、
二
〇
〇
六
年
／
二
〇
〇
七
年
）
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「
岡
倉
天
心
と
東
京
美
術
学
校
」
他
二
篇
『
岡
倉
天
心　

芸
術
教
育
の
歩
み
展
』

図
録
（
東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館
、
二
〇
〇
七
年
）

　
「
古
社
寺
保
存
会
の
宝
物
調
査
と
紫
水
」『
六
角
紫
水　

国
宝
を
創
っ
た
男
展
』

図
録
（
広
島
県
立
美
術
館
、
二
〇
〇
八
年
）

　
「
大
村
西
崖
の
渡
欧
日
記
」『
近
代
画
説
』（
一
七
号
、
二
〇
〇
八
年
）

　
「
大
村
西
崖
渡
米
歴
遊
日
記　
『
近
代
画
説
』（
一
七
号
、
二
〇
〇
八
年
）

　
「
東
京
芸
術
大
学
に
お
け
る
ア
ー
カ
イ
ヴ
構
築
準
備
作
業
お
よ
び
資
料
保
存
―

公
開
の
現
況
」『
ア
ー
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会　

ア
ー
ト
・
ア
ー

カ
イ
ヴ

―
多
面
体　

そ
の
現
状
と
未
来
』
記
録
集
（
二
〇
一
〇
年
）

　
「
日
中
美
術
交
流
最
盛
期
の
様
相　
『
民
国
期
美
術
へ
の
ま
な
ざ
し
』」『
ア
ジ
ア

遊
学
』（
一
四
六
号
、
二
〇
一
一
年
）

※（
資
料
紹
介
）「
長
谷
寺
所
蔵　

岡
倉
天
心
書
簡
（
丸
山
寛
長
宛
）
ほ
か 

― 

天
心

と
寛
長
の
出
会
い
に
つ
い
て
」［
天
心
書
簡
研
究
会
編
］『
五
浦
論
叢
』（
一
八

号
、
二
〇
一
一
年
）

　
「
大
村
西
崖
資
料
目
録
」［
吉
田
千
鶴
子
・
大
西
純
子
監
修
］『
平
成
二
一
～

二
三
年
度
科
研
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
成
果
報
告
書　

大
村
西
崖
の

研
究
』（
二
〇
一
二
年
）

　
「
稿
本　

東
京
美
術
学
校
依
嘱
制
作
史
」『
平
成
二
一
～
二
三
年
度
科
研
費
補
助

金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
成
果
報
告
書
／
東
京
音
楽
学
校
・
東
京
美
術
学
校
の

受
託
作
に
見
る
近
代
日
本
の
芸
術
教
育
』（
二
〇
一
二
年
）

（
国
外
）

単　

著

　
『
東
京
美
術
学
校
的
外
国
学
生
』［
韓
玉
志
・
李
青
唐
訳
］（
天
馬
出
版
、

二
〇
〇
四
年
）

論　

文

　
「
大
村
西
崖
和
中
国　

以
他
晩
年
的
五
次
訪
華
為
中
心
」［
劉
暁
路
訳
］『
南
京

芸
術
学
院
学
報
』（
一
九
九
七
年
）

　
「
上
野
的
面
影
―
李
叔
同
在
東
京
美
術
学
校
史
料
総
述
」［
劉
暁
路
訳
］『
弘
一

大
師
芸
術
論　

紀
念
弘
一
大
師
誕
辰
一
百
二
十
周
年
国
際
学
術
研
討
会
論

文
集
』（
二
〇
〇
一
年
）

　
「
李
叔
同
的
老
師
大
村
西
崖
和
中
国
的
美
術
家
」『
如
月
清
涼　

第
三
届
弘
一
大

師
研
究
国
際
学
術
会
議
論
文
集
』（
二
〇
一
〇
年
）

　
「
陳
澄
波
興
東
京
美
術
学
校
的
教
育
」『
陳
澄
波
文
物
資
料
特
展
学
術
論
壇
論
文

集
』（
二
〇
一
一
年
）

　
「
我
対
留
日
中
国
美
術
生
資
料
的
整
理
与
研
究
」『
第
一
階
段
国
際
学
術
論
証
会

検
討
文
集
』（
二
〇
一
三
年
）

　
「
大
村
西
崖
与
中
国
」『
第
一
階
段
国
際
学
術
論
証
会
検
討
文
集
』（
二
〇
一
三
年
）

　
「
斎
藤
佳
三
与
林
風
眠
」［
漆
麟
訳
］『
中
国
国
家
美
術
』
二
六
号
（
二
〇
一
四
年
）

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 「
吉
田
千
鶴
子
先
生
／
年
譜
・
著
作
目
録
」

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吉
田
千
鶴
子
さ
ん
を
偲
ぶ
会
編
）
よ
り
抜
粋

（
森
田
義
之
記
）
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僕
た
ち
は
去
年
六
月
に
吉
田
千
鶴
子
さ
ん
を
喪
っ
た
。
そ
れ
が
僕
た
ち
日
本

の
近
現
代
美
術
に
関
心
を
寄
せ
る
者
に
と
っ
て
は
手
痛
い
損
失
で
あ
る
こ
と
が
、

月
日
を
重
ね
る
ご
と
に
重
く
明
ら
か
に
な
る
よ
う
だ
。
近
代
美
術
史
研
究
の
重
要

な
一
部
分
を
補
填
で
き
な
い
ま
ま
一
周
忌
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

森
田
義
之
さ
ん
か
ら
懇
切
丁
寧
に
吉
田
さ
ん
追
悼
の
記
を
書
く
よ
う
に
要
請
さ

れ
、
承
諾
は
し
た
が
、
約
束
し
た
期
限
は
過
ぎ
た
が
、
一
周
年
し
た
ら
何
か
を
納

得
し
た
ら
書
け
る
か
と
思
っ
た
が
、
吉
田
さ
ん
が
僕
よ
り
先
に
ど
こ
か
へ
行
っ
て

終
っ
た
ら
し
い
、
と
納
得
し
た
こ
と
に
し
て
、
全
く
個
人
的
な
感
想
を
書
く
。

僕
が
初
め
て
勤
め
た
の
は
東
京
芸
大
図
書
館
の
非
常
勤
職
員
で
あ
っ
た
。
そ
こ

へ
長
い
間
勤
め
て
、
終
り
の
頃
は
図
書
館
美
術
品
係
と
い
う
の
を
両
学
部
か
ら
独

立
し
た
芸
術
資
料
館
に
編
制
替
え
す
る
仕
事
を
し
、
ひ
と
か
ら
は
反
対
さ
れ
僕
も

迷
っ
た
挙
句
、
神
奈
川
県
近
代
美
術
館
へ
移
っ
た
の
は
一
九
七
二
年
度
の
途
中
で

三
十
代
の
終
り
だ
っ
た
。
吉
田
さ
ん
の
年
譜
を
見
る
と
七
一
年
の
三
月
に
吉
澤
忠

先
生
の
許
で
修
士
課
程
を
終
え
、
そ
の
四
月
か
ら
美
術
学
部
非
常
勤
助
手
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
僕
の
記
憶
で
は
資
格
課
程
の
専
任
で
二
科
の
会
員
だ
っ
た

桑
原
実
先
生
の
研
究
室
助
手
だ
っ
た
と
思
う
。
桑
原
さ
ん
は
単
純
で
活
動
的
な
二

科
び
い
き

0

0

0

で
、
郷
土
ら
し
い
新
潟
長
岡
の
同
窓
会
か
ら
金
を
引
き
出
し
て
、『
郷

土
と
美
術
』
と
い
う
雑
誌
を
作
る
か
ら
吉
田
さ
ん
に
何
か
を
書
け
と
半
強
要
さ
れ

て
い
た
。
僕
も
巻
き
ぞ
え
を
食
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
が
、
あ
の
雑
誌
が
あ
れ
ば

若
い
吉
田
さ
ん
を
記
念
す
る
珍
妙
な
出
版
物
で
は
な
い
か
。
僕
は
土
方
定
一
と
い

う
勇
将
の
下
で
苦
労
し
て
み
よ
う
と
し
た
弱
卒
で
、
の
ち
の
浅
井
和
春
夫
妻
を
美

術
館
で
眼
の
隅
に
み
て
『
ウ
チ
の
学
生
が
⋮
』
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
朝
晩
の
掃
除

か
ら
入
館
券
の
処
理
、
監
視
ま
で
数
人
で
こ
な
し
て
い
る
オ
バ
さ
ん
た
ち
に
湯
呑

所
へ
呼
び
込
ま
れ
『
あ
な
た
は
こ
こ
へ
婿
に
来
た
の
よ
、
帰
る
ウ
チ
な
ん
て
な
い

の
よ
』
と
情
理
に
満
ち
た
お
説
教
を
く
っ
た
。
土
方
館
長
の
癇
癪
玉
よ
り
こ
れ
は

肝
に
こ
た
え
た
。
そ
ん
な
所
か
ら
僕
は
展
覧
会
と
そ
の
背
後
の
世
界
を
調
べ
る
こ

と
を
修
学
し
習
熟
し
て
い
っ
た
よ
う
に
思
う
。

そ
ん
な
中
で
『
東
京
美
術
学
校
の
歴
史
』（
日
本
文
教
出
版
、
昭
和
五
二
年
）

に
出
合
う
。
そ
れ
ま
で
こ
ん
な
図
書
は
、
そ
の
試
み
も
な
か
っ
た
し
関
係
す
る

史
・
資
料
に
は
ど
ん
な
も
の
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
。
古
老

に
聞
こ
う
に
も
同
窓
会
名
簿
も
な
い
現
状
の
関
係
者
の
焦
燥
感
と
危
機
感
は
た
と

え
拙
速
で
あ
れ
不
充
分
で
あ
れ
、
今
日
の
現
状
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
切
実
な

感
情
の
伝
わ
る
一
冊
と
な
っ
た
。
東
京
美
術
学
校
（
美
校
）
明
治
時
代
を
磯
崎
康

彦
さ
ん
が
、
大
正
・
昭
和
の
時
代
を
吉
田
千
鶴
子
さ
ん
が
担
当
し
て
こ
の
一
冊
は

成
っ
た
。
明
治
の
頃
は
僕
に
と
っ
て
は
何
と
か
分
か
っ
た
が
、
大
正
・
昭
和
は
噂

話
以
上
に
は
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、
教
え
ら
れ
る
こ
と
、
更
に
調
べ
た
い
こ

吉
田
千
鶴
子
さ
ん
は
も
う
居
な
い

青
　
木
　
　
　
茂
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と
の
手
が
か
り
が
山
積
み
し
て
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
吉
田
さ
ん
の
短
期
間
で
あ
っ

て
も
「
拙
速
」
と
は
言
え
な
い
勉
強
と
調
査
と
歴
史
観
が
あ
っ
た
の
を
知
ら
せ
て

い
た
。
美
校
の
大
先
輩
・
日
展
の
山
崎
覚
太
郎
氏
の
序
文
に
も
吉
田
さ
ん
の
周
到

な
調
査
法
が
洩
ら
さ
れ
て
い
る
し
、
巻
末
に
吉
田
さ
ん
の
現
職
と
し
て
芸
大
の
教

育
資
料
編
纂
室
助
手
と
い
う
の
に
も
編
集
後
記
に
も
感
心
し
て
、
僕
は
断
り
な
く

勝
手
に
「
美
校
の
こ
と
は
、
吉
田
さ
ん
に
聞
く
」
と
一
方
的
に
決
め
た
も
の
だ
っ

た
。
編
纂
室
と
い
う
の
が
い
つ
成
立
し
た
の
か
知
ら
な
か
っ
た
が
、
間
も
な
く
そ

こ
の
助
手
と
い
う
の
は
非
常
勤
だ
と
知
っ
た
。
現
代
で
は
非
正
規
職
員

0

0

0

0

0

と
い
う
の

か
、
正
規
で
は
な
い
が
職
員
だ
と
、
ご
ま
か
さ
な
い
で
不
正
規

0

0

0

は
正
規
に
な
お
す

の
が
国
の
な
す
べ
き
仕
事
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
こ
の
図
書
の
刊
行
に

よ
っ
て
東
京
芸
大
九
十
年
史
、
百
年
史
を
構
築
し
よ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
っ
た

で
あ
ろ
う
。
時
と
所
を
得
て
吉
田
さ
ん
を
中
心
と
す
る
無
私
の
グ
ル
ー
プ
の
資
・

史
料
の
捜
索
と
関
係
者
へ
の
聞
き
取
り
は
、

　

 『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史　

東
京
美
術
学
校
篇　

第
一
巻
』
編
集
芸
術
研
究

振
興
財
団
・
同
百
年
史
刊
行
委
員
会
、
発
行
所
ぎ
ょ
う
せ
い
、
昭
和
六
十
二

年
十
月
四
日
第
一
刷　

Ｂ
５
判
、
五
二
一
＋
一
三
ペ
ー
ジ
、
定
価
九
千
八
百

円
、
と
し
て
結
実
し
、
第
二
巻
の
編
集
発
行
は
前
記
の
通
り
で
、
平
成
四
年

八
月
十
五
日
第
一
刷　

八
九
四
＋
四
六
ペ
ー
ジ
、
定
価
一
万
八
千
円
と
な

り
、
第
三
巻
は
同
様
に
、
平
成
九
年
三
月
二
十
五
日
第
一
刷
、
一
一
八
七
＋

六
九
ペ
ー
ジ
、
定
価
不
記
。

と
な
り
、
吉
田
さ
ん
の
関
係
す
る
の
は
四
巻
の
『
上
野
直
昭
日
記
』
が
刊
行
さ

れ
、『
大
学
百
年
史　

美
術
学
部
篇
（
平
成
十
五
年
）』
と
し
て
「
時
」
を
得
て
完

結
し
た
。「
所
」に
つ
い
て
は
、私
情
が
強
い
の
で
記
さ
な
い
。
驚
く
べ
き
こ
と
は
、

吉
田
さ
ん
は
、
す
く
な
く
と
も
僕
に
は
、
日
常
の
琑
事
以
外
の
、
生
涯
非
正
規
な

ど
と
い
う
私
情
は
一
言
も
吐
か
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
私
事
で
あ
る
が
僕
の
架
蔵
本

は
利
用
度
と
販
売
価
格
か
ら
一
、二
巻
だ
け
で
あ
る
。
雑
文
を
書
く
の
に
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
時
期
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
労
作
と
齟
齬
も
脱
落
も
あ

る
の
を
発
見
す
る
こ
と
が
あ
る
。
訂
正
す
る
機
会
も
な
い
が
、
間
違
っ
た
解
釈
を

し
て
い
る
の
は
、
本
書
が
正
し
い
。

東
京
芸
大
百
年
史
資
料
の
調
査
は
大
学
事
務
局
記
録
、
美
校
校
友
会
月
報
、
諸

新
聞
美
術
記
事
切
抜
帖
、
な
ど
か
ら
諸
雑
誌
・
新
聞
の
論
説
・
記
事
の
収
集
、
ま

た
職
員
・
卒
業
生
の
遺
族
調
査
は
細
大
を
問
わ
ず
全
国
に
及
ん
だ
。
こ
れ
に
よ
っ

て
岡
倉
天
心
の
東
洋
・
西
洋
美
術
史
講
義
は
受
講
学
生
の
ノ
ー
ト
に
よ
っ
て
復
元

が
可
能
と
な
り
、
大
村
西
崖
遺
族
の
資
料
提
供
に
よ
っ
て
西
崖
悉
皆
調
査
が
進
ん

だ
。
平
凡
社
版
の
『
岡
倉
天
心
全
集
』
全
九
巻
の
資
料
の
多
く
は
こ
の
過
程
で
新

再
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
東
京
芸
大
美
校
篇
と
共
に
吉
田
さ
ん
が
実
質
的
な
編

集
主
任
と
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
牢
乎
と
し
て
抜
き
が
た
い
美
校
の
男
性
中

心
主
義
が
あ
る
。
僕
は
平
凡
社
の
編
集
者
た
ち
と
は
木
下
長
宏
さ
ん
を
含
め
て
長

い
間
の
友
人
で
あ
り
、
芸
大
百
年
史
編
纂
室
の
吉
田
さ
ん
や
村
田
哲
朗
さ
ん
の
東

西
へ
の
調
査
小
旅
行
の
お
伴
を
し
た
こ
と
だ
っ
た
。

大
村
西
崖
の
研
究
は
東
京
美
術
学
校
史
は
も
と
よ
り
東
洋
美
術
史
の
調
査
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
人
物
と
資
料
で
あ
っ
て
、
吉
田
さ
ん
が
初
め
て
着
手
し
、
二
、

三
の
重
要
な
発
表
を
残
し
て
く
れ
た
が
、
中
途
に
し
て
止
ん
だ
。
こ
の
巨
人
の
志

し
て
い
た
も
の
が
何
で
あ
っ
た
か
、
そ
の
全
貌
を
解
明
し
未
来
へ
継
ぐ
事
業
は
、

現
状
を
み
る
と
吉
田
さ
ん
の
死
に
よ
っ
て
暫
く
の
停
頓
を
み
る
だ
ろ
う
と
残
念
で

な
ら
な
い
。

大
村
西
崖
を
は
じ
め
多
く
の
貴
重
な
資
料
が
、
芸
大
百
年
史
調
査
の
途
中
で
発

見
さ
れ
、
吉
田
さ
ん
の
熱
意
と
人
柄
で
、
遺
族
か
ら
の
資
料
の
寄
託
や
寄
贈
が
集
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積
さ
れ
始
め
て
い
た
。
資
料
を
受
取
る
側
の
態
勢
（
あ
る
い
は
体
制
）
が
整
っ
て

い
れ
ば
い
つ
で
も
預
け
た
い
と
い
う
人
が
多
く
い
た
。
受
取
る
側
に
は
、
悲
劇
的

に
、
体
制
も
熱
意
も
調
査
・
発
表
の
場
も
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
芸
大
美
術
学
部
の

話
題
で
は
な
い
、
こ
れ
は
現
代
日
本
の
公
・
私
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
文
化
行
政
・
施

設
の
喫
緊
の
問
題
な
の
で
あ
る
。
吉
田
さ
ん
は
悲
劇
的
で
も
喜
劇
的
で
も
な
い
顔

を
し
て
、
茨
城
大
学
の
五
浦
研
究
所
の
紀
要
に
発
表
を
続
け
て
い
た
。
こ
の
報
告

は
別
稿
を
見
ら
れ
た
い
。

吉
田
さ
ん
の
重
要
な
仕
事
に
『
近
代
東
ア
ジ
ア
美
術
留
学
生
の
研
究
』（
ゆ
ま

に
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
た
史
料
研
究
が
あ
る
。
こ
の
研
究
成
果

は
朝
鮮
・
中
国
・
台
湾
の
各
近
代
美
術
史
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
発
表
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
東
ア
ジ
ア
の
各
国
・
地
域
の
留
学
生
が
帰
国
後
に
出
身
地
で
枢
要

な
地
位
に
つ
き
第
二
次
大
戦
後
も
そ
の
影
響
が
強
か
っ
た
た
め
で
、
現
代
で
は
各

地
の
美
術
教
育
、
美
術
運
動
が
起
き
て
地
層
も
変
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
、
吉
田
さ

ん
の
影
響
も
芽
出
た
く
も
弱
く
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
う
思
わ
せ
る
ほ
ど
吉

田
さ
ん
の
影
響
は
大
き
い
。
僕
も
自
分
の
日
程
を
変
更
し
て
一
日
だ
け
杭
州
の
師

範
大
学
の
国
際
学
術
研
討
会
に
出
席
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
非
常
な
盛
況
で
、
そ

の
た
め
に
僕
の
豊
子
愷
に
つ
い
て
の
飛
入
り
報
告
は
う
や
む
や
に
な
っ
て
終
わ
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
な
ん
せ
吉
田
さ
ん
の
研
究
（
美
術
学
部
の
紀
要
に
書
い
た
東

京
美
術
学
校
の
外
国
人
生
徒
前
・
後
篇
と
し
た
報
告
か
）
は
吉
田
さ
ん
に
無
断
で

翻
訳
出
版
（
二
〇
〇
四
年
）
さ
れ
る
程
で
あ
っ
た
。
チ
ャ
チ
な
翻
訳
本
が
中
国
で

よ
く
読
ま
れ
て
い
た
の
は
僕
も
目
撃
し
た
。
た
だ
し
シ
ノ
ワ
ズ
リ
ー
の
長
い
伝

統
か
ら
清
末
の
外
国
留
学
生
は
常
書
鴻
の
よ
う
に
洋
画
家
も
フ
ラ
ン
ス
を
目
指
し

て
い
た
し
、
留
学
す
る
側
に
立
っ
て
の
留
学
研
究
も
今
後
は
盛
ん
に
な
る
で
あ
ろ

う
（
さ
ね
と
う
・
け
い
し
ゅ
う
著
『
中
国
人
日
本
留
学
史
』（
く
ろ
し
お
出
版
、

一
九
六
〇
年
第
一
刷
、
八
一
年
増
補
二
刷
）
は
こ
れ
も
日
本
人
の
書
き
物
で
あ
る

が
、
本
国
人
に
よ
る
美
術
に
限
ら
な
い
外
国
・
日
本
留
学
史
研
究
を
望
み
た
い
）。

以
上
は
ま
こ
と
に
私
的
で
勝
手
な
感
想
を
書
い
た
。
間
も
な
く
八
十
七
歳
と
い

う
ボ
ケ
老
人
（
最
近
は
や
り
の
認
知
症
で
は
な
い
、
呆ぼ

け
で
あ
る
）
の
繰
り
言
で

す
。
お
見
逃
し
下
さ
い
。
ま
た
勝
手
に
続
け
れ
ば
こ
の
三
月
に
は
大
井
健
地
を

喪
っ
た
。
彼
に
つ
い
て
は
小
さ
な
同
人
誌
に
想
い
出
を
書
い
た
。
芸
術
学
科
卒
業

生
一
期
生
で
は
（
以
下
敬
称
を
略
す
）
久
保
尋
二
、
辻
茂
、
山
川
武
に
は
全
く
個

人
的
な
想
い
出
が
多
い
。
徳
永
博
陸
は
図
書
館
の
個
性
的
な
先
輩
で
、
三
年
ほ
ど

前
に
は
元
気
だ
っ
た
が
ど
う
し
て
居
る
か
気
に
な
っ
て
い
る
。
二
期
の
中
島
亮
一

（
神
奈
川
県
博
）
は
僕
を
後
輩
だ
と
し
て
差
別
待
遇
を
し
た
。

健
吾
（
成
城
大

学
）
は
中
国
版
画
運
動
に
つ
い
て
専
門
で
も
な
い
の
に
随
分
と
教
え
ら
れ
た
。
中

国
人
だ
か
ら
手
を
後
ろ
に
組
ん
で
大
股
に
歩
き
小
股
の
僕
は
民
族
的
屈
辱
感
を
味

わ
っ
た
。
訃
報
に
は
接
し
て
い
な
い
。
な
ど
と
書
く
と
際
限
も
な
い
。
陰
里
鉄
郎

も
、
若
く
し
て
逝
っ
た
浜
中
真
治
も
点
鬼
簿
の
人
だ
。
高
田
美
規
雄
も
田
中
三
蔵

も
千
野
高
保
も
過
去
帳
の
人
だ
。
遺
さ
れ
た
小
さ
い
子
供
が
哀
れ
で
高
田
の
喪
儀

に
行
っ
た
山
口
市
へ
は
、
千
野
の
入
院
先
へ
木
島
さ
ん
と
見
舞
に
行
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
こ
れ
は
ほ
ん
の
吉
田
さ
ん
を
含
む
芸
術
学
科
の
内
の
こ
と
だ
。
吉
田
さ
ん

に
つ
い
て
は
小
冊
子
に
次
の
よ
う
に
書
い
た
。
同
じ
事
を
二
度
と
は
書
け
な
い
の

で
引
用
し
て
終
わ
り
と
す
る
。

　
 「

美
校
の
こ
と
は
吉
田
さ
ん
に
聞
け
、
⋮
⋮
で
、
僕
は
い
つ
も
何
回
も
吉
田

さ
ん
に
聞
い
て
き
た
。
少
し
ば
か
り
の
お
説
教
を
聞
い
て
僕
は
そ
の
日
そ
の

日
を
糊
塗
し
て
き
た
。
吉
田
千
鶴
子
さ
ん
は
も
う
存
在
し
な
い
。
僕
は
前
に

横
田
洋
一
さ
ん
を
喪
っ
た
。
片
身
を
剥
が
れ
た
思
い
で
あ
っ
た
。
今
ま
た
吉

田
さ
ん
を
無
く
し
て
、
手
を
伸
ば
せ
ば
届
く
存
在
が
ど
こ
に
も
無
い
、
老
残
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の
身
ば
か
り
で
あ
る
。」

吉
田
千
鶴
子
は
去
年
六
月
九
日
に
死
亡
し
た
。
間
も
な
く
一
年
に
な
る
。

（
二
〇
一
九
年
六
月
七
日
記
）

︹
あ
お
き　

し
げ
る
／
元
跡
見
学
園
女
子
大
学
・
文
星
芸
術
大
学
教
授
、　

　
　
　

 

前
町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館
館
長
、
前
客
員
所
員
、
現
明
治
美
術
学

会
顧
問
︺
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吉
田
千
鶴
子
さ
ん
は
東
京
芸
術
大
学
芸
術
学
科
の
三
年
上
の
先
輩
だ
っ
た
。
私

が
入
学
し
た
時
は
学
部
の
四
年
生
だ
っ
た
か
ら
、
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
が
、彼
女
の
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
が
中
国
宋
代
の
画
家
梁
楷
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

毎
年
印
刷
さ
れ
る
卒
論
要
旨
で
知
っ
た
。

旧
姓
は
松
岡
さ
ん
。
松
岡
さ
ん
の
学
年
は
な
ぜ
か
女
性
が
と
て
も
多
く
、
名
簿

を
見
た
ら
、
新
潟
大
学
に
行
っ
た
イ
タ
リ
ア
中
世
美
術
史
の
近
藤
フ
ジ
エ
さ
ん
、

フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
た
鬼
塚
寿
子
さ
ん
、
中
国
美
術
史
の
末
房
（
国
領
）
由
美
子

さ
ん
、
美
術
書
の
博
雅
堂
を
興
し
た
西
村
（
工
藤
）
和
子
さ
ん
、
広
島
県
立
美
術

館
の
原
田
（
加
田
）
佳
子
さ
ん
、
男
性
で
は
桑
原
鉱
司
さ
ん
（
岐
阜
県
美
術
館
）、

塩
見
隆
之
さ
ん
（
い
わ
き
市
立
美
術
館
）
ら
が
同
学
年
だ
っ
た
。

私
が
吉
田
さ
ん
と
研
究
上
の
接
点
を
も
っ
た
の
は
、
一
九
八
二
年
に
私
が
茨
城

大
学
教
育
学
部
に
職
を
得
て
、
岡
倉
天
心
の
旧
居
に
拠
点
を
お
く
大
学
附
属
の
五

浦
美
術
文
化
研
究
所
の
所
員
と
な
り
、
天
心
が
東
京
美
術
学
校
で
お
こ
な
っ
た
講

義
「
泰
西
美
術
史
」
に
つ
い
て
論
文
を
書
く
こ
と
に
な
っ
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。

当
時
、
吉
田
さ
ん
は
、
芸
大
美
術
学
部
の
美
術
教
育
研
究
室
の
助
手
の
あ
と
教
育

資
料
編
纂
室
の
助
手
（
非
常
勤
講
師
）
の
職
に
あ
り
、『
東
京
美
術
学
校
の
歴
史
』

（
磯
崎
康
彦
氏
と
の
共
著
、
日
本
文
教
出
版
、
一
九
七
七
年
）
に
続
い
て
、『
岡
倉

天
心
全
集
』（
平
凡
社
、
一
九
八
〇
年
）
第
四
巻
の
編
集
・
校
訂
の
仕
事
を
終
え

た
あ
と
、『
芸
大
百
年
史
』
の
大
事
業
の
準
備
に
と
り
か
か
ろ
う
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
っ
た
。

『
岡
倉
天
心
全
集
』第
四
巻
は
、天
心
の
美
術
学
校
で
の
三
つ
の
美
術
史
講
義（
日

本
美
術
史
、
泰
西
美
術
史
、
泰
東
巧
藝
史
）
を
複
数
の
聴
講
学
生
の
筆
記
録
に
基

づ
い
て
校
訂
・
編
集
し
た
も
の
が
中
心
を
な
し
、
吉
田
さ
ん
は
、
吉
澤
忠
先
生
監

修
下
の
編
集
作
業
と
解
題
執
筆
の
中
心
に
い
た
（
特
に
「
泰
西
美
術
史
」
の
校
訂

は
、匠
秀
夫
氏
の
名
も
付
し
て
あ
る
が
、も
っ
ぱ
ら
彼
女
の
仕
事
だ
っ
た
ら
し
い
）。

吉
田
さ
ん
は
、私
の
論
文
の
意
図
を
聞
く
と
、全
面
的
な
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ

た
。「
泰
西
美
術
史
」
の
講
義
に
は
、
天
心
が
美
校
開
学
時
に
丸
善
か
ら
購
入

し
、
現
在
も
芸
大
の
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
の
美
術
史
家
ヴ
ィ
ル
ヘ

ル
ム
・
リ
ュ
プ
ケ
の
西
洋
美
術
史
概
説
書
︽H

istory of A
rt

︾（2vols. London, 

1874

）
が
一
種
の
種
本
と
し
て
使
わ
れ
た
ら
し
い
の
で
「
調
べ
て
み
た
ら
？
」
と

示
唆
し
て
く
れ
た
の
も
、『
天
心
全
集
』
で
活
字
化
さ
れ
た
「
泰
西
美
術
史
」
の

基
に
な
っ
た
四
つ
の
美
校
生
の
筆
記
録
の
コ
ピ
ー
を
貸
し
て
く
れ
、
そ
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
を
見
る
た
め
に
所
蔵
先
の
日
本
美
術
院
事
務
局
長
の
小
沼
新
六
氏
に
紹
介
の

労
を
と
っ
て
く
れ
た
の
も
、
吉
田
さ
ん
で
あ
っ
た
。

私
は
、
リ
ュ
プ
ケ
の
美
術
史
概
説
の
記
述
と
天
心
の
講
義
内
容
を
照
合
、
検
討

し
て
論
文
の
中
心
に
据
え
、ま
た
天
心
の
「
欧
州
視
察
日
誌
」（『
全
集
』
第
五
巻
）

吉
田
千
鶴
子
さ
ん
と
五
浦
美
術
文
化
研
究
所
の
こ
と
な
ど

森
　
田
　
義
　
之
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に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
彼
自
身
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
現
地
で
の
作
品
体
験
と
の
関
わ

り
を
検
討
し
て
、
こ
の
日
本
で
最
初
の
西
洋
美
術
史
講
義
の
特
徴
と
性
格
、
魅
力

を
私
な
り
に
論
じ
る
こ
と
が
で
き
た
（
拙
論
「
岡
倉
天
心
の
「
泰
西
美
術
史
講
義
」

の
検
討
」『
茨
城
大
学
五
浦
美
術
文
化
研
究
所
報
』
第
九
号
、
一
九
八
二
年
）。

こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
、
天
心=

五
浦
を
媒
介
と
し
た
吉
田
さ
ん
と

の
長
い
つ
き
あ
い
が
始
ま
り
、
私
は
芸
大
に
行
く
た
び
に
、
吉
田
さ
ん
の
居
る
旧

図
書
館
（
赤
れ
ん
が
棟
）
の
教
育
資
料
編
纂
室
に
顔
を
出
し
て
、
あ
れ
こ
れ
雑
談

し
た
あ
と
、「
何
か
新
し
い
資
料
紹
介
の
材
料
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
と
、
ま
る

で
御
用
聞
き
の
よ
う
に
尋
ね
る
こ
と
が
習
い
に
な
っ
た
。『
芸
大
百
年
史
』
の
準

備
を
着
々
と
進
め
て
い
た
吉
田
さ
ん
の
研
究
室
に
は
、
黙
っ
て
い
て
も
美
校
史
関

係
の
資
料
が
次
々
に
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、「
ア
ー
カ
イ
ヴ
」
と
い
う
言
葉
が
今

の
よ
う
に
普
及
す
る
前
の
時
代
だ
っ
た
が
、
吉
田
さ
ん
の
研
究
室
は
日
本
の
近
代

美
術
関
係
の
史
資
料
収
集
の
拠
点
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

吉
田
さ
ん
も
、
手
元
に
集
ま
っ
て
く
る
新
出
資
料
や
自
分
の
論
文
の
発
表
の

場
と
し
て
、
五
浦
研
究
所
の
所
報
や
、
私
が
提
案
し
て
新
た
に
創
刊
さ
れ
た

『
五
浦
論
叢
』（
一
九
九
一
年
）
を
積
極
的
に
活
用
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、

一
九
九
二
年
の
二
号
か
ら
二
〇
一
一
年
の
一
八
号
に
か
け
て
、
合
計
八
回
に
わ

た
っ
て
原
稿
を
寄
せ
て
く
れ
た
。
ま
た
、
同
じ
時
期
に
お
こ
な
わ
れ
た
研
究
所
組

織
の
改
組
・
拡
大
に
と
も
な
い
、
青
木
茂
氏
、
丹
尾
安
典
氏
、
中
村
愿
氏
、
佐
藤

道
信
氏
ら
近
代
美
術
の
専
門
家
と
と
も
に
客
員
所
員
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
（
こ

の
客
員
所
員
の
ポ
ス
ト
は
亡
く
な
る
ま
で
保
持
さ
れ
た
）。

八
回
の
寄
稿
は
「
著
作
一
覧
」
に
載
せ
た
が
、
他
に
も
所
在
不
明
だ
っ
た
天
心

の
「
美
学
」
講
義
の
筆
記
録
が
発
見
さ
れ
た
と
彼
女
か
ら
聞
き
、
こ
れ
も
新
出
資

料
と
し
て
活
字
化
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、な
ぜ
か
立
ち
消
え
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

一
九
八
七
年
に
第
一
巻
が
出
る
数
年
前
か
ら
二
〇
〇
三
年
に
第
四
巻
が
完
結
す

る
ま
で
の
四
半
世
紀
、
吉
田
さ
ん
が
営
々
と
精
力
を
傾
注
し
た
の
が
、『
東
京
芸

術
大
学
百
年
史
』
全
四
巻
と
別
巻
『
上
野
直
昭
日
記
』
で
あ
る
。
恐
る
べ
き
厖
大

な
量
の
資
料
と
写
真
を
収
集
・
分
類
し
、
専
攻
ご
と
に
時
系
列
的
に
整
理
し
て
通

史
と
し
て
ま
と
め
る
仕
事
は
、
想
像
す
る
だ
け
で
も
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
大
編

纂
事
業
だ
が
、
原
稿
執
筆
は
、
吉
田
さ
ん
を
主
に
、
村
田
哲
朗
さ
ん
と
ほ
と
ん
ど

二
人
だ
け
で
手
が
け
ら
れ
た
と
聞
く
。

最
終
巻
の
『
美
術
学
部
篇
』
で
は
、私
が
学
ん
だ
芸
術
学
科
（
一
九
四
九
年
開
設
）

の
草
創
期
の
様
子
が
、
そ
の
時
間
と
空
間
が
、
見
た
こ
と
の
な
い
貴
重
な
写
真
か

ら
甦
っ
て
く
る

―
（
敬
称
ぬ
き
で
ア
ッ
ト
ラ
ン
ダ
ム
に
挙
げ
れ
ば
）
山
川
武
、

辻
茂
、
久
保
尋
二
、
辻
成
史
、
入
江
観
、
友
部
直
、
佐
々
木
英
也
の
諸
先
輩
⋮
⋮

み
ん
な
若
い
！　

古
美
研
旅
行
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
に
う
つ
っ
た
吉
澤
忠
先
生
、
水

野
敬
三
郎
先
生
、
北
川
フ
ラ
ム
君
⋮
⋮
ア
ッ
シ
ジ
の
聖
堂
で
の
壁
画
調
査
、
油
画

入
試
の
合
間
に
く
つ
ろ
ぐ
中
谷
泰
、
野
見
山
暁
治
の
両
教
授
⋮
⋮
。

こ
の
五
巻
本
は
、
今
で
は
ア
マ
ゾ
ン
で
も
入
手
で
き
な
い
の
で
、
地
元
の
区

立
図
書
館
か
ら
借
り
出
し
、
せ
っ
せ
と
コ
ピ
ー
し
た
が
、
い
つ
だ
っ
た
か
吉
田

さ
ん
に
「
あ
な
た
が
昔
書
い
た
自
治
会
の
ビ
ラ
も
載
せ
た
わ
よ
」
と
言
わ
れ
た

の
を
思
い
出
し
て
調
べ
て
み
た
ら
、
た
し
か
に
昭
和
四
十
三
年
度
の
六
二
三
～

六
二
五
ペ
ー
ジ
に
、
私
が
学
生
自
治
会
委
員
長
と
し
て
学
長
・
教
授
会
宛
に
書

い
た
「
生
協
設
立
に
つ
い
て
の
我
々
の
要
求
」
と
い
う
署
名
入
り
の
長
文
の
文
章

（
一
九
六
八
・
一
一
・
三
〇
付
）
が
全
文
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
大
学
紛
争
の
前
年
の

こ
と
だ
。
吉
田
さ
ん
は
『
百
年
史
』
の
な
か
で
、
こ
ん
な
学
生
の
動
向
に
も
目
を

配
っ
て
い
た
の
か
、
と
感
慨
を
深
く
し
た
。

私
が
五
浦
研
究
所
の
所
長
に
な
っ
た
一
九
九
六
年
、
当
時
の
芸
大
学
長
の
平
山
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郁
夫
氏
を
介
し
て
日
本
美
術
院
よ
り
一
千
万
円
の
寄
付
金
を
受
け
て
「
五
浦
美
術

叢
書
」
の
企
画
を
立
て
、
そ
の
第
一
冊
と
し
て
『
岡
倉
天
心
と
五
浦
』（
森
田
義

之
・
小
泉
晋
弥
編
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
八
年
）
を
出
版
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
執
筆
に
は
、
所
員
と
客
員
所
員
が
総
動
員
で
当
た
り
、
吉
田
さ
ん
に
も

寄
稿
を
お
願
い
す
る
つ
も
り
で
い
た
が
、『
百
年
史
』
作
成
の
真
っ
最
中
で
あ
り
、

到
底
不
可
能
で
あ
っ
た
。続
く『
岡
倉
天
心
ア
ル
バ
ム
』（
中
村
愿
編
、二
〇
〇
〇
年
）

も
、
同
じ
理
由
で
吉
田
さ
ん
に
は
執
筆
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
が
、
校
閲
に
は
協

力
し
て
も
ら
い
、
い
く
つ
か
の
厳
し
い
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

『
百
年
史
』
が
完
結
す
る
前
後
か
ら
、
吉
田
さ
ん
は
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
東

ア
ジ
ア
か
ら
の
美
術
学
校
留
学
生
の
足
跡
の
調
査
や
、
美
校
出
身
の
東
洋
美
術

史
家
大
村
西
崖
の
研
究
な
ど
へ
と
テ
ー
マ
を
広
げ
、
中
国
の
研
究
者
や
研
究
機
関

と
の
交
流
を
つ
よ
め
な
が
ら
、
ま
す
ま
す
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
研
究
を
展
開
し
て

い
っ
た
。

『
近
代
東
ア
ジ
ア
美
術
留
学
生
の
研
究
』（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）、『
六

角
紫
水
の
古
社
寺
調
査
日
記
』（
東
京
芸
術
大
学
出
版
会
、
同
年
）、『︿
日
本
美
術
﹀

の
発
見　

岡
倉
天
心
が
め
ざ
し
た
も
の
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
）、『
西
崖

中
国
旅
行
日
記
』（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
六
年
）
と
い
う
著
作
の
リ
ス
ト
を
見

れ
ば
、
最
後
の
十
年
ほ
ど
の
あ
い
だ
の
吉
田
さ
ん
の
研
究
の
勢
い
と
充
実
ぶ
り
が

よ
く
わ
か
る
。

私
は
二
〇
〇
〇
年
に
茨
城
大
学
か
ら
愛
知
県
立
芸
術
大
学
に
移
り
、
五
浦
研
究

所
と
の
関
係
は
、
吉
田
さ
ん
と
同
じ
客
員
所
員
の
立
場
で
続
い
た
が
、
彼
女
と
連

絡
を
と
る
こ
と
も
次
第
に
少
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

吉
田
さ
ん
が
芸
大
の
資
料
編
纂
室
（
二
〇
一
二
年
に
総
合
芸
術
ア
ー
カ
イ
ブ
セ

ン
タ
ー
と
改
称
）
を
退
職
し
た
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、同
窓
会
誌
『
杜
』（
二
〇
一
七

年
発
行
）
に
載
っ
た
彼
女
の
「
引
退
に
際
し
て
の
一
言
」
と
い
う
文
章
に
よ
っ
て

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
資
料
編
纂
室
に
ま
だ
未
公
刊
の
大
量
の
史
料
が
保
管
さ
れ

て
い
る
こ
と
（
六
角
紫
水
、
久
保
田
鼎
、
大
村
西
崖
、
斉
藤
佳
三
な
ど
の
関
係
史

料
）、
特
に
最
後
の
美
校
校
長
で
初
代
芸
大
学
長
の
上
野
直
昭
の
資
料
は
、
書
簡

約
六
五
〇
〇
通
の
ほ
か
、
東
大
助
手
時
代
に
受
講
し
た
天
心
の
「
泰
東
巧
藝
史
」

筆
記
ノ
ー
ト
や
天
心
に
関
す
る
論
説
の
原
稿
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ

れ
、
次
の
よ
う
な
彼
女
の
切
実
な
懸
念
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

「
編
纂
室
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
し
っ
か
り
定
ま
る
に
は
本
学
の
歴
史
の
重
み
と
そ

の
歴
史
の
証
と
し
て
の
史
料
の
重
要
性
に
対
す
る
認
識
が
深
ま
る
の
を
待
つ
以
外

に
な
い
の
だ
ろ
う
か
。」

私
は
久
し
ぶ
り
に
吉
田
さ
ん
に
電
話
を
か
け
、
引
退
の
辞
に
書
か
れ
て
い
た
諸

史
料
を
順
次
整
理
し
て
、
ぜ
ひ
『
五
浦
論
叢
』
に
公
表
し
て
下
さ
い
、
と
お
願
い

し
た
。
彼
女
は
、
と
て
も
弱
々
し
い
声
で
「
今
は
無
理
だ
け
ど
、
そ
の
う
ち
に
ね

⋮
ち
ょ
っ
と
疲
れ
ち
ゃ
っ
た
の
よ
⋮
⋮
」
と
答
え
た
。
昨
年
三
月
の
こ
と
だ
っ
た

と
思
う
が
、
ま
さ
か
そ
の
三
カ
月
後
に
亡
く
な
る
こ
と
に
な
る
と
は
そ
の
時
は
想

像
も
し
て
い
な
か
っ
た
。

吉
田
さ
ん
は
、
い
つ
も
独
立
不
羈
の
雰
囲
気
を
た
た
え
、
頼
り
が
い
の
あ
る
強

い
「
姉
御
」
と
い
う
感
じ
の
人
だ
っ
た
。
大
学
で
は
、
生
涯
「
非
常
勤
」
と
い
う

不
遇
に
耐
え
、
嫌
な
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
思
う
が
、『
芸
大
百
年
史
』
と

い
う
大
事
業
を
そ
の
大
黒
柱
と
し
て
完
成
に
導
い
た
こ
と
で
母
校
に
測
り
知
れ
な

い
貢
献
を
果
し
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
そ
し
て
、
ア
ー
カ
イ
ヴ
ィ
ス
ト
と
い

う
仕
事
を
近
代
美
術
研
究
の
不
可
欠
の
基
礎
領
域
と
し
て
確
立
し
、
大
き
く
開
花

さ
せ
た
の
で
あ
る
。

吉
田
さ
ん
は
、
私
も
尊
敬
し
て
い
た
「
た
た
か
う
美
術
史
家
」
吉
澤
忠
先
生
の
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―
近
世
南
画
研
究
で
は
な
く

―
近
代
日
本
美
術
研
究
に
お
け
る
唯
一
の
女
弟

子
と
し
て
そ
の
反
骨
の
批
評
精
神
を
引
き
継
い
だ
人
だ
っ
た
と
、
私
は
思
っ
て
い

る
。
彼
女
自
身
の
天
心
研
究
を
最
後
に
ま
と
め
た
『︿
日
本
美
術
﹀の
発
見　

岡
倉

天
心
が
め
ざ
し
た
も
の
』
の
あ
と
が
き
に
は
、
そ
の
歴
史
的
・
批
評
的
視
座
の
一

端
が
示
さ
れ
て
い
る
。

「『
全
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
た
め
か
、
戦
中
に
「
Ａ
ｓ
ｉ
ａ　

ｉ
ｓ　

Ｏ
ｎ
ｅ
」

を
大
東
亜
共
栄
圏
建
設
の
標
語
と
み
な
し
て
異
常
に
称
掲
し
、
敗
戦
後
一
転
し
て

没
却
し
去
る
と
い
う
、
浅
薄
で
無
責
任
な
天
心
論
か
ら
脱
却
し
て
、
資
料
に
基
づ

い
た
冷
静
な
研
究
が
始
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
天
心
が
論
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
⋮
⋮
天
心
研
究
は
今
後
も
一
層
盛
ん
に
な
る
だ
ろ
う
。」

吉
田
さ
ん
の
研
究
は
、若
い
後
輩
た
ち
に
必
ず
引
き
継
が
れ
て
ゆ
く
だ
ろ
う
し
、

ま
た
引
き
継
い
で
ゆ
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
思
う
。
そ
れ
が
、
彼
女
が
み

ず
か
ら
の
研
究
自
体
に
よ
っ
て
示
し
た
希
望
で
あ
り
、
願
い
で
あ
る
だ
ろ
う
。

吉
田
さ
ん
、
長
い
あ
い
だ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
二
〇
一
九
年
六
月
十
八
日
受
理
）

︹
も
り
た　

よ
し
ゆ
き
／
客
員
所
員
・
愛
知
県
立
芸
術
大
学
名
誉
教
授
︺
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一　

訃
報
を
聞
い
て

吉
田
千
鶴
子
さ
ん
は
平
成
二
十
九
年
、
東
京
大
学
で
の
明
治
美
術
学
会
例
会
に

出
席
さ
れ
た
と
き
体
調
が
あ
ま
り
よ
く
な
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。
し
っ
か
り

と
歩
か
れ
て
い
た
が
、
帰
り
は
タ
ク
シ
ー
で
上
野
駅
ま
で
同
乗
し
て
別
れ
た
。
そ

の
後
平
成
三
十
年
の
六
月
末
に
な
っ
て
、
知
り
合
い
か
ら
六
月
九
日
に
亡
く
な
ら

れ
て
、
既
に
ご
葬
儀
も
済
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
た
。
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に

十
月
に
催
さ
れ
た
「
偲
ぶ
会
」
に
も
近
い
親
戚
の
法
事
と
重
な
り
出
席
で
き
な

か
っ
た
。
残
念
で
あ
っ
た
と
い
う
か
、吉
田
さ
ん
に
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
あ
る
。

吉
田
さ
ん
は
近
代
日
本
美
術
研
究
の
心
強
い
先
輩
で
あ
り
、
研
究
に
関
し
て
ず
っ

と
お
世
話
に
な
っ
た
。

吉
田
さ
ん
に
は
私
が
昭
和
四
十
八
年
に
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
美
術
教
育
学
専

攻
に
入
学
し
て
以
来
ず
っ
と
様
々
な
形
で
引
き
立
て
て
い
た
だ
い
た
。
例
え
ば
近

年
で
は
、『
五
浦
論
叢
』
第
二
三
号
に
掲
載
し
た
「
植
田
竹
次
郎
『
臨
画
帖
』
と

岡
倉
覚
三
―
そ
の
実
質
的
編
輯
者
と
内
容
の
構
成
を
め
ぐ
っ
て
―
」
の
草
稿
を
見

て
い
た
だ
い
た
時
は
、
自
分
も
こ
の
画
手
本
と
岡
倉
の
こ
と
は
気
に
な
っ
て
い
た

の
で
書
い
て
み
た
か
っ
た
。
初
め
て
こ
の
画
手
本
を
検
討
す
る
論
文
で
参
照
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
校
訂
は
大
事
だ
と
し
て
、
校
訂
上
の
い
く
つ
も
の
不
備
を

指
摘
し
て
そ
れ
ら
を
修
正
す
る
よ
う
に
助
言
し
て
く
れ
た
。
ま
た
、『
東
京
藝
術

大
学
百
年
史　

東
京
美
術
学
校
編　

第
一
巻
』
に
は
、
私
の
研
究
を
多
数
取
り
上

げ
て
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
『
同　

美
術
学
部
編
』
で
は
、
私
を
美
術
教
育
史
研

究
者
と
し
て
名
前
を
挙
げ
て
い
た
だ
い
た
。

二　

思
い
起
こ
せ
ば

吉
田
さ
ん
と
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
前
述
の
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
美
術
教

育
学
専
攻
に
入
学
し
た
時
で
あ
る
。
当
時
は
ま
だ
旧
姓
の
松
岡
さ
ん
と
言
っ
た
。

た
だ
、
同
研
究
室
の
助
手
で
あ
っ
て
も
、
大
学
院
生
の
指
導
に
関
わ
る
こ
と
は
な

く
、
同
研
究
室
に
託
さ
れ
て
い
た
東
京
美
術
学
校
の
教
育
資
料
の
整
理
を
磯
崎
康

彦
氏
と
専
ら
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
昭
和
五
十
二
年
に
お
二
人
の
共
著
『
東
京
美

術
学
校
の
歴
史
』
と
し
て
結
実
す
る
。
た
だ
そ
れ
は
助
走
的
な
刊
行
で
あ
っ
た
。

本
当
に
目
指
し
て
い
た
の
は
、そ
の
十
年
後
に
始
ま
る
『
東
京
藝
術
大
学
百
年
史
』

の
刊
行
で
あ
っ
た
。
私
は
昭
和
五
十
年
に
修
了
論
文
「
教
育
的
図
画
成
立
時
代
の

研
究
」
を
提
出
し
た
。
そ
の
後
、
研
究
生
や
研
究
室
助
手
に
な
っ
て
吉
田
さ
ん
か

ら
様
々
な
場
面
で
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

吉
田
さ
ん
も
昭
和
五
十
二
年
頃
か
ら
美
術
教
育
学
研
究
室
か
ら
「
教
育
資
料
編

吉
田
千
鶴
子
さ
ん
の
こ
と

金
　
子
　
一
　
夫
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纂
室
」
と
か
「
百
年
史
編
纂
室
」
と
い
っ
た
名
前
が
変
遷
す
る
、『
百
年
史
』
編

纂
専
門
の
部
屋
に
移
動
さ
れ
た
。

「
編
纂
室
」
が
音
楽
学
部
構
内
の
旧
東
京
美
術
学
校
文
庫
（
図
書
室
）
の
建
物

に
あ
っ
た
時
期
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
村
田
哲
朗
さ
ん
と
編
纂
の
仕
事
を
さ
れ
て
い

た
。
私
が
昭
和
五
十
三
年
に
茨
城
大
学
に
就
職
し
て
か
ら
も
、
そ
こ
に
突
然
訪
ね

て
い
っ
て
も
嫌
な
顔
ひ
と
つ
さ
れ
る
こ
と
な
く
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
。
資
料
を

見
せ
て
い
た
だ
く
だ
け
で
は
な
く
、
お
茶
も
出
し
て
い
た
だ
い
た
の
に
は
恐
縮
し

た
。
も
ち
ろ
ん
一
方
的
に
恩
恵
を
受
け
る
だ
け
で
は
申
し
訳
な
い
の
で
、
百
年
史

編
纂
に
寄
与
で
き
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
私
な
り
に
東
京
美
術
学
校
関

係
の
資
料
を
発
見
し
た
時
は
、
報
告
す
る
よ
う
に
し
た
。

『
百
年
史
』
の
刊
行
が
完
了
し
た
頃
で
あ
ろ
う
か
、
教
育
資
料
編
纂
室
は
旧
藝

術
資
料
館
の
建
物
に
移
っ
た
。
い
つ
訪
ね
て
も
親
切
に
対
応
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
変
わ
り
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
私
だ
け
に
親
切
に
し
て
く
れ
た
の
で
は
な
く
、

多
く
の
人
に
親
切
で
あ
っ
た
と
思
う
。
た
だ
、
吉
田
さ
ん
は
研
究
や
礼
儀
に
は
厳

し
か
っ
た
の
で
、人
に
よ
っ
て
吉
田
さ
ん
は
恐
い
存
在
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
点
で
は
東
京
藝
術
大
学
で
の
恩
師
吉
沢
忠
の
態
度
を
継
承
さ
れ
て
い
た
よ
う

に
も
感
じ
る
。

三　

東
京
藝
術
大
学
で
の
立
場

吉
田
さ
ん
が
ず
っ
と
東
京
藝
術
大
学
の
非
常
勤
助
手
、
非
常
勤
講
師
で
あ
っ
た

と
聞
い
て
驚
く
人
が
多
い
。
当
然
に
教
授
か
准
教
授
だ
と
思
っ
て
い
た
と
い
う
の

で
あ
る
。
東
京
藝
術
大
学
の
現
実
を
知
っ
て
い
る
私
で
も
、
そ
れ
は
同
感
で
、
吉

田
さ
ん
に
は
常
勤
の
教
育
職
に
な
っ
て
ほ
し
か
っ
た
。
吉
田
さ
ん
の
東
京
藝
術
大

学
へ
の
貢
献
は
厖
大
な
も
の
で
あ
る
。
完
全
に
退
職
さ
れ
た
後
も
、
教
育
資
料
編

纂
室
に
頼
ま
れ
て
行
っ
て
い
た
。
余
人
に
は
代
え
が
た
い
存
在
で
あ
っ
た
。

四　

吉
田
さ
ん
の
研
究

五
巻
の
『
東
京
藝
術
大
学
百
年
史
』
が
吉
田
さ
ん
の
最
大
の
業
績
で
あ
る
と
思

う
。
た
だ
、
吉
田
さ
ん
の
名
前
は
編
集
委
員
会
の
末
尾
に
業
務
に
従
事
し
た
執
筆

者
と
し
て
そ
っ
と
載
っ
て
い
る
。
公
的
な
事
業
で
あ
る
か
ら
、
実
際
に
個
人
的
な

関
心
は
で
き
る
だ
け
抑
制
し
て
全
体
を
公
平
客
観
的
に
叙
述
さ
れ
た
面
は
あ
ろ

う
。
吉
田
さ
ん
が
研
究
者
と
し
て
東
京
美
術
学
校
関
係
の
人
物
や
事
象
に
関
心
を

も
た
れ
て
い
た
の
は
確
実
で
あ
る
と
し
て
、
も
う
少
し
関
心
の
傾
き
を
個
人
名
で

発
表
さ
れ
た
論
考
か
ら
推
測
し
て
み
よ
う
。

岡
倉
覚
三
は
当
然
外
せ
な
い
対
象
で
は
あ
る
と
し
て
、
吉
田
さ
ん
は
そ
の
他
に

歴
史
的
に
重
要
で
あ
っ
て
も
研
究
者
が
あ
ま
り
取
り
上
げ
そ
う
も
な
い
地
味
な
人

物
や
事
象
を
積
極
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
。
昭
和
五
十
七
年
に
『
絵
』
に
連
載
し

た
中
村
勝
治
郎
も
地
味
で
あ
る
が
、
吉
田
さ
ん
の
遠
い
親
戚
だ
と
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
の
で
該
当
外
と
し
よ
う
。
中
村
以
外
で
、
例
え
ば
人
物
で
は
小
坂
象
堂
、
大

村
西
崖
、
今
泉
雄
作
、
六
角
紫
水
、
竹
内
久
一
、
大
川
呈
一
、
事
象
で
は
東
京
美

術
学
校
の
委
嘱
制
作
、
東
ア
ジ
ア
の
美
術
学
校
留
学
生
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

歴
史
的
な
価
値
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
い
ず
れ
も
モ
ノ
ク
ロ
の
画
面
の
よ
う
な
地

味
な
対
象
で
あ
る
。
吉
田
さ
ん
は
丹
念
に
資
料
を
調
査
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
形

と
意
味
を
与
え
た
。

岡
倉
覚
三
に
関
し
て
も
地
味
な
対
象
と
同
じ
よ
う
に
、
資
料
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ

に
あ
た
っ
て
、
岡
倉
の
息
づ
か
い
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
像
に
し
て
い
る
。
例
え
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ば
岡
倉
一
行
が
交
通
不
便
な
山
岳
を
歩
い
て
廃
寺
同
然
の
寺
へ
仏
像
を
確
認
し
に

行
っ
た
道
中
記
録
を
読
む
。
あ
る
い
は
東
京
美
術
学
校
生
徒
が
筆
記
し
た
、
複
数

の
岡
倉
の
講
義
録
を
つ
き
あ
わ
せ
て
岡
倉
の
講
義
を
再
現
す
る
。
こ
れ
ら
の
作
業

は
岡
倉
の
思
考
や
行
動
の
結
果
の
分
析
で
は
な
く
、
そ
の
過
程
を
再
体
験
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
い
る
の
で
、
吉
田
さ
ん
の
岡
倉
論
に
は
岡
倉

の
息
づ
か
い
が
感
じ
ら
れ
る
。

（
二
〇
一
九
年
六
月
十
三
日
受
理
）

︹
か
ね
こ　

か
ず
お
／
客
員
所
員
・
本
学
教
育
学
部
名
誉
教
授
︺
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＊

改
め
て
吉
田
さ
ん
と
の
出
会
い
を
振
り
返
る
と
、
筆
者
が
東
京
芸
術
大
学
の
美

術
教
育
学
の
大
学
院
に
進
ん
だ
頃
に
遡
る
。
昭
和
五
十
四
年
二
月
、
美
術
教
育
学

研
究
室
の
桑
原
實
教
授
が
突
然
亡
く
な
ら
れ
た
。
現
在
の
筆
者
と
同
じ
六
十
六

歳
で
の
、
い
か
に
も
早
す
ぎ
る
死
で
あ
っ
た
。
先
生
は
あ
る
講
義
中
に
気
を
失
う

よ
う
に
し
て
寝
入
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
あ
る
い
は
脳
梗
塞
の
予
兆

だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
当
時
美
術
教
育
学
教
室
は
、
桑
原
先
生
の
第
一
研
究

室
と
心
理
学
の
桜
林
仁
助
教
授
の
第
二
研
究
室
の
み
で
、
前
年
に
入
っ
た
ば
か
り

の
院
生
二
人
（
筆
者
と
西
村
佳
子
さ
ん
）
は
、
ど
ち
ら
も
桑
原
研
究
室
を
目
指
そ

う
と
し
て
お
り
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
な
が
ら
葬
儀
の
手
伝
い
に
参
加
し
た
。
手
元

に
残
さ
れ
て
い
る
そ
の
と
き
の
葬
送
計
画
書
を
見
る
と
、
東
京
芸
術
大
学
と
二
科

会
の
合
同
葬
で
、「
会
葬
礼
状
袋
詰
め　

二
三
〇
〇
組
」
と
い
う
大
掛
か
り
な
葬

儀
で
あ
っ
た
。
芸
大
側
の
総
務
荒
川
明
照
先
生
の
采
配
の
下
、
私
た
ち
は
受
付
の

周
り
で
う
ろ
う
ろ
し
て
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

吉
田
さ
ん
は
、こ
の
二
年
前
に
画
期
的
な
著
書
『
東
京
美
術
学
校
の
歴
史
』（
日

本
文
教
出
版
）
を
、
桑
原
先
生
監
修
、
磯
崎
康
彦
氏
と
の
共
著
で
出
版
さ
れ
て
い

た
。
筆
者
が
大
学
院
に
入
っ
た
頃
に
は
、
吉
田
さ
ん
は
美
術
教
育
学
研
究
室
助
手

か
ら
教
育
資
料
編
纂
室
助
手
へ
と
移
ら
れ
て
い
た
の
で
、
葬
儀
の
係
に
は
入
っ
て

い
な
か
っ
た
は
ず
だ
が
、
後
任
助
手
の
原
な
お
こ
さ
ん
と
話
し
込
ん
で
い
る
姿
が

う
っ
す
ら
と
記
憶
の
な
か
に
あ
る
。
ち
な
み
に
、
桑
原
先
生
の
逝
去
の
後
、
美
術

教
育
学
研
究
室
の
構
成
が
理
論
研
究
か
ら
実
技
重
視
（
現
在
の
美
術
教
育
研
究

室
）
へ
と
シ
フ
ト
す
る
方
針
が
決
定
さ
れ
て
、
現
状
の
最
後
の
在
籍
者
と
な
る
院

生
二
人
は
留
年
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
お
達
し
を
受
け
た
。
一
年
後
、
筆
者
は

実
家
の
酒
造
業
に
勤
し
む
こ
と
に
な
っ
て
、
福
島
県
へ
帰
郷
し
た
。

そ
の
数
年
後
、
筆
者
は
、
い
わ
き
市
立
美
術
館
の
開
館
準
備
を
手
伝
う
こ
と
に

な
っ
た
の
だ
が
、
学
芸
員
資
格
の
単
位
に
取
り
こ
ぼ
し
が
あ
っ
て
、
そ
の
穴
埋
め

の
相
談
な
ど
で
芸
大
資
料
館
に
福
田
徳
樹
氏
を
訪
ね
た
。
昭
和
五
十
七
年
の
こ
と

だ
っ
た
。
教
育
資
料
編
纂
室
の
吉
田
さ
ん
に
も
ご
挨
拶
を
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た

と
こ
ろ
、
た
ま
た
ま
若
桑
み
ど
り
先
生
に
も
出
会
っ
た
。
そ
こ
で
話
題
に
な
っ
た

の
が
、
芸
大
バ
イ
オ
リ
ン
事
件
で
あ
る
。
そ
の
前
年
に
音
楽
学
部
の
海
野
教
授
が

逮
捕
さ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
を
騒
が
せ
て
い
た
の
だ
。
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
の
前
で
涙
を
浮

か
べ
て
釈
明
す
る
山
本
正
男
学
長
の
姿
が
今
で
も
あ
り
あ
り
と
思
い
出
さ
れ
る
。

若
桑
先
生
は
、
当
時
音
楽
学
部
で
イ
タ
リ
ア
語
と
一
般
教
育
科
目
「
美
術
」
を
教

え
る
教
員
で
あ
っ
た
。
情
け
な
い
音
楽
学
部
に
憤
り
な
が
ら
、
美
術
学
部
に
は
一

人
も
女
性
教
授
が
い
な
い
と
い
う
男
尊
女
卑
ぶ
り
を
も
糾
弾
し
て
止
ま
な
か
っ

吉
田
千
鶴
子
さ
ん
を
偲
ん
で

小
　
泉
　
晋
　
弥
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た
。
小
泉
文
夫
教
授
ら
と
抗
議
の
辞
任
を
考
え
た
が
、
お
互
い
に
通
帳
の
預
金
残

高
を
見
て
思
い
と
ど
ま
っ
た
と
い
う
話
を
聞
か
さ
れ
た
。
吉
田
さ
ん
は
、
ほ
ぼ
聞

き
役
に
徹
し
て
い
た
が
、
同
じ
思
い
を
抱
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

吉
田
さ
ん
の
著
作
か
ら
は
、
若
桑
先
生
に
通
じ
る
熱
い
思
い
が
感
じ
ら
れ
る
。

＊
＊

『
東
京
美
術
学
校
の
歴
史
』
の
編
集
後
記
で
吉
田
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
書
く
。

「
こ
の
よ
う
な
企
画
は
本
来
な
ら
ば
物
質
面
、
人
員
面
、
或
い
は
期
間
の
面
で

相
当
の
準
備
を
整
え
て
か
ら
遂
行
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
す
。
が
、
ま
た
真
実
そ

の
必
要
性
を
認
識
し
た
少
数
の
者
の
熱
意
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
も
事
実

で
す
。」

前
半
の
文
章
に
は
、
貧
弱
な
予
算
と
体
制
に
対
す
る
怒
り
が
、
後
半
に
は
東
京

美
術
学
校
の
歴
史
を
究
め
る
少
数
者
た
ら
ん
と
す
る
自
負
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
だ

ろ
う
。
吉
田
さ
ん
が
三
十
三
歳
の
と
き
の
言
葉
で
あ
る
。『
東
京
美
術
学
校
の
歴

史
』
で
吉
田
さ
ん
が
担
当
し
た
大
正
・
昭
和
編
は
、
資
料
の
綿
密
な
配
置
と
冷
静

な
分
析
が
際
立
っ
て
お
り
、
岡
倉
天
心
、
正
木
直
彦
、
岩
村
透
な
ど
の
業
績
を
論

理
的
な
態
度
で
端
的
に
ま
と
め
て
い
る
。
百
年
分
の
授
業
担
当
教
官
の
在
職
期
間

を
線
分
で
配
置
し
た
一
覧
表
な
ど
も
決
し
て
無
味
乾
燥
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ

を
眺
め
て
い
る
と
吉
田
さ
ん
が
感
じ
た
様
々
な
人
間
関
係
が
浮
ん
で
く
る
よ
う
で

あ
る
。
い
や
、
そ
の
後
の
吉
田
さ
ん
の
研
究
に
触
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
線
分
が
肉

付
け
さ
れ
て
見
え
て
く
る
と
い
う
べ
き
か
。

吉
田
さ
ん
の
研
究
の
中
で
筆
者
が
と
り
わ
け
感
銘
を
受
け
た
の
は
、「
東
京

美
術
学
校
の
外
国
人
生
徒
（
前
・
後
編
）」（『
東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
紀
要
』

三
十
三
、
三
十
四
号
）
で
あ
る
。
か
ね
が
ね
、
日
本
の
近
代
美
術
史
は
朝
鮮
、
台

湾
、
満
州
、
南
洋
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
外
地
」
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
な
い
と
意

識
し
て
は
い
た
の
だ
が
、
吉
田
さ
ん
は
そ
れ
を
留
学
生
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
れ

も
一
人
一
人
の
顔
が
見
え
る
よ
う
な
丹
念
さ
で
鮮
や
か
に
提
示
し
て
く
れ
た
。

東
京
美
術
学
校
の
教
育
が
、
西
洋
美
術
と
日
本
伝
統
的
美
術
の
双
方
を
視
野
に

入
れ
た
特
殊
な
も
の
だ
っ
た
た
め
、「
西
洋
美
術
の
学
習
の
み
を
目
的
と
し
て
入

学
し
た
留
学
生
の
な
か
に
も
、
そ
う
し
た
東
ア
ジ
ア
の
一
国
と
し
て
の
伝
統
に
根

ざ
し
た
諸
活
動
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
刺
激
を
受
け
た
者
も
あ
っ
た
ろ
う
」
と
指

摘
す
る
。
こ
の
観
点
は
、
岡
倉
天
心
（
覚
三
）
以
来
の
日
本
の
近
代
美
術
が
抱
え

る
問
題
を
、
外
部
か
ら
の
眼
差
し
を
通
し
て
照
ら
し
出
し
て
く
れ
る
。
ま
た
、
東

京
美
術
学
校
に
女
生
徒
が
在
籍
し
て
い
た
こ
と
を
吉
田
さ
ん
の
研
究
で
初
め
て
知

ら
さ
れ
た
。

「
同
校
は
男
子
校
で
（
そ
れ
が
規
則
に
明
記
さ
れ
る
の
は
専
門
学
校
令
に
準
拠

し
て
明
治
38
年
に
改
正
さ
れ
た
規
則
以
後
）、
昭
和
21
年
の
男
女
共
学
実
施
以
前

は
外
国
人
に
限
っ
て
女
性
の
入
学
を
許
可
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
数
わ

ず
か
4
人
。」

吉
田
さ
ん
は
、
外
国
人
留
学
生
で
あ
り
な
が
ら
、
か
つ
女
性
で
あ
る
と
い
う
二

重
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
を
見
つ
め
て
い
る
。
日
本
人
に
と
っ
て
も
狭
き
門
で
あ
っ

た
東
京
美
術
学
校
が
、
留
学
生
を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
た
考
え
方
に
つ
い
て
、
吉

田
さ
ん
は
藤
島
武
二
を
例
に
し
て
述
べ
る
。
藤
島
は
柳
宗
悦
よ
り
も
三
年
早
く
朝

鮮
を
旅
し
、
次
の
よ
う
な
紀
行
文
を
残
し
て
い
る
。

「
朝
鮮
は
古
代
の
歴
史
に
徴
し
て
も
、
い
つ
も
印
度
、
支
那
の
文
化
の
影
響
を

受
け
つ
ゝ
、
朝
鮮
人
独
特
の
技
能
を
発
揮
し
て
居
ま
す
。
人
種
の
上
か
ら
見
て

も
、
決
し
て
劣
等
人
種
で
は
な
い
、
若
し
誘
導
啓
発
の
道
さ
へ
宜
し
き
を
得
た
な
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ら
ば
、
朝
鮮
芸
術
の
復
興
と
云
ふ
こ
と
も
、
決
し
て
架
空
の
望
で
は
あ
る
ま
い

と
思
ふ
。
斯
の
如
く
朝
鮮
人
は
芸
術
的
才
能
を
有
つ
た
人
種
で
あ
る
か
ら
、
政
策

と
し
て
も
、
法
律
思
想
な
ど
を
鼓
吹
す
る
代
り
に
、
芸
術
趣
味
を
奨
励
す
る
こ
と

は
、
最
も
当
を
得
た
も
の
で
あ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。」（「
朝
鮮
観
光
所
感
」『
美
術

新
報
』）

吉
田
さ
ん
は
、
こ
の
よ
う
な
藤
島
の
思
い
が
西
洋
画
科
の
朝
鮮
人
留
学
生
受
入

れ
に
意
味
を
も
っ
た
は
ず
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
論
文
に
は
「
昭
和
2
年
頃
の
蹴

球
部
員
」
と
い
う
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
十
三
人
の
サ
ッ
カ
ー
部
員
の
記
念

写
真
の
な
か
に
、
八
人
の
留
学
生
が
収
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
写
真
を
選

ん
だ
吉
田
さ
ん
に
も
藤
島
の
よ
う
な
思
い
が
あ
っ
た
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
確
固

と
し
た
資
料
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
関
与
し
た
人
々
の
魂
に
せ
ま
る
と
い
う
方
法

論
は
、
岡
倉
天
心
に
通
じ
る
態
度
で
あ
ろ
う
。

＊
＊
＊

吉
田
さ
ん
の
業
績
の
金
字
塔
は
、『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
』
だ
ろ
う
が
、
筆

者
に
は
平
成
十
九
年
に
開
催
さ
れ
た
、
創
立
一
二
〇
周
年
記
念
「
岡
倉
天
心
―
芸

術
教
育
の
歩
み
―
」
展
と
一
連
の
関
連
行
事
が
印
象
深
い
。
天
心
ゆ
か
り
と
も
い

え
る
六
角
鬼
丈
先
生
が
、
美
術
学
部
長
と
し
て
展
覧
会
実
行
委
員
長
を
務
め
ら
れ

る
と
い
う
奇
跡
の
よ
う
な
巡
り
合
わ
せ
の
な
か
、吉
田
さ
ん
は
展
覧
会
実
行
委
員
、

図
録
編
集
委
員
と
し
て
深
く
関
与
さ
れ
て
い
た
。
た
ま
た
ま
茨
城
大
学
に
奉
職
し

て
、
天
心
研
究
の
末
席
に
連
な
る
よ
う
に
な
っ
た
筆
者
も
、
オ
ペ
ラ
「
白
狐
」
公

演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
吉
田
さ
ん
、

佐
藤
道
信
先
生
と
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
た
。
開
催
さ
れ
た
三
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
う
ち
吉
田
さ
ん
が
担
当
し
た
「
フ
ェ
ノ
ロ
サ
・
天
心
・
東
京
美
術
学
校
」
で
は
、

パ
ネ
ラ
ー
の
人
選
に
大
分
気
を
使
っ
て
お
ら
れ
た
。
図
録
が
縦
組
み
で
、
文
章
優

先
の
書
籍
仕
立
て
だ
っ
た
の
も
、「
芸
術
教
育
の
歩
み
」
と
い
う
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

を
付
け
て
東
京
美
術
学
校
で
の
教
育
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
た
の
も
、
吉
田
さ
ん

の
思
い
が
形
に
な
っ
た
も
の
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

そ
の
記
念
展
の
充
実
ぶ
り
が
、『︿
日
本
美
術
﹀
の
発
見
―
岡
倉
天
心
が
め
ざ
し

た
も
の
』（
吉
川
弘
文
館
）
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
が
、
同
書
の
「
あ
と
が
き
」
で

う
か
が
え
る
。
そ
こ
で
、
吉
田
さ
ん
は
「
岡
倉
天
心
と
の
不
即
不
離
の
お
つ
き
あ

い
」
に
つ
い
て
、
詳
し
く
述
べ
て
い
る
が
、『
東
京
美
術
学
校
の
歴
史
』
と
『
岡

倉
天
心
全
集
』
に
関
わ
ら
れ
た
こ
と
で
、
吉
田
さ
ん
が
、
二
〇
世
紀
末
の
第
三
次

天
心
ブ
ー
ム
の
基
礎
を
作
り
上
げ
て
い
た
の
だ
と
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

『︿
日
本
美
術
﹀
の
発
見
―
岡
倉
天
心
が
め
ざ
し
た
も
の
』
で
吉
田
さ
ん
は
、
芸

大
史
、
美
術
教
育
史
か
ら
一
歩
引
い
た
よ
り
広
い
場
所
か
ら
、
天
心
が
日
本
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
美
術
に
よ
っ
て
確
立
し
よ
う
と
し
た
「
た
た
か
い
」
の
有
様

を
描
き
出
し
て
い
る
。︹
筆
者
は
、
こ
こ
に
吉
田
さ
ん
の
師
で
あ
っ
た
吉
澤
忠
先

生
の
『
横
山
大
観
の
芸
術
―
日
本
画
近
代
化
の
た
た
か
い
』（
美
術
出
版
社
）
を

重
ね
て
見
て
い
る
が
、紙
幅
の
都
合
も
あ
り
指
摘
す
る
に
止
め
る
。︺吉
田
さ
ん
は
、

天
心
の
伝
記
に
付
き
物
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
は
目
も
く
れ
な
い
。
た
だ
彼
が
︿
日

本
美
術
﹀
を
目
指
し
て
ど
の
よ
う
な
努
力
を
し
た
の
か
、
今
泉
雄
作
を
始
め
、
こ

れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
天
心
を
支
え
た
人
々
の
資
料
を
駆
使
し
て
、

極
め
て
具
体
的
な
現
場
の
様
子
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
く
れ
る
。

例
え
ば
法
隆
寺
金
堂
壁
画
に
つ
い
て
、「
天
心
や
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
初
め
て
見
た

頃
は
ラ
ン
プ
や
カ
ン
テ
ラ
を
用
い
た
は
ず
で
、
全
体
を
一
望
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
だ
ろ
う
」
と
い
う
。
そ
れ
が
明
治
二
十
一
年
の
大
規
模
調
査
で
、
小
川
一
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真
に
よ
る
写
真
用
の
マ
グ
ネ
シ
ュ
ー
厶
発
光
に
よ
っ
て
全
貌
が
と
ら
え
ら
れ
、
天

心
の
「
日
本
美
術
史
」
講
義
に
反
映
さ
れ
た
だ
ろ
う
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
吉
田

さ
ん
は
、
天
心
の
「
日
本
美
術
史
」
の
枠
組
み
が
、
東
京
美
術
学
校
卒
業
生
に
よ

る
普
及
、
シ
カ
ゴ
博
覧
会
の
「
鳳
凰
殿
」、
京
都
で
の
内
国
勧
業
博
覧
会
に
合
わ

せ
た
「
時
代
品
展
覧
会
」
な
ど
で
明
治
中
期
の
日
本
に
定
着
し
て
い
く
流
れ
を
示

し
て
い
る
が
、そ
れ
は
︿
日
本
美
術
﹀
が
、天
心
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
共
有
す
る
人
々

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
て
い
く
様
子
に
他
な
ら
な
い
。

『︿
日
本
美
術
﹀
の
発
見
―
岡
倉
天
心
が
め
ざ
し
た
も
の
』
の
終
盤
で
、
東
京
美

術
学
校
も
博
物
館
も
辞
職
し
た
も
の
の
、
古
社
寺
保
存
会
委
員
に
だ
け
は
固
執
し

た
天
心
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
明
治
三
十
六
年
の
三
月
末
か
ら
五
月
初
め
に
か

け
て
の
調
査
旅
行
の
様
子
を
六
角
紫
水
の
「
古
社
寺
調
査
日
記
」
を
も
と
に
、
六

頁
に
わ
た
っ
て
再
現
し
て
い
る
の
だ
が
、
交
通
も
不
便
な
当
時
、「
山
を
昇
り
坂

を
下
り
」
本
当
に
「
脇
目
も
ふ
ら
ず
寺
や
神
社
を
廻
っ
た
様
子
が
よ
く
わ
か
る
」

の
だ
。
仏
像
や
仏
画
を
見
つ
め
る
天
心
の
背
中
を
六
角
紫
水
が
追
っ
て
い
る
わ
け

だ
が
、
そ
の
紫
水
の
背
中
を
吉
田
さ
ん
が
追
っ
て
い
る
呼
吸
ま
で
感
じ
ら
れ
る
部

分
で
、
筆
者
は
本
書
中
の
圧
巻
と
感
じ
た
。
紫
水
を
動
か
し
て
い
た
も
の
に
つ
い

て
、
吉
田
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
天
心
が
「
一
生
の
最
快
事
」
と
い
う
ほ
ど
の
感
動
を
味
わ
っ
た
よ
う
に
、
紫

水
も
ま
た
「
身
も
心
も
蕩
け
る
様
な
」
感
動
を
味
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
感
動
を
さ
ら
に
体
験
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
美
術
研
究
家
な
ら
で
は
の

期
待
が
旅
を
続
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
て
い
た
に
違
い
な
く
、
そ
れ
は
尋
常
の

お
役
人
仕
事
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。」

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
勤
務
し
て
、
世
界
を
相
手
に
し
た
「
華
々
し
い
活
動
の
陰

で
古
社
寺
保
存
会
委
員
と
し
て
の
地
味
な
活
動
を
終
生
続
け
た
」
天
心
の
姿
を
、

吉
田
さ
ん
は
本
書
で
示
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
姿
が
な
け
れ
ば
︿
日
本
美
術
﹀
の

専
門
家
と
し
て
の
天
心
は
あ
り
得
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
筆
者
は
吉

田
さ
ん
の
著
作
に
よ
っ
て
そ
れ
を
確
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
吉
田
さ
ん
の
ご
冥

福
を
祈
る
と
と
も
に
、
天
心
や
紫
水
と
同
様
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
て
い
た
吉
田

さ
ん
の
仕
事
に
、
謹
ん
で
尊
敬
と
感
謝
の
気
持
ち
を
捧
げ
た
い
。

（
二
〇
一
九
年
五
月
三
〇
日
受
理
）

︹
こ
い
ず
み　

し
ん
や
／
客
員
所
員
・
本
学
名
誉
教
授
︺
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　は
じ
め
に

　「
絵
巻
」
あ
る
い
は
「
絵
巻
物
」
と
称
さ
れ
る
作
品
形
式
に
つ
い
て
、
筆
者
は

つ
ね
に
、
そ
こ
に
お
け
る
画
面
の
構
想
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
そ

の
形
式
は
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
の
か
に
興
味
を
抱
い
て
き
た
。「
絵
巻
の
時
空
」

と
い
う
言
葉
は
よ
く
用
い
ら
れ
る
が
、
果
た
し
て
そ
の
絵
の
中
で
時
間
と
空
間
は

実
際
に
ど
う
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
絵
巻
に
は
、「
段
落
式
」「
連
続
式
」
と
区
分
さ
れ
て
き
た
二
つ
の
画
面
の
か
た

ち
が
あ
る
。「
段
落
式
」
と
は
、
詞
と
絵
が
交
互
に
ほ
ぼ
一
定
し
て
つ
な
が
れ
る

形
式
で
、
基
本
的
に
は
絵
が
一
見
し
て
全
体
を
見
渡
せ
る
く
ら
い
の
も
の
、
一
般

に
は
五
〇
～
六
〇
糎
ほ
ど
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
「
連
続
式
」
と
は
、
絵

が
一
見
し
て
で
は
全
体
を
見
渡
せ
な
い
、
と
き
に
何
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
幅
を
持

ち
、
右
手
側
を
巻
き
取
り
な
が
ら
左
手
側
を
拡
げ
て
い
く
と
い
う
か
た
ち
で
閲
覧

さ
れ
る
も
の
を
指
す
と
言
わ
れ
る
。「
段
落
式
」
の
代
表
的
な
例
に
は
国
宝
の
『
源

氏
物
語
絵
巻
』（
徳
川
美
術
館
・
五
島
美
術
館
他
蔵
）
が
、「
連
続
式
」
の
例
に
は
『
伴

大
納
言
絵
巻
』（
出
光
美
術
館
蔵
）
や
『
信
貴
山
縁
起
絵
巻
』（
信
貴
山
朝
護
孫
子

寺
蔵
）
が
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　「
段
落
式
」
で
あ
っ
て
も
「
連
続
式
」
で
あ
っ
て
も
、
絵
巻
は
詞
と
絵
を
長
く

つ
な
げ
て
巻
子
（
巻
物
）
の
状
態
に
し
た
も
の
で
、
観
る
と
き
に
は
巻
初
か
ら
巻

末
へ
と
巻
き
繰
り
、
保
管
す
る
際
に
は
巻
の
か
た
ち
で
置
か
れ
る
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。
巻
に
す
る
こ
と
で
絵
や
字
の
あ
ら
わ
さ
れ
た
面
を
守
り
、
散
逸
を
防
ぎ
、

持
ち
運
び
や
収
納
を
容
易
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
国
宝
の
『
源
氏
物
語
絵

巻
』
は
、
巻
い
た
状
態
に
あ
る
こ
と
が
逆
に
作
品
を
傷
め
る
と
い
う
こ
と
で
、
詞

と
絵
を
そ
れ
ぞ
れ
一
段
ず
つ
に
分
け
て
個
々
に
箱
に
納
め
、保
管
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
措
置
が
な
さ
れ
る
前
は
、
各
段
の
詞
と
絵
は
順
に
つ
な
げ
ら
れ
た
状
態
で
伝

わ
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
も
そ
も
こ
の
巻
子
の
形
式
と
い
う
も
の
は
、
日
本
の
物
語

絵
、
説
話
絵
の
中
で
ど
の
よ
う
に
は
じ
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
た
と
え
ば

現
存
絵
巻
の
劈
頭
に
位
置
す
る
十
二
世
紀
の
作
例
に
お
い
て
、
絵
の
制
作
者
は
巻

子
と
い
う
形
式
を
前
提
と
し
て
画
面
を
描
い
て
い
た
の
か
、
も
し
そ
う
で
あ
っ
た

と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
に
そ
れ
を
意
識
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
本
稿
に
お
い
て
は
、
一
二
〇
〇
年
以
前
の
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
七
点
の
作
例

を
と
り
あ
げ
、
そ
の
画
面
構
想
の
あ
り
方
を
建
物
の
表
現
に
注
目
し
て
分
析
す
る

こ
と
を
通
し
て
、
絵
巻
の
画
面
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
た

い
と
思
う
。

　
　一

　
絵
巻
に
描
か
れ
る
モ
テ
ィ
ー
フ
と
い
え
ば
、
ま
ず
人
物
、
そ
し
て
建
物
、
樹
木

や
草
花
、
山
や
海
、
川
、
牛
車
や
船
な
ど
が
思
い
浮
か
ぶ
が
、
こ
の
中
で
も
と

く
に
建
物
は
、
画
面
の
構
図
が
作
ら
れ
る
上
で
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
絵
巻

の
絵
の
中
で
は
し
ば
し
ば
、
人
物
や
木
な
ど
の
下
に
建
物
の
描
線
が
透
け
て
見
え

る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
建
物
を
描
く
定
規
引
き
の
線
の
性
質
上
、
ほ
か
の

モ
テ
ィ
ー
フ
を
避
け
る
よ
う
に
引
く
の
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
や
は
り
ほ
か
に
先
立
っ
て
ま
ず
建
物
が
画
面
に
配
置
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
こ

と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
建
物
は
物
語
の
展
開
す
る
場
、
舞
台
で
も
あ
り
、
画
面

構
成
の
基
軸
と
も
な
る
モ
テ
ィ
ー
フ
で
あ
る
。

25
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絵
巻
に
描
か
れ
る
建
物
は
、
そ
の
当
時
の
建
造
物
の
実
際
を
あ
ら
わ
し
て
い
る

と
は
言
え
ず
、
内
部
の
構
造
や
建
具
を
描
か
ず
に
省
く
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
。

だ
が
他
方
、
建
築
の
専
門
家
か
ら
見
る
と
、
建
築
物
の
あ
り
方
を
細
部
に
い
た
る

ま
で
よ
く
見
て
い
る
か
、
も
し
く
は
よ
く
見
て
描
か
れ
た
何
か
を
も
と
に
し
て
い

る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
部
分
が
あ
る
と
い
う
。
部
材
の
太
さ
、
大
き
さ
、
建
物
の

高
さ
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
実
際
に
は
あ
り
え
な
い
も
の
が
描
か
れ
る
が
、

仕
組
み
、
構
造
に
関
し
て
は
と
き
に
大
変
確
か
な
描
写
が
見
え
る
。
詳
細
に
実
態

に
即
し
た
細
部
を
描
き
な
が
ら
、
全
体
と
し
て
実
際
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
と
い

う
こ
の
描
き
方
に
は
、
絵
巻
の
絵
の
全
般
に
見
ら
れ
る
不
思
議
な
無
秩
序
さ
と
も

言
う
べ
き
も
の
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
視
覚
的
な
齟
齬
は
ま
た
、
人
物
と
建
物
の
関
係
に
お
い
て
も
見
出
さ

れ
る
。
絵
巻
の
建
物
の
描
き
方
に
つ
い
て
と
く
に
重
要
で
あ
る
の
は
、
そ
の
俯
瞰

的
な
表
現
で
あ
る
。
絵
巻
の
絵
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
建
物
は
、
基
本
的
に
上
方
か
ら

下
方
を
見
下
ろ
す
視
点
で
描
か
れ
、「
吹
抜
屋
台
」
と
呼
ば
れ
る
描
法
で
は
、
屋

根
や
天
井
を
描
か
ず
、
ま
る
で
上
空
か
ら
室
内
を
見
通
す
よ
う
な
表
現
が
な
さ
れ

る
。
興
味
深
い
の
は
こ
の
俯
瞰
的
な
描
き
方
が
建
物
に
限
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
吹
抜
屋
台
の
よ
う
な
柱
と
長
押
、
敷
居
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
立
方
体
の
中
に
人
が
座
っ
て
い
る
と
し
て
、
そ
れ
を
上
方
か
ら
見
下
ろ
す
と
、

実
際
に
は
図
１
─
Ａ
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
絵
巻
の
絵
は
図
１
─
Ｂ
の
ご
と
く
、

建
物
を
上
か
ら
覗
き
込
む
よ
う
に
描
く
一
方
、
人
に
つ
い
て
は
横
か
ら
の
視
野
で

描
く
の
で
あ
る
。
樹
木
や
ほ
か
の
モ
テ
ィ
ー
フ
も
同
様
に
、
俯
瞰
的
に
は
あ
ら
わ

さ
れ
な
い
。

　
吹
抜
屋
台
の
描
法
は
、
一
〇
六
九
年
の
作
と
さ
れ
る
『
綾
本
著
色
聖
徳
太
子
絵

伝
』
に
見
ら
れ
、
こ
れ
が
現
存
の
最
古
の
例
と
も
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
絵

巻
の
絵
に
お
け
る
使
用
の
中
で
、
よ
り
重
要
な
構
図
上
の
意
味
を
も
つ
も
の
と
し

て
定
着
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
目
の
前
に
置
く
に
せ
よ
、
手
の
中
で
繰
る
に
せ

よ
、
人
が
絵
巻
の
絵
の
画
面
に
向
か
う
と
き
に
は
必
ず
俯
い
た
姿
勢
に
な
り
、
見

下
ろ
す
視
線
と
な
る
。
こ
の
姿
勢
、
視
線
と
視
覚
的
に
呼
応
し
た
俯
瞰
視
の
建
物

を
、
視
界
を
遮
る
屋
根
を
と
り
は
ら
っ
た
状
態
で
描
く
方
法
は
、
絵
巻
史
の
初
頭

の
頃
の
、
主
と
し
て
室
内
で
出
来
事
の
起
こ
る
王
朝
の
物
語
絵
巻
に
と
っ
て
は
恰

好
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
一
方
、
そ
の
建
物
の
内
部
に
あ
る
人
物
モ
テ
ィ
ー
フ
が
俯
瞰
の
視
点
で
描
か
れ

な
か
っ
た
の
は
、
絵
巻
の
絵
の
作
者
が
、
建
物
と
人
と
を
三
次
元
的
な
整
合
性
を

も
っ
て
捉
え
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

図 1　吹抜屋台における建物と人

A

B
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小
山
清
男
氏
の『
絵
画
空
間
の
図
学
』（
美
術
出
版
社
、一
九
八
〇
年
）に
は
、『
源

氏
物
語
絵
巻
』
に
描
か
れ
る
部
屋
の
平
面
図
を
想
像
し
て
図
学
的
に
画
面
の
構
想

を
捉
え
よ
う
と
す
る
試
み
が
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
絵
の
作
者
は
、
実
際
の
室

内
空
間
を
想
定
し
て
そ
こ
に
人
物
を
配
す
る
よ
う
な
画
面
の
作
り
方
を
し
て
お
ら

ず
、
そ
れ
ば
か
り
か
、
一
つ
の
空
間
の
中
の
存
在
と
し
て
人
と
建
物
と
を
明
確
に

認
識
し
て
も
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
図
２
は
、『
源
氏
物
語
絵
巻
』
の
「
宿
木
三
」
の
画
面
（
註
１
）
に
つ
い
て
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
あ
げ
た
小
山
氏
の
平
面
図
で
は
、人
物（
匂
宮
、中
君
）

を
あ
ら
わ
す
二
つ
の
円
が
、
絵
巻
の
画
面
に
描
か
れ
て
い
る
人
物
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

よ
り
も
ず
っ
と
小
さ
く
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
物
語
の
中
で
こ
の

建
物
は
二
条
院
の
西
の
対
と
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
建
物
の
場
合
、
柱

間
は
現
代
の
計
り
方
で
言
え
ば
二
メ
ー
ト
ル
以
上
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ

る
か
ら
（
註
2
）、
二
人
の
人
物
が
相
対
す
る
様
子
を
上
か
ら
捉
え
た
場
合
、
実

際
の
状
況
と
し
て
は
小
山
氏
の
図
に
近
い
も
の
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し

絵
に
描
か
れ
て
い
る
ま
ま
を
平
面
図
に
す
る
と
す
る
な
ら
、
人
物
の
大
き
さ
は
小

山
氏
の
図
よ
り
か
な
り
大
き
く
な
る
。
画
面
を
見
る
と
、
琵
琶
を
携
え
た
匂
宮
と

そ
れ
に
寄
り
添
う
よ
う
な
中
君
は
、
二
人
の
姿
で
柱
間
が
埋
ま
る
ほ
ど
の
大
き
さ

に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
物
が
立
ち
上
が
っ
た
時
の
身
長
は
、
ど
れ
ほ
ど

の
高
さ
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
人
物
と
建
物
で
は
描
く
視
点
の
位
置
が

違
っ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、ス
ケ
ー
ル
感
も
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

図 2　『源氏物語絵巻』「宿木三」の平面図考察

小山清男著『絵画空間の図学』より

『源氏物語絵巻』「宿木三」画面

絵から起こしたアイソメ図
人物は円柱であらわしている

絵のままの人物の配置
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絵巻の構図に関する一考察（上） 

　
こ
の
、
あ
た
か
も
別
の
次
元
に
あ
る
か
の
よ
う
な
建
物
と
人
物
と
の
関
係
は
、

絵
巻
の
構
図
を
考
え
る
上
で
と
く
に
重
要
な
点
で
あ
る
。

　
　
二

　
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
以
下
で
は
絵
巻
の
建
物
の
構
造
と
配
置
に
つ
い
て

考
察
を
お
こ
な
い
た
い
。

　
通
常
、絵
巻
の
鑑
賞
や
観
察
に
お
い
て
は
、当
然
な
が
ら
建
物
は
他
の
モ
テ
ィ
ー

フ
と
同
時
に
目
に
入
る
。
と
く
に
人
物
と
建
物
は
、
物
語
を
追
う
上
で
は
セ
ッ
ト

に
な
っ
て
見
え
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
視
点
の
違
い
や
ス
ケ
ー
ル
感
の
差
が
意
識

さ
れ
る
こ
と
も
あ
ま
り
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
ど
う
し
て
も
人
物
の
方
に
気
を

と
ら
れ
て
、
建
物
の
描
か
れ
方
や
配
置
は
全
体
景
の
一
部
と
し
て
隠
さ
れ
て
し
ま

い
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
は
建
物
の
表
現
に
は
、
絵
巻
の
絵
の
作
画

の
あ
り
方
を
知
る
た
め
の
重
要
な
示
唆
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
絵
巻
の
絵
か
ら
建
物
部
分
だ
け
を
抽
き
出
し
、
人
物
や
景
と
切
り

離
し
て
そ
の
構
造
を
あ
ら
わ
に
見
る
こ
と
を
試
み
た
い
。
図
３
か
ら
図
９
は
、

一
二
〇
〇
年
ま
で
の
作
と
見
ら
れ
る
七
点
の
絵
巻
に
つ
い
て
、
建
物
部
分
を
図
化

し
て
と
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
（
註
3
）。
図
化
に
あ
た
っ
て
は
、
各
作
例
の
画

面
か
ら
建
物
の
柱
、
長
押
、
床
（
ゆ
か
）、
屋
根
、
壁
、
垣
等
の
部
分
を
差
が
わ

か
る
よ
う
に
色
分
け
し
、
絵
の
描
線
に
添
っ
て
抽
出
し
た
。

　
七
点
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

　
　『
源
氏
物
語
絵
巻
』（
図
３
）

　
　
　
　
徳
川
美
術
館
　
五
島
美
術
館
他
蔵
　
紙
幅
約
二
一
～
二
二
糎

　
　『
葉
月
物
語
絵
巻
』（
図
４
）

　
　
　
　
徳
川
美
術
館
蔵
　
紙
幅
約
二
一
～
二
二
糎

　
　『
寝
覚
物
語
絵
巻
』（
図
５
）

　
　
　
　
大
和
文
華
館
蔵
　
紙
幅
約
二
六
糎

　
　『
伴
大
納
言
絵
巻
』（
図
６
）

　
　
　
　
出
光
美
術
館
蔵
　
紙
幅
約
三
二
糎

　
　『
信
貴
山
縁
起
絵
巻
』（
図
７
）

　
　
　
　
信
貴
山
朝
護
孫
子
寺
蔵
　
紙
幅
約
三
二
糎

　
　『
粉
河
寺
縁
起
絵
巻
』（
図
８
）

　
　
　
　
粉
河
寺
蔵
　
紙
幅
約
三
一
糎

　
　『
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
（
承
久
本
）』（
図
９
）

　
　
　
　
京
都
北
野
天
満
宮
蔵
　
紙
幅
約
五
二
糎

　
こ
れ
ら
の
七
作
は
制
作
年
代
が
明
確
に
わ
か
ら
ず
、
大
き
く
十
二
世
紀
の
作
例

と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
は
じ
め
に
『
源
氏
物
語
絵
巻
』（
図
３
）
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
こ
こ
に
と
り

上
げ
た
の
は
徳
川
美
術
館
お
よ
び
五
島
美
術
館
所
蔵
の
十
九
図
で
あ
る
。
図
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
建
物
の
構
造
が
明
ら
か
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
が
、
そ
の
中
で
と
く
に
注
視
し
た
い
の
は
、
薄
い
茶
色
で
示
し
た
床
（
ゆ
か
）

の
部
分
で
あ
る
。「
柏
木
一
」、「
柏
木
二
」、「
横
笛
」、「
夕
霧
」、「
早
蕨
」、「
宿

木
一
」、「
宿
木
二
」、「
東
屋
一
」
の
八
図
で
は
、
画
面
全
面
が
薄
い
茶
色
で
覆
わ

れ
、
全
面
が
床
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
屋
外
の
場
面
で
あ
る
「
関

屋
」
と
、
庭
の
部
分
を
大
き
く
と
っ
た
「
蓬
生
」
以
外
で
は
、
す
べ
て
の
画
面
が

少
な
く
と
も
五
割
以
上
、
多
く
は
七
、八
割
を
床
と
し
て
描
い
て
い
る
。
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図 3　『源氏物語絵巻』の建物

図 4　『葉月物語絵巻』の建物

図 5　『寝覚物語絵巻』の建物

①②③④⑤

⑥

①②③④⑤
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絵巻の構図に関する一考察（上） 

　
こ
れ
は
、
ま
さ
に
上
か
ら
見
下
ろ
す
視
点
で
「
室
内
」
が
表
現
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
物
語
っ
て
い
る
。
床
の
構
造
は
、
通
常
絵
巻
の
絵
を
眺
め
て
い
る
と
き
に
は

人
物
や
調
度
に
ま
ぎ
れ
て
と
く
に
目
に
入
ら
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
し
て
抜
き
出

し
て
見
る
と
、
作
者
が
建
物
と
い
う
「
場
」
の
設
定
を
ど
の
よ
う
に
構
想
し
て
い

る
か
を
示
す
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
。
屋
根
、
天
井
を
と
り

払
っ
た
吹
抜
屋
台
の
描
法
も
、
画
面
上
の
床
の
比
重
の
大
き
い
画
面
で
は
顕
著
に

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　『
葉
月
物
語
絵
巻
』（
図
４
）
の
六
図
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
②

と
⑤
の
画
面
に
前
栽
が
描
か
れ
る
ほ
か
は
、
す
べ
て
の
画
面
が
全
面
を
床
と
し
て

い
る
。『
寝
覚
物
語
絵
巻
』（
図
５
）
で
は
、
①
、
③
、
④
の
よ
う
に
、
画
面
を
斜

め
に
区
切
っ
て
室
内
と
室
外
を
描
く
構
図
が
見
ら
れ
、
床
の
占
め
る
面
積
の
割
合

は
半
分
ほ
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
試
み
に
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
の
構
図
を
こ
の
床
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
分

類
し
て
み
る
と
、
下
に
示
す
通
り
大
き
く
六
種
類
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る

（
Ａ
～
Ｆ
）。
Ａ
は
画
面
全
面
が
床
と
な
っ
て
い
る
も
の
、
Ｂ
は
画
面
縦
方
向
斜
め

に
区
切
ら
れ
た
片
側
に
床
が
き
て
い
る
も
の
、
Ｃ
は
「
Ｚ
」
を
斜
め
に
倒
し
た
か

た
ち
、
Ｄ
は
Ｌ
字
を
開
い
た
よ
う
な
か
た
ち
に
床
が
配
さ
れ
て
い
る
も
の
、
Ｅ
は

く
の
字
型
に
床
が
入
り
込
ん
で
い
る
も
の
、
そ
し
て
Ｆ
は
床
が
な
い
（
建
物
が
描

か
れ
な
い
）
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
『
葉
月
物
語
絵

巻
』
を
見
て
み
る
と
、
①
③
④
⑥
の
絵
が
Ａ
、
②
が
Ｂ
の
逆
転
の
反
転
（
逆
転
と

は
、
床
の
部
分
と
戸
外
の
部
分
が
逆
転
し
て
い
る
も
の
、
反
転
と
は
左
右
を
反
転

し
た
も
の
）
で
、
⑤
が
Ｅ
の
構
図
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
『
寝
覚

物
語
絵
巻
』
で
は
、
①
の
絵
が
Ｂ
の
逆
転
の
反
転
、、
②
は
小
さ
な
断
片
で
あ
る

た
め
に
不
明
だ
が
、
③
は
Ｂ
の
反
転
、
④
は
Ｂ
、
そ
し
て
⑤
は
Ａ
と
な
っ
て
い
る
。

ABC
『
源
』
柏
木
一
　
柏
木
二
　
横
笛
　
夕
霧
　
早
蕨
　
宿
木
一
宿
木
二
　
東
屋
一
　

『
葉
』
①
　 『
葉
』
③
　『
葉
』
④
　『
葉
』
⑥
　『
寝
』
⑤

『
源
』
柏
木
三  

鈴
虫
二
　

  

竹
河
一  

橋
姫
　
東
屋
二

『
寝
』
④

『
源
』
御
法

『
源
』
蓬
生

『
寝
』
③

『
葉
』
②
　

『
寝
』
①

『
源
』
鈴
虫
一

B 逆転

ＤEF

B 反転

＋反転

『
源
』
竹
河
二

『
源
』
宿
木
三

『
葉
』
⑤

『
源
』
関
屋

資料　構図の分類　『源氏物語絵巻』『葉月物語絵巻』『寝覚物語絵巻』

B 逆転
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す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
現
存
場
面
の
数
か
ら
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
を
基
盤
と
す
る

こ
と
に
は
な
る
が
、
現
状
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
作
例
の
建
物
の
構
図
は
、
六
種
類

お
よ
び
そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

　
こ
れ
ら
の
三
作
は
、
先
述
の
通
り
「
段
落
式
」
と
呼
ば
れ
る
作
例
で
あ
る
が
、

そ
の
当
初
の
形
態
に
つ
い
て
筆
者
は
、
絵
は
絵
、
詞
は
詞
と
し
て
双
方
を
つ
な
げ

ず
に
鑑
賞
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
あ
る
い
は
「
段
落
式
」
の
み

な
ら
ず
、「
連
続
式
」
に
つ
い
て
も
、
詞
と
絵
と
は
当
初
は
別
に
さ
れ
て
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
註
4
）。

　
物
語
絵
の
鑑
賞
の
描
写
と
し
て
よ
く
あ
げ
ら
れ
る
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
の
「
東

屋
一
」
の
場
面
の
、
詞
を
読
む
女
房
の
と
な
り
で
物
語
の
絵
を
眺
め
る
浮
舟
は
、

一
見
し
て
画
面
全
体
を
一
覧
で
き
る
左
右
幅
の
絵
を
、
捲
り
の
よ
う
な
か
た
ち
で

観
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
真
上
か
ら
室
内
を
見
下
ろ
し
た
よ
う
な
俯
瞰
構
図
の
描
法

や
吹
抜
屋
台
の
手
法
は
、
こ
う
し
た
鑑
賞
に
適
応
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
と
思

う
。

　
一
方
「
連
続
式
」
の
代
表
と
し
て
常
に
あ
げ
ら
れ
る
『
伴
大
納
言
絵
巻
』
と
『
信

貴
山
縁
起
絵
巻
』
は
、
い
ず
れ
も
「
冒
頭
の
詞
書
を
逸
し
て
い
る
」
と
言
わ
れ
る

が
、
そ
れ
は
伝
来
の
過
程
で
失
わ
れ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
も
と
も
と
が
つ
な

が
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。中
間
に
嵌
入
さ
れ
る
詞
の
部
分
が
、

続
く
絵
と
必
ず
し
も
内
容
を
一
致
さ
せ
て
い
な
い
の
も
、
制
作
の
当
初
に
は
双
方

を
同
期
さ
せ
る
意
図
が
な
か
っ
た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。
巻
き
繰
る
絵
に
お
い
て

も
、、
絵
を
観
る
人
は
文
と
は
別
に
、
あ
る
い
は
文
の
内
容
を
聴
き
な
か
ら
、
巻

を
延
べ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

　
　
　
三

　
そ
こ
で
次
に
、そ
の
『
伴
大
納
言
絵
巻
』（
図
６
）
と
『
信
貴
山
縁
起
絵
巻
』（
図

７
）
の
建
物
の
表
現
を
見
て
み
た
い
。

　『
伴
大
納
言
絵
巻
』
に
は
、
よ
く
知
ら
れ
る
応
天
門
の
火
災
の
場
面
を
は
じ
め

と
し
て
、
画
面
上
に
い
く
つ
も
の
門
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
上
巻
で
は
炎
に
包
ま

れ
る
応
天
門
を
挟
ん
で
朱
雀
門
と
会
昌
門
、
中
巻
に
は
左
大
臣
邸
、
下
巻
に
は
伴

大
納
言
邸
の
そ
れ
ぞ
れ
正
門
と
中
門
が
描
か
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
門
は
つ
づ
く
場

面
へ
の
導
入
の
よ
う
に
介
在
し
、
そ
れ
ら
の
存
在
に
よ
っ
て
長
く
展
開
す
る
絵
巻

の
場
面
は
、自
然
に
戸
外
を
流
れ
る
も
の
と
し
て
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。『
源

氏
物
語
絵
巻
』
な
ど
の
一
画
面
を
一
見
で
き
る
幅
で
切
ら
れ
た
作
例
が
室
内
を
主

体
と
し
て
、
屋
外
の
景
を
描
く
場
合
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
建
物
脇
の
前
栽
や
室
内

か
ら
の
眺
め
で
あ
る
の
に
対
し
、『
伴
大
納
言
絵
巻
』
で
は
場
面
の
標
準
の
設
定

が
屋
外
に
あ
り
、
上
巻
の
応
天
門
の
火
災
に
駆
け
つ
け
る
人
々
の
群
像
や
、
中
巻

の
舎
人
の
子
と
出
納
の
子
と
の
喧
嘩
の
場
面
、
あ
る
い
は
下
巻
の
舎
人
が
引
き
立

て
ら
れ
て
尋
問
の
場
に
い
た
る
と
こ
ろ
な
ど
、
見
せ
場
と
言
え
る
重
要
な
出
来
事

の
多
く
が
建
物
の
外
で
起
こ
っ
て
い
る
。「
副
次
的
モ
テ
ィ
ー
フ
」
と
呼
ば
れ
る
、

詞
に
記
載
の
な
い
人
物
た
ち
が
こ
の
作
例
に
は
多
く
登
場
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
人

物
が
実
に
数
多
く
、
ま
た
動
作
が
生
き
生
き
と
大
き
い
の
も
、
屋
外
に
場
が
設
定

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
屋
外
の
流
れ
の
中
に
点
在
す
る
建
物
に
は
、
三
種
類
の
構
図
が
あ
る
。
ま

ず
一
つ
は
紙
幅
の
全
体
を
床
が
覆
う
も
の
で
、
こ
れ
は
先
の
六
種
の
分
類
に
お
け

る
Ａ
に
相
当
す
る
構
図
で
あ
る
。
た
だ
し
、
画
面
が
長
く
続
い
て
い
く
こ
の
絵
巻

の
形
態
に
お
い
て
は
、
建
物
は
画
面
の
左
右
端
か
ら
は
み
出
す
こ
と
が
な
い
。

31
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図 6　『伴大納言絵詞』の建物

【上巻】

【中巻】

【下巻】

①

②

②③④

⑤⑥⑦

⑧

32
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図 7　『信貴山縁起絵巻』の建物　 「山崎長者巻」「延喜加持巻」

【上巻　山崎長者巻】

【中巻　延喜加持巻】

①

②

③

④⑤

⑥

⑥

⑦
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絵巻の構図に関する一考察（上） 

【下巻　尼公巻】

図 7　『信貴山縁起絵巻』の建物　「尼公巻」

⑧

⑨⑩

⑪

⑫⑬

　　『伴大納言絵巻』左大臣邸 画面

　　『伴大納言絵巻』出納の家 画面

　　『信貴山縁起絵巻』命蓮の僧房  画面

A ＋の例

D の例
（建物の外観が見える）

D の例
（建物の内部が見える）

34

絵巻の構図に関する一考察（上）



13

五　浦　論　叢　第　　　号

そ
の
た
め
両
側
に
Ｂ
お
よ
び
Ｂ
の
逆
転
の
構
図
を
と
も
な
う
よ
う
に
し
て
描
か
れ

る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
Ａ
＋
と
呼
ん
で
お
く
。
上
巻
末
尾
の
藤
原
良
房
が
深
夜

に
参
内
し
た
場
面
（
①
）、
中
巻
の
左
大
臣
源
信
邸
の
女
房
た
ち
の
様
子
を
描
く

場
面
（
②
）、
そ
し
て
下
巻
の
、
す
で
に
伴
大
納
言
が
連
行
さ
れ
た
あ
と
の
大
納

言
邸
（
⑧
）
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
　

　
二
つ
目
は
Ｄ
の
構
図
で
、
こ
れ
は
②
の
場
面
の
前
半
に
連
結
し
て
い
る
。。
そ

し
て
三
つ
目
は
六
種
の
中
に
は
な
か
っ
た
構
図
（
Ｇ
）
で
あ
る
。
画
面
上
端
に
は

み
出
る
よ
う
に
描
か
れ
る
建
物
で
、
数
は
も
っ
と
も
多
く
、
③
④
、
お
よ
び
⑤
⑥

の
舎
人
の
家
と
出
納
の
家
、
⑦
の
舎
人
の
尋
問
の
場
面
に
見
ら
れ
る
。

　
一
方
、
信
貴
山
の
命
蓮
の
僧
房
を
基
点
と
し
て
物
語
が
進
行
す
る
『
信
貴
山
縁

起
絵
巻
』
で
は
、
門
の
表
現
も
見
ら
れ
る
も
の
の
、
場
面
の
転
換
に
は
山
景
が
多

く
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
ス
ケ
ー
ル
感
が
人
間
の
身
体
に
照
ら
し
て
身
近
で
あ
り
、

ま
た
堅
固
な
建
造
物
で
あ
る
門
が
画
面
の
移
行
の
合
間
に
描
か
れ
る
こ
と
は
、

あ
る
意
味
で
そ
の
場
を
固
定
し
、
比
較
的
短
い
時
間
の
経
過
や
人
の
移
動
を
示

唆
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
山
景
が
つ
な
ぐ
場
面
で
は
、
次
の
場
面
へ
の
時
間
的

空
間
的
移
行
は
よ
り
長
く
、
ま
た
柔
軟
な
要
素
を
含
ん
で
く
る
。

　
図
７
を
見
る
と
、
こ
の
『
信
貴
山
縁
起
絵
巻
』
の
建
物
に
は
、『
伴
大
納
言

絵
巻
』
に
お
け
る
Ａ
＋
の
、
床
が
全
面
を
お
お
う
構
図
は
見
ら
れ
ず
、
残
り
の

二
種
、
Ｄ
と
Ｇ
の
構
図
で
建
物
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
Ｌ
字
を
開

い
た
よ
う
な
か
た
ち
の
Ｄ
の
構
図
は
、
中
巻
に
あ
た
る
「
延
喜
加
持
の
巻
」
の

清
涼
殿
の
描
写
（
⑤
お
よ
び
⑥
）
に
の
み
に
あ
ら
わ
れ
、
そ
の
他
の
建
物
は
皆
、

命
蓮
の
信
貴
山
の
僧
房
（
②
、
④
、
⑦
、
⑫
、
⑬
）、「
山
崎
長
者
巻
」
の
長
者

の
家
（
①
、③
）、「
尼
公
巻
」
の
尼
公
の
旅
の
途
次
に
あ
る
住
宅
（
⑧
、⑨
、⑩
）、

そ
し
て
大
仏
殿
（
⑪
）
に
い
た
る
ま
で
が
Ｇ
の
形
式
で
描
か
れ
て
い
る
。

　
こ
の
Ｇ
の
構
図
は
、
極
め
て
興
味
深
い
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
描
き
方

に
よ
っ
て
、「
吹
抜
屋
台
」
の
構
図
が
く
ず
れ
る
の
で
あ
る
。
画
面
上
辺
か
ら

建
物
を
は
み
出
す
よ
う
に
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
屋
根
部
分
は
紙
外
に
追
い
出

さ
れ
、「
吹
抜
屋
台
」
の
も
っ
と
も
重
要
な
点
で
あ
る
「
屋
根
の
な
い
建
物
の

内
部
を
上
か
ら
見
る
」
と
い
う
描
写
が
な
く
な
る
。
事
実
上
俯
瞰
の
視
点
が
糊

塗
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
Ｇ
の
構
図
の
中
に
は
、
建
物
を
外
観
か
ら
描
く
も
の
と
、
室
内
が
窺
え
る
状

態
に
描
く
も
の
と
が
あ
る
。。『
伴
大
納
言
絵
巻
』
の
③
と
④
、
お
よ
び
⑤
と
⑥

の
建
物
は
、
隣
り
合
う
舎
人
の
家
と
出
納
の
家
の
戸
口
を
通
り
か
ら
見
る
よ
う

に
あ
ら
わ
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
戸
は
開
い
て
い
る
も
の
の
、
建
物
の
外
観
を

描
い
て
い
る
と
言
え
る
。

Ｄ

A＋

G

『
伴
大
納
言
絵
詞
』

『
信
貴
山
縁
起
絵
巻
』

Ｄ

G

①
②
⑧

②

③
④
⑤
⑥
⑦

①
②
③
④
⑦

⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬

⑤
⑥

資料　構図の分類　『伴大納言絵詞』『信貴山縁起絵巻』

A
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一
方
、
同
絵
巻
の
⑦
の
舎
人
の
取
り
調
べ
の
情
景
は
、
室
内
が
窺
え
る
状
態
、

つ
ま
り
は
吹
抜
屋
台
の
側
面
観
と
同
構
造
の
建
物
を
描
い
て
い
る
。『
信
貴
山
縁

起
絵
巻
』
で
は
、「
尼
公
巻
」
の
尼
公
の
訪
問
す
る
三
つ
目
の
家
に
あ
た
る
糸
を

紡
ぐ
女
性
の
家
だ
け
は
外
観
を
描
い
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
つ
い
て
は
、
三
つ

の
巻
を
通
じ
て
繰
り
返
し
描
か
れ
る
命
蓮
の
僧
房
を
は
じ
め
と
し
て
、
Ｇ
の
構
図

を
も
つ
建
物
の
す
べ
て
が
、
こ
の
内
部
を
見
せ
る
形
式
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
四

　
こ
の
Ｇ
の
よ
う
な
建
物
の
構
図
が
あ
ら
わ
れ
る
第
一
の
理
由
と
し
て
は
、
物
語

の
展
開
の
場
が
室
内
で
は
な
く
屋
外
に
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
屋
外

の
景
を
描
く
空
間
を
画
面
上
に
作
る
た
め
に
、
建
物
を
上
に
押
し
上
げ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
も
う
一
つ
、「
段
落
式
」
の
俯
瞰
構
図
が
「
連
続
式
」
に

は
そ
ぐ
わ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
室
内
に
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
主
題
と
こ
と
な
り
、
屋
外
に
視
点
が
置
か
れ
た
と
き
、
す
な

わ
ち
建
物
の
外
観
が
視
野
に
入
っ
て
き
た
と
き
に
、
屋
根
が
描
か
れ
な
い
こ
と
に

は
あ
る
種
の
違
和
感
が
生
じ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
注
目
す
べ
き
状
況
を
示
し
て
い
る
作
例
が
『
粉
河
寺
縁
起

絵
巻
』
で
あ
る
。
粉
河
の
千
手
観
音
に
ま
つ
わ
る
二
つ
の
物
語
か
ら
な
る
一
巻
の

絵
巻
で
、
画
面
の
紙
幅
上
下
に
か
な
り
欠
損
の
あ
る
状
態
で
伝
わ
っ
て
い
る
。
巻

の
う
ち
に
は
図
様
の
連
続
し
て
い
な
い
断
片
が
つ
な
げ
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
あ

り
、
復
元
案
も
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
中
で
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
構
図
を

明
確
に
す
る
た
め
に
補
紙
が
あ
て
が
わ
れ
て
い
る
欠
損
部
分
を
削
除
し
、
現
状
を

ベ
ー
ス
に
建
物
の
図
化
を
お
こ
な
っ
た
。（
図
８
）。

　『
粉
河
寺
縁
起
絵
巻
』
に
描
か
れ
る
建
物
は
、
前
半
の
、
千
手
観
音
像
の
建
立

譚
に
お
け
る
猟
師
の
家
（
① 

②
）、
後
半
の
長
者
の
娘
の
病
気
平
癒
の
逸
話
の
中

の
長
者
の
邸
（
母
屋
③
、
離
れ
④ 

⑤ 

⑦
、
蔵
⑥ 

⑧
）
と
、
長
者
の
娘
一
行
が
粉

河
へ
の
途
次
、
道
を
尋
ね
に
立
ち
寄
る
苫
屋
（
⑨
）、
そ
し
て
全
体
を
通
し
て
あ

ら
わ
れ
る
千
手
観
音
の
庵
で
あ
る
。千
手
観
音
の
庵
は
全
体
で
六
回
描
か
れ
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
庵
内
部
の
表
現
は
あ
る
も
の
の
、『
信
貴
山
縁
起
絵
巻
』
の

飛
ぶ
蔵
と
同
様
、
人
物
を
置
く
室
内
と
し
て
の
位
置
付
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
除
外
し
、、
残
り
に
つ
い
て
見
て
み
る
。

　
資
料
に
示
す
通
り
、
こ
の
作
例
に
描
か
れ
る
建
物
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
先
の

Ｇ
の
構
図
の
建
物
の
位
置
を
、
上
端
で
は
な
く
中
央
付
近
に
お
ろ
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
Ｇ
＋
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
ま
た
Ｇ
＋
の
建
物
に
、
Ｄ
に

類
す
る
か
た
ち
で
斜
め
に
別
の
建
物
を
連
結
し
た
構
図
、
こ
れ
を
Ｄ
＋
と
す
る
。

Ｄ
＋
と
Ｇ
＋
の
構
図
が
連
結
す
る
か
た
ち
で
、
③
、
④
の
長
者
の
邸
の
建
物
で
は
、

Ｔ
の
字
の
よ
う
な
構
成
が
で
き
る
。

　
こ
れ
ら
Ｄ
＋
、
Ｇ
＋
の
構
図
は
、
Ｇ
の
構
図
の
よ
う
に
建
物
を
上
端
か
ら
は
み

出
さ
せ
て
屋
根
の
部
分
を
描
か
な
い
よ
う
に
す
る
の
で
は
な
く
、
紙
幅
の
中
央
付

近
に
建
物
を
配
し
つ
つ
、
す
や
り
霞
に
よ
っ
て
画
面
上
部
を
大
き
く
糊
塗
し
て
い

る
。
屋
根
は
霞
の
下
に
ほ
と
ん
ど
隠
れ
、軒
だ
け
が
見
え
て
い
る
状
態
で
あ
る
が
、

吹
抜
屋
台
の
描
き
方
の
よ
う
に
屋
根
を
描
か
な
い
の
で
は
な
い
。（
例
『
粉
河
寺

縁
起
絵
巻
』
猟
師
の
家
）。
建
物
は
紙
幅
の
中
間
の
位
置
に
描
か
れ
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
吹
抜
屋
台
の
手
法
を
と
る
こ
と
も
な
く
、
か
と
言
っ
て
屋
根
を
描
く

わ
け
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
霞
は
、
あ
き
ら
か
に
屋
根
部
分
を
描
か
ず

に
お
く
た
め
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
お
り
、
画
面
に
枠
を
設
け
る
よ
う
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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③

Text

Text

textex

図 8　『粉河寺縁起絵巻』の建物

①

②

⑤⑥⑦⑧

⑨

④

①
②
④
⑤
⑥

⑦
⑧

③

資料　構図の分類　『粉河寺縁起絵巻』

Ｄ

G
⑨

G＋Ｄ＋

　　『粉河寺縁起絵巻』猟師の家 画面 　G ＋の例
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こ
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
長
大
な
画
面
に
絵
を
連
続
し
て
描
い
て
い
く
『
伴
大

納
言
絵
巻
』、『
信
貴
山
縁
起
絵
巻
』、『
粉
河
寺
縁
起
絵
巻
』
と
い
っ
た
作
例
に
お

い
て
、
こ
う
し
た
吹
抜
屋
台
か
ら
の
脱
却
と
も
言
う
べ
き
状
況
が
起
こ
っ
て
い
る

こ
と
は
き
わ
め
て
興
味
深
い
。『
伴
大
納
言
絵
巻
』
で
は
ま
だ
、
清
涼
殿
や
左
大

臣
邸
、
伴
大
納
言
邸
の
表
現
に
、
俯
瞰
の
位
置
の
高
い
、
画
面
全
体
に
床
を
配
す

る
Ａ
＋
の
構
図
が
の
こ
さ
れ
て
い
た
が
、『
信
貴
山
縁
起
絵
巻
』
や
『
粉
河
寺
縁

起
絵
巻
』
で
は
そ
れ
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。『
信
貴
山
縁
起
絵
巻
』
に
は
清
涼
殿

の
描
写
が
延
喜
加
持
巻
に
二
度
あ
ら
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
建
物
を
紙
幅
の
上
方

に
は
み
出
さ
せ
て
、
左
手
に
廊
を
描
く
か
た
ち
の
Ｄ
の
構
図
を
と
っ
て
い
る
。
し

か
も
、『
粉
河
寺
縁
起
絵
巻
』
の
③
の
建
物
と
同
様
、
こ
れ
ら
の
廊
の
部
分
に
は

屋
根
が
描
か
れ
て
お
り
、『
源
氏
物
語
絵
巻
』
等
に
お
い
て
頻
出
し
て
い
た
「
本

来
は
あ
る
は
ず
の
屋
根
が
な
い
」
状
態
は
な
く
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。。

　
　
五

　
そ
こ
で
次
に
、
ほ
ぼ
一
二
〇
〇
年
前
後
の
作
と
考
え
ら
れ
る
『
北
野
天
神
縁
起

絵
巻
』（
承
久
本
　
以
下
で
は
略
し
て
『
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
』
と
称
す
る
）
の

表
現
を
見
て
み
た
い
（
図
９
）。

　『
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
』
は
、
初
の
本
格
的
な
社
寺
縁
起
絵
巻
と
呼
ば
れ
る
作

例
で
、
菅
原
道
眞
公
の
生
涯
と
没
後
の
御
霊
の
活
躍
を
描
く
六
巻
と
、
日
蔵
上
人

の
地
獄
め
ぐ
り
を
発
端
と
す
る
六
道
絵
二
巻
、
後
世
に
裏
打
ち
か
ら
発
見
さ
れ
た

託
宣
利
生
譚
を
描
く
下
絵
の
断
片
を
集
め
た
断
簡
一
巻
の
、
合
計
九
巻
の
構
成
を

と
っ
て
い
る
。

①

2 巻ー 3

②

③④

1 巻ー 1

1巻ー 21巻ー 3

2巻ー 12巻ー 2

2巻ー 4

⑤

⑥⑦

図 9　『北野天神縁起絵巻』（承久本）の建物　第 1-2 巻
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図 9　『北野天神縁起絵巻』（承久本）の建物　第 3-6 巻

3 巻ー 1

3巻ー 2

3巻ー 34巻ー 1

4巻ー 24巻ー 34巻ー 4

⑧⑨⑩

⑪

⑫⑬

5 巻ー 15巻ー 25巻ー 3

5巻ー 45巻ー 5

6巻ー 16巻ー 2

6巻ー 36巻ー 4

⑭⑮

⑯

⑰⑱

⑲⑳
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第
七
、八
巻
の
六
道
絵
に
は
詞
は
ま
っ
た
く
な
く
、
場
面
の
区
切
り
ご
と
に
色

紙
型
の
よ
う
な
区
画
を
あ
ら
わ
す
が
、
そ
こ
に
も
何
も
記
入
は
さ
れ
て
い
な
い
。

た
だ
こ
の
場
面
の
区
切
り
部
分
の
絵
は
つ
な
が
っ
て
お
り
、
一
種
の
「
連
続
式
」

の
形
態
を
と
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
方
第
一
巻
か
ら
第
六
巻
は
詞
と
絵
を
順
に
つ
な
い
だ
か
た
ち
と
な
っ
て
い
る

も
の
の
、
各
段
の
絵
で
左
右
幅
は
ま
っ
た
く
一
定
せ
ず
、
一
番
短
い
も
の
で
約

六
七
糎
（
六
巻
二
段
）、
最
も
長
い
も
の
で
約
五
五
五
糎
（
三
巻
一
段
）
と
、
大

き
な
開
き
が
あ
る
。
一
見
し
て
全
容
が
目
に
入
る
画
面
が
あ
る
一
方
で
、
繰
り
延

べ
て
観
る
こ
と
に
な
る
長
い
場
面
も
い
く
つ
も
加
わ
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
形
式
と

し
て
は
「
段
落
式
」
に
含
め
ら
れ
て
い
る
が
、「
連
続
式
」
と
言
え
る
長
さ
の
絵

を
ま
じ
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
傾
向
は
十
三
世
紀
に
は
よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。『
華
厳
縁
起

絵
巻
』
で
も
、
小
さ
い
も
の
で
元
暁
絵
の
中
に
左
右
幅
一
六
〇
糎
ほ
ど
の
画
面
が

見
ら
れ
る
一
方
、
義
湘
絵
の
最
後
の
場
面
は
一
六
〇
〇
糎
に
及
ん
で
い
る
。
だ
が

こ
う
し
た
現
象
を
単
純
に
「
段
落
式
」
と
「
連
続
式
」
の
融
合
と
見
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
む
し
ろ
先
述
の
ご
と
く
、
当
初
の
絵
巻
の
形
態
が
絵
と
詞
を
分
け
た

も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
な
ら
、
そ
れ
ら
を
順
次
貼
り
継
ぐ
と
い
う
こ
と
が
は
じ

ま
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
時
期
で
は
な
い
か
─
─
そ
れ
が
こ
の
、
一
見
二
つ
の

か
た
ち
の
混
合
の
よ
う
に
見
え
る
構
成
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。「
段
落
式
」
と
呼
ば
れ
る
作
例
に
は
画
面
の
左
右
幅
に
一
定

の
規
格
が
あ
り
、「
連
続
式
」
と
呼
ば
れ
る
作
例
に
は
長
い
巻
状
の
画
面
と
い
う

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
絵
を
独
立
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
な
形
態
で
あ

る
が
、
各
画
面
幅
に
極
端
な
大
小
の
開
き
が
あ
る
場
合
に
は
、
絵
だ
け
が
外
さ
れ

て
か
た
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。

BC

２
ー
２
⑤ 

２
ー
３
⑥

２
ー
４
⑦ 

３
ー
２
⑩

４
ー
３
⑫ 

５
ー
４
⑯

６
ー
２
⑱ 

６
ー
４
⑳

６
ー
３
⑲

５
ー
１
⑭

６
ー
１
⑰

ＤF

B 反転

１
ー
１
① 

１
ー
２
③

１
ー
３
④ 

３
ー
１
⑧

３
ー
３
⑪ 

４
ー
４
⑬

２
ー
１ 

４
ー
１

４
ー
２ 

５
ー
２

５
ー
５

資料　構図の分類　『北野天神縁起絵巻』（承久本）

D 反転

G

１
ー
１
② 

３
ー
１
⑨

B 逆転＋反転
変型

５
ー
３
⑯

B 逆転＋反転
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　　『北野天神縁起絵巻』（承久本）第六巻一段画面

A

B

C

Ｄ

E

F

源氏物語絵巻 葉月物語絵巻 寝覚物語絵巻 伴大納言絵巻 信貴山縁起絵巻 粉河寺縁起絵巻 北野天神縁起絵巻
（承久本）

A＋

B
逆転

B
反転

B
逆転
反転

●●●●●●
●●

●●●● ●

●●●

●●●●● ●

●

● ●

● ●

●

●

● ●

●

●

G ●●●●●

●●

●●●●●●
●●●●●

G＋

D＋ ●

●●●●●●
●

●

●●●●●●
●●

●

●※

●

●●●●●●

D
反転 ●

●●●●●

●●

構図の分類表　

絵が一見して全体を眺められる一定の幅をもつ
（「段落式」と称されてきた作例）

絵が長く展開し、巻きのべて鑑賞する形式をもつ
（「連続式」と称されてきた作例）

画面の幅に大差がある
（いずれとも言えない作例）
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詞

詞

詞 詞

詞

詞

詞

詞

詞 詞

詞

詞

図 10　場面の移行

霞で区切られる場面の幅

「粉河寺縁起絵巻」 「伴大納言絵巻」「信貴山縁起絵巻」

連続していない箇所

　
一
方
、
こ
こ
ま
で
に
考
察
し
て
き
た
よ
う
な
建
物
の
検
討
は
、
第
七
巻
か
ら
第

八
巻
に
か
け
て
の
六
道
絵
部
分
に
は
「
人
道
」
に
お
け
る
家
屋
の
表
現
を
の
ぞ
い

て
で
き
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
第
一
巻
か
ら
第
六
巻
ま
で
の
合
計
二
十
三
図
に
つ

い
て
、
そ
の
建
物
を
と
り
出
し
て
図
化
し
た
も
の
（
図
９
）
を
見
て
み
る
と
、
抽

出
で
き
る
建
物
の
構
図
は
前
ペ
ー
ジ
の
資
料
の
通
り
、、
大
き
く
分
け
て
五
つ
の

種
類
と
な
る
。
ま
ず
、
Ｂ
と
そ
の
類
型
（
Ｂ
反
転
、
Ｂ
逆
転
＋
反
転
の
変
型
）
の

構
図
が
全
体
の
半
数
近
く
を
占
め
、
Ｄ
と
そ
の
反
転
の
構
図
が
の
こ
り
の
半
数
に

及
ぶ
。『
伴
大
納
言
絵
巻
』
や
『
信
貴
山
縁
起
絵
巻
』
で
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た

Ｇ
の
構
図
は
二
図
に
見
ら
れ
、『
源
氏
物
語
絵
巻
』「
鈴
虫
一
」
の
段
の
Ｃ
の
構
図

が
一
図
、そ
の
ほ
か
は
弓
射
の
競
技
の
場
面
や
配
流
の
途
上
な
ど
屋
外
の
場
面
で
、

建
物
が
描
か
れ
な
い
Ｆ
の
構
図
で
あ
る
。

　
こ
の
絵
巻
の
紙
幅
は
現
存
す
る
絵
巻
の
う
ち
で
最
大
と
言
わ
れ
る
五
二
糎
あ
ま

り
で
、『
源
氏
物
語
絵
巻
』
の
寸
法
の
ほ
ぼ
二
倍
に
相
当
す
る
。
だ
が
そ
れ
に
よ
っ

て
画
面
の
用
い
方
に
大
き
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
様
子
は
見
ら
れ
ず
、「
段
落

式
」
と
呼
ば
れ
る
作
品
群
に
お
け
る
定
型
と
も
言
え
る
Ｂ
、
そ
し
て
Ｄ
の
構
図
が

多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
「
連
続
式
」
の
作
例
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た

も
の
で
、
こ
の
作
例
の
作
図
の
基
盤
に
よ
り
古
様
と
呼
び
う
る
構
図
が
あ
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　「
吹
抜
屋
台
」
の
表
現
も
、
い
く
つ
か
の
場
面
に
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
第

六
巻
一
段
の
「
時
平
病
臥
」
の
場
面
で
は
、
道
眞
公
の
左
遷
流
罪
の
原
因
を
も
た

ら
し
た
讒
者
で
あ
る
藤
原
時
平
が
病
床
に
臥
す
邸
の
内
部
が
、
大
画
面
に
俯
瞰
形

式
で
広
々
と
描
か
れ
て
お
り
（『
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
』「
時
平
病
臥
」）、
か
た
わ

ら
の
門
に
は
檜
皮
葺
の
屋
根
の
表
現
が
見
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
邸
内
の
方

は
屋
根
を
す
べ
て
を
取
り
外
し
た
状
態
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

絵が連続したまま次の場面に移行する箇所

すやり霞で次の場面に移行する箇所
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六

　
こ
の
よ
う
に
見
て
き
た
結
果
を
表
と
し
て
み
る
と
、「
段
落
式
」
と
「
連
続
式
」

の
作
例
で
建
物
の
床
の
構
図
は
大
き
く
こ
と
な
る
こ
と
が
明
確
に
な
る
。
あ
く
ま

で
も
こ
こ
に
と
り
あ
げ
た
現
存
作
例
に
お
い
て
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
が
、
画
面

の
左
右
幅
が
一
定
で
、
一
見
し
て
全
体
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
画
面
と
、
区
切
り

の
な
い
長
い
紙
を
繰
り
延
べ
て
い
く
形
式
の
画
面
と
で
は
、
絵
の
中
の
建
物
の
配

置
、
作
画
の
構
想
と
も
言
う
べ
き
も
の
に
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
画
面
に
は
適
し
た
主
題
が
あ
り
、
室
内
・

戸
外
と
い
っ
た
場
の
設
定
も
あ
る
が
、
一
つ
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
、

一
度
に
全
体
を
眺
め
る
画
面
と
、
繰
り
動
か
し
な
が
ら
次
へ
次
へ
と
場
面
を
追
っ

て
い
く
画
面
で
は
、
観
る
側
の
情
景
の
認
知
の
あ
り
方
が
違
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
前
者
で
は
下
り
た
視
線
が
画
面
に
と
ど
ま
り
、
紙
面
に
向
か
っ
て
垂

直
の
方
向
性
を
保
つ
が
、
後
者
で
は
観
る
人
の
目
は
つ
ね
に
横
か
ら
あ
ら
わ
れ
て

く
る
情
景
に
向
か
い
、
視
線
は
水
平
方
向
に
流
れ
る
。「
吹
抜
屋
台
」
は
そ
の
意

味
で
、
左
右
幅
の
限
定
さ
れ
た
画
面
に
こ
そ
適
し
た
も
の
で
あ
り
、
長
く
続
い
て

い
く
画
面
に
お
い
て
は
、
俯
瞰
か
ら
水
平
視
へ
の
移
行
が
あ
る
意
味
で
は
自
然
に

お
こ
っ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
図
10
は
、
絵
が
長
く
繰
り
延
べ
ら
れ
て
い
く
形
式
の
絵
巻
、『
伴
大

納
言
絵
巻
』、『
信
貴
山
縁
起
絵
巻
』、『
粉
河
寺
縁
起
絵
巻
』
の
場
面
の
区
切
り
の

あ
り
方
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
絵
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
続
い
て
い

く
形
式
の
絵
巻
で
は
、
場
面
の
転
換
が
ど
の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
か
、
図

が
ど
う
連
続
し
て
い
る
か
を
見
る
こ
と
が
、
画
面
が
ど
う
描
か
れ
た
の
か
を
知
る

上
で
の
大
き
な
手
が
か
り
と
な
る
。
図
中
、
橙
の
点
線
で
示
し
た
箇
所
は
、
場
面

の
移
行
部
分
に
何
ら
か
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
あ
り
、
絵
自
体
が
連
続
し
た
ま
ま
次
の

場
面
へ
移
動
し
て
い
る
も
の
、
緑
色
の
点
線
は
、
す
や
り
霞
を
用
い
て
絵
の
消
失

と
出
現
を
つ
な
い
で
い
る
も
の
、
そ
し
て
茶
色
は
、
逸
失
に
よ
る
の
か
連
続
し
て

い
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
一
見
し
て
『
信
貴
山
縁
起
絵
巻
』
で
は
、
霞
の
使
用
に
よ
る
移
行
が
多
い
こ
と

が
わ
か
る
。
一
方
『
粉
河
寺
縁
起
絵
巻
』
で
は
、
す
べ
て
の
移
行
箇
所
が
濃
い
青

の
点
線
と
な
っ
て
い
る
。『
伴
大
納
言
絵
巻
』
も
、
霞
に
よ
る
移
行
は
二
箇
所
に

あ
る
も
の
の
、
濃
い
青
の
点
線
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。

　
で
は
ど
の
よ
う
な
と
き
に
霞
に
よ
る
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
が
お
こ
る
の
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
は
絵
の
作
者
が
、
場
面
を
そ
れ
ぞ
れ
の
断
片
ご
と
、
個
々
に
描
い
て
い

る
場
合
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
一
つ
一
つ
場
面
を
描
い
て
、
そ
れ
を
後
か

ら
長
く
つ
な
い
で
い
き
、
接
続
箇
所
を
霞
で
ぼ
か
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
信

貴
山
縁
起
絵
巻
』
に
お
い
て
、「
延
喜
加
持
巻
」
の
冒
頭
か
ら
「
尼
公
巻
」
の
中

間
に
い
た
る
、
霞
で
つ
な
が
れ
た
部
分
の
幅
（
水
色
の
点
線
の
間
隔
）
を
追
っ
て

い
っ
て
み
る
と
、
最
初
の
二
つ
が
長
い
が
、
そ
の
他
は
ほ
ぼ
近
い
長
さ
と
な
っ
て

お
り
、
作
図
の
単
位
が
あ
る
程
度
一
定
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
こ
の
『
信
貴
山
縁
起
絵
巻
』
に
み
る
よ
う
な
制
作
の
あ
り
方
は
「
段
落
式
」
と

ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
作
品
の
推
定
制
作
年
代
か
ら
、「
段

落
式
」
の
起
こ
っ
た
あ
と
に
「
連
続
式
」
が
登
場
し
た
と
す
る
見
方
が
定
着
し
て

い
る
が
、
両
者
の
並
行
の
時
間
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
時
期
に
こ
そ
絵
巻
の

絵
の
成
立
の
現
象
が
見
い
だ
せ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
は
、
両
者
の
混
在
の
様
相
を

見
せ
る
十
三
世
紀
以
降
の
作
品
、
こ
の
後
の
時
代
の
検
討
が
大
き
な
手
が
か
り
と

な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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註（
１
）
本
稿
に
お
け
る
絵
巻
の
画
面
の
画
像
は
、中
央
公
論
社
刊
『
日
本
絵
巻
大
成
』

に
掲
載
さ
れ
た
各
絵
巻
図
版
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

（
２
）
川
本
重
雄
「
寝
殿
造
の
柱
間
寸
法
～
変
化
と
そ
の
意
味
」（『
日
本
建
築
学

会
計
画
系
論
文
集
』
第
八
〇
巻
第
七
一
三
号
　
二
〇
一
五
年
七
月
）

（
３
）
図
３
か
ら
図
９
の
制
作
は
、
建
築
家
廣
岡
エ
ド
ゥ
ワ
ル
ド
義
郎
氏
に
よ
る
。

各
図
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
巻
に
つ
い
て
出
版
さ
れ
て
い
る
図
版
か
ら
作
成

し
た
画
面
全
図
を
ベ
ー
ス
に
、
屋
根
、
柱
、
長
押
（
地
長
押
）、
壁
、
建

具
（
板
戸
、
障
子
、）、
垣
をAdobe Illustrator

（2019CC

）
に
て
そ

れ
ぞ
れ
色
分
け
し
、
ト
レ
ー
ス
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
化
に
あ
た
っ
て
は

柱
な
ど
の
太
さ
を
一
定
に
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
す
べ
て
画
面
の
描
線
に
し

た
が
っ
て
と
り
出
し
た
。
ま
た
構
造
を
明
確
に
示
せ
る
よ
う
、
細
部
の
立

体
表
現
な
ど
は
と
り
上
げ
て
い
な
い
。
霞
の
描
か
れ
た
部
分
や
欠
損
箇
所

な
ど
、
描
線
の
確
認
で
き
な
い
部
分
は
、
た
と
え
確
か
に
推
測
で
き
る
と

思
わ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
描
き
い
れ
ず
、
錯
簡
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
場
合
も
、
こ
こ
で
は
現
状
を
基
準
と
し
た
。

（
4
）
拙
著 『
日
本
絵
画
の
エ
ト
ス
』  （
東
京
藝
術
大
学
出
版
会
発
行 

二
〇
一
八

  

　
　
年
三
月
）

付
言

　
本
稿
は
東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
Ｊ
基
金
（
福
武
純
子
氏
設
立
）
に
よ
る
研
究

に
基
づ
く
も
の
で
す
。
研
究
に
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
、
福
武
教
育
文
化
振

興
財
団
理
事
長
、
松
浦
俊
明
氏
に
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
本
稿
の
執
筆

に
あ
た
っ
て
終
始
お
励
ま
し
を
賜
り
、
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
茨
城
大
学
の
甲
斐

教
行
教
授
、
瀬
分
緑
氏
に
も
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
二
〇
一
九
年
六
月
十
九
日
受
理
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〔
す
が
　
み
ほ
／
東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
准
教
授
〕
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【
論

文
】

　
　
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
に
よ
る
天
正
遣
欧
使
節
の
（
未
完
）
群
像
画 

藤

川

真

由
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は
じ
め
に

天
正
遣
欧
使
節
（
伊
東
マ
ン
シ
ョ
、
千
々
石
ミ
ゲ
ル
、
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
、
原

マ
ル
テ
ィ
ノ
）
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
に
伴
わ
れ
て
、
一
五
八
五
年
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
を
訪
れ
た
。
そ
の
際
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
の
元
老
院
（Senato

）
は
、

ヤ
ー
コ
ポ
・
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
に
そ
れ
ぞ
れ
四
人
の
肖
像
画
を
描
か
せ
た
（
１
）

。
こ
れ

ら
の
う
ち
マ
ン
シ
ョ
像
は
、
ヤ
ー
コ
ポ
の
死
後
、
彼
が
所
有
し
て
い
た
家
に
蔵
置

さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。

二
〇
一
四
年
、
当
絵
画
（
図
1
）
は
ミ
ラ
ノ
の
ト
リ
ヴ
ル
ツ
ィ
オ
財
団
に
お
い

て
発
見
さ
れ
、
様
々
な
研
究
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
年
、
財
団
の
保
存
・

資
料
管
理
担
当
職
員
パ
オ
ラ
・
デ
ィ
・
リ
ー
コ
氏
が
、
肖
像
画
は
、
ヤ
ー
コ
ポ
で

な
く
、
そ
の
息
子
ド
メ
ニ
コ
・
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
の
手
に
よ
る
と
論
じ
る
（
２
）
。
そ
し

て
マ
ン
シ
ョ
像
が
、
長
年
を
経
て 

ト
リ
ヴ
ル
ツ
ィ
オ
家
の
所
有
に
な
っ
た
経
緯

に
も
言
及
し
た
。

さ
ら
に
二
〇
一
七
年
、
な
ぜ
マ
ン
シ
ョ
像
が
描
か
れ
た
の
か
に
つ
い
て
の
研
究

が
発
表
さ
れ
た
。
セ
ル
ジ
ョ
・
マ
リ
ネ
ッ
リ
氏
に
よ
れ
ば
、
ト
リ
ヴ
ル
ツ
ィ
オ
財

団
所
蔵
の
絵
は
ス
ケ
ッ
チ
で
、
こ
れ
を
も
と
に
ド
メ
ニ
コ
は
使
節
四
人
を
描
く
群

像
画
を
制
作
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
群
像
画
は
未
完
成
に
終
わ
っ
た
（
３
）

。
一

方
、
小
佐
野
重
利
氏
は
、
群
像
画
の
制
作
の
た
め
に
、
ド
メ
ニ
コ
は
マ
ン
シ
ョ
像

を
別
の
キ
ャ
ン
バ
ス
に
素
描
し
、
後
に
描
き
直
し
た
の
が
財
団
の
肖
像
画
で
あ
る

と
す
る
（
４
）

。
群
像
画
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
統
領
宮
殿
内
の
「
元
老
院
の
間
」（Sala 

dei Pregadi

）、
ま
た
は
「
四
扉
の
間
」（Sala delle Q

uattro Porte

）
に
展
示

さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
と
も
推
測
し
た
。
外
国
か
ら
の
大
使
や
賓
客
は
、
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
統
領
と
謁
見
す
る
前
に
、後
者
の
部
屋
に
案
内
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。

本
稿
の
目
的
は
、こ
の
完
成
さ
れ
な
か
っ
た
群
像
画
の
主
題
、規
模
、展
示
場
所
、

そ
し
て
マ
ン
シ
ョ
像
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
結
論
か
ら
言

え
ば
、
ヤ
ー
コ
ポ
・
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
の
群
像
画
は
、
元
老
院
の
メ
ン
バ
ー
た
ち

（pregadi

）
に
よ
る
使
節
の
歓
迎
、
そ
し
て
使
節
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
統
領
の
謁
見

を
描
写
す
る
大
き
な
作
品
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
群
像
画
は
、
少
な
く
と
も
計

画
当
初
は
、
統
領
宮
殿
の
「
大
評
議
会
の
間
」（Sala del M

aggior C
onsiglio; 

図
2
）
に
掲
示
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
群
像
画
制
作
の
た
め
、
ヤ
ー
コ
ポ
は
マ

ン
シ
ョ
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
が
、
イ
エ
ズ
ス
会
側
が
そ
の
描
写
を
評
価
し
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
ド
メ
ニ
コ
が
描
き
直
し
た
作
品
が
、
ト
リ
ヴ
ル
ツ
ィ
オ
財
団
の
マ

ン
シ
ョ
像
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
点
を
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
に
お
け
る
外
交
儀
式
の
し
き
た
り
や
イ

エ
ズ
ス
会
の
ロ
ー
マ
文
書
館
が
所
蔵
す
る
手
稿
文
献
か
ら
考
察
す
る
。
従
来
の
天

正
遣
欧
使
節
に
関
す
る
研
究
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
ど
の
よ
う
に
使
節
が
歓
迎
さ

れ
た
か
、
そ
の
歓
迎
ぶ
り
を
説
明
す
る
に
と
ど
ま
る
。
本
稿
で
は
、
群
像
画
の
主

題
を
理
解
す
る
た
め
に
、
使
節
が
入
市
し
た
際
の
儀
式
を
再
考
察
す
る
。
ま
た
結

城
了
悟
神
父
が
、
ロ
ー
マ
文
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
、
使
節
と
イ
タ
リ
ア
を
旅

し
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
に
よ
る
手
紙
や
報
告
を
出
版
し
て
い
る

（
５
）

。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
れ
ら
の
史
料
が
、
マ
ン
シ
ョ
像
や
使
節
の
群
像
画
に
関
す
る
研
究
で
深
く

分
析
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。

使
節
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
入
市

ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
イ
タ
リ
ア
都
市
国
家
は
、
外
国
の
要
人
訪
問
に
対
し
、
そ
れ

ぞ
れ
儀
典
に
即
し
て
接
遇
し
た
。
海
に
囲
ま
れ
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
は
、
客
人
の
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歓
迎
は
近
郊
の
港
で
始
ま
る
（
６
）

。
そ
し
て
客
人
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
中
心
部
に
船

で
移
動
し
、
航
路
の
途
中
に
あ
る
島
で
、
共
和
国
の
歓
迎
を
重
ね
て
受
け
た
。

天
正
遣
欧
使
節
の
場
合
、
一
五
八
五
年
六
月
二
六
日
に
キ
オ
ッ
ジ
ャ
の
港
へ
到

着
し
た
。
元
老
院
は
、
事
前
に
同
市
の
行
政
長
官
（podestà

）
に
使
節
を
歓
待

す
る
よ
う
通
達
し
た
（
７
）

。
翌
二
七
日
、
使
節
は
サ
ン
ト
・
ス
ピ
リ
ト
島
に
向
か
う
。

同
島
は
、
サ
ン
・
マ
ル
コ
広
場
か
ら
南
へ
四
キ
ロ
程
に
位
置
す
る
。
そ
の
島
で
、

騎
士
ジ
ェ
ロ
ニ
モ
・
リ
ッ
ポ
マ
ー
ノ
は
、
三
〇
人
に
及
ぶ
元
老
院
の
メ
ン
バ
ー
と

と
も
に
使
節
を
迎
え
、
共
和
国
政
府
に
代
わ
っ
て
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
た
（
８
）
。
そ

し
て
使
節
は
、
ピ
ア
ッ
テ
ィ
（piatti
）
と
呼
ば
れ
る
平
底
の
船
三
隻
に
乗
り
、

一
〇
〇
隻
以
上
の
ゴ
ン
ド
ラ
や
他
の
船
を
伴
い
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
中
心
部
に
向

け
て
出
航
し
た
（
９
）
。

ピ
ア
ッ
テ
ィ
が
用
意
さ
れ
、
巨
大
な
御
座
船
ブ
チ
ン
ト
ー
ロ
（bucintoro

）

で
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
使
節
の
接
待
は
最
高
レ
ベ
ル
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

共
和
国
は
、
伊
東
マ
ン
シ
ョ
や
千
々
石
ミ
ゲ
ル
を
、「
日
本
の
王
や
公
子
か
ら
派

遣
さ
れ
た
大
使
」
と
位
置
付
け
た）

10
（

。
彼
ら
が
、
大
友
宗
麟
、
有
馬
春
信
、
大
村
純

忠
な
ど
九
州
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
名
代
と
し
て
、
ロ
ー
マ
教
皇
と
面
会
し
た
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
あ
ま
り
に
も
遠
い
日
本
の
「
王
」
は
、
共
和
国
に
と
っ
て
さ
ほ

ど
利
用
価
値
や
影
響
力
が
な
く
、
最
高
位
の
儀
式
は
不
必
要
と
判
断
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う）

11
（

。
こ
れ
に
対
し
、
王
位
に
あ
る
者
や
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
と
っ
て
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
来
客
（
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
王
ア
ン
リ
三
世
や
、
キ
プ
ロ
ス
の
カ
テ
リ
ー

ナ
・
コ
ル
ナ
ー
ロ
女
王
、
教
皇
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
六
世
の
甥
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ヴ
ァ

ン
ニ
・
ボ
ル
ジ
ア
枢
機
卿
、
共
和
国
の
総
司
令
官
に
任
命
さ
れ
る
べ
く
来
訪
し
た

ウ
ル
ビ
ー
ノ
公
爵
な
ど
）
の
場
合
は
、
ブ
チ
ン
ト
ー
ロ
が
使
用
さ
れ
た）

12
（

。
時
に
は

統
領
自
ら
が
乗
船
し
、
そ
の
他
多
く
の
豪
華
船
を
引
き
連
れ
て
中
継
地
の
島
ま
で

客
人
を
迎
え
に
行
っ
た
。　
　

統
領
宮
殿
内
の
「
コ
レ
ー
ジ
ョ
の
間
」（Sala del C

ollegio

）
に
お
け
る
統
領

と
の
謁
見
の
儀
式
に
も
、
来
客
の
重
要
度
に
応
じ
た
格
差
が
あ
っ
た
。
来
客
が
君

主
の
場
合
、
統
領
は
宮
殿
の
階
段
や
建
物
の
外
で
出
迎
え
る
が
、
大
使
ク
ラ
ス

の
場
合
は
、「
コ
レ
ー
ジ
ョ
の
間
」
に
留
ま
っ
た）

13
（

。
天
正
遣
欧
使
節
が
六
月
二
八

日
に
宮
殿
を
訪
れ
た
際
、
統
領
ニ
コ
ロ
・
ダ
・
ポ
ン
テ
は
、「
コ
レ
ー
ジ
ョ
の
間
」

で
待
機
し
て
い
た）

14
（

。
ダ
・
ポ
ン
テ
が
九
五
歳
の
高
齢
で
、
体
が
不
自
由
で
あ
っ
た

こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ
う）

15
（

。
ま
た
統
領
は
、
王
、
枢
機
卿
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝

国
の
選
定
候
な
ど
と
挨
拶
を
交
わ
す
場
合
に
は
、
帽
子
（corno

）
を
脱
ぎ
、
同

じ
地
位
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
ベ
ン
チ
に
共
に
座
っ
た）

16
（

。
し
か
し
使
節
と
の

挨
拶
で
は
、
ダ
・
ポ
ン
テ
は
帽
子
を
被
っ
た
ま
ま
で
、
彼
ら
を
二
人
ず
つ
両
脇
の

椅
子
に
座
わ
ら
せ
た）

17
（

。

群
像
画
の
主
題
と
規
模

天
正
遣
欧
使
節
は
共
和
国
に
と
っ
て
外
交
上
最
重
要
で
は
な
か
っ
た
が
、
わ
ざ

わ
ざ
地
球
の
反
対
か
ら
来
た
珍
し
い
客
人
の
訪
問
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
が
世
界
の

中
心
的
存
在
で
あ
る
事
を
顕
示
す
る
上
で
好
都
合
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
共
和
国

は
、
使
節
の
訪
問
の
記
念
と
し
て
、
彼
ら
を
描
く
群
像
画
を
制
作
す
る
こ
と
と
し

た
。
こ
の
絵
の
主
題
は
、
使
節
と
イ
タ
リ
ア
各
地
を
旅
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
イ
ッ

ポ
ー
リ
ト
・
ヴ
ォ
ー
リ
ア
が
、
一
五
八
五
年
七
月
一
二
日
に
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
ク

ラ
ウ
デ
ィ
オ
・
ア
ク
ア
ヴ
ィ
ー
ヴ
ァ
宛
に
書
い
た
手
紙
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
に
、
ヴ
ォ
ー
リ
ア
の
手
紙
の
中
で
、
使
節
を
描
い
た
絵
に
関
す
る
部
分
を
抜
粋

す
る
。
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日
曜
日
（
一
五
八
五
年
六
月
三
〇
日
）、
使
節
が
サ
ン
・
マ
ル
コ
に
お
け
る

評
議
会
に
赴
く
と
、
あ
の
大
広
間
に
は
一
二
〇
名
の
貴
人
が
集
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
使
節
が
あ
の
高
く
て
主
要
な
場
所
に
居
る
間
に
、
共
和
国
の
最
も
優

れ
た
画
家
は
、
統
領
の
命
令
を
受
け
て
、
大
使
た
ち
を
写
生
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
出
来
栄
え
が
良
く
な
か
っ
た
の
で
、
私
は
メ
ス
キ
ー
タ
神
父
に
（
使

節
た
ち
の
？
）
部
屋
で
、（
そ
れ
を
完
成
す
る
た
め
の
）
最
大
の
便
宜
を
与

え
る
よ
う
説
得
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
あ
の
広
間
に
は
珍
し
い
絵
で
埋
め

る
場
所
が
ま
だ
空
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
長
老
委
員
会
（C

ollegio

）
全
員 

は
、
そ
の
画
家
に
、
元
老
院
の
紳
士
た
ち
に
よ
る
こ
れ
ら
四
人
の
公
子
の
歓

迎
や
、
統
領
へ
の
紹
介
を
描
い
た
絵
を
制
作
し
て
埋
め
る
よ
う
に
命
令
し
ま

し
た
。
二
千
ス
ク
ー
デ
ィ
を
支
払
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
素
晴
ら
し
い
も

の
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す）

18
（

。

 

ヴ
ォ
ー
リ
ア
の
手
紙
に
よ
れ
ば
、
群
像
画
は
、「
元
老
院
の
紳
士
た
ち
に
よ
る

こ
れ
ら
四
人
の
公
子
の
歓
迎
（incontro

）」
と
「
統
領
へ
の
紹
介
」
を
描
く
予

定
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
二
つ
の
出
来
事
は
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
検
討
し
て

み
よ
う
。
リ
ッ
ポ
マ
ー
ノ
と
元
老
院
メ
ン
バ
ー
三
〇
人
は
、
使
節
が
統
領
ダ
・
ポ

ン
テ
と
謁
見
す
る
前
に
、
彼
ら
を
イ
エ
ズ
ス
会
宿
舎
ま
で
迎
え
に
行
っ
た）

19
（

。
し
か

しincontro

と
い
う
単
語
に
は
、「
出
会
い
」
の
ほ
か
に
、「
公
式
で
厳
か
な
歓
迎
」

と
い
う
意
味
も
あ
る）

20
（

。
従
っ
て
、
最
初
の
場
面
は
、
サ
ン
ト
・
ス
ピ
リ
ト
島
に
お

け
る
、
リ
ッ
ポ
マ
ー
ノ
や
元
老
院
メ
ン
バ
ー
た
ち
に
よ
る
歓
迎
式
を
示
す
の
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
二
番
目
の
場
面
は
、
明
ら
か
に
、
ダ
・
ポ
ン
テ
と
の
謁
見
を
指
す
。

群
像
画
が
か
な
り
大
掛
か
り
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ヤ
ー
コ

ポ
・
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
に
支
払
わ
れ
る
と
さ
れ
た
金
額
か
ら
推
定
で
き
る
。
予
算

は
、
上
記
の
イ
ッ
ポ
ー
リ
ト
・
ヴ
ォ
ー
リ
ア
が
書
い
た
手
紙
に
よ
れ
ば
、
二
千
ス

ク
ー
デ
ィ
で
あ
っ
た
。
使
節
と
共
に
イ
タ
リ
ア
を
旅
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
ア
レ
ッ

サ
ン
ド
ロ
・
レ
ー
ニ
も
、
一
五
八
五
年
七
月
四
日
に
、「
前
に
話
し
た
大
広
間
に

は
、
紳
士
た
ち
（
使
節
四
人
の
こ
と
）
を
描
い
た
大
変
美
し
い
絵
が
か
け
ら
れ
る

予
定
で
す
。
二
千
ス
ク
ー
デ
ィ
以
上
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
」
と
記
す）

21
（

。
同

様
に
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
証
言
を
も
と
に
し
て
、
使
節
の
旅
行
記
を
出
版
し
た
グ

イ
ー
ド
・
グ
ア
ル
テ
ィ
エ
ー
リ
も
、
絵
の
値
段
を
二
千
ス
ク
ー
デ
ィ
と
す
る）

22
（

。
さ

ら
に
デ
ィ
エ
ゴ
・
デ
・
メ
ス
キ
ー
タ
は
、
予
算
は
、
二
千
ド
ゥ
カ
ー
テ
ィ
で
あ
っ

た
と
報
告
し
て
い
る
（
こ
の
手
紙
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）。
ロ
ー
マ
の
貨
幣
ス

ク
ー
デ
ィ
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
ド
ゥ
カ
ー
テ
ィ
は
、
多
少
差
が
あ
っ
た
も
の
の
、

概
ね
同
じ
価
値
で
あ
っ
た
。

上
記
の
金
額
は
、
ヤ
ー
コ
ポ
や
そ
の
工
房
に
よ
る
他
の
多
く
の
作
品
よ
り
も

は
る
か
に
高
額
で
あ
る
。
ヤ
ー
コ
ポ
は
仕
事
を
得
る
為
に
、
作
品
を
寄
贈
し
た

り
、
低
価
格
で
提
供
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
っ
た）

23
（

。
ヤ
ー
コ
ポ
や
助
手
た
ち
が

一
五
七
八
年
か
ら
一
五
九
四
年
に
制
作
し
た
十
九
枚
に
も
上
る
作
品
の
場
合
、
サ

ン
・
ロ
ッ
コ
大
同
信
会
館
の
支
払
い
は
一
五
七
九
ド
ゥ
カ
ー
テ
ィ
で
あ
っ
た）

24
（

。
サ

ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
マ
ッ
ジ
ョ
ー
レ
聖
堂
に
あ
る
︽
最
後
の
晩
餐
︾
や
︽
マ
ナ

の
収
集
︾
と
い
っ
た
大
作
の
値
段
も
、
計
一
八
〇 

ド
ゥ
カ
ー
テ
ィ
に
過
ぎ
な
い
。

統
領
宮
殿
の
「
大
評
議
会
の
間
」
に
飾
ら
れ
た
巨
大
な
︽
天
国
︾（
図
2
）
で
さ
え
、

最
近
発
見
さ
れ
た
文
献
に
よ
る
と
、
一
五
九
二
年
ま
で
に
支
払
わ
れ
た
金
額
は
、

千
五
百
ド
ゥ
カ
ー
テ
ィ
で
あ
っ
た
（
作
品
は
、
ド
メ
ニ
コ
が
ほ
と
ん
ど
描
い
た
と

い
わ
れ
る）

25
（

）。
十
六
世
紀
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お
い
て
、
絵
画
の
価
格
は
、
絵
の

大
き
さ
、
描
か
れ
る
人
数
、
素
材
、
画
家
の
知
名
度
、
出
来
栄
え
な
ど
に
よ
り
決



50

ティントレットによる天正遣欧使節の（未完）群像画 

め
ら
れ
た）

26
（

。
天
正
遣
欧
使
節
を
描
い
た
群
像
画
は
、
さ
ぞ
か
し
意
匠
を
凝
ら
し
た

大
作
に
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
の
絵
が
完
成
し
た
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
作
品
に
な
っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
中
継
地
の
島
に
お
け
る
共
和
国
の
歓
迎
を
描
い
た
作
品

と
し
て
、「
四
扉
の
間
」
に
展
示
さ
れ
て
い
る
ア
ン
ド
レ
ア
・
ミ
キ
エ
ッ
リ
（
通

称
ヴ
ィ
チ
ェ
ン
テ
ィ
ー
ノ
）
の
絵
が
あ
る
（
図
3
）。 

こ
の
作
品
は
、
一
五
七
四

年
に
リ
ド
島
で
行
わ
れ
た
ア
ン
リ
三
世
の
迎
賓
を
描
く
。
画
面
中
央
か
ら
右
手

に
か
け
て
、
こ
の
式
典
の
た
め
に
ア
ン
ド
レ
ア
・
パ
ッ
ラ
ー
デ
ィ
オ
が
臨
時
に
建

て
た
凱
旋
門
が
描
か
れ
、
多
く
の
人
々
が
見
守
る
中
、
統
領
ア
ル
ヴ
ィ
ー
ゼ
・
モ

チ
ェ
ニ
ー
ゴ
が
金
色
の
服
を
着
て
、
全
身
黒
ず
く
め
の
王
を
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
総

大
司
教
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ト
レ
ヴ
ィ
ザ
ン
に
紹
介
し
て
い
る
。 

絵
の
左
手
に
は
ブ

チ
ン
ト
ー
ロ
が
、
手
前
や
背
景
に
は
無
数
の
ゴ
ン
ド
ラ
、
及
び
他
の
船
が
描
か
れ

て
い
る
。
天
正
遣
欧
使
節
の
場
合
、
統
領
ダ
・
ポ
ン
テ
の
出
迎
え
は
な
く
、
ブ
チ

ン
ト
ー
ロ
も
、
ま
た
凱
旋
門
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
ヴ
ィ
チ
ェ
ン
テ
ィ
ー
ノ
の
絵

の
よ
う
に
、
多
く
の
人
々
（
リ
ッ
ポ
マ
ー
ノ
と
元
老
院
メ
ン
バ
ー
な
ど
）
や
ゴ
ン

ド
ラ
が
、
所
狭
し
に
描
か
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

ダ
・
ポ
ン
テ
と
謁
見
す
る
場
面
を
理
解
す
る
上
で
、
ヴ
ィ
チ
ェ
ン
テ
ィ
ー
ノ
の

作
品
と
同
様
に
「
四
扉
の
間
」
に
展
示
さ
れ
た
、
ペ
ル
シ
ャ
か
ら
の
使
節
を
描
く

絵
が
手
掛
か
り
に
な
る
（
図
4
））

27
（

。
従
来
こ
の
絵
は
、
一
六
〇
三
年
に
「
コ
レ
ー

ジ
ョ
の
間
」
で
行
わ
れ
た
ペ
ル
シ
ャ
使
節
と
統
領
マ
リ
ー
ノ
・
グ
リ
マ
ー
ニ
の
謁

見
の
場
を
描
く
も
の
と
さ
れ
て
き
た）

28
（

。
し
か
し
近
年
、
絵
は
そ
れ
よ
り
も
以
前
に

描
か
れ
、
特
定
の
で
は
な
く
想
像
上
の
ペ
ル
シ
ャ
使
節
を
描
く
と
論
じ
ら
れ
た）

29
（

。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
小
佐
野
氏
は
、
絵
の
中
で
ペ
ル
シ
ャ
使
節
が
統
領
の
両
脇
に

座
っ
て
い
る
の
と
同
様
に
、
マ
ン
シ
ョ
ら
も
ダ
・
ポ
ン
テ
の
両
側
に
着
席
し
た
と

論
じ
る）

30
（

。
ま
た
マ
リ
ネ
ッ
リ
氏
は
、
こ
の
絵
の
よ
う
に
、
天
正
遣
欧
使
節
を
描
い

た
作
品
も
、
通
訳
を
務
め
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
を
含
め
る
予
定
で
あ
っ
た
と
推

測
す
る）

31
（

。
ペ
ル
シ
ャ
使
節
の
謁
見
図
で
、
通
訳
は
、
金
色
の
ケ
ー
プ
を
羽
織
っ
た

ペ
ル
シ
ャ
大
使
の
前
に
立
つ
黒
い
服
の
男
と
、
そ
の
後
ろ
の
人
物
と
さ
れ
、
二
人

と
も
上
段
に
立
つ）

32
（

。
天
正
遣
欧
使
節
が
統
領
に
謁
見
し
た
際
も
、
通
訳
を
務
め
た

デ
ィ
エ
ゴ
・
デ
・
メ
ス
キ
ー
タ
と
ヴ
ォ
ー
リ
ア
は
壇
上
に
上
が
っ
た）

33
（

。

ペ
ル
シ
ャ
使
節
を
描
い
た
絵
と
、
天
正
遣
欧
使
節
の
謁
見
の
儀
式
に
は
、
そ
の

他
の
共
通
点
が
あ
る
。 

ペ
ル
シ
ャ
使
節
の
絵
で
は
、
統
領
は
毛
皮
付
き
の
金
色

の
服
を
着
て
、
赤
い
布
を
背
に
着
席
す
る
。
日
本
の
使
節
と
会
う
と
き
、
ダ
・
ポ

ン
テ
も
、
貴
石
が
付
い
た
金
色
の
服
を
着
用
し
、
絹
地
張
り
の
、
背
高
の
椅
子
に

座
っ
た）

34
（

。
ま
た
ペ
ル
シ
ャ
人
た
ち
は
、
赤
や
青
の
服
を
着
た
長
老
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
よ
り
や
や
高
い
場
所
に
着
席
す
る
。
マ
ン
シ
ョ
ら
も
、
委
員
た
ち
よ
り
上
席

に
座
っ
た）

35
（

。
さ
ら
に
絵
の
中
央
で
、
ペ
ル
シ
ャ
か
ら
共
和
国
へ
の
贈
り
物
で
あ
る

金
の
刺
繍
入
り
の
白
い
絹
布
が
、
箱
か
ら
取
り
出
さ
れ
て
い
る
。
日
本
か
ら
の
使

節
も
、
謁
見
式
の
最
中
に
、
着
物
と
刀
を
籠
に
入
れ
て
贈
呈
し
た）

36
（

。
こ
の
使
節
の

謁
見
図
が
完
成
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
儀
式
へ
の
多
々
な
る
参
加
者
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
位
に
見
合
っ
た
服
装
や
席
次
、
そ
し
て
外
交
で
重
要
な
要
素
を
持
つ
贈
り
物

な
ど
が
描
出
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

マ
ン
シ
ョ
像
の
制
作
過
程
と
服
装

群
像
画
の
制
作
は
、
ド
メ
ニ
コ
・
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
が
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
担
当

す
る
予
定
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る）

37
（

。
彼
は
若
く
し
て
ヤ
ー
コ
ポ
の
工
房
に
入

り
、
共
和
国
が
ヤ
ー
コ
ポ
に
発
注
し
た
大
き
な
作
品
の
制
作
に
加
わ
っ
た）

38
（

。
特
に
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一
五
八
〇
年
以
降
は
、
六
〇
歳
を
超
え
た
父
親
に
代
わ
り
、
ド
メ
ニ
コ
や
他
の
助

手
が
作
品
の
多
く
を
手
掛
け
た）

39
（

。
天
正
遣
欧
使
節
を
描
い
た
群
像
画
の
場
合
も
、

︽
天
国
︾
の
制
作
の
よ
う
に
、
ヤ
ー
コ
ポ
の
発
想
を
も
と
に
、
ド
メ
ニ
コ
や
他
の

助
手
が
、
絵
を
完
成
さ
せ
る
計
画
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ト
リ
ヴ
ル
ツ
ィ
オ
財
団
が
所
蔵
す
る
マ
ン
シ
ョ
像
の
作
者
に
関
し
て
、
前
記
の

イ
ッ
ポ
ー
リ
ト
・
ヴ
ォ
ー
リ
ア
に
よ
る
手
紙
に
、
手
掛
か
り
と
な
る
情
報
が
含
ま

れ
て
い
る
。
ヴ
ォ
ー
リ
ア
は
、
ヤ
ー
コ
ポ
が
描
い
た
使
節
四
人
の
「
写
生
」
は
、

「
出
来
栄
え
が
良
く
な
か
っ
た
」
の
で
、
一
二
〇
名
も
の
紳
士
が
集
ま
っ
て
い
た

「
大
広
間
（salone

）」
よ
り
も
、
小
さ
な
「
部
屋
（cam

era

）」
に
お
い
て
落
ち

着
い
て
描
き
直
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
た
。
晩
年
の
ヤ
ー
コ
ポ
は
、
人
物
の
精
神
性

を
表
現
す
る
こ
と
に
長
け
て
い
た
が
、
見
慣
れ
な
い
東
洋
人
の
顔
の
特
徴
を
捉
え

る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う）

40
（

。
写
生
の
や
り
直
し
に
は
、
肖
像
画
家
と

し
て
名
高
い
、
よ
り
写
実
的
な
筆
さ
ば
き
の
ド
メ
ニ
コ
が
出
向
い
た
可
能
性
が
あ

る
。そ

の
際
、
ド
メ
ニ
コ
は
ヤ
ー
コ
ポ
が
使
用
し
た
キ
ャ
ン
バ
ス
を
再
利
用
し
た
の

か
ど
う
か
疑
問
が
残
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
で
あ

り
、
本
論
で
は
分
か
る
範
囲
の
言
及
に
留
め
た
い
。
ヤ
ー
コ
ポ
は
肖
像
画
を
制
作

す
る
時
、
直
接
キ
ャ
ン
バ
ス
に
素
描
し
た
と
推
定
さ
れ
る）

41
（

。
し
か
し
マ
ン
シ
ョ
像

の
エ
ッ
ク
ス
線
写
真
の
調
査
で
は
、
顔
の
部
分
が
加
筆
さ
れ
た
と
い
う
報
告
は
な

い
。
山
高
帽
か
ら
丸
み
の
あ
る
低
い
帽
子
へ
、
ま
た
襞
襟
が
さ
ら
に
大
き
く
描
き

直
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
認
さ
れ
て
い
る
（
恐
ら
く
後
の
時
代
に
、
こ
の
絵
を
売

却
す
る
た
め
に
、 

服
装
を
「
今
風
」
に
し
た）

42
（

）。
ま
た
ヤ
ー
コ
ポ
が
使
節
を
写
生

し
た
時
、
彼
ら
が
着
て
い
た
服
は
、
黒
色
か
、
紫
色
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

六
月
三
〇
日
、
四
人
は
「
ス
ペ
イ
ン
風
」
の
服
を
着
て
、
刀
と
短
剣
を
身
に
つ

け
、
金
の
鎖
を
首
か
ら
下
げ
て
い
た）

43
（

。
こ
の
「
ス
ペ
イ
ン
風
」
の
服
が
ど
の
よ
う

な
衣
装
で
あ
っ
た
の
か
史
料
で
は
定
か
で
は
な
い
が
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
ス
ペ
イ

ン
宮
廷
で
は
黒
色
の
服
が
流
行
し
て
い
た
。
使
節
は
、
ロ
ー
マ
で
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス

一
三
世
か
ら
下
賜
さ
れ
た
洋
服
を
公
の
式
典
で
着
用
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
黒
色

の
衣
装
が
あ
る）

44
（

。
そ
の
他
教
皇
か
ら
贈
ら
れ
た
「
紫
色
（pagonazzo

）
の
ベ
ル

ベ
ッ
ト
製
ス
ペ
イ
ン
風
の
上
着
」
が
あ
り
、
こ
の
服
を
着
用
し
て
い
た
可
能
性
も

あ
る）

45
（

。
一
方
、
金
の
鎖
は
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
三
世
の
後
任
者
シ
ク
ス
ト
ゥ
ス
五
世
か

ら
「
金
の
拍
車
騎
士
団
」
の
一
員
と
し
て
騎
士
に
叙
さ
れ
た
と
き
に
賜
っ
た）

46
（

。
鎖

に
は
、
シ
ク
ス
ト
ゥ
ス
五
世
の
肖
像
が
刻
印
さ
れ
た
メ
ダ
ル
が
付
い
て
い
た
と
い

う
。
使
節
は
恐
ら
く
こ
の
鎖
を
首
に
か
け
て
、六
月
三
〇
日
に
「
大
評
議
会
の
間
」

で
行
わ
れ
た
投
票
を
視
察
し
、「
騎
士
の
た
め
の
場
所
」
に
座
し
た）

47
（

。
こ
の
「
騎

士
の
た
め
の
場
所
」
と
は
、
ヴ
ォ
ー
リ
ア
が
言
う
「
あ
の
高
く
て
主
要
な
場
所
」

を
指
し
、︽
天
国
︾
の
絵
の
前
に
位
置
す
る
特
別
席
（tribuna

）
の
こ
と
で
あ
ろ

う
（
図
2
）。
つ
ま
り
こ
の
鎖
は
、
特
別
席
に
座
る
の
に
相
応
し
い
人
物
で
あ
る

こ
と
を
示
す
重
要
な
首
飾
り
で
あ
っ
た
。
使
節
が
特
別
席
に
座
る
間
に
、
ヤ
ー
コ

ポ
は
彼
ら
を
写
生
し
て
お
り
、
こ
の
大
切
な
鎖
を
描
か
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く

い
。ち

な
み
に
マ
ン
シ
ョ
像
は
、
ど
の
よ
う
な
服
を
着
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
胸

の
前
合
わ
せ
に
金
と
思
わ
れ
る
ボ
タ
ン
や
装
飾
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
周
辺
に
描

か
れ
た
Ｖ
字
の
線
は
、
シ
ク
ス
ト
ュ
ス
五
世
か
ら
贈
呈
さ
れ
た
金
の
鎖
を
表
示
す

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
マ
ン
シ
ョ
像
は
ボ
タ
ン
付
き
胴
着
の
上
に
さ
ら

に
上
着
を
着
衣
し
て
い
て
、
Ｖ
字
線
は
そ
の
縁
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

後
者
な
ら
ば
、
前
記
の
ス
ペ
イ
ン
風
の
上
着
を
着
用
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
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（pagonazzo

に
は
、
暗
い
赤
紫
色
も
含
ま
れ
た）

48
（

）。
こ
の
上
着
の
上
に
さ
ら
に
マ

ン
ト
ら
し
き
服
を
右
肩
に
掛
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
襟
が
も
う
片
方
の
肩
の
上

に
描
か
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
マ
ン
シ
ョ
像
の
衣
装
は
早
い
筆
さ
ば
き
で

大
掴
み
に
描
か
れ
て
お
り
、
群
像
画
に
こ
の
衣
装
を
描
く
意
図
は
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
一
方
、
教
皇
か
ら
使
節
に
贈
ら
れ
た
帽
子
は
、
三
種
類
あ
っ
た
。
白
羽

付
き
ビ
ー
バ
毛
の
帽
子
、
先
端
が
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
型
に
編
ま
れ
た
金
の
組
紐
が
付

い
た
黒
い
ベ
ル
ベ
ッ
ト
の
ベ
レ
ー
帽
、 

そ
し
て
金
の
組
紐
付
き
の
ア
ン
カ
ッ
ト
・

ベ
ル
ベ
ッ
ト
の
ベ
レ
ー
帽
で
あ
っ
た）

49
（

。
し
か
し
ど
れ
も
マ
ン
シ
ョ
像
が
被
る
平
た

く
丸
い
装
飾
が
付
い
た
平
帯
が
周
囲
を
め
ぐ
る
帽
子
と
は
異
な
る
。
こ
の
円
形
の

装
飾
や
平
帯
は
、
後
の
時
代
に
加
筆
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

群
像
画
は
、
洋
服
姿
の
四
人
を
描
く
予
定
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
歴
史
家
ダ
ニ
エ
ッ
ロ
・
バ
ル
ト
リ
に
よ
れ
ば
、
使

節
は
和
服
で
統
領
と
謁
見
し
、
群
像
画
に
は
、「
彼
ら
の
固
有
の
服
装
（ne ’ loro 

propri habiti

）」、
つ
ま
り
着
物
を
着
た
姿
で
描
か
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
と
い
う）

50
（

。

バ
ル
ト
リ
の
書
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
古
文
書
を
も
と
に
記
し
た
重
要
な
情
報
を
含

む
が
、
使
節
の
来
訪
か
ら
七
五
年
ほ
ど
経
た
一
六
六
〇
年
に
出
版
さ
れ
て
お
り
、

憶
測
で
書
か
か
れ
た
記
述
も
多
い）

51
（

。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
ダ
・
ポ
ン
テ
と
の
謁
見

時
の
服
装
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
使
節
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
訪
問
し
て
い
た

頃
に
書
か
れ
た
史
料
に
、
和
服
を
着
用
し
た
と
い
う
記
録
が
な
い
た
め
、
実
際

は
、
洋
服
を
着
て
統
領
と
会
っ
た
と
考
え
ら
れ
る）

52
（

。
こ
の
洋
装
の
詳
細
は
不
明
だ

が
、
サ
ン
ト
・
ス
ピ
リ
ト
島
に
到
着
し
た
日
に
、
使
節
が
何
を
着
て
い
た
の
か
記

述
し
た
史
料
が
あ
る
。
四
人
と
も
金
モ
ー
ル
で
装
飾
さ
れ
た
深
紅
の
ダ
マ
ス
ク
織

の
服
を
着
て
、
金
の
組
紐
付
き
黒
い
ベ
ル
ベ
ッ
ト
製
ベ
レ
ー
帽
を
被
っ
て
い
た）

53
（

。

い
ず
れ
も
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
三
世
か
ら
の
贈
物
で
あ
り
、
謁
見
の
際
も
同
様
に
、

教
皇
か
ら
下
賜
さ
れ
た
洋
服
を
着
用
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

展
示
場
所
と
方
法

群
像
画
は
、
一
五
八
五
年
当
初
、「
大
評
議
会
の
間
」
に
展
示
さ
れ
る
予
定
で

あ
っ
た
こ
と
が
、
イ
ッ
ポ
ー
リ
ト
・
ヴ
ォ
ー
リ
ア
や
デ
ィ
エ
ゴ
・
デ
・
メ
ス
キ
ー

タ
の
手
紙
か
ら
判
明
す
る
。
ヴ
ォ
ー
リ
ア
に
よ
れ
ば
、
使
節
が
「
大
評
議
会
の

間
」
を
訪
れ
た
際
、
長
老
委
員
会
が
、「
あ
の
広
間
に
は
珍
し
い
絵
で
埋
め
る
場

所
が
ま
だ
空
い
て
」
い
る
の
で
、
使
節
を
描
い
た
群
像
画
の
制
作
を
依
頼
し
た
と

い
う
。
一
五
七
七
年
一
二
月
二
〇
日
に
統
領
宮
殿
で
火
事
が
あ
っ
た
た
め
、
使
節

の
来
訪
時
、「
大
評
議
会
の
間
」
は
修
復
中
で
あ
っ
た）

54
（

。
天
井
画
は 

一
五
八
四
年

以
前
に
取
り
替
え
ら
れ
た
が
、
壁
画
の
制
作
は
一
七
世
紀
初
頭
ま
で
続
い
た）

55
（

。
長

老
委
員
会
は
、「
大
評
議
会
の
間
」
の
壁
の
ど
こ
か
に
、
使
節
を
描
い
た
群
像
画

を
陳
列
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

メ
ス
キ
ー
タ
の
手
紙
で
は
、
展
示
場
所
を
「
統
領
た
ち
が
い
る
広
間
」
と
し
、

使
節
は
「
す
べ
て
の
元
老
院
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
」
絵
に
描
か
れ
る
計
画
で
あ

る
と
記
述
す
る）

56
（

。 

「
統
領
た
ち
が
い
る
広
間
」
と
は
、
歴
代
の
統
領
の
肖
像
画
が

飾
ら
れ
た
広
間
を
指
す
。「
大
評
議
会
の
間
」（
図
2
）
や
、
隣
接
す
る
「
投
票
の

間
」（Sala dello Scrutinio)

の
壁
に
は
、
そ
の
よ
う
な
肖
像
画
が
陳
列
さ
れ
て

い
る）

57
（

。
し
か
し
ヴ
ォ
ー
リ
ア
の
手
紙
と
併
せ
て
考
慮
す
れ
ば
、
メ
ス
キ
ー
タ
は

「
大
評
議
会
の
間
」
を
示
唆
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。「
す
べ
て
の
元
老
院
メ

ン
バ
ー
」
と
は
、
サ
ン
ト
・
ス
ピ
リ
ト
島
で
使
節
を
歓
迎
し
た
元
老
院
メ
ン
バ
ー

全
員
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
多
数
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
高
官

と
一
緒
に
、
絵
に
描
か
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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さ
ら
に
メ
ス
キ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
使
節
を
描
い
た
群
像
画
の
横
に
は
、
和
紙
に

書
か
れ
た
使
節
か
ら
の
感
謝
状
が
展
示
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
（
図
5
）。
こ
の

こ
と
は
他
の
史
料
に
も
記
さ
れ
、
研
究
者
の
間
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿

で
は
感
謝
状
の
内
容
と
群
像
画
と
の
関
係
を
考
察
す
る
。
感
謝
状
が
展
示
さ
れ
た

な
ら
ば
、
そ
の
大
部
分
を
占
め
る
日
本
語
の
文
字
は
、
さ
ぞ
か
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
人
々
の
目
を
惹
き
、
隣
接
す
る
群
像
画
へ
の
興
味
を
掻
き
立
て
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
紙
の
左
端
に
は
イ
タ
リ
ア
語
訳
が
記
さ
れ
、
四
人
が
誰
な
の
か
、
日
本
の
王

の
大
使
と
し
て
教
皇
へ
の
恭
順
を
示
す
た
め
に
訪
欧
し
た
こ
と
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

は
必
見
と
思
い
来
訪
し
た
が
、
想
像
よ
り
遥
か
に
素
晴
ら
し
か
っ
た
こ
と
な
ど

が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
歓
迎
の
栄
誉
に
浴
し
た
こ
と
、
も
し
無
事
に
日
本
に

戻
っ
た
と
き
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
こ
と
を
皆
に
語
る
と
結
ぶ
。
つ
ま
り
群
像
画

が
完
成
し
て
い
れ
ば
、
感
謝
状
の
文
章
と
と
も
に
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
権
威
、
厚

遇
、
繁
栄
、
そ
し
て
地
球
の
裏
側
ま
で
届
く
名
声
を
、
観
者
に
伝
え
る
こ
と
と

な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

ヤ
ー
コ
ポ
や
ド
メ
ニ
コ
が
制
作
す
る
予
定
で
あ
っ
た
天
正
遣
欧
使
節
を
描
く
絵

は
、
統
領
宮
殿
の
一
番
重
要
な
大
広
間
で
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
偉
大
さ
を
誇
示
す

る
は
ず
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
日
本
人
の
来
訪
を
題
材
と
し
な
が
ら
、
絵
の
本
当
の

狙
い
は
、
統
領
や
政
府
高
官
た
ち
の
権
威
を
示
す
こ
と
に
あ
り
、
統
領
宮
殿
に
来

る
来
客
を
圧
倒
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
カ
マ
ル
ド
リ
会
修
道
士

ジ
ロ
ー
ラ
モ
・
バ
ル
デ
ィ
が
一
五
八
七
年
に
出
版
し
た
「
大
評
議
会
の
間
」
や
「
投

票
の
間
」
に
配
置
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
絵
画
を
説
明
す
る
冊
子
に
、
使
節
の
群

像
画
は
含
ま
れ
て
い
な
い）

58
（

。
前
書
き
に
、
一
五
八
六
年
一
二
月
一
九
日
と
書
か
れ

て
あ
る
こ
と
か
ら
、
バ
ル
デ
ィ
は
こ
の
頃
冊
子
を
執
筆
し
た
と
思
わ
れ
る）

59
（

。
こ
の

と
き
ま
で
に
、「
大
評
議
会
の
間
」
に
使
節
の
群
像
画
を
飾
る
こ
と
が
、
正
式
に

決
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
イ
ッ
ポ
リ
ト
・
ヴ
ォ
ー
リ
ア
は
長
老

委
員
会
が
群
像
画
の
制
作
を
発
案
し
た
と
報
告
す
る
が
、
委
員
会
は
二
五
ド
ゥ

カ
ー
テ
ィ
以
上
の
出
費
に
関
し
て
決
定
権
が
な
か
っ
た）

60
（

。
委
員
会
は
、
共
和
国
に

関
す
る
様
々
な
案
件
を
議
論
し
、
元
老
院
に
提
案
す
る
役
目
を
担
っ
て
い
た
。
元

老
院
は
、
一
五
八
七
年
一
〇
月
一
七
日
に
な
っ
て
群
像
画
を
完
成
さ
せ
る
た
め
の

予
算
と
し
て
二
千
ド
ゥ
カ
ー
テ
ィ
を
準
備
す
る
決
議
を
し
た）

61
（

。

決
議
の
記
録
に
は
、
群
像
画
の
配
置
場
所
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
時
点
で

元
老
院
は
、「
大
評
議
会
の
間
」
で
な
く
、「
元
老
院
メ
ン
バ
ー
の
間
」
や
「
四
扉

の
間
」
を
検
討
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い）

62
（

。「
大
評
議
会
の
間
」
の
壁
画
に
は
、

火
事
以
前
に
広
間
を
飾
っ
て
い
た
絵
の
主
題
が
継
承
さ
れ
、
ま
た
共
和
国
軍
の

勝
利
の
場
面
が
主
に
描
か
れ
た
。
一
方
ド
メ
ニ
コ
や
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
工
房
は
、

一
五
八
八
年
か
ら
一
五
九
二
年
に
か
け
て
、
長
さ
二
二
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
七
メ
ー

ト
ル
、
ほ
ぼ
五
百
人
の
人
物
を
描
く
巨
大
な
︽
天
国
︾
の
制
作
に
取
り
か
か
っ
て

お
り
、
使
節
を
描
く
群
像
画
を
な
か
な
か
完
成
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う）

63
（

。

最
終
的
に
は
、
マ
リ
ネ
ッ
リ
氏
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
一
六
〇
六
年
に
イ
エ
ズ
ス

会
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
か
ら
追
放
さ
れ
た
た
め
絵
の
制
作
が
中
止
さ
れ
た
可
能
性
が

あ
る）

64
（

。
使
節
の
群
像
画
は
未
完
に
終
わ
っ
た
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
四

扉
の
間
」
に
掛
け
ら
れ
た
ア
ン
リ
三
世
や
ペ
ル
シ
ャ
使
節
を
歓
迎
す
る
絵
画
に
、

主
題
な
り
、
構
図
な
り
、
何
ら
か
の
形
で
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
十
分
考
え
ら
れ

る
。
日
本
の
使
節
を
描
い
た
絵
に
代
わ
り
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の

繁
栄
や
海
を
超
え
た
影
響
力
を
示
す
こ
と
と
な
っ
た
。
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図 1　ドメニコ・ティントレット、《伊東
マンショの肖像》、1585 年、ミラノ、トリ
ヴルツィオ財団。©Fondazione Trivulzio.

図 2　ヴェネツィア統領宮殿、「大評議会の間」。画面右下に
見える特別席（tribuna）の背後に、ヤーコポ・ティントレッ
ト工房による《天国》が掲げられる。 左側の壁、天井近くに、
一連の統領の肖像画が位置する。筆者撮影。

図 3　アンドレア・ミキエッリ（通称ヴィチェンティーノ）、《フランス王アンリ 3 世のリド島における
迎賓》、1593 年、ヴェネツィア統領宮殿、「四扉の間」。© 2019 Archivio Fotografico - Fondazione Musei 
Civici di Venezia.
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図 4　パオロ・ヴェロネーゼ工房の継承者たち、《「長老委員会の間」におけるペルシャ使節
の謁見》、1591-1592 年、ヴェネツィア統領宮殿、「四扉の間」。© 2019 Archivio Fotografico - 
Fondazione Musei Civici di Venezia.

図 5　天正遣欧使節からヴェネツィア共和国への感謝状、1585 年、ヴァチカン教皇庁図書
館、Borg.Cin.536。© 2019 Biblioteca Apostolica Vaticana.
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Tintoretto’s (Unfinished) Group Portrait of the Tensho Embassy： abstract

Mayu Fujikawa

In this paper, I trace the commission history of Jacopo Tintoretto’s unfinished group 

portrait that was to represent the Tensho embassy. I argue that the Collegio, an executive 

body of the Venetian republic, requested him to paint two scenes for the painting: the 

reception of the embassy by the senators on the island of Santo Spirito and the audience 

with Doge Nicolò da Ponte. The group portrait was for the Sala del Maggior Consiglio, 

where the walls still had empty spaces to be filled with paintings after the devastating fire 

of 1577. The painting was to be juxtaposed with the embassy’s letter of gratitude written 

on a sheet of Japanese paper. Had the group portrait been finished, the text and image 

would have worked together to promote the republic’s fame, generosity, and authority to 

the visitors who entered the hall of state. 

While Ito Mancio and the other three Japanese members of the embassy were seated 

in the tribuna of the Sala del Maggior Consiglio in order to see an election that was taking 

place on June 30, 1585, Jacopo sketched them; however, it did not go well. Their Jesuit 

chaperon wanted them to be portrayed again in a smaller and more confortable space. 

It is possible that Jacopo’s son, Domenico Tintoretto, took on that task, and the portrait 

of Mancio at the Trivulzio Foundation was Domenico’s oil sketch that he created for the 

group portrait.

Although the Senate set aside a budget for the group portrait in October 1587, it 

was curiously excluded from Girolamo Bardi’s Dichiaratione di tutte le istorie che si 

contengono, where he explained the paintings that were to be placed in the Sala del 

Maggior Consiglio. Since the Collegio had little authority over costly transactions, 

the project was presumably still unsanctioned by the Senate when Bardi prepared his 

manuscript around December 1586. Equally possible is that the Senate intended the 

group portrait to be placed somewhere else within the Doge’s Palace—perhaps in the 

Sala delle Quattro Porte.  

Yet the project of the group portrait was delayed, undoubtedly because Tintoretto’s 

workshop was engaged on the colossal Paradise for the Sala del Maggior Consiglio 

between 1588 and 1592. Although the group portrait of the Japanese was never finished, 

it would have affected the subject matter or compositions of the paintings that represent 

the reception of King Henry III of France on the Lido Island and the doge’s audience with 

a Persian embassy. These paintings presently adorn the wall of the Sala delle Quattro 

Porte.
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は
じ
め
に

近
代
日
本
の
文
化
財
保
護
の
礎
を
築
い
た
岡
倉
覚
三
（
一
八
六
三
～

一
九
一
三
）
は
、
一
八
九
八
年
（
明
治
三
十
一
）
日
本
美
術
院
の
研
究
部
（
後

の
日
本
美
術
院
第
二
部
、
現
公
益
財
団
法
人
美
術
院
）
に
お
い
て
、
古
社
寺
保

存
法
に
基
づ
く
仏
像
修
理
を
開
始
し
た
。
そ
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
新
納
忠
之

介
（
一
八
六
八
～
一
九
五
四
）
で
あ
る
。
損
傷
し
た
仏
像
を
数
多
く
修
理
し
、

一
九
四
六
年
（
昭
和
二
十
一
）
に
美
術
院
長
を
引
退
す
る
ま
で
仏
像
修
理
の
最
前

線
で
活
躍
し
た
新
納
は
、
岡
倉
の
文
化
財
保
護
の
理
念
の
継
承
者
と
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
一
方
で
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
と
関
係
を
持
ち
、
戦
後
連
合
軍
総
司
令
部

民
間
情
報
局
の
文
化
財
調
査
視
察
に
同
行
す
る
な
ど
、
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
新
納
の
研
究
は
彼
を
岡
倉
の
文
化
財
保
護
の
理
念
の
継
承
者
と
し

て
、
主
に
文
化
財
修
復
の
観
点
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
新
納
の

国
内
で
の
活
動
に
焦
点
を
あ
て
る
も
の
で
、
国
外
と
の
交
流
で
成
し
遂
げ
ら
れ
た

業
績
は
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
四
年
（
平
成
二
十
六
）
度
に
茨

城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
へ
寄
贈
さ
れ
た
新
資
料
（
新
納
忠
之
介
旧
蔵
資
料
。

以
下
「
新
納
資
料
」）
約
二
、三
〇
〇
点
の
中
か
ら
、
外
国
語
の
書
簡
や
海
外
で
の

活
動
が
記
さ
れ
た
手
帳
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
や
戦
後
の
文
化
財
調
査
視
察
の
写
真

な
ど
、
彼
の
活
動
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
資
料
が
数
多
く
見

つ
か
っ
た
。
執
筆
者
は
同
美
術
館
の
協
力
を
得
て
、
こ
れ
ら
の
資
料
の
調
査
を
進

め
て
い
る
。

本
稿
は
、
調
査
の
現
時
点
で
の
成
果
を
紹
介
し
な
が
ら
、
主
に
岡
倉
の
ボ
ス
ト

ン
美
術
館
勤
務
時
代
に
お
け
る
新
納
の
活
動
に
焦
点
を
あ
て
、
同
美
術
館
関
係
者

と
の
交
流
を
中
心
に
、
そ
の
意
義
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
日
米
美
術
交
流
と

い
う
視
座
か
ら
、
新
納
の
国
際
的
な
文
化
財
保
護
活
動
を
考
察
す
る
研
究
の
端
緒

と
し
た
い
。

１　

新
納
忠
之
介
の
業
績
と
国
外
で
の
活
動

新
納
は
、
一
八
八
九
年
（
明
治
二
十
二
）
東
京
美
術
学
校
に
第
二
期
生
と
し
て

入
学
し
た
。
一
八
九
四
年
（
明
治
二
十
七
）
に
同
校
彫
刻
科
本
科
を
卒
業
し
、
東

京
美
術
学
校
雇
と
な
り
、
翌
年
助
教
授
と
な
る
。
一
八
九
七
年
（
明
治
三
十
）
東

京
美
術
学
校
が
中
尊
寺
金
色
堂
の
修
理
を
請
け
負
っ
た
際
は
、
工
事
主
任
と
し

て
仏
像
修
理
を
担
当
し
た
。
同
年
、
古
社
寺
保
存
法
が
公
布
、
施
行
さ
れ
る
。

一
八
九
八
年
（
明
治
三
十
一
）
東
京
美
術
学
校
騒
動
が
起
き
る
と
新
納
は
連
袂
辞

職
す
る
が
、
日
本
美
術
院
が
設
立
さ
れ
る
と
そ
の
正
員
と
な
り
、
古
社
寺
保
存
法

に
基
づ
い
て
寺
社
の
仏
像
神
像
修
理
を
開
始
し
た
。
一
九
〇
一
年
（
明
治
三
十
四
）

奈
良
東
大
寺
法
華
堂
諸
仏
修
理
に
着
手
す
る
と
奈
良
に
移
住
し
、一
九
〇
六
年
（
明

治
三
十
九
）
日
本
美
術
院
規
則
が
改
正
さ
れ
る
と
第
二
部
（
文
化
財
修
復
部
門
）

の
責
任
者
と
な
る
。
そ
の
事
務
所
は
東
大
寺
勧
学
院
に
置
か
れ
た
。
岡
倉
が
没

し
た
後
、
一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
第
二
部
は
日
本
美
術
院
よ
り
独
立
し
て
美
術

院
と
改
称
、
新
納
は
院
長
と
し
て
修
理
事
業
を
継
続
し
た
。
一
九
四
六
年
（
昭
和

二
十
一
）
に
院
長
を
引
退
す
る
ま
で
、
文
化
財
修
復
の
事
業
に
従
事
し
た
。

こ
の
よ
う
な
新
納
の
業
績
を
概
観
す
る
と
、
彼
は
岡
倉
の
文
化
財
保
護
の
理
念

の
継
承
者
で
あ
り
、
仏
像
神
像
修
理
の
第
一
人
者
と
し
て
日
本
の
文
化
財
保
護
行

政
を
牽
引
し
て
き
た
人
物
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
先
行
研
究

は
、
仏
像
や
文
化
財
の
修
復
保
存
に
関
す
る
も
の
が
中
心
で
あ
り
、
新
納
の
国
内
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で
の
活
動
に
焦
点
を
あ
て
る
も
の
が
多
い
（
１
）

。

一
方
、
新
納
の
活
動
を
国
外
に
拡
大
し
て
俯
瞰
す
る
と
、
一
九
〇
六
年
（
明
治

三
十
九
）
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
中
国
日
本
美
術
部
キ
ュ
レ
イ
タ
ー
訓
練
候
補
生
と
し

て
来
日
し
た
ラ
ン
グ
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
ナ
ー
（Langdon W

arner　

一
八
八
一
～

一
九
五
五
）
に
仏
像
彫
刻
を
指
導
し
、
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
十
二
）
ボ
ス
ト
ン

美
術
館
に
派
遣
さ
れ
て
、
仏
像
修
理
、
新
館
展
示
、
美
術
館
教
育
に
従
事
し
た
（
２
）

。

一
九
一
〇
年
（
明
治
四
十
三
）
に
は
日
英
博
覧
会
の
美
術
館
で
摸
型
組
立
工

事
監
督
を
嘱
託
さ
れ
、
欧
州
、
ア
フ
リ
カ
を
歴
遊
し
て
帰
国
し
た
。
一
九
一
一

年
（
明
治
四
十
四
）
に
は
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
中
国
日
本
美
術
部
鑑
査
顧
問
と

な
る
な
ど
、
岡
倉
を
仲
介
に
ボ
ス
ト
ン
関
係
者
と
の
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
強
め
て
い
き
、
大
正
期
ま
で
同
美
術
館
の
仏
像
購
入
に
従
事
し
た
（
３
）
。
さ
ら
に

一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
大
英
博
物
館
の
依
頼
で
百
済
観
音
立
像
模
造
を
完
成
さ

せ
、
一
九
三
六
年
（
昭
和
十
一
）
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
館
長
ら
を
法
隆
寺
、
東
大
寺
、

春
日
大
社
等
に
案
内
し
、
一
九
四
六
年
（
昭
和
二
十
一
）
連
合
軍
総
司
令
部
民
間

情
報
局
最
高
顧
問
と
し
て
来
日
し
た
ウ
ォ
ー
ナ
ー
の
文
化
財
調
査
視
察
に
同
行
す

る
な
ど
、
戦
前
戦
後
の
美
術
交
流
に
お
け
る
新
納
の
存
在
は
看
過
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
彼
の
活
動
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
新
納
の
業

績
は
美
術
交
流
と
い
う
国
際
的
な
視
座
か
ら
考
察
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

茨
城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
に
寄
贈
さ
れ
た
「
新
納
資
料
」
は
、
こ
の
課
題

に
寄
与
し
、
新
納
研
究
を
大
き
く
発
展
さ
せ
る
可
能
性
を
持
つ
。「
新
納
資
料
」

は
、
新
納
が
携
わ
っ
た
業
績
に
関
す
る
書
簡
、
葉
書
、
写
真
、
調
査
文
書
、
図
面
、

雑
多
な
事
務
文
書
な
ど
様
々
な
形
態
の
資
料
で
構
成
さ
れ
、
新
納
の
業
績
の
多
様

性
、
重
要
性
を
物
語
っ
て
い
る
。
本
稿
に
て
取
り
上
げ
る
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
関

す
る
資
料
は
、
主
に
書
簡
と
写
真
類
か
ら
な
る
。「
新
納
資
料
」
に
は
新
納
宛
外

国
語
書
簡
が
一
二
一
点
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
ラ
ン
グ
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
ナ
ー
関
連
書

簡
は
四
十
三
点
、
そ
れ
以
外
の
ボ
ス
ト
ン
関
係
者
書
簡
は
三
十
九
点
あ
り
、
ボ
ス

ト
ン
関
係
者
の
書
簡
が
お
よ
そ
七
割
を
占
め
て
い
る
（
４
）
。
本
稿
は
こ
れ
ら
の
書
簡
の

一
部
を
紹
介
し
、
岡
倉
の
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
勤
務
時
代
に
お
け
る
新
納
の
活
動
に

つ
い
て
考
察
す
る
。

2　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
萌
芽

（
1
）
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
拡
充
に
お
け
る
役
割

一
九
〇
四
年
（
明
治
三
十
七
）
の
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
着
任
当
初
、
岡
倉
の
目
的

は
日
本
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
調
査
で
あ
っ
た
。
や
が
て
そ
れ
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
発
展
へ
と
転
換
す
る
。
翌
一
九
〇
五
年
（
明
治
三
十
八
）
二
月
二
十
三
日
、
評

議
委
員
会
に
お
い
て
岡
倉
は
次
の
よ
う
に
演
説
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

 

岡
倉
氏
は
、
こ
れ
ま
で
そ
の
人
生
を
日
本
の
美
術
品
を
日
本
に
留
め
置
く
こ

と
に
捧
げ
て
き
た
が
、
今
や
彼
は
東
洋
と
西
洋
が
お
互
い
よ
り
良
く
理
解
し

合
う
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
た
。（
中
略
）

ア
メ
リ
カ
こ
そ
、
東
洋
と
西
洋
の
中
間
に
位
置
す
る
家
で
あ
り
、
当
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
ご
と
き
内
容
の
も
の
が
作
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
日
本
美
術
に
と
っ

て
も
最
も
望
ま
し
い
（
５
）
。

　
ア
メ
リ
カ
を
「
東
洋
と
西
洋
の
中
間
の
家
」
に
た
と
え
、
優
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
形
成
は
「
東
洋
と
西
洋
が
お
互
い
よ
り
良
く
理
解
し
合
う
」
た
め
に
有
意
義

で
あ
る
と
説
い
た
。
こ
れ
が
岡
倉
の
経
営
理
念
の
核
と
な
り
、
美
術
館
は
購
入
資
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金
の
拠
出
を
決
定
す
る
。 

岡
倉
が
日
本
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
発
展
を
目
指
そ
う
と
し
た
目
的
は
、

一
九
〇
五
年
一
月
の
『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
紀
要
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
ボ
ス
ト
ン
美

術
館
の
日
本
・
中
国
絵
画
」
と
い
う
論
文
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

 　

最
後
に
、
ア
ジ
ア
芸
術
の
真
の
意
味
に
近
づ
く
素
晴
ら
し
い
機
会
を
、
参

観
者
に
提
供
す
る
重
要
性
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
芸
術
の
精
神
は
普

遍
で
あ
る
が
、
異
な
る
民
族
の
理
想
や
生
活
哲
学
に
多
く
の
表
現
が
あ
る

よ
う
に
、
そ
の
形
式
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
日
本
や
中
国
の
芸
術
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
芸
術
と
同
じ
よ
う
に
そ
の
内
側
か
ら
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
少
し
で
も
関
心
が
あ
る
人
は
、
珍
し
い
も
の
や
不
思
議
な
も
の
と
し

て
作
品
を
扱
う
べ
き
で
は
な
い
。
私
は
、
当
美
術
館
が
、
目
録
出
版
や
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
講
演
を
通
じ
て
、
東
洋
芸
術
の
よ
り
深
い
概
念
を
形
成

し
、
将
来
、
芸
術
を
愛
す
る
一
般
の
人
々
や
美
術
学
生
に
と
っ
て
最
高
の
施

設
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
（
６
）
。

芸
術
を
通
し
て
相
互
理
解
を
深
め
よ
う
と
し
た
岡
倉
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
て
日
本
人
と
ア
メ
リ
カ
人
が
分
担
協
業
す
る
職
員
構
成
を
企
図
し
、「
ア

ジ
ア
芸
術
」
を
対
象
と
す
る
部
門
の
構
築
を
目
指
し
た
。
美
術
品
と
参
観
者
と
の

橋
渡
し
と
な
る
べ
き
ア
メ
リ
カ
人
ス
タ
ッ
フ
は
、
岡
倉
と
の
共
同
作
業
や
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
整
理
な
ど
を
通
し
て
、
東
洋
美
術
に
関
す
る
知
識
や
理
解
を
深
め
て
い
っ

た
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
修
復
保
存
や
現
地
で
の
美
術
品
収
集
の
た
め
に
、
専
門
技

術
を
有
し
た
日
本
人
が
次
々
と
事
業
に
参
画
し
た
（
７
）
。

新
納
忠
之
介
は
、
仏
教
美
術
の
購
入
に
お
い
て
岡
倉
に
的
確
な
情
報
を
与
え
、

そ
の
手
助
け
を
す
る
こ
と
で
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
構
築
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
。
岡
倉
書
簡
か
ら
そ
の
様
子
を
見
て
み
よ
う
。
た
と
え
ば
、
一
九
〇
五
年
六
月

十
一
日
、
岡
倉
は
米
国
か
ら
帰
国
後
、
茨
城
県
五
浦
か
ら
新
納
に
次
の
書
簡
を

送
っ
て
い
る
。

　

 

藤
原
時
代
不
動
250
の
由
御
求
メ
置
被
下
度　

小
生
ハ
当
地
ニ
今
弐
週
間
滞
在

の
上
帰
京　

金
員
ハ
帰
京
の
上
御
送
リ
可
申　

右
ニ
テ
差
支
無
之
候
や

　

 

京
都
の
仏
画
ヲ
求
メ
タ
ル
骨
董
や
ニ
モ
古
仏
像
有
之
候
由
候　

御
序
の
節
御

一
覧
相
願
候
（
８
）

藤
原
時
代
の
不
動
明
王
を
二
五
〇
円
で
購
入
し
て
ほ
し
い
、
京
都
の
仏
画
を
扱

う
骨
董
店
に
行
き
古
仏
像
の
有
無
を
確
認
し
て
欲
し
い
、
と
い
う
指
示
が
記
さ
れ

て
い
る
。数
日
後
の
六
月
十
七
日
、岡
倉
が
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
副
館
長
マ
シ
ュ
ー
・

ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
プ
リ
チ
ャ
ー
ド
（M

atthew
 Stew

art Prichard　

一
八
六
五

～
一
九
三
六
）
に
宛
て
た
書
簡
に
は
、
美
術
品
購
入
の
進
捗
状
況
が
記
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
れ
ま
で
に
確
保
し
た
物
は
、

　
　
　

八
世
紀
の
小
金
銅
仏　

一
軀　

　
　
　

十
一
世
紀
か
ら
十
四
世
紀
に
か
け
て
の
仏
像　

五
軀　

　
　
　
　
　

こ
の
中
の
二
軀
は
台
座
付
で
高
さ
六
フ
ィ
ー
ト
、
一
軀
は
殆
ど
等

　
　
　
　
　

身
大
、
最
小
の
物
は
約
三
フ
ィ
ー
ト
。　

　
　
　

極
め
て
優
れ
た
能
面　

三
点　

　
　
　

仏
教
絵
画　

四
点　
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ど
れ
も
極
め
て
重
要
な
物
で
す
。

　
 

こ
れ
ら
は
当
地
に
お
い
て
汚
れ
を
除
去
し
、
修
理
し
て
お
く
の
が
最
善
だ

と
、
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
美
術
館
に
届
い
て
か
ら
の
面
倒

が
な
い
か
ら
で
す
（
９
）
。

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
は
仏
像
を
修
復
す
る
専
門
家
が
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
購

入
し
た
美
術
品
は
新
納
が
必
要
な
処
置
を
施
し
展
示
に
十
全
な
状
態
に
し
て
か
ら

米
国
に
送
付
し
て
い
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。
そ
の
半
月
後
の
六
月
三
十
日
、
岡

倉
は
新
納
に
書
簡
を
送
り
、
さ
ら
な
る
指
示
を
与
え
た
。

　

 

観
音
地
蔵
八
百
円
ニ
て
宜
敷　

此
分
金
ハ
小
生
帰
京
の
上
（
凡
ソ
十
日
内
）

ニ
御
送
り
可
申
候　

二
天
の
弐
百
七
拾
五
円
ハ
宅
へ
申
遣
し
候
間
不
日
御
送

り
申
候
事
ト
存
候　

　

毘
沙
門
天
ハ
余
り
不
望
敷
候　

　

絶
品
ナ
レ
ハ
イ
ザ
知
ラ
ス
御
考
如
何
ニ
や）

10
（

「
観
音
」
と
「
地
蔵
」
を
八
百
円
で
購
入
と
い
う
岡
倉
の
判
断
と
代
金
支
払
い

の
方
法
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
毘
沙
門
天
像
の
価
値
に
つ
い
て
新
納
に
意
見
を
求

め
て
お
り
、
二
人
の
間
で
検
討
を
重
ね
て
購
入
に
至
る
様
子
が
見
て
と
れ
る
。
九

月
頃
、
岡
倉
は
購
入
し
た
仏
像
を
納
め
た
十
四
箱
を
ボ
ス
ト
ン
へ
発
送
し
た
。
そ

の
内
容
は
発
送
前
の
九
月
十
九
日
プ
リ
チ
ャ
ー
ド
に
送
っ
た
書
簡
か
ら
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

大
威
徳
明
王
像
、
台
座
付
。
藤
原
時
代
の
秀
作
で
す
が
、
一
部
に
破
損
あ
り
。

　

 （
私
は
破
損
部
分
の
修
理
や
補
足
を
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
ま
す
。
極
め
て

稀
少
。）
五
フ
ィ
ー
ト
十
五
イ
ン
チ
。

　

 

阿
弥
陀
像
、
台
座
お
よ
び
光
背
付
。
藤
原
期
の
優
品
。
五
フ
ィ
ー
ト
。

　

阿
弥
陀
（
立
像
）、
三
フ
ィ
ー
ト
九
イ
ン
チ
。
足
利
期
（
光
背
付
）。

　

阿
弥
陀
（
立
像
）、
二
フ
ィ
ー
ト
十
五
イ
ン
チ
。
鎌
倉
期
（
光
背
付
）。

　

観
音
立
像
、
二
フ
ィ
ー
ト
七
イ
ン
チ
、
足
利
期
（
光
背
付
）。

　

地
蔵
像
、
台
座
付
、
五
フ
ィ
ー
ト
。
一
五
一
一
の
年
記
あ
り
。

　

地
蔵
像
、
台
座
お
よ
び
光
背
付
、
三
フ
ィ
ー
ト
二
イ
ン
チ
。
鎌
倉
初
期
。

　

不
動
像
、
三
フ
ィ
ー
ト
七
イ
ン
チ
。
藤
原
期
。

　

毘
沙
門
天
像
、
三
フ
ィ
ー
ト
八
イ
ン
チ
。
藤
原
初
期
。

　

持
国
天
像
、
三
フ
ィ
ー
ト
六
イ
ン
チ
。
藤
原
初
期
。

　

観
音
お
よ
び
勢
至
像
一
対
、
二
フ
ィ
ー
ト
三
イ
ン
チ
。
足
利
期
。

　

阿
弥
陀
立
像
、
二
フ
ィ
ー
ト
二
イ
ン
チ
。
光
背
お
よ
び
台
座
付）

11
（

。

こ
こ
か
ら
、
前
掲
書
中
に
あ
る
「
二
天
」
は
毘
沙
門
天
像
、
持
国
天
像
を
指
す

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
威
徳
明
王
像
は
一
部
に
破
損
が
あ
る
が
、
岡
倉
は
こ

の
修
理
や
補
足
を
す
べ
き
で
は
な
い
と
伝
え
て
い
る
。
こ
こ
に
仏
像
の
現
状
を
あ

る
が
ま
ま
に
維
持
し
保
存
し
よ
う
と
す
る
岡
倉
の
文
化
財
保
護
の
考
え
が
あ
ら
わ

れ
て
い
る
。

同
日
、
岡
倉
は
新
納
に
も
書
簡
を
送
り
「
小
切
手
金
七
拾
円
也
御
査
収
被
下

度　

万
事
配
慮
の
段
難
有
存
候
」
と
伝
え
た）

12
（

。
こ
れ
ら
の
書
簡
か
ら
、（
一
）
新

納
が
市
場
や
古
美
術
商
を
調
査
し
た
結
果
を
岡
倉
に
報
告
、（
二
）
岡
倉
の
判
断

に
基
づ
い
て
新
納
が
美
術
品
を
購
入
、（
三
）
岡
倉
は
新
納
に
購
入
代
金
を
渡
し
、

ボ
ス
ト
ン
に
送
る
、
と
い
う
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
購
入
の
動
き
が
把
握
で
き
る
。
こ
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の
時
送
ら
れ
た
美
術
品
は
「
中
国
日
本
部
の
新
収
品
」（『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
紀

要
』
一
九
〇
六
年
二
月
）
お
よ
び
「
新
設
さ
れ
た
日
本
品
陳
列
室
の
彫
刻
」（
同
、

一
九
〇
六
年
四
月
）
に
て
紹
介
さ
れ
た
。
そ
し
て
「
ア
ジ
ア
芸
術
の
真
の
意
味
に

近
づ
く
素
晴
ら
し
い
機
会
を
、
参
観
者
に
提
供
す
る
」
た
め
展
示
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
。

（
2
）
人
材
育
成
へ
の
寄
与

一
九
〇
六
年
（
明
治
三
十
九
）
夏
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
中
国
日
本
美
術
部
キ
ュ
レ

イ
タ
ー
訓
練
候
補
生
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
ラ
ン
グ
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
ナ
ー
は
、
十
一

月
頃
か
ら
新
納
宅
に
滞
在
し
指
導
を
受
け
た
。
後
に
新
納
は
ウ
ォ
ー
ナ
ー
と
の
出

会
い
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。「
日
露
戦
争
が
終
わ
っ
た
こ
ろ
だ
つ
た
。
岡
倉
先

生
か
ら
一
通
の
手
紙
が
届
い
た
。
披
い
て
み
る
と
、
一
米
国
青
年
を
紹
介
す
る
か

ら
よ
ろ
し
く
と
た
の
む
と
い
ふ
の
で
あ
る
。（
中
略
）
ち
ゃ
う
ど
法
隆
寺
や
興
福
寺

の
仏
像
を
修
理
中
だ
つ
た
の
で
、
し
ば
し
ば
修
理
現
場
に
同
道
し
て
、
こ
ま
ご
ま

と
説
明
を
し
て
あ
げ
て
ゐ
る
う
ち
、
す
つ
か
り
研
究
を
積
ん
だ
や
う
だ
。
僕
と
は

か
れ
こ
れ
二
年
ば
か
り
一
緒
に
暮
し
た）

13
（

」。『
新
納
忠
之
介
五
十
回
忌
記
念　

仏
像

修
理
五
十
年
』（
財
団
法
人
美
術
院
、
二
〇
〇
三
年
、
以
下
『
仏
像
修
理
五
十
年
』）

巻
末
の
略
年
譜
に
よ
る
と
、
一
九
〇
六
年
十
一
月
頃
に
「
ウ
ォ
ー
ナ
ー
、
岡
倉
天

心
の
指
示
に
よ
り
新
納
宅
（
勧
学
院
）
に
寄
寓
し
、
約
一
年
半
そ
の
家
族
と
生
活

を
と
も
に
し
な
が
ら
、
忠
之
介
の
も
と
で
仏
像
彫
刻
を
研
究
す
る
。
明
治
四
一
年

九
月
頃
奈
良
を
離
れ
る
」
と
記
さ
れ
る
。

「
新
納
資
料
」
に
は
、
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
十
一
）
九
月
六
日
、
新
納
に
宛

て
た
ウ
ォ
ー
ナ
ー
の
書
簡
が
あ
る
。

　

 

お
手
紙
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
二
日
前
に
五
浦
か
ら
戻
り
、
六
角
の

仕
事
場
に
お
り
ま
す
。
先
生
は
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
た
め
漆
工
の
扱
い
を
学

ぶ
こ
と
を
望
ん
で
お
り
、
一
週
間
ほ
ど
滞
在
し
ま
す
。
そ
の
あ
と
あ
な
た
方

に
会
い
に
奈
良
に
参
り
ま
す
。
ど
う
か
私
が
京
都
で
購
入
し
た
漆
器
と
蒔
絵

の
本
を
お
送
り
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
ご
面
倒
で
な
け
れ
ば
シ
ャ

ツ
も
二
枚
お
願
い
し
ま
す
。
六
角
さ
ん
か
ら
よ
ろ
し
く
と
の
こ
と
で
す）

14
（

。

ち
ょ
う
ど
ウ
ォ
ー
ナ
ー
が
奈
良
を
離
れ
た
頃
の
書
簡
で
あ
る
。
ウ
ォ
ー
ナ
ー
が

購
入
し
た
本
と
と
も
に
シ
ャ
ツ
の
送
付
を
頼
ん
で
お
り
、
す
っ
か
り
打
ち
解
け
て

親
し
く
な
っ
た
二
人
の
関
係
が
読
み
取
れ
る
。
書
中
の
「
六
角
」
は
漆
芸
家
の
六

角
紫
水
（
一
八
六
七
～
一
九
五
〇
） 

を
指
す
。
六
角
は
岡
倉
が
美
術
館
に
着
任
し

た
一
九
〇
四
年
の
五
月
か
ら
一
九
〇
八
年
三
月
ま
で
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
勤
務

し
、
主
に
漆
工
芸
品
の
目
録
作
成
、
修
復
、
収
納
箱
製
作
に
従
事
し
た
。「
先
生
」

と
は
岡
倉
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
約
一
个
月
後
、
一
九
〇
八
年
十
月
二
十
六
日
か
ら
新
納
は
岡
倉
、
お
よ

び
東
洋
美
術
史
家
、
古
社
寺
保
存
会
委
員
で
あ
る
中
川
忠
順
（
一
八
七
三
～

一
九
二
九
）
と
と
も
に
、
来
日
し
て
古
社
寺
保
存
会
の
調
査
団
に
参
加
し
た
ボ

ス
ト
ン
美
術
館
関
係
者
を
和
歌
山
県
熊
野
地
方
に
案
内
し
た
。
同
行
し
た
の

は
、
美
術
史
家
で
コ
レ
ク
タ
ー
の
美
術
館
評
議
員
デ
ン
マ
ン
・
ウ
ォ
ル
ド
・
ロ

ス
（D

enm
an W

aldo R
oss　

一
八
五
三
～
一
九
三
五
）、
中
国
日
本
美
術
部
ア

ソ
シ
エ
ー
ト
・
キ
ュ
レ
イ
タ
ー
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
・
カ
ー
テ
ィ
ス

Francis G
ardner C

urtis　

一
八
六
八
～
一
九
一
五
）、
そ
し
て
ウ
ォ
ー
ナ
ー
で

あ
っ
た
。

岡
倉
が
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
長
ア
ー
サ
ー
・
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
（A

rthur 
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Fairbanks

一
八
六
四
～
一
九
四
四
）
に
宛
て
た
書
簡
に
よ
る
と
、
岡
倉
の
合
流

は
「
同
地
で
の
彼
ら
の
研
究
を
手
伝
う
た
め
」
で
あ
り
、「
ロ
ス
博
士
と
カ
ー
テ
ィ

ス
は
、
古
社
寺
保
存
会
の
小
規
模
調
査
団
に
加
わ
り
、
当
地
の
古
い
寺
院
を
調
査

し
た
り
、
秘
宝
の
開
扉
を
行
っ
た
り
し
て
お
り
ま
す
。
お
二
人
が
こ
の
経
験
を
楽

し
み
、
か
つ
そ
こ
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」
と
報
告

し
た）

15
（

。
彼
は
中
国
日
本
部
に
関
わ
る
人
材
が
、
東
洋
美
術
の
学
識
を
持
つ
重
要
性

を
認
識
し
、
実
地
調
査
に
よ
っ
て
そ
れ
を
彼
ら
に
身
に
つ
け
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

た
。
新
納
は
そ
の
案
内
役
と
し
て
ア
メ
リ
カ
人
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
に
寄
与
し
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
旅
行
は
、
新
納
に
と
っ
て
ウ
ォ
ー
ナ
ー
以
外
の
中
国
日

本
部
の
メ
ン
バ
ー
と
交
流
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
新
納
は
岡
倉
の
美
術
館
着
任
以
降
、
日
本
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

形
成
に
参
画
し
、
ラ
ン
グ
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
ナ
ー
の
指
導
や
古
社
寺
調
査
の
案
内
を

行
っ
た
。
そ
れ
は
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
人
材
育
成
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
彼
自

身
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
端
緒
と
な
っ
た
。

3　

渡
米
と
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
勤
務

新
納
は
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
十
二
）
二
月
十
日
に
渡
米
し
、
ボ
ス
ト
ン
美
術

館
で
の
勤
務
を
開
始
し
た
。
そ
の
主
た
る
目
的
は
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
新
館
に
お

け
る
中
国
日
本
美
術
部
の
展
示
作
業
に
参
画
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
新
納
派
遣
に

関
す
る
話
し
合
い
は
、
先
述
し
た
古
社
寺
調
査
中
に
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
十
一
）
十
一
月
六
日
、
岡
倉
は
熊
野
か
ら
フ
ェ
ア
バ

ン
ク
ス
に
宛
て
た
書
簡
で
、
新
館
展
示
に
お
け
る
新
納
の
重
要
性
を
説
い
た
。

　

 

私
は
個
人
的
に
は
、
現
時
点
で
は
新
館
に
お
け
る
展
示
を
配
置
、
整
頓
す
る

作
業
を
手
伝
え
る
有
能
な
助
手
を
よ
り
必
要
と
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
相
談
の
後
、
私
た
ち
は
皆
、
書
記
を
雇
う
前
に
助
手
を
雇
っ
た
方
が
よ

り
良
い
と
の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。
古
社
寺
保
存
会
お
よ
び
美
術
院
の
新
納

氏
は
有
名
な
彫
刻
家
で
、
展
示
作
業
に
は
最
適
の
人
物
で
す
。
ロ
ス
博
士

と
カ
ー
テ
ィ
ス
も
、
共
に
彼
の
こ
と
を
承
認
し
て
い
ま
す
。
ラ
ン
グ
ド
ン
・

ウ
ォ
ー
ナ
ー
は
新
納
家
に
住
み
込
み
、
彫
刻
に
つ
い
て
の
教
授
は
彼
か
ら
受

け
た
も
の
で
す
。
彼
が
一
年
間
、
わ
れ
わ
れ
を
手
伝
う
た
め
に
ボ
ス
ト
ン
に

来
る
よ
う
取
り
計
ら
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
―
従
い
ま
し
て
、
私
た
ち
の

電
報
は
同
氏
と
の
契
約
を
貴
下
が
承
認
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
す
。（
中

略
）
私
は
こ
れ
か
ら
の
展
示
作
業
に
と
っ
て
、
新
納
氏
の
貢
献
は
極
め
て
貴

重
だ
と
思
い
ま
す）

16
（

。

岡
倉
は
こ
う
述
べ
て
、
翌
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
十
二
）
は
ボ
ス
ト
ン
に
戻
ら

な
い
た
め
自
分
の
給
与
と
旅
費
が
浮
く
の
で
、
給
与
の
半
分
（
百
二
十
五
ド
ル
）

と
旅
費
の
半
分
（
片
道
二
百
五
十
ド
ル
）
を
新
納
に
支
給
し
て
欲
し
い
と
依
頼
し

た
。
ほ
ど
な
く
し
て
、
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
か
ら
新
納
の
任
命
を
承
認
す
る
電
報
が

届
き
、
新
納
は
米
国
へ
旅
立
つ
こ
と
と
な
る
。

岡
倉
が
着
任
し
た
当
時
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
は
コ
プ
リ
ー
・
ス
ク
エ
ア
に
あ
っ

た
が
、
一
九
〇
九
年
五
月
二
日
に
閉
館
と
な
り
、
同
年
十
一
月
十
五
日
ハ
ン
テ
ィ

ン
ト
ン
通
り
に
新
館
（
現
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
）
が
開
館
し
た
。
岡
倉
は
一
九
〇
八

年
四
月
に
ボ
ス
ト
ン
を
離
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
由
で
日
本
に
帰
国
し
て
お
り
、
ボ

ス
ト
ン
に
戻
っ
た
の
は
一
九
一
〇
年
十
月
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
新
館
に
お
け
る

中
国
日
本
美
術
部
の
展
示
は
彼
の
不
在
時
に
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
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め
、
新
納
は
岡
倉
の
名
代
と
し
て
ボ
ス
ト
ン
に
派
遣
さ
れ
た
と
考
え
て
良
い
だ
ろ

う
。
こ
こ
に
岡
倉
が
新
納
に
寄
せ
た
信
頼
の
大
き
さ
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き

る
。
彼
は
一
月
二
十
五
日
奈
良
を
出
発
し
、
二
月
十
日
船
に
て
渡
米
し
た
。
の
ち

に
新
納
は
ボ
ス
ト
ン
で
の
勤
務
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

　

 　

僕
が
ボ
ス
ト
ン
に
着
い
て
か
ら
三
个
月
ば
か
り
の
の
ち
、
旧
館
か
ら
新
館

へ
の
引
越
し
が
始
ま
つ
た
の
だ
が
、
そ
の
東
洋
部
各
室
の
陳
列
や
、
そ
の
ほ

か
東
洋
関
係
の
相
談
を
受
け
た
。
元
来
あ
そ
こ
の
日
本
美
術
品
は
、
東
京
の

大
学
へ
講
義
に
来
て
ゐ
た
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
ビ
ゲ
ロ
ー
両
氏
の
蒐
集
品
が
中
心

と
な
つ
て
を
り
、
ほ
か
に
モ
ー
ル
ス
教
授
が
蒐
集
し
た
日
本
古
陶
も
沢
山
あ

つ
て
、
焼
き
も
の
だ
け
で
立
派
に
一
室
を
充
実
さ
せ
て
ゐ
た
。
そ
の
後
来
朝

し
た
ロ
ー
ス
教
授
が
大
変
金
持
ち
で
、
奈
良
の
玉
井
、
森
田
な
ど
い
つ
た
当

時
の
一
流
奈
良
骨
董
商
か
ら
買
ひ
集
め
た
古
彫
像
が
こ
の
博
物
館
に
陳
列
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
あ
そ
こ
の
博
物
館
東
洋
部
は
、
も
と
も
と
は
あ
ち
ら
の
技

師
が
設
計
し
た
の
で
あ
る
が
、
な
か
な
か
凝
つ
た
も
の
で
、
仏
像
を
陳
列
す

る
室
の
ご
と
き
は
法
隆
寺
金
堂
内
部
に
模
し
て
造
作
さ
れ
て
あ
つ
た
。
画
幅

や
屏
風
の
陳
列
室
は
、
和
紙
を
貼
つ
た
明
り
障
子
を
め
ぐ
ら
す
な
ど
気
の
利

い
た
も
の
で
あ
る）

17
（

。

新
納
は
着
任
と
同
時
に
旧
館
か
ら
新
館
へ
の
引
越
し
と
新
館
展
示
の
作
業
に
従

事
し
た
よ
う
だ
。
新
館
の
展
示
は
「
仏
像
を
陳
列
す
る
室
の
ご
と
き
は
法
隆
寺
金

堂
内
部
に
模
し
て
造
作
さ
れ
て
あ
つ
た
。
画
幅
や
屏
風
の
陳
列
室
は
、
和
紙
を
貼

つ
た
明
り
障
子
を
め
ぐ
ら
す
な
ど
気
の
利
い
た
も
の
」
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
岡

倉
の
構
想
の
具
現
化
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
紀
要
』
に
掲
載
さ
れ
た
報
告
に
よ
る
と
、
新
館
の
展
示
は

「
国
の
美
術
は
そ
の
文
明
と
理
想
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
を
基

礎
に
、
元
来
作
品
が
置
か
れ
て
い
た
雰
囲
気
を
暗
示
さ
せ
る
よ
う
な
空
間
創
出
が

試
み
ら
れ
た
。
障
子
、
襖
、
床
の
間
、
落
ち
着
い
た
採
光
、
天
然
木
や
壁
土
の
使

用
に
よ
っ
て
「
日
本
人
の
優
れ
た
感
性
、
と
り
わ
け
足
利
時
代
に
お
け
る
禅
の
普

及
以
降
」
の
感
性
を
表
す
環
境
作
り
が
目
指
さ
れ
た
。
ま
た
仏
像
展
示
室
に
は
円

柱
や
腕
木
を
配
し
、
奈
良
時
代
の
寺
院
建
築
の
様
式
に
従
っ
て
作
ら
れ
た）

18
（

。
こ
れ

ら
の
記
述
は
、
新
納
の
回
想
と
合
致
す
る
。
美
術
品
の
配
置
は
、
日
本
美
術
の
母

体
で
あ
る
中
国
美
術
か
ら
日
本
美
術
へ
と
展
開
し
、
参
観
者
が
日
本
美
術
の
歴
史

的
発
展
を
理
解
で
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

中
心
に
な
っ
て
展
示
空
間
を
構
成
し
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
遂
行
し
た
の

は
カ
ー
テ
ィ
ス
と
さ
れ
て
い
る
が
、「
展
示
作
業
に
は
最
適
の
人
物
」
と
し
て
派

遣
さ
れ
た
新
納
の
助
力
を
得
て
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

新
納
は
展
示
作
業
の
ほ
か
、
美
術
館
教
育
に
も
協
力
し
た
。
一
九
一
○
年
三
月

三
日
「
日
本
の
仏
像
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
特
定
の
展
示
品
に
関
し
て
解
説
す
る

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
を
実
施
し
た
。
通
訳
を
し
た
の
は
当
時

美
術
館
嘱
託
員
だ
っ
た
富
田
幸
次
郎
（
一
八
九
〇
～
一
九
七
六
）
で
あ
る
、
彼
は

一
九
一
〇
年
三
月
日
英
博
覧
会
の
日
本
出
品
協
会
事
務
取
扱
を
嘱
託
さ
れ
渡
英
し

た
後
、一
九
一
一
年
か
ら
中
国
日
本
美
術
部
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
な
る
人
物
で
あ
る
。

新
納
の
手
帳
に
は
こ
の
日
の
こ
と
が
「
本
日
ハB

oston

美
術
博
物
館
ニ
於
テ

日
本
ノ
彫
刻
ニ
ツ
キ
講
説
ス
聴
衆
八
十
余
人
大
喝
采
ヲ
受
ク
」
と
記
録
さ
れ
て
い

る）
19
（

。
八
〇
名
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
盛
況
だ
っ
た
よ
う
だ
。

と
こ
ろ
で
『
仏
像
修
理
五
十
年
』
の
略
年
譜
に
は
「
ボ
ス
ト
ン
滞
在
中
は
美
術

館
所
蔵
の
仏
像
等
を
修
理
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
当
然
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
仏
像
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は
確
認
し
た
と
推
察
さ
れ
る
が
、
現
時
点
で
具
体
的
な
修
復
活
動
に
関
す
る
資
料

は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

新
納
が
ボ
ス
ト
ン
を
離
れ
た
の
は
一
九
一
〇
年
三
月
二
十
九
日
で
あ
り
、
約
一

年
間
ボ
ス
ト
ン
に
住
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
間
、
新
納
は
ア
メ
リ
カ
で
の

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
っ
た
。「
僕
は
ボ
ス
ト
ン
で
一
年
あ
ま
り
暮
し

た
が
、
そ
の
間
に
は
ウ
ォ
ー
ナ
ー
君
の
宅
も
訪
問
し
た
。
お
父
さ
ん
も
お
兄
さ
ん

も
信
用
あ
る
法
律
家
で
あ
つ
た
。奥
さ
ん
は
音
楽
学
校
出
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
あ
る
」

と
い
う
新
納
の
回
顧
が
示
す
よ
う
に
、
渡
米
前
か
ら
親
し
か
っ
た
ウ
ォ
ー
ナ
ー
と

は
家
族
ぐ
る
み
の
つ
き
あ
い
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た）

20
（

。
た
と
え
ば
、
後
に

ウ
ォ
ー
ナ
ー
夫
人
と
な
る
ロ
レ
ー
ン
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト（Lorraine d ’O

rem
ieulx 

R
oosevelt

）
は
七
月
二
十
一
日
新
納
に
次
の
手
紙
を
送
っ
て
い
る
。

　

 

お
手
紙
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
言
葉
に
で
き
な
い
ほ
ど
感
動
し
ま
し

た
。
あ
な
た
が
い
か
に
ラ
ン
グ
ド
ン
の
良
き
真
の
友
人
で
あ
る
か
わ
か
り
ま

し
た
。
私
と
も
友
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
り
幸
せ
で
す
。
次
回
ボ
ス
ト
ン
に
参

る
と
き
は
必
ず
お
会
い
し
た
い
で
す
。
私
は
ラ
ン
グ
ド
ン
と
知
り
合
っ
て
数

年
経
ち
ま
す
が
、
彼
は
世
界
で
も
っ
と
も
騎
士
の
よ
う
に
高
潔
な
精
神
を
持

つ
人
だ
と
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
同
じ
経
験
を
多
く
お
持
ち
の

よ
う
で
す
が
、
私
の
人
生
に
本
当
に
重
要
な
こ
と
―
ラ
ン
グ
ド
ン
・
ウ
ォ
ー

ナ
ー
と
私
は
大
変
幸
運
で
あ
る
と
い
う
事
実
―
に
つ
い
て
同
意
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
よ
ね
。
あ
な
た
が
友
人
の
レ
デ
ィ
の
こ
と
を
、
友
人
と
同
じ
く
ら
い

好
き
に
な
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す）

21
（

。

ま
た
、
ロ
レ
ー
ン
の
母
親
の
ロ
ー
ラ
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
二
人
の
結
婚
式
の

招
待
状
を
新
納
に
送
っ
た
。「
親
愛
な
る
新
納
様　

娘
の
ロ
レ
ー
ン
と
ラ
ン
グ
ド

ン
・
ウ
ォ
ー
ナ
ー
氏
が
五
月
十
四
日
土
曜
日
十
二
時
半
に
当
地
で
結
婚
し
ま
す
。

挙
式
と
午
餐
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
せ）

22
（

」。「
当
地
」
と
い
う
の
は
、
ル
ー
ズ
ベ
ル

ト
家
の
邸
宅
が
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
オ
イ
ス
タ
ー
・
ベ
イ
を
指
す
。
あ
い
に
く

一
九
一
〇
年
五
月
に
は
新
納
は
ボ
ス
ト
ン
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
出
席
は
か
な
わ

な
か
っ
た
が
、
こ
の
手
紙
は
新
納
と
ウ
ォ
ー
ナ
ー
の
近
親
者
と
の
親
密
さ
を
十
分

表
し
て
い
る
。
ウ
ォ
ー
ナ
ー
自
身
は
一
九
〇
九
年
九
月
に
ボ
ス
ト
ン
を
離
れ
再
び

日
本
に
向
か
っ
た
が
、
旅
先
か
ら
し
ば
し
ば
新
納
に
葉
書
を
送
っ
て
い
る
。

ウ
ォ
ー
ナ
ー
一
家
と
親
交
を
深
め
る
一
方
、
他
の
美
術
館
ス
タ
ッ
フ
と
も
新
納

は
親
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
を
表
す
葉
書
を
「
新
納
資
料
」
か
ら
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
中
国
日
本
美
術
部
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
管
理
者
の
フ
ラ
ン
シ

ス
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
カ
ー
シ
ョ
ウ
（Francis Stew

art K
ershaw

　

一
八
六
九

～
一
九
三
〇
）
は
一
九
〇
九
年
八
月
六
日
付
で
「
こ
れ
は
駅
か
ら
自
宅
に
向
か
う

道
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
で
す
。
数
週
間
の
う
ち
に
あ
な
た
を
そ
こ
へ
お
連
れ
し
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
小
道
の
風
景
が
描
か
れ
た
葉
書
を
新
納
に
送
っ
て
い
る
。
ま
た

同
部
助
手
で
絵
画
管
理
を
担
当
し
て
い
た
ジ
ョ
ン
・
ア
ー
サ
ー
・
マ
ッ
ク
リ
ー
ン

（John A
rthur M

acLean　

一
八
七
九
～
一
九
六
四
）
は
、
八
月
十
三
日
旅
先
か

ら「
本
日
ボ
ス
ト
ン
に
向
け
て
出
航
し
ま
す
。
一
週
間
の
う
ち
に
着
く
予
定
で
す
」

と
書
き
送
っ
た）

23
（

。

と
こ
ろ
で
一
九
一
〇
年
一
月
か
ら
岡
倉
の
弟
で
英
語
学
者
の
由
三
郎

（
一
八
六
八
～
一
九
三
六
）
が
、
教
育
財
団
ロ
ー
ウ
ェ
ル
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー

ト
に
招
聘
さ
れ
、
日
本
文
化
に
関
す
る
講
演
を
行
う
た
め
ボ
ス
ト
ン
に
約
三
个

月
滞
在
し
た
。
覚
三
を
通
し
て
由
三
郎
に
講
師
を
依
頼
し
た
の
は
ウ
ォ
ー
ナ
ー
で

あ
っ
た
。
ウ
ォ
ー
ナ
ー
は
日
本
美
術
研
究
の
た
め
来
日
し
た
際
、
由
三
郎
か
ら
日



73

五　浦　論　叢　第　26　号

本
語
を
学
ん
で
い
た
。
二
月
二
十
八
日
、
由
三
郎
の
帰
国
を
前
に
新
納
と
ウ
ォ
ー

ナ
ー
は
会
食
し
、
そ
の
席
上
で
三
人
は
新
納
の
妻
す
ま
に
宛
て
て
葉
書
を
書
い

た
。
そ
こ
に
は
「
旦
那
様
は
御
ぶ
じ
で
ご
ざ
い
ま
す　

由
三
郎　

ウ
オ
ー
ナ
」
の

後
に
「
岡
倉
サ
ン
が
大
成
功
し
て
本
夜
御
出
発
日
本
に
帰
ヘ
リ
ナ
サ
イ
マ
ス
ニ
付

三
人
会
合
席
上
ニ
テ　

忠
之
介
」
と
記
さ
れ
て
い
る）

24
（

。

新
納
は
一
九
一
〇
年
三
月
二
十
九
日
ボ
ス
ト
ン
を
離
れ
た
。
先
述
し
た
新
納
の

手
帳
に
よ
る
と
一
九
一
〇
年
三
月
十
日
「
本
夜M

r R
oss

氏
ノ
招
待
ヲ
受
ケM

r 

W
arner

、M
r Tom

ita

ノ
三
人
晩
餐
ノ
饗
応
ヲ
受
ク
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
別

れ
を
惜
し
む
会
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。“Tom

ita ”

は
、
後
に
中
国
日

本
美
術
部
の
助
手
と
な
る
富
田
幸
次
郎
（
一
八
九
〇
～
一
九
七
六
）
で
あ
る
。
出

発
当
日
の
頁
に
は
見
送
り
に
来
た
美
術
館
ス
タ
ッ
フ
の
名
が
多
く
記
さ
れ
て
お

り
、
彼
が
一
年
余
り
の
滞
在
で
ボ
ス
ト
ン
に
さ
ら
な
る
人
脈
を
得
た
こ
と
が
わ
か

る
。

4　

渡
米
後
の
動
向

（
1
）
中
国
日
本
美
術
部
鑑
査
顧
問
へ
の
就
任

新
納
は
ボ
ス
ト
ン
か
ら
英
国
に
渡
っ
た
。
渡
英
の
目
的
は
一
九
一
〇
年
（
明
治

四
十
三
）
開
催
の
日
英
博
覧
会
に
あ
っ
た
。
そ
の
準
備
は
新
納
の
滞
米
中
、
岡
倉

に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
。
一
九
〇
九
年
九
月
二
十
六
日
、
岡
倉
は
新
納
に
、
米

国
か
ら
の
帰
途
、
日
英
博
覧
会
の
見
学
が
で
き
る
よ
う
牧
野
伸
顕
（
一
八
六
一
～

一
九
四
九
）
に
交
渉
中
の
こ
と
、
そ
の
後
欧
州
視
察
が
で
き
る
よ
う
に
内
務
省
宗

教
局
長
の
斯
波
淳
六
郎
（
一
八
六
一
～
一
九
三
一
）
に
働
き
か
け
た
こ
と
を
伝
え

て
い
る
。

　

 

陳
レ
ハ
老
兄
明
年
帰
途
欧
洲
行
ニ
就
而
ハ
牧
野
男
爵
大
ニ
配
慮
被
致
居
且
又

（
同
便
宜
上
ニ
モ
有
之
）
明
年
日
英
博
覧
会
モ
御
一
覧
相
成
度
事
と
存
し
旁

同
局
ヘ
交
渉
中
ニ
有
之　

別
紙
本
日
同
男
よ
り
来
信
有
之
同
会
審
査
員
ニ
多

分
内
定
の
由
ニ
有
之
候
に
付
不
取
敢
御
報
申
上
候　

猶
又
同
博
覧
会
結
了
後

欧
洲
巡
遊
ニ
就
而
ハ
斯
波
氏
と
も
協
議
中
に
有
之
是
又
追
而
可
申
上
候　

先

ハ
時
下
御
自
愛
被
下
度
候）

25
（

四
月
六
日
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
し
た
新
納
は
、
十
一
日
に
日
本
博
覧
会
事
務
局
を

訪
問
し
た
。
二
十
一
日
に
は
日
英
博
覧
会
事
務
局
よ
り
「
日
英
博
覧
会
美
術
館
ニ

於
ケ
ル
摸
型
組
立
工
事
監
督
」
を
嘱
託
さ
れ
、
現
地
で
そ
の
任
に
あ
た
っ
た
。
手

当
は
英
貨
六
十
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た）

26
（

。
五
月
十
四
日
に
日
英
博
覧
会
は
開
幕
し
た
。

そ
の
後
、
新
納
は
二
世
五
姓
田
芳
柳
（
一
八
六
四
～
一
九
四
三
）、
東
城
鉦
太

郎
（
一
八
六
五
～
一
九
二
九
）
ら
と
と
も
に
欧
州
と
エ
ジ
プ
ト
を
歴
遊
し
、
七
月

二
十
六
日
日
本
に
帰
国
し
た
。
彼
の
日
記
や
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
か
ら
そ
の
旅
程
を

あ
る
程
度
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

五
月
二
十
一
日　

ロ
ン
ド
ン
発
、
パ
リ
着

　

五
月
二
十
四
日　

ル
ー
ブ
ル
美
術
館
見
学

　

五
月
二
十
六
日　

パ
リ
発　

ベ
ル
ギ
ー
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
着

　

五
月
二
十
七
日　

ベ
ル
ギ
ー
王
立
美
術
館
見
学　

オ
ラ
ン
ダ
、
ア
ム
ス
テ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

ダ
ム
着

　

五
月
二
十
九
日　

ド
イ
ツ
着

　

六
月
四
日　
　
　

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
か
ら
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
経
由
で
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
へ

　

六
月
七
日　
　
　

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
着
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六
月
九
日　
　
　

ロ
ー
マ
着

　

六
月
十
七
日　
　

 

ナ
ポ
リ
か
ら
乗
船　

地
中
海
を
渡
り
エ
ジ
プ
ト
、
ア
レ
キ

サ
ン
ド
リ
ア
へ

　

六
月
二
十
一
日　

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
、
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
見
学

　

六
月
二
十
二
日　
　

カ
イ
ロ
美
術
館
見
学

新
納
の
日
記
や
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
国
立
美
術
館
の
ル
ー
ド

ビ
ィ
ヒ
・
ク
ナ
ウ
ス
の
彫
刻
や
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
ベ
ン
ヴ
ェ
ヌ
ー
ト
・
チ
ェ
ッ

リ
ー
ニ
の
胸
像
な
ど
、
旅
先
で
彼
が
観
た
も
の
が
描
か
れ
て
い
る
。
新
納
が
欧
州

で
何
を
見
学
し
、
心
に
と
ど
め
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
そ
の
後
の
活

動
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
か
を
検
討
す
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
。

帰
国
後
の
八
月
二
十
九
日
、
新
納
は
内
閣
よ
り
古
社
寺
保
存
会
委
員
に
任
命
さ

れ
る
。
翌
一
九
一
一
年
（
明
治
四
十
四
）、
新
納
は
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
で
新
た
な

仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
四
月
二
十
一
日
、
美
術
館
は
彼
を
中
国
日
本

美
術
部
のA

dvisory Staff

（
岡
倉
の
訳
は
「
東
洋
部
鑑
査
顧
問
」。
本
稿
で
は
「
鑑

査
顧
問
」
を
用
い
る
）
に
任
命
し
、
報
酬
と
し
て
年
額
五
百
円
を
決
議
し
た
。
翌

日
、岡
倉
は
美
術
館
長
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
の
書
状
を
同
封
し
こ
の
決
定
を
伝
え
た
。

　

 

陳
レ
ハ
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
ヨ
リ
別
紙
の
通
貴
兄
に
東
洋
部
鑑
査
顧
問
ヲ
嘱
托

し
報
酬
と
し
て
壱
个
年
金
五
百
円
贈
与
致
度
趣
決
議
相
成
候
ニ
付
何
卒
御
承

諾
相
成
度
候　

任
務
の
儀
ハ
時
々
藝
術
上
の
事
ニ
関
し
諮
問
ニ
答
へ
カ
ー
チ

ス　

ワ
ー
ナ
ル
諸
氏
ヨ
リ
買
上
品
の
鑑
定
ニ
応
し
其
他
当
館
の
利
益
と
な
る

へ
き
御
報
告
ヲ
願
ひ
候
迄
に
て
別
段
平
素
御
面
倒
ハ
相
懸
ら
さ
る
次
第
ニ
候

　

何
卒
御
承
諾
相
成
度
候　

委
細
ハ
本
年
九
月
小
生
帰
朝
之
上
可
申
上
候　

当
館
鑑
査
顧
問
は
欧
洲
の
諸
大
家
モ
加
ハ
リ
居
候
は
ヽ
多
少
名
誉
の
意
味
ヲ

有
し
居
候）

27
（

新
納
の
職
務
は
、
芸
術
に
関
す
る
諮
問
に
加
え
、
カ
ー
テ
ィ
ス
や
ウ
ォ
ー
ナ
ー

ら
が
購
入
し
た
美
術
品
の
鑑
定
と
そ
の
報
告
で
あ
っ
た
。
同
日
、
中
川
忠
順
と
、

中
国
美
術
品
の
購
入
に
尽
力
す
る
早
崎
稉
吉
（
一
八
七
四
～
一
九
五
六
）
に
も
鑑

査
顧
問
の
嘱
託
が
依
頼
さ
れ
た
。
岡
倉
の
書
簡
の
末
尾
に
は
「
ワ
ー
ナ
ル
御
面
倒

相
か
け
候
事
と
存
候　

カ
ー
チ
ス
ハ
来
月
末
ニ
日
本
ニ
参
リ
候
」
と
記
さ
れ
た
よ

う
に
、
新
納
は
来
日
す
る
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
ス
タ
ッ
フ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
た
。「
新
納
資
料
」
に
は
、
日
本
で
美
術
品
収
集
に
従
事
す
る
美
術
館

ス
タ
ッ
フ
と
の
実
務
的
な
や
り
と
り
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
に
来
日
し
た
フ

ラ
ン
シ
ス
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
・
カ
ー
テ
ィ
ス
か
ら
の
書
簡
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　

 

私
は
京
都
の
柊
屋
に
向
か
い
、
五
、六
日
滞
在
し
た
後
東
京
に
行
き
ま
す
。

あ
な
た
が
二
、
三
日
中
に
京
都
に
来
ら
れ
な
い
の
な
ら
、
東
寺
へ
の
紹
介
状

を
お
送
り
く
だ
さ
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。
Ｋ
．玉
井
氏
（
執
筆
者
注　

奈

良
の
古
美
術
商
玉
井
大
閑
堂
）
に
渡
す
七
千
五
百
円
の
小
切
手
と
、
支
払
い

済
の
二
千
五
百
円
の
領
収
書
を
同
封
し
ま
す
。
良
い
折
に
彼
に
小
切
手
を
渡

し
て
、
領
収
書
は
セ
ン
セ
イ
（
執
筆
者
注　

岡
倉
覚
三
）
か
私
に
送
っ
て
く

だ
さ
い
。（
一
九
一
一
年
十
月
二
十
三
日
）

　

 
今
朝
あ
な
た
が
話
し
て
く
れ
た
彫
刻
を
見
に
、
午
後
美
術
館
に
行
っ
て
ケ
ー

ス
を
開
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
不
動
は
余
り
気
に
入
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

地
蔵
は
と
て
も
良
い
と
思
い
ま
し
た
。
マ
タ
ノ
氏
（
所
有
者
の
名
前
だ
と
思

い
ま
す
）
は
い
く
ら
な
ら
売
る
気
に
な
る
と
思
い
ま
す
か
。（
同
年
十
一
月
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一
日）

28
（

）

新
納
が
来
日
す
る
美
術
館
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
に
、
美
術
館
が
所
蔵
す
る
べ
き
美

術
品
の
鑑
定
、
所
有
者
と
美
術
館
の
仲
介
、
購
入
時
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
九
一
三
年
（
大
正
二
）
病
気
を
理
由
に
日
本
に
帰
国
し
た
岡
倉
は
、
五
月

十
七
日
五
浦
か
ら
新
納
に
手
紙
を
送
り
、
仏
像
購
入
に
関
す
る
指
示
を
与
え
る
一

方
で
、「
英
文
彫
刻
史
及
ボ
ス
ト
ン
彫
刻
解
説
御
編
纂
」
の
委
嘱
を
考
え
て
い
る

旨
を
伝
え
た）

29
（

。
だ
が
岡
倉
の
病
状
は
回
復
す
る
こ
と
な
く
、
同
年
九
月
二
日
不
帰

の
人
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
新
納
が
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
果
た
し
た
役
割
は
、

仏
像
を
中
心
と
し
た
美
術
品
購
入
、
新
館
の
展
示
、
来
日
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
助

言
や
世
話
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
中
国
日
本
美
術
部
の
鑑
査
顧
問
に
任
命

さ
れ
る
な
ど
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

（
2
）
岡
倉
没
後
の
ボ
ス
ト
ン
と
の
関
係

一
九
一
三
年
九
月
、
岡
倉
が
こ
の
世
を
去
る
と
、
新
納
は
そ
の
こ
と
を
ボ
ス
ト

ン
の
知
人
た
ち
に
知
ら
せ
た
。
そ
の
ひ
と
り
が
社
交
界
の
有
力
者
イ
ザ
ベ
ラ
・

ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
（Isabella Stew

art G
ardner　

一
八
四
〇
～

一
九
二
四
）
で
あ
る
。
彼
女
は
岡
倉
の
理
解
者
、
支
援
者
で
あ
り
、
新
納
を
は
じ

め
岡
倉
を
仲
介
に
渡
米
し
た
日
本
人
た
ち
を
援
助
し
た
。
同
年
九
月
十
四
日
、
新

納
は
ガ
ー
ド
ナ
ー
に
日
本
語
の
書
簡
を
送
っ
た
。

　

 

拝
啓
仕
候　

今
回
岡
倉
先
生
御
逝
去
ニ
付
其
悲
報
を
御
許
様
ニ
可
致
事
無
此

上
遺
憾
ニ
御
座
候　

先
生
の
御
逝
去
ハ
近
頃
相
互
の
為
め
一
大
損
失
ニ
御
座

候
（
中
略
）
去
る
二
日
午
前
七
時
三
分
睡
る
か
如
く
瞑
目
さ
れ
候　

遺
骸
ハ

棺
ニ
納
め
白
布
を
以
て
之
れ
を
包
み
其
上
ニ
赤
倉
山
別
荘
ニ
咲
き
乱
れ
し
秋

の
各
種
の
草
花
を
以
て
麗
ハ
し
く
被
ハ
れ
三
日
朝
東
京
ニ
移
し
奉
り
五
日
い

と
も
荘
厳
ニ
葬
儀
挙
行
さ
れ
候）

30
（

書
中
の
「
先
生
の
御
逝
去
ハ
近
頃
相
互
の
為
め
一
大
損
失
ニ
御
座
候
」
と
の
文

言
か
ら
、
岡
倉
の
死
は
日
米
二
国
間
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
と
痛
感
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
十
月
十
日
、
彼
女
は
新
納
へ
返
事
を
書
い
た
。

　

 

岡
倉
氏
の
病
気
の
こ
と
、
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
こ
と
、
知
ら
せ
て
く
だ
さ

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
彼
の
死
は
と
て
つ
も
な
く
大
き
い
で
す
。
彼

の
い
た
場
所
は
二
度
と
満
た
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
と
感
じ
ま
す
。
彼
の
死

は
、
家
族
や
友
人
や
祖
国
に
と
っ
て
も
恐
ろ
し
い
こ
と
で
す
。
私
ど
も
の
可

哀
想
な
美
術
館
が
、
彼
の
死
で
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
あ
え
て
考
え
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す）

31
（

。

彼
女
自
身
の
深
い
悲
し
み
や
喪
失
感
に
加
え
て
、
岡
倉
の
不
在
に
よ
る
ボ
ス

ト
ン
美
術
館
の
行
く
末
を
憂
慮
し
不
安
を
感
じ
て
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

実
際
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
関
係
者
に
と
っ
て
岡
倉
の
死
の
衝
撃
は
大
き
い
も
の
で

あ
っ
た
。
館
長
ア
ー
サ
ー
・
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
は
、
九
月
六
日
新
納
に
手
紙
を
送

り
、
そ
の
心
情
を
吐
露
し
て
い
る
。

　

 

電
報
で
岡
倉
氏
の
死
を
知
り
、
私
た
ち
は
皆
深
い
悲
し
み
に
包
ま
れ
て
い
ま

す
。
ご
子
息
へ
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
た
い
の
で
す
が
、
彼
の
正
確
な
住
所
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を
知
ら
な
い
の
で
、
同
封
し
た
手
紙
を
転
送
し
て
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う

か
。
日
本
の
あ
な
た
方
と
同
じ
く
ら
い
ボ
ス
ト
ン
の
私
た
ち
も
ど
う
し
よ
う

も
な
い
喪
失
感
に
苛
ま
れ
て
い
ま
す
。
も
し
彼
が
私
た
ち
に
何
か
手
紙
や
、

提
案
を
残
し
て
い
た
ら
、
必
ず
私
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
も
日
本
の

友
人
た
ち
も
、
と
も
に
彼
を
失
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
ボ
ス
ト
ン
の
多
く
の

友
人
た
ち
が
心
か
ら
の
同
情
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
く
だ
さ
る
と

信
じ
て
い
ま
す）

32
（

。　

フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
は
「
も
し
彼
が
私
た
ち
に
何
か
手
紙
や
、
提
案
を
残
し
て
い

た
ら
、
必
ず
私
に
お
送
り
く
だ
さ
い
」
と
伝
え
て
、
岡
倉
が
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に

対
し
て
何
か
言
い
残
し
て
い
な
い
か
を
知
り
た
が
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
フ
ェ
ア
バ

ン
ク
ス
に
対
し
、
十
月
十
三
日
新
納
は
返
事
を
送
っ
た
。

　

 

九
月
六
日
に
あ
な
た
の
手
紙
を
受
け
取
り
、
す
ぐ
岡
倉
先
生
の
御
子
息
に
送

り
ま
し
た
。
日
本
は
岡
倉
氏
の
死
に
よ
っ
て
大
き
な
失
望
に
包
ま
れ
て
い
ま

す
。
私
は
日
本
で
い
つ
で
も
喜
ん
で
あ
な
た
の
依
頼
に
応
え
ま
す）

33
（

。

双
方
で
深
い
悲
し
み
を
共
有
し
な
が
ら
も
、
新
納
は
「
私
は
日
本
で
い
つ
で
も

喜
ん
で
あ
な
た
の
依
頼
に
応
え
ま
す
」
と
綴
っ
た
。
岡
倉
が
ボ
ス
ト
ン
で
な
そ
う

と
し
て
い
た
理
想
を
受
け
継
ぎ
、
美
術
館
と
協
力
し
て
実
現
し
て
い
く
た
め
に
尽

力
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
新
納
の
気
持
ち
に
呼

応
す
る
よ
う
に
、
十
月
二
十
二
日
の
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
の
手
紙
は
未
来
へ
一
歩
踏

み
出
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　

 

岡
倉
覚
三
氏
の
今
際
の
際
と
ご
逝
去
に
つ
い
て
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
り
、

ご
親
切
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ボ
ス
ト
ン
に
い
る
彼
の
多
く
の
友
人
は
電
報

で
そ
の
死
を
知
り
、
深
い
衝
撃
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
あ
な
た
の
手
紙
の
お
か

げ
で
、
私
た
ち
の
失
っ
た
も
の
が
い
っ
そ
う
鮮
明
に
な
っ
た
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
日
本
で
も
ア
メ
リ
カ
で
も
彼
の
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
は
決
し
て
あ

り
ま
せ
ん
し
、
彼
の
精
神
は
美
術
館
の
運
営
を
導
い
て
い
く
と
信
じ
て
い
ま

す
。
私
は
岡
倉
氏
が
仕
事
で
計
画
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
弟
の
岡
倉
由
三

郎
氏
に
手
紙
に
書
い
て
い
ま
す
。
あ
な
た
が
中
国
日
本
美
術
部
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
一
人
と
し
て
引
き
続
き
協
力
し
て
く
だ
さ
る
意
志
が
お
あ
り
だ
と
確

信
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
影
響
力
の
あ
る
指
導
者
を
失
っ
て
も
あ
な
た
の
仕

事
は
継
続
し
て
い
く
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す）

34
（

。

ボ
ス
ト
ン
に
お
い
て
岡
倉
の
記
憶
は
色
褪
せ
る
こ
と
な
く
、
今
後
も
「
彼
の
精

神
は
美
術
館
の
運
営
を
導
い
て
い
く
」
と
信
じ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
岡
倉
の
存
在

が
い
か
に
価
値
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
フ
ェ
ア
バ

ン
ク
ス
は
、
岡
倉
の
死
後
も
彼
が
唱
え
た
美
術
館
経
営
の
理
念
や
描
い
た
ビ
ジ
ョ

ン
が
、
残
さ
れ
た
人
々
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
た
。
そ
の
た
め
に
兄

の
良
き
理
解
者
で
あ
る
岡
倉
由
三
郎
に
、
何
か
伝
言
が
残
さ
れ
て
い
な
い
か
手
紙

を
書
い
た
。
そ
し
て
新
納
に
は
引
き
続
き
美
術
館
と
の
関
係
を
維
持
し
て
欲
し
い

と
要
請
し
た
。
十
一
月
十
日
の
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
の
書
簡
は
、
日
本
人
と
協
力
し

て
い
く
重
要
性
を
よ
り
強
く
訴
え
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

 

先
日
あ
な
た
に
お
話
し
し
た
続
き
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
岡
倉
氏
の
見

事
な
指
導
の
も
と
で
示
さ
れ
、
実
行
さ
れ
て
き
た
方
法
に
お
い
て
、
ア
ジ
ア
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美
術
を
収
集
し
解
説
す
る
仕
事
に
全
力
を
傾
注
し
て
い
く
こ
と
は
、
彼
の
思

い
出
に
多
大
な
栄
誉
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
私
た

ち
は
、
こ
の
美
術
館
を
守
る
最
も
重
要
な
一
歩
は
、
可
能
で
あ
れ
ば
、
ま
ず

岡
倉
氏
が
信
頼
し
た
学
識
と
品
格
あ
る
優
れ
た
人
物
の
貢
献
を
引
き
続
き
得

る
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
私
は
中
川
氏
、
長
尾
氏
、
早
崎

氏
、そ
し
て
あ
な
た
に
、中
国
日
本
美
術
部
の
専
門
家
委
員
会
（C

om
m

ittee 

of E
xperts

）
の
設
立
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
お

仕
事
は
私
た
ち
が
興
味
の
あ
る
中
国
や
日
本
美
術
の
事
に
関
し
て
援
助
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
東
洋
美
術
に
関
し
て
は
、
中
川
氏
が
美

術
館
鑑
査
顧
問
の
長
に
な
る
こ
と
が
岡
倉
氏
の
希
望
だ
っ
た
の
で
、
私
は
提

案
し
た
組
織
の
委
員
長
を
彼
に
依
頼
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
将

来
に
お
い
て
も
、
美
術
館
が
あ
な
た
か
ら
貴
重
な
貢
献
を
い
た
だ
く
恩
恵
を

得
ら
れ
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す）

35
（

。

個
々
に
任
命
さ
れ
た
鑑
査
顧
問
を
集
約
す
る
形
で
、
中
国
日
本
美
術
部
の
専
門

家
委
員
会
（C

om
m

ittee of E
xperts

）
を
設
立
し
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
中

川
を
考
え
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
な
ど
、
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
の
考
え
は
か
な
り
明

確
で
具
体
的
に
な
っ
て
い
る
。
岡
倉
が
進
め
て
き
た
ア
ジ
ア
美
術
に
関
す
る
事
業

を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
、
彼
の
名
誉
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
、
美
術
館
を
守
る
た

め
に
、
新
納
た
ち
鑑
査
顧
問
の
力
を
結
集
す
る
必
要
が
あ
る
と
懇
願
し
て
い
る
。

新
納
が
由
三
郎
を
介
し
て
大
正
期
ま
で
美
術
館
と
関
係
を
持
ち
、
監
査
顧
問
の
仕

事
を
継
続
し
た
背
景
に
、
美
術
館
側
の
強
い
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
中
国
日
本
美
術
部
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
、
岡
倉
を
通
し
て
「
東
洋
」
に

つ
い
て
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
理
解
を
深
め
て
き
た
。
そ
の
知
の
源
泉
で
あ
り
、

精
神
的
な
支
柱
を
失
っ
た
こ
と
に
対
す
る
嘆
き
は
大
き
か
っ
た
。
十
月
十
五
日
、

ジ
ョ
ン
・
ア
ー
サ
ー
・
マ
ッ
ク
リ
ー
ン
は
新
納
に
手
紙
を
書
き
、
師
を
亡
く
し
た

悲
し
み
を
切
々
と
訴
え
た
。

　

 

こ
こ
ア
メ
リ
カ
で
は
私
た
ち
の
多
く
が
、
友
人
で
、
賢
者
で
、
思
慮
深
い
評

議
員
で
、
東
洋
を
知
る
頼
み
の
綱
を
失
っ
た
こ
と
を
痛
切
に
感
じ
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
あ
な
た
の
ほ
う
が
、
そ
の
死
を
い
か
に
強
く
感
じ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
い
つ
も
行
動
を
と
も
に
し
、
長
年
と
て
も
親
し
く
し
て

き
た
同
国
人
な
の
で
す
か
ら
。
ま
ず
は
、
彼
の
ご
家
族
に
、
特
に
悲
し
み
に

く
れ
る
奥
様
に
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
彼
を
よ
く
知
る
日

本
の
あ
な
た
方
に
申
し
上
げ
ま
す
。
最
後
に
、
発
言
者
の
舌
を
失
っ
た
あ
な

た
の
国
に
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
の
舌
が
話
す
こ
と
を
許
さ
れ
た

な
ら
、
あ
る
い
は
話
そ
う
と
し
た
な
ら
ば
、
お
国
を
さ
ら
に
偉
大
に
し
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
国
々
は
嘆
き
悲
し
ん
で
い
ま
す
。
と
り
わ
け
日
本
、
イ
ン

ド
、
ア
メ
リ
カ
の
三
国
は
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
三
国
の
う
ち
、
時

間
が
経
つ
に
つ
れ
て
彼
の
不
在
を
最
も
強
烈
に
感
じ
る
よ
う
に
な
る
の
は
私

の
国
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
あ
な
た
の
お
国
は
、
彼
の
偉
大
な
知
恵
と
知
識

に
同
じ
言
葉
で
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
し
、
そ
れ
ら
が
あ
な
た
方

に
与
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
疑
い
よ
う
も
な
い
か
ら
で
す
。
イ
ン
ド
は
お
そ

ら
く
彼
の
友
情
の
価
値
を
ほ
と
ん
ど
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
一
方
ア
メ
リ
カ

は
、
こ
こ
最
近
の
数
年
間
で
彼
の
存
在
が
も
た
ら
し
た
恩
恵
に
気
づ
き
始
め

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
彼
が
私
た
ち
に
与
え
た
大
き
な
良
い
財
産
で
す
。
彼
が

二
度
と
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
今
、
私
た
ち
は
心
か
ら
深
く
嘆
き
悲
し
ん
で
い

ま
す
。
彼
を
呼
び
戻
す
こ
と
が
で
き
る
の
な
ら
そ
う
す
る
の
に
！
し
か
し
、
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私
た
ち
に
そ
の
よ
う
な
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。
謙
虚
に
お
辞
儀
を
し
て
顔
を
あ

げ
て
、
彼
が
惜
し
み
な
く
与
え
て
く
れ
た
物
事
に
感
謝
し
、
か
つ
て
「
東
洋

美
術
世
界
」
の
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
た
偉
大
な
友
人
に
称
賛
と
名
誉
を
与

え
ま
す
。
彼
が
教
え
て
く
れ
た
精
神
を
私
は
決
し
て
忘
れ
な
い
で
し
ょ
う

し
、
私
が
死
ん
で
も
後
に
続
く
者
が
い
て
、
後
世
ま
で
残
る
と
信
じ
て
い
ま

す）
36
（

。

書
簡
に
は
デ
ン
マ
ン
・
ウ
ォ
ル
ド
・
ロ
ス
か
ら
岡
倉
覚
三
と
の
思
い
出
を
記
念

し
て
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
寄
贈
さ
れ
た
中
国
の
仏
像
に
関
す
る
新
聞
記
事“R

are 

C
hinese stone given A

rt M
useum

”

（
十
月
十
六
日
号
）
が
同
封
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
書
簡
か
ら
、
岡
倉
没
後
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
が
中
国
日
本
美
術
部
運

営
に
お
け
る
彼
の
理
念
や
計
画
を
引
き
継
ぎ
、
東
洋
美
術
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形

成
と
普
及
に
尽
力
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
こ
と
、
そ
の
た
め
に
専
門
家
委
員
会
の

設
立
を
計
画
し
、
新
納
ら
に
引
き
続
き
日
本
人
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
協
力
を
要
請
し

た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
新
納
は
美
術
館
の
要
請
を
受
け
て
、
引
き

続
き
美
術
品
鑑
定
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
の
援
助
を
通
し
て
、
日
本
と
ボ
ス
ト
ン

美
術
館
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
岡
倉
の
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
勤
務
時
代
は
、
新
納

の
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
盤
が
形
成
さ
れ
た
、
い
わ
ば
萌
芽
期
と
位
置
づ

け
て
良
い
だ
ろ
う
。
岡
倉
を
仲
介
に
ス
タ
ー
ト
し
た
新
納
の
美
術
交
流
は
、
一
年

間
に
わ
た
る
美
術
館
勤
務
で
広
が
り
、
そ
の
後
の
相
互
交
流
に
よ
っ
て
深
化
し
て

い
っ
た
。
岡
倉
没
後
も
、
美
術
館
は
岡
倉
の
理
念
を
尊
重
し
、
そ
れ
を
共
有
す
る

新
納
ら
日
本
の
関
係
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。
要

請
を
受
け
て
、
新
納
は
中
国
日
本
美
術
部
の
鑑
査
顧
問
を
継
続
す
る
こ
と
と
な

る
。し

か
し
な
が
ら
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
で
新
納
が
ど
の
よ
う
な
美
術
品
を
修
復
し

た
の
か
は
い
ま
だ
明
確
で
は
な
い
。
果
た
し
て
美
術
品
修
復
が
業
務
で
あ
っ
た
の

か
も
、
さ
ら
な
る
調
査
を
通
し
て
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
時

に
、
日
英
博
覧
会
へ
の
参
画
や
欧
州
お
よ
び
エ
ジ
プ
ト
歴
訪
に
つ
い
て
は
ボ
ス
ト

ン
関
係
者
以
外
の
「
新
納
資
料
」
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
明
ら
か
に

し
た
こ
と
を
も
と
に
、
大
正
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
国
際
的
な
活
動
の
広

が
り
、
戦
時
期
の
断
絶
、
そ
し
て
戦
後
期
の
復
活
と
い
う
美
術
交
流
の
視
座
か
ら
、

新
納
の
文
化
財
保
護
に
従
事
し
た
生
涯
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

附
記

本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費18K

00183

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
本

稿
は
日
本
比
較
文
学
会
東
京
支
部
例
会
（
二
〇
一
九
年
四
月
二
十
日
）
に
お
け
る

報
告
の
一
部
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。「
新
納
資
料
」
の
調
査
に
関
し
て
は
茨

城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
の
中
田
智
則
氏
、
お
よ
び
茨
城
県
近
代
美
術
館
の
稲

葉
睦
子
氏
、
資
料
解
読
に
関
し
て
は
本
学
教
育
学
部
の
小
林
英
美
氏
の
協
力
を
得

た
。
記
し
て
謝
辞
を
表
し
た
い
。　

註（
1
） 『
新
納
忠
之
介
五
十
回
忌
記
念　

仏
像
修
理
五
十
年
』（
財
団
法
人
美
術
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院
、
二
〇
〇
三
年
）、
新
納
義
雄
「
日
本
美
術
院
に
よ
る
国
宝
修
理
―
明

治
三
十
年
代
の
彫
刻
修
理
を
中
心
に
」（『
ワ
タ
リ
ウ
ム
美
術
館
の
岡
倉
天

心
・
研
究
会
』、
右
文
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）、
西
村
杏
太
郎
「
岡
倉
天
心

と
文
化
財
保
護
―
美
術
院
に
受
け
継
が
れ
る
伝
統
」（『
岡
倉
天
心
と
文

化
財
』、
茨
城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
が
あ
る
。

公
益
財
団
法
人
美
術
院
で
行
わ
れ
た
文
化
財
修
理
に
つ
い
て
は
『
美
術
院

紀
要
』
第
一
巻
～
第
八
巻
（
公
益
財
団
法
人
美
術
院
、
一
九
六
九
年
～

二
〇
一
六
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
2
） 

拙
著
『
岡
倉
天
心
の
比
較
文
化
史
的
研
究
―
ボ
ス
ト
ン
で
の
活
動
と
芸
術

思
想
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
一
八
三
～
一
八
五
頁
。

（
3
） 

拙
著
『
洋
々
無
限
―
岡
倉
天
心
・
覚
三
と
弟
由
三
郎
』（
里
文
出
版
、

二
〇
一
七
年
）
一
七
八
～
一
七
九
頁
。

（
4
） 『
茨
城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
所
蔵　

新
納
忠
之
介
旧
蔵
資
料
目
録
Ⅰ
』

（
茨
城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
、
二
〇
一
六
年
、
以
下
『
新
納
忠
之
介

旧
蔵
資
料
目
録
』）、『
新
納
忠
之
介
旧
蔵
資
料
目
録
Ⅱ
』（
茨
城
県
天
心
記

念
五
浦
美
術
館
、
二
〇
一
八
年
）、『
新
納
忠
之
介
旧
蔵
資
料
目
録
Ⅲ
』（
茨

城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
、
二
〇
一
九
年
）。

（
5
） “N

otes of A
d

d
ress D

elivered
 b

y M
r. O

K
A

K
U

R
A

 to th
e 

C
om

m
ittee on the M

useum
”,  O

kakura K
akuzo C

ollected E
nglish 

W
ritings 3, H

eibonsha, 1984, p. 360.

（
6
） O

kakura K
akuzo, “Japanese and C

h
inese P

aintings in th
e 

M
useum

”, O
kakura

　K
akuzo C

ollected E
nglish W

ritings 2, 

H
eibonsha, 1984, pp. 86-87.

（
7
） 

拙
論
「
岡
倉
覚
三
の
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
中
国
日
本
美
術
部
経
営
―
美
術
館

教
育
を
中
心
に
―
」（『
文
化
資
源
学
』六
、
二
〇
〇
八
年
）二
三
～
三
五
頁
。

（
8
） 『
岡
倉
天
心
全
集
』
六
（
平
凡
社
、
一
九
八
〇
年
）
一
九
八
～
一
九
九
頁
。

（
9
） 

同
右
書
、
二
〇
一
頁
。

（
10
） 

同
右
書
、
二
〇
四
頁
。

（
11
） 

同
右
書
、
二
一
四
頁
。

（
12
） 

同
右
書
、
二
一
六
頁
。

（
13
） 

松
本
楢
重
「
古
拙
翁
懐
旧
談
叢
」（
一
九
四
九
年
）（『
新
納
忠
之
介
五
十

回
忌
記
念　

仏
像
修
理
五
十
年
』、
財
団
法
人
美
術
院
、
二
〇
〇
三
年
）

九
八
～
九
九
頁
。

（
14
） 

新
納
宛
ラ
ン
グ
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
ナ
ー
書
簡
、
茨
城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術

館
所
蔵
「
新
納
資
料
」。

（
15
） 

註（
8
）前
掲
書
、
三
三
三
～
三
三
四
頁
。

（
16
） 

註（
8
）前
掲
書
、
三
三
四
～
三
三
五
頁
。

（
17
） 

松
本
註（
12
）前
掲
書
、
九
九
頁
。
文
中
の
「
フ
ェ
ノ
ロ
サ
」
は
ア
ー
ネ
ス

ト
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、「
ビ
ゲ
ロ
ー
」
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ス
タ
ー
ジ
ス
・
ビ
ゲ
ロ
ー
、「
モ
ー
ル
ス
」
は
エ
ド
ワ
ー
ド
・
シ
ル
ベ
ス

タ
ー
・
モ
ー
ス
、「
ロ
ー
ス
」
は
デ
ン
マ
ン
・
ロ
ス
を
指
す
。

（
18
） “D

epartm
ent of C

hinese and Japanese A
rt, ” M

useum
 of Fine A

rts 

B
ulletin 7, 1909, p.59.

（
19
） 

新
納
忠
之
介
の
日
記
、「
新
納
資
料
」。

（
20
） 
松
本
註（
12
）前
掲
書
、
九
九
頁
。

（
21
） 
新
納
宛
ロ
レ
ー
ン
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
書
簡
、「
新
納
資
料
」。

（
22
） 

新
納
宛
ロ
ー
ラ
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
書
簡
、「
新
納
資
料
」。

（
23
） 

新
納
宛
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
・
カ
ー
シ
ョ
ウ
の
葉
書
、
お
よ
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び
新
納
宛
ジ
ョ
ン
・
ア
ー
サ
ー
・
マ
ッ
ク
リ
ー
ン
の
葉
書
、「
新
納
資

料
」。

（
24
） 
新
納
す
ま
宛
新
納
忠
之
介
・
岡
倉
由
三
郎
・
ラ
ン
グ
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
ナ
ー

の
葉
書
、「
新
納
資
料
」。

（
25
） 

註（
8
）前
掲
書
、
三
六
八
～
三
六
九
頁
。

（
26
） 

日
英
博
覧
会
事
務
局　

辞
令
・
新
納
忠
之
介
宛
「
新
納
資
料
」。『
新
納
忠

之
介
旧
蔵
資
料
目
録
Ⅱ
』一
九
頁
に
資
料
の
画
像
と
原
文
が
掲
載
さ
れ
る
。

（
27
） 『
岡
倉
天
心
全
集
』
七
（
平
凡
社
、
一
九
八
〇
年
）
六
二
頁
。

（
28
） 

新
納
宛
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
・
カ
ー
シ
ョ
ウ
書
簡
、「
新
納

資
料
」。『
新
納
忠
之
介
旧
蔵
資
料
目
録
Ⅱ
』
三
七
、三
八
頁
に
資
料
の
画

像
と
原
文
が
掲
載
さ
れ
る
。

（
29
） 

註（
27
）前
掲
書
、
二
四
九
頁
。

（
30
） 

イ
ザ
ベ
ラ
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
宛
新
納
の
手
紙
、
墨
書
、
英

訳
タ
イ
プ
稿
付
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
ボ
ス
ト
ン
公
共
図
書
館
所
蔵
。

こ
の
書
簡
に
は
英
訳
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
岡
倉
由
三
郎
か
富
田
幸
次
郎

が
訳
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

（
31
） 

新
納
宛
イ
ザ
ベ
ラ
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
書
簡
「
新
納
資
料
」。

『
新
納
忠
之
介
旧
蔵
資
料
目
録
Ⅱ
』
三
九
頁
に
画
像
と
原
文
が
掲
載
さ
れ

る
。

（
32
） 

新
納
宛
ア
ー
サ
ー
・
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
書
簡
「
新
納
資
料
」。『
新
納
忠
之

介
旧
蔵
資
料
目
録
Ⅱ
』
三
三
頁
に
註（
32
）～（
34
）の
資
料
の
画
像
と
原
文

が
掲
載
さ
れ
る
。

（
33
） 

ア
ー
サ
ー
・
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
宛
新
納
書
簡
「
新
納
資
料
」。

（
34
） 

新
納
宛
ア
ー
サ
ー
・
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
書
簡
「
新
納
資
料
」。

（
35
） 

新
納
宛
ア
ー
サ
ー
・
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
書
簡
「
新
納
資
料
」。『
新
納
忠
之

介
旧
蔵
資
料
目
録
Ⅱ
』
三
四
頁
に
資
料
の
画
像
と
原
文
が
掲
載
さ
れ
る
。

（
36
） 

新
納
宛
ジ
ョ
ン
・
ア
ー
サ
ー
・
マ
ッ
ク
リ
ー
ン
書
簡
「
新
納
資
料
」。『
新

納
忠
之
介
旧
蔵
資
料
目
録
Ⅱ
』
四
〇
頁
に
画
像
と
原
文
が
掲
載
さ
れ
る
。

（
二
〇
一
九
年
六
月
二
日
受
理
）

︹
し
み
ず　

え
み
こ
／
所
員
・
本
学
全
学
教
育
機
構
准
教
授
︺



【
論

文
】

　
　
大
川
周
明
の
世
界
構
想
に
お
け
る

　
　
　「
大
東
亜
戦
争
」
の
意
味
に
つ
い
て
（
前
篇
）

　
　
　
　

―
日
本
の
「
曖
昧
性
」
と
新
た
な
世
界
像
の
模
索

―

菅
　

谷
　
　
　

務
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あ
る
理
想
か
ら
歴
史
の
リ
ア
リ
テ
ィ
に
達
す
る
の
で
は
な
い
。
歴
史
の

リ
ア
リ
テ
ィ
に
突
き
当
た
る
事
が
、
歴
史
の
理
想
を
語
ら
せ
る
の
だ
。

（
小
林
秀
雄
「
歴
史
に
つ
い
て
」（
林
房
雄
と
の
対
談
）

『
文
学
界
』
昭
和
一
五
年
一
二
月
号
）

　
　
　

 

日
本
人
は
ア
メ
リ
カ
が
こ
れ
ま
で
に
国
を
あ
げ
て
戦
っ
た
敵
の
中
で
、

最
も
気
心
の
知
れ
な
い
敵
で
あ
っ
た
。
大
国
を
敵
と
す
る
戦
い
で
、
こ

れ
ほ
ど
は
な
は
だ
し
く
異
な
っ
た
行
動
と
思
想
の
習
慣
を
考
慮
の
中
に

置
く
必
要
に
迫
ら
れ
た
こ
と
は
、
今
ま
で
に
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
中
略
）
西
洋
諸
国
が
人
間
の
本
性
に
属
す
る
こ
と
が
ら
と
し
て
承
認

す
る
に
い
た
っ
た
戦
時
慣
例
は
、
明
ら
か
に
日
本
人
の
眼
中
に
は
な

か
っ
た
。 

（
ル
ー
ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
『
菊
と
刀
』）

一　
「
東
京
裁
判
史
観
」
と
近
代
日
本
の
「
曖
昧
性
」

1　
「
文
明
裁
判
」
と
し
て
の
「
東
京
裁
判
」　　

大
川
周
明
が
太
平
洋
戦
争
中
に
ラ
ジ
オ
や
雑
誌
を
通
し
て
大
い
に
国
民
の
戦
意

を
煽
り
、
軍
国
主
義
の
一
翼
を
担
っ
て
侵
略
戦
争
に
加
担
し
た
と
い
う
こ
と
が
、

戦
後
の
東
京
裁
判
に
お
い
て
民
間
人
で
唯
一
人
の
Ａ
級
戦
犯
と
し
て
起
訴
さ
れ
た

こ
と
の
主
た
る
理
由
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
裁
判
中
に
梅
毒
性
の
進
行
性

神
経
麻
痺
が
発
症
し
た
し
た
こ
と
も
加
わ
り
、
裁
判
か
ら
は
外
さ
れ
た
も
の
の
そ

の
思
想
家
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
は
ほ
ぼ
失
墜
の
極
み
に
達
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。

そ
の
後
、
何
人
か
の
歴
史
研
究
者
や
思
想
史
家
の
地
道
な
研
究
に
よ
っ
て
部
分
的

に
は
そ
の
原
像
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
見
れ
ば
、
私
た
ち

は
今
も
っ
て
「
東
京
裁
判
史
観
」
と
い
う
も
の
の
枠
組
み
か
ら
は
自
由
で
は
な
く
、

し
た
が
っ
て
大
川
周
明
に
つ
い
て
も
依
然
と
し
て
「
超
国
家
主
義
者
」「
右
翼
の

大
物
」
と
い
う
通
俗
的
な
認
識
の
域
を
超
え
ず
、
真
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
も
っ
た
全

体
像
お
よ
び
そ
の
思
想
史
上
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
謎
め
い
た
ま
ま
と
い
う
状

況
が
続
い
て
い
る
。

そ
の
最
大
の
理
由
の
ひ
と
つ
「
東
京
裁
判
史
観
」
と
い
う
も
の
は
、
よ
く
い
わ

れ
る
よ
う
に
勝
者
が
敗
者
を
裁
く
と
い
う
意
味
で
政
治
裁
判
の
典
型
で
あ
る
だ
け

で
は
な
く
、
連
合
国
側
の
価
値
基
準
と
そ
の
論
理
に
よ
っ
て
歴
史
を
裁
い
た
と
い

う
意
味
に
お
い
て
は
間
違
い
な
く
「
文
明
裁
判
」
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

政
治
の
延
長
と
し
て
の
戦
争
に
対
し
て
「
政
治
裁
判
」
と
い
う
か
た
ち
で
の
ケ
ジ

メ
の
つ
け
方
は
そ
れ
な
り
の
「
合
理
性
」
も
あ
る
が
、「
文
明
」
が
「
文
明
」
を

裁
く
と
い
う
こ
と
は
そ
れ
自
体
成
立
す
る
こ
と
で
は
な
い
。「
文
明
」
と
い
う
も

の
が
一
定
の
自
然
環
境
と
風
土
的
条
件
の
下
に
長
い
時
間
の
な
か
で
徐
々
に
形

成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
性
を
も
つ
人
間
集
団
の
生
き
方
の
総
体
的
表
現
で
あ

り
、
諸
文
化
を
は
じ
め
と
し
て
法
や
政
治
の
母
体
で
あ
る
以
上
、
一
方
の
「
文
明
」

が
他
方
の
「
文
明
」
を
法
的
・
政
治
的
に
裁
く
と
い
う
こ
と
は
原
理
的
に
あ
り
得

な
い
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
「
東
京
裁
判
史
観
」
の
立
場
か
ら
「
太
平

洋
戦
争
」（
日
露
戦
争
以
降
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
太
平
洋
進
出
政
策
か
ら
の
命
名
）

の
意
味
に
つ
い
て
語
ら
れ
、
そ
し
て
語
る
と
き
、
多
く
の
日
本
人
の
心
の
奥
底
で

は
「
曖
昧
さ
」
が
残
り
、
な
に
か
し
ら
割
り
切
れ
な
い
も
の
を
感
じ
て
い
る
こ
と

は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
憲
法
改
正
問
題
を
め
ぐ
る
諸
論
議
を
待

つ
ま
で
も
な
く
、
対
米
、
対
中
韓
関
係
に
お
け
る
歴
代
の
政
府
の
外
交
姿
勢
や
そ

れ
ら
に
対
す
る
国
民
の
態
度
の
不
明
瞭
さ
に
表
明
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
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こ
う
し
た
こ
と
の
根
柢
に
は
日
本
人
の
思
想
と
行
動
の
在
り
方
お
よ
び
そ
の
表

現
の
仕
方
に
、
西
欧
思
想
史
の
文
脈
か
ら
い
え
ば
、「
正
統
主
義
」
に
対
立
す
る

「
異
端
思
想
」
と
し
て
絶
え
ず
弾
圧
と
排
除
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
「
神
秘
主
義
」

思
想
と
類
似
す
る
も
の
が
あ
り
、
こ
う
し
た
思
想
史
的
背
景
が
連
合
国
側
と
日
本

側
と
の
間
の
意
思
疎
通
上
の
障
壁
と
な
り
、
結
果
と
し
て
西
欧
的
価
値
観
と
そ
れ

に
基
づ
く
英
米
法
に
よ
る
一
方
的
な
裁
判
の
展
開
を
加
速
さ
せ
、「
敗
戦
」
と
い

う
勝
ち
負
け
の
結
果
だ
け
を
も
っ
て
日
本
が
掲
げ
て
戦
っ
た
大
東
亜
戦
争
の
理
念

と
そ
の
思
想
的
意
味
ま
で
断
罪
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
の
隠
さ
れ
た
要
因
と
し
て
は

た
ら
い
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現
在
文
庫
本
化
さ
れ
て
い
て
誰
に
で
も

容
易
に
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
『
東
京
裁
判　

日
本
の
弁
明
』（
小
堀
圭
一
郎

編　

一
九
九
五
）
や
『
秘
録　

東
京
裁
判
』（
清
瀬
一
郎
著　

一
九
八
六
）
な
ど

に
記
さ
れ
て
い
る
弁
明
の
主
旨
を
虚
心
に
読
ん
で
み
る
と
、
ど
う
し
て
も
そ
う
し

た
感
を
禁
じ
得
な
い
の
で
あ
る
。
前
者
は
極
東
国
際
裁
判
所
の
裁
判
長
に
よ
っ
て

却
下
さ
れ
た
弁
護
側
が
作
成
し
た
膨
大
な
提
出
資
料
の
う
ち
か
ら
重
要
な
一
八
編

を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
日
本
人
弁
護
団
の
副
団
長
で
東
条
英
機
の
主

任
弁
護
人
を
務
め
た
清
瀬
一
郎
に
よ
る
日
本
側
の
弁
論
の
大
要
を
述
べ
た
も
の
で

あ
る
。

さ
ら
に
東
京
裁
判
に
お
い
て
規
範
と
さ
れ
た
戦
時
国
際
法
の
解
釈
と
適
用
を
め

ぐ
る
英
米
法
と
大
陸
法
と
の
違
い
が
問
題
と
し
て
浮
上
す
る
一
方
で
、
大
陸
法
に

準
拠
し
な
が
ら
独
自
の
主
張
を
展
開
し
た
日
本
側
弁
護
団
の
立
場
が
裁
判
の
過
程

中
ほ
と
ん
ど
裁
く
側
の
思
慮
の
枠
外
に
お
か
れ
、
判
決
に
ほ
と
ん
ど
反
映
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
の
根
柢
に
は
、
目
的
合
理
性
の
観
点
か
ら
緻
密
な
論
理
、
分

析
と
綜
合
、
厳
密
な
実
証
な
ど
に
よ
る
「
客
観
性
」
を
標
榜
し
て
き
た
社
会
科
学

お
よ
び
人
文
科
学
の
基
本
概
念
が
西
欧
文
明
と
い
う
母
体
か
ら
の
所
産
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
が
法
文
の
解
釈
と
適
用
に
無
言
の
作
用
を
あ
た
え
て
い
た
と
い
う
こ
と

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
点
か
ら
考
え
る
と
、
た
と
え
ば
「
国
家
」、「
社
会
」、「
共
同
体
」、

「
国
民
」、「
階
級
」、「
社
会
主
義
」、「
帝
国
主
義
」、「
全
体
主
義
」、「
フ
ァ
シ
ズ

ム
」
な
ど
と
い
う
社
会
科
学
の
キ
ー
ワ
ー
ド
ひ
と
つ
を
と
っ
て
み
て
も
本
来
そ
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
と
受
容
の
さ
れ
方
は
そ
れ
ぞ
れ
の
文
明
や
文
化
の
在
り
方
に
よ

り
多
様
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
意
味
内
容
に
つ
い
て
は
一
義
的
に
確
定
さ
れ
定
義

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
科
学
や
人
文
科
学
の
言
葉
で

歴
史
的
社
会
的
事
象
を
語
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
高
度
の
形
式
性
を
も
つ
抽
象
概
念

と
し
て
の
自
己
限
定
の
下
で
は
た
い
へ
ん
有
効
で
あ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
の
多
く

の
実
績
が
示
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
が
、
各
文
明
の
も
つ
価
値
体
系
の
独
自
性

を
踏
ま
え
る
こ
と
な
く
あ
た
か
も
普
遍
的
な
実
体
概
念
で
あ
る
か
の
よ
う
に
し
て

一
様
に
適
用
さ
れ
る
と
言
葉
と
論
理
に
よ
る
「
暴
力
」
と
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
前
提
で
あ
り
目
的
で
も
あ
る
自
―
他
間
の
回
路
の
洞
開
と
合
意
の
形
成

で
あ
る
は
ず
の
も
の
が
相
手
方
を
屈
服
さ
せ
支
配
す
る
た
め
の
手
段
と
化
す
こ
と

に
も
な
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
帝
国
主
義
」
や
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
と
い
う

社
会
科
学
の
言
葉
が
安
易
に
敵
対
す
る
国
の
動
き
に
対
す
る
非
難
の
言
葉
と
し
て

使
わ
れ
る
と
き
、
歴
史
の
重
要
な
側
面
を
無
視
し
た
恰
好
の
政
治
的
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
に
転
換
し
て
き
た
こ
と
は
国
際
政
治
の
現
実
を
一
目
す
る
だ
け
で
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。

後
述
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
端
を
発
し
西
欧
世
界
で
形
成
さ

れ
た
「
国
民
国
家
」
と
い
う
概
念
が
、
近
代
国
家
の
モ
デ
ル
と
し
て
日
本
や
中
国
、

朝
鮮
を
は
じ
め
ア
ジ
ア
諸
国
、
イ
ス
ラ
ム
諸
国
に
そ
の
ま
ま
了
解
さ
れ
受
け
容
れ

ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
歴
史
的
事
実
と
は
明
ら
か
に
齟
齬
し
て
い
る
。
そ
こ
に
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は
暴
力
を
と
も
な
う
西
欧
世
界
の
圧
倒
的
な
衝
撃
を
受
け
て
、
各
文
明
は
あ
ら
た

め
て
自
か
ら
の
文
明
の
存
立
根
拠
と
そ
の
正
統
性
を
問
い
直
し
、
そ
の
新
た
な
再

編
へ
向
け
て
の
血
み
ど
ろ
の
戦
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ム
圏
も
含
め
て

広
い
意
味
に
お
け
る
ア
ジ
ア
の
「
近
代
」
と
は
こ
の
問
い
直
し
と
再
建
（
イ
ス
ラ

ム
圏
で
は
「
イ
ス
ラ
ム
復
興
運
動
」
と
呼
ば
れ
る
）
に
向
か
っ
て
の
苦
難
に
満
ち

た
過
程
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
も
あ
れ
、
こ
こ
で
前
も
っ
て
押

さ
え
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
こ
う
し
た
激
動
の
ア
ジ
ア
・
イ
ス
ラ
ム
圏
の
「
近
代

化
」
の
底
流
に
は
「
国
民
国
家
」
と
い
う
形
態
と
は
異
質
な
も
う
ひ
と
つ
の
国
家

の
在
り
方
、
す
な
わ
ち
超
国
家
的
な
結
合
へ
の
模
索
に
向
か
う
衝
動
が
ウ
ェ
ス
タ

ン
イ
ン
パ
ク
ト
の
当
初
か
ら
す
で
に
伏
在
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。　
　

さ
ら
に
い
え
ば
、
戦
争
や
革
命
と
い
う
よ
う
な
歴
史
を
揺
る
が
す
よ
う
な
大
き

な
出
来
事
に
対
す
る
歴
史
的
評
価
に
つ
い
て
は
少
な
く
と
も
数
世
紀
単
位
の
長
い

ス
パ
ン
と
文
明
や
国
家
の
底
に
あ
り
そ
れ
ら
の
枠
を
超
え
る
広
汎
で
深
い
領
域
か

ら
の
合
意
（
共
通
認
識
）
の
形
成
が
前
提
と
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

う
し
た
合
意
の
も
と
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
歴
史
的
大
事
件
と
い
わ
れ
る
も
の
に

対
す
る
公
正
か
つ
有
用
な
一
定
の
評
価
を
下
す
立
場
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
り
、
こ
こ
が
学
問
的
・
文
明
論
的
判
断
が
政
治
的
判
断
と
本
質
的
に
違
う
と
こ

ろ
で
あ
る
。

2　
「
神
秘
主
義
」
の
世
界
観

そ
こ
で
、
世
界
の
人
々
の
広
汎
で
深
い
と
こ
ろ
か
ら
の
合
意
形
成
の
基
点
と
な

る
も
の
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
が
古

来
よ
り
各
文
明
の
政
治
共
同
体
が
共
通
に
抱
え
て
き
た
政
治
哲
学
上
の
難
問
で

あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
現
代
に
お
い
て
は
、
原
子
力
兵
器
の
登
場
に

よ
る
人
類
絶
滅
の
可
能
性
や
、
生
態
系
の
破
壊
に
よ
る
人
類
生
存
の
危
機
な
ど
地

球
環
境
の
悪
化
に
対
す
る
共
通
の
危
機
意
識
の
共
有
な
ど
が
戦
争
を
含
む
人
類
規

模
の
問
題
解
決
の
大
枠
を
決
め
て
い
く
上
で
の
合
意
形
成
の
基
点
と
し
て
世
界
共

通
の
認
識
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
生
き
生
き
と

し
た
「
生
命
」
の
流
れ
が
途
絶
さ
れ
る
こ
と
へ
の
深
刻
な
危
機
意
識
の
自
覚
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
人
類
生
存
上
の
危
機
を
も
た
ら
す
原
因
を
そ
の
根
源
に
ま

で
た
ど
っ
て
い
け
ば
、
ど
う
し
て
も
人
間
の
「
こ
こ
ろ
」
と
い
う
き
わ
め
て
輪
郭

の
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
の
在
り
方
に
突
き
当
た
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
「
こ

こ
ろ
」
の
領
域
の
問
題
と
し
て
共
通
の
合
意
形
成
の
基
点
を
探
ろ
う
と
す
る
と
、

こ
れ
を
宗
教
（
＝
思
想
）
の
領
域
に
求
め
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
り
、
と
り
わ
け

人
々
の
「
こ
こ
ろ
」
の
動
き
に
無
意
識
の
う
ち
に
作
用
し
て
い
る
の
は
宗
教
（
＝

思
想
）
の
根
柢
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
、
あ
る
「
世
界
観
」
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
「
世
界
観
」
と
は
何
を
表
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、

こ
れ
ま
で
の
文
化
人
類
学
や
深
層
心
理
学
な
ど
の
業
績
が
明
ら
か
に
し
て
き
た
よ

う
に
、
あ
ら
ゆ
る
宗
教
の
原
初
形
態
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
体
系
の
内
奥
に

脈
打
っ
て
お
り
、「
シ
ン
ボ
ル
」（「
象
徴
」）
と
い
う
形
で
し
か
形
象
化
で
き
な

い
「
生
命
」
と
い
う
も
の
の
流
れ
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
思

想
や
宗
教
の
か
た
ち
が
そ
れ
を
原
初
の
状
態
で
保
ち
「
イ
メ
ー
ジ
」
と
し
て
浮
か

び
上
が
ら
せ
活
性
化
す
る
役
割
り
を
担
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
想
起

さ
れ
る
の
は
「
神
秘
主
義
」
と
い
う
烙
印
を
押
さ
れ
て
き
た
「
異
端
」
の
宗
教
で

あ
り
、
そ
れ
が
持
つ
世
界
観
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
科
学
、
哲
学
、
芸
術
な
ど
の
き

わ
め
て
広
範
囲
に
わ
た
る
秩
序
世
界
（「
コ
ス
モ
ス
」）
の
母
体
で
あ
り
、
そ
れ
自

身
は
「
カ
オ
ス
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
秩
序
の
側
か
ら
は
絶
え
ず
警
戒
、
隠
蔽
、
弾
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圧
、
排
除
の
対
象
と
な
り
な
が
ら
も
歴
史
の
底
に
伏
流
し
人
々
の
心
の
奥
底
に
存

在
し
生
き
つ
づ
け
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
世
界
の
「
始
源
」
が
言
語

の
枠
を
超
え
た
も
の
で
あ
り
言
葉
で
は
語
り
尽
く
せ
な
い
の
と
同
様
、
そ
れ
自
体

を
決
し
て
分
析
と
綜
合
を
方
法
論
と
す
る
科
学
や
論
理
的
な
言
語
表
現
で
は
直
接

全
体
像
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
根
源
的
な
世
界
の
実
相
と
い
っ
て
よ
い
。

こ
れ
ま
で
西
欧
の
「
正
統
思
想
」
は
そ
の
正
当
性
の
根
拠
を
四
～
五
世
紀
か
ら

の
中
世
以
降
、
キ
リ
ス
ト
教
文
明
で
い
う
世
俗
と
超
絶
し
天
空
高
く
鎮
座
す
る

「
神
」
や
近
代
の
「
契
約
国
家
観
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
人
間
の
「
理
性
」
の
外

在
化
と
し
て
の
諸
ル
ー
ル
お
よ
び
政
府
、議
会
な
ど
「
制
度
」
と
い
う
人
間
の
「
身

体
」
と
「
こ
こ
ろ
」
に
と
っ
て
い
わ
ば
外
在
的
な
も
の
に
、
す
な
わ
ち
物
象
化
＝

疎
外
化
（
対
象
化
）
さ
れ
た
も
の
に
求
め
て
き
た
。
し
か
し
、
西
欧
に
は
古
代
以

来
も
う
ひ
と
つ
の
思
想
の
流
れ
が
伏
在
し
て
お
り
、
そ
れ
が
ユ
ダ
ヤ
教
の
カ
バ

ラ
、
キ
リ
ス
ト
教
の
グ
ノ
ー
シ
ス
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
ス
ー
フ
ィ
ー
な
ど
の
い
わ
ゆ

る
「
神
秘
主
義
思
想
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
神
秘
主
義
思
想
」

は
「
異
端
」
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
「
正
統
主
義
」
か
ら
は
絶
え
ず
弾
圧
を
受
け
排

除
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
西
欧
宗
教
史
に
み
え
る
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
「
神
秘
主
義
思
想
」
は
そ
の
源
流
を
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
に
発
し
、
そ
こ
に
お

い
て
イ
ン
ド
、
中
国
の
思
想
と
融
合
し
、
さ
ら
に
ギ
リ
シ
ャ
思
想
を
吸
収
し
て
か

た
ち
を
整
え
な
が
ら
、
中
世
国
家
や
近
代
国
家
下
に
お
け
る
数
々
の
弾
圧
に
も
耐

え
て
現
在
に
い
た
る
ま
で
深
く
民
衆
の
生
活
世
界
に
根
を
下
ろ
し
て
お
り
、
い
わ

ば
西
欧
宗
教
史
の
基
層
を
な
し
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
「
神
秘
主
義
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
や
地
域
、
宗
教
に
よ
っ
て

多
様
な
形
態
を
と
る
が
、
そ
の
核
と
な
る
べ
き
も
の
は
「
神
人
合
一
」
と
い
う
思

想
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
は
潜
在
能
力
と
し
て
直
接
「
神
」、
あ
る
い
は
「
宇

宙
」
の
は
た
ら
き
（
個
別
の
生
命
に
対
し
て
「
大
生
命
」
と
い
わ
れ
る
）
に
通
じ

る
資
質
（
＝
「
神
性
」）
を
賦
与
さ
れ
て
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
誰
も

が
自
力
に
よ
っ
て
自
己
の
内
部
に
神
を
見
る
潜
在
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を

前
提
と
す
る
宗
教
形
態
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
要
す
る
に
自
己
の
内
部

に
全
宇
宙
を
見
、
同
時
に
全
宇
宙
に
自
己
の
遍
在
を
見
る
こ
と
を
世
界
観
と
し
て

い
る
思
想
と
い
っ
て
よ
い
。
西
欧
世
界
に
お
い
て
世
俗
の
上
に
君
臨
す
る
正
統
神

学
か
ら
「
神
秘
主
義
」
が
非
難
と
迫
害
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
の
は
、
そ
の
教
義

の
な
か
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
国
教
化
以
降
、
神
と
人
と
を
媒
介
す
る
唯
一
の
地
上

の
権
威
と
し
て
の
強
大
な
教
会
組
織
と
鞏
固
な
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
基
盤
と
し
た
キ

リ
ス
ト
教
世
界
が
根
底
か
ら
否
定
さ
れ
る
危
険
性
の
あ
る
こ
と
を
教
父
側
が
察
知

し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
人
々
の
信
仰
の
証
し
は
あ
く
ま
で
も
教
会
と
い
う
外
形
的

制
度
が
定
め
る
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
過
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
認
め
ら
れ

る
仕
組
み
で
あ
り
、
絶
対
主
義
時
代
の
「
王
権
神
授
説
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

そ
れ
が
同
時
に
王
権
に
よ
る
世
俗
世
界
の
支
配
を
最
終
的
に
保
障
す
る
権
威
の
源

泉
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
に
二
〇
世
紀
に
な
っ
て
Ｃ
・
Ｇ
・
ユ
ン
グ
ら
の
深
層
心
理
学
や
М
・
ハ
イ

デ
ガ
ー
ら
の
実
存
主
義
哲
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
西
欧
思
想
が
無
意
識
の
う
ち

に
自
己
の
内
部
に
抱
え
込
ん
で
き
た
大
き
な
欠
落
、
す
な
わ
ち
盤
石
と
い
わ
れ
た

西
欧
形
而
上
学
に
潜
む
人
の
身
体
や
内
面
の
領
域
に
つ
い
て
の
空
洞
化
の
根
源
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
空
洞
化
」
と
は
、
も
と
も
と
「
こ
こ
ろ
」
や
「
身
体
」
を

罪
深
い
も
の
と
し
、
ひ
た
す
ら
「
神
」
に
よ
る
救
済
を
求
め
て
き
た
正
統
キ
リ
ス

ト
教
が
立
教
の
前
提
と
す
る
「
原
罪
」
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
領
域

と
は
、「
神
」
な
き
あ
と
も
、
天
に
向
か
っ
て
聳
え
立
つ
大
聖
堂
建
築
の
よ
う
に
、

外
部
へ
の
対
象
化
を
ひ
た
す
ら
目
指
し
て
構
想
さ
れ
て
き
た
西
欧
形
而
上
学
と
、
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そ
れ
を
基
礎
と
し
て
「
制
度
」
の
研
究
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
社
会
諸
科
学
が

盲
点
と
し
て
見
落
と
し
て
き
た
人
の
「
行
為
」
と
「
認
識
」
と
の
分
化
以
前
の
関

係
領
域
を
含
む
「
こ
こ
ろ
」
と
い
う
奥
深
く
広
大
な
世
界
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
う

し
た
西
欧
世
界
に
お
い
て
、
外
部
へ
と
展
開
す
る
形
而
上
学
と
「
外
的
自
然
」
の

克
服
と
支
配
の
対
象
と
し
た
自
然
科
学
の
発
展
と
が
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
飛

躍
的
な
工
業
生
産
力
の
基
礎
が
つ
く
ら
れ
、
人
類
結
合
史
上
の
特
異
な
形
態
と
さ

れ
る
「
国
民
国
家
」
が
そ
う
し
た
発
展
の
母
体
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
国

民
国
家
」
が
あ
た
か
も
普
遍
的
な
近
代
国
家
の
モ
デ
ル
と
し
て
世
界
各
地
に
輸

出
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
そ
れ
が
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、

ネ
ィ
テ
ィ
ヴ
・
ア
メ
リ
カ
な
ど
西
欧
の
外
部
世
界
に
向
か
っ
て
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

中
心
主
義
」
と
「
帝
国
主
義
」
と
い
う
独
善
的
、
暴
力
的
な
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て

現
わ
れ
、
ア
ジ
ア
の
諸
国
に
と
っ
て
は
「
白
禍
」
と
し
て
恐
れ
ら
れ
る
原
因
に
も

な
っ
た
の
で
あ
る
（
た
と
え
ば
、「
近
代
科
学
」
が
ど
の
よ
う
に
し
て
西
欧
文
化

の
土
壌
の
上
に
成
立
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
生
物
物
理
学
者
石
川
光
男
が
『
西
と

東
の
生
命
観
』
な
ど
に
お
い
て
詳
論
し
て
い
る
。
石
川　

六
六
～
七
〇
頁
）。

西
欧
に
お
い
て
は
非
難
と
弾
圧
の
対
象
と
さ
れ
た
「
神
秘
主
義
思
想
」
は
、
む

し
ろ
「
帝
国
主
義
」（
西
欧
起
源
と
い
う
独
自
の
意
味
に
お
い
て
）
に
よ
る
植
民

地
化
の
対
象
と
さ
れ
た
イ
ン
ド
や
中
国
な
ど
の
「
外
部
世
界
」
に
お
い
て
は
古

代
か
ら
宗
教
思
想
の
根
幹
に
あ
る
も
の
、
あ
る
い
は
正
統
な
宗
教
思
想
そ
の
も
の

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
現
代
ま
で
の
数
千
年
に
わ
た
る
東
洋
思
想
の
伝
統
は
、
人
間

に
本
来
的
に
具
わ
っ
て
お
り
最
高
の
徳
目
と
さ
れ
る
「
叡
智
」
を
開
花
さ
せ
る
た

め
に
、「
神
秘
」
の
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
た
世
界
の
な
か
か
ら
そ
れ
へ
の
開
錠
と
な

る
奥
義
を
体
得
し
実
践
し
て
い
く
た
め
の
知
的
身
体
的
訓
練
に
か
ん
す
る
膨
大
な

経
験
の
集
積
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
れ
は
宇
宙
の
大
生
命
と
の

繋
が
り
を
求
め
て
ひ
た
す
ら
人
の
「
こ
こ
ろ
」
の
最
深
部
へ
の
、
す
な
わ
ち
「
無

意
識
」
と
い
う
広
大
な
も
う
ひ
と
つ
の
世
界
へ
の
果
て
し
な
い
探
究
の
旅
の
記
録

で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
西
欧
と
日
本
や
イ
ン
ド
、
中
国
、
韓
国
、

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
、
さ
ら
に
ア
フ
リ
カ
諸
国
や
イ
ス
ラ
ム
圏
の
諸
国
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
深
い
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
有
効
に
成
立
す
る
た
め
に
求
め
ら
れ

る
の
は
、「
神
秘
主
義
」
と
い
う
人
類
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
「
心
」
の
基
層
の

領
域
に
立
ち
返
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
あ
ら
た
め
て
今
や
行
き
詰
ま
り
を

見
せ
て
い
る
西
欧
形
而
上
学
か
ら
の
出
口
と
、
様
々
な
国
家
や
文
明
の
外
形
上
の

相
違
を
超
え
、
そ
れ
ら
を
深
い
と
こ
ろ
で
繋
ぐ
糸
口
を
探
る
方
向
な
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
の
方
向
と
は
、
個
々
人
の
「
主
観
」
を
通
し
て
そ
の
内
面
世
界
に

深
く
潜
入
し
そ
の
奥
底
か
ら
普
遍
の
層
を
探
り
当
て
、
こ
れ
を
新
た
な
世
界
観
と

し
て
構
成
し
そ
の
下
で
現
実
世
界
を
見
直
し
再
創
造
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
（
こ
の
点
、
宗
教
哲
学
の
竹
村
牧
男
の
「
ユ
ン
グ
の
い
う
集
合
的
無

意
識
に
相
当
す
る
も
の
も
、
阿
頼
耶
識
を
説
く
こ
と
に
よ
っ
て
説
明
で
き
よ
う
。

人
類
や
民
族
や
地
域
に
共
通
の
意
識
が
、
共
通
の
体
験
を
貯
蔵
し
て
い
る
阿
頼
耶

識
か
ら
、
お
の
ず
と
生
ま
れ
て
く
る
可
能
性
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
あ
る
」
と
い
う
指

摘
は
、
た
い
へ
ん
示
唆
的
で
あ
る
。
竹
村　

九
〇
頁
）。

3　

歴
史
認
識
に
お
け
る
「
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
と
「
リ
ア
リ
テ
ィ
」

こ
こ
で
い
う
「
主
観
」
と
は
「
客
観
」
と
し
て
対
象
化
さ
れ
る
以
前
の
人
々
の

「
直
観
」
に
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
認
識
の
在
り
方
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、「
現

実
」
を
表
す
英
語
の
「
リ
ア
リ
テ
ィ
」
に
対
し
て
「
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
と
い

う
言
葉
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
る
と
わ
か
り
や
す
い
。「
リ
ア
リ
テ
ィ
」
が



88

大川周明の世界構想における「大東亜戦争」の意味について（前篇）―日本の「曖昧性」と新たな世界像の模索―

対
象
化
さ
れ
た
「
現
実
」
を
示
す
の
に
対
し
、「
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
は
活
動

中
で
対
象
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
現
実
」
を
示
す
の
に
使
わ
れ
る
言
葉
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
客
観
的
認
識
の
対
象
で
あ
る
「
リ
ア
リ
テ
ィ
」
に
対
し
て
、

「
主
観
」
と
は
「
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
を
捉
え
る
認
識
の
仕
方
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
言
語
の
網
か
ら
は
こ
ぼ
れ
落
ち
、「
行
為
」
を
通

し
て
そ
の
内
側
か
ら
で
し
か
把
握
で
な
き
な
い
「
現
実
」
を
捉
え
、
そ
れ
を
感

覚
的
に
構
成
し
て
い
く
主
体
の
在
り
方
の
こ
と
で
も
あ
る
。
精
神
病
理
学
者
の
木

村
敏
が
「
Ｅ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
が
「
わ
れ
わ
れ
は
現
在
形
で
生
き
、
完
了
形
で
認

識
す
る
」
と
い
う
の
は
、
言
い
換
え
れ
ば
わ
れ
わ
れ
は
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
生

き
、
リ
ア
リ
テ
ィ
を
認
識
し
て
い
る
」（
木
村　

一
八
〇
頁
）
と
述
べ
て
い
る
の

は
、
こ
う
し
た
個
々
人
の
行
為
と
認
識
と
の
不
可
分
の
関
係
を
簡
潔
的
確
に
表
現

し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
木
村
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
行
為
を

と
も
な
う
認
識
の
在
り
方
が
「
直
観
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
個
々
の
主
観

が
対
象
化
を
拒
絶
す
る
よ
う
な
「
超
越
性
」
と
出
会
う
界
面
に
成
立
す
る
意
識
、

こ
れ
が
主
体
と
し
て
の
「
主
観
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
で
あ
る
（
同
上　

五
八
～

六
五
頁
）。

以
上
の
こ
と
と
関
連
さ
せ
て
い
え
ば
、
歴
史
研
究
に
つ
い
て
も
こ
の
こ
と
を
あ

て
は
め
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
で
も
『
太
平
洋
戦
争
と
は
何
だ
っ
た
の

か
』（
原
著
は
一
九
八
五
）
な
ど
の
著
書
に
お
い
て
有
名
な
イ
ギ
リ
ス
の
国
際
政

治
学
者
で
国
際
関
係
論
の
第
一
人
者
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ソ
ー
ン
が
同
書
の
冒
頭

で
「
こ
こ
で
も
私
が
い
わ
ん
と
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
他
の
人
に
よ
っ
て
述
べ
ら

れ
て
い
る
の
で
説
明
は
し
や
す
い
。
つ
ま
り
セ
オ
ド
ア
・
ゲ
ル
デ
ィ
ン
が
い
っ
て

い
る
よ
う
に
、「
歴
史
の
研
究
は
個
人
的
な
研
究
」
で
あ
っ
て
、「
歴
史
研
究
の
な

か
の
主
観
的
な
要
素
に
こ
そ
、
価
値
が
あ
」
り
、「
多
岐
に
わ
た
る
研
究
方
法
こ

そ
、
歴
史
研
究
の
も
つ
力
の
源
泉
で
あ
り
、
い
つ
ま
で
も
一
般
の
関
心
を
引
き
つ

け
る
」
の
で
あ
る
」（
ソ
ー
ン　

六
頁
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
歴
史
認
識
」

と
い
う
も
の
は
研
究
者
の
「
主
観
」
を
含
め
て
人
々
の
「
主
観
」
の
総
体
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
「
歴
史
」
と
は
、
直
線
的
な
時
間
軸
に
上
を
ひ
た
す
ら
あ
る
目
標
に

向
か
っ
て
進
む
単
線
的
な
過
程
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
東
洋
の
「
曼
荼
羅
」
や

西
欧
で
い
え
ば
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
（
一
六
三
二
～
一
七
一
六
）
の
仏
教
で
い
う
「
一
即

多
」
に
通
じ
る
「
モ
ナ
ド
ロ
ジ
ー
」
の
世
界
観
（
下
村
寅
太
郎
編　

七
〇
～
七
三

頁
）、
あ
る
い
は
歴
史
に
お
け
る
因
果
関
係
と
時
間
性
を
放
棄
し
「
個
人
の
内
面
」

（「
主
観
性
」）
と
「
直
観
」
と
「
不
変
的
な
も
の
」
を
重
視
す
る
「
文
化
史
」
を

構
想
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
中
世
史
家
ヤ
ー
コ
ブ
・
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
（
一
八
一
八

～
九
七
）
の
歴
史
観
（
柴
田
治
三
郎
編　

二
九
～
三
六
頁
）
に
示
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
共
時
的
に
存
在
す
る
多
様
な
世
界
の
総
体
と
し
て
の
「
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
」

な
事
実
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
現
代
の
自
然
科

学
の
用
語
で
い
え
は
「
複
雑
系
の
シ
ス
テ
ム
」
と
い
っ
て
も
よ
い
。
こ
の
こ
と
が

意
味
し
て
い
る
の
は
、
複
数
世
界
の
共
時
的
存
在
こ
そ
が
「
歴
史
」
と
い
う
も
の

の
実
際
の
在
り
様
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
多
く
の
人
々
の
心
（
主
観
）
に
訴
え
感

動
を
喚
起
し
人
々
を
自
然
と
行
動
に
駆
り
立
て
る
「
潜
勢
力
」
と
し
て
作
動
し
て

き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

で
は
な
ぜ
、
こ
の
こ
と
が
複
数
の
人
々
の
「
こ
こ
ろ
」
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
木
村
敏
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
い
わ
れ
て

き
た
各
自
の
主
観
の
総
和
と
し
て
の
「
間
主
観
性
」
の
問
題
で
は
な
く
、
そ
の
枠

を
超
え
た
も
の
と
し
て
次
の
よ
う
な
例
を
示
し
て
い
る
。

　

 

た
と
え
ば
母
親
の
目
の
前
で
子
ど
も
が
転
ん
で
怪
我
を
し
た
と
き
な
ど
、
母
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親
は
子
ど
も
が
痛
が
っ
て
い
る
そ
の
箇
所
に
、
つ
ま
り
自
分
の
身
体
で
は
な

い
他
人
の
身
体
の
一
部
に
、
主
観
的
な
激
痛
の
一
部
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
恋
人
ど
う
し
が
た
が
い
に
目
を
見
つ
め
あ
っ
て

い
る
と
き
な
ど
、
そ
こ
に
個
別
的
で
各
自
的
な
主
観
的
経
験
な
ど
入
り
込
む

余
地
の
な
い
、
完
全
な
一
体
感
が
共
有
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う

る
だ
ろ
う
。
私
的
な
意
味
で
の
主
観
的
意
識
が
個
別
性
や
各
自
性
の
壁
を
越

え
て
他
者
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
経
験
、
そ
れ
が
少
な
く
と
も
こ
う

い
っ
た
極
限
的
な
場
面
に
関
し
て
な
ら
疑
問
の
余
地
な
く
存
在
し
う
る
と

言
っ
て
い
い
。 

（
木
村　

一
四
五
～
一
四
六
頁
）

木
村
は
こ
れ
に
つ
づ
け
て
、
こ
う
し
た
「
経
験
」
は
極
限
的
で
例
外
的
な
状
況

だ
け
の
こ
と
で
は
な
く
、
平
凡
な
日
常
生
活
に
お
い
て
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
、
多
数
の
主
観
の
参
入
に
よ
っ
て
知
の
客
観
性
を
合
理
的
、
論
理
的
に
保

証
す
る
「
公
共
的
」
な
こ
れ
ま
で
の
「
間
主
観
性
」
と
区
別
し
て
、
こ
れ
を
「
私

的
な
間
主
観
的
感
性
」
と
呼
び
、
そ
こ
に
「
こ
こ
ろ
」
の
問
題
を
解
く
重
大
な
鍵

が
隠
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（
同
上　

一
四
六
頁
）。
木
村
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た

「
私
的
な
間
主
観
的
感
性
」
は
非
個
別
的
で
非
各
自
的
で
あ
り
な
が
ら
、
個
別
的

な
間
主
観
性
と
は
切
り
離
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
根
底
に
お
い
て
作
用
し
て
い

る
と
見
て
、
こ
の
こ
と
を
人
と
マ
ネ
キ
ン
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
動
き
に
対
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
在
り
方
の
相
違
を
例
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

 

私
た
ち
が
目
の
前
に
身
体
の
か
た
ち
を
し
た
物
体
を
見
た
と
き
、
も
し
そ
れ

が
主
観
性
を
持
っ
た
他
人
で
あ
る
の
な
ら
、
私
た
ち
は
そ
の
人
と
の
あ
い
だ

に
表
面
的
に
は
何
一
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
を
も
た
な
く
て
も
、
こ
の
奥

行
き
と
し
て
の
間
主
観
性
は
い
わ
ば
つ
ね
に
発
動
準
備
段
階
に
お
い
て
感
じ

取
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
経
験
以
前
の
経
験
と
も
い
う
べ
き
間

主
観
性
の
感
覚
は
、
マ
ネ
キ
ン
や
ロ
ボ
ッ
ト
を
前
に
し
た
と
き
に
は
―
も
ち

ろ
ん
そ
れ
が
人
間
で
は
な
い
と
い
う
認
識
が
ま
だ
完
了
し
て
い
な
い
と
き
で

も
―
な
ぜ
か
私
の
こ
こ
ろ
に
生
じ
て
こ
な
い
。（
中
略
）
人
間
に
は
人
間
ど

う
し
を
人
間
仲
間
と
し
て
知
覚
す
る
能
力
が
、
は
じ
め
か
ら
備
わ
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

（
同
上　

一
四
七
頁
）

こ
こ
で
木
村
は
、
人
は
他
人
を
理
解
し
共
感
す
る
能
力
を
潜
在
可
能
性
と
し
て

内
部
に
秘
め
て
い
る
こ
と
を
予
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は

「
直
截
で
直
接
的
な
本
能
的
と
言
っ
て
も
よ
い
よ
う
な
感
性
的
体
験
で
あ
る
ら
し

い
」（
同
上　

同
頁
）
と
い
う
よ
う
に
客
観
的
認
識
の
対
象
と
な
る
よ
う
な
も
の

で
は
な
く
、「
当
事
者
た
ち
が
行
為
的
に
関
与
す
る
と
き
に
の
み
、
当
事
者
だ
け

が
経
験
す
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」（
同
頁
）
で
あ
る
と

い
い
、
こ
の
「
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
を
「
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
私
的
な
間
主

観
性
は
、
公
共
的
な
間
主
観
性
が
い
わ
ば
複
数
の
主
観
あ
る
い
は
複
数
の
こ
こ
ろ

の
間
に
成
立
す
る
関
係
態
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
む
し
ろ
「
間
」
そ
の
も
の
が

個
別
的
主
観
性
か
ら
独
立
し
た
独
自
の
主
観
性
を
お
び
、
そ
れ
自
体
が
ひ
と
つ
の

「
こ
こ
ろ
」
と
し
て
は
た
ら
く
よ
う
な
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
事
態
だ
と
見
る
こ
と
が

で
き
る
」（
同
上　

一
四
七
～
一
四
八
頁
）
と
し
て
、
私
的
な
間
主
体
性
が
二
重

の
構
造
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
こ
の
二
重
性
は
個
別
的
身
体
の
有
限
な

「
生
命
」
と
無
限
の
「
生
命
一
般
」
を
生
き
る
「
身
体
」
の
二
重
性
と
同
じ
構
造

を
も
ち
、
基
本
的
に
は
「
生
命
一
般
」
の
在
り
方
に
根
拠
し
て
い
る
こ
と
、
こ
う

し
た
意
味
に
お
い
て
、「
こ
こ
ろ
」
も
「
身
体
」
も
そ
の
根
底
に
は
「
生
命
一
般
」
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の
流
れ
が
共
時
的
・
通
時
的
に
脈
打
っ
て
お
り
、
地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る
生
物
が
こ

う
し
た
個
別
的
・
物
質
的
存
在
を
超
え
た
「
生
命
一
般
」
の
流
れ
を
分
有
し
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
同
上　

一
四
八
～
一
四
九
頁
）。

こ
の
よ
う
な
精
神
病
理
学
の
知
見
に
よ
っ
て
、
ど
う
し
て
複
数
世
界
の
共
時
的

存
在
と
し
て
の
「
歴
史
」
が
多
く
の
人
々
に
理
解
さ
れ
、
そ
の
「
こ
こ
ろ
」
を
打

ち
、
人
々
の
行
動
に
影
響
を
与
え
る
か
の
理
由
が
か
な
り
理
解
で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
現
存
在
と
し
て
は
個
別
的
、
差
別
的
で
あ
り
な
が
ら
、

そ
の
根
底
に
は
「
生
命
一
般
」
と
い
う
連
続
し
た
「
生
命
」
の
流
れ
が
脈
打
っ
て

い
る
こ
と
を
感
知
し
う
る
潜
在
能
力
を
本
能
的
に
保
持
し
て
生
ま
れ
て
き
た
の
が

「
人
」
と
い
う
も
の
の
存
在
だ
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
、
人
同
士
が
「
共
感
」

し
合
え
る
こ
と
が
で
き
生
命
あ
る
す
べ
て
の
も
の
に
対
す
る
慈
し
み
の
情
が
発
生

す
る
源
泉
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
複
数
世
界
の
共
時
的
存
在
と
し
て
の
「
歴
史
」

が
多
様
な
事
象
を
豊
か
に
表
現
し
、
そ
れ
が
多
く
の
人
々
の
「
主
観
」
に
訴
え
そ

の
「
こ
こ
ろ
」
を
捉
え
了
解
さ
れ
る
の
は
、
こ
う
し
た
人
間
存
在
の
通
時
的
・
共

時
的
な
在
り
方
を
そ
れ
ぞ
れ
の
主
観
的
・
個
別
的
な
語
り
口
に
よ
っ
て
表
現
す
る

か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
を
Ｃ
・
ソ
ー
ン
の
隠
さ
れ
た
意
図
と
し
て
み
る
こ
と
は
、
あ

な
が
ち
見
当
は
ず
れ
で
は
あ
る
ま
い
。

こ
こ
で
想
起
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
木
村
の
い
う
「
間
主
観
的

感
性
」
と
『
孟
子
』
の
「
四
端
説
」
と
の
関
係
で
あ
る
。
前
稿
「
大
川
周
明
の
世

界
観
と
西
欧
近
代
の
「
異
端
」
思
想
（
前
篇
）」（『
歴
史
文
化
研
究
（
茨
城
）
第

三
号
』
所
収
）
に
お
い
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
大
川
周
明
が
自
己
の
世
界
観
の

基
礎
と
も
い
う
べ
き
著
書
『
中
庸
新
註
』（
一
九
二
七
）
の
「
序
」
に
全
体
へ
の

導
入
部
と
し
て
援
用
し
た
の
が
『
孟
子
』
の
「
四
端
説
」
で
あ
っ
た
。「
四
端
説
」

と
は
人
間
の
「
こ
こ
ろ
」
の
本
質
を
表
す
四
つ
の
兆
候
、
す
な
わ
ち
「
惻
隠
の
心
」

「
羞
悪
の
心
」「
辞
謙
の
心
」「
是
非
の
心
」
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
意
識
以

前
の
「
無
意
識
」
の
領
域
に
源
泉
を
有
し
、
非
日
常
的
事
態
に
遭
遇
す
る
な
か
で

理
性
的
判
断
以
前
に
咄
嗟
の
「
行
為
」
と
し
て
表
出
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
「
無
意
識
」
の
奥
に
存
在
す
る
も
の
は
、
朱
子
学
で
は
「
本
然
之
性
」、
陽

明
学
で
は
「
良
知
」、
仏
教
で
は
「
仏
性
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
人
と
宇
宙
と
の
そ

れ
ぞ
れ
の
領
域
の
根
底
に
共
通
し
て
流
れ
両
者
を
根
源
的
に
む
す
び
つ
け
て
い
る

も
の
、
す
な
わ
ち
木
村
敏
の
こ
と
ば
で
い
え
ば
「
生
命
一
般
、」
あ
る
い
は
広
く

「
大
生
命
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、「
惻
隠
の
心
」
は
そ
の
こ
と
が
人
間
の

「
こ
こ
ろ
」
の
奥
に
「
大
生
命
」
の
流
れ
と
し
て
確
実
に
存
在
す
る
こ
と
の
な
に

よ
り
の
証
左
な
の
で
は
な
い
か
と
大
川
は
い
う
の
で
あ
る
（
全
集
第
一
巻　

九
〇

～
九
一
頁
）。

こ
れ
ま
で
も
論
じ
た
よ
う
に
、
大
川
の
世
界
構
想
の
原
点
と
な
っ
て
い
た
も
の

は
、
政
治
を
道
徳
の
上
に
基
礎
づ
け
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
道
義
国
家
」
の
建
設

に
あ
っ
た
が
、
そ
の
道
徳
を
最
終
的
に
基
礎
づ
け
る
の
が
「
大
生
命
」
と
い
う
も

の
の
存
在
で
あ
っ
た
（『
宗
教
原
理
講
話
』）。
自
己
の
「
こ
こ
ろ
」
の
内
部
に
宇

宙
に
通
じ
る
「
大
生
命
」
の
脈
動
を
探
り
当
て
、
そ
れ
を
「
長
養
」
し
、「
道
義

国
家
」
の
建
設
に
参
入
す
る
こ
と
が
哲
学
者
た
る
べ
き
治
者
の
大
き
な
使
命
で
あ

り
、
一
方
、
被
治
者
も
各
自
に
分
有
す
る
「
大
生
命
」
の
動
き
を
「
教
養
」
を
積

む
と
い
う
か
た
ち
で
「
長
養
」
し
、「
道
徳
」
と
し
て
発
揚
し
て
「
道
義
国
家
」

の
一
員
と
し
て
国
家
運
営
の
一
翼
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
後
に
詳
し

く
見
る
よ
う
に
、
大
川
の
目
指
す
「
道
義
国
家
」
や
「
大
亜
細
亜
主
義
」
の
思
想

的
基
礎
づ
け
と
な
っ
た
の
は
大
乗
仏
教
、と
り
わ
け
華
厳
思
想
と
儒
教
（
朱
子
学
）

で
あ
っ
た
（
全
集
第
二
巻　

五
頁
、
関
係
文
書　

四
二
三
頁　

木
村
敏
の
い
う

「
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
が
華
厳
思
想
の
「
自
己
即
世
界
」
や
「
事
事
無
礙
法
界
」
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と
い
う
世
界
観
や
、
後
に
言
及
す
る
こ
と
に
な
る
「
複
雑
系
シ
ス
テ
ム
」
の
描
く

世
界
に
た
い
へ
ん
近
似
し
て
い
る
こ
と
は
大
川
の
世
界
観
を
語
る
場
合
、
見
落
と

し
て
は
な
ら
な
い
点
で
あ
る
）。
そ
こ
に
大
川
は
道
徳
に
基
づ
く
政
治
の
在
り
方
、

す
な
わ
ち
「
神
人
合
一
」
の
世
界
観
の
実
現
態
と
し
て
の
政
治
の
あ
る
べ
き
姿
を

見
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
大
川
の
主
客
相
関
的
な
世
界
把
握
が
、
こ
れ
ま

で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
宗
教
学
の
分
類
で
い
え
ば
「
神
秘
主
義
」
の
領
域
に
属
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

4　
「
曖
昧
性
」
と
「
神
秘
主
義
」

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た

「
神
秘
主
義
思
想
」
の
領
域
が
、
秩
序
の
目
に
は
「
曖
昧
」
と
か
「
不
可
解
」、「
不

可
思
議
」、「
蒙
昧
」
と
い
う
負
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
立
ち
現
れ
る
の
は
当
然
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
本
論
を
展
開
し
て
い
く
上
で
の
前
提
と
し
て
、
こ
う
し

た
「
神
秘
主
義
」
と
「
曖
昧
性
」
と
の
類
縁
関
係
に
つ
い
て
、
韓
国
済
州
島
生
ま

れ
で
斬
新
な
日
韓
関
係
論
を
展
開
し
『
日
本
の
曖
昧
力
』（
二
〇
〇
九
）
な
ど
の

著
書
の
あ
る
評
論
家
の
呉
善
花
（
オ
・
ソ
ン
フ
ァ
）
が
「
日
本
の
曖
昧
性
」
の
特

徴
の
ひ
と
つ
と
し
て
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
を
同
書
か
ら
引
い
て
お
く
こ
と
に
し
た

い
。

　

 

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
が
い
う
よ
う
に
、
西
欧
人
に
は
行
為
の
絶
対
基
準
が
あ
る
の

だ
が
、
韓
国
人
や
中
国
人
に
も
そ
れ
は
あ
る
と
い
え
る
。
私
に
し
て
も
日
本

に
来
た
当
初
は
、
自
分
は
揺
る
ぎ
の
な
い
行
為
の
基
準
を
持
っ
て
い
る
よ
う

に
思
え
、
そ
れ
に
対
し
て
日
本
人
は
な
ん
て
優
柔
不
断
で
考
え
の
一
貫
し
な

い
人
た
ち
な
の
か
と
感
じ
て
い
た
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
も
、
日
本
人
の
行

為
の
基
準
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
き
わ
め
て
相
対
的
な
も
の
と
し
て
あ
る
と
い

う
の
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
で
は
な
い
。

　

 

で
も
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
よ
う
な
「
日
本
人
は
個
々
の
状
況
に
応
じ
た
行
為

の
基
準
を
柔
軟
に
設
定
し
て
い
る
」
と
い
う
理
解
の
限
り
で
は
、
日
本
人
は

状
況
主
義
者
だ
、
風
見
鶏
だ
と
い
う
俗
説
と
大
き
な
違
い
は
な
い
。
私
の
考

え
で
は
、
日
本
人
は
何
ら
か
の
基
準
を
設
定
し
な
が
ら
行
為
し
て
い
る
の
で

は
な
く
、「
行
為
を
通
じ
て
そ
の
つ
ど
自
己
や
シ
ス
テ
ム
（
秩
序
）
を
生
み

出
し
て
い
る
」
の
で
あ
る
。
先
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
い
っ
た
「
日
本
に
は
創

造
的
な
才
能
が
あ
ふ
れ
て
い
る
」
と
の
言
葉
は
、
ま
さ
し
く
そ
の
よ
う
に
し

て
思
い
も
寄
ら
ぬ
物
事
が
次
々
と
生
み
出
さ
れ
て
い
く
驚
き
を
い
っ
た
も
の

だ
と
思
う
。 

（
呉　

二
一
三
～
二
一
四
頁
）

呉
善
花
が
欧
米
側
か
ら
の
本
格
的
な
日
本
人
論
の
嚆
矢
と
し
て
戦
後
日
本
の

「
自
画
像
」
の
在
り
方
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
ル
ー
ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の

『
菊
と
刀
』（
原
著
の
刊
行
は
一
九
四
六
年
）
に
論
駁
す
る
か
た
ち
で
強
調
し
て
い

る
「
日
本
人
は
何
ら
か
の
基
準
を
設
定
し
な
が
ら
行
為
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

「
行
為
を
通
じ
て
そ
の
つ
ど
自
己
や
シ
ス
テ
ム
を
（
秩
序
）
を
生
み
出
し
て
い
る
」

の
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
前
述
し
た
「
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
と
い
う
言
葉

が
意
味
し
て
い
る
も
の
、
す
な
わ
ち
行
為
の
内
側
か
ら
「
リ
ア
リ
テ
ィ
」（
現
実
）

を
捉
え
る
仕
方
と
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
す
な
わ
ち

「
曖
昧
性
」
の
根
は
、
こ
う
し
た
「
直
観
」
に
基
づ
く
行
為
で
あ
り
、
こ
れ
が
「
神

秘
主
義
」
で
い
う
主
客
相
関
の
認
識
論
お
よ
び
主
客
融
合
、
万
物
一
如
の
世
界
観

の
下
地
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
う
し
た
「
曖
昧
性
」
が
こ
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れ
ま
で
い
わ
ゆ
る
「
進
歩
的
知
識
人
」
と
い
わ
れ
る
人
々
に
よ
っ
て
専
ら
負
の
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
そ
う
し
た
人
々

の
い
わ
ば
代
表
格
と
も
い
え
る
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
作
家
の
大
江
健
三
郎
が
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
で
開
催
さ
れ
た
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
記
念
講
演
「
あ
い
ま
い
な
日
本

の
私
」（
一
九
九
四
）
に
お
い
て
、
日
本
が
「
侵
略
戦
争
」
に
突
き
進
ん
だ
原
因

つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
を
語
っ
て
余
り
な
い
。

　

 

開
国
以
後
、
百
二
十
年
の
近
代
化
に
続
く
現
在
の
日
本
は
、
根
本
的
に
、
あ

い
ま
い
さ
の
二
極
に
引
き
裂
か
れ
て
い
る
、
と
私
は
観
察
し
て
い
ま
す
。
の

み
な
ら
ず
、
そ
の
あ
い
ま
い
さ
に
傷
の
よ
う
な
深
い
し
る
し
を
刻
ま
れ
た
小

説
家
と
し
て
、
私
自
身
が
生
き
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

 

国
家
と
人
間
と
を
と
も
に
引
き
裂
く
ほ
ど
強
く
、
鋭
い
こ
の
あ
い
ま
い
さ

は
、
日
本
と
日
本
人
の
上
に
、
多
様
な
か
た
ち
で
表
面
化
し
て
い
ま
す
。
日

本
の
近
代
化
は
、
ひ
た
す
ら
西
欧
に
な
ら
う
と
い
う
方
向
づ
け
の
も
の
で

し
た
。
し
か
し
、
日
本
は
ア
ジ
ア
に
位
置
し
て
お
り
、
日
本
人
は
伝
統
的
文

化
を
確
固
と
し
て
守
り
続
け
も
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
い
ま
い
な
進
み
行
き

は
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
侵
略
者
の
役
割
に
か
れ
自
信
を
追
い
込
み
ま
し
た
。

ま
た
、
西
欧
に
向
け
て
全
面
的
に
開
か
れ
て
い
た
は
ず
の
近
代
の
日
本
文
化

は
、
そ
れ
で
い
て
、
西
欧
側
に
は
い
つ
ま
で
も
理
解
不
能
の
、
ま
た
は
す
く

な
く
と
も
理
解
を
渋
滞
さ
せ
る
、
暗
部
を
残
し
続
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
ア
ジ

ア
に
お
い
て
、
日
本
は
政
治
的
に
の
み
な
ら
ず
、
社
会
的
、
文
化
的
に
も
孤

立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
た
。 

（
大
江　

八
頁
）

大
江
が
こ
こ
で
指
摘
す
る
の
は
、「
近
代
」
と
「
伝
統
」
に
引
き
裂
か
れ
た
近

代
日
本
の
「
両
義
性
」（
＝
「
曖
昧
性
」「
矛
盾
」）
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
日
本
が
「
帝

国
主
義
」
と
「
ア
ジ
ア
侵
略
」
と
に
走
っ
た
こ
と
の
原
因
で
あ
り
、
膨
大
な
数
の

犠
牲
者
を
出
し
た
原
爆
投
下
に
よ
っ
て
終
結
を
告
げ
た
太
平
洋
戦
争
へ
の
引
き
金

と
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
「
両
義
性
」
は
近
代
日
本
の
知
識
人
が
明
治
以

来
抱
え
て
き
た
「
両
義
性
」
で
も
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
同
年
の
国
際
医

療
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
け
る
講
演
「
癒
さ
れ
る
者
」
に
お
い
て
は
、
近
代
日
本
の
た

ど
っ
た
道
を
「
大
き
い
病
気
」
に
例
え
、
二
〇
世
紀
の
日
本
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
述
べ
る
の
で
あ
る
。

　

 

日
本
、
あ
る
い
は
日
本
人
が
病
気
を
し
た
、
そ
れ
を
も
っ
と
も
大
き
い
ス

ケ
ー
ル
で
見
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
こ
の
二
十
世
紀
に
お
い
て
、
ど
う
い
う
病

気
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
私
は
、
そ
れ
が
太
平
洋
戦
争
に
い
た
る
日
本
の
近

代
化
に
お
い
て
の
帝
国
主
義
の
膨
張
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
日
本
と
日

本
人
が
病
ん
だ
い
ち
ば
ん
大
き
い
病
気
に
よ
っ
て
、
ア
ジ
ア
全
域
に
わ
た
っ

て
大
き
い
死
者
が
出
た
の
み
な
ら
ず
、
国
内
で
も
広
島
と
長
崎
で
、
一
挙
に

死
に
あ
る
い
は
傷
つ
い
た
数
十
万
の
人
間
を
は
じ
め
と
し
て
、
数
知
れ
ぬ
犠

牲
者
が
出
た
。
そ
の
よ
う
に
し
て
日
本
・
日
本
人
の
、
近
代
化
の
過
程
で
担

い
込
ん
だ
大
き
い
病
気
が
顕
在
化
し
た
の
で
し
た
。 

（
同
上　

二
〇
頁
）

こ
う
し
た
大
江
の
認
識
、
す
な
わ
ち
近
代
日
本
の
「
曖
昧
性
」
は
戦
後
日
本
の

思
想
史
学
を
リ
ー
ド
し
た
丸
山
真
男
の
代
表
的
論
文
「
軍
国
支
配
者
の
精
神
形

態
」（
初
出
は
一
九
四
九
）
の
以
下
の
よ
う
な
論
調
と
全
く
同
根
で
あ
り
、
そ
れ

が
「
東
京
裁
判
史
観
」
に
お
け
る
日
本
の
戦
時
指
導
層
に
対
す
る
検
察
側
の
主
張

と
軌
を
一
に
し
て
い
る
こ
と
は
す
ぐ
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
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彼
ら
は
み
な
、
何
物
か
見
え
力
に
駆
り
立
て
ら
れ
、
失
敗
の
恐
ろ
し
さ
に
わ

な
な
き
な
が
ら
目
を
つ
ぶ
っ
て
突
き
進
ん
だ
の
で
あ
る
。
彼
等
は
戦
争
を
欲

し
た
か
と
い
え
ば
然
り
で
あ
り
、
彼
等
は
戦
争
を
避
け
よ
う
と
し
た
か
と
い

え
ば
こ
れ
ま
た
然
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
戦
争
を
欲
し
た
か
に
も
拘
わ
ら

ず
戦
争
を
避
け
よ
う
と
し
、
戦
争
を
避
け
よ
う
と
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
戦
争

の
道
を
敢
え
て
選
ん
だ
の
が
事
の
実
相
で
あ
っ
た
。
政
治
権
力
の
あ
ら
ゆ
る

非
計
画
性
と
非
組
織
性
に
も
拘
わ
ら
ず
そ
れ
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
戦
争
へ
と
方

向
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
い
な
、
敢
え
て
逆
説
的
表
現
を
用
い
る
な
ら
ば
、
ま

さ
に
そ
う
し
た
非
計
画
性
が
「
共
同
謀
議
」
を
推
進
せ
し
め
て
行
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
こ
に
日
本
の
「
体
制
」
の
最
も
深
い
病
理
が
存
在
す
る
。
東
京
裁

判
の
膨
大
な
記
録
は
わ
れ
わ
れ
に
こ
の
逆
説
的
真
理
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く

物
語
っ
て
く
れ
る
。 
（
丸
山　

九
一
～
九
二
頁
）

　

 

明
治
藩
閥
政
府
が
自
由
民
権
運
動
を
あ
ら
ゆ
る
手
段
に
よ
っ
て
抑
圧
し
、
絶

対
主
義
の
い
ち
じ
く
の
葉
と
し
て
の
明
治
憲
法
を
プ
ロ
シ
ア
に
倣
っ
て
作
り

上
げ
た
時
に
既
に
今
日
の
破
た
ん
の
要
因
は
築
か
れ
て
い
た
。「
官
員
様
」

の
支
配
と
そ
の
内
部
的
腐
敗
、
文
武
官
僚
の
暗
闘
、
軍
部
の
策
動
に
よ
る
内

閣
の
倒
壊
等
々
は
決
し
て
昭
和
時
代
に
忽
然
と
現
れ
た
現
象
で
は
な
か
っ

た
。 

（
同
上　

一
二
七
頁
）

こ
の
よ
う
に
丸
山
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
に
よ
る
戦
争
に
導

い
た
日
本
政
治
の
思
想
と
行
動
に
み
ら
れ
る
「
曖
昧
性
」（「
無
責
任
体
制
」）
は

戦
時
体
制
に
お
い
て
だ
け
で
は
な
く
明
治
以
来
の
近
代
日
本
に
一
貫
し
て
見
ら
れ

る
顕
著
な
特
徴
と
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
も
中
国
を
含
む
連
合
国
側
が
「
東
京
裁
判
」

に
お
い
て
日
本
の
近
代
化
の
過
程
を
「
帝
国
主
義
」
の
と
る
必
然
的
な
コ
ー
ス
と

し
た
規
定
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

大
江
と
丸
山
と
を
比
較
し
て
み
る
と　

二
者
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
西
欧
文

明
（
西
欧
的
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」）
へ
の
揺
る
ぎ
の
な
い
信
頼
と
近
代
日
本
の

在
り
方
に
対
す
る
否
定
的
感
情
、「
悪
」
と
し
て
の
「
帝
国
主
義
」
と
「
植
民
地

支
配
」、
に
も
か
か
わ
ら
ず
欧
米
側
の
戦
争
責
任
に
つ
い
て
は
一
切
問
わ
れ
て
い

な
い
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
大
江
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
厳
し
い
言
論
統
制
下
に
あ
っ
た
丸

山
の
場
合
と
は
違
い
、
そ
れ
以
降
も
第
二
次
世
界
大
戦
を
「
民
主
主
義
陣
営
」
と

「
フ
ァ
シ
ズ
ム
陣
営
」
の
戦
い
と
す
る
き
わ
め
て
政
治
色
の
強
い
ご
都
合
主
義
的

な
連
合
国
側
の
規
定
を
そ
の
ま
ま
暗
黙
の
う
ち
に
受
け
容
れ
て
太
平
洋
戦
争
に
対

す
る
自
己
の
立
論
の
前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
二
者
と

も
に
一
九
世
紀
以
降
の
ウ
ェ
ス
タ
ン
イ
ン
パ
ク
ト
と
西
欧
列
強
に
よ
る
侵
攻
の
危

機
感
の
も
と
に
お
い
て
の
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
「
国
民
国
家
」
の
形
成
が
き
わ

め
て
複
雑
で
苦
汁
に
満
ち
た
歴
史
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
近
代
日
本
が
大
江
の

い
う
よ
う
な
「
病
気
」
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
同
様
に
一
九
三
〇
年
代
の
欧
米
も

間
違
い
な
く
「
病
気
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
へ
の
視
点
が
全
く
欠
落
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
「
は
じ
め
に
」
を
長
々
と
述
べ
て
き
た
の
は
、
現
在
の
近
代
日
本
政

治
思
想
史
研
究
の
閉
塞
状
況
に
少
し
で
も
風
穴
を
開
け
る
た
め
に
は
、
本
稿
の

「
枕
」
と
し
て
引
用
し
た
小
林
秀
雄
の
言
葉
の
よ
う
に
、
わ
た
し
た
ち
が
自
明
の

前
提
と
し
て
き
た
こ
と
を
相
対
化
し
、
歴
史
の
「
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
」
に
虚
心
に
向

き
合
い
、
そ
こ
か
ら
歴
史
の
「
理
想
」
を
見
出
し
て
い
く
こ
と
が
、
結
果
と
し
て

た
と
え
そ
れ
が
ド
ン
キ
ホ
ー
テ
的
な
も
の
に
終
わ
る
に
し
て
も
必
要
な
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
根
本
か
ら
自
明
と
さ
れ
て
き
た
諸
前
提
を
考
え
直
し
て
み
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

以
前
に
二
つ
の
研
究
誌
に
発
表
し
た
大
川
周
明
に
関
す
る
第
二
論
文
と
第
三
論

文
は
、
大
川
周
明
の
世
界
観
の
根
柢
に
あ
る
「
神
秘
主
義
」
思
想
と
通
じ
る
も
の

を
西
欧
思
想
史
、
と
り
わ
け
西
欧
近
代
思
想
史
の
主
流
か
ら
は
「
異
端
視
」
さ
れ

て
き
た
欧
米
の
思
想
家
、
心
理
学
者
、
生
物
学
者
の
世
界
観
の
な
か
に
探
ろ
う
と

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
以
上
で
述
べ
た
よ
う
な
視
点
か
ら
、

韓
国
併
合
、
満
州
事
変
、
日
中
戦
争
、
大
東
亜
戦
争
と
続
く
一
連
の
時
代
状
況
の

な
か
で
、
大
川
周
明
が
こ
れ
ら
の
同
時
代
史
的
出
来
事
に
ど
の
よ
う
に
意
義
付

け
し
独
自
の
歴
史
観
を
構
築
し
な
が
ら
対
応
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
大
き
く
変
動

す
る
現
実
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
展
望
を
開
こ
う
と
し
よ
う
と
し
た
の
か
と
い
う

こ
と
を
、
近
代
日
本
の
負
の
イ
メ
ー
ジ
と
さ
れ
て
き
た
「
神
秘
主
義
」
と
「
曖
昧

性
」
と
い
う
二
重
の
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
た
中
か
ら
洗
い
出
し
、
大
川
が
ほ
ん
と
う

に
伝
え
た
か
っ
た
も
の
は
な
に
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
こ
か
ら
現
在
わ
た
し
た
ち
は

何
を
見
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
、「
曖
昧
性
」
と
い
う
こ
と
を

こ
れ
ま
で
の
負
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
逆
に
積
極
的
に
肯
定
す
る
立
場
に
立
つ
こ
と
に

よ
っ
て
探
っ
て
み
た
い
の
で
あ
る
。
先
ず
︿
前
篇
﹀
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
前

提
と
な
る
諸
問
題
を
大
川
の
思
想
の
深
部
か
ら
検
討
し
、
大
川
の
世
界
観
に
と
っ

て
「
大
東
亜
戦
争
」
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
と
い
う
問
題
へ
の
導
入

部
と
し
た
い
の
で
あ
る
。

二　
「
韓
国
併
合
」
と
「
植
民
地
支
配
」
と
い
う
問
題

1　
『
印
度
国
民
運
動
の
由
来
』
に
お
け
る
「
朝
鮮
併
合
」
と
「
印
度
領
有
」

西
欧
の
植
民
地
支
配
か
ら
の
ア
ジ
ア
の
解
放
を
唱
え
る
大
川
周
明
が
自
国
日
本

に
よ
る
朝
鮮
統
治
に
対
し
て
不
問
に
付
し
て
い
る
の
は
「
矛
盾
」
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
が
、
戦
後
大
川
の
思
想
に
関
心
を
も
つ
多
く
の
人
が
抱
い
て
き
た
大
き

な
疑
問
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
大
川
の
思
想
の
骨
格
だ
け
で
は
な
く
思
想
家
と
し
て

の
資
質
と
節
操
に
対
す
る
当
然
の
疑
問
で
も
あ
り
、
ま
た
同
時
に
大
川
の
思
想
を

理
解
す
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
提
起
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

こ
の
疑
問
は
、
西
欧
列
強
の
「
帝
国
主
義
」
を
批
判
す
る
日
本
が
自
ら
も
ま
た

「
帝
国
主
義
国
家
」
の
一
員
と
し
て
ア
ジ
ア
諸
国
を
「
侵
略
」
し
た
と
い
う
こ
と

に
対
す
る
批
判
と
同
根
で
あ
り
、
ま
さ
に
前
述
し
た
よ
う
な
近
代
日
本
の
「
曖
昧

性
」「
両
義
性
」
を
如
実
に
示
す
事
例
と
し
て
は
恰
好
の
も
の
で
あ
っ
た
。

た
し
か
に
管
見
の
限
り
に
お
い
て
は
、『
大
川
周
明
全
集
』（
全
七
巻
）
に
収
め

ら
れ
て
い
る
多
く
の
論
著
の
中
で
大
川
の
朝
鮮
統
治
論
が
ま
と
ま
っ
た
か
た
ち
で

記
さ
れ
て
い
る
の
は
第
二
巻
所
収
の
『
印
度
国
民
運
動
の
由
来
』（
一
九
三
一
）

な
か
の
冒
頭
の
一
節
「
一　

朝
鮮
統
治
と
印
度
統
治
」
と
い
う
小
論
だ
け
で
あ
り
、

分
量
と
し
て
は
わ
ず
か
三
頁
た
ら
ず
の
も
の
で
あ
る
。

で
は
、
な
ぜ
大
川
は
帝
国
主
義
的
支
配
の
典
型
と
さ
れ
て
い
る
植
民
地
支
配
か

ら
日
本
の
朝
鮮
統
治
を
別
扱
い
に
し
問
題
視
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
れ
に
対
す
る
大
川
の
回
答
を
見
て
取
れ
る
の
が
「
朝
鮮
統
治
と
印
度
統

治
」
と
い
う
一
節
な
の
で
あ
る
。
先
ず
そ
の
概
要
を
見
て
お
こ
う
。

『
印
度
国
民
運
動
の
由
来
』
に
お
け
る
大
川
の
朝
鮮
に
対
す
る
見
立
て
は
、
そ

の
節
目
が
「
朝
鮮
統
治
と
印
度
統
治
」
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
イ

ン
ド
統
治
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
日
本
の
朝
鮮
統
治
の
在
り
方
と
の

相
違
を
で
き
る
だ
け
客
観
的
に
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
大
川
が

両
者
の
違
い
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
は
次
の
三
点
で
あ
る
。

第
一
点
は
、「
朝
鮮
併
合
」
と
「
印
度
領
有
」
と
で
は
、
そ
の
「
動
機
」
に
お
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い
て
大
き
く
相
違
し
て
い
る
こ
と
。
第
二
点
は
、
両
者
の
間
に
は
、
対
象
と
な
る

国
に
地
政
学
的
お
よ
び
人
種
的
・
民
族
的
・
文
化
的
資
質
の
上
か
ら
見
て
も
大
き

な
相
違
が
あ
る
こ
と
。
第
三
点
は
、
第
一
点
と
第
二
点
に
お
い
て
指
摘
し
た
理
由

に
よ
り
、
現
地
民
に
対
す
る
認
識
と
理
解
の
程
度
に
大
き
な
質
的
差
異
が
見
ら
れ

る
こ
と
。

こ
の
う
ち
第
一
点
に
つ
い
て
は
、
大
川
は
そ
の
理
由
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

　

 

英
国
は
純
然
た
る
営
利
を
目
的
と
し
て
印
度
に
来
た
り
、
そ
の
目
的
の
た
め

に
之
を
征
服
し
之
を
統
治
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
然
る
に
日
本
の

朝
鮮
統
治
は
、
独
立
の
能
力
の
な
か
り
し
朝
鮮
が
、
万
一
他
国
の
領
有
に
帰

す
る
場
合
、
わ
が
国
は
宛
も
長
槍
を
胴
中
に
擬
せ
ら
れ
る
と
同
様
の
脅
威
を

感
ず
る
が
故
に
、
直
接
に
は
国
防
上
の
止
み
難
き
必
要
か
ら
、
而
し
て
惹
い

て
は
東
亜
全
局
の
平
和
を
確
保
す
る
必
要
か
ら
、
行
は
れ
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
故
に
両
者
の
動
機
は
、
本
質
的
に
異
な
っ
て
居
り
、
こ
の
動
機
の

相
違
か
ら
、
統
治
の
精
神
も
自
ら
異
つ
て
来
る
の
で
あ
り
ま
す
。

 

（
全
集
第
二
巻　

五
〇
八
頁
）

こ
こ
で
先
ず
大
川
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
統
治
の
目
的
が
な
に
よ
り
も
「
営

利
」、
す
な
わ
ち
経
済
的
利
益
の
獲
得
に
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
、
日
本
の
朝
鮮
に

お
け
る
目
的
が
も
っ
ぱ
ら
国
防
上
の
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

次
に
第
二
点
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
前
半
と
後
半
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
前
半
に

お
い
て
は
、
地
政
学
上
の
見
地
か
ら
イ
ン
ド
と
イ
ギ
リ
ス
の
距
離
は
日
本
と
朝
鮮

と
の
距
離
と
比
べ
て
比
較
を
絶
す
る
ほ
ど
遠
く
、
し
た
が
っ
て
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る

印
度
統
治
は
イ
ン
ド
と
の
間
に
利
害
関
係
を
有
す
る
他
の
国
々
と
衝
突
し
国
際
平

和
を
乱
す
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
こ
と
を
ロ
シ
ア
の
南
下
政

策
、
ド
イ
ツ
の
バ
ク
ダ
ッ
ト
に
お
け
る
鉄
道
建
設
の
例
を
挙
げ
て
指
摘
し
、
日
本

の
場
合
と
比
較
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
、
第
一
点
で
主
張
し
た
こ
と
を
具
体
的
に

補
強
す
る
か
た
ち
と
な
っ
て
い
る
。

　

 

之
を
外
面
的
地
理
的
に
見
ま
し
て
も
、
朝
鮮
と
日
本
と
は
一
葦
帯
水
の
隣
接

関
係
地
帯
で
あ
り
ま
す
が
、
印
度
は
英
国
か
ら
非
常
に
遠
隔
の
地
に
在
り
ま

す
。
従
つ
て
朝
鮮
と
日
本
が
一
つ
に
な
る
こ
と
は
極
め
て
自
然
で
あ
り
、
且

つ
一
つ
に
な
る
こ
と
が
東
洋
の
平
和
を
確
保
す
る
上
に
必
要
で
あ
る
こ
と

は
、
事
実
が
明
白
に
立
証
し
て
居
り
ま
す
。
然
る
に
英
国
の
印
度
領
有
は
、

疑
ひ
も
な
く
不
自
然
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
之
を
保
持
す
る
た
め
に
は
数
々
の

無
理
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
勢
ひ
他
国
の
利
害
と
衝
突
を
招
き
、
世

界
の
平
和
を
脅
す
原
因
と
な
つ
て
居
り
ま
す
。 

（
同
上　

五
〇
九
頁
）

つ
づ
く
後
半
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
イ
ン
ド
、
日
本
と
朝
鮮
と
の
間
に
あ
る
歴
史

的
お
よ
び
民
族
的
・
人
種
的
関
係
の
緊
密
度
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
次

の
よ
う
に
大
川
の
植
民
地
統
治
に
関
す
る
考
え
方
が
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
な
ぜ
大
川
が
植
民
地
支
配
と
い
う
範
疇
か
ら
朝
鮮
、
お
よ
び
台
湾
を
例

外
視
し
た
の
か
を
考
え
る
上
に
お
い
て
と
り
わ
け
重
要
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

 

か
く
て
日
本
の
朝
鮮
統
治
は
、
同
種
同
文
の
民
を
治
め
る
こ
と
で
あ
り
、
英

国
の
印
度
統
治
は
、
異
文
異
種
の
民
を
治
め
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
断

じ
て
之
を
同
日
に
語
る
こ
と
を
許
し
ま
せ
ぬ
。
従
つ
て
英
国
の
印
度
統
治
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は
、
異
文
異
種
の
民
を
治
め
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
か
ら
わ
が
朝
鮮
統
治
に
と

り
て
、
若
干
の
参
考
に
は
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
万
一
に
も
之
を
模
倣
し
や

う
な
ど
ゝ
考
へ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
最
も
恐
る
べ
き
危
険
を
招
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ひ
と
り
英
国
の
統
治
の
み
な
ら
ず
、
欧
米
の
植
民
政
策
は
、
総
じ

て
人
種
を
異
に
し
文
明
を
異
に
す
る
民
族
に
対
し
て
行
は
れ
る
も
の
で
あ
り

ま
す
る
が
故
に
、
一
と
し
て
朝
鮮
統
治
の
模
範
と
す
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
せ

ぬ
。 

（
同
上　

五
一
〇
頁
）

す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
統
治
の
パ
タ
ー
ン
が
日
本
と
朝
鮮
と
の
間
に

は
適
用
で
き
な
い
こ
と
の
理
由
の
う
ち
で
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
西
欧

の
植
民
政
策
の
目
的
が
経
済
的
利
益
の
獲
得
に
あ
る
と
い
う
こ
と
の
外
に
、
そ
の

支
配
対
象
を
異
人
種
・
異
民
族
・
異
文
明
（
有
色
人
種
）
と
し
て
い
る
こ
と
、
そ

し
て
こ
れ
が
西
欧
帝
国
主
義
に
特
有
の
か
た
ち
で
あ
る
こ
と
を
大
川
が
指
摘
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
第
三
点
で
あ
る
が
、
第
二
点
で
指
摘
し
た
こ
と
を
承
け
る
か
た
ち
で
、

日
本
と
朝
鮮
と
の
関
係
が
大
和
朝
廷
の
成
立
以
前
に
遡
れ
る
ほ
ど
長
く
、
そ
の
上

文
明
も
人
種
も
共
通
す
る
間
柄
で
あ
る
の
に
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
と
の
関

係
は
一
六
世
紀
に
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
日
本
の
朝
鮮
に
対
す
る
理
解
の
程

度
に
比
べ
て
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
に
対
す
る
理
解
は
格
段
に
低
い
。
こ
の
結
果
、

第
二
点
と
し
て
指
摘
し
た
よ
う
に
元
来
西
欧
人
が
抱
い
て
き
た
「
白
人
至
上
主

義
」
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
人
に
対
す
る
生
理
的
な
嫌
悪
に
よ
る
「
蔑
視
」（
＝
「
賤

視
」）
に
よ
る
「
人
種
差
別
」
の
感
情
を
一
層
亢
進
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
容
赦

の
な
い
苛
斂
誅
求
に
向
か
わ
せ
た
。
こ
れ
が
イ
ン
ド
人
の
度
重
な
る
反
乱
の
根
柢

に
あ
る
も
の
で
あ
り
、「
印
度
国
民
運
動
」
と
い
う
全
イ
ン
ド
挙
げ
て
の
反
英
闘

争
へ
と
展
開
し
て
い
く
こ
と
の
主
な
要
因
で
あ
る
と
大
川
は
見
た
の
で
あ
る
。
す

で
に
大
川
は
こ
の
こ
と
を
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
に
刊
行
し
た
『
印
度
に
お
け

る
国
民
運
動
の
現
状
及
び
其
の
由
来
』
に
「
人
種
的
偏
見
に
基
づ
く
英
人
の
暴
慢
」

と
題
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
た
。

　

 

英
人
は
啻
に
政
治
的
又
は
経
済
的
の
み
な
ら
ず
、
実
に
道
徳
的
に
印
度
人
を

虐
げ
て
居
る
。
そ
の
誇
負
す
る
基
督
教
と
文
化
を
以
て
し
て
、
英
人
が
印
度

に
於
て
敢
て
る
暴
慢
は
、
其
の
根
底
を
欧
米
諸
国
民
に
共
通
な
る
人
種
的

偏
見
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
独
り
英
人
に
限
ら
ず
、
一
般
欧
米
人
に
在
り
て

は
、
道
徳
と
は
白
人
種
間
に
於
て
の
み
之
を
実
行
す
べ
き
も
の
に
し
て
、
異

人
種
に
対
し
て
の
行
動
は
、
殆
ど
倫
理
的
批
判
の
圏
外
に
在
る
が
如
く
考
へ

ら
れ
て
居
る
。
さ
れ
ば
西
洋
に
於
け
る
西
洋
人
と
、
東
洋
に
於
け
る
西
洋
人

の
間
に
は
、
其
の
道
徳
の
点
に
於
て
激
し
き
相
違
の
あ
る
こ
と
は
殆
ど
周
知

の
事
実
で
あ
る
。
斯
く
の
如
き
人
種
的
偏
見
を
以
て
隷
属
の
民
に
臨
む
以

上
、
印
度
人
が
堪
え
難
き
侮
辱
を
受
け
つ
ゝ
あ
る
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ヘ

ン
リ
ー
・
コ
ッ
ト
ン
氏
の
著
書
に
よ
れ
ば
、
道
に
英
人
と
会
ひ
て
傘
を
低
め

ざ
る
が
為
に
殴
打
せ
ら
れ
た
る
例
の
如
き
は
枚
挙
に
遑
な
い
。　
　
　
　

 

（
同
上　

六
〇
二
～
六
〇
三
頁
）

こ
れ
が
書
か
れ
た
の
は
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
八
月
に
ヘ
ン
リ
ー
・
コ
ッ
ト

ン
の
『
新
印
度
』
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
の
惨
状
に
衝
撃
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
の
精
神

世
界
の
探
究
か
ら
「
大
亜
細
亜
主
義
」
実
現
の
方
向
に
大
き
く
舵
を
切
っ
た
直
後

の
こ
と
で
あ
り
、
大
川
が
『
新
印
度
』
の
ど
こ
に
衝
撃
を
受
け
た
の
か
が
推
察
で

き
る
記
述
で
あ
る
。
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要
す
る
に
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
で
重
要
な
こ
と
は
、
大
川
が
「
朝
鮮

併
合
」
に
よ
る
日
本
の
朝
鮮
統
治
は
、「
帝
国
主
義
」
と
い
わ
ば
セ
ッ
ト
の
関
係

に
あ
る
近
代
西
欧
に
よ
る
植
民
地
支
配
と
は
全
く
異
質
な
も
の
で
あ
る
と
の
認
識

に
立
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

2　
「
社
会
科
学
」
的
認
識
と
地
政
学
的
認
識
の
相
違

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
「
社
会
科
学
」
に
お
け
る
帝
国
主
義
と

植
民
地
支
配
の
関
係
規
定
は
レ
ー
ニ
ン
の
『
帝
国
主
義
論
』（
一
九
一
七
）
に
依

拠
す
る
も
の
が
最
も
有
力
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
レ
ー
ニ
ン
は
一
九
世
紀
後
半

か
ら
の
植
民
地
支
配
を
資
本
主
義
の
最
高
段
階
で
あ
る
金
融
独
占
資
本
主
義
段

階
（
＝
帝
国
主
義
）
下
に
お
け
る
旧
来
の
植
民
地
の
再
分
割
と
規
定
し
た
。
こ
う

し
た
レ
ー
ニ
ン
の
規
定
は
、
こ
れ
ら
金
融
独
占
資
本
の
新
た
な
投
資
先
と
な
る
の

が
植
民
地
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
植
民
地
支
配
の
目
的
は
あ
く
ま
で
も
「
営
利
」、

す
な
わ
ち
経
済
的
利
益
の
獲
得
に
あ
る
と
す
る
純
粋
な
経
済
学
的
思
考
に
貫
か
れ

て
い
た
（
レ
ー
ニ
ン　

一
一
六
頁
）。
こ
の
よ
う
な
「
植
民
地
」
の
規
定
と
、
日

露
戦
争
ま
で
は
防
衛
的
で
あ
っ
た
が
そ
れ
を
境
に
欧
米
並
み
の
帝
国
主
義
国
家
に

変
貌
を
遂
げ
た
と
す
る
レ
ー
ニ
ン
の
日
本
に
つ
い
て
の
テ
ー
ゼ
か
ら
す
れ
ば
、

「
朝
鮮
併
合
」
は
西
欧
帝
国
主
義
流
の
「
植
民
地
」
化
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。こ

れ
に
対
し
大
川
の
主
張
は
、「
朝
鮮
併
合
」
は
「
国
防
上
の
必
要
」
お
よ
び

ア
ジ
ア
の
安
定
の
確
保
と
い
う
地
政
学
お
よ
び
国
際
戦
略
的
な
理
由
と
「
同
種
同

文
」
と
い
う
人
種
的
・
民
族
的
・
文
化
的
類
似
性
に
よ
る
「
同
化
（
融
合
）」
へ

の
模
索
で
あ
り
、
そ
れ
を
近
代
的
意
味
に
お
け
る
植
民
地
支
配
と
同
一
視
す
る
こ

と
は
動
機
の
点
か
ら
み
て
も
正
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
事
実
、
当
時

の
日
本
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
展
程
度
は
政
府
の
手
厚
い
保
護
と
軍
需
を
中
心

と
し
た
重
工
業
に
牽
引
さ
れ
る
か
た
ち
で
産
業
資
本
主
義
の
段
階
に
到
達
し
た
ば

か
り
で
あ
り
レ
ー
ニ
ン
の
い
う
金
融
独
占
資
本
主
義
体
制
（「
帝
国
主
義
」）
の
段

階
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
日
本
の
朝
鮮
統
治
の
実
態
は
財
政
的
見
地
か
ら

見
る
か
ぎ
り
、「
朝
鮮
合
併
」
に
詳
し
い
海
野
福
寿
や
呉
善
花
が
指
摘
す
る
よ
う

に
併
合
当
初
よ
り
終
焉
に
至
る
ま
で
投
資
過
剰
の
赤
字
経
営
で
あ
っ
た
の
で
あ
る

（
呉
『
韓
国
合
併
へ
の
道　

完
全
版
』
二
三
三
頁
）。
た
だ
、「
民
族
国
家
」
と
し

て
の
「
近
代
国
民
国
家
」（
主
権
国
家
）
が
一
国
一
民
族
を
原
則
と
す
る
「
民
族

国
家
」
と
し
て
制
度
設
計
さ
れ
て
い
る
性
格
上
、「
同
種
同
文
」
と
い
う
こ
と
が

却
っ
て
同
国
内
の
異
民
族
に
対
し
て
新
た
な
「
差
別
」
を
生
む
温
床
と
な
る
こ
と

に
対
し
大
川
は
あ
ま
り
に
も
楽
観
的
で
あ
っ
た
と
は
い
え
る
が
、
こ
こ
に
は
前
稿

「︿
帝
国
﹀
と
い
う
視
座
か
ら
見
た
大
川
周
明
の
世
界
構
想
―
清
朝
の
遺
臣
辜
鴻
銘

の
同
時
代
観
と
の
関
連
に
お
い
て
―
」（『
五
浦
論
叢
』
二
五
号
所
収
論
文
）
で
も

論
じ
た
よ
う
に
大
川
の
世
界
観
構
想
と
し
て
こ
う
し
た
「
国
民
国
家
」
の
限
界
を

克
服
す
る
た
め
の
「
超
国
家
組
織
」（「
帝
国
」）
へ
の
志
向
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ

れ
と
同
時
に
、
社
会
科
学
や
地
政
学
的
認
識
と
は
別
に
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
西

欧
に
お
い
て
は
想
像
の
産
物
で
あ
っ
た
「
黄
禍
論
」
に
よ
る
「
白
禍
」
の
恐
怖
が

ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
現
実
の
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
見
落
と

し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

横
井
小
楠
の
「
大
義
を
世
界
に
布
く
」
と
い
う
言
葉
に
大
川
が
明
治
維
新
の
理

想
を
見
た
の
は
、
こ
う
し
た
志
向
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
併
合
に
至
る
日
本
側
の
対
朝
鮮
政
策
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
は
、
日
清

戦
争
当
時
の
外
務
卿
陸
奥
宗
光
の
『
蹇
蹇
録
』
に
も
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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朝
鮮
は
徒
に
旧
章
を
墨
守
し
未
だ
宿
弊
を
除
去
せ
ず
内
乱
続
起
し
竟
に
自
主

独
立
の
根
基
を
瓦
解
し
屡
々
累
を
隣
邦
に
及
ぼ
し
延
て
東
洋
大
局
の
平
和
を

掻
乱
せ
む
と
す
る
の
恐
れ
あ
り
是
れ
我
国
は
隣
邦
の
情
誼
に
於
て
も
亦
自
衛

の
道
に
於
て
も
拱
手
傍
観
す
る
能
は
ず
因
て
同
国
政
府
は
秕
政
改
革
の
道
を

講
じ
速
に
自
主
独
立
の
実
を
挙
げ
王
国
の
光
栄
を
永
遠
に
維
持
す
る
の
長
計

を
策
む
べ
し
と
の
意
見
を
勧
告
し
而
し
て
其
の
改
革
の
要
領
と
し
て
「
官
司

の
職
守
を
明
に
し
地
方
官
吏
の
情
斃
を
矯
正
す
べ
し
」「
外
国
交
渉
の
事
宜

を
重
じ
職
守
其
人
を
択
む
べ
し
」「
裁
判
を
公
正
に
す
べ
し
」「
会
計
出
納
を

厳
正
に
す
べ
し
」「
兵
制
を
改
良
し
警
察
の
制
を
設
く
べ
し
」「
幣
制
を
改
定

す
べ
し
」「
交
通
の
便
を
起
す
べ
し
」
等
の
数
条
を
挙
す
べ
し
と
い
ふ
に
あ

り
。 

（
陸
奥　

五
二
～
五
三
頁
）

こ
こ
に
は
明
ら
か
に
、
西
欧
列
強
の
脅
威
が
迫
る
中
、
華
夷
秩
序
の
な
か
に
置

か
れ
た
朝
鮮
王
朝
の
政
治
的
位
置
関
係
と
国
際
法
観
念
に
依
拠
す
る
日
本
の
立
場

と
の
相
違
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
が
、
陸
奥
が
主
張
し
て
い
る
こ
と
は
、

「
朝
鮮
は
徒
に
旧
章
を
墨
守
し
未
だ
宿
弊
を
除
去
せ
ず
内
乱
を
続
起
し
竟
に
自
主

独
立
の
根
基
を
瓦
解
し
屡
々
累
を
隣
邦
に
及
ぼ
し
延
て
東
洋
大
局
の
平
和
を
掻
乱

せ
む
と
す
る
の
恐
れ
あ
り
」
と
い
う
よ
う
に
、「
華
夷
秩
序
」
の
鞏
固
な
縛
り
と

李
王
朝
下
に
お
け
る
内
政
の
極
度
の
混
乱
と
国
内
の
疲
弊
が
国
家
と
し
て
の
朝
鮮

の
存
立
を
脅
か
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
列
強
に
付
け
入
る
余
地
を
あ
た
え
東
ア
ジ

ア
情
勢
全
般
を
不
安
定
に
し
て
い
る
原
因
で
あ
る
と
し
、
朝
鮮
の
国
家
と
し
て
の
独

立
が
東
ア
ジ
ア
全
体
の
た
め
に
焦
眉
の
急
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
徹
底
し
た

内
政
改
革
の
断
行
が
前
提
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
意
見
書
は
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
の
東
学
党
の
乱
の
と
き
に
朝
鮮
公

使
大
鳥
圭
介
へ
宛
て
た
「
訓
令
」
の
一
部
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
三
国
干
渉
や
義

和
団
事
件
、
ロ
シ
ア
の
再
南
下
な
ど
に
よ
る
朝
鮮
お
よ
び
東
ア
ジ
ア
情
勢
の
変
動

に
よ
っ
て
日
本
の
朝
鮮
政
策
に
紆
余
曲
折
は
み
ら
れ
た
も
の
の
、
基
本
的
に
は
陸

奥
の
こ
の
主
張
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
「
韓
国
併
合
」
の
施
行
に
至
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
日
本
側
の
対
朝
鮮
政
策
を
一
方
的
な
「
脱
亜
入
欧
」
の
押
し
付
け
と

す
る
こ
と
が
事
の
経
緯
を
無
視
し
た
皮
相
な
見
解
で
あ
る
こ
と
は
、
近
代
の
日
韓

関
係
史
に
関
す
る
最
近
の
研
究
結
果
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
陸
奥
の
主
張
を
虚
心

に
検
討
し
て
み
れ
ば
納
得
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
当
時
、
李
王
朝
は
弱
国
の
常
と

し
て
中
国
と
の
旧
来
の
朝
貢
関
係
を
墨
守
す
る
一
方
で
、
王
朝
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の

有
力
グ
ル
ー
プ
が
ロ
シ
ア
、
清
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
日
本
な
ど
の
勢
力
と

結
び
自
己
の
勢
力
維
持
拡
大
に
躍
起
と
な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
い
つ
で
も
外

国
勢
力
の
介
入
を
許
す
状
態
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
、
清
を
は

じ
め
こ
れ
ら
欧
米
諸
国
も
こ
う
し
た
朝
鮮
の
国
内
情
勢
の
混
乱
を
存
分
に
利
用
す

べ
く
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
狙
っ
て
い
た
。
日
本
側
が
朝
鮮
の
一
刻
も
早
い
内
政
改
革

と
早
期
の
独
立
と
を
主
張
し
た
の
は
あ
く
ま
で
も
こ
う
し
た
西
欧
列
強
の
介
入
を

阻
止
す
る
た
め
で
あ
り
（
呉　

前
掲
書
三
九
～
四
三
頁
）、
そ
う
し
な
け
れ
ば
朝

鮮
だ
け
で
は
な
く
日
本
を
含
め
た
東
ア
ジ
ア
全
域
が
欧
米
の
餌
食
に
な
る
と
い
う

切
実
な
危
機
感
が
現
実
に
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
す
で
に
こ

の
先
例
と
し
て
、
太
平
天
国
の
乱
が
清
朝
へ
の
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
列
強

の
介
入
を
招
き
、
こ
れ
が
清
帝
国
の
領
土
分
割
の
発
端
と
な
っ
た
こ
と
を
幕
末

期
の
経
験
に
よ
っ
て
明
治
の
日
本
の
指
導
層
は
十
分
に
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る

（
林　

二
五
～
三
一
頁
）。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
側
が
朝
鮮
独
立
の
前
提
と
し
て
「
華
夷
秩
序
」
か
ら
の
離

脱
を
求
め
た
こ
と
の
大
き
な
理
由
は
宗
主
国
清
も
李
氏
朝
鮮
も
同
じ
よ
う
に
王
朝
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防
衛
の
た
め
に
西
欧
列
強
の
力
を
利
用
し
そ
れ
に
頼
る
外
交
政
策
を
と
っ
て
い
た

か
ら
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
「
華
夷
秩
序
」
に
み
ら
れ
る
「
華
夷
の
内
外
の
弁
」

は
「
小
中
華
」
と
し
て
の
朝
鮮
民
族
の
自
己
意
識
に
根
深
く
食
い
入
っ
て
お
り
、

「
東
夷
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
日
本
を
は
じ
め
「
外
夷
」
と
し
て
括
ら
れ
る

西
欧
諸
国
に
対
す
る
尊
大
な
姿
勢
と
侮
蔑
感
に
よ
る
激
し
い
攘
夷
主
義
と
な
っ
て

現
わ
れ
、
こ
の
結
果
、
自
発
的
に
外
国
文
明
を
摂
取
し
て
い
く
こ
と
を
大
幅
に
遅

ら
せ
自
力
で
の
内
政
改
革
を
不
可
能
に
さ
せ
る
な
ど
、
弱
肉
強
食
の
国
際
環
境
の

な
か
で
生
き
抜
い
て
い
く
上
に
お
い
て
は
明
ら
か
に
「
桎
梏
」
と
な
っ
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た
な
か
で
陸
奥
の
い
う
隣
国
朝
鮮
を
「
近
代
国
民
国
家
」
と
し
て
独
立

さ
せ
る
必
要
性
は
日
本
自
ら
が
四
面
楚
歌
と
も
い
う
べ
き
一
九
世
紀
後
半
の
厳
し

い
国
際
環
境
の
な
か
で
欧
米
列
強
に
よ
る
植
民
地
化
の
危
機
を
回
避
し
自
力
で

ど
う
に
か
独
立
国
家
建
設
に
漕
ぎ
着
け
た
と
い
う
厳
し
い
現
実
政
治
か
ら
学
ん
だ

リ
ア
ル
な
政
治
判
断
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
か
つ
て
は
紀
伊
藩
尊

攘
派
の
志
士
で
あ
り
維
新
後
に
は
自
由
民
権
運
動
に
奔
走
し
て
入
獄
の
経
験
も
あ

る
陸
奥
自
身
の
体
験
も
大
き
く
反
映
さ
れ
て
い
た
。
後
に
も
触
れ
る
よ
う
に
日
本

は
決
し
て
「
近
代
国
家
」
と
し
て
の
西
欧
型
の
「
国
民
国
家
」
を
そ
の
ま
ま
受
容

し
た
の
で
は
な
く
、
ま
し
て
こ
れ
を
手
放
し
に
礼
賛
し
隣
国
朝
鮮
に
押
し
付
け
よ

う
し
た
の
で
も
な
く
、
し
た
が
っ
て
ま
た
こ
の
こ
と
が
レ
ー
ニ
ン
の
い
う
「
帝
国

主
義
的
侵
略
」
で
も
な
か
っ
た
こ
と
は
現
在
で
は
研
究
者
の
間
で
は
ほ
ぼ
共
通
の

了
解
事
項
に
な
っ
て
き
て
い
る
（
た
と
え
ば
『
あ
の
戦
争
に
な
ぜ
負
け
た
の
か
』

（
二
〇
〇
六
、
文
藝
春
秋
）
の
共
同
討
議
の
参
加
者
、
半
藤
一
利
・
保
阪
正
康
・

中
西
輝
政
・
戸
高
一
成
・
福
田
和
也
・
加
藤
陽
子
の
見
解
な
ど
）。
日
本
が
列
強

の
監
視
の
下
、
国
際
法
を
慎
重
に
遵
守
し
た
上
で
時
に
は
脅
迫
的
手
段
に
訴
え
な

が
ら
朝
鮮
の
民
族
的
反
感
と
巨
額
な
財
政
出
動
を
覚
悟
の
上
で
「
韓
国
併
合
」
に

踏
み
切
っ
た
の
も
朝
鮮
国
内
の
政
治
的
分
裂
状
態
と
そ
れ
に
乗
じ
た
ロ
シ
ア
の
動

き
に
対
す
る
脅
威
で
あ
り
ロ
シ
ア
が
朝
鮮
国
境
付
近
に
ま
で
再
南
下
し
た
こ
と
が

直
接
の
要
因
で
あ
っ
た
（
呉　

二
一
五
～
二
一
七
頁
）。
民
族
と
し
て
の
独
立
と

尊
厳
と
に
直
接
抵
触
す
る
「
朝
鮮
併
合
」
の
過
程
が
複
雑
で
い
か
に
危
険
な
決
断

の
連
続
で
あ
っ
た
か
は
、
朝
鮮
国
内
に
お
け
る
日
本
の
保
護
・
統
治
か
ら
の
解
放

を
求
め
る
「
義
兵
事
件
」
の
頻
発
、
朝
鮮
側
に
お
け
る
李
容
九
ら
の
一
進
会
（
東

学
党
の
後
身
）
と
日
本
側
の
樽
井
藤
吉
、
内
田
良
平
、
頭
山
満
ら
民
間
右
翼
と
の

合
作
に
よ
る
日
韓
対
等
合
邦
の
動
き
、
朝
鮮
問
題
に
つ
い
て
の
日
本
政
府
部
内
に
お

け
る
伊
藤
派
と
山
縣
派
の
対
立
な
ど
を
考
え
て
み
れ
ば
よ
く
わ
か
る
は
ず
で
あ
る
。

3　

日
本
の
朝
鮮
統
治
の
深
層
に
あ
る
も
の
―
「
白
禍
」
と
い
う
恐
怖

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
日
本
の
朝
鮮
統
治
に
つ
い
て
大
川
が
指
摘
し
て
い
る
こ
と

は
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
西
欧
帝
国
主
義
に
よ
る
東
洋
進
出
に
お
け
る
隠
さ
れ

た
「
動
機
」
と
も
い
う
べ
き
経
済
外
的
要
因
と
し
て
の
「
人
種
」
と
い
う
問
題

で
あ
る
。
西
欧
の
植
民
地
支
配
の
正
統
性
が
「
白
人
種
」
の
優
越
性
（
い
わ
ゆ
る

「
白
人
至
上
主
義
」）
と
い
う
欧
米
人
に
と
っ
て
は
無
意
識
の
う
ち
に
正
当
化
さ
れ

て
き
た
観
念
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
大
川
の
指
摘
を
待
つ
ま
で

も
な
い
。
こ
の
「
人
種
」
と
い
う
問
題
が
歴
史
の
動
き
に
与
え
る
深
刻
さ
に
対
す

る
認
識
が
レ
ー
ニ
ン
の
「
帝
国
主
義
論
」
に
は
欠
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
「
人
種
」
と
い
う
概
念
は
当
時
の
生
物
学
の
水
準
に
お
い
て
は
「
民
族
」

と
同
じ
意
味
に
使
わ
れ
る
な
ど
明
確
さ
を
欠
い
て
お
り
、
ま
た
経
済
的
要
因
を
重

視
す
る
「
社
会
科
学
」
に
お
い
て
も
歴
史
の
動
因
や
世
界
戦
争
の
原
因
を
政
治
経

済
的
要
因
に
還
元
し
て
説
明
す
る
こ
と
が
主
流
で
あ
り
、「
人
種
」
が
国
際
政
治
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に
影
響
を
及
ぼ
す
重
要
な
因
子
と
し
て
科
学
的
考
察
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
む
し
ろ
「
人
種
問
題
」
を
積
極
的
に
取
り
上
げ

た
の
は
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
外
に
あ
り
多
く
の
大
衆
を
主
な
読
者
層
と
す
る
新
聞

や
雑
誌
な
ど
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
側
で
あ
っ
た
。

い
か
な
る
戦
争
で
あ
れ
多
く
の
人
々
を
「
戦
士
」
と
し
て
動
員
し
戦
意
を
高
揚

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
以
上
、
戦
争
の
正
当
性
に
対
す
る
意
義
づ
け
が
要
請
さ
れ
、

そ
れ
に
見
合
っ
た
「
理
念
」
と
人
々
の
感
情
に
か
た
ち
を
あ
た
え
を
一
つ
に
ま
と

め
る
た
め
の
「
シ
ン
ボ
ル
」
の
発
見
が
重
要
な
前
提
で
あ
る
こ
と
は
時
代
を
問

わ
ず
同
じ
で
あ
ろ
う
。
ま
し
て
総
力
戦
と
し
て
戦
わ
れ
る
近
代
以
降
の
世
界
戦
争

の
場
合
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
国
民
全
体
の
心
を
動
員
す
る
た
め
に
人
間
の
「
深

層
」
に
ま
で
入
り
込
み
、「
シ
ン
ボ
ル
」
を
と
お
し
て
そ
れ
に
訴
え
る
こ
と
が
戦

争
遂
行
上
不
可
欠
の
こ
と
で
あ
り
、
と
く
に
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
は
ド
イ

ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
の
枢
軸
国
や
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
連
合
国
を

問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
を
駆
使
し
た
「
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
」
に
よ
る
心
理

戦
、
神
経
戦
、
情
報
戦
が
勝
敗
を
左
右
す
る
ほ
ど
の
重
要
性
を
も
っ
た
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
人
々
の
「
情
動
」
に
訴
え
る
上
で
大
き
な
役
割
を

示
し
た
の
が
「
人
種
」
と
い
う
概
念
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
は
「
人
種
戦
争
」

と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
戦
争
を
深
層
心
理
か
ら
見
る
と
白
色
人
種
対
黄
色

人
種
、
ア
ー
リ
ア
人
種
対
ユ
ダ
ヤ
人
種
間
の
戦
い
と
い
う
人
種
間
戦
争
の
一
面
を

有
し
て
い
た
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
事
実
で
あ
っ
た
。

歴
史
学
者
で
人
種
関
係
の
比
較
史
に
詳
し
い
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｍ
・
フ
レ
ド
リ
ク
ソ

ン
に
よ
れ
ば
、
肌
の
色
で
人
種
が
決
定
さ
れ
る
と
い
う
近
代
的
な
人
種
主
義
の
発

端
は
西
欧
に
あ
り
（
Ｇ
・
Ｍ
・
フ
レ
ド
リ
ク
ソ
ン　

六
頁
）、「
人
種
主
義
」
と
い

う
言
葉
が
使
わ
れ
は
じ
め
た
の
は
一
九
二
〇
～
三
〇
年
代
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ

れ
は
中
世
後
期
の
オ
ラ
ン
ダ
や
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
な
ど
の
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

と
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
部
に
萌
芽
し
、
や
が
て
啓
蒙
主
義
の
影
響
や
キ
リ
ス
ト
教

倫
理
の
下
で
の
人
類
の
平
等
主
義
の
洗
礼
を
受
け
て
後
、
生
物
学
な
ど
の
発
展
に

よ
る
科
学
的
研
究
の
成
果
に
よ
っ
て
正
当
性
を
得
て
登
場
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ

の
背
景
に
は
政
治
経
済
的
な
要
因
と
し
て
ア
メ
リ
カ
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
非
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
世
界
の
発
見
と
、
そ
こ
に
お
け
る
植
民
地
の
拡
大
と
奴
隷
制
の
正
当
化
の

根
拠
を
ど
こ
に
求
め
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
「
人
種
主
義
」

の
問
題
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
絞
っ
た
の
は
、
発
祥
の
地
と
い
う
こ
と
の
外
に
他
の

地
域
や
時
代
に
同
じ
よ
う
に
機
能
す
る
も
の
が
見
出
だ
せ
な
い
ほ
ど
の
大
き
な
影

響
を
世
界
史
に
与
え
た
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
（
同　

一
一
頁
）。
そ
の
上
で
、

こ
う
し
た
人
種
主
義
の
完
成
形
態
、
す
な
わ
ち
法
制
化
さ
れ
た
人
種
主
義
を
「
明

示
的
人
種
主
義
」
と
呼
び
、
そ
の
典
型
が
一
九
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
に
か
け
て
の

合
衆
国
南
部
と
南
ア
フ
リ
カ
、
お
よ
び
ド
イ
ツ
で
あ
り
、
程
度
の
差
は
あ
れ
、
こ

れ
ら
の
共
通
点
と
し
て
近
代
国
家
（
国
民
国
家
）
建
設
に
と
も
な
う
敗
北
と
挫
折

感
を
補
償
す
る
た
め
の
「
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
」
探
し
が
挙
げ
ら
れ
る
と
し
て
い
る

（
同　

一
〇
五
頁
）。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
西
欧
近
代
の
国
民
主
義
＝
民
族
主
義
（
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
）
的
な
「
怨
恨
」
が
人
種
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
と
き
、
そ
れ
ま
で
の
聖
書
（
宗

教
）
や
地
政
学
に
基
づ
い
た
多
種
多
様
な
人
種
観
に
よ
る
差
別
と
は
か
け
離
れ
た

「
も
っ
と
も
容
易
で
極
端
な
方
法
に
訴
え
る
よ
う
な
激
し
い
感
情
が
引
き
起
こ
さ

れ
た
」（
Ｇ
・
Ｍ
・
フ
レ
ド
リ
ク
ソ
ン　

同
頁
）
の
だ
と
い
う
。
そ
こ
に
は
「
逆

説
的
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
社
会
的
・
政
治
的
な
組
織
を
統
治
す
る
原

理
と
し
て
身
分
制
を
拒
絶
し
、
神
の
前
だ
け
で
は
な
く
現
世
で
も
平
等
で
あ
り
た

い
と
い
う
熱
望
が
身
分
制
に
と
っ
て
代
わ
る
こ
と
は
、
人
種
主
義
が
隆
盛
す
る
前
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提
だ
っ
た
の
で
あ
る
」（
同　

四
七
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
宗
教
に
よ
る
「
救
い
」

の
系
譜
を
引
い
た
「
国
民
主
義
」（
民
主
主
義
）
の
平
等
観
の
「
逆
説
」
が
あ
っ

た
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
「
国
民
国
家
」
の
限
界
が
明
ら
か
に
な
っ
た
一
九
三
〇
年
代
の
危

機
的
状
況
に
お
い
て
、
色
合
い
に
よ
っ
て
視
覚
的
に
識
別
で
き
る
「
人
種
」
と
い

う
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
多
く
の
人
々
の
心
を
大
量
動
員
し
て
い
く
上
に
お
い
て
無
言
の

「
シ
ン
ボ
ル
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
戦
争
へ
の
シ
ン
ボ
ル
化
の
過

程
に
お
い
て
「
識
別
」
と
い
う
機
能
は
「
差
別
」「
蔑
視
」「
賤
視
」
、さ
ら
に
「
恐

怖
」
感
情
と
な
り
、
敵
に
対
す
る
「
憎
悪
」
と
い
う
情
動
と
な
っ
て
発
動
し
た
の

で
あ
る
。
そ
う
し
た
複
合
感
情
の
近
代
に
お
け
る
特
異
な
現
れ
の
発
端
と
な
っ
た

の
が
一
九
世
紀
末
に
ド
イ
ツ
の
ラ
イ
ン
川
以
西
で
生
ま
れ
西
欧
が
東
洋
と
直
面
し

た
二
十
世
紀
の
世
界
変
動
の
時
期
に
活
性
化
し
「
他
者
」
と
し
て
西
欧
世
界
の
前

に
立
ち
現
れ
た
「
東
洋
」
へ
の
「
恐
怖
心
」
に
根
を
持
ち
欧
米
の
キ
リ
ス
ト
教
諸

国
を
席
巻
し
た
「
黄
禍
論
」
で
あ
っ
た
。
台
頭
す
る
黄
色
い
東
洋
か
ら
の
攻
撃
に

対
す
る
戦
い
が
「
異
端
」
に
対
す
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
「
聖
戦
」
と
し
て
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

「
黄
禍
論
」
に
つ
い
て
は
後
に
言
及
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
俗
流
マ
ル

ク
ス
主
義
政
治
学
が
敵
方
へ
の
暴
露
戦
術
の
言
葉
と
し
て
よ
く
使
う
よ
う
な
実

体
を
隠
蔽
す
る
た
め
の
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」（「
虚
像
」）
な
ど
で
は
な
く
、
ド
イ

ツ
の
歴
史
学
者
ハ
イ
ン
ツ
・
ゴ
ル
ヴ
ィ
ツ
ア
ー
が
い
う
よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
帝
国

主
義
が
そ
の
深
層
に
抱
え
る
自
己
自
身
の
「
闇
」（
欲
望
の
裏
面
と
し
て
の
恐
怖
）

の
部
分
が
そ
の
ま
ま
投
影
さ
れ
た
「
自
画
像
」
な
の
で
あ
る
（
ゴ
ル
ヴ
ッ
ツ
ア
ー

　

四
五
～
五
三
頁
、
一
三
五
～
一
三
六
頁　

原
著
名
は
『
黄
禍
―
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

歴
史
・
帝
国
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
研
究
』
一
九
六
二
。「
黄
禍
論
」
の
根
源
を

た
ど
れ
ば
、近
代
に
お
け
る「
人
種
論
」と
は
ま
た
別
に
古
代
ギ
リ
シ
ア
以
来
の「
コ

ス
モ
ス
」
に
対
す
る
「
カ
オ
ス
」
へ
の
底
知
れ
な
い
不
安
と
恐
怖
と
い
う
西
欧
思

想
史
の
深
層
を
貫
流
す
る
独
自
の
感
情
の
問
題
に
突
き
当
た
る
こ
と
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
）。
当
初
そ
の
「
黄
禍
論
」
の
矛
先
は
中
国
に
向
け
ら
れ
て
い
た
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
「
白
禍
」
と
し
て
危
機
感
を
も
っ
て
受
け
取
っ
た
の
は

実
は
中
国
で
は
な
く
む
し
ろ
日
本
で
あ
り
、
西
欧
帝
国
主
義
の
東
洋
進
出
の
背
後

に
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
世
界
に
対
す
る
恐
怖
と
憎
悪
と
蔑
視
の
感
情
が
複
雑
に
交
差

す
る
「
黄
禍
」
と
い
う
感
情
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
直
観
的
に
看
破
し
て
い
た
の

が
岡
倉
天
心
と
大
川
周
明
で
あ
っ
た
。岡
倉
は
日
露
戦
争
の
最
中
に
英
文
著
書『
日

本
の
目
覚
め
』
の
冒
頭
に
お
い
て
そ
の
こ
と
を
広
く
世
界
に
警
告
し
、
大
川
は
第

一
次
世
界
大
戦
の
最
中
に
お
い
て
「
大
亜
細
亜
主
義
」
を
提
唱
し
て
国
民
国
家
体

制
の
な
か
で
生
ま
れ
た
国
家
間
お
よ
び
人
種
間
・
民
族
間
の
憎
悪
・
確
執
と
い
う

負
の
感
情
を
大
乗
仏
教
と
く
に
華
厳
思
想
に
基
づ
く
新
た
な
「
世
界
帝
国
」
の
構

築
と
い
う
よ
り
高
い
次
元
に
お
い
て
止
揚
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
大

川
の
人
類
史
が
抱
え
て
き
た
人
の
心
の
深
い
闇
へ
の
洞
察
と
宗
教
と
い
う
も
の
の

持
つ
人
格
変
容
の
力
に
対
す
る
畏
怖
の
眼
差
し
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は
次
節
以
降
の
行
論
の
な
か
で
随
時
検
討
し
て

い
く
こ
と
に
し
た
い
。

三　

大
川
周
明
の
「
大
正
維
新
論
」

―
そ
の
思
想
的
位
相

1　
「
ア
ジ
ア
」
へ
の
目
覚
め
―
「
不
安
」
と
「
啓
示
」
か
ら

一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
～
六
五
（
同
四
〇
）
年
に
か
け
て
『
中
央
公
論
』
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に
「
大
東
亜
戦
争
肯
定
論
」
を
連
載
し
、
当
時
の
思
想
界
に
一
石
を
投
じ
た
林
房

雄
は
、
そ
の
「
続
編
」
の
な
か
で
戦
前
か
ら
の
「
右
翼
」
の
活
動
家
で
戦
後
政
権

の
「
黒
幕
」
と
し
て
暗
躍
し
後
年
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
に
も
関
わ
り
世
上
を
騒
が
せ

た
児
玉
誉
士
夫
が
「
右
翼
」
へ
と
舵
を
切
っ
た
理
由
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

 

出
獄
し
た
の
は
昭
和
五
年
八
月
の
末
で
、「
昭
和
動
乱
の
前
夜
」
で
あ
っ
た
。

児
玉
青
年
の
目
に
ま
ず
驚
異
で
あ
っ
た
の
は
、
大
川
周
明
と
北
一
輝
の
在
来

の
国
家
主
義
と
は
ぜ
ん
ぜ
ん
異
質
の
、
革
命
を
め
ざ
し
た
あ
た
ら
し
い
国
家

主
義
勢
力
が
、
突
如
と
し
て
出
現
し
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

 「
こ
れ
ま
で
の
右
翼
思
想
の
動
き
に
た
い
し
て
、
ひ
ご
ろ
あ
き
た
ら
ぬ
も
の

を
感
じ
て
い
た
多
く
の
民
間
有
志
た
ち
（
と
く
に
青
年
層
）
も
、
ち
ょ
う

ど
＂
渇
者
が
水
を
も
と
め
る
ご
と
く
＂
こ
の
新
思
想
の
流
れ
に
と
び
こ
ん
で

行
っ
た
」
と
児
玉
氏
は
書
き
、「
日
本
改
造
法
案
大
綱
」
の
要
旨
を
引
用
し

て
い
る
。
当
時
の
児
玉
青
年
も
そ
の
「
渇
者
」
の
一
人
で
あ
っ
た
の
だ
。

 

（
林　

四
三
七
頁
）

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
児
玉
の
驚
き
は
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
テ
ロ

リ
ズ
ム
に
、
そ
し
て
「
東
亜
連
盟
」
運
動
に
走
っ
た
青
年
た
ち
の
心
情
を
代
弁
し

て
い
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
を
境
に
、
そ
れ
ま
で
第

一
次
大
戦
後
の
好
景
気
か
ら
一
転
し
て
慢
性
不
況
に
陥
り
、
や
が
て
金
融
恐
慌
、

世
界
恐
慌
の
波
に
呑
ま
れ
、
労
働
運
動
の
高
揚
と
弾
圧
の
な
か
で
自
己
の
生
き
る

べ
き
道
を
模
索
し
苦
悩
す
る
青
年
た
ち
に
と
っ
て
正
面
き
っ
て
「
革
命
」
を
標
榜

す
る
「
右
翼
」
の
出
現
は
ま
さ
に
驚
き
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
世
界
大
戦
後

の
好
景
気
は
海
運
、
保
険
、
通
信
な
ど
新
し
い
産
業
を
生
み
高
等
教
育
の
拡
大
、

俸
給
生
活
者
と
い
う
新
た
な
社
会
層
の
出
現
や
そ
れ
に
と
も
な
う
「
文
化
生
活
」

ブ
ー
ム
の
到
来
と
い
う
新
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
な
ど
を
も
た
ら
し
た
が
、
一
方
に

お
い
て
経
済
格
差
を
増
大
さ
せ
、
ま
た
風
俗
道
徳
の
面
に
お
い
て
も
風
紀
の
著
し

い
頽
廃
を
生
ん
だ
。
そ
し
て
政
党
政
治
も
汚
職
な
ど
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
続
い
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
づ
く
反
動
恐
慌
の
波
は
多
く
の
離
職
者
と
故
郷
喪
失
者
、

多
く
の
貧
困
者
層
を
生
み
、
こ
れ
に
重
な
る
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
排
日
移

民
法
の
成
立
な
ど
の
人
種
差
別
問
題
、
中
国
に
お
け
る
抗
日
運
動
や
革
命
ロ
シ
ア

の
動
き
、
ア
メ
リ
カ
の
太
平
洋
政
策
展
開
と
満
蒙
問
題
な
ど
が
日
本
に
大
き
く
圧

し
か
か
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
中
で
財
界
や
政
府
要
人
を
狙
っ
た
テ
ロ
が
続
発
し

た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
を
背
景
に
現
状
打
破
の
気
運
が
無
産
政
党
ば
か

り
で
は
な
く
政
府
部
内
、
軍
部
な
ど
権
力
中
枢
部
か
ら
も
起
こ
り
、「
国
家
改
造
」

を
目
指
す
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ
た
。
そ
の
民
間
に
お
け
る
先
駆
け

と
も
い
え
る
の
が
一
九
一
八
（
大
正
八
）
年
に
大
川
周
明
、
北
一
輝
、
亀
川
満
太

郎
ら
を
中
心
と
し
た
猶
存
社
で
あ
り
、
北
と
別
れ
た
大
川
ら
が
そ
の
後
身
と
し
て

設
立
し
た
の
が
行
地
社
で
あ
っ
た
。
こ
の
猶
存
社
―
行
地
社
が
「
革
命
右
翼
」
の

発
祥
の
場
で
あ
り
、
こ
こ
の
影
響
下
に
あ
っ
た
者
の
多
く
が
後
に
「
昭
和
維
新
」

運
動
お
よ
び
東
亜
連
盟
運
動
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
中
心
に
い
た
の
が
大
川
周
明
で
あ
っ
た
。

大
川
が
『
平
民
新
聞
』
に
影
響
さ
れ
社
会
主
義
へ
の
関
心
を
抱
い
た
の
は
日
露

戦
争
の
直
前
の
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
、
荘
内
中
学
校
五
年
の
時
で
あ
っ
た
。

こ
の
頃
か
ら
す
で
に
社
会
主
義
の
理
念
を
と
お
し
て
明
治
国
家
体
制
の
当
時
の
在

り
方
に
否
定
的
感
情
を
持
ち
始
め
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
、
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
っ

て
人
の
「
内
面
」
に
か
か
わ
る
問
題
に
関
心
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
二
つ

の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
し
て
自
分
の
問
題
と
し
て
統
一
さ
せ
て
い
く
か
が
、
こ
れ
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以
降
に
大
川
が
た
ど
る
こ
と
に
な
る
思
想
遍
歴
の
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
で
イ
ン
ド
哲
学
を
専
攻

し
精
神
世
界
に
自
己
の
居
場
所
を
求
め
て
遍
歴
す
る
中
、
一
九
一
四
（
大
正
二
）

年
の
夏
、「
偶
然
」
に
古
書
店
の
店
先
で
見
つ
け
た
ヘ
ン
リ
ー
・
コ
ッ
ト
ン
の
『
新

印
度
』
を
読
ん
で
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
の
植
民
地
支
配
下
に
あ
っ
た
イ
ン
ド
の

惨
状
に
驚
き
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
西
欧
植
民
地
支
配
か
ら
の
解
放
と
独
立
、
イ
ス
ラ

ム
圏
を
含
む
ア
ジ
ア
諸
国
全
体
の
連
携
に
よ
る
「
大
亜
細
亜
主
義
」
の
提
唱
へ

と
自
分
の
向
か
う
べ
き
方
向
を
転
換
し
た
。
今
ま
で
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
西

欧
帝
国
主
義
に
よ
る
ア
ジ
ア
支
配
の
現
実
に
は
じ
め
て
気
づ
き
、
精
神
世
界
か
ら

世
界
の
現
実
へ
関
心
の
対
象
の
移
動
と
し
て
外
面
的
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
大
川
の
思
想
を
深
い
と
こ
ろ
か
ら
解
き
明
か
し
て
い
く
の
に
は
、

こ
の
時
期
に
、
い
ま
ま
で
大
川
の
「
内
面
」
に
本
来
一
つ
に
統
合
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
二
つ
の
も
の
が
別
々
の
ま
ま
に
あ
る
と
い
う
不
自
然
な
状
態
が
す
で
に

「
臨
界
点
」
に
達
し
て
お
り
、
そ
れ
が
『
新
印
度
』
と
の
出
会
い
を
機
に
統
合
し

た
と
し
て
内
面
か
ら
捉
え
た
ほ
う
が
よ
り
有
効
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
大
川
の
宗
教
者
的
資
質
か
ら
み
て
『
新
印
度
』
は
、
そ
れ
ら
を
ひ
と
つ
に
結

び
つ
け
る
上
で
の
い
わ
ば
「
啓
示
」
と
し
て
の
意
味
合
い
を
も
っ
て
読
ま
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

大
正
期
の
大
川
の
知
人
宛
て
の
書
簡
類
に
は
、『
新
印
度
』
に
出
会
う
時
期

に
お
け
る
大
川
の
心
の
動
き
を
う
か
が
わ
せ
る
記
述
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
九
一
二
～
三
年
頃
に
友
人
（
榊
原
政
雄
）
に
あ
て
た
何
通
か
の
書
簡
に
は
「
最

も
多
く
観
念
の
世
界
に
求
め
、
最
も
少
な
く
現
実
の
世
界
に
求
め
ん
事
こ
れ
吾
望

み
也
。
観
念
界
に
求
る
は
春
の
鳥
の
花
を
慕
ふ
こ
ゝ
ろ
也
。
現
実
界
に
求
る
は
飢

え
た
る
虎
の
肉
を
貪
る
こ
ゝ
ろ
也
」
と
あ
り
、
ま
た
同
氏
宛
て
の
別
の
書
簡
に

も
「
さ
れ
ば
神
と
は
言
葉
の
厳
密
な
る
意
味
に
於
け
る
実
在
で
、
在
る
も
の
は
唯

だ
神
の
み
で
あ
る
。
道
徳
宗
教
は
此
の
実
在
を
自
我
の
上
に
実
現
せマ

マ
ま
く
す
る
要

求
に
根
ざ
し
て
居
る
。
人
心
の
奥
の
奥
よ
り
湧
出
で
ゝ
徐
ろ
に
全
我
を
潤
ほ
す
此

至
深
の
要
求
に
於
い
て
の
み
道
徳
並
宗
教
は
そ
の
永
遠
の
根
柢
を
有
し
得
る
」
と

記
し
て
い
る
よ
う
に
、
自
我
の
確
立
は
現
実
世
界
へ
の
働
き
か
け
の
な
か
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
も
精
神
世
界
の
な
か
に
お
け
る
出
来
事
と
し
て
そ
の
重
要
性
を
強

調
す
る
記
述
が
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
別
の
書
簡
で
は
「
個
性
の
限
界
内
に
立
籠
る

時
は
堪
え
難
き
苦
痛
を
感
ず
る
。
利
己
的
と
は
無
限
と
連
らマ

マ
ざ
る
自
我
を
本
位
と

す
る
事
で
あ
る
。
利
己
的
生
活
は
不
安
、
苦
痛
、
無
統
一
の
生
活
で
あ
る
。
こ
の

不
安
を
脱
却
せマ

マ
ま
く
す
る
要
求
は
竟
に
自
我
の
堅
殻
を
破
て
更
に
大
な
る
、
次
で

最
も
大
な
る
精
神
の
中
に
吾
等
を
住
ま
し
め
ず
ば
止
ま
ぬ
。
求
め
よ
さ
ら
ば
与
へ

ら
れ
む
と
の
ク
リ
ス
ト
の
宣
告
は
吾
等
に
大
な
る
力
を
与
へ
る
。
求
め
る
と
は
不

安
を
除
く
事
を
求
め
る
の
で
あ
る
」（『
関
係
文
書
』　

三
九
九
～
四
〇
一
頁
）
と

い
う
よ
う
に
、
た
ん
に
「
自
我
」
の
ま
ま
で
は
利
己
主
義
で
あ
り
、
そ
の
根
底
が

人
の
深
奥
か
ら
湧
き
出
る
普
遍
的
な
精
神
の
要
求
に
基
づ
か
な
い
か
ぎ
り「
不
安
」

の
苦
痛
に
苛
ま
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
う
し
た
「
不
安
」
か
ら
解
放
さ
れ

る
の
に
は
「
自
我
」
の
狭
い
限
界
を
破
り
「
最
も
大
な
る
精
神
」
に
合
一
し
て
生

き
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
普
遍
的
な
精
神
世
界
に
合
一
し
て
い
く

こ
と
の
必
要
性
を
提
唱
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
大
川
に
と
っ
て
「
不
安
」
と
そ
の
苦
痛
か
ら
の
解

放
は
、
あ
く
ま
で
も
精
神
世
界
の
中
で
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ

の
一
方
で
、
同
氏
宛
て
の
別
の
書
簡
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

　

 

世
界
主
義
と
は
一
切
の
国
家
を
払
拭
せ
む
と
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
各
々
の
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国
が
益
々
強
大
と
な
り
て
そ
の
特
性
を
憾
お
し
み
な
く
発
揮
し
、
以
て
世
界

の
歴
史
を
十
全
な
ら
し
め
ん
と
す
る
も
の
也
。
僕
は
日
本
の
歴
史
哲
学
の
研

究
が
大
い
に
興
ら
む
こ
と
を
望
む
。 

（
同
上　

四
〇
〇
頁
）

こ
こ
に
は
、
精
神
世
界
か
ら
「
世
界
主
義
」
と
い
う
現
実
世
界
の
在
り
方
と
そ

の
中
に
お
け
る
日
本
国
家
の
位
置
づ
け
な
ど
個
別
的
・
具
体
的
な
問
題
へ
と
関
心

領
域
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
大
川
の
思
想

構
造
を
考
え
る
上
で
重
要
な
こ
と
は
、
こ
う
し
た
い
わ
ば
抽
象
的
な
思
考
か
ら
具

体
的
現
実
的
な
思
考
へ
転
換
す
る
「
契
機
」
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、『
新
印
度
』

の
場
合
と
同
様
、
そ
の
前
年
（
一
九
一
二
）
に
日
本
の
伝
統
へ
の
関
心
を
抱
い
た

の
も
偶
々
明
治
天
皇
の
崩
御
に
と
も
な
う
歴
代
天
皇
の
伝
記
『
列
聖
伝
』
の
編
纂

に
関
わ
っ
た
と
き
の
こ
と
と
し
て
、「
偶
然
」
と
い
う
「
契
機
」
を
挙
げ
て
い
る

こ
と
で
あ
り
、「
偶
然
」
に
よ
る
出
来
事
を
宗
教
的
な
「
啓
示
」
の
よ
う
に
感
受

す
る
大
川
の
「
感
性
」
の
在
り
方
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
宗
教
の
世
界
観
、
あ

る
い
は
Ｃ
・
Ｇ
・
ユ
ン
グ
の
い
う
「
集
合
的
無
意
識
」
の
領
域
に
お
け
る
「
共
時

性
」
の
考
え
方
か
ら
い
え
ば
、「
偶
然
」
は
神
、
あ
る
い
は
神
的
な
も
の
の
開
示

を
意
味
す
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
日
本
の
「
伝
統
」
へ
関
心
が
向
か
っ
た

時
の
こ
と
を
大
川
は
後
年
「
偶
然
な
る
思
想
の
一
大
転
機
」（『
道
』
第
一
六
七
号

　

一
九
二
二
）
と
題
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

 

予
は
元
来
の
思
想
系
統
に
於
て
、
極
め
て
国
際
主
義
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
予

が
、
大
学
を
出
て
仕
事
が
な
く
て
貧
乏
し
て
居
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
松
村

先
生
か
ら
大
倉
翁
が
明
治
天
皇
を
偲
ぶ
紀
念
と
し
て
出
版
す
べ
き
歴
代
天
皇

の
御
伝
を
、
予
に
編
纂
せ
ぬ
か
と
持
ち
か
け
ら
れ
、
一
つ
や
つ
て
見
や
う
と

御
承
諾
し
て
か
ら
約
二
年
の
間
、（
中
略
）
日
本
史
の
研
究
に
没
頭
し
た
。

而
し
て
此
の
日
本
史
の
研
究
に
よ
つ
て
、
予
の
思
想
に
根
本
的
転
向
が
起
つ

た
。
予
は
此
事
に
よ
つ
て
、
真
個
に
一
日
本
人
と
し
て
目
覚
め
た
の
で
あ
つ

て
、
其
後
の
思
索
並
に
行
動
は
、
一
に
此
の
自
覚
に
根
底
を
有
し
て
居
る
。

此
時
か
ら
予
の
生
活
は
、
真
に
生
き
甲
斐
あ
る
生
活
と
な
つ
て
、
現
に
今
日

に
及
ん
で
居
る
。 

（
同
上　

八
〇
頁
）

こ
う
し
た
大
川
の
日
本
と
い
う
も
の
へ
の
「
覚
醒
」
は
一
九
一
三
（
大
正
二
）

年
九
月
、
す
な
わ
ち
『
新
印
度
』
と
の
邂
逅
の
直
後
に
、
後
の
大
著
『
日
本
文
明

史
』（
一
九
一
五
）
に
つ
な
が
る
「
日
本
文
明
の
意
義
及
び
価
値
」（『
大
陸
』
第

三
号
）
と
い
う
論
文
に
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
論
文
は
文
字
通
り
日
本
文
明
の
意
義

と
価
値
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
内
容
に
つ
い
て
は
改
め
て
言
及
す
る
こ

と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
、
す
で
に
こ
の
時
期
に
は
日
本
文
化
の
特
徴
と
し
て
「
国

民
の
創
造
力
」
と
「
ア
ジ
ア
は
日
本
に
お
い
て
ひ
と
つ
」
と
い
う
多
様
な
文
化
の

融
合
地
点
と
い
う
大
川
の
日
本
文
化
論
の
主
柱
と
も
い
う
べ
き
視
点
が
出
て
い
る

こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
（
同
上　

八
三
～
八
四
頁
）。

こ
の
よ
う
に
、
あ
る
出
来
事
を
宗
教
上
の
「
啓
示
」
の
よ
う
に
感
受
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
思
想
の
転
換
が
は
か
ら
れ
る
こ
と
は
、
Ｃ
・
Ｇ
・
ユ
ン
グ
が
「
人
間
の

タ
イ
プ
」
と
し
て
類
型
化
し
た
「
内
向
型
」
と
「
外
向
型
」
に
あ
て
は
め
て
み
る

と
、
大
川
が
そ
の
思
想
遍
歴
か
ら
見
て
も
ほ
ぼ
「
内
向
型
」
の
タ
イ
プ
に
該
当
す

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。「
内
向
型
」
と
い
う
の
は
、
主
観
的
要
因
に
よ
っ
て
自

ら
の
方
向
を
決
定
す
る
タ
イ
プ
の
人
間
類
型
の
こ
と
で
あ
り
、
文
科
大
学
卒
業
前

後
の
大
川
は
イ
ン
ド
哲
学
や
エ
マ
ソ
ン
、
Ｗ
・
ブ
レ
イ
ク
の
思
想
に
傾
倒
し
て
い

た
よ
う
に
、
精
神
世
界
の
中
で
自
己
の
魂
の
安
住
の
場
所
を
模
索
し
て
い
た
の
で
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あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
内
面
」
に
お
い
て
は
、
中
学
時
代
か
ら
高
等
学
校
時
代

に
か
け
て
大
川
の
心
の
半
面
を
占
め
て
い
た
「
社
会
主
義
」
の
理
想
に
よ
っ
て
現

実
社
会
を
変
革
し
虐
げ
ら
れ
た
人
々
を
救
済
す
る
と
い
う
外
向
的
な
方
向
が
潜
在

的
に
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
た
め
「
精
神
世
界
」
へ
と
内
向
す
る
大
川
本
来
の
方

向
と
相
反
す
方
向
が
同
時
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
無
意
識
内
で
の
「
葛

藤
」
が
「
不
安
」
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
て
表
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が

「
臨
界
点
」
に
達
し
た
状
況
に
お
い
て
、
歴
代
天
皇
の
伝
記
編
纂
の
仕
事
、
そ
し

て
『
新
印
度
』
と
の
邂
逅
が
あ
り
、
そ
れ
が
「
契
機
」
と
な
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の

精
神
世
界
に
根
本
的
な
変
容
が
も
た
ら
さ
れ
外
向
的
な
志
向
を
も
包
摂
す
る
よ
う

な
高
次
の
精
神
世
界
が
開
け
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
宗
教
学
で
い
う

「
回
心
」
に
も
似
た
心
的
機
制
の
転
換
が
見
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

Ｗ
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
が
い
う
よ
う
に
、「
回
心
」
が
一
般
的
に
心
身
の
危
機
的
状

況
に
直
面
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
の
重
心
が
現
実
的
な
領
域
か
ら
宗
教
的
な
領
域

に
移
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
れ
ば
（
ジ
ェ
ー
ム
ス　

上　

二
八
七
頁
）、
こ
の
意

味
に
お
い
て
大
川
の
場
合
に
は
「
回
心
」
と
い
う
こ
と
に
は
直
接
あ
て
は
ま
ら
な

い
。
し
か
し
、
ユ
ン
グ
の
い
う
「
内
向
型
」
の
人
間
に
と
っ
て
は
、
あ
る
出
来
事

を
「
啓
示
」
と
し
て
受
け
取
る
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
心
の
深
い
と
こ
ろ

か
ら
、
す
な
わ
ち
「
集
合
的
無
意
識
」
の
奥
底
の
領
域
か
ら
世
界
解
釈
の
枠
づ
け

を
規
定
す
る
「
原
像
」
の
急
激
な
活
性
化
を
と
も
な
う
こ
と
に
な
る
。
ユ
ン
グ
に

よ
れ
ば
、「
原
像
」
と
は
「
生
命
過
程
の
総
括
的
な
表
現
」（
ユ
ン
グ　

一
六
五
頁
）

で
あ
り
、
具
体
的
に
は
「
原
像
は
記
憶
の
沈
殿
物
で
あ
り
、
互
い
に
似
通
っ
た
無

数
の
事
象
の
凝
縮
に
よ
っ
て
、
で
き
上
っ
た
刻
印
で
あ
る
。（
中
略
）
原
像
は
お

そ
ら
く
、
生
理
学
的
・
解
剖
学
的
に
規
定
せ
ら
れ
た
、
あ
る
種
の
素
質
の
心
的
表

現
な
の
だ
」（
同
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
生
命
体
と
し
て
の
人
間
に
生
得
的
に
備

わ
っ
て
い
る
自
己
と
外
部
と
を
対
象
化
し
て
い
く
上
に
お
い
て
は
最
も
原
初
的
な

形
式
で
あ
り
、
人
類
が
生
み
出
し
人
類
を
支
配
し
て
き
た
す
べ
て
強
力
な
観
念
や

表
象
は
こ
こ
に
そ
の
源
泉
を
有
す
る
こ
と
か
ら
「
神
話
類
型
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、「
原
像
」
が
「
理
念
」
の
前
段
階
で
あ
り
そ
の
「
母
胎
」

と
い
わ
れ
る
の
は
、「
原
像
」
が
「
象
徴
」
や
「
イ
メ
ー
ジ
」
と
い
う
か
た
ち
に
よ
っ

て
表
現
さ
れ
る
の
に
対
し
、「
理
念
」
は
「
原
像
」
が
高
度
に
抽
象
化
さ
れ
た
も

の
だ
か
ら
で
あ
る
（
同
頁
）。
大
川
の
場
合
で
い
え
ば
、「
原
像
」
と
は
自
己
の
「
世

界
観
」
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
は
言
語
で
は
語
り
尽
し

得
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
本
稿
の
「
は
じ
め
に
」（
一
―
2
）
に
お
い
て
述
べ

た
と
お
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
、
具
体
的
に
は
「
啓
示
」
以
後
の
大
川

の
「
世
界
観
」
の
変
容
と
し
て
間
接
的
に
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
こ
と
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
一
九
一
二
～
三
年
頃
の
書
簡
に
記
さ
れ

た
精
神
的
な
「
不
安
」
と
そ
こ
か
ら
の
脱
却
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
見
て
お
き
た

い
。
こ
の
書
簡
か
ら
約
一
〇
年
後
の
一
九
一
九
（
大
正
八
）
七
月
に
発
表
さ
れ
た

「
我
等
の
進
む
可
き
道
」（『
道
』
一
三
五
号
）
と
い
う
論
考
に
お
い
て
、「
精
神
的
」

な
「
不
安
」
は
「
国
民
的
不
安
」、「
社
会
不
安
」、「
日
本
の
国
難
」、「
国
民
的
胸

騒
ぎ
」（
一
五
五
頁
）
と
し
て
対
象
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
原
因
が
、
第
一
次
世

界
大
戦
の
結
果
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
世
界
覇
権
が
確
立
し
た
こ
と
、
ロ
シ

ア
革
命
に
よ
り
「
ソ
連
」
と
い
う
世
界
史
上
は
じ
め
て
の
共
産
主
義
国
家
が
現
実

に
誕
生
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
大
川
の
「
精
神
世
界
」
に
お

け
る
「
不
安
」
は
世
界
史
の
大
変
動
と
い
う
現
実
界
に
お
け
る
「
世
界
的
不
安
」

と
関
係
づ
け
ら
れ
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
具
体
的
な
か
た
ち
に
お
い
て
示
さ

れ
た
の
で
あ
る
（『
関
係
文
書
』　

一
五
九
頁
）。
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不
安
の
存
在
は
既
に
事
実
で
あ
る
。
次
に
来
る
吾
等
の
務
め
は
、
此
の
不
安

の
由
来
す
る
所
、
並
に
其
の
本
質
を
究
明
す
る
に
在
る
。
第
一
に
吾
等
は
此

の
不
安
が
、
国
民
的
で
あ
る
と
同
時
に
世
界
的
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
。
何
と
な
れ
ば
此
の
不
安
の
原
因
は
、
過
去
五
箇
年
に
亙
り
て
行
は
れ

た
る
世
界
大
戦
に
よ
り
て
激
成
さ
れ
た
る
も
の
に
外
な
ら
ぬ
が
故
で
あ
る
。

世
界
大
戦
の
最
も
重
大
な
る
結
果
は
、
実
に
第
一
に
は
露
独
両
帝
国
の
瓦
解

及
び
之
に
よ
り
て
勢
ひ
を
得
た
る
過
激
思
想
の
勃
興
で
あ
り
、
第
二
に
は
ア

ン
グ
ロ
・
ソ
キ
ソ
ン
民
族
の
世
界
的
覇
権
確
立
で
あ
る
。
而
し
此
等
両
者
が

取
り
も
直
さ
ず
世
界
的
不
安
の
根
拠
と
な
つ
て
居
る
。

 

（
同
上　

一
五
六
頁
）

こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
「
国
民
的
不
安
」
の
原
因
は
、
世
界
大
戦
と
い
う
世
界

規
模
の
大
変
動
に
よ
っ
て
世
界
的
覇
権
を
確
立
し
た
英
米
帝
国
主
義
の
脅
威
と
世

界
的
な
共
産
主
義
思
想
の
蔓
延
が
日
本
と
い
う
国
家
と
国
民
生
活
と
を
挟
撃
し
て

い
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
不
安
の
本
質
が
「
来
る
国
難
が
複
雑
多
端
を
極
め
て
、

殆
ど
そ
の
解
決
の
途
を
発
見
し
得
ざ
る
点
に
存
す
る
」（
同
上　

一
五
八
頁
）
こ

と
と
さ
れ
、
そ
の
「
不
安
」
の
原
因
が
対
象
と
し
て
意
識
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
「
恐
怖
」
に
変
化
し
、「
恐
怖
」
に
対
す
る
具
体
的
対
応
策
の
樹
立
が
求
め
ら

れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
「
恐
怖
」
と
し
て
の
「
国
難
」
の
解
決
法

は
早
急
に
現
体
制
を
改
革
し
、
こ
れ
を
ア
ジ
ア
の
復
興
と
世
界
変
革
と
に
波
及
さ

せ
る
こ
と
に
あ
る
と
し
て
、
第
二
維
新
と
し
て
の
大
正
維
新
の
断
行
を
提
唱
す

る
の
で
あ
る
。
そ
の
拠
点
と
な
る
の
が
上
記
論
文
の
発
表
の
ひ
と
月
後
の
一
九
年

八
月
に
設
立
さ
れ
た
猶
存
社
で
あ
り
、
北
一
輝
と
訣
別
し
た
後
二
五
年
二
月
に
猶

存
社
の
主
要
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
設
立
し
た
行
地
社
で
あ
っ
た
。
行
地
社
の
綱
領

は
、
一
、
維
新
日
本
の
建
設
、
二
、
国
民
的
理
想
の
確
立
、
三
、
精
神
的
生
活
に

お
け
る
自
由
の
実
現
、
四
、
政
治
的
生
活
に
お
け
る
平
等
の
実
現
、
五
、
経
済
的

生
活
に
お
け
る
友
愛
の
実
現
、
六
、
有
色
民
族
の
解
放
、
七
、
世
界
の
道
義
的
統

一
の
七
項
目
で
あ
り
、
す
べ
て
大
川
自
身
が
選
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
あ
ら
か
じ

め
い
え
ば
、
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
精
神
的
な
「
不
安
」
と
い
う
内
面
世
界
と
世

界
史
の
大
変
動
と
い
う
外
面
的
世
界
の
出
来
事
と
を
同
一
次
元
の
事
象
と
し
て
連

続
的
に
捉
え
る
大
川
の
思
考
の
特
徴
で
あ
り
、
こ
れ
が
後
に
言
及
す
る
こ
と
に
な

る
大
川
の
「
白
渦
」
の
意
識
と
「
神
秘
主
義
的
世
界
観
」
の
下
地
に
も
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

2　
「
大
亜
細
亜
主
義
」
の
提
唱

大
川
は
、
猶
存
社
か
ら
行
地
社
設
立
ま
で
の
五
年
余
り
の
間
に
、『
宗
教
原
理

講
話
』（
一
九
二
一
年
一
〇
月
）、『
日
本
文
明
史
』（
同
年
同
月
）、『
復
興
亜
細
亜

の
諸
問
題
』（
二
二
年
七
月
）、『
復
興
印
度
の
精
神
的
根
拠
』（
二
四
年
五
月
）
を
、

さ
ら
に
二
五
年
の
行
地
社
設
立
か
ら
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
か
け
て
は
『
亜
細
亜

　

欧
羅
巴　

日
本
』（
二
五
年
一
〇
月
）、『
日
本
及
日
本
人
の
道
』（
二
六
年
二
月
）、

『
人
格
的
生
活
の
原
則
』（
同
年
五
月
）、『
特
許
植
民
会
社
制
度
研
究
』（
二
七
年

二
月
）、『
清
河
八
郎
』（
同
年
同
月
）、『
日
本
精
神
研
究
』（
同
年
五
月
）、『
中
庸

新
註
』（
六
月
）、『
自
由
・
平
等
・
友
愛
の
理
想
』（
二
七
年
四
月
か
ら
六
月
に
か

け
て
『
月
刊
日
本
』
に
連
載
）
を
立
て
続
け
に
出
版
し
て
お
り
、
こ
こ
で
大
川
の

思
想
と
行
動
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
い
う
べ
き
原
理
論
、
文
明
論
、
国
家
論
、
政
策

論
の
す
べ
て
が
出
揃
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
な
か
で
最
も
よ
く
大
川
の
新
し
い

世
界
観
を
表
し
て
い
る
の
は
『
復
興
亜
細
亜
の
諸
問
題
』
と
『
日
本
文
明
史
』
と
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い
っ
て
よ
い
が
、
そ
の
基
礎
論
と
し
て
の
位
置
を
占
め
て
い
る
の
が
『
日
本
及
日

本
人
の
道
』
と
『
中
庸
新
註
』
で
あ
る
。
ま
た
『
自
由
・
平
等
・
友
愛
の
理
想
』

は
国
家
改
造
の
理
念
と
し
て
の
「
道
義
国
家
」
の
骨
格
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、

『
日
本
精
神
研
究
』（
三
五
（
昭
和
一
五
）
年
刊
行
の
『
亜
細
亜
建
設
者
』
は
こ
の

ア
ジ
ア
版
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
）
は
『
日
本
及
び
日
本
人
』
に
お
い
て
言

及
さ
れ
た
代
表
的
日
本
人
に
つ
い
て
の
具
体
的
展
開
で
あ
る
。『
孟
子
』
の
「
四

端
説
」
を
冒
頭
に
置
く
『
中
庸
新
註
』
は
こ
れ
ら
一
連
の
著
作
の
哲
学
的
基
礎
づ

け
と
い
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
っ
た
。
大
川
は
二
六
（
大
正
一
五
）
年
に
満
四
〇
歳

を
む
か
え
、
ほ
ぼ
こ
の
時
期
に
思
想
の
骨
格
が
固
ま
っ
た
と
み
て
よ
い
。

大
川
の
代
表
作
『
復
興
亜
細
亜
の
諸
問
題
』
の
「
序
」
に
は
、
イ
ス
ラ
ム
圏
を

含
む
「
大
亜
細
亜
主
義
」
を
提
唱
し
た
こ
と
の
理
由
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

　

 

亜
細
亜
の
努
力
、
殊
に
印
度
至
高
の
努
力
は
、
内
面
的
精
神
的
自
由
の
体
得

に
存
し
、
且
之
に
よ
つ
て
偉
大
な
る
平
等
一
如
の
精
神
的
原
理
を
把
握
し

た
。
そ
の
神
聖
な
る
意
義
と
価
値
と
を
正
し
く
認
識
す
る
上
に
於
て
、
予
は

断
じ
て
人
後
に
落
ち
る
も
の
で
な
い
。
而
も
亜
細
亜
は
、
此
の
原
理
を
社
会

生
活
の
上
に
実
現
す
べ
く
獅
子
王
の
努
力
を
用
ゐ
な
か
つ
た
。
其
の
必
然
の

結
果
は
、
内
面
的
・
個
人
的
生
活
と
外
面
的
・
社
会
的
生
活
と
が
、
互
い
に

分
離
孤
立
す
る
小
乗
亜
細
亜
の
出
現
と
な
り
、
一
面
に
は
精
神
的
原
理
の
硬

化
、
他
面
に
は
社
会
的
制
度
の
弛
緩
を
招
き
、
遂
に
却
つ
て
白
人
阿
修
羅
の

隷
属
た
る
に
至
つ
た
。
亜
細
亜
は
其
の
本
質
に
復
る
べ
く
、
先
づ
二
元
的
生

活
を
脱
却
し
て
妙
法
を
現
世
に
実
現
す
る
大
乗
亜
細
亜
た
る
こ
と
に
努
め
ね

ば
な
ら
ぬ
。
之
が
為
に
は
、
吾
等
の
社
会
的
生
活
、
そ
の
最
も
具
体
的
な
る

も
の
と
し
て
吾
等
の
国
家
的
生
活
に
、
吾
等
の
精
神
的
理
想
に
相
応
す
る
制

度
と
組
織
と
を
与
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
予
は
是
く
の
如
く
考
へ
た
。
是
の
如
く

考
へ
た
る
故
に
、
予
は
最
も
広
汎
な
る
意
味
に
於
け
る
政
治
の
研
究
に
深
甚

な
る
興
味
を
抱
い
た
。
大
乗
的
見
地
に
立
て
ば
喫
茶
啖
飯
も
亦
第
一
義
、
小

乗
に
墜
れ
ば
読
経
打
坐
も
亦
第
二
義
と
な
る
。
剣
か
コ
ー
ラ
ン
か
の
心
情
を

真
向
に
振
翳
し
、
宗
教
と
政
治
と
に
間
一
髪
な
き
マ
ホ
メ
ッ
ト
の
信
仰
に
、

い
た
く
心
惹
か
れ
し
も
、
亦
実
に
此
頃
の
事
で
あ
つ
た
。
回
教
に
関
す
る
本

書
数
編
は
、
如
是
因
縁
に
由
来
す
る
。 

（
全
集
第
二
巻　

五
～
六
頁
）

あ
ら
か
じ
め
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
西
欧
的
二
元
論
を
克
服
し

て
成
立
す
る
「
大
亜
細
亜
主
義
」
の
思
想
内
容
が
「
大
乗
亜
細
亜
」
の
実
現
と
い

う
仏
教
思
想
の
用
語
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
「
剣
か
コ
ー
ラ

ン
か
の
真
情
を
真
向
に
振
翳
し
、
宗
教
と
政
治
と
に
間
一
髪
な
き
マ
ホ
メ
ッ
ト
の

信
仰
に
、
い
た
く
心
を
惹
か
れ
し
も
、
亦
実
に
此
頃
の
事
で
あ
つ
た
。
回
教
に
関

す
る
本
書
数
編
は
如
是
因
縁
に
由
来
す
る
」
と
し
て
「
イ
ス
ラ
ム
」
を
「
大
亜
細

亜
主
義
」
の
思
想
圏
内
に
包
摂
す
る
根
拠
が
「
大
乗
亜
細
亜
」
の
思
想
に
関
係
し

て
い
る
こ
と
と
し
て
示
唆
的
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
後
に
詳
し
く
見
て
い
く

よ
う
に
大
川
の
世
界
構
想
の
宗
教
的
基
盤
と
は
何
か
を
考
え
る
上
に
た
い
へ
ん
重

要
な
視
点
と
な
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
大
川
に
と
っ
て
「
イ
ス
ラ
ム
」
と
い
う

存
在
は
大
乗
仏
教
、
と
く
に
華
厳
の
思
想
と
の
連
関
の
な
か
に
お
い
て
意
味
づ
け

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
現
在
も
そ
の
古
典
的
価
値
を
失
わ
な
い
『
回
教
概
論
』

（
四
七
（
昭
和
一
七
）
年
刊
行
）
は
、
こ
う
し
た
視
点
か
ら
著
さ
れ
た
も
の
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
一
言
で
い
え
ば
、
イ
ス
ラ
ム
が
も
つ
高
い
論
理
性
と

生
命
力
溢
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
深
い
広
い
包
容
力
と
い
っ
て
よ
い
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（
大
乗
仏
教
、
と
り
わ
け
華
厳
思
想
と
イ
ス
ラ
ム
の
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
と
の
思
想
基

盤
の
同
一
性
に
つ
い
て
は
、
本
稿
︿
後
篇
﹀
で
述
べ
る
よ
う
に
、
言
語
哲
学
者
井

筒
俊
彦
の
『
コ
ス
モ
ス
と
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス
』
に
詳
し
い
）。

上
記
の
引
用
文
中
、「
回
教
に
関
す
る
本
書
数
編
」
と
い
う
の
は
、『
復
興
亜
細

亜
の
諸
問
題
』
の
な
か
の
「
第
十　

欧
羅
巴
治
下
の
回
教
民
族
」
と
「
第
十
一　

復
興
亜
細
亜
の
前
衛
た
る
べ
き
回
教
聯
盟
」
の
こ
と
で
あ
り
、
第
一
次
世
界
大
戦

を
契
機
と
し
て
勃
興
し
た
「
イ
ス
ラ
ム
復
興
」
の
動
き
に
つ
い
て
述
べ
た
箇
所

で
あ
る
。
こ
こ
で
大
川
は
イ
ス
ラ
ム
復
興
の
目
指
す
方
向
と
こ
れ
に
対
す
る
西
欧

列
強
の
矛
盾
し
た
態
度
に
つ
い
て
注
意
を
促
し
て
い
る
。
先
ず
イ
ス
ラ
ム
世
界
の

「
復
興
」
と
「
近
代
化
」
と
を
あ
く
ま
で
自
主
的
に
成
し
遂
げ
よ
う
と
す
る
青
年

ト
ル
コ
党
の
動
き
に
つ
い
て
、「
土
耳
古
に
於
け
る
回
教
の
有
力
者
は
、
一
切
の

宗
教
的
障
碍
を
排
除
し
て
、
近
代
的
生
活
に
同
化
せ
ん
と
す
る
抑
ゆ
可
か
ら
ざ
る

希
望
を
抱
く
に
至
つ
た
。
彼
等
は
外
国
の
強
制
又
は
圧
迫
を
待
た
ず
し
て
、
全
然

自
己
の
精
力
に
よ
つ
て
現
代
文
明
と
並
行
せ
ん
と
腐
心
し
、
回
教
の
信
仰
を
失
ふ

こ
と
な
く
し
て
時
代
精
神
に
合
致
せ
ん
こ
と
に
努
め
、
欧
州
諸
国
と
対
等
の
地
位

に
至
ら
ん
こ
と
を
以
て
理
想
と
す
る
に
至
つ
た
。
所
謂
青
年
土
耳
古
党
は
、
実
に

此
の
新
精
神
の
政
治
的
発
現
に
外
な
ら
ぬ
」（
第
二
巻　

一
九
一
頁
）
と
し
た
後
、

こ
れ
に
対
し
て
西
欧
列
強
の
取
っ
た
対
応
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
記
す
の
で
あ

る
。

　

 

唯
だ
茲
に
最
も
矛
盾
す
る
一
事
は
、
欧
羅
巴
諸
国
が
口
に
各
自
植
民
地
内
に

於
け
る
回
教
徒
の
文
明
化
を
理
想
と
す
と
称
し
つ
ゝ
、
実
は
彼
ら
の
真
の
発

展
向
上
を
欲
せ
ざ
る
こ
と
是
れ
で
あ
る
。
例
へ
ば
土
耳
古
に
於
け
る
青
年
土

耳
古
党
の
成
就
せ
る
政
治
的
革
命
は
、
回
教
の
前
途
に
対
し
て
重
大
な
る
意

義
を
有
す
る
も
の
に
し
て
、
若
し
之
を
適
宜
に
成
功
せ
し
む
れ
ば
、
此
の
旧

き
回
教
帝
国
は
新
た
な
る
生
命
を
得
来
る
べ
く
、
而
し
て
其
の
影
響
は
世
界

に
於
け
る
全
回
教
徒
に
及
ん
だ
に
相
違
な
い
。
然
る
に
斯
く
の
如
き
は
、
其

の
領
土
内
に
多
数
の
回
教
徒
を
有
す
る
欧
州
諸
国
の
最
も
喜
ば
ざ
る
所
な
り

し
を
以
て
、
彼
等
は
一
切
の
方
法
を
講
じ
て
土
耳
古
の
進
歩
を
阻
害
し
、
伊

土
戦
争
・
巴
爾
幹
戦
争
に
よ
り
て
、
此
の
老
帝
国
を
疲
弊
せ
し
め
た
。
さ
れ

ば
回
教
徒
が
欧
州
諸
国
に
対
し
衷
心
激
し
き
反
感
を
抱
く
は
、
決
し
て
異
と

す
る
に
足
ら
ぬ
。 

（
同
上　

一
九
一
頁
）

こ
こ
で
大
川
が
強
調
し
て
い
る
こ
と
は
、
青
年
ト
ル
コ
党
の
動
き
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
イ
ス
ラ
ム
復
興
運
動
が
民
族
的
自
覚
を
伴
い
な
が
ら
自
主
的
な
努
力
に

よ
っ
て
「
近
代
化
」
を
す
す
め
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
西
欧
諸
国
が
領
土
内
に
散

在
す
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
「
文
明
化
」
を
「
理
想
」
と
し
な
が
ら
も
、
同
時
に
そ

の
こ
と
が
、
全
世
界
の
イ
ス
ラ
ム
台
頭
の
動
き
と
連
動
す
る
こ
と
を
恐
れ
る
西
欧

諸
国
の
激
し
い
危
機
意
識
に
よ
っ
て
、
掲
げ
た
「
理
想
」
と
は
裏
腹
に
イ
ス
ラ
ム

の
近
代
化
の
動
き
を
潰
す
行
為
に
出
て
い
る
と
い
う
矛
盾
し
た
態
度
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
西
欧
諸
国
家
の
態
度
に
対
す
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
「
敵

愾
心
」
は
他
の
宗
教
に
比
較
し
て
不
寛
容
な
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
も
向
け
ら
れ

て
い
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
大
川
の
見
る
「
イ
ス
ラ
ム
復
興
運
動
」
の
目
的
と
は
、

科
学
技
術
や
民
族
的
自
覚
（「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」）
な
ど
の
西
欧
的
近
代
化
の
所

産
を
取
り
入
れ
、
イ
ス
ラ
ム
の
「
世
界
観
」
の
な
か
に
そ
れ
ら
を
正
し
く
位
置
づ

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
イ
ス
ラ
ム
の
活
性
化
を
は
か
る
こ
と
で
あ
り
、
西
欧
諸
国
の

「
矛
盾
」
と
は
、「
一
民
族
一
国
家
」
を
準
則
と
し
た
「
国
民
国
家
」
の
在
り
方
に

お
け
る
「
イ
ス
ラ
ム
」
と
い
う
超
国
家
的
な
「
異
文
明
」「
異
宗
教
」
を
「
国
民
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国
家
」
の
掲
げ
る
「
政
教
分
離
」
や
信
仰
の
自
由
と
い
っ
た
原
則
の
下
に
果
た
し

て
包
摂
で
き
る
の
か
と
い
う
近
代
国
家
論
上
に
お
け
る
き
わ
め
て
原
理
的
な
問
題

な
の
で
あ
る
。
大
川
は
こ
の
「
敵
愾
心
」
お
よ
び
「
矛
盾
」
の
「
解
決
」
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
ア
フ
リ
カ
支
配
を
取
り
上
げ
自
己
の
思
想
の

根
幹
に
か
か
わ
る
よ
う
な
広
域
支
配
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
重
要
な
見
方
を
示
し

て
い
る
。

　

 

而
し
て
此
の
危
険
よ
り
脱
す
る
の
途
は
、
真
に
彼
ら
の
幸
福
を
図
る
の
一
事

あ
る
の
み
で
あ
る
。
圧
迫
又
は
表
面
の
籠
絡
は
、
決
し
て
彼
等
の
心
を
得
る

所
以
で
は
な
い
。
吾
人
は
此
の
論
文
を
結
ぶ
に
、
ハ
ル
ト
マ
ン
の
言
を
以
て

す
る
。
曰
く
「
仏
国
人
は
、
阿
弗
利
加
に
於
て
、
回
教
が
今
尚
盛
ん
に
伝
播

し
つ
ゝ
あ
る
こ
と
を
愁
訴
す
。
而
し
て
之
に
対
す
る
最
も
有
効
な
る
防
禦

は
、
回
教
の
伝
道
者
を
殺
戮
し
て
之
に
殉
教
者
の
血
を
流
さ
し
む
る
に
こ
と

に
非
ず
。
ま
た
基
督
教
の
伝
道
者
と
称
し
て
実
は
最
も
我
慾
に
富
め
る
教
会

の
宗
教
業
者
を
続
派
す
る
こ
と
に
も
非
ず
。
唯
征
服
者
た
る
全
仏
蘭
西
人

が
、
能
く
自
己
を
訓
練
し
、
一
切
の
点
に
於
い
て
土
人
よ
り
も
優
越
せ
る
こ

と
を
行
為
に
於
て
現
は
し
、
新
し
き
道
徳
並
び
に
経
済
的
生
活
の
模
範
を
彼

等
に
垂
れ
、
且
真
に
彼
等
の
福
祉
を
念
と
す
る
善
良
な
る
教
師
た
る
こ
と
を

期
す
る
に
在
り
。 

（
同
上　

一
九
二
頁
）

大
川
に
よ
れ
ば
、
宗
主
国
と
文
化
の
程
度
も
文
明
の
在
り
方
も
民
族
も
異
に
す

る
植
民
地
支
配
、
あ
る
い
は
帝
国
に
よ
る
広
域
支
配
の
場
合
、
支
配
者
的
位
置
に

立
つ
国
家
と
国
民
に
要
請
さ
れ
る
の
は
、
被
支
配
国
よ
り
は
る
か
に
優
れ
た
新
し

い
道
徳
観
と
経
済
規
範
と
、
そ
れ
を
着
実
に
実
現
し
て
行
く
実
行
力
で
あ
る
。
こ

れ
が
大
川
の
「
国
家
改
造
」
の
目
標
と
し
て
掲
げ
た
「
道
義
国
家
」
と
「
大
亜
細

亜
主
義
」
の
理
念
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
こ
と
は
そ

の
ま
ま
、
日
本
の
「
朝
鮮
併
合
」
に
対
す
る
大
川
の
基
本
的
姿
勢
で
あ
っ
た
こ
と

は
前
に
触
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。

3　
「
道
義
国
家
論
」
と
そ
の
根
底
に
あ
る
も
の
―
『
日
本
及
日
本
人
の
道
』

ま
た
『
日
本
及
日
本
人
の
道
』
は
講
演
筆
記
で
は
あ
る
が
、「
道
義
国
家
」
の

基
礎
と
な
る
部
分
の
ほ
と
ん
ど
が
網
羅
さ
れ
て
お
り
、「
序
」
に
は
「
道
徳
の
自

然
的
基
礎
」
と
し
て
『
中
庸
新
註
』
と
同
じ
よ
う
に
『
孟
子
』
の
「
四
端
説
」
に

基
づ
く
「
羞
恥
」「
愛
憐
」「
敬
畏
」「
克
己
」
な
ど
の
人
倫
の
基
本
的
な
徳
目
に

つ
い
て
の
概
説
と
こ
れ
ら
の
源
泉
と
な
る
べ
き
の
も
は
何
か
と
い
う
こ
と
が
説
か

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
四
つ
の
徳
目
の
「
自
然
的
基
礎
」、
す

な
わ
ち
そ
れ
ら
の
源
泉
と
は
天
・
地
・
人
を
貫
徹
し
て
流
れ
て
い
る
「
大
生
命
」

の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
「
大
生
命
」
の
流
れ
の
「
一
端
」
を
示
し
た
の
が
四
つ
の

徳
目
で
あ
る
。「
道
義
的
人
格
」
と
い
う
の
は
こ
れ
を
体
得
し
た
人
格
の
こ
と
で

あ
り
、「
道
義
国
家
」
と
は
、
こ
う
し
た
「
道
義
的
人
格
」
を
主
体
と
し
て
形
成

さ
れ
た
国
家
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
道
義
的
人
格
」
と
「
道
義
国
家
」

と
は
「
相
即
の
関
係
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
現
在
に
お

い
て
国
家
改
造
が
要
請
さ
れ
る
理
由
を
「
吾
等
が
現
に
体
験
し
つ
ゝ
あ
る
国
家
観

念
の
混
沌
は
、
人
心
最
早
現
在
の
国
家
に
満
足
せ
ず
、
新
国
家
創
造
の
た
め
に
苦

悶
し
懊
悩
し
つ
ゝ
あ
る
が
故
で
あ
る
」（
全
集
第
一
巻　

六
頁
）
と
し
て
、
個
人

の
目
指
す
べ
き
「
道
義
的
人
格
」
が
そ
の
対
象
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
「
国
家
」

と
い
う
形
式
と
齟
齬
を
来
し
て
い
る
状
況
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
国
家
改
造
の

基
本
的
な
指
針
が
『
大
学
』
冒
頭
の
「
大
学
之
道
、
在
明
明
徳
、
在
親
民
、
在
止
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至
善
」
と
い
う
章
句
を
根
拠
に
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

 
道
徳
的
理
想
の
実
現
は
、
国
民
個
々
の
人
格
に
待
つ
と
同
時
に
、
歴
史
の
全

般
的
過
程
に
よ
つ
て
、
換
言
す
れ
ば
歴
史
の
与
へ
ら
れ
た
る
過
程
に
於
け
る

現
実
の
社
会
状
況
に
よ
つ
て
、
必
然
的
に
制
約
を
受
け
る
。
こ
れ
明
徳
と
新

民
（
大
川
は
朱
子
の
『
大
学
章
句
』
に
従
い
「
親
民
」
を
「
新
民
」
と
し
た

―
引
用
者
）
と
の
不
可
分
離
な
る
所
以
に
し
て
、
若
し
其
の
一
面
に
偏
す

る
な
ら
ば
、
到
底
至
善
の
実
現
を
望
む
べ
く
も
な
い
。
か
く
て
国
家
の
革
新

は
啻
避
け
難
き
の
み
な
ら
ず
、
日
に
之
を
新
た
に
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
国

家
の
本
質
、
従
つ
て
吾
等
自
身
の
本
質
が
、
完
全
に
実
現
さ
れ
て
い
く
。

 

（
同
上　

七
頁
）

以
上
の
よ
う
に
「
明
明
徳
」
と
「
新
民
」、
す
な
わ
ち
政
治
に
お
け
る
人
格
と

社
会
と
の
革
新
と
が
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
大
川
は
、
そ
の
基

礎
と
も
い
う
べ
き
「
個
人
」
と
「
歴
史
」
と
「
宇
宙
」
と
の
関
係
に
関
し
て
い
く

つ
か
の
重
要
な
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
次
に
示
す
よ
う
に
、「
自

分
」
と
い
う
個
体
の
在
り
方
の
う
ち
に
人
類
の
「
全
歴
史
」
と
「
全
宇
宙
」
の
存

在
を
観
る
と
い
う
視
点
で
あ
る
。

　

 

一
体
我
々
の
生
命
若
し
く
は
自
我
は
、
此
の
個
体
の
中
に
限
ら
れ
て
居
る
も

の
で
は
な
い
。
生
理
的
に
考
へ
た
だ
け
で
も
、
私
の
肉
体
と
云
ふ
も
の
は
私

の
両
親
の
細
胞
の
分
裂
で
あ
り
、
私
の
両
親
の
肉
体
も
又
私
の
祖
父
母
の
肉

体
の
分
裂
で
あ
り
ま
す
。
将
来
私
に
子
供
が
生
ま
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
子

供
は
私
の
細
胞
の
分
裂
、
そ
の
孫
も
亦
私
の
子
供
の
細
胞
の
分
裂
と
云
ふ
風

に
、
こ
の
関
係
を
前
後
に
際
限
な
く
辿
つ
て
行
く
な
ら
ば
、
総
て
の
人
間
、

若
し
く
は
総
て
の
生
物
に
共
通
な
る
一
の
生
命
に
達
す
る
こ
と
が
出
来
る
の

で
あ
り
ま
す
。
而
し
て
同
様
の
関
係
が
、
我
々
の
精
神
的
生
活
に
於
て
一
層

複
雑
に
行
は
れ
て
居
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
話
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
大

川
の
精
神
は
決
し
て
大
川
一
人
で
造
つ
た
も
の
で
は
な
い
、
私
の
心
の
裡
は

色
々
な
精
神
が
籠
つ
て
居
り
ま
す
。
例
へ
ば
現
に
一
千
何
百
年
以
前
の
孟
子

の
言
葉
が
私
の
魂
の
中
に
生
き
て
居
る
。
独
逸
人
や
希
臘
人
の
精
神
が
、
現

在
こ
の
大
川
の
精
神
一
部
を
形
成
し
て
居
り
ま
す
。
故
に
之
を
自
然
的
方
面

か
ら
云
て
も
、
精
神
的
方
面
か
ら
云
つ
て
も
、
我
々
の
生
命
と
云
ふ
も
の
は

他
と
連
つ
て
居
り
ま
す
。
従
て
個
人
と
言
ふ
も
の
は
、
決
し
て
絶
対
に
他
と

独
立
し
て
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
と
云
ふ
こ
と
は
、
明
瞭
な
る
事
実
で
あ

り
ま
す
。 

（
同
上　

一
七
～
一
八
頁
）

こ
こ
で
想
起
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
前
に
も
論
じ
た
よ
う
『
太
平
洋
戦
争
と

は
何
だ
っ
た
の
か
』
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ソ
ー
ン
の
い
う
歴
史
認
識
に
お
け
る

「
主
観
」
の
重
要
性
や
木
村
敏
の
「
私
的
な
間
主
観
的
感
性
」、
あ
る
い
は
密
教

の
『
両
界
曼
荼
羅
』、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
モ
ナ
ド
ロ
ジ
ー
」、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の

「
歴
史
」
と
い
う
も
の
を
複
数
歴
史
の
共
時
的
存
在
と
し
て
捉
え
る
歴
史
観
な
ど

に
共
通
す
る
「
歴
史
観
」
が
前
提
と
し
て
い
る
「
大
生
命
」
と
い
う
も
の
の
存
在

の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
「
大
生
命
」
が
各
個
人
に
分
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
、互
い
に
異
な
っ
た
歴
史
と
歴
史
観
の
中
で
生
き
て
い
る
他
者
に
対
し
て
も「
共

感
」
と
い
う
人
間
と
し
て
の
根
本
感
情
に
お
い
て
理
解
し
合
え
る
こ
と
の
基
礎
が

生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
要
す
る
に
、「
国
家
改
造
」
と
は
個
々
人
の
内

部
に
在
り
先
覚
者
に
よ
っ
て
自
覚
さ
れ
た
「
大
生
命
」
の
動
き
を
外
部
に
向
か
っ
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て
形
象
化
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
と
い
う
の
が
大
川
に
と
っ
て
の
「
大
正
維
新
」

の
基
本
的
な
観
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
個
々
人
の
精
神
的
深
化
の
度
合
い
と
歴

史
と
歴
史
観
の
具
体
的
展
開
と
の
相
関
関
係
で
い
え
ば
、
次
の
よ
う
な
世
界
史
の

展
望
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

 

人
格
と
云
ふ
も
の
は
個
人
的
で
あ
り
、
同
時
に
社
会
的
で
あ
る
か
ら
、
人
格

の
向
上
と
云
ふ
こ
と
は
、
内
面
的
に
は
個
人
の
裡
に
深
め
ら
れ
強
め
ら
れ
て

行
き
、
同
時
に
客
観
的
に
は
社
会
の
面
に
広
汎
化
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
り
ま

す
。
換
言
す
れ
ば
人
格
の
内
面
的
方
向
が
或
程
度
に
発
達
す
れ
ば
、
必
ず
之

に
応
じ
た
る
社
会
が
客
観
的
に
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
家
・
部

族
・
国
家
と
云
ふ
風
に
、
内
面
的
に
深
め
ら
れ
た
程
度
に
応
じ
て
、
次
第
に

大
な
る
社
会
が
実
現
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
り
ま
す
。
今
日
に
於
て
は
国
家
が

我
々
の
到
達
し
て
居
る
最
高
の
段
階
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
道
徳
的
深
刻
化

が
進
み
進
ん
で
已
ま
な
か
つ
た
ら
ば
、
全
人
類
を
打
て
一
丸
と
し
た
所
の
社

会
を
形
成
す
る
に
違
ひ
な
い
と
私
は
思
ひ
ま
す
。
支
那
で
は
此
の
理
想
を

「
平
天
下
」
と
言
ふ
て
居
り
ま
す
。
即
ち
「
修
身
・
斉
家
・
治
国
・
平
天
下
」

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
平
天
下
と
云
ふ
言
葉
は
、
人
類
を
全
体
と
し
て
こ
れ
に

道
徳
的
秩
序
を
与
へ
る
こ
と
、
人
類
全
体
を
一
つ
の
道
徳
的
秩
序
の
下
に
統

一
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
恐
ら
く
世
界
史
の
歩
み
は
、
此
の
方
向
に
向
つ

て
進
み
つ
ゝ
あ
る
と
信
じ
ま
す
。
即
ち
我
々
の
道
徳
的
意
識
の
客
観
的
実
現

は
、
家
・
部
族
・
国
・
世
界
と
云
ふ
風
に
進
ん
で
行
く
の
で
あ
り
ま
す
。

 

（
同
上　

四
二
頁
）

こ
の
よ
う
に
人
類
史
の
現
在
の
段
階
は
「
国
家
」
の
時
代
と
さ
れ
、
こ
の
認
識

は
次
に
述
べ
る
よ
う
に
東
西
両
文
明
を
統
一
す
る
方
法
を
大
き
く
規
定
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
ま
た
、
こ
う
し
た
観
点
は
後
に
論
ず
る
こ
と
に
な
る
大
川
の
思
想
に

お
け
る
華
厳
思
想
の
影
響
の
大
き
さ
を
考
え
る
場
合
、
大
川
理
解
の
根
幹
と
も
な

る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
に
先
ず
は
注
意
し
て
お
き
た
い
。

そ
し
て
大
川
の
「
大
正
維
新
論
」
の
な
か
で
も
う
ひ
と
つ
重
要
な
こ
と
は
、
以

上
の
よ
う
な
「
大
正
維
新
」
の
精
神
を
世
界
に
向
け
て
発
信
し
て
い
く
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
た
め
の
日
本
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前

に
も
述
べ
た
よ
う
に
西
欧
と
東
洋
は
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
道
を
た
ど
り
、
両
方
と
も

そ
の
文
明
の
頂
点
に
達
し
た
。
問
題
は
こ
の
相
異
な
る
頂
点
が
ど
の
よ
う
に
統
一

さ
れ
新
し
い
世
界
が
生
ま
れ
る
か
で
あ
る
。
先
ず
大
川
は
問
題
を
次
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
。

　

 

今
日
に
於
て
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
最
大
の
問
題
は
将
来
人
類
の
進
歩

が
、
近
世
欧
羅
巴
の
物
質
的
・
経
済
的
乃
至
政
治
的
原
理
に
依
つ
て
支
配
さ

れ
て
行
く
か
、
又
は
一
層
深
遠
な
る
精
神
的
原
理
に
依
つ
て
支
配
さ
れ
て
行

く
べ
き
か
と
云
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

（
同
上　

七
四
頁
）

こ
の
東
と
西
の
文
明
が
そ
れ
ぞ
れ
頂
点
に
達
し
た
現
在
は
、
西
欧
に
お
い
て
は

世
界
大
戦
と
い
う
破
滅
的
な
結
果
を
も
た
ら
し
、
東
洋
で
は
イ
ン
ド
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
国
民
の
悲
惨
な
奴
隷
状
態
へ
の
一
層
の
沈
下
で
あ
っ
た
。
で
は
、
今
日
の

世
界
に
望
ま
れ
る
状
態
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

　

 

世
界
が
待
ち
望
む
所
の
も
の
は
、
亜
細
亜
が
そ
の
本
来
の
精
神
、
深
遠
な
る

霊
性
に
目
覚
め
、
而
し
て
欧
羅
巴
の
周
到
精
密
な
る
組
織
制
度
と
相
触
れ
、



112

大川周明の世界構想における「大東亜戦争」の意味について（前篇）―日本の「曖昧性」と新たな世界像の模索―

其
の
把
握
し
て
居
る
高
遠
な
る
理
想
を
、
最
も
適
切
に
実
現
す
べ
き
方
法
を

見
出
す
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
斯
の
如
く
し
て
生
ま
れ
出
づ
る
新
し
き
東
方
の

光
に
人
類
の
歴
史
を
照
ら
す
こ
と
、
こ
れ
が
世
界
の
深
刻
な
る
期
待
で
あ
り

ま
す
。 

（
同
上　

同
頁
）

第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
に
よ
り
西
欧
文
明
の
危
機
が
叫
ば
れ
て
い
る
今
日
、

却
っ
て
ア
メ
リ
カ
を
含
め
た
西
欧
文
明
の
世
界
制
覇
の
動
き
が
一
段
と
激
し
く
な

る
状
勢
に
お
い
て
世
界
か
ら
待
望
さ
れ
る
の
は
人
間
の
精
神
に
基
礎
を
置
く
東
洋

文
明
の
革
新
的
復
活
と
そ
の
拡
大
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
物
質
文
明
の
余
毒
に
犯

さ
れ
て
い
る
世
界
の
現
状
を
救
済
す
る
途
で
あ
る
と
大
川
は
い
う
の
で
あ
る
。
こ

の
役
目
を
負
う
者
こ
そ
中
国
、
イ
ン
ド
、
西
欧
の
各
文
明
を
融
合
さ
せ
独
自
の
文

明
を
作
り
上
げ
て
き
た
日
本
で
あ
る
と
い
う
の
が
大
川
の
終
生
変
わ
ら
な
い
基
本

理
念
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
両
文
明
の
統
一
の
方
法
に
つ
い
て
の
大
川
の
見
通
し
は
、
こ
れ
ま
で

の
世
界
史
の
経
過
が
示
し
て
き
た
よ
う
に
「
国
家
」
の
段
階
に
あ
る
現
代
に
お
い

て
は
統
一
に
は
「
戦
争
」
は
最
終
的
手
段
と
し
て
不
可
避
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
大
川
は
日
本
の
と
る
べ
き
態
度
を
預
言
者
が
黙
示
録
の
世
界

を
語
る
か
の
よ
う
に
次
の
よ
う
に
述
べ
『
日
本
及
日
本
人
の
道
』
を
結
ん
で
い
る
。

　

 

こ
れ
ま
で
の
世
界
史
の
経
緯
を
見
て
来
ま
す
る
と
、
東
西
文
明
の
接
触
、
若

し
く
は
東
西
文
明
の
統
一
と
云
ふ
こ
と
は
、
殆
ど
例
外
な
し
に
、
殆
ど
と
云

ふ
よ
り
は
全
く
例
外
な
し
に
、
戦
争
に
依
て
の
み
実
現
さ
れ
て
居
ま
す
。
天

国
は
剣
の
影
に
在
り
と
云
ふ
の
は
マ
ホ
メ
ッ
ト
の
言
葉
で
あ
り
ま
す
が
、
恐

ら
く
東
西
両
強
国
の
生
命
を
賭
し
て
の
戦
ひ
が
、
過
去
に
於
て
然
り
し
が
如

く
、
今
ま
た
新
し
き
世
界
の
出
現
の
為
め
に
避
け
難
い
運
命
で
は
な
か
ら
う

か
と
考
へ
ま
す
。
而
も
東
西
の
戦
ひ
と
云
ふ
事
は
、
概
念
の
上
の
こ
と
で
あ

り
ま
し
て
、
亜
細
亜
全
体
が
聯
盟
し
、
欧
羅
巴
全
体
が
聯
盟
し
て
戦
う
と
云

ふ
意
味
で
は
決
し
て
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
現
実
の
事
実
と
し
て
は
欧
羅
巴

を
代
表
す
る
一
国
と
、
亜
細
亜
を
代
表
す
る
一
国
と
が
、
互
ひ
に
東
西
を
代

表
す
る
戦
士
と
し
て
選
ば
れ
、
茲
に
新
し
き
世
界
の
実
現
の
為
に
戦
は
ね
ば

な
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
。
天
は
実
に
是
の
如
き
戦
士
と
し
て
日
本
を
選
ば
ん

と
し
つ
ゝ
あ
る
や
う
に
思
は
れ
ま
す
。
三
千
年
の
長
大
な
り
し
準
備
は
此
為

で
は
な
か
つ
た
か
と
思
は
れ
ま
す
。
こ
れ
は
真
個
に
荘
厳
偉
烈
な
る
使
命
と

言
は
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
日
本
及
日
本
人
は
、
此
の
森
厳
な
る
使
命
を
果
た

す
為
に
、
強
大
な
る
道
義
的
精
神
を
振
作
し
、
其
の
精
神
を
個
人
並
に
国
家

の
生
活
に
実
現
す
る
こ
と
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
存
じ
ま
す
。

 

（
同
上　

七
六
頁
）

東
西
両
文
明
の
「
戦
争
」
に
よ
る
統
一
を
述
べ
た
こ
の
一
文
は
、
大
川
の
好
戦

的
態
度
を
示
し
た
も
の
と
し
て
戦
後
日
本
人
の
大
方
の
感
覚
か
ら
す
れ
ば
悪
名
高

い
も
の
で
あ
り
、
大
川
の
政
治
思
想
に
つ
い
て
の
歴
史
的
評
価
を
決
定
し
た
要
因

の
ひ
と
つ
と
も
み
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
古
く
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
ヘ
ラ
ク

レ
イ
ト
ス
、
同
世
代
的
に
は
ロ
シ
ア
の
神
秘
家
ソ
ロ
ヴ
ィ
ヨ
フ
の
い
う
よ
う
に
、

歴
史
の
事
実
か
ら
み
れ
ば
、
こ
の
問
題
は
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、

シ
ス
テ
ム
論
の
観
点
か
ら
歴
史
の
動
態
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
シ
ス
テ
ム
全
体

の
変
化
は
、
あ
る
状
態
か
ら
別
の
状
態
に
移
行
す
る
に
は
、
既
成
の
状
態
に
矛
盾
・

対
立
が
起
こ
り
、
そ
れ
を
通
し
て
新
た
な
動
的
平
衡
（
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
）
に
至

る
の
が
通
常
の
パ
タ
ー
ン
だ
か
ら
で
あ
り
（
沢
田　

一
四
三
～
一
四
四
頁
）、
こ
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れ
を
大
川
の
い
う
人
類
発
展
段
階
の
う
ち
の
「
国
家
」（
帝
国
主
義
時
代
に
お
け

る
「
近
代
国
民
国
家
」）
の
段
階
に
お
け
る
国
家
間
シ
ス
テ
ム
の
矛
盾
・
対
立
と

そ
の
解
決
の
仕
方
と
し
て
捉
え
る
と
、
文
明
論
的
に
、
ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
論
的
に
考
え
て
も
、
よ
り
高
次
の
段
階
に
至
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
「
戦

争
」
と
い
う
か
た
ち
を
と
る
こ
と
が
「
歴
史
の
教
訓
」
で
あ
り
リ
ア
ル
な
現
実
感

覚
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。「
冷
戦
」
や
最
近
の
「
貿
易
戦
争
」、「
国
際
紛
争
」
と

い
う
よ
う
な
第
二
次
世
界
大
戦
以
後
の
国
際
状
況
の
変
化
と
い
う
こ
と
を
ふ
く
め

て
「
戦
争
」
と
い
う
も
の
を
広
義
に
捉
え
る
と
、
大
川
の
い
う
こ
と
は
決
し
て
好

戦
的
・
軍
国
主
義
的
と
い
う
一
言
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
自
然
史
の
一
部
と
し
て
の

人
類
史
上
の
深
刻
な
問
題
を
孕
ん
で
い
る
こ
と
は
現
在
に
お
い
て
も
本
質
的
に
変

わ
っ
て
は
い
な
い
。

4　
『
自
由
・
平
等
・
友
愛
の
理
想
』
と
「
国
家
改
造
」
の
理
念

『
自
由
・
平
等
・
友
愛
の
理
想
』
は
、『
日
本
及
日
本
人
の
道
』
の
冒
頭
に
お
い

て
「
道
徳
の
自
然
的
基
礎
」と
し
て
挙
げ
ら
れ
た「
羞
恥
」「
愛
憐
」「
畏
敬
」「
克
己
」

と
い
う
人
間
の
根
本
感
情
の
「
天
」「
人
」「
地
」
に
対
す
る
関
係
の
在
り
方
を
基

盤
と
し
て
、「
精
神
」
に
お
け
る
「
自
由
」、「
政
治
」
に
お
け
る
「
平
等
」、「
経
済
」

に
お
け
る
「
友
愛
」
の
対
応
関
係
の
正
当
性
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
大

川
の
「
道
義
国
家
」
の
骨
格
を
な
す
も
の
と
い
っ
て
よ
く
、
大
川
に
よ
れ
ば
西
欧

に
は
み
ら
れ
な
い
日
本
独
特
の
伝
統
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は

ど
う
い
う
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
日
本
と
西
欧
の

歴
史
を
比
較
し
た
場
合
、「
宗
教
」
と
「
道
徳
」
と
を
「
道
」
と
い
う
概
念
に
よ
っ

て
統
一
し
て
き
た
日
本
と
の
重
大
な
相
違
は
西
欧
史
に
お
け
る
「
道
徳
」
と
「
宗

教
」
と
の
激
し
い
対
立
と
抗
争
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
起
因
す

る
「
自
由
」「
平
等
」「
博
愛
」
の
理
想
が
「
精
神
」「
政
治
」「
経
済
」
の
領
域
と

の
相
応
の
関
係
を
欠
い
て
お
り
、
三
者
の
中
の
一
者
の
み
が
時
代
に
よ
っ
て
他
の

二
者
を
圧
倒
す
る
よ
う
な
不
均
衡
の
状
態
が
続
い
て
き
た
か
ら
だ
と
い
う
。
こ
の

こ
と
を
『
日
本
及
日
本
人
の
道
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

 

西
洋
に
於
て
道
徳
と
宗
教
と
が
別
個
の
も
の
と
さ
れ
て
居
る
の
は
、
歴
史
的

事
情
が
存
在
し
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
個
人
と
国
民
と
を
問
は
ず
、
其
の

道
徳
的
発
達
は
叙
上
三
面
の
発
達
で
あ
り
ま
す
。
其
の
三
面
が
相
伴
ふ
て
進

化
す
る
場
合
は
、
其
の
国
に
対
立
又
は
衝
突
を
生
ず
る
こ
と
が
な
い
。
た
ゞ

三
面
の
う
ち
の
一
面
、
す
な
わ
ち
第
三
の
方
面
の
み
が
、
特
に
他
の
二
方
面

よ
り
も
優
つ
て
発
達
す
る
か
、
若
し
く
は
発
達
の
程
度
を
異
に
し
且
つ
其
の

発
達
の
歴
史
を
異
に
す
る
も
の
が
、
外
部
よ
り
来
る
場
合
に
、
茲
に
始
め
て

全
体
と
し
て
人
生
の
釣
合
い
が
失
は
れ
る
。
従
つ
て
宗
教
的
方
面
と
自
余
の

二
方
面
と
の
対
立
若
し
く
は
矛
盾
を
生
じ
て
来
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
而
も

人
生
は
矛
盾
の
侭
、
対
立
の
侭
で
は
落
着
き
ま
せ
ぬ
か
ら
、
何
等
か
の
努
力

に
依
つ
て
こ
れ
を
統
一
し
、
か
く
て
一
つ
の
新
し
い
精
神
的
発
展
が
遂
げ
ら

れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。 

（
全
集
第
一
巻　

二
二
頁
）

こ
こ
に
大
川
は
西
欧
世
界
の
歴
史
に
お
け
る
対
立
と
抗
争
の
過
程
、
す
な
わ
ち

政
治
に
お
け
る
革
命
と
反
革
命
、
宗
教
に
お
け
る
正
統
と
異
端
、
経
済
生
活
に
お

け
る
「
貧
」
と
「
富
」
と
の
対
立
、
そ
し
て
武
力
に
よ
る
そ
の
止
揚
と
い
う
流

血
と
暴
力
と
に
彩
ら
れ
た
い
か
に
も
西
欧
ら
し
い
「
弁
証
法
」
的
な
歴
史
展
開
の

コ
ー
ス
を
見
る
の
で
あ
り
、
な
か
で
も
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
に
お
い
て
ロ
ー
マ
人
の

宗
教
と
は
全
く
異
な
る
キ
リ
ス
ト
教
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
は
こ
れ
ら
の
問
題
の
発
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端
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
宗
教
と
道
徳
、
宗
教
と
国
家
、
教
会
と
国
家
と
の
齟

齬
し
た
関
係
が
深
刻
な
政
治
問
題
と
な
っ
て
浮
上
し
、
こ
の
こ
と
が
後
に
ゲ
ル

マ
ン
人
に
も
伝
え
ら
れ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
再
び
同
様
な
問
題
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
の
場
合
は
儒
教
や
仏
教
が
伝
来

し
た
と
き
も
宗
教
と
道
徳
、
宗
教
と
政
治
の
間
に
は
西
欧
に
お
け
る
よ
う
な
深
刻

な
対
立
は
生
じ
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
理
由
と
し
て
「
天
皇
」
の
存
在
と
「
日

本
人
の
道
」
を
体
得
し
た
卓
越
し
た
為
政
者
が
い
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
親
へ
の
「
孝
」
と
「
天
皇
」
に
対
す
る
「
忠
」
と
天
皇
を
通
し
て
の
「
天
」

へ
の
信
仰
が
同
時
的
に
行
わ
れ
る
の
が
日
本
の
「
宗
教
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
忠

君
の
本
質
は
天
皇
に
於
て
生
命
の
本
源
を
認
め
る
一
個
の
宗
教
た
る
点
に
存
し
ま

す
。
こ
の
一
点
を
看
過
し
て
は
忠
君
の
本
義
は
断
じ
て
分
り
ま
せ
ぬ
。
故
に
日
本

人
に
取
つ
て
は
、
家
族
の
一
員
と
し
て
孝
な
る
こ
と
、
国
民
の
一
人
と
し
て
は
忠

な
る
こ
と
が
、
取
り
も
直
さ
ず
最
も
具
体
的
な
る
宗
教
な
の
で
あ
り
ま
す
。
固
よ

り
私
は
大
川
家
の
大
川
で
あ
り
、
日
本
国
の
大
川
で
も
あ
る
が
、
家
国
を
超
越
せ

る
天
上
天
下
唯
我
独
尊
の
大
川
で
も
あ
る
。
私
の
魂
の
最
も
深
い
処
に
於
て
、
私

は
純
乎
と
し
て
純
な
る
神
を
拝
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
即
ち
親
を
通
し
て
、
ま

た
君
を
通
し
て
天
を
敬
す
る
の
み
な
ら
ず
、
親
と
共
に
、
ま
た
君
と
共
に
天
を
敬

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
唯
だ
此
の
順
序
を
弁
へ
る
こ
と
が
大
切
と
存
じ
ま
す
」

（
同
上　

二
四
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
忠
と
孝
と
を
包
括
的
に
支
え
て
い
る
の
は

「
生
命
の
本
源
」
あ
る
い
は
「
天
」
と
い
う
、
い
わ
ば
「
成
立
宗
教
」
で
は
な
い
、

む
し
ろ
「
自
然
宗
教
」
と
も
い
う
べ
き
宗
教
観
念
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

大
川
に
よ
れ
ば
「
成
立
宗
教
」
と
は
、
西
欧
の
「
宗
教
」、
す
な
わ
ち
キ
リ
ス

ト
教
な
ど
の
一
神
教
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
人
の
天
・
地
・
人
と
の
関
係
の
う
ち

天
と
の
関
係
、
す
な
わ
ち
上
位
の
存
在
に
対
す
る
「
畏
敬
」
の
念
を
他
か
ら
切
り

離
し
て
そ
れ
自
体
を
ひ
と
つ
の
「
宗
教
」
と
し
て
肥
大
化
さ
せ
て
成
立
し
た
結
果

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
ユ
ダ
ヤ
教
の
伝
統
を
継

ぎ
迫
害
の
下
に
発
達
し
て
き
た
宗
教
で
あ
る
だ
け
に
排
他
的
で
あ
り
、
こ
の
こ
と

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宗
教
と
国
家
と
の
対
立
・
抗
争
を
激
化
さ
せ
、
同
時
に
他
の
宗

教
に
対
す
る
著
し
い
「
不
寛
容
」
を
生
ん
で
き
て
い
る
こ
と
の
要
因
の
ひ
と
つ
で

も
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

 

基
督
教
は
も
と
〳
〵
迫
害
の
下
に
発
達
し
て
き
た
宗
教
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

ど
う
し
て
も
排
他
的
で
あ
り
ま
す
。
エ
ホ
バ
は
嫉
妬
の
神
と
あ
り
ま
す
が
、

或
は
そ
う
か
も
知
れ
ま
せ
ぬ
。
我
国
で
も
仏
教
諸
宗
の
間
に
確
執
が
あ
り
ま

し
た
が
、
明
治
以
降
キ
リ
ス
ト
教
が
入
つ
て
か
ら
、
一
層
成
立
宗
教
に
執
着

す
る
傾
向
を
生
じ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
傾
向
は
面
白
く
な
い
傾
向
と
存

じ
ま
す
。 

（
同
上　

二
五
頁
）

以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
記
さ
れ
た
『
自
由
・
平
等
・
友
愛
の
理
想
』
は
、
行

地
社
の
理
想
そ
の
も
の
で
あ
り
、
国
家
改
造
運
動
の
目
指
す
方
向
そ
の
も
の
を
示

す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
先
ず
大
川
が
現
在
の
社
会
情
勢
と
現
代
国
家
論
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
か
に
つ
い
て
み
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
 

然
る
に
今
の
世
に
時
め
く
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
実
に
国
家
の
本
質
を
以
て
、

却
つ
て
商
法
支
配
所
た
る
こ
と
に
在
り
と
す
る
思
想
で
あ
る
。
此
の
思
想
の

因
つ
て
来
る
本
源
は
、
自
然
を
精
神
よ
り
も
重
ん
じ
、
物
を
人
格
よ
り
も
尚

ぶ
心
に
潜
む
。
独
り
日
本
と
言
は
ず
、
現
代
諸
国
に
於
け
る
混
沌
・
腐
敗
・

頽
廃
・
悲
惨
は
、
若
し
吾
が
観
る
と
こ
ろ
に
誤
り
な
く
ば
、
決
し
て
専
ら
非
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難
の
矢
面
に
立
つ
彼
此
の
組
織
制
度
よ
り
生
れ
た
る
に
非
ず
、
近
代
社
会
生

活
の
裡
に
澎
湃
と
し
て
逆
巻
く
唯
物
的
思
想
に
こ
そ
、
そ
の
真
個
の
生
の
親

を
求
む
べ
き
で
あ
る
。
拒
む
可
く
も
な
き
事
実
と
し
て
、
物
質
的
富
が
今
や

孰
れ
の
国
家
に
於
て
も
全
能
た
ら
ん
と
し
、
又
は
全
能
た
り
つ
ゝ
あ
る
。
而

し
て
社
会
組
織
も
、
亦
此
の
思
想
に
相
応
し
て
、
金
権
制
度
に
堕
落
し
つ
ゝ

あ
る
。
か
く
て
一
切
の
災
厄
の
泉
は
、
財
産
の
不
平
等
に
も
非
ず
、
分
配
の

不
公
平
に
も
非
ず
、
人
生
に
於
て
下
位
を
占
む
べ
き
物
質
的
一
面
を
、
却
つ

て
唯
一
至
高
の
地
位
に
高
め
、
一
切
自
余
の
活
動
を
物
質
的
取
得
の
方
便
た

ら
し
め
ん
と
す
る
黄
金
万
能
の
思
想
で
あ
る
。
現
代
の
国
家
論
は
、
意
識
的

又
は
無
意
識
的
に
此
の
思
想
の
上
に
立
つ
。（
中
略
）
社
会
主
義
倫
理
学
に

従
へ
ば
、
社
会
の
道
義
的
発
展
は
、
直
接
に
且
全
く
社
会
の
経
済
的
組
織
に

支
配
せ
ら
る
ゝ
が
故
に
、
道
徳
的
革
新
は
唯
だ
経
済
革
命
に
よ
つ
て
の
み
可

能
で
あ
る
。
物
質
的
利
害
を
人
生
至
高
の
関
心
事
と
す
る
根
本
観
念
に
於

て
、
両
者
に
何
の
相
異
が
あ
る
か
。 

（
同
上　

九
六
～
九
七
頁
）

日
本
だ
け
で
は
な
く
世
界
の
主
要
国
を
覆
っ
て
い
る
「
混
沌
・
頽
廃
・
腐
敗
・

悲
惨
」
の
原
因
は
何
か
。
大
川
に
よ
れ
ば
、『
日
本
及
日
本
人
の
道
』
で
述
べ
た

よ
う
に
、
そ
れ
は
本
来
人
よ
り
下
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
物
質
的
側
面
が
最

上
位
に
位
置
し
、
そ
れ
が
肥
大
化
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
を
建
て
直
す
べ
き
現
代

国
家
論
も
資
本
主
義
国
家
は
も
ち
ろ
ん
社
会
主
義
国
家
に
お
い
て
も
ま
た
こ
う
し

た
「
物
質
万
能
主
義
」
思
想
を
土
台
と
し
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
お
い

て
は
同
等
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
顛
倒
し
た
状
況
を
正
常
の
位
置

に
戻
す
こ
と
が
「
国
家
改
造
」
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
あ
り
、「
精
神
生
活
に
於
け

る
自
由
の
実
現
」「
政
治
生
活
に
於
け
る
平
等
の
実
現
」「
経
済
生
活
に
於
け
る
友

愛
の
実
現
」
は
、
と
も
に
目
的
で
も
あ
り
そ
の
た
め
の
方
策
で
も
あ
っ
た
。

大
川
は
先
ず
「
精
神
生
活
に
於
け
る
自
由
の
実
現
」
に
お
い
て
、「
自
由
は
、

其
の
本
来
の
意
義
と
は
全
く
反
対
に
、
却
つ
て
『
自
然
』
に
従
ひ
『
人
欲
』
を
肆

ま
ゝ
に
す
る
こ
と
な
る
か
に
解
さ
れ
て
居
る
。（
中
略
）
其
の
実
は
一
点
一
画
だ

も
変
へ
難
き
自
然
的
法
則
の
鉄
鎖
に
縛
ら
れ
、
秋
毫
も
其
の
局
限
せ
ら
れ
た
る
生

活
を
出
離
す
る
こ
と
が
出
来
ぬ
。
従
つ
て
彼
等
に
は
真
実
の
意
味
に
於
け
る
如
何

な
る
自
由
も
な
い
」（
同
上　

八
〇
頁
）
と
し
て
、
現
代
社
会
に
お
い
て
は
自
己

の
欲
望
の
充
足
を
妨
げ
る
障
碍
が
な
い
こ
と
を
「
自
由
」
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

が
、
こ
れ
は
鉱
物
や
動
植
物
の
世
界
に
見
ら
れ
る
冷
徹
な
自
然
法
則
に
従
属
す
る

こ
と
で
あ
り
、
真
の
「
自
由
」
と
は
正
反
対
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
前
に
も
述

べ
た
よ
う
に
「
自
然
法
則
」
が
貫
徹
す
る
世
界
は
「
物
質
界
」
に
属
す
る
の
で
あ

り
、「
天
」「
地
」「
人
」
の
分
類
で
い
え
ば
、「
地
」
の
領
域
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ

て
「
自
由
は
実
に
精
神
の
世
界
に
於
て
の
み
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
自
由
と
は
竟
に

精
神
の
自
由
の
こ
と
で
あ
る
」（
同
上　

八
一
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
自
然
界
の

法
則
が
必
然
の
法
則
で
あ
る
の
に
対
し
「
自
由
」
は
精
神
の
自
由
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。　
　
　
　

し
か
し
大
川
に
よ
れ
ば
、
自
然
と
精
神
、
感
性
と
理
性
、
人
欲
と
天
理
と
が
相

反
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
見
る
こ
と
は
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
同
じ
で
あ
る

が
、
こ
の
相
反
す
る
二
者
を
ど
の
よ
う
に
統
一
す
る
か
に
つ
い
て
は
両
者
の
間
に

大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
自
然
」「
感
性
」「
人

欲
」
は
二
元
論
に
立
つ
西
欧
に
お
い
て
は
支
配
か
排
除
の
対
象
と
さ
れ
る
が
、
日

本
に
お
い
て
は
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
。「
感
性
又
は
人
欲
も
、
ま
た
人
生
の
う

ち
に
生
起
す
べ
き
根
柢
あ
り
て
生
起
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、
全
然
之
を
撥
無
し

去
る
は
不
可
能
の
こ
と
で
あ
る
。
仮
り
に
理
性
が
感
性
即
ち
人
間
の
自
然
的
感
情
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欲
求
を
悉
く
強
制
し
屈
服
せ
し
め
得
た
と
す
れ
ば
、
欲
望
の
止
む
と
こ
ろ
、
ま
た

人
生
あ
る
を
得
な
い
。
故
に
感
性
を
屈
了
す
る
こ
と
は
、
つ
い
に
人
生
其
者
を
否

定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
理
性
の
支
配
と
は
、
是
く
の
如
き
も
の
で
あ
り
得
な
い
」

（
同
上　

八
一
頁
）
と
し
て
、
真
の
統
一
と
は
屈
服
さ
せ
支
配
す
る
こ
と
で
は
な

く
、
自
然
を
精
神
化
し
、
人
欲
を
天
理
化
し
、
感
性
を
理
性
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
を
同
一
な
る
者
の
異
な
る
両
面
を
結
び
合
わ
せ
る「
帰
一
」と
い
う
。「
帰
一
」

と
は
そ
の
個
別
的
・
異
質
的
な
る
も
の
の
根
底
に
本
来
的
に
統
一
的
な
も
の
を
予

定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
人
欲
即
天
理
」、「
感
性
即
理
性
」
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
大
乗
仏
教
の
い
う
「
煩
悩
即
菩
提
」
と
同
じ

で
あ
る
と
い
う
（
同
上　

八
三
頁
）。　
　
　
　
　

大
川
は
そ
の
証
拠
と
し
て
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
の
伊
弉
諾
の
命
の

橘
の
小
門
の
禊
の
場
面
を
挙
げ
、
禊
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
禍
津
日
神
と
直
津
日
神

と
綾
津
日
神
の
関
係
に
注
目
し
、
こ
の
関
係
を
西
欧
的
二
元
論
と
は
異
な
る
次
元

の
も
の
と
し
て
捉
え
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
禍
津
日
神
を
「
感
性
」、
直
津

日
神
を
「
理
性
」
と
し
、
二
神
と
も
に
等
し
く
「
神
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
こ
れ
ら

を
一
方
が
他
方
を
含
み
他
方
が
一
方
を
含
む
「
相
即
」
の
関
係
と
し
て
捉
え
、
禍

津
日
神
が
直
津
日
神
に
よ
っ
て
聖
化
さ
れ
綾
津
日
神
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
こ
と
を

「
理
性
」に
よ
る「
感
情
」の
聖
化
と
し
て
解
釈
す
る
の
で
あ
る（
同
上　

八
三
頁
）。

こ
こ
か
ら
は
西
欧
の
二
元
論
に
み
ら
れ
る
「
神
」
と
「
悪
魔
」
と
い
う
よ
う
な
対

立
関
係
は
生
じ
な
い
。
そ
こ
で
大
川
は
「
自
由
」
の
実
現
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
言
う
の
で
あ
る
。

　

 

感
性
を
絶
滅
し
又
は
支
配
す
る
の
で
な
く
、
之
を
善
化
即
ち
「
直
す
」
に
非

ざ
れ
ば
、
真
個
の
人
生
は
成
立
し
な
い
。
例
へ
ば
色
欲
が
夫
婦
の
道
と
な

り
、
本
能
的
愛
情
が
親
の
慈
愛
と
な
り
、
団
体
の
生
存
欲
が
君
臣
の
義
と

な
り
、
名
利
の
欲
が
廉
恥
と
な
り
、
所
有
の
欲
が
節
倹
と
な
る
が
如
く
、
之

を
「
直
す
」
こ
と
に
よ
つ
て
感
性
は
道
義
と
な
り
、
禍
津
日
は
綾
津
日
と
な

る
の
で
あ
る
。
後
者
は
文
、
前
者
は
質
、
こ
れ
を
兼
ね
て
初
め
て
文
質
彬
々

で
あ
る
。
而
し
て
、
之
が
言
葉
の
真
個
の
意
義
に
於
け
る
自
由
の
実
現
で
あ

る
。 

（
同
上　

八
五
頁
）

こ
う
し
た
「
自
由
」
が
実
現
さ
れ
な
い
理
由
に
つ
い
て
大
川
は
、
フ
ラ
ン
ス
革

命
以
来
の
誤
謬
が
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
「
蓋
し
自
由
は
吾
等
の
精
神
生
活
に
於

て
、
平
等
は
吾
等
の
政
治
生
活
に
於
て
、
友
愛
は
吾
等
の
経
済
生
活
に
於
て
、
求

め
ら
れ
且
実
現
せ
ら
る
べ
き
理
想
で
あ
る
。
然
る
に
或
者
は
自
由
を
政
治
生
活
に

求
め
て
来
た
。
そ
は
ま
さ
し
く
木
に
よ
つ
て
魚
を
求
む
る
も
の
な
る
が
故
に
、
如

何
に
求
む
れ
ば
と
て
魚
を
捕
へ
得
べ
く
も
な
い
」（
同
上　

同
頁
）
と
し
て
、「
自

由
」
の
適
用
領
域
に
根
本
か
ら
齟
齬
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
「
自

由
」
は
人
間
に
と
っ
て
「
政
治
的
自
由
」
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
賦
与
さ
れ
あ
る

い
は
獲
得
す
る
よ
う
な
外
在
的
な
も
の
で
は
な
く
、
人
間
の
「
内
面
」
に
求
め
ら

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
精
神
的
自
由
の
存
在
が
あ
っ
て
こ
そ
政
治
的

自
由
が
「
権
利
」
と
し
て
主
張
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て

「
政
治
」
に
お
け
る
「
自
由
」
の
問
題
は
「
権
利
」
そ
の
も
の
の
問
題
で
は
な
く

国
民
の
「
教
養
」（
い
わ
ゆ
る
「
民
度
」
の
向
上
）
の
問
題
で
あ
り
、
国
民
の
「
教

養
」
を
高
め
る
こ
と
が
政
治
的
権
利
の
獲
得
と
行
使
の
土
台
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
、
こ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
精
神
の
自
由
を
保
証
す
る
教
育
制
度
確
立
の
問
題

は
大
川
の
「
国
家
改
造
」
の
プ
ラ
ン
に
と
っ
て
中
心
的
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た

（
同
上　

八
七
頁
）。
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世
上
に
流
布
す
る
い
わ
ゆ
る
「
政
治
的
自
由
」
が
「
精
神
的
自
由
」
に
基
礎
づ

け
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
す
れ
ば
、「
政
治
」
そ
の
も
の
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
何

か
を
追
究
し
た
の
が
「
政
治
生
活
に
お
け
る
平
等
の
実
現
」
で
あ
る
。
大
川
は
先

ず
政
治
の
目
的
を
「
共
同
生
活
」
の
実
現
と
し
て
捉
え
、
そ
こ
に
お
け
る
理
想

を
「
友
愛
」
と
し
、
そ
の
た
め
の
「
基
礎
」
を
『
孟
子
』
の
「
四
端
説
」
の
な
か

の
「
惻
隠
の
情
」
に
求
め
る
。
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、「
惻
隠
の
情
」
と
は
「
共

感
」
能
力
の
確
か
な
存
在
を
示
す
兆
候
そ
の
も
の
で
あ
り
、
他
者
の
中
に
自
分
を

見
、
自
分
の
中
に
他
者
を
感
じ
る
能
力
の
証
明
で
あ
る
。
そ
こ
に
生
ま
れ
る
感
情

は
「
仁
愛
」
で
あ
り
、「
仁
愛
」
こ
そ
共
同
生
活
を
成
立
さ
せ
る
基
本
的
な
感
情

で
あ
る
。
こ
の
「
仁
愛
」
は
他
者
と
の
「
平
等
」
の
意
識
を
前
提
と
す
る
も
の
で

あ
る
と
大
川
は
い
う
。

　

 

而
し
て
此
の
仁
愛
こ
そ
は
、
共
同
生
活
の
基
礎
で
あ
る
。
蓋
し
共
同
生
活
と

は
、
己
れ
の
生
命
を
他
の
生
命
の
上
に
、
他
の
生
命
を
己
れ
の
生
命
の
上
に

実
現
す
る
生
活
で
あ
る
。
而
し
て
共
同
生
活
の
実
を
見
事
に
挙
げ
る
た
め
の

努
力
が
、
取
り
も
直
さ
ず
政
治
で
あ
る
。
故
に
政
治
と
は
仁
愛
の
具
体
的
組

織
に
外
な
ら
ぬ
。
此
の
点
に
於
て
孟
子
の
観
察
は
鋭
く
し
て
正
し
い
。（
中

略
）
然
る
に
仁
愛
は
平
等
の
上
に
立
つ
。
本
質
に
於
て
自
己
と
同
一
な
る
生

命
を
有
す
る
も
の
と
し
て
、
従
て
自
己
と
同
等
な
る
価
値
を
有
す
る
も
の

と
し
て
他
の
人
格
を
認
識
す
る
こ
と
が
、
仁
愛
の
拠
つ
て
立
つ
根
柢
で
あ

る
。
故
に
仁
愛
の
具
体
的
発
現
た
る
政
治
も
、ま
た
必
然
平
等
の
上
に
立
つ
。

 

（
同
上　

九
一
頁
）

で
は
、「
仁
愛
」
の
前
提
と
し
て
の
「
平
等
」
を
い
う
大
川
に
と
っ
て
、「
平

等
」
と
は
い
か
な
る
意
味
で
の
平
等
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
、
そ
れ
は
ど
こ
に
由

来
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
「
人
生
に
内
在
す
る
無
限
の
可
能
性
」
を

誰
も
が
等
し
く
持
っ
て
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め

の
「
権
利
」
を
等
し
く
持
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
「
平
等
」
な
の
で
あ

り
、
そ
の
「
無
限
の
可
能
性
」
の
い
わ
ば
種
子
に
相
当
す
る
も
の
を
古
く
か
ら
人

は
「
良
知
」「
良
能
」
と
呼
ん
で
育
ん
で
き
た
の
だ
と
い
う
。

　

 

人
間
の
価
値
は
、
其
の
人
格
者
た
る
こ
と
に
存
す
る
。
人
格
者
と
し
て
の
人

間
は
、
実
在
の
無
限
の
内
容
を
実
現
す
る
可
能
性
を
具
へ
て
居
る
。
即
ち
吾

等
の
理
性
は
、
一
切
事
物
の
意
義
を
知
悉
す
べ
き
無
限
の
可
能
性
を
有
し
、

ま
た
吾
等
の
意
志
は
、
理
性
に
よ
つ
て
知
り
得
た
る
事
物
の
意
義
を
、
現
実

の
生
活
に
実
現
し
行
く
無
限
の
可
能
性
を
有
す
る
。
古
人
は
此
の
理
性
の

無
限
性
を
良
知
と
呼
び
、
意
志
の
無
限
性
を
良
能
と
呼
ん
だ
。
総
て
の
人
間

は
、
良
知
良
能
の
主
体
た
る
こ
と
に
於
て
、
即
ち
理
性
的
に
知
り
道
徳
的
に

行
ふ
主
体
た
る
こ
と
に
於
て
、
ま
さ
し
く
平
等
の
価
値
を
有
す
る
。

 

（
同
上　

九
二
頁
）

し
か
し
、「
無
限
の
可
能
性
」
を
実
現
す
る
た
め
の
「
権
利
」
の
内
容
は
そ
の

時
代
の
現
実
的
条
件
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
そ
の
行
使
も
共
同
生
活
を
通
し
て
実

施
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
効
力
を
持
た
な
い
。
そ
し
て
「
権
利
」
は
外
か
ら
の
侵

害
か
ら
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
「
自
由
」
と
「
権
利
」
を
保
護

し
「
権
利
」
の
内
容
を
具
体
化
し
そ
の
行
使
を
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
に
設
立

さ
れ
た
の
が
「
国
家
」
と
い
う
団
体
で
あ
り
、「
国
家
」
が
「
立
法
権
」
を
中
心

に
「
行
政
権
」「
司
法
権
」
の
三
権
と
軍
備
を
持
つ
の
は
、
人
が
本
来
的
に
持
つ
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「
自
然
的
権
利
」
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
そ
れ
を
具
体
化
し
効
力
の
あ
る
も

の
と
し
て
行
使
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
三
権
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
円
滑
に
機
能
さ
せ
て
い
く
の
が
「
国
家
」
の
役
割
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
「
国
家
」
は
「
一
個
至
高
の
統
一
的
権
威
」
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

う
し
た
観
点
か
ら
大
川
は
次
の
よ
う
に
「
国
家
」
と
い
う
も
の
の
存
在
理
由
を
定

義
す
る
。

　

 

一
個
至
高
の
統
一
的
権
威
な
く
し
て
は
、
普
遍
的
効
力
の
あ
る
法
律
も
な

く
、
正
規
な
る
裁
判
も
な
く
、
有
効
な
る
行
政
も
な
く
、
従
て
社
会
統
制
の

目
的
は
達
せ
ら
れ
る
べ
く
も
無
い
。
而
し
て
一
個
至
高
の
権
威
を
自
己
の
中

に
具
へ
、
一
定
の
統
制
を
有
す
る
社
会
団
体
が
、
取
り
も
直
さ
ず
国
家
で
あ

る
。
国
家
は
此
の
意
味
に
於
て
道
徳
の
具
体
的
組
織
と
言
は
れ
る
。

 
（
同
上　

九
四
頁
）

こ
こ
で
い
う
「
一
個
至
高
の
統
一
的
権
威
」
と
は
日
本
に
あ
っ
て
は
「
天
皇
」

と
い
う
も
の
の
存
在
で
あ
り
、「
天
皇
」
は
宇
宙
の
「
大
生
命
」
の
表
象
で
あ
る

こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
「
天
皇
」
で
あ
り
「
一
個
至
高
の
統
一
的
権
威
」
で
あ
る
こ

と
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
を
は
じ
め
主
要
国
の
ほ
と
ん
ど
が
陥
っ
て
い
る

混
沌
・
悲
惨
・
頽
廃
の
原
因
は
「
自
由
」
を
「
政
治
」
や
「
経
済
」
に
結
び
付
け

て
考
え
て
き
た
こ
と
に
あ
る
と
い
う
の
が
大
川
の
見
立
て
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
「
経
済
」
に
結
び
付
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
「
友
愛
」
で
あ
る
と

し
た
の
が
「
経
済
生
活
に
於
け
る
友
愛
の
実
現
」
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
人

と
天
・
地
・
人
と
の
関
係
を
挙
げ
、
経
済
は
人
よ
り
下
位
に
位
置
す
る
「
地
」
の

領
域
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
は
一
定
の
統
御
が
必
要
と
さ
れ
、

そ
の
統
御
に
は
仁
愛
の
心
で
当
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
そ
の
主
旨
で

あ
る
。

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
現
代
の
国
家
論
や
経
済
学
が
前
提
と
し
て
い
る
「
経

済
法
則
の
必
然
性
」
と
い
う
こ
と
が
そ
も
そ
も
誤
っ
た
認
識
に
基
づ
い
た
も
の
で

あ
り
、
も
と
も
と
は
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
誤
謬
に
あ
る
と
し
て
、
そ
の
原
因
と
正

常
な
姿
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

 

明
白
な
る
事
実
と
し
て
、
利
己
心
を
動
機
と
せ
る
経
済
的
活
動
が
、
啻
に
物

質
的
福
祉
を
多
数
の
人
類
に
齎
さ
ゞ
り
し
の
み
な
ら
ず
、
却
つ
て
全
般
的
不

安
と
悲
惨
と
を
吾
等
の
眼
前
に
展
開
し
つ
ゝ
あ
る
に
拘
ら
ず
、
今
尚
ほ
此
の

経
済
的
自
然
主
義
が
容
認
せ
ら
る
ゝ
こ
と
は
、
吾
等
の
最
早
忍
び
難
き
と
こ

ろ
で
あ
る
。 

（
同
上　

一
〇
二
頁
）

　

 

凡
そ
一
の
事
物
を
、
其
の
全
体
に
対
す
る
関
係
か
ら
抽
象
し
て
之
を
独
自
の

実
在
と
し
て
取
扱
ふ
こ
と
、
特
殊
の
相
対
的
活
動
を
夫
自
身
に
於
て
独
立
絶

対
な
る
が
如
く
考
へ
る
こ
と
は
、
明
か
に
一
個
の
断
見
で
あ
り
、
か
ゝ
る
断

見
に
基
づ
く
行
為
は
言
ふ
迄
も
な
く
不
徳
で
あ
る
。
従
つ
て
経
済
的
生
活
又

は
活
動
に
関
す
る
誤
れ
る
概
念
は
、
啻
に
思
想
と
し
て
誤
謬
な
る
の
み
な
ら

ず
、
実
に
吾
等
を
不
徳
に
陥
ら
し
め
ね
ば
止
ま
ぬ
。
故
に
主
と
し
て
経
済
的

生
活
を
其
の
内
容
と
す
る
所
謂
社
会
問
題
を
正
し
く
解
決
す
る
為
に
は
、
先

づ
経
済
的
関
係
が
何
等
夫
自
身
の
特
殊
な
る
規
範
を
有
せ
ず
、
普
遍
な
る
道

徳
的
規
範
に
よ
つ
て
左
右
せ
ら
る
ゝ
こ
と
を
承
認
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

 

（
同
上　

一
〇
〇
頁
）
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こ
こ
で
大
川
が
強
く
訴
え
て
い
る
こ
と
は
、
経
済
現
象
を
個
人
の
利
己
心
の
総

和
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
が
独
自
の
合
理
性
と
法
則
性
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
前
提

に
立
つ
経
済
学
に
よ
っ
て
社
会
問
題
に
対
す
る
社
会
政
策
が
立
案
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
誤
謬
と
混
乱
の
原
因
が
あ
る
の
で
あ
り
、
経
済
現
象
は
政
治
的
、
社
会
的
、

文
化
的
、
国
際
的
、
自
然
的
要
因
な
ど
が
複
雑
に
絡
み
合
う
複
合
現
象
で
あ
る
こ

と
、
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
統
御
し
人
の
た
め
に
役
立
た
せ
る
こ
と
は
「
道
義
的

主
体
」
と
し
て
の
人
間
の
役
割
で
あ
り
「
道
義
的
主
体
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る

「
道
義
国
家
」
の
義
務
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
大
川
は
た
ん
な

る
知
識
や
技
術
の
伝
達
で
は
な
く
、
な
に
よ
り
も
道
義
心
の
涵
養
を
土
台
と
し
た

国
民
の
「
教
養
」
の
向
上
を
図
る
教
育
制
度
へ
の
改
革
を
焦
眉
の
問
題
と
し
て
重

視
す
る
。

四　
『
日
本
精
神
研
究
』
に
み
る
代
表
的
日
本
人

1　

竹
内
好
と
松
本
健
一
の
評
価

『
日
本
精
神
研
究
』
は
、
そ
の
「
は
し
が
き
」
の
冒
頭
に
お
い
て
「
精
神
多
年

の
遍
歴
の
後
、
予
は
再
び
吾
が
魂
の
故
郷
に
復
り
、
日
本
精
神
其
者
の
う
ち
に

初
め
て
予
の
求
め
て
長
く
得
ざ
り
し
荘
厳
な
る
も
の
あ
る
を
見
た
」（
全
集
第
一

巻　

一
〇
八
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
日
本
人
以
外
の
思
想
か
ら
で
は
な
く
日
本
人

の
な
か
か
ら
世
界
に
卓
越
し
た
思
想
と
実
践
力
を
示
し
た
歴
史
上
の
人
物
を
選
択

し
、
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
い
て
い
く
た
め
の
模
範
と
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
著

作
で
あ
り
、
自
己
の
思
想
を
日
本
史
上
の
具
体
的
人
物
の
言
行
に
託
し
て
表
明
し

た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
大
川
の
思
想
の
具
体
像
が
よ
り
鮮
明
に
示
さ
れ
て
い

る
作
品
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
こ
で
大
川
が
選
ん
だ
人
物
は
、
源
頼
朝
、
上
杉
鷹
山
、
上
杉
謙
信
、
織
田
信

長
、
宮
本
武
蔵
、
石
田
梅
巖
、
佐
藤
信
淵
、
平
野
国
臣
、
横
井
小
楠
の
九
人
で
あ

る
。
こ
の
人
選
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
中
国
文
学
者
の
竹
内
好
が
「
そ
の
人
選
が

ま
た
お
も
し
ろ
い
。『
日
本
精
神
研
究
』
に
あ
つ
か
わ
れ
て
い
る
の
は
、
横
井
小

楠
、
佐
藤
信
淵
、
こ
れ
な
ど
は
当
然
で
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
そ
の
次
が
石
田
梅
巖

と
い
う
の
は
お
も
し
ろ
い
。
そ
れ
か
ら
平
野
国
臣
、
あ
と
は
宮
本
武
蔵
、
織
田
信

長
、
上
杉
謙
信
、
源
頼
朝
、
こ
う
い
う
の
が
大
川
の
選
ん
だ
典
型
人
物
な
ん
で
す

ね
。
一
風
変
っ
た
、
独
特
の
史
眼
だ
と
思
い
ま
す
」（
竹
内
「
大
川
周
明
の
ア
ジ

ア
研
究
」、
橋
川
編　

四
〇
二
頁
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
た
し
か
に
当
時
の

日
本
に
お
け
る
模
範
的
な
人
物
と
さ
れ
国
定
教
科
書
に
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

た
楠
正
成
、
本
居
宣
長
、
二
宮
尊
徳
と
は
様
相
を
異
に
し
て
い
る
。
そ
の
人
選
の

基
準
に
つ
い
て
竹
内
は
「
一
風
変
わ
っ
た
独
特
の
史
眼
」
と
し
て
い
る
が
、
そ
の

基
準
が
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
何
も
語
ら
れ
て
い
な
い
。
評
論
家
で
『
大
川
周

明
』
の
著
者
の
松
本
健
一
は
同
書
中
の
二
つ
章
で
『
日
本
精
神
研
究
』
に
つ
い
て

言
及
し
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
大
川
の
人
物
評
価
の
基
準
と
竹
内
好
の
「
一
風

変
わ
っ
た
独
特
の
史
眼
」
と
い
う
こ
と
に
触
れ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と

は
い
さ
さ
か
印
象
的
で
あ
る
。

　
 

こ
の
こ
と
は
、
大
川
周
明
の
徹
底
し
た
合
理
主
義
を
想
わ
せ
ず
に
お
か
な

い
。
い
っ
て
み
れ
ば
、
大
川
に
お
け
る
︿
日
本
へ
の
回
帰
﹀
は
、
徹
底
し
た

合
理
の
追
求
の
結
果
で
あ
っ
て
、
余
人
の
よ
う
に
情
緒
的
、
非
合
理
的
な
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
翻
っ
て
い
う
と
、
徹
底
し
た
合
理
の
追
求
の
結
果
と
し

て
の
︿
日
本
へ
の
回
帰
﹀
は
、
萩
原
朔
太
郎
の
よ
う
な
イ
ロ
ニ
ー
を
ふ
く

ま
ぬ
の
で
あ
る
。
萩
原
朔
太
郎
の
︿
日
本
へ
の
回
帰
﹀
は
、
直
観
的
、
情
緒
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的
で
あ
る
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
近
代
を
生
き
て
し
ま
っ
て
い
る
自
己
へ
の
イ
ロ

ニ
ー
を
ふ
く
ん
で
い
た
。 

（
松
本　

七
三
頁
）

こ
の
よ
う
に
松
本
は
、
大
川
を
「
徹
底
し
た
合
理
主
義
者
」
と
し
、
こ
の
「
合

理
性
」
が
『
日
本
精
神
研
究
』
に
お
け
る
人
物
の
選
定
に
働
い
て
い
た
と
見
た
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
「
日
本
主
義
者
」
の
よ
う
に
フ
ァ
ナ
テ
ィ
ッ
ク
な

感
情
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
萩
原
朔
太
郎
の
よ
う
に
「
イ
ロ
ニ
ー
」
の
意

識
に
捉
わ
れ
る
の
で
も
な
く
︿
日
本
へ
の
回
帰
﹀
を
果
た
し
、「
日
本
精
神
」
を

代
表
す
る
人
物
を
選
定
し
て
描
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
西
欧
と
日
本
と
を

そ
れ
ぞ
れ
「
理
念
型
」
に
よ
っ
て
相
対
化
し
比
較
衡
量
し
た
結
果
で
あ
り
、
こ
の

意
味
に
お
い
て
徹
底
し
た
合
理
主
義
の
所
産
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
（
同　

九
一
頁
）。
松
本
は
こ
う
し
た
視
点
に
立
っ
て
大
川
の
描
い
た
佐
藤
信
淵
、
宮
本

武
蔵
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
が
、
佐
藤
信
淵
に
つ
い
て
は
「
す
な
わ
ち
か
れ
は
、

佐
藤
信
淵
の
国
家
社
会
主
義
的
な
政
治
思
想
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
る
理

想
国
家
を
通
じ
て
「
世
界
を
一
新
」
す
る
構
想
と
に
注
目
し
た
の
で
あ
る
」（
同

　

八
五
頁
）
と
い
い
、
大
川
が
信
淵
の
「
国
家
構
想
」
に
注
目
し
た
の
は
マ
ル
ク

ス
流
の
「
国
家
論
」
を
凌
駕
す
る
よ
う
な
国
家
論
が
す
で
に
幕
末
の
日
本
に
存
在

し
た
こ
と
、
こ
の
こ
と
は
学
問
思
想
に
お
い
て
西
欧
に
引
け
を
取
ら
な
い
日
本
の

卓
越
性
を
示
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
松
本
に
よ
れ
ば
、

こ
の
こ
と
は
大
川
の
思
想
遍
歴
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
西
欧
偏
重
の
結
果
と
し
て
生

じ
た
︿
欠
如
と
し
て
の
日
本
﹀
を
埋
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
（
同　

九
一
頁
）。

ま
た
大
川
の
宮
本
武
蔵
に
つ
い
て
は
、
松
本
の
結
論
だ
け
を
引
用
し
て
み
れ
ば

次
の
よ
う
な
評
価
で
あ
る
。

　

 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
れ
は
精
神
主
義
的
な
人
格
形
成
論
で
あ
り
、
そ
こ
に

宗
教
者
（
＝
「
求
道
者
」）
に
近
い
武
蔵
像
が
浮
か
び
あ
が
る
わ
け
だ
。
と

す
れ
ば
、
大
川
の
武
蔵
像
は
『
五
輪
書
』
に
よ
っ
て
か
た
ち
づ
く
ら
れ
た
伝

統
的
な
武
蔵
像
を
一
歩
も
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
い
や
、
大
川
は
そ
れ
ゆ

え
に
、
宮
本
武
蔵
を
「
日
本
精
神
」
の
代
表
者
の
ひ
と
り
に
加
え
た
の
で

あ
っ
た
。
花
は
桜
花
、
山
は
富
士
、
人
は
武
士
、
そ
う
い
っ
た
「
日
本
」
の

精
神
的
典
型
と
し
て
の
宮
本
武
蔵
像
を
、
大
川
は
描
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
い
っ
て
み
れ
ば
、
大
川
が
昭
和
の
時
代
に
、
伝
統
的
「
日
本
」
を
選
ん
で

き
た
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。 

（
同
上　

九
九
頁
）

要
す
る
に
松
本
に
よ
れ
ば
、
大
川
は
、
フ
ァ
ナ
テ
ィ
ッ
ク
な
「
右
翼
」
勢
力
と

急
進
的
な
「
左
翼
」
勢
力
が
台
頭
す
る
時
代
状
況
の
な
か
で
、
巷
間
に
知
ら
れ
て

い
る
よ
う
な
こ
れ
ま
で
と
あ
ま
り
変
わ
り
映
え
の
し
な
い
「
伝
統
的
」
な
武
蔵
像

を
描
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、「
徹
底
し
た
合
理
主
義
者
」
と
い
い
、「
イ
ロ
ニ
ー
」
の
不
在
と
い
い
、

︿
欠
如
と
し
て
の
日
本
﹀
と
い
い
、「
伝
統
的
日
本
」
の
復
活
と
い
い
、
松
本
の

『
日
本
精
神
研
究
』
に
対
す
る
評
価
の
基
準
は
、
あ
ま
り
に
も
西
欧
的
な
ロ
ジ
ッ

ク
と
レ
ト
リ
ッ
ク
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
「
イ
ロ

ニ
ー
の
不
在
」
と
は
西
欧
に
発
達
し
た
弁
論
術
、
修
辞
学
に
お
け
る
反
語
的
方
法

を
そ
の
ま
ま
日
本
思
想
史
の
文
脈
に
適
用
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
後
の

二
つ
の
言
葉
も
「
ロ
マ
ン
主
義
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
っ
て
捉
え
た
「
近
代
日
本

像
」
の
誕
生
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
評
価
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
松
本
に
よ
れ
ば
、
大
川
が
平
板
な
伝
統
主
義
者
の
枠
を
出
て
い

な
い
の
は
、
大
川
自
身
「
ロ
マ
ン
主
義
」
的
な
心
情
が
欠
如
し
て
お
り
、「
徹
底
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し
た
合
理
主
義
者
」
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る

と
、
大
川
の
思
想
の
核
心
部
分
は
「
徹
底
し
た
合
理
主
義
」
と
伝
統
的
な
「
保
守

主
義
」
と
が
合
体
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
竹
内
好
も
松
本
健

一
も
大
川
の
一
見
「
冷
酷
」
を
感
じ
さ
せ
る
風
貌
も
ま
た
こ
の
「
合
理
主
義
」
に

由
来
し
て
い
る
と
見
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、︿
欠
落
﹀
し
て
い
る
の
は
、
む
し
ろ
竹
内
や
松
本
の
方
で
あ
り
、
そ

れ
は
五
高
時
代
に
す
で
に
教
師
の
代
講
と
し
て
王
陽
明
の
『
伝
習
録
』
を
講
じ
る

ほ
ど
の
漢
字
の
素
養
（
こ
の
こ
と
は
五
高
時
代
の
二
年
後
輩
の
大
内
兵
衛
の
言
と

し
て
竹
内
の
「
大
川
周
明
の
ア
ジ
ア
研
究
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
橋
川　

三
九
六

頁
）、
さ
ら
に
華
厳
思
想
と
朱
子
学
に
よ
る
深
い
理
解
に
培
わ
れ
た
大
川
独
自
の

世
界
解
釈
に
対
す
る
新
た
な
視
点
な
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

本
稿
で
は
大
川
の
思
想
の
骨
格
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て

は
、
行
論
の
な
か
で
随
時
指
摘
し
て
き
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
章
を
改
め
て
詳

し
く
見
て
い
く
こ
と
に
し
て
、『
日
本
精
神
研
究
』
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
人
物
を

通
し
て
大
川
が
ほ
ん
と
う
に
訴
え
た
か
っ
た
も
の
は
何
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て

そ
の
要
点
を
指
摘
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

2　

横
井
小
楠
の
「
天
」
と
「
明
治
維
新
」

先
ず
、
大
川
が
選
ん
だ
人
物
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
身
分
で
い
え
ば
石
田
梅

巖
以
外
は
武
士
で
あ
り
、
活
動
時
期
は
源
頼
朝
が
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
と
い

う
古
代
か
ら
中
世
へ
の
移
行
期
、
そ
の
他
は
戦
国
時
代
と
幕
末
維
新
期
と
い
う

時
代
の
大
き
な
転
換
期
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
を
実

践
と
い
う
か
た
ち
に
お
い
て
自
ら
の
行
動
と
し
て
示
し
て
い
る
こ
と
、
大
乗
仏
教

と
朱
子
学
、
と
く
に
禅
の
影
響
が
濃
厚
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た

い
。『

日
本
精
神
研
究
』
の
第
一
章
は
「
横
井
小
楠
の
思
想
及
び
信
仰
」
で
あ
る
が
、

大
正
維
新
を
第
二
維
新
と
し
て
捉
え
明
治
維
新
の
完
遂
を
目
指
す
大
川
に
と
っ
て

は
「
明
治
維
新
」
は
国
家
改
造
運
動
の
絶
好
の
モ
デ
ル
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ

の
理
想
と
精
神
を
体
現
し
て
い
る
人
物
と
し
て
事
半
ば
に
凶
刀
に
倒
れ
た
横
井
小

楠
は
、
ま
さ
に
巻
頭
を
飾
る
に
相
応
し
い
人
物
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
大
川
ら

行
地
社
を
中
心
と
し
た
「
国
家
改
造
」
運
動
の
理
念
を
横
井
小
楠
の
政
治
思
想
に

託
し
未
完
に
終
わ
っ
た
明
治
維
新
の
精
神
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

大
川
の
思
想
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
政
治
や
経
済
の
在
り
方
を
道
徳

に
基
礎
づ
け
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
を
世
界
構
成
の
原
理
と
し
て
世
界
を
変
革
し

て
い
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
道
徳
の
源
泉
と
い
う
べ
き
も
の
は
宇
宙
の
「
理

法
」
と
し
て
の
「
大
生
命
」
で
あ
り
、
そ
の
内
在
と
し
て
人
の
奥
底
に
宿
る
「
良

知
」「
良
能
」
の
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
変
革
の
原
理
と
し
て
掲
げ
た
の
が
「
大

学
の
道
は
、
明
徳
を
明
ら
か
に
す
る
に
在
り
、
民
を
親
し
ま
し
む
る
に
在
り
、
至

善
に
止
ま
る
に
在
り
」
と
い
う
『
大
学
』
冒
頭
の
章
句
で
あ
り
、
大
川
は
こ
の
な

か
の
「
親
民
」
を
朱
子
の
『
大
学
章
句
』
に
従
っ
て
「
新
民
」
と
し
、
朱
子
の
性

理
学
に
倣
っ
て
人
格
と
世
界
の
変
革
と
を
同
一
理
法
の
貫
徹
と
し
て
捉
え
、
こ
れ

を
日
本
国
家
の
改
造
と
世
界
変
革
の
原
理
と
し
た
の
で
あ
る
。「
第
一
節　

英
雄

的
精
神
の
把
持
」
の
「
個
人
と
言
は
ず
ま
た
国
家
と
言
は
ず
、
其
の
最
後
の
根
柢

は
竟
に
拠
り
て
立
つ
と
こ
ろ
の
精
神
に
在
る
。
一
切
の
外
面
的
制
度
は
、
所
詮

精
神
の
具
体
的
発
現
に
外
な
ら
ぬ
が
故
に
、
日
本
国
家
を
改
造
す
る
と
云
ふ
こ
と

は
、
取
り
も
直
さ
ず
吾
等
の
精
神
を
改
造
す
る
こ
と
で
あ
る
。
而
し
て
精
神
を
改

造
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
真
個
の
日
本
精
神
に
復
帰
す
る
こ
と
―
常
に
心
を
芙
蓉

の
第
一
峯
に
寄
せ
る
こ
と
で
あ
る
」（
全
集
第
一
巻　

一
一
九
頁
）と
い
う
一
文
は
、
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国
家
改
造
に
当
っ
て
掲
げ
た
変
革
の
理
念
が
朱
子
の
理
想
と
し
た
理
念
と
共
通
し

た
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
そ
れ
の
具
体
的
展
開
で
も
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
示
し
た

も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
大
川
ら
行
地
社
の
国
家
改
造
運
動
は
当
時
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
立

ち
位
置
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
先
ず
大
川
ら
の
方
向
に
対
し
て
そ
れ
に
対
抗
す
る

三
つ
の
勢
力
が
台
頭
し
て
い
た
。
一
つ
は
革
新
勢
力
、
す
な
わ
ち
ロ
シ
ア
革
命
の

影
響
や
労
働
運
動
の
高
揚
な
ど
に
よ
り
台
頭
し
て
き
た
社
会
主
義
革
命
を
目
指
す

勢
力
、
次
は
大
衆
社
会
の
出
現
や
工
業
化
を
背
景
に
し
た
リ
ベ
ラ
ル
派
に
よ
る
自

由
主
義
経
済
の
展
開
と
議
院
内
閣
制
の
確
立
と
い
う
欧
米
型
の
国
家
体
制
の
樹
立

を
目
指
す
動
き
、
三
つ
目
は
社
会
の
混
乱
と
頽
廃
に
憤
慨
し
ひ
た
す
ら
「
日
本
回

帰
」
を
唱
え
る
フ
ァ
ナ
テ
ィ
ッ
ク
な
「
日
本
主
義
者
」
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
こ

の
う
ち
の
前
の
二
者
に
対
し
て
は
「
革
命
改
造
を
志
す
人
々
も
、
概
ね
外
面
的
制

度
の
更
新
に
よ
り
、
自
動
的
に
向
善
の
方
向
が
現
出
す
る
か
に
考
へ
、
憂
国
愛
人

の
気
を
専
ら
各
種
の
制
度
改
革
運
動
に
傾
け
、
動
も
す
れ
ば
至
極
の
一
大
事
を
忘

れ
去
ら
ん
と
す
る
」
と
牽
制
し
、「
日
本
主
義
者
」
の
言
動
に
対
し
て
は
小
楠
の

言
を
借
り
次
の
よ
う
に
非
難
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

 

さ
て
小
楠
の
日
本
精
神
と
は
、
決
し
て
偏
狭
に
し
て
矜
高
な
る
島
国
根
性
の

こ
と
で
は
な
い
。
攘
夷
が
天
下
の
輿
論
と
な
り
、
国
民
は
或
は
極
度
の
猜
疑

を
以
て
外
人
を
待
ち
、
或
は
極
度
の
侮
蔑
を
以
て
之
に
対
し
て
居
た
時
、
独

り
小
楠
は
卓
然
と
し
て
主
張
し
た
―「
外
人
も
ま
た
一
天
の
子
で
は
な
い
か
、

然
る
以
上
は
之
を
待
つ
に
天
地
仁
義
の
大
道
を
以
て
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
。

か
く
て
水
戸
一
派
の
保
守
的
慷
慨
家
に
対
し
て
は
、
実
に
下
の
如
き
痛
棒
を

加
へ
て
居
る
。
―
「
格
別
見
識
も
な
く
、
従
て
大
策
も
な
く
、
た
だ
大
和
魂

と
や
ら
を
振
り
廻
す
人
々
は
、
外
人
を
以
て
無
道
の
禽
獣
と
な
し
、
最
も
甚

だ
し
き
は
初
よ
り
之
を
仇
敵
視
し
て
居
る
。
天
地
の
量
、
日
月
の
明
を
以
て

之
を
見
る
な
ら
ば
、
何
と
云
ふ
こ
と
で
あ
ら
う
。
こ
の
頑
迷
固
陋
が
、
国
家

蒼
生
を
過
ら
ん
と
す
る
こ
と
は
、
痛
嘆
限
り
な
き
次
第
で
あ
る
」。

 

（
同
上　

一
一
九
～
一
二
〇
頁
）

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
大
川
ら
行
地
社
の
目
指
す
「
国
家
改
造
」
の
在
り
方

が
当
時
の
「
革
命
勢
力
」
や
「
自
由
主
義
者
」、「
日
本
主
義
者
」
と
は
一
線
を
画

し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
続
け
て
、
日
本
の
改
造
が
世
界
変

革
の
原
理
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
小
楠
の
維
新
に
か
け
た
抱
負
に
仮
託
し
て
次
の

よ
う
に
述
べ
る
の
で
あ
る
。
大
川
の
思
想
の
対
外
面
、
と
く
に
日
露
戦
争
後
の
東

ア
ジ
ア
進
出
を
狙
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
太
平
洋
政
策
の
展
開
や
、
一
九
二
四
年
の
排

日
移
民
法
の
制
定
以
降
、
年
を
追
う
ご
と
に
険
悪
の
度
を
増
し
て
き
た
対
米
関
係

に
対
す
る
基
本
姿
勢
を
示
し
た
も
の
と
し
て
引
用
し
て
お
き
た
い
。

　

 

日
本
は
栄
螺
の
や
う
に
蓋
を
鎖
ぢ
て
、
小
さ
く
固
く
な
つ
て
居
る
べ
き
国
で

な
い
。
富
国
強
兵
を
理
想
と
す
る
人
が
あ
る
け
れ
ど
、
富
国
強
兵
に
止
ま
り

て
は
役
に
立
た
ぬ
。
日
本
の
使
命
は
実
に
『
大
義
を
四
海
に
布
く
』
こ
と
に

在
る
。
堯
舜
孔
子
の
道
を
明
か
に
し
、
西
洋
の
技
術
を
我
有
と
し
、
日
本
の

国
家
を
一
新
し
て
西
洋
に
普
及
す
る
な
ら
ば
、
道
義
を
基
礎
と
す
る
真
実
の

世
界
的
平
和
が
、
必
ず
招
徠
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
『
此
の
道
本
朝

に
興
る
可
し
』
と
言
ふ
の
が
実
に
小
楠
の
堅
き
信
念
で
あ
つ
た
。
さ
れ
ば
其

の
敬
愛
せ
る
弟
子
元
田
永
孚
に
向
つ
て
、
下
の
如
き
抱
負
を
洩
ら
し
た
こ
と

が
あ
る
―
『
苟
も
吾
を
用
ゐ
る
者
あ
ら
ば
、
吾
れ
当
に
使
命
を
奉
じ
て
先
づ
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米
国
を
説
き
、
一
和
協
同
の
実
を
挙
げ
、
然
る
後
に
各
国
を
説
き
、
遂
に
四

海
の
戦
争
を
止
め
る
で
あ
ら
う
』。
こ
は
元
田
が
驚
嘆
し
た
る
如
く
『
遥
か

に
世
論
の
外
に
出
た
る
見
識
』
で
あ
る
。 

（
同
上
一
一
九
～
一
二
〇
頁
）

そ
れ
で
は
、
元
田
永
孚
を
「
遥
か
に
世
論
の
外
に
出
た
る
見
識
」
と
驚
嘆
さ
せ

た
日
本
の
使
命
感
、
す
な
わ
ち
「
大
義
を
四
海
に
布
く
」
と
い
う
小
楠
の
高
邁
な

世
界
観
は
ど
の
よ
う
な
哲
学
的
基
盤
か
ら
生
じ
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ

に
対
す
る
大
川
の
見
立
て
は
小
楠
に
お
け
る
「
天
」
に
対
す
る
信
仰
で
あ
っ
た
。

大
川
に
よ
れ
ば
、
小
楠
は
朱
子
を
三
代
以
降
の
第
一
人
者
と
し
て
大
い
に
尊
敬
し

て
い
る
が
、
必
ず
し
も
「
朱
子
学
の
徒
」、
す
な
わ
ち
「
朱
子
学
の
奴
隷
」
に
な

る
の
で
は
な
く
、
自
己
の
「
神
霊
」
に
従
っ
て
朱
子
の
学
ぶ
所
を
学
び
、
た
だ
ち

に
「
天
」
へ
の
信
仰
に
達
し
た
の
で
あ
る
（
同
上　

一
三
二
頁
）。
そ
し
て
、
儒

教
に
お
け
る
「
天
」
へ
の
信
仰
は
「
怪
力
乱
神
を
語
ら
ず
」
を
信
条
と
し
た
孔
子

に
も
認
め
ら
れ
る
が
、「
真
個
の
儒
者
と
も
謂
は
れ
る
ほ
ど
の
人
は
、
其
の
魂
の

最
後
の
要
求
を
天
に
よ
つ
て
満
た
さ
れ
て
来
た
」（
同
上　

一
三
六
頁
）
と
し
て

真
の
儒
者
は
自
己
の
「
神
霊
」
の
母
体
で
あ
る
「
天
」
に
対
し
て
「
敬
虔
」
と
「
畏

敬
」
の
情
を
抱
い
て
仰
ぎ
、
自
己
の
精
神
の
究
極
の
拠
り
所
と
し
て
い
た
と
し

て
、
そ
の
根
源
を
孟
子
に
求
め
る
。
そ
し
て
天
へ
の
信
仰
を
認
め
な
い
荀
子
と
天

を
信
仰
す
る
孟
子
と
を
比
較
し
、
小
楠
の
「
天
」
へ
の
信
仰
が
孟
子
の
「
天
」
に

基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
い
う
の
で
あ
る
。

　

 

荀
子
の
天
は
蒼
々
た
る
天
に
過
ぎ
ぬ
。
彼
は
「
天
を
大
と
し
て
之
を
思
ふ

は
、
物
を
蓄
へ
て
之
を
利
す
る
に
如
か
ず
」
と
し
た
。
而
し
て
其
の
鋭
き
観

察
を
専
ら
後
天
的
経
験
的
人
性
に
向
け
た
。
彼
は
是
く
し
て
人
性
を
悪
と
断

ぜ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
然
る
に
孟
子
は
、
我
れ
天
に
在
り
天
我
れ
に
在
る

を
見
た
。
而
し
て
欺
く
可
か
ら
ず
犯
す
べ
か
ら
ざ
る
一
道
の
耿
気
儼
然
と
し

て
我
が
裡
に
在
る
を
見
た
。
性
の
善
な
る
を
信
ぜ
ざ
る
を
得
ざ
り
し
所
以
で

あ
る
。
故
に
彼
は
堂
々
と
し
て
「
舜
何
人
ぞ
我
れ
何
人
ぞ
、
為
す
こ
と
あ
る

者
は
是
く
の
如
し
」
と
宣
言
し
た
。
而
も
荀
子
に
至
り
て
は
「
人
は
如
何
に

し
て
禹
と
な
り
得
る
か
」
と
云
ふ
質
問
に
対
し
て
、
其
の
答
ふ
る
と
こ
ろ
支

離
滅
裂
を
極
め
て
居
る
。
か
く
の
如
く
に
し
て
、
吾
等
が
味
識
せ
ん
と
す
る

横
井
小
楠
の
信
仰
は
、
実
に
儒
家
伝
統
の
宗
教
意
識
が
、
彼
れ
の
人
格
を
通

し
て
光
瀾
を
挙
げ
た
る
も
の
な
る
を
知
る
。
そ
は
名
高
き
孟
子
の
章
句
、
彼

れ
の
名
と
共
に
永
遠
に
不
滅
な
る
可
き
尽
心
章
の
一
節
、
文
字
に
す
れ
ば
僅

に
二
十
六
文
字
に
過
ぎ
ざ
れ
ど
、
万
古
鏘
鋻
の
響
き
高
き
下
の
一
節
に
籠
る

思
想
信
仰
を
体
達
せ
る
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。
―　
「
心
を
尽
く
す
者
は
其
性

を
知
る
、
其
性
を
知
れ
ば
即
ち
天
を
知
る
、
其
心
を
存
し
其
性
を
養
ふ
は
、

天
に
事
ふ
る
所
以
な
り
」。
小
楠
が
、
学
問
と
は
何
ぞ
と
の
問
題
に
答
へ
て
、

心
を
し
て
日
々
霊
活
な
ら
し
む
る
、
是
即
ち
学
問
に
し
て
修
行
な
り
と
言
へ

る
真
意
は
、
此
の
信
仰
に
拠
ら
ず
し
て
は
領
会
す
る
こ
と
が
出
来
ぬ
。

 

（
同
上　

一
三
六
～
一
三
七
頁
）

こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「
荀
子
」
の
説
が
、
大
川
が
批
判
し
た
よ
う
に
欧
米
の

民
主
主
義
や
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
計
画
経
済
を
モ
デ
ル
に
し
制
度
の
変
革
の
み
を
も
っ

て
国
家
改
造
を
図
ろ
う
と
す
る
自
由
主
義
者
や
左
翼
勢
力
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
大
川
は
「
人
は
天
中
の
一
小
天
」（
同
上　

一
三
七
頁
）

と
い
う
人
間
観
を
貫
き
通
し
た
小
楠
の
姿
勢
を
次
の
よ
う
に
賞
賛
し
、「
天
」
の

摂
理
に
従
い
そ
れ
を
実
践
す
る
こ
と
が
真
の
儒
者
と
し
て
の
生
き
方
で
あ
る
と
し
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た
の
で
あ
る
。

　
 

小
楠
を
初
め
、
真
個
の
儒
者
は
、
天
工
を
亮
け
る
と
云
ふ
こ
と
を
至
極
の
一

大
事
と
し
た
。
天
工
と
は
天
の
摂
理
で
あ
る
。
又
は
宇
宙
究
極
の
目
的
で
あ

る
。
天
は
永
遠
よ
り
永
遠
に
亙
る
計
画
を
有
し
、
人
は
此
の
天
工
を
亮
け
ん

が
為
に
生
る
。
天
工
に
参
与
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
天
よ
り
言
へ
ば
万
物
の

霊
た
る
人
間
を
天
の
目
的
に
副
ひ
、
人
よ
り
言
へ
ば
人
生
の
目
的
を
遂
ぐ
る

唯
一
路
で
あ
る
。 

（
同
上　

同
頁
）

こ
の
こ
と
は
そ
の
ま
ま
『
日
本
精
神
研
究
』
の
一
か
月
後
の
二
六
（
昭
和
二
）

年
六
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
中
庸
新
註
』
に
お
け
る
『
孟
子
』
の
「
四
端
説
」
か
ら

は
じ
ま
る
『
中
庸
』
の
註
釈
に
つ
な
が
り
、
ま
た
大
川
が
人
生
観
の
主
柱
と
し
た

華
厳
経
に
み
ら
れ
る
「
菩
薩
行
」
の
精
神
に
も
合
致
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
大
川
は
小
楠
の
思
想
を
朱
子
の
性
理
学

に
準
拠
し
て
論
じ
る
に
当
た
り
、
エ
マ
ソ
ン
の
「
読
書
論
」
と
プ
ラ
ト
ン
に
お
け

る
「
文
武
一
致
」
の
理
想
を
小
楠
と
の
比
較
の
対
象
と
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た

外
国
の
思
想
や
思
想
家
と
の
比
較
に
お
い
て
日
本
の
思
想
を
論
じ
る
姿
勢
は
大
川

の
総
て
の
論
考
に
共
通
す
る
顕
著
な
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
常
に
思
想
を
外
に

向
か
っ
て
開
き
、
そ
こ
に
共
通
す
る
普
遍
の
層
を
探
り
当
て
よ
う
と
す
る
大
川
独

自
の
方
法
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
大
川
に
と
っ
て
の
「
明

治
維
新
」
は
「
天
」
と
い
う
「
宇
宙
の
摂
理
」
に
従
っ
た
普
遍
的
な
行
為
の
ひ
と

つ
で
あ
り
、
日
露
戦
争
以
降
の
日
本
の
状
態
を
明
治
維
新
の
精
神
が
失
わ
れ
た
時

代
で
あ
る
と
見
た
の
で
あ
る
。
大
川
に
と
っ
て
「
大
正
維
新
」
は
明
治
維
新
が
目

指
し
た
理
想
と
方
向
を
元
来
の
軌
道
に
戻
し
、
同
時
に
世
界
変
革
の
モ
デ
ル
と
し

て
い
く
た
め
の
戦
い
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

2　

佐
藤
信
淵
の
国
家
構
想

『
日
本
精
神
研
究
』
で
二
番
目
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
人
物
が
幕
末
期
に
活

動
し
た
佐
藤
信
淵
で
あ
り
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
が
「
佐
藤
信
淵
の
理
想
国
家
」
で
あ

る
。
大
川
は
佐
藤
信
淵
を
選
ん
だ
理
由
と
し
て
彼
の
卓
越
し
た
国
家
構
想
を
挙
げ

て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

 

彼
れ
の
学
問
は
、
紛
れ
も
な
く
当
時
に
於
て
無
類
な
る
も
の
で
あ
つ
た
。
而

も
其
の
無
類
な
る
も
の
は
、
単
に
宕
陰
（
塩
谷
宕
陰
―
引
用
者
）
が
列
挙
せ

る
諸
学
の
一
々
に
於
て
、
其
の
蘊
奥
を
究
め
た
故
に
非
ず
、
実
に
其
の
広
汎

な
る
知
識
を
、
日
本
国
家
を
富
み
且
強
か
ら
し
む
る
た
め
の
学
問
と
し
て
、

一
個
の
体
系
に
組
織
し
た
点
に
在
つ
た
。
彼
は
、
神
儒
仏
三
道
に
思
索
を
練

り
て
、
堅
固
な
る
国
家
の
哲
学
的
根
拠
を
築
き
上
げ
た
。
驚
嘆
す
べ
き
組
織

を
以
て
、
日
本
国
家
の
根
本
的
改
造
案
を
描
い
た
。

 

（
全
集
第
一
巻　

一
四
一
頁
）

大
川
が
信
淵
の
国
家
構
想
に
自
己
の
理
想
を
重
ね
た
の
は
、
日
露
戦
争
以
降
、

日
本
が
目
指
す
べ
き
新
た
な
国
家
理
念
を
見
出
せ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
が
あ
っ

た
か
ら
で
あ
り
、
当
時
の
日
本
を
と
り
ま
く
す
べ
て
の
混
乱
と
頽
廃
は
こ
こ
に
起

因
し
て
い
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
す
で
に
、
こ
う
し
た
危
機
感
は
第
一
次

世
界
大
戦
の
最
中
の
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
印
度
に
於
け
る

国
民
運
動
の
由
来
』
の
「
巻
頭
言
」
に
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
日
本
が
向
か
う

べ
き
方
向
が
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
こ
の
書
は
日
本
に
お
い
て

イ
ン
ド
が
置
か
れ
て
い
る
現
状
を
報
告
し
た
も
の
と
し
て
は
初
め
て
の
も
の
で
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あ
っ
た
。

　

 
若
し
眼
光
を
当
代
の
内
面
に
徹
せ
し
む
れ
ば
、
吾
人
の
眼
に
映
ず
る
も
の
は

沈
滞
し
弛
緩
せ
ん
と
す
る
生
命
、
腐
敗
せ
ん
と
す
る
生
命
で
あ
る
。
而
し
て

此
の
国
民
的
生
命
の
沈
滞
、
惰
弱
、
頽
廃
は
、
今
日
の
日
本
が
、
雄
渾
森
厳

な
る
国
民
的
理
想
を
欠
け
る
事
に
其
の
根
本
の
原
因
を
有
す
る
と
信
ず
る
。

日
露
戦
争
が
勝
利
を
以
て
終
局
す
る
迄
は
、
溌
剌
た
る
生
命
が
尚
ほ
日
本
の

国
家
に
躍
動
し
て
居
た
。
日
本
を
世
界
の
強
国
に
列
せ
し
め
ず
ん
ば
止
ま
ず

と
す
る
雄
々
し
き
精
神
が
、
国
民
の
心
を
支
配
し
て
居
た
。
然
る
に
一
度
露

国
と
戦
ひ
勝
ち
て
、
皮マ

マ想
外
面
で
は
あ
り
乍
ら
、
世
界
一
等
国
の
班
に
入
る

と
同
時
に
、
明
治
日
本
の
理
想
は
茲
に
其
の
外
形
だ
け
は
実
現
せ
ら
れ
、
之

と
共
に
是
迄
張
り
つ
め
来
れ
る
心
ゆ
る
み
、
且
新
た
な
る
国
民
的
理
想
尚
未

だ
樹
立
せ
ら
れ
ざ
る
が
故
に
、
大
正
の
今
日
に
至
つ
て
沈
滞
頽
廃
の
風
潮
が

一
世
に
漲
つ
て
来
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
さ
れ
ば
大
正
の
日
本
を
し
て
堕

落
、
沈
滞
、
腐
敗
に
陥
ら
し
む
る
災
危
の
泉
、
不
幸
の
源
は
、
実
に
明
治
の

理
想
に
代
つ
て
大
正
の
新
日
本
を
支
配
す
る
理
想
の
尚
未
だ
確
立
せ
ら
れ
ざ

る
事
で
あ
る
。 

（
全
集
第
二
巻　

五
三
四
～
五
三
五
頁
）

こ
こ
で
大
川
が
危
機
感
を
も
っ
て
指
摘
し
た
の
は
、
富
国
強
兵
と
殖
産
興
業
と

い
う
「
国
民
国
家
」
が
目
指
し
た
第
一
段
階
が
日
露
戦
争
の
勝
利
に
よ
っ
て
一
定

程
度
達
成
さ
れ
た
後
、
第
二
段
階
へ
向
け
て
の
国
家
体
制
を
新
た
な
国
際
環
境

の
中
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
理
念
の
下
に
構
築
し
て
い
く
の
か
と
い
う
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
現
代
に
も
通
じ
る
き
わ
め
て
遠
大
な
ス
パ
ン
を
も
つ
問
題
で
あ
っ

た
。
そ
こ
に
は
世
界
の
「
一
等
国
」
と
し
て
の
自
負
と
外
形
だ
け
が
残
り
そ
れ
を

支
え
る
べ
き
国
民
の
「
精
神
」
が
空
洞
化
し
て
い
る
と
い
う
現
状
認
識
が
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
巨
大
化
し
た
「
国
民
国
家
」
の
運
営
は
ど
の
よ
う
な
「
理
念
」
の
下

に
行
わ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
う
し
た
危
機
意
識
か
ら
「
佐
藤
信

淵
の
理
想
国
家
」
に
お
い
て
大
川
は
横
井
小
楠
の
言
葉
を
引
用
し
、
日
本
が
掲
げ

る
べ
き
理
念
と
進
む
べ
き
方
向
を
「
吾
国
の
先
覚
は
五
十
年
の
昔
に
於
て
、
既
に

『
何
ぞ
強
兵
に
止
ま
ら
ん
、
何
ぞ
富
国
に
止
ま
ら
ん
、
大
義
を
四
海
に
布
か
ん
の

み
』
と
喝
破
し
て
、
皇
国
の
世
界
に
対
す
る
使
命
を
高
調
し
た
。
新
日
本
の
国
民

は
、
厳
然
と
し
て
此
の
森
厳
雄
渾
な
る
職
責
を
負
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
亜
細

亜
の
指
導
、
其
の
聯
合
は
、
実
に
皇
国
を
し
て
大
義
を
四
海
に
布
く
の
実
力
を
獲

得
せ
し
む
る
唯
一
の
道
で
あ
る
」（
同
上　

五
三
七
頁
）
と
し
て
、
日
本
の
指
導

に
よ
る
ア
ジ
ア
諸
国
の
連
合
、
す
な
わ
ち
「
大
亜
細
亜
主
義
」
を
掲
げ
る
の
で
あ

る
。
大
川
が
信
淵
の
国
家
構
想
に
着
目
し
た
の
は
以
上
の
よ
う
な
文
脈
に
お
い
て

で
あ
っ
た
。

信
淵
の
国
家
構
想
の
特
徴
に
つ
い
て
大
川
は
、
精
神
的
部
門
と
経
済
的
部
門
を

そ
れ
ぞ
れ
独
立
さ
せ
、経
済
的
部
門
に
お
い
て
は
生
産
と
分
配
を
公
的
経
営
と
し
、

精
神
的
部
門
に
お
い
て
は
学
校
制
度
を
確
立
し
て
、
そ
の
頂
点
に
「
大
学
校
」
を

置
き
、「
大
学
校
」
を
国
民
教
化
だ
け
で
は
な
く
立
法
府
を
兼
ね
「
詔
勅
」
を
は

じ
め
す
べ
て
の
政
令
を
審
議
す
る
国
家
の
最
高
機
関
と
す
る
「
二
重
国
家
論
」
で

あ
る
と
し
て
、
こ
の
と
こ
ろ
に
「
道
義
国
家
」
と
同
じ
精
神
が
働
い
て
い
る
と
見

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
二
重
国
家
論
」
に
つ
い
て
は
、「
其
の
根
底
と
な

れ
る
思
想
に
於
て
、
ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
の
三
重
国
家
論
と
著
し
き
類
似
を

有
し
、
吾
等
に
向
つ
て
深
甚
な
る
暗
示
を
与
へ
る
」（
全
集
第
一
巻　

一
六
六
頁
）

と
い
い
、
大
川
と
同
世
代
で
あ
り
人
智
学
の
提
唱
者
ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー

が
一
九
一
九
年
に
『
社
会
問
題
の
核
心
』（
当
時
の
邦
訳
名
『
三
重
組
織
の
国
家
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と
責
任
国
家
』）
に
お
い
て
提
唱
し
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
理
念
の
組
み
換
え
、
す

な
わ
ち
、
政
治
・
経
済
の
領
域
に
適
用
さ
れ
て
き
た
「
自
由
」
の
概
念
を
精
神

に
、「
平
等
」
を
政
治
に
、「
博
愛
」
を
経
済
の
領
域
に
組
み
直
す
こ
と
を
主
唱
し

た
「
三
重
国
家
論
」
と
類
似
性
が
あ
る
と
し
て
、と
く
に
そ
の
根
底
に
お
い
て
「
精

神
」
を
最
上
位
に
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
た
の
で
あ
る
。

信
淵
の
国
家
構
想
と
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
「
三
重
国
家
論
」
と
は
両
国
の
置
か
れ

た
歴
史
的
文
化
的
文
脈
か
ら
い
え
ば
異
な
る
も
の
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
す
な
わ
ち
、
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
「
三
重
国
家
論
」
は
第
一
次
大
戦
の
敗
戦
国

ド
イ
ツ
を
い
か
に
再
建
す
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
敗
戦
の
原
因
を
国
民
の
自
由
な

精
神
を
抑
圧
し
た
専
制
国
家
の
「
国
家
主
義
」
に
あ
る
と
し
、
そ
れ
に
代
わ
る
国

家
構
想
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
要
点
は
社
会
を
精
神
生
活
、
国
家

生
活
、
経
済
生
活
の
三
つ
に
分
節
し
、
こ
れ
ら
を
有
機
的
に
関
連
さ
せ
る
社
会

有
機
体
説
に
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
信
淵
の
「
二
重
国
家
構
想
」
は
幕
末
の
対
外

的
危
機
と
国
内
の
疲
弊
と
い
う
状
況
を
前
に
し
て
、
こ
れ
に
対
応
で
き
る
国
家
体

制
を
い
か
に
構
築
す
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
打
ち
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
学
問
的
基
礎
は
、
前
者
は
社
会
有
機
体
説
、
後
者
は
「
天
地
の
神
意
、

万
物
化
育
の
理
に
則
れ
る
も
の
」（
同
上　

一
六
四
頁
）
と
い
う
一
種
の
生
成
論

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
の
間
に
は
根
底
的
な
と
こ
ろ
に
お
い
て
類
似
性
が
あ
る

と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
信
淵
の
思
想
を
「
東
洋
伝
統
の
思
想
」

で
あ
る
と
し
、
そ
の
源
泉
が
『
大
学
』
に
あ
る
と
見
た
の
で
あ
る
。

　

 

此
の
思
想
を
、
最
も
簡
潔
剴
切
に
表
白
せ
る
も
の
は
、『
大
学
』
の
首
章
に

如
く
は
な
い
。「
大
学
の
道
は
明
徳
を
明
に
す
る
に
在
り
、
民
を
新
に
す
る

に
在
り
、
至
善
に
止
ま
る
に
在
る
」。
而
し
て
之
が
為
に
は
内
面
的
に
は
格

物
致
知
、
外
面
的
に
は
治
国
平
天
下
を
必
要
条
件
と
す
る
。
格
物
致
知
と
は

一
切
存
在
の
理
法
を
把
握
す
る
こ
と
に
し
て
、
信
淵
の
所
謂
「
神
理
の
講

明
」
で
あ
る
。
治
国
平
天
下
と
は
、
此
の
理
法
を
国
家
の
組
織
の
上
に
実
現

す
る
こ
と
に
し
て
、
こ
れ
が
取
り
も
直
さ
ず
「
止
善
」
―
人
類
至
高
の
正
義

で
あ
る
。
信
淵
の
思
想
は
、
正
し
く
此
の
伝
統
精
神
に
拠
り
、
之
を
整
正
し

て
布
衍
し
て
、
理
法
の
具
体
的
実
現
と
し
て
の
国
家
を
、
日
本
に
実
現
せ
ん

と
す
る
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。 

（
同
上　

一
六
五
頁
）

こ
の
よ
う
に
大
川
は
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
「
三
重
国
家
論
」
の
意
味
を
ア
ナ
ロ

ジ
ー
に
よ
る
歴
史
認
識
の
方
法
に
よ
っ
て
把
捉
し
、
西
洋
思
想
と
東
洋
思
想
と
を

結
ぶ
普
遍
の
地
平
を
探
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
方
法
は
本
稿
の
一
―
3
で
ふ

れ
た
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
や
前
稿
（
前
掲
論
文
『
五
浦
論
叢
』
二
五
号
所
収
）
に
お
い

て
言
及
し
た
清
朝
の
遺
臣
で
大
川
と
も
親
交
の
あ
っ
た
辜
鴻
銘
の
歴
史
認
識
が
そ

う
で
あ
っ
た
よ
う
に
脱
歴
史
学
的
＝
非
因
果
論
的
＝
非
進
化
論
的
な
歴
史
の
認
識

法
で
あ
り
、
現
代
の
科
学
用
語
で
い
え
ば
「
複
雑
系
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
る
歴
史
認

識
と
い
っ
て
よ
い
（
大
川
の
歴
史
認
識
の
方
法
と
華
厳
思
想
お
よ
び
「
複
雑
系
」

の
認
識
論
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
本
稿
の
︿
後
篇
﹀
で
取
り
上
げ
る
）。

信
淵
の
対
外
政
策
に
つ
い
て
は
、
信
淵
が
『
天
柱
記
』
の
「
天
地
鎔
造
」
お
い

て
「
皇
国
ハ
大
地
ノ
最
初
ニ
成
レ
ル
者
」「
大
地
ハ
悉
皆
皇
朝
の
所
領
ナ
リ
」、
ま

た
『
混
同
秘
策
』
の
「
混
同
大
論
』
に
は
冒
頭
「
皇
大
御
国
ハ
大
地
ノ
最
初
ニ
成

レ
ル
国
ニ
シ
テ
世
界
万
国
の
根
本
ナ
リ
。
故
ニ
能
ク
其
根
本
ヲ
経
緯
ス
ル
ト
キ

ハ
、
則
チ
全
世
界
悉
ク
郡
県
ト
為
ス
ベ
ク
、
万
国
ノ
君
長
皆
臣
僕
ト
為
ス
ベ
シ
」

（
尾
藤
・
島
崎
編　

四
二
六
頁
）
な
ど
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
佐
藤
信
淵
と

い
え
ば
「
山
師
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
と
も
に
世
界
侵
略
を
目
論
ん
だ
「
帝
国
主
義
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者
」
と
い
う
印
象
が
現
在
も
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
川
の
見
解
は
こ
れ
と

は
無
縁
で
あ
り
、
信
淵
の
西
欧
に
対
す
る
姿
勢
を
次
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

 

無
智
な
る
幕
府
が
、
英
国
軍
艦
の
撃
攘
を
決
議
せ
る
時
、
同
志
と
共
に
其
の

無
謀
を
警
告
し
、
之
が
為
に
危
く
蕃
社
の
厄
に
遭
は
ん
と
し
た
の
も
、
彼
が

国
際
間
の
事
情
に
通
じ
て
居
た
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
信
淵
は
、
世
界
地
図

の
上
に
於
て
、
日
本
が
有
る
か
無
き
か
の
小
群
島
な
る
を
知
つ
て
居
た
。

（
中
略
）
彼
は
、
西
洋
の
一
切
の
長
処
を
、
公
平
無
私
に
認
識
し
、
其
の
尋

常
な
ら
ざ
る
文
明
に
驚
嘆
せ
る
に
拘
は
ら
ず
、
こ
れ
が
た
め
に
其
魂
を
西
洋

に
売
り
、
其
の
精
神
的
奴
隷
と
な
る
こ
と
は
な
か
つ
た
。
啻
に
其
の
奴
隷
と

な
ら
ざ
り
し
の
み
な
ら
ず
、
却
て
精
神
的
日
本
の
偉
大
に
対
す
る
信
念
を
強

く
し
て
大
に
し
た
。
若
し
信
淵
が
、
日
本
あ
る
を
知
つ
て
他
国
あ
る
を
知
ら

ぬ
国
学
者
、
ま
た
は
支
那
一
流
の
驕
矜
に
染
め
る
漢
学
者
で
あ
つ
た
と
す
れ

ば
彼
れ
の
抱
け
る
信
念
は
、
或
は
迷
信
と
し
て
斥
け
ら
れ
る
か
も
知
れ
ず
、

或
は
蛇
に
怖
じ
ざ
る
盲
者
の
勇
気
と
言
は
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
然
る
に
信
淵

は
幾
度
か
繰
返
し
た
る
如
く
、
当
代
蘭
学
者
の
随
一
で
あ
つ
た
。
嗚
呼
宇
内

混
同
の
秘
策
が
、
儒
者
又
は
国
学
者
、
神
道
家
又
は
仏
教
徒
の
精
神
に
生
れ

ず
し
て
、
実
に
蘭
学
者
の
精
神
に
孕
ま
れ
た
る
を
想
ふ
時
、
吾
等
が
之
よ
り

受
け
る
暗
示
は
深
刻
で
あ
り
、
之
に
よ
つ
て
与
へ
ら
れ
る
感
激
は
甚
大
で
あ

る
。 

　
（
同
上　

一
六
七
頁
）

す
な
わ
ち
、
信
淵
は
蘭
学
を
通
し
て
西
洋
を
悉
知
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
幕
末
と

い
う
未
曽
有
の
混
乱
期
に
日
本
の
現
在
地
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
有
効
な
国
家

像
を
描
く
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
信
淵
の
日
本
に
よ
る
世

界
統
一
の
構
想
を
た
だ
ち
に
「
世
界
侵
略
」、「
世
界
征
服
」
の
企
図
と
し
て
決
め

つ
け
る
の
は
大
東
亜
戦
争
を
「
侵
略
戦
争
」、「
太
平
洋
戦
争
」
を
フ
ァ
シ
ズ
ム
陣

営
対
民
主
主
義
陣
営
の
戦
い
と
規
定
し
た
戦
後
に
お
け
る
勝
者
側
に
よ
る
一
方
的

な
視
点
か
ら
の
遡
及
的
意
味
づ
け
の
結
果
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
思
想
の
誕
生
が
そ

う
で
あ
る
よ
う
に
信
淵
の
思
想
も
ま
た
当
時
の
差
し
迫
っ
た
問
題
に
対
応
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
り
、
様
々
な
解
釈
の
網
を
逃
れ
そ
の
ま
ま
近
現
代
に
ま
で
直
線

的
に
連
続
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
さ
ら
に
い
え
ば
「
侵

略
」
と
い
う
用
語
を
個
別
国
家
間
に
生
じ
た
領
土
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
ど
の
よ
う

に
適
用
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
代
の
国
家
間
の
力
関
係
や
国
際
政
治
上
の

諸
環
境
、
あ
る
い
は
国
際
世
論
に
左
右
さ
れ
る
き
わ
め
て
政
治
色
の
濃
厚
な
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
流
動
的
で
あ
り
不
安
定
性
を
免
れ
な
い
こ
と
は
今
更
強
調
す

る
こ
と
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
信
淵
の
対
外
進
出
論
に
は
そ
の
背
景
に
異
国
船
の

来
航
が
激
し
さ
を
増
す
中
で
の
日
本
社
会
の
沈
滞
と
頽
廃
が
あ
り
、
こ
の
萎
縮
し

た
状
況
を
ど
う
し
た
ら
打
開
し
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
喚
起
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

将
来
に
向
け
て
の
展
望
を
切
り
開
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
課
題
が
重
く
の

し
か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
信
淵
が
満
州
、
朝
鮮
を
領
有
し
こ
れ
を
足
が
か
り

に
世
界
進
出
の
構
図
を
描
い
た
の
に
は
、
日
本
が
世
界
の
弱
小
国
で
あ
る
と
い
う

リ
ア
ル
な
認
識
と
隣
国
清
国
に
お
け
る
ア
ヘ
ン
戦
争
と
太
平
天
国
の
乱
の
結
末
が

あ
り
、
弱
小
国
日
本
が
迫
り
く
る
植
民
地
化
を
避
け
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も

中
国
、
朝
鮮
と
連
携
し
て
こ
れ
に
当
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
き
わ
め
て
切

迫
し
た
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

信
淵
の
『
天
柱
記
』、『
混
同
秘
策
』、『
垂
統
大
記
』、『
経
済
要
録
』
に
記
さ
れ

て
い
る
世
界
進
出
論
と
一
連
の
国
家
改
造
論
は
以
上
の
よ
う
な
方
向
に
向
け
ら
れ
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た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
「
連
携
」
を
前
提

と
し
た
幕
末
期
の
「
ア
ジ
ア
領
有
論
」「
世
界
進
出
論
」
は
佐
藤
信
淵
だ
け
に
限

ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
林
房
雄
が
い
う
よ
う
に
、
本
多
利
明
、
平
田
篤
胤
、
吉
田

松
陰
、
会
沢
正
志
斎
、
藤
田
東
湖
、
平
野
国
臣
、
島
津
斉
彬
、
橋
本
佐
内
、
佐
久

間
象
山
な
ど
多
く
の
知
識
人
や
志
士
た
ち
の
間
に
共
通
に
抱
か
れ
て
い
た
も
の
で

あ
っ
た
（
林　

一
九
～
三
一
頁
）。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
大
川
は
、
は
敗
戦
色
が
濃
厚
に
な
っ
た
一
九
四
四
（
昭
和

一
九
）
年
に
朝
日
新
聞
社
の
依
頼
に
よ
り
頭
山
満
の
伝
記
（
敗
戦
や
東
京
裁
判
等

に
よ
り
未
完
、
二
〇
〇
〇
年
に
中
央
公
論
社
の
社
屋
か
ら
原
稿
が
発
見
さ
れ
る
ま

で
は
「
幻
の
論
文
」
で
あ
っ
た
）
の
執
筆
に
と
り
か
か
る
が
、
そ
の
な
か
で
次
の

よ
う
に
述
べ
、「
近
代
国
家
」
の
建
設
と
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
構
想
と
の
関
連

に
お
い
て
ア
ジ
ア
連
帯
の
思
想
が
維
新
の
先
覚
者
た
ち
に
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
い
ち
早
く
指
摘
し
て
い
る
。

 

而
も
近
代
国
家
と
し
て
自
己
を
再
建
せ
る
日
本
は
、
東
亜
近
隣
諸
国
の
全
般

的
な
る
改
革
と
再
建
な
く
し
て
は
、
日
本
自
体
の
存
在
が
保
障
さ
れ
な
い
こ

と
を
知
つ
て
居
た
。
明
治
維
新
前
夜
に
於
て
夙
く
も
佐
藤
信
淵
は
其
の
『
存

華
挫
敵
論
』
の
中
に
、
支
那
を
保
存
し
て
狄
を
挫
く
こ
と
を
高
調
し
た
。
狄

と
は
取
り
も
直
さ
ず
イ
ギ
リ
ス
を
指
せ
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
英
国
が
モ
ー

ガ
ル
帝
国
を
亡
ぼ
し
て
印
度
を
略
取
し
て
以
来
、
そ
の
侵
略
の
武
歩
を
東
亜

に
進
め
来
り
、
遂
に
阿
片
戦
争
の
勃
発
を
見
る
に
至
つ
た
が
、
若
し
清
国
に

し
て
此
の
戦
敗
に
懲
り
、大
い
に
武
備
を
整
へ
て
失
地
を
回
復
す
れ
ば
よ
し
、

若
し
然
ら
ず
し
て
今
後
益
々
衰
微
す
る
な
ら
ば
、
禍
は
必
ず
吾
国
に
及
ぶ
べ

き
こ
と
を
洞
察
し
、
支
那
を
保
全
強
化
し
て
英
国
を
挫
き
、
日
支
提
携
し
て

西
洋
諸
国
の
東
亜
侵
略
を
抑
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
力
説
し
た
。
独
り
佐
藤
信
淵

の
み
な
ら
ず
、
真
木
泉
、
吉
田
松
陰
を
初
め
、
明
治
維
新
の
幾
多
の
志
士
、

尊
皇
攘
夷
の
標
語
の
下
に
、
日
本
の
政
治
的
革
新
と
亜
細
亜
の
復
興
と
を
、

併
せ
て
同
時
に
理
想
と
し
た
。
頭
山
翁
に
深
き
感
化
を
与
へ
た
と
思
は
れ
る

平
野
二
郎
国
臣
も
、
島
津
久
光
に
上
り
し
『
尊
攘
英
断
録
』
に
於
て
、
同
様

の
理
想
を
火
の
如
き
文
章
を
以
て
高
調
し
て
居
る
。
徳
川
幕
府
の
内
部
に
於

て
も
、
有
為
の
士
が
抱
懐
せ
る
対
外
政
策
は
、
東
亜
復
興
を
積
極
的
理
想
と

せ
る
点
に
於
て
、
倒
幕
志
士
と
何
等
異
な
る
と
こ
ろ
な
か
つ
た
。
そ
れ
故
に

東
亜
新
秩
序
又
は
東
亜
共
栄
圏
の
理
念
は
、
決
し
て
今
日
事
新
し
く
発
案
さ

れ
た
も
の
で
な
い
。
そ
は
近
代
日
本
が
国
民
的
統
一
の
た
め
に
立
ち
上
が
れ

る
其
時
か
ら
、
綿
々
不
断
に
追
求
し
来
れ
る
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。

（
中
島
編　

六
四
～
六
五
頁
）

こ
う
し
た
一
種
の
「
ア
ジ
ア
連
帯
」
の
思
想
は
自
由
民
権
派
の
ア
ジ
ア
観
に
引

き
継
が
れ
、
樽
井
藤
吉
や
内
田
良
平
、
李
容
仇
ら
の
「
日
朝
合
邦
論
」
を
生
み
、

後
の
「
大
亜
細
亜
主
義
」
と
大
川
の
い
う
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
構
想
の
土
台
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
大
川
は
こ
う
し
た
見
通
し
の
上
に
立
ち
二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
の
世

界
の
大
変
動
期
の
中
で
佐
藤
信
淵
の
国
家
構
想
に
新
た
な
意
味
を
見
出
し
た
の
で

あ
る
。

3　

武
士
と
禅

大
川
の
理
想
の
人
物
像
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
上
に
お
い
て
重
要
な

こ
と
は
、
い
ず
れ
も
が
「
禅
」
の
修
行
者
か
、
あ
る
い
は
そ
の
素
養
を
身
に
つ
け

た
人
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
禅
」
は
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
、
戦
国
期
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に
か
け
て
武
士
の
間
に
広
が
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
宗
教
や
武
士
の
世
界
だ
け
で

は
な
く
日
本
の
美
術
工
芸
、
建
築
、
文
学
、
演
劇
な
ど
を
含
む
多
く
の
分
野
で
日

本
人
の
精
神
文
化
の
基
底
と
な
り
人
の
生
き
方
の
規
範
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
と
く
に
大
川
が
国
家
改
造
の
主
体
と
し
て
「
軍
人
」
に
期
待
し
た
の
は
、
そ

の
根
底
に
「
禅
」
の
精
神
と
「
武
士
」
の
行
動
と
の
関
係
に
「
軍
人
」
と
の
共
通

性
を
見
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
を
大
川
は
為
政
者
を
は
じ
め
日
本
人
全
体
の
行
為

の
仕
方
、
も
の
の
見
方
、
身
の
処
し
方
、
責
任
の
取
り
方
な
ど
の
い
わ
ば
基
底
に

あ
る
倫
理
観
の
原
型
と
し
て
描
き
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
代
表
的
人
物
が
剣

聖
と
い
わ
れ
た
宮
本
武
蔵
で
あ
り
、
貴
族
政
治
に
代
わ
る
武
家
政
権
の
樹
立
者
源

頼
朝
で
あ
り
武
士
に
よ
る
全
国
統
一
を
成
し
遂
げ
数
々
の
革
新
的
施
策
を
断
行
し

た
織
田
信
長
で
あ
っ
た
。

宮
本
武
蔵
に
つ
い
て
は
、
松
本
健
一
が
前
掲
『
大
川
周
明
』
の
第
四
章
「
伝
統

と
革
新
」
の
冒
頭
に
お
い
て
「
大
川
周
明
の
宮
本
武
蔵
観
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で

取
り
上
げ
て
い
る
が
、
結
論
と
し
て
は
「
大
川
の
武
蔵
観
は
『
五
輪
書
』
に
よ
っ

て
か
た
ち
づ
く
ら
れ
た
伝
統
的
な
武
蔵
像
を
一
歩
も
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
い

や
、
大
川
は
そ
れ
ゆ
え
に
、
宮
本
武
蔵
を
「
日
本
精
神
」
の
代
表
者
の
一
人
に
加

え
た
の
で
あ
っ
た
。
花
は
桜
花
、
山
は
富
士
、
人
は
武
士
、
そ
う
い
っ
た
「
日
本
」

の
精
神
的
典
型
と
し
て
の
宮
本
武
蔵
像
を
、
大
川
は
描
い
た
の
で
あ
る
」（
松
本　

九
九
頁
）
と
し
て
、
大
川
の
武
蔵
観
を
通
俗
的
な
「
伝
統
」
の
な
か
に
位
置
づ
け

た
だ
け
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
禅
」
の
精
神
と
武
蔵
の
剣
の
道
と
の
内
面
的
な
深

い
か
か
わ
り
合
い
に
つ
い
て
の
追
究
は
な
い
。

し
か
し
、
大
川
の
描
く
「
禅
」
と
武
蔵
と
の
か
か
わ
り
は
、
大
川
の
思
想
の
核

心
部
分
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
外
国
か
ら
は
「
曖
昧
」
と
い
わ
れ
て
き
た
日
本
人

の
思
想
と
行
動
の
原
像
を
見
事
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え

ば
『
五
輪
書
』
に
お
け
る
最
後
の
「
空
の
巻
」
に
つ
い
て
大
川
は
「
彼
は
専
ら
一

剣
に
よ
っ
て
老
荘
乃
至
大
乗
仏
教
の
至
深
の
哲
理
を
打
開
し
た
。
そ
は
決
し
て
単

な
る
思
索
の
収
穫
に
非
ず
、
生
死
を
賭
し
た
る
戦
闘
の
間
に
体
験
し
来
れ
る
真
理

な
る
が
故
に
、
其
の
言
句
の
間
に
脈
々
た
る
生
命
が
通
つ
て
お
り
、
之
を
幾
度
び

と
な
く
読
み
返
す
う
ち
、
武
蔵
を
通
し
て
輝
く
具
体
的
な
る
「
空
」
を
揣
摩
し
従

つ
て
覚
者
と
し
て
の
宮
本
武
蔵
の
面
目
を
彷
彿
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
」（
全
集

第
一
巻　

二
四
二
頁
）
と
し
て
、
武
蔵
の
武
士
と
し
て
の
振
舞
の
う
ち
に
禅
で
い

う
「
万
理
一
空
」「
聖
俗
一
如
」
の
原
理
を
見
て
い
る
の
で
あ
る
。

禅
と
武
士
と
の
密
接
な
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
大
拙
が
『
禅
と
日
本
文

化
』（
一
九
四
〇
）
に
お
い
て
「
直
観
の
重
視
」、「
戦
闘
精
神
と
の
一
致
」、「
現

状
打
破
の
力
」
を
挙
げ
て
い
る
（
鈴
木　

三
二
～
三
四
頁
）。「
直
観
の
重
視
」
と

は
「
知
性
主
義
」
を
退
け
「
直
観
」
に
よ
っ
て
直
接
真
理
に
到
達
す
る
こ
と
、「
戦

闘
精
神
と
の
一
致
」
と
は
注
意
を
眼
前
の
敵
に
集
注
し
決
し
て
後
を
振
り
向
か
な

い
こ
と
、「
現
状
打
破
の
力
」
と
は
禅
の
も
つ
伝
統
主
義
と
形
式
主
義
と
知
性
主

義
に
対
す
る
破
壊
力
と
何
事
に
も
囚
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
融
通
無
碍
の
し
な
や

か
な
精
神
が
革
命
的
精
神
を
鼓
吹
す
る
こ
と
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
生
と
死
と
の
狭

間
に
生
き
「
知
行
一
致
」
を
原
則
と
し
つ
ね
に
前
に
向
か
っ
て
前
進
す
る
こ
と
を

使
命
と
す
る
戦
闘
者
と
し
て
の
武
士
の
精
神
に
一
致
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
と
こ
ろ
を
鈴
木
は
『
葉
隠
』
を
例
に
し
て
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

　

 
こ
の
書
は
何
時
に
て
も
身
命
を
捧
げ
る
武
士
の
覚
悟
を
極
め
て
強
調
し
、
如

何
な
る
偉
大
な
る
仕
事
も
、
狂
気
に
な
ら
ず
し
て
は
、
即
ち
、
現
代
語
で
表

現
す
れ
ば
、
意
識
の
普
通
の
水
準
を
破
つ
て
そ
の
下
に
横
は
る
隠
れ
た
力
を

解
放
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
成
就
さ
れ
た
た
め
し
は
な
い
と
述
べ
て
ゐ
る
。
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こ
の
力
は
時
と
し
て
悪
魔
的
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
超
人
間
的
で
あ
り
、

素
晴
し
い
働
き
を
す
る
こ
と
は
疑
へ
ぬ
。
死
は
全
く
そ
の
毒
刺
を
失
ふ
。
武

士
の
修
養
が
禅
と
提
携
す
る
の
は
実
に
こ
の
点
で
あ
る
。 （
同
上　

四
二
頁
）

す
な
わ
ち
「
無
意
識
的
領
域
」
を
活
性
化
さ
せ
、そ
こ
か
ら
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
汲
み
取
り
実
践
力
と
し
て
そ
れ
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
を
禅
の
修
養
を
通

し
て
武
士
が
体
得
す
る
こ
と
の
重
要
さ
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
無

意
識
的
領
域
」
の
奥
深
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、
す
べ
て
の
実
在
の
根
拠
と
な
っ
て
い

る
も
の
が
「
万
理
一
空
」
の
「
空
」
な
の
で
あ
る
。
こ
の
「
空
」
を
体
得
す
る
こ

と
に
こ
そ
禅
の
修
養
の
意
味
が
あ
り
生
死
の
区
別
を
超
え
る
境
地
を
開
く
こ
と
が

で
き
る
と
鈴
木
は
い
う
の
で
あ
る
。
大
川
が
「
兵
法
の
身
な
り
」
と
し
て
『
五
輪

書
』
の
「
水
の
巻
」
の
「
常
の
身
を
兵
法
の
身
と
し
、
兵
法
の
身
を
常
の
身
と
す

る
こ
と
肝
要
な
り
」
を
引
い
て
「
聖
俗
一
如
の
原
理
」
と
し
た
の
は
、
こ
う
し
た

「
空
」
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
ら
れ
た
実
在
と
い
わ
れ
る
も
の
す
べ
て
の
相
対
的
・

可
変
的
・
流
動
的
な
在
り
方
（「
実
相
」）
を
い
い
、
そ
の
な
か
の
「
日
常
」
の
な

か
に
「
非
日
常
」
を
見
、「
非
日
常
」
の
な
か
に
「
日
常
」
を
見
る
禅
の
精
神
を

指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
変
化
の
中
に
不
変
の
相
を
感

得
し
情
況
の
変
化
に
応
じ
て
何
時
で
も
機
敏
に
対
応
で
き
る
「
智
慧
」
を
日
常
的

に
練
磨
す
る
こ
と
が
武
士
と
し
て
の
生
き
方
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
時
に
日
本
人
の

「
創
造
力
」
の
源
な
の
で
あ
り
優
れ
た
民
族
性
で
あ
る
と
大
川
は
見
て
い
た
の
で

あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
禅
の
修
養
に
培
わ
れ
た
日
本
人
の
生
き
方
は
「
ア
ク
チ
ュ

ア
ル
」
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
と
同
義
で
あ
り
、
そ
れ
は
本
稿
の
は
じ
め
（
一
―

3
）
に
述
べ
た
よ
う
に
行
為
を
通
し
て
直
感
的
に
現
実
を
把
捉
し
て
い
く
こ
と
が

同
時
に
新
た
な
現
実
の
創
造
で
あ
る
よ
う
な
生
き
方
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

大
川
は
織
田
信
長
に
つ
い
て
は
、「
近
代
日
本
の
創
始
者
織
田
信
長
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
論
じ
、
信
長
の
生
き
た
時
代
を
過
渡
期
で
あ
り
変
革
期
で
あ
る
と
し

て
捉
え
、
大
正
末
の
日
本
と
比
較
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

 

此
の
変
動
の
間
に
、
無
意
識
の
縄
墨
は
破
り
棄
て
ら
れ
、
木
偶
に
等
し
き
貴

族
は
葬
り
去
ら
れ
、
新
た
に
台
頭
せ
る
英
雄
の
下
に
、
新
し
き
国
家
が
創
設

さ
れ
る
の
だ
。
信
長
は
実
に
是
く
の
如
き
時
代
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。（
中

略
）
さ
て
今
の
世
は
何
う
か
。
明
治
維
新
の
か
ら
く
り
は
依
然
と
し
て
運
転

し
て
居
る
。
華
族
に
生
る
れ
ば
色
と
酒
と
に
浸
つ
て
居
て
も
大
臣
に
な
れ
る

ほ
ど
、
門
閥
が
世
に
重
き
を
な
し
て
居
る
。
金
持
ち
の
息
子
は
馬
鹿
で
も

大
官
貴
紳
と
縁
組
し
た
り
、
大
臣
将
軍
を
も
其
前
に
叩
頭
さ
せ
た
り
し
て
居

る
。（
中
略
）
金
と
時
間
と
を
余
計
に
持
合
せ
て
、
西
洋
の
書
物
を
せ
つ
せ

と
仕
入
さ
へ
す
れ
ば
、
新
思
想
家
と
し
て
持
囃
さ
れ
て
居
る
。
一
寸
見
れ
ば

身
動
き
の
取
れ
ぬ
世
の
中
の
や
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
表
面
だ
け
の
こ
と

で
、
じ
つ
は
明
か
に
六
雄
八
将
の
時
代
と
な
り
、
信
長
秀
吉
の
時
代
と
な
り

つ
ゝ
あ
る
。 

（
全
集
第
一
巻　

二
四
六
～
二
四
七
頁
）

こ
う
し
た
信
長
の
生
き
た
戦
国
の
世
と
大
正
末
の
時
代
相
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
大
川
が
信
長
に
見
出
し
た
卓
越
性
と
は
、「
人
才
登
用
」、「
群
雄
駕

御
」、「
天
下
速
成
」
の
能
力
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
が
過
渡
期
を
乗
り
切
る
た
め
に

欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
政
治
家
と
軍
人
と
し
て
の
技
量
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
禅
の

持
つ
「
現
状
打
破
の
力
」
が
あ
っ
て
こ
そ
可
能
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を

成
就
し
た
信
長
に
は
「
人
生
五
十
年
、
化
転
の
内
を
比
ぶ
れ
ば
、
夢
幻
の
如
く
な

り
」
と
い
う
『
敦
盛
』
の
謡
曲
を
最
も
好
ん
だ
こ
と
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
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「
空
」
の
思
想
に
裏
付
け
さ
れ
た
既
成
の
も
の
す
べ
て
に
対
す
る
相
対
観
と
瞬
時

の
う
ち
に
永
遠
を
観
、
破
壊
の
う
ち
に
創
造
を
観
る
「
万
理
一
空
」
の
禅
機
が
働

い
て
い
た
と
大
川
は
見
た
わ
け
で
あ
る
。

大
川
は
、
こ
う
し
た
信
長
の
能
力
の
う
ち
政
治
家
と
し
て
の
重
要
な
仕
事
の
ひ

と
つ
と
し
て
「
天
下
速
成
の
治
功
」
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
信
長
の

「
天
下
統
一
」
と
い
う
事
業
が
そ
の
後
の
日
本
と
い
う
国
の
土
台
を
作
っ
た
と
い

う
意
味
に
お
い
て
は
き
わ
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

大
川
が
信
長
を
「
近
代
日
本
の
創
始
者
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
論
じ
た
の
は
、
信

長
に
「
維
新
」
の
方
向
性
を
示
す
精
神
を
見
て
取
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
信
長
を

は
じ
め
戦
国
大
名
を
「
暴
君
」
と
見
る
か
、「
変
革
者
」
と
見
る
か
、
戦
国
時
代

を
破
壊
と
動
乱
の
時
代
と
見
る
か
、
は
た
ま
た
「
建
設
の
時
代
」
と
見
る
か
に
つ

い
て
は
現
在
も
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
大
川
は
こ
の
こ
と
を

次
の
よ
う
に
見
て
い
る
。

　

 

信
長
は
ま
た
政
治
家
と
し
て
非
凡
の
才
幹
を
備
へ
て
居
た
。
今
日
の
人
々

は
、
元
亀
天
正
の
諸
豪
傑
は
、
功
名
の
為
に
戦
争
の
み
を
事
と
し
て
居
た
も

の
ゝ
如
く
考
へ
、
其
の
偉
大
は
単
に
軍
人
と
し
て
の
偉
大
な
り
し
か
の
如
く

考
へ
て
居
る
が
、
苟
く
も
当
時
の
名
将
と
言
は
れ
た
程
の
者
は
、
皆
な
政
治

的
才
幹
に
秀
で
、
百
姓
安
堵
の
為
に
心
を
用
ひ
た
も
の
で
あ
る
。
道
理
か
ら

考
へ
て
も
、
あ
れ
ほ
ど
始
終
戦
争
ば
か
り
し
て
居
た
の
に
、
民
が
能
く
之
に

耐
へ
た
と
云
ふ
其
事
が
、
既
に
善
政
の
行
は
れ
て
居
た
証
拠
で
あ
る
。

 

（
同
上　

二
六
一
頁
）

大
川
は
信
長
の
「
楽
市
楽
座
」
な
ど
の
自
由
市
場
制
の
導
入
に
よ
る
商
業
都
市

の
建
設
、
新
規
の
農
地
開
拓
や
灌
漑
事
業
に
よ
る
領
国
経
済
の
強
化
、
金
銀
鉱
山

の
開
発
に
よ
る
貨
幣
経
済
の
活
発
化
、「
分
国
法
」
の
制
定
に
よ
る
法
治
国
家
体

制
の
整
備
、
鉄
砲
の
導
入
に
よ
る
軍
事
組
織
の
革
新
な
ど
を
積
極
的
に
評
価
し

「
近
代
日
本
の
創
始
者
」
と
し
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
信
長
に
よ
る
全
国
統
一
の

事
業
は
江
戸
時
代
の
封
建
制
の
基
礎
を
用
意
し
、
封
建
制
の
内
で
成
長
し
た
全
国

的
な
流
通
経
済
や
文
化
に
い
た
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
は
、
地
政
学
的
な
環
境

に
恵
ま
れ
た
と
は
い
え
、
ア
ジ
ア
で
は
唯
一
の
近
代
国
家
の
形
成
に
不
可
欠
の
土

台
と
な
っ
た
こ
と
は
現
在
の
日
本
史
学
の
成
果
か
ら
見
て
も
間
違
い
な
い
こ
と
で

あ
る
。
大
川
は
こ
う
し
た
信
長
の
果
敢
な
行
動
に
自
由
な
精
神
と
斬
新
な
制
度
・

技
術
と
の
結
合
と
い
う
「
禅
」
の
精
神
の
躍
如
た
る
こ
と
を
見
た
の
で
あ
る
。
こ

の
柔
軟
な
秩
序
を
生
み
出
す
「
自
由
な
精
神
」
に
こ
そ
、
大
川
は
日
本
に
集
結
し

そ
こ
で
開
花
し
た
東
洋
思
想
の
斬
新
性
を
見
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。　

以
上
の
よ
う
に
、
大
川
の
『
日
本
精
神
研
究
』
に
一
貫
し
て
い
る
の
は
、「
ア

ク
チ
ュ
ア
ル
」
な
生
き
方
で
あ
り
、
行
為
」
の
中
で
感
得
さ
れ
る
「
ア
ク
チ
ュ
ア

リ
テ
ィ
」
を
「
リ
ア
リ
テ
ィ
」
と
し
て
い
か
に
現
実
の
中
で
実
現
さ
せ
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
に
全
力
を
投
入
し
た
人
々
の
精
神
の
在
り
方
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
同

時
に
横
井
小
楠
の
「
大
義
を
四
海
に
布
く
」
と
い
う
決
意
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、「
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
を
「
リ
ア
リ
テ
ィ
」
と
し
て
普
遍
化
し
、
そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
世
界
に
発
信
し
て
い
く
か
と
い
う
難
題
を
負
う
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。
ア
ジ
ア
の
「
異
人
」、
世
界
の
「
異
人
」
と
し
て
「
世
界
史
」
に
登
場
し

た
近
代
日
本
の
な
か
に
お
い
て
、
岡
倉
天
心
、
新
渡
戸
稲
造
、
鈴
木
大
拙
、
西
田

幾
太
郎
ら
の
学
問
的
営
為
は
こ
う
し
た
難
題
に
向
け
ら
れ
て
い
た
と
い
っ
て
も
よ

く
、
二
〇
世
紀
前
半
か
ら
の
さ
ら
な
る
困
難
な
時
代
に
学
問
と
実
践
と
の
狭
間
に

生
き
た
大
川
周
明
も
こ
の
中
の
一
人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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大川周明の世界構想における「大東亜戦争」の意味について（前篇）―日本の「曖昧性」と新たな世界像の模索―

〈
引
用
文
献
一
覧
〉

・『
昭
和
大
雑
誌　

復
録
版
』（
一
九
七
八
、
流
動
出
版
）

・
ル
ー
ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
『
菊
と
刀
』（
長
谷
川
松
治
訳
、
二
〇
〇
五
、
講
談

社
）

・
小
堀
圭
一
郎
編
『
東
京
裁
判　

日
本
の
弁
明
』（
一
九
九
五
、
講
談
社
）

・
清
瀬
一
郎
『
秘
録　

東
京
裁
判
』（
一
九
八
六
、
中
央
公
論
社
）

・
木
村
敏
『
心
の
病
理
を
考
え
る
』（
一
九
九
四
、
岩
波
書
店
）

・
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ソ
ー
ン
『
太
平
洋
戦
争
と
は
何
だ
っ
の
か
』（
市
川
洋
一

訳
、
一
九
八
九
、
草
思
社
）

・
石
川
光
男
『
西
と
東
の
生
命
観
』（
一
九
九
四
、三
信
図
書
）

・
竹
村
牧
男
『
入
門　

哲
学
と
し
て
の
仏
教
』（
一
九
八
八
、
講
談
社
）

・
半
藤
利
一
・
加
藤
陽
子
他
『
あ
の
戦
争
に
な
ぜ
負
け
た
の
か
』（
二
〇
〇
六
、

文
芸
春
秋
）

・
下
村
寅
太
郎
編『
世
界
の
名
著
30　

ス
ピ
ノ
ザ　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
』（
一
九
八
二
、

中
央
公
論
社
）

・
柴
田
治
三
郎
編
『
世
界
の
名
著
45　

ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
』（
一
九
七
四
、
中
央
公

論
社
）

・
吉
永
良
正
『
複
雑
系
と
は
何
か
』（
一
九
九
六
、
講
談
社
）

・
貫
成
人
『
歴
史
の
哲
学
』（
二
〇
一
〇
、
勁
草
書
房
）

・
拙
稿
「
大
川
周
明
の
世
界
観
と
西
欧
近
代
の
「
異
端
」
思
想
（
前
篇
）」

（
二
〇
一
六
、『
歴
史
文
化
研
究
（
茨
城
）』
第
三
号
所
収
）

・
大
川
周
明
全
集
刊
行
会
『
大
川
周
明
全
集
』（
第
一
巻
～
第
三
巻
）（
一
九
六
一
、

岩
崎
書
店
）

・
大
川
周
明
関
係
文
書
刊
行
会
『
大
川
周
明
関
係
文
書
』（
一
九
九
八
、
芙
蓉
書

房
出
版
）

・
呉
善
花
『
日
本
の
曖
昧
力
』（
二
〇
一
六
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

・
大
江
健
三
郎
『
あ
い
ま
い
な
日
本
の
私
』（
一
九
九
五　

岩
波
書
店
）

・
丸
山
真
男
『
増
補
版　

現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』（
一
九
七
三
、
未
来
社
）

・
陸
奥
宗
光
『
蹇
蹇
録
』（
一
九
七
六
、
岩
波
書
店
）

・
呉
善
花
『
韓
国
併
合
へ
の
道　

完
全
版
』（
二
〇
一
九
、
文
芸
春
秋
）

・
林
房
雄
『
大
東
亜
戦
争
肯
定
論
』（
二
〇
一
八
、
中
央
公
論
社
）

・
ヴ
ェ
・
イ
・
レ
ー
ニ
ン
『
帝
国
主
義
論
』（
副
島
種
典
訳
、
一
九
七
二
、
大
月

書
店
）

・
Ｇ
・
Ｍ
・
フ
レ
ド
リ
ク
ソ
ン
『
人
種
主
義
の
歴
史
』（
李
孝
徳
訳
、
二
〇
一
八
、

み
す
ず
書
房
）

・
ハ
イ
ン
ツ
・
ゴ
ル
ヴ
ッ
ツ
ア
ー
『
黄
禍
論
と
は
何
か
』（
一
九
九
九
、
草
思
社
）

・
Ｗ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
『
宗
教
的
経
験
の
諸
相　

上
』（
桝
田
啓
三
郎
訳
、

一
九
八
八
、
岩
波
書
店
）

・
Ｃ
・
Ｇ
・
ユ
ン
グ
『
人
間
の
タ
イ
プ
』（
高
橋
義
孝
訳
、
一
九
七
〇
、
日
本
教

文
社
）

・
沢
田
允
茂
『
論
理
と
思
想
構
造
』（
一
九
七
七
、
講
談
社
）

・
橋
川
文
三
編
『
近
代
日
本
思
想
体
系
21　

大
川
周
明
集
』（
一
九
七
六
、
筑
摩

書
房
）

・
松
本
健
一
『
大
川
周
明
』（
二
〇
〇
四
、
岩
波
書
店
）

・
ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
『
社
会
問
題
の
核
心
』（
高
橋
儼
訳
、
二
〇
一
〇
、

春
秋
社
）

・
尾
藤
正
英
・
島
崎
隆
夫
編
『
日
本
思
想
体
系
45　

安
藤
昌
益　

佐
藤
信
淵
』

（
一
九
七
七
、
岩
波
書
店
）
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・
大
川
周
明
『
頭
山
満
と
近
代
日
本
』（
中
島
岳
志
編
、
二
〇
〇
七
、
春
風
社
）

・『
鈴
木
大
拙
選
集　

第
九
巻
』（
鈴
木
重
吉
訳
、
紀
伊
国
屋
書
店
）

（
二
〇
一
九
年
六
月
十
七
日
受
理
）

︹
す
が
や　

つ
と
む
／
客
員
所
員
・
日
本
政
治
思
想
史
︺



【
翻

訳
】

　
　「
プ
ラ
ー
テ
ィ
ナ
の
タ
ル
シ
ア
（
一
四
七
七
―
一
四
九
○
）」（
中
）

　
　
　

―
ク
レ
モ
ナ
大
聖
堂
の
コ
ー
ロ

―

ア
ル
フ
レ
ー
ド
・
プ
エ
ラ
ー
リ

訳
　

上

田

恒

夫
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ク
レ
モ
ナ
大
聖
堂
の
聖
コ

ー

ロ

職
者
祈
祷
席
を
か
ざ
る
無
数
の
細
や
か
な
幾
何
学
モ

チ
ー
フ
（
図
26
下
）
は
空ホ
ロ
ル
・
ヴ
ァ
ク
イ

間
恐
怖
の
裏
返
し
で
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
タ
ル
シ
ア
の

技
で
あ
っ
た
。
聖
職
者
祈
祷
席
の
躯
体
に
内
的
な
ま
と
ま
り
を
つ
け
る
装コ
ー
ニ
ス

飾
枠
、

そ
し
て
そ
の
間
に
配
列
さ
れ
た
大
小
の
画
面
が
あ
る
。
生
彩
と
輝
き
に
富
ん
だ
タ

ル
シ
ア
画
に
、
赤
と
白
の
菱
形
プ
リ
ズ
ム
の
床
モ
ザ
イ
ク
と
、
コ
ー
ロ
の
上
端
の

金
色
の
彫
り
物
と
が
結
び
つ
け
ら
れ
る
。
内
陣
の
立
面
図
と
の
正
確
な
関
係
を
は

か
っ
て
タ
ル
シ
ア
画
の
構
想
は
立
て
ら
れ
た
。
事
実
、
タ
ル
シ
ア
画
の
背フ
ォ
ン
ド地
に
見

る
色
彩
の
相
互
関
係
は
統
一
的
な
観
点
か
ら
導
き
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
実
製

作
だ
け
で
な
く
コ
ー
ロ
全
体
の
構
想
に
も
任
を
負
う
棟
梁
で
あ
る
プ
ラ
ー
テ
ィ
ナ

の
仕
事
で
あ
っ
た
。

タ
ル
シ
ア
画
の
主
題
な
ら
び
に
フ
ェ
ッ
ラ
ー
ラ
の
ヴ
ェ
ネ
ト
絵
画
に
関
心
を
寄

せ
る
優
れ
た
表
現
は
、
成
熟
し
た
ク
レ
モ
ナ
美
術
の
反
映
で
あ
る
。
そ
の
建
築
街

景
画
に
は
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
へ
の
郷
愁
を
と
も
な
っ
て
進
行
し
て
い
た
革
新
と
し

て
、
中
世
の
街
景
に
ル
ネ
サ
ン
ス
の
街
景
を
接
ぎ
木
し
よ
う
と
す
る
意
図
は
も
は

や
な
く
、
両
者
を
分
け
へ
だ
て
な
く
ひ
と
つ
の
文
化
と
し
て
受
け
入
れ
よ
う
と
す

る
意
識
が
表
れ
て
い
る
。
雰
囲
気
は
う
ち
と
け
、
風
景
は
ゆ
っ
た
り
と
広
が
る
大

地
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
静
物
は
描
か
れ
た
対
象
の
す
ぐ
れ
た
品
格
と
技
巧
を
こ

ら
し
た
素
材
の
処
理
と
を
め
ど
に
し
て
い
る
（「
十
字
架
と
郊
外
の
小
道
」、
図

27
）。
人
物
は
自
然
主
義
特
有
の
フ
ォ
ル
ム
の
調
子
を
和
ら
げ
て
い
る
。
原
カ
ル
ト
ー
ネ画
を

提
供
し
た
三
人
の
画
家
が
こ
こ
で
出
会
っ
た
そ
の
時
期
と
文
化
環
境
を
論
じ
る

と
い
う
こ
と
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
コ
ー
ロ
を
帰
着
点
と
し
た
当
時
の
ク
レ
モ

ナ
の
芸
術
動
向
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
批
評
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
別
の
観

点
か
ら
言
え
ば
、
時
代
状
況
を
正
確
に
映
し
出
す
タ
ル
シ
ア
画
制
作
の
全
場
面

で
異
な
る
人
物
が
出
会
っ
た
と
い
う
出
来
事
は
、
ク
レ
モ
ナ
大
聖
堂
身
廊
の
壁
画

（
一
五
一
四
～
一
五
一
九
［
制
作
は
ボ
ッ
カ
ッ
チ
ー
ノ
・
ボ
ッ
カ
ッ
チ
ー
ノ
ほ
か
］）
及

び
サ
ン
・
シ
ジ
ス
モ
ン
ド
教
会
の
壁
画
［
同
じ
く
ボ
ッ
カ
ッ
チ
ー
ノ
作
］
で
も
繰
り

返
さ
れ
る
と
い
う
事
を
意
味
す
る
。
と
す
れ
ば
こ
れ
は
、
芸
術
的
発
展
を
遂
げ
た

ク
レ
モ
ナ
の
成
果
で
あ
り
、
コ
ー
ロ
に
お
い
て
は
プ
ラ
ー
テ
ィ
ナ
そ
の
人
の
功
績

で
あ
る
。
マ
ン
ト
ヴ
ァ
出
身
の
プ
ラ
ー
テ
ィ
ナ
は
タ
ル
シ
ア
作
家
だ
っ
た
父
の
工

房
に
学
び
、
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
デ
・
レ
ー
ラ
［
ク
レ
モ
ナ
の
建
築
家
、
十
五
世

紀
後
半
～
一
五
一
八
］
と
協
力
し
て
制
作
に
当
た
っ
た
。
プ
ラ
ー
テ
ィ
ナ
は
ク
レ
モ

ナ
の
画
家
た
ち
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
北
イ
タ
リ
ア
の
幅
広
い
絵
画
動
向
に
目

を
向
け
、
単
調
に
陥
っ
て
い
た
タ
ル
シ
ア
画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
新
風
を
送
り
込

む
こ
と
に
成
功
し
た
。

原
画
を
木
画
に
翻
案
す
る
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
が
表
現
媒
体
［
木
材
］
と
技
法

に
つ
い
て
の
自
覚
を
は
っ
き
り
と
際
だ
た
せ
る
判
断
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
せ

り
ふ
な
し
の
見
る
演
劇
と
も
い
う
べ
き
ト
ロ
ン
プ
＝
ル
イ
ユ
の
透
視
画
［
タ
ル
シ

ア
画
］
は
、
自
家
薬
籠
中
の
も
の
と
な
っ
た
創
作
の
知
恵
の
発
見
を
讃
え
、
消
失

点
つ
き
の
芝
シ
ェ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
ア

居
絵
に
、
こ
れ
を
惜
し
み
な
く
多
用
す
る
。
画
家
た
ち
は
こ
の
木

工
芸
の
マ
エ
ス
ト
ロ
た
ち
が
何
を
求
め
て
い
る
か
、
ま
た
コ
ー
ロ
の
場
合
、
そ
れ

に
配
列
さ
れ
る
べ
き
絵
は
コ
ー
ロ
全
体
の
観
点
か
ら
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
か
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

タ
ル
シ
ア
画
が
順
調
に
絵
画
の
三
次
元
空
間
に
近
づ
い
て
絵
ら
し
く
な
る
に
つ

れ
て
、
画
面
を
く
く
る
装
飾
枠
は
、
実
景
か
と
見
ま
ご
う
空
間
秩
序
の
中
に
展
開

す
る
主
題
を
周
囲
か
ら
切
り
離
し
孤
立
さ
せ
、
こ
れ
に
透
視
図
的
ニ
ッ
チ
と
い
う

べ
き
モ
チ
ー
フ
、
す
な
わ
ち
ア
ー
チ
や
窓
や
戸
棚
を
付
け
加
え
る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
に
、
祈ス
タ
ッ
ロ

祷
席
の
起
源
た
る
ゴ
シ
ッ
ク
末
期
の
エ
デ
ィ
ー
コ
ラ
［
タ
ル
シ
ア
画

の
聖
像
を
荘
厳
す
る
た
め
の
立
体
的
な
ニ
ッ
チ
］
の
再
来
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う



138

「プラーティナのタルシア（一四七七―一四九○）」（中）―クレモナ大聖堂のコーロ―

に
、
描
く
対
象
を
枠
組
み
の
図
式
に
ふ
さ
わ
し
く
編
成
す
る
の
は
プ
ラ
ー
テ
ィ
ナ

の
仕
事
で
あ
っ
た
。

街
景
を
枠
取
り
す
る
建
築
モ
チ
ー
フ
の
も
と
と
な
っ
た
実
際
の
建
築
様
式
と
、

画
面
に
描
か
れ
た
建
築
の
様
式
は
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
レ
ン
ガ
の
疑

似
壁
か
ら
飛
び
出
し
た
破
テ
ィ
ン
パ
ナ
ム

風
つ
き
の
窓
（
図
28
）、
ア
ー
チ
つ
き
の
窓
、
片
開
き

な
い
し
両
開
き
の
窓
扉
は
タ
ル
シ
ア
画
に
広
く
採
用
さ
れ
て
い
た
モ
チ
ー
フ
で
あ

り
、
プ
ラ
ー
テ
ィ
ナ
は
タ
ル
シ
ア
画
の
構
想
と
原
画
の
様
式
と
の
新
た
な
接
点
と

し
て
、
こ
れ
ら
の
モ
チ
ー
フ
を
入
れ
る
よ
う
協
力
者
た
る
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・

デ
・
レ
ー
ラ
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
チ
コ
ニ
ャ
ー
ラ
［
ク
レ
モ
ナ
の
画
家
、
一
四
八
〇
～

一
五
〇
〇
活
動
］、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
デ
ラ
・
コ
ル
ナ
［
十
五
世
紀
後
半
の
画
家
。
ミ
ラ

ノ
で
壁
画
を
描
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
み
。
生
没
年
不
詳
］
に
求
め
る
。
デ
ッ
サ
ン

と
聖
職
者
祈
祷
席
の
躯
体
の
設
計
に
先
立
っ
て
、
画
面
構
成
を
ど
う
す
る
か
に
つ

い
て
プ
ラ
ー
テ
ィ
ナ
か
ら
彼
ら
に
提
案
が
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
う
で
な

か
っ
た
ら
、
原
画
を
タ
ル
シ
ア
画
に
翻
案
す
る
さ
い
に
な
ぜ
個
性
の
違
う
三
人
の

画
家
が
同
時
に
こ
こ
に
い
る
か
が
説
明
で
き
な
い
。
三
人
の
個
性
の
違
い
を
消
し

て
表
現
を
統
一
し
、
黄
金
比
に
も
と
づ
く
構
成
シ
ス
テ
ム
を
も
っ
て
全
体
的
色
彩

構
成
に
統
一
を
も
た
ら
す
の
が
、
原
画
を
タ
ル
シ
ア
画
へ
翻
案
す
る
作
業
な
の
で

あ
る
。
構
成
の
似
た
画
面
と
そ
う
で
は
な
い
画
面
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
計
っ
た
配
列

は
コ
ー
ロ
の
厳
密
な
数
学
的
＝
幾
何
学
的
構
造
か
ら
導
か
れ
る
。
コ
ー
ロ
全
体
の

絵
画
構
想
の
演
出
家
で
あ
る
プ
ラ
ー
テ
ィ
ナ
は
、
原
デ
ィ
セ
ー
ニ
ョ
画
が
求
め
る
前
提
［
様
式
の

違
い
］
を
受
け
入
れ
る
ほ
か
な
か
っ
た
。

後ト
リ
ブ
ー
ナ

陣
の
半
円
形
平
面
に
沿
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ニ
ス
テ
ィ
ッ

ク
な
タ
ル
シ
ア
画
を
見
渡
す
と
、
明
る
い
背
地
の
画
面
の
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

す
な
わ
ち
総
計
四
十
五
画
面
の
う
ち
で
、
背
地
の
全
体
が
明
る
い
画
面
は
二
十
、

そ
れ
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
は
か
っ
て
背
地
の
全
体
が
黒
一
色
の
画
面
は
七
、
上
下
二

分
割
し
た
構
図
の
上
下
と
も
地
黒
の
画
面
は
十
三
で
あ
る
（
図
29
）。
そ
し
て
地

が
黒
と
白
の
五
画
面
の
そ
れ
ぞ
れ
が
一
組
九
画
面
の
中
で
副
旋
律
な
い
し
休
止
符

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
た
だ
し
右
に
偏
っ
た
半
円
形
プ
ラ
ン
の
側
で
は
一

組
九
画
面
の
な
か
で
は
そ
れ
が
二
度
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
不
動
の
幾

何
学
的
秩
序
の
な
か
に
、
対
立
物
［
上
記
五
画
面
］
を
等
価
と
認
め
て
受
け
入
れ

コ
ー
ロ
全
体
の
調
子
の
統
一
を
は
か
る
リ
ズ
ム
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
秩
序

に
よ
る
構
成
の
意
義
は
、
視
覚
的
調
整
と
し
て
の
透
視
遠
近
法
の
機
能

―
右
側

へ
偏
っ
た
ア
プ
シ
ス
に
対
応
し
て
コ
ー
ロ
の
内
容
た
る
タ
ル
シ
ア
が
行
う
視
覚
的

調
整
の
機
能

―
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
事
実
、コ
ー
ロ
の
右
半
分（
図

29
の
ｅ
―

ｄ
）（
こ
の
図
は
画
面
間
の
明
と
暗
の
調
子
の
違
い
を
模
式
的
に
作
図
し

た
も
の
で
、
コ
ー
ロ
の
実
際
の
形
は
図
30
に
見
る
と
お
り
で
あ
る
）
で
は
、
黒
の

背
地
の
画
面
に
対
し
て
明
る
い
背
地
の
画
面
が
多
く
、三
画
面
を
一
単
位
と
し
て
、

コ
ー
ロ
が
内
側
に
縮
ん
で
見
え
る
の
を
防
い
で
い
る
。
反
対
に
、
コ
ー
ロ
の
左
側

で
は
逆
の
効
果
を
黒
の
背
地
の
画
面
が
果
た
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
ア
プ
シ
ス

の
梁
間
の
角
柱
の
付
近
で
、
タ
ル
シ
ア
画
の
背
地

―
コ
ー
ロ
左
右
の
不
均
衡
に

応
じ
て
画
面
の
明
と
暗
の
配
列
に
随
時
変
化
を
も
た
せ
る

―
は
コ
ー
ロ
の
始
ま

る
直
線
的
配
列
部
分
か
ら
、
見
せ
ど
こ
ろ
で
あ
る
奥
の
湾
曲
部
へ
と
無
理
な
く
移

行
す
る
役
割
を
果
た
し
、
明
と
暗
の
調
子
の
入
れ
替
わ
り
に
よ
っ
て
平
面
上
の
動

き
を
生
ん
で
い
る
。

十
六
世
紀
に
当
初
の
位
置
か
ら
［
前
方
の
祭
壇
側
に
］
移
さ
れ
る
ま
で
は
、
祈
祷

席
列
の
逓
減
す
る
立
面
［
上
列
の
祈
祷
席
は
下
列
の
祈
祷
席
よ
り
後
ろ
に
あ
る
］
は
、

ア
プ
シ
ス
［
コ
ン
ク
］
が
描
く
想
像
上
の
円
環
か
ら
分
離
さ
れ
、
ビ
テ
リ
ウ
ム
の

高
さ
を
強
く
印
象
づ
け
る
二
つ
の
ス
テ
ッ
プ
［
身
廊
か
ら
祭
壇
の
あ
る
プ
レ
ス
ビ
テ
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リ
ウ
ム
ま
で
に
ス
テ
ッ
プ
が
二
か
所
あ
る
］
の
向
こ
う
に
続
く
上
行
運
動
の
終
点
を
な

し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
［
図
30a
も
参
照
］。
ま
だ
豊
か
な
装
飾
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
当
時
の
大
聖
堂
の
内
部
［
今
見
る
大
祭
壇
や
壁
画
群
は
十
六
世
紀
の
も
の

で
あ
る
］
に
あ
っ
て
、
コ
ー
ロ
の
色
彩
は
無
装
飾
の
ま
ま
だ
っ
た
壁
を
前
に
し
た
、

装
飾
構
想
の
先
取
り
で
あ
っ
た
。
後
に
主
身
廊
上
部
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
壁
面
に
新
た

に
壁
画
が
描
か
れ
る
の
と
状
況
を
同
じ
く
し
て
、［
プ
レ
ス
ビ
テ
リ
ウ
ム
と
比
べ
て
］

河
床
の
よ
う
に
広
く
低
い
主
身
廊
が
ル
ネ
サ
ン
ス
的
空
間
構
成
の
実
現
を
用
意
し

た
。
壁
画
と
は
異
な
る
も
う
ひ
と
つ
の
創
作
と
し
て
、
観
客
の
目
を
大
胆
に
あ
ざ

む
く
視
覚
の
更
新
が
コ
ー
ロ
に
お
い
て
実
現
す
る︶

28
︵

。

個
々
の
タ
ル
シ
ア
画
の
絵
画
空
間
が
は
る
か
遠
く
に
ま
で
伸
長
し
た
結
果
、
先

に
見
た
聖ア
ル
マ
デ
ィ
オ

具
戸
棚
［
前
号
参
照
］
の
透
視
画
と
比
較
す
る
と
、
画
面
を
閉
じ
る
両

袖
の
垂
直
枠
は
細
く
な
っ
て
い
る
。
原
画
の
デ
ッ
サ
ン
を
相
応
に
尊
重
し
つ
つ

も
、
そ
れ
を
大
づ
か
み
に
展
開
し
て
、
あ
る
い
は
波
打
た
せ
、
あ
る
い
は
分
解
し
、

う
ね
ら
せ
て
、
調
子
を
途
切
れ
さ
せ
な
い
木マ
ッ
キ
ア肌

の
地
カ
ン
ポ

が
決
め
ら
れ
、
木ピ
ー
ス片

は
切

ら
れ
る
。
こ
う
し
て
切
り
取
ら
れ
た
光
沢
の
あ
る
材
は
、
絵
の
具
の
自
在
な
筆
致

に
た
と
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
精
妙
な
色
彩
を
生
み
出
す
。
ダ
・
レ
ン
デ
ィ
ナ
ー
ラ
兄

弟
に
つ
い
て
「
木
片
か
ら
木
片
へ
の
移
行
を
意
図
す
る
」
と
シ
ェ
ー
ラ
ー
が
い
う

断
絶︶

29
︵

［
ダ
・
レ
ン
デ
ィ
ナ
ー
ラ
兄
弟
は
ピ
ー
ス
間
の
な
め
ら
か
な
移
行
よ
り
も
幾
何
学
的

フ
ォ
ル
ム
の
独
自
性
を
尊
重
し
た
］
か
ら
遠
く
隔
た
っ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
輪
郭

の
ピ
ー
ス
が
緊
密
に
結
び
つ
い
て
、
途
切
れ
な
く
の
び
や
か
な
面
を
つ
く
る
が
、

色
の
濃
さ
の
違
う
ピ
ー
ス
同
士
が
直
接
並
置
さ
れ
る
と
、
七
宝
の
肌
の
よ
う
に
見

え
る
。
木
が
、
絵
の
具
の
筆
致
、
輝
き
、
陰
影
、
半
調
子
、
破
調
に
近
づ
く
。
し

た
が
っ
て
材
の
性
質
と
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
形
象
の
意
味
と
の
あ
る
種
の
一

致
は
驚
く
ほ
ど
自
然
な
こ
と
で
あ
り
、
た
と
え
ば
杢
理
が
不
揃
い
で
多
孔
の
ク
ル

ミ
の
白
い
辺
材
（
白
太
）
の
場
合
、
郊
外
の
砂
を
敷
き
つ
め
た
わ
び
し
い
小
道
と

な
り
、
そ
れ
に
沿
っ
て
建
つ
陽
を
浴
び
た
築
地
塀
と
な
る
（
図
27
「
十
字
架
と
郊

外
の
小
道
」の
下
）。
つ
ま
り
自
然
の
木
肌
の
な
か
で
も
特
に
不
定
形
な
も
の
は
、

光
・
フ
ォ
ル
ム
・
色
の
具
体
的
意
味
を
帯
び
て
、
具
象
の
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
リ

ア
ル
な
表
現
世
界
の
一
員
と
な
る
。

例
え
ば
う
ま
く
描
か
れ
た
樹
木
が
木
素
材
で
表
現
さ
れ
て
い
る
場
合
、
そ
れ

は
、
職
人
の
材
料
倉
庫
か
ら
選
ば
れ
た
材
の
ご
と
く
、
芸
術
的
な
意
図
に
よ
っ
て

木
肌
の
違
い
が
し
っ
か
り
選
別
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
聖ア
ル
マ
デ
ィ
オ

具
戸
棚

の
類
例
に
間
々
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
た
だ
生な
ま

の
木
材
か
ら
選
ん
で
済
む
と
い
う
も

の
で
は
な
い
。
反
対
に
、
よイ
ミ
タ
ツ
ィ
オ
ー
ネ

い
見
立
て
は
熟
練
の
技
の
美
点
を
引
き
立
た
て
る
。

窓
の
一
枚
扉
や
二
枚
扉
の
、
鏡
の
よ
う
に
艶
や
か
に
ニ
ス
引
き
し
た
の
や
、
ク
ル

ミ
や
洋
ナ
シ
の
い
い
色
合
い
の
や
、
唐
草
模
様
の
フ
リ
ー
ズ
や
、
実
物
の
よ
う
に

見
え
る
箱
な
い
し
四
角
い
格
間
の
象
嵌
が
あ
る
。
ま
た
カ
エ
デ
材
の
リ
ュ
ー
ト
の

響
板
や
指
板
、
共
鳴
胴
の
丸
く
た
わ
ん
だ
細
い
板
や
六
角
形
の
小
箱
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
ど
れ
も
が
、
タ
ル
シ
ア
本
来
の
技
法
か
ら
出
て
家
具
と
楽
器
製
作
の
職
技

と
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

プ
ラ
ー
テ
ィ
ナ
は
北
側
［
左
側
］
の
タ
ル
シ
ア
画
に
お
い
て

―
最
初
の
い
く

つ
か
の
画
面
に
見
る
外
的
要
因
［
手
本
と
な
っ
た
先
行
す
る
タ
ル
シ
ア
画
の
図
像
］
の

制
約
は
別
に
し
て

―
違
い
の
は
な
は
だ
し
い
原
画
の
さ
ま
ざ
ま
な
主
題
と
絵
画

様
式
を
も
の
と
も
せ
ず
、
生
来
の
表
現
技
法
を
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
使
用
し
尽
く
す
。

ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
デ
・
レ
ー
ラ
の
建
築
様
式
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
デ
ラ
・
コ
ル

ナ
の
自
然
主
義
的
絵
画
様
式
、
そ
し
て
ア
ン
ト
ニ
オ
・
チ
コ
ニ
ャ
ー
ラ
の
風
景
と

静
物
に
見
ら
れ
る
色
彩
重
視
の
様
式
は
、［
タ
ル
シ
ア
画
と
い
う
］
ひ
と
つ
の
絵
画

理
念
に
向
け
て
展
開
さ
れ
た
歴
史
的
造
形
の
意
味
の
集
成
で
あ
り
、
こ
の
理
念
の
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意
味
す
る
も
の
は
タ
ル
シ
ア
画
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
方
法
の
革
新
で
あ
っ
た
。

細
密
画
の
よ
う
な
ア
ン
ト
ニ
オ
・
チ
コ
ニ
ャ
ー
ラ
の
田
舎
風
景
や
山
岳
風
景
は

写
図
器
を
使
っ
て
タ
ル
シ
ア
画
に
拡
大
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
、
は
る
か
な
眺
望

を
象
嵌
で
精
妙
に
表
現
し
て
い
る
の
で
、
画
面
両
袖
の
人
気
の
な
い
高
台
や
谷
間

の
間
か
ら
眺
望
す
る
丘
や
小
川
か
ら
、
絵
の
具
が
し
た
た
る
ほ
ど
に
感
じ
ら
れ
る

（
図
31
「
風
景
」）。
鏡
ス
ペ
ッ
キ
オ板

の
水
平
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
鏡
板
を
対
照
的
に
配
列
す
る

原
則
に
し
た
が
い
つ
つ
、
俯
瞰
の
視
点
と
仰
視
の
視
点
を
交
互
に
繰
り
返
す
。
そ

の
様
式
の
素
ス
テ
ィ
レ
ー
マ
因
で
あ
る
平
行
線
と
櫛
状
の
線
も
、
チ
コ
ニ
ャ
ー
ラ
が
細
密
画
家
で

あ
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
。
木
材
の
色
に
輝
き
を
添
え
る
た
め
に
使
わ
れ
る
こ
の

平
行
線
と
櫛
状
の
線
は
、「
ス
フ
ォ
ル
ツ
ァ
城
」（
図
32
）
の
広
場
に
立
つ
二
人
の

貴
人
の
着
衣
の
布
地
の
輝
き
、
硬
く
伸
び
た
髪
の
ほ
か
、
書
物
の
半
透
明
の
木こ
ぐ
ち口

に
見
ら
れ
る
。
両
扉
の
合
わ
せ
目
（
図
33
「
チ
ェ
ス
ボ
ー
ド
、
本
、
果
物
」）
や
、

背
地
を
な
す
黒
の
ナ
ラ
材
の
年
輪
と
交
錯
す
る
鳥
や
う
さ
ぎ
を
入
れ
た
檻
網
（
図

34
）
で
は
、
自
然
の
木
肌
が
光
の
線
に
変
わ
る
。

ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
デ
・
レ
ー
ラ
原
画
の
「
行
政
長
官
公
邸
の
中
庭
」（
図

35
）
で
は
、
空
間
に
空
気
を
通
わ
せ
ヴ
ェ
ネ
ト
絵
画
風
の
彩
り
を
添
え
る
濃
い

調
子
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
版
画
の
試
ア
ヴ
ァ
ン
テ
ィ
・
レ
ッ
テ
ラ

し
刷
り
の
よ
う
な
暗
い
影
で
く
く
っ
た
輪
郭

と
強
い
明
暗
法
の
対
比
を
和
ら
げ
る
。
ル
ネ
サ
ン
ス
の
太
陽
の
明
る
い
光
が
「
ピ

チ
ェ
ナ
ル
デ
ィ
の
塔
」（
図
36
）
と
「
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
・
ア
ル
・
ポ
ー
教
会
の
広
場
」

（
図
37
）
を
包
み
込
む
。「
ピ
チ
ェ
ナ
ル
デ
ィ
の
塔
」［
画
面
下
］
で
は
、
ゆ
っ
た
り

と
流
れ
る
色マ
ッ
キ
ア斑

の
な
か
に
新
し
い
色
が
加
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
プ
ラ
ー
テ
ィ
ナ

が
こ
こ
で
は
じ
め
て
効
果
的
に
使
い
こ
な
し
た
色
で
あ
り
、
そ
れ
に
ニ
ス
引
き
さ

れ
て
独
自
の
つ
や
を
生
ん
で
い
る
。
赤
い
ナ
ツ
メ
材
は
「
非
常
に
硬
く
赤
味
が
あ

り･･･

木
の
葉
や
人
物
な
ど
の
細
や
か
な
彫
り
物
に
適
し･･･

石
の
よ
う
な
輝
き

を
呈
す
る︶

30
︵

」。
明
る
い
光
が
単
色
を
他
の
色
に
変
え
る
。「
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
・
ア

ル
・
ポ
ー
教
会
」
の
横
の
家
や
半
月
堡
や
円
塔
の
屋
根
に
用
い
ら
れ
る
の
は
こ
れ

で
あ
る
。

木
材
に
は
な
い
色
が
現
れ
出
る
。
た
と
え
ば
白
ビ
ア
ッ
カ［

鉛
白
］
の
薄
が
け

―
こ
れ

は
ル
ー
ペ
で
見
な
い
と
識
別
で
き
な
い

―
は
光
の
当
た
っ
た
部
分
（
岩
肌
や
着

衣
）
の
輝
き
を
強
め
、
光
の
造
形
的
効
果
を
高
め
（
人
物
の
顔
）、
あ
る
い
は
特

殊
な
素
材
の
表
面
の
効
果
を
得
る
た
め
に
（「
司
教
聖
イ
メ
ー
リ
オ
」
の
手
袋
、

図
38
）、
プ
ラ
ー
テ
ィ
ナ
が
用
い
た
方
法
で
あ
っ
た
。
薄
が
け
の
鉛
チ
ェ
ル
ッ
サ白
は
木
材
の

色
を
透
過
さ
せ
る
が
、
材
の
密
度
を
強
め
、
木
繊
維
の
筋
目
を
消
す
。
例
え
ば

チ
ェ
ス
ボ
ー
ド
の
マ
ス
目
の
白
（
そ
れ
は
白
で
は
な
く
明
る
い
黄
色
で
あ
る
）
に

見
る
よ
う
な
色
と
色
の
関
係
か
ら
生
じ
る
白
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
［
だ
か
ら

鉛
白
が
用
い
ら
れ
る
］。
洋
ナ
シ
材
の
色
に
褐
色
が
薄
く
塗
ら
れ
る
と
、
洋
ナ
シ
の

強
い
タ
ン
ニ
ン
質
が
塗
膜
の
効
果
を
高
め
る
（
祈
祷
席
を
分
か
つ
肘
の
黒
い
洋

ナ
シ
の
彫
り
物
は
す
べ
て
こ
れ
で
あ
る
）。
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
木
の
色
味
は
白
、
黒
、

マ
ロ
ン
の
三
色
が
基
本
だ
と
し
た︶

31
︵

。
し
か
し
主
調
を
な
す
の
は
常
に
単
色
、
ま
た

は
さ
ま
ざ
ま
な
成
分
が
混
じ
り
あ
っ
て
調
和
す
る
二
色
で
あ
る
。
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ

ス
は
カ
エ
デ
材
に
つ
い
て
「
一
様
で
な
い
色
」
と
言
い
、
十
六
世
紀
の
ア
ン
グ
イ

ラ
ー
ラ
は
こ
れ
を
「
カ
エ
デ
は
見
え
な
い
部
分
に
さ
ま
ざ
ま
な
美
し
い
色
を
隠
し

て
い
る
」
と
解
釈
し
た︶

32
︵

。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
木
材
の
色
を
、
混
ぜ
合
わ
せ

る
こ
と
の
で
き
る
絵
の
具
に
代
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
然
の
ア
ト
リ
エ
た
る
木

材
の
構
造
に
由
来
す
る
素
材
の
色
を
否
定
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

半
炭
化
し
た
ナ
ラ
材
［
埋
没
ナ
ラ
］

―
代
用
品
は
自
然
木
の
ナ
ラ
材
に
煤
と

蜜
蝋
を
塗
布
し
て
つ
く
る

―
は
鉱
物
質
の
黒
で
あ
る
が
、
木
材
の
組
織
を
保
っ

て
い
る
か
ら
マ
チ
エ
ー
ル
と
デ
ッ
サ
ン
を
は
ら
ん
で
い
る
。
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木
材
に
含
ま
れ
る
自
然
色
素
が
混
ざ
り
あ
っ
て
材
の
表
面
に
豊
か
な
調
子
が
生

ま
れ
る
。
し
か
し
、
絵
の
構
造
を
変
え
て
し
ま
う
よ
う
な
何
ら
か
の
処
理
が
木
材

に
ほ
ど
こ
さ
れ
る
と
、
透
視
画
の
空
間
も
、
光
に
変
じ
た
自
然
色
素
の
コ
ク
や
輝

き
も
弱
め
ら
れ
る
。
技
巧
を
弄
さ
な
い
タ
ル
シ
ア
画
に
、
ひ
と
つ
だ
け
事
後
的
処

理
が
あ
る
。
そ
れ
は
カ
ン
ナ
が
け
し
た
だ
け
の
材
に
透
明
ニ
ス
を
塗
る
こ
と
で
あ

る
。
ニ
ス
引
き
に
よ
っ
て
自
然
の
木
肌
が
そ
の
ま
ま
タ
ル
シ
ア
画
に
変
換
さ
れ
る

が
、
し
か
し
自
然
と
フ
ォ
ル
ム
の
調
停
の
た
め
に
は
さ
ら
に
別
の
妥
協
が
必
要
で

あ
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
木
材
の
側
か
ら
自
律
的
絵
画
に
寄
り
添
う
の
で
は
な
く
、

原カ
ル
ト
ー
ネ

画
の
フ
ォ
ル
ム
を
敷
き
写
す
こ
と
を
旨
と
す
る
か
ら
、
フ
ォ
ル
ム
が
紋
切
り
型

に
な
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
。
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ノ
・
デ
・
マ
ル
キ
［
一
四
三
五
頃

頃
～
一
五
〇
〇
年
以
後
。
ク
レ
ー
マ
出
身
の
木
工
芸
家
］
が
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
サ
ン
・
ペ

ト
ロ
ー
ニ
オ
教
会
の
聖
職
者
祈
祷
席
の
「
聖
ア
ン
ブ
ロ
シ
ウ
ス
」（
図
39
）
を
つ

く
っ
た
さ
い
、
髭
全
体
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
ポ
プ
ラ
の
板
材
か
ら
挽
き
出
し
て
か

ら
焼
き
ゴ
テ
で
細
部
の
髭
を
規
則
的
に
繰
り
返
し
て
表
現
し
た
。
こ
こ
に
見
ら
れ

る
の
は
、
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
の
い
う
「
木
の
モ
ザ
イ
ク
」
と
か
「
小
片
を
寄
せ
集
め
て

輪
郭
を
作
る
鋭
角
の
境
界
」
で
は
な
く
、
顎
髭
も
ど
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

カ
ノ
ツ
ィ
・
ダ
・
レ
ン
デ
ィ
ナ
ー
ラ
兄
弟
の
豊
か
な
顎
髭
と
見
え
た
も
の
は
木
片

か
ら
な
る
立
体
に
ほ
か
な
ら
ず
、
い
わ
ば
年
輪
の
あ
ら
わ
な
切
断
面
を
も
ち
い
て

デ
ッ
サ
ン
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
［
前
号
図
21
の
ク
リ
ス
ト
ー
フ
ォ
ロ
・
ダ
・
レ
ン
デ
ィ

ナ
ー
ラ
「
聖
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
」
参
照
］。
と
こ
ろ
が
デ
・
マ
ル
キ
の
「
聖
ア
ン
ブ
ロ
シ

ウ
ス
」
は
特
殊
な
技
法
で
顔
を
描
い
た
つ
や
の
あ
る
板
で
あ
り
、
そ
の
顔
た
る

や
、
木
材
の
肌
あ
い
を
生
か
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
も
の
の
、
実
は
皮
膚
の
弛

み
や
皺
を
単
調
に
線
刻
し
た
に
す
ぎ
ず
、
で
っ
ぷ
り
し
た
聖
人
は
強
い
色
彩
対
比

の
欠
如
か
ら
来
る
鈍
さ
の
印
象
が
勝
り
、
重
み
を
失
っ
て
薄
っ
ぺ
ら
く
見
え
る
。

そ
れ
と
比
べ
る
と
、
プ
ラ
ー
テ
ィ
ナ
の
「
聖
オ
モ
ボ
ー
ノ
」（
図
40
）［
十
二
世
紀

ク
レ
モ
ナ
出
身
の
商
工
業
の
守
護
聖
人
］
で
は
、
聖
像
は
強
い
色
彩
に
よ
っ
て
画
面

か
ら
飛
び
だ
さ
ん
ば
か
り
に
描
か
れ
、
パ
ー
ツ
を
み
ご
と
に
組
み
合
わ
せ
て
緊
張

感
を
た
だ
よ
わ
せ
た
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
造
形
的
構
成
に
は
、
プ
ラ
ー
テ
ィ
ナ
の
絵

画
的
意
図
に
お
い
て
、
デ
・
マ
ル
キ
の
「
聖
ア
ン
ブ
ロ
シ
ウ
ス
」
よ
り
は
る
か
に

マ
ン
テ
ー
ニ
ャ
風
で
あ
る︶

33
︵

。

「
司
教
聖
イ
メ
ー
リ
オ
」［
ク
レ
モ
ナ
の
守
護
聖
人
。
六
世
紀
の
人
。
図
38
］
で
は
、

ポ
プ
ラ
材
に
鉛
チ
ェ
ル
ッ
サ白
を
塗
っ
た
部
分
（
司
教
冠
の
明
る
い
帯
状
材
・
顔
・
下
衣
・
手

袋
を
つ
け
た
手
・
司
教
杖
の
渦
巻
き
装
飾
）
に
同
じ
ポ
プ
ラ
材
の
篩ふ
る
い
ぶ部

が
使
わ
れ

て
い
る
が
、
斬
り
方
と
部
位
が
違
う
の
で
同
材
と
は
見
分
け
に
く
い
。
そ
れ
と
は

対
照
的
に
、
背
地
の
く
す
ん
だ
黒
か
ら
マ
ン
ト
の
ク
ル
ミ
材
の
茶
褐
色
に
至
る
ま

で
、
濃
い
色
合
い
の
木マ
ッ
キ
ア肌
が
選
ば
れ
て
い
る
。
薄
く
透
明
に
塗
ら
れ
た
鉛ビ
ア
ッ
カ白
は
描

写
さ
れ
た
モ
ノ
の
絵
画
的
表
面
を
整
え
、木
材
の
色
の
不
足
を
補
う
。そ
れ
に
よ
っ

て
、
手
袋
に
は
ビ
ロ
ー
ド
の
手
触
り
が
、
焼
き
砂
で
焦
が
し
て
明
暗
を
ほ
ど
こ
し

た
顔
に
は
大
理
石
の
よ
う
な
つ
や
が
与
え
ら
れ
る
。「
聖
オ
モ
ボ
ー
ノ
」
で
は
、

彫
像
の
よ
う
な
マ
ス
ク
は
当
時
流
行
の
巻
い
た
頭
巾
の
下
か
ら
現
れ
、
そ
こ
か
ら

二
枚
の
布
切
れ
が
垂
れ
下
が
る
。
そ
れ
は
静
物
画
の
一
片
と
し
て
見
ら
れ
た
衣
装

の
デ
ィ
テ
ー
ル
で
あ
る
。

「
受
胎
告
知
の
聖
母
」（
図
41
）
と
「
大
天
使
ガ
ブ
リ
エ
ル
」（
図
42
）
に
つ
い

て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
白
の
薄
が
け
は
、
聖
人
の
肌
を
な
め
ら
か
に
し
、
聖

母
の
外
衣
に
輝
き
を
与
え
、
大
天
使
の
ト
ゥ
ー
ニ
カ
の
明
度
を
高
め
、
各
所
で
木

の
明
暗
調
を
整
え
る
が
、
木
材
本
来
の
色
彩
対
比
を
そ
こ
ね
る
こ
と
は
な
い
。
し

か
し
鉛
チ
ェ
ル
ッ
サ白
は
む
や
み
に
使
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
原
画
の
芸
術
性
に
し
た

が
い
場
合
に
応
じ
て
控
え
め
に
使
わ
れ
て
い
る
。
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
デ
・
レ
ー
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「プラーティナのタルシア（一四七七―一四九○）」（中）―クレモナ大聖堂のコーロ―

ラ
が
原
画
を
担
当
し
た
と
考
え
ら
れ
る
街
景
図
に
は
彼
の
建
築
自
体
が
も
つ
強
い

絵
画
性
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
鉛ビ
ア
ッ
カ白

の
使
用
は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
の

か
わ
り
、
大
聖
堂
と
大
塔
と
洗
礼
堂
を
一
望
に
お
さ
め
た
「
ク
レ
モ
ナ
大
聖
堂
」

（
図
43
）
で
は

―
前
景
の
淡
い
色
の
レ
ン
ガ
か
ら
大
聖
堂
フ
ァ
サ
ー
ド
の
列
柱

や
そ
の
他
の
建
築
の
壁
体
に
至
る
ま
で

―
染
テ
ィ
ン
テ
ッ
ジ
ャ
ト
ゥ
ー
ラ

め
木
が
使
わ
れ
、こ
れ
に
よ
っ

て
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
デ
ラ
・
コ
ル
ナ
の
不
正
確
な
情
景
描
写
（
図
44
）
に
見
る
冷

た
い
灰
色
の
明
暗
が
木
画
に
翻
案
さ
れ
て
い
る
。
建
築
本
体
の
奥
行
き
表
現
の
欠

如
や
、
建
築
群
の
生
き
い
き
と
し
た
絵
画
的
表
現
の
欠
如
（
原
画
で
は
そ
れ
ら
は

確
か
な
色
彩
を
も
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
）
の
せ
い
で
、
鈍
く
青
白
い
表
面
は

単
調
な
配
色
の
な
か
に
沈
み
、
画
中
で
唯
一
の
暖
色
た
る
大
聖
堂
前
広
場
の
カ
バ

材
と
調
和
す
る
こ
と
は
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
チ
コ
ニ
ャ
ー
ラ
の
［
原
画
の
］
強
い
色
感
は

［
タ
ル
シ
ア
画
の
］
木
材
に
対
応
が
見
ら
れ
、
仕
上
げ
の
た
め
の
鉛ビ
ア
ッ
カ白

の
使
用
は
細

部
の
モ
デ
リ
ン
グ
と
技
巧
を
要
す
る
部
分
に
限
ら
れ
る
。
釣
り
人
（
図
28
「
釣
り

人
と
風
景
」）
の
上
着
と
長
靴
に
、「
ス
フ
ォ
ル
ツ
ァ
城
」（
図
32
）
で
は
修
道
僧

の
托
鉢
袋
と
馬
に
、
鉛
白
が
塗
ら
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
し
か
し
そ
れ
は
樹
種

本
来
の
色
合
い
を
少
し
強
め
る
だ
け
で
あ
っ
て
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

ヴ
ァ
ザ
ー
リ
は
十
六
世
紀
の
タ
ル
シ
ア
作
家
に
つ
い
て
「
し
か
し
そ
の
後
、
別
の

人
た
ち
は
硫
黄
の
油
や
昇
し
ょ
う
こ
う
す
い

汞
水
、
そ
し
て
砒
素
水
を
用
い
て
、
彼
ら
自
身
が
望
ん

だ
色
味
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
例
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
サ
ン
・
ド
メ
ニ
コ

教
会
に
あ
る
フ
ラ
・
ダ
ミ
ア
ー
ノ
の
作
品
に
見
ら
れ
る
」
と
書
い
て
い
る︶

34
︵

。
確
か

に
フ
ラ
・
ダ
ミ
ア
ー
ノ
の
作
品
に
は
一
群
の
兵
隊
の
剣
、
兜
、
鎧
に
銀
灰
色
の

鉛ビ
ア
ッ
カ白
が
捺
し
て
あ
る
（
図
45
［
鉛
白
で
は
な
く
白し
ろ
め目
の
嵌
入
と
思
わ
れ
る
］）。
タ
ル
シ

ア
の
絵
画
的
表
現
に
つ
い
て
の
考
え
が
改
ま
り
代
用
材
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
結
果
、
地
板
に
使
う
樹
種
の
選
択
の
幅
が
狭
ま
っ
た
。
ク
レ
モ
ナ
生
ま
れ
の
パ

オ
ロ
・
サ
ッ
カ
［
ピ
ア
ー
デ
ナ
出
身
の
木
工
芸
家
、
一
五
四
九
歿
］
の
「
修
道
院
長
聖

ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
」（
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
は
動
物
の
守
護
聖
人
だ
っ
た
）（
図
46
）
に
は

も
は
や
前
代
の
透
視
画
的
表
現
は
認
め
ら
れ
ず
、
十
六
世
紀
の
様
式
に
よ
り
、
動

物
に
は
大
き
な
ポ
プ
ラ
材
が
、
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
と
建
物
に
は
一
枚
板
の
カ
バ
材
が

使
わ
れ
、
鈍
い
黒
の
背
地
に
は
ク
ル
ミ
材
が
使
わ
れ
て
い
る
。
描
写
対
象
の
形
が

一
枚
の
ピ
ー
ス
の
み
で
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
下
図
の
デ
ッ
サ
ン
は
抽
象
的

な
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
に
痕
跡
を
残
す
だ
け
に
な
り
、
木
に
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
敷
き
写

す
以
上
の
役
割
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
興
味
を
引

く
の
は
幾
分
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
風
の
聖
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
像
で
あ
り
、
サ
ン
・
シ
ジ
ス

モ
ン
ド
教
会
内
陣
の
ボ
ッ
カ
ッ
チ
ー
ノ
・
ボ
ッ
カ
ッ
チ
ー
ニ
の
壁
画
様
式
と
の
関

係
を
考
え
た
く
な
る
。
事
実
パ
オ
ロ
・
サ
ッ
カ
は
、
こ
の
教
会
の
タ
ル
シ
ア
画
を

含
む
長ア
ル
チ
バ
ン
コ

椅
子
の
作
者
で
あ
っ
た
。

一
五
四
六
年
レ
ッ
ジ
ョ
・
エ
ミ
リ
ア
の
サ
ン
・
プ
ロ
ス
ペ
ロ
教
会
の
コ
ー
ロ
に

お
い
て
パ
オ
ロ
・
サ
ッ
カ
が
正
確
な
対
象
描
写
に
終
始
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
ク

リ
ス
ト
ー
フ
ォ
ロ
・
デ
・
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
イ
ス
［
ク
レ
モ
ナ
大
聖
堂
コ
ー
ロ
の
移
設
と

調
整
に
も
関
わ
っ
た
木
工
芸
家
］
は
油
彩
画
風
の
表
現
を
す
で
に
我
が
も
の
と
し
て

い
た
。
こ
う
し
た
美
意
識
の
変
化
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
か
は
、
プ
ラ
ー

テ
ィ
ナ
が
ク
レ
モ
ナ
大
聖
堂
の
コ
ー
ロ
の
タ
ル
シ
ア
画
で
忠
実
に
写
し
た
そ
の
手

本
で
あ
る
こ
の
レ
ッ
ジ
ョ
・
エ
ミ
リ
ア
の
多
数
の
作
品
に
知
ら
れ
る
と
お
り
で
あ

る
。し

か
し
、
ニ
カ
ワ
と
ニ
ス
の
使
用
は
と
も
に
タ
ル
シ
ア
画
の
表
現
の
必
要
か

ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
は
、
木
の
耐
久
性
を
高
め
、
と
く
に
木

繊
維
の
色
彩
、
密
度
、
輝
き
、
透
明
な
色
調
を
強
調
す
る
は
た
ら
き
が
あ
る
。
ク
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レ
モ
ナ
の
サ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
教
会
の
コ
ー
ロ
を
建
造
す
る
に
あ
た
っ
て

一
五
三
一
年
パ
オ
ロ
・
サ
ッ
カ
と
ク
リ
ス
ト
ー
フ
ォ
ロ
・
デ
・
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ス
が

教
会
と
交
わ
し
た
委
託
契
約
書
は
「
透
明
で
美
し
い
ニ
ス
」
に
つ
い
て
触
れ
て
い

る︶
35
︵

。
そ
こ
に
は
、
伝
統
的
技
法
を
手
短
に
指
示
し
た
上
で
偽
の
木
材
は
決
し
て
使

用
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
注
文
主
の
強
い
意
向
が
示
さ
れ
て
い
る
。
修
道
僧
た

ち
は
純
正
材
を
使
っ
た
本
物
の
タ
ル
シ
ア
画
を
求
め
、
こ
の
目
的
達
成
の
た
め
に

付
帯
条
項
を
つ
け
て
、
木
材
を
必
ず
見
せ
る
こ
と
、
ま
た
用
材
に
劣
材
を
交
え
て

は
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
「
す
べ
て
タ
ル
シ
ア
の
技
法
で
制
作
し
終
え

た
画
面
は
、
前
述
し
た
サ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
僧
院
の
修
道
僧
に
完
成
前
の
状

態
で
見
せ
、
そ
れ
に
手
を
入
れ
二
回
カ
ン
ナ
が
け
し
て
か
ら
、
ニ
カ
ワ
を
四
、
五

回
手
に
と
り
、
透
明
で
美
し
い
ニ
ス
を
て
い
ね
い
に
塗
っ
て
見
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
プ
ラ
ー
テ
ィ
ナ
に
対
し
て
は
司
教
座
聖
堂
参
事
会

員
は
こ
の
よ
う
な
保
証
は
求
め
な
か
っ
た
が
、
使
用
さ
れ
た
材
は
「
よ
く
乾
燥
さ

せ
た
ク
ル
ミ
と
ポ
プ
ラ
（albera

）
の
良
材
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
素
材
の
求
め
る
形
を
実
現
す
る
た
め
に
共
有
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま

な
技
法

―
す
な
わ
ち
下
図
が
板
の
上
に
罫
描
き
で
転
写
さ
れ
、
ピ
ー
ス
が
接
着

さ
れ
均
さ
れ
、
ニ
カ
ワ
と
ニ
ス
が
塗
ら
れ
る
ま
で
の
技
法

―
を
こ
こ
に
再
現
す

る
こ
と
は
、
タ
ル
シ
ア
作
家
の
制
作
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
よ
く
知
る
の

に
役
立
つ
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
に
認
め
ら
れ
る
作
業
は
ご
く
単
純
で
あ
り
、
用
い

ら
れ
る
手
法
は
基
本
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
古
文
献
に
す
で
に
説
か
れ
て
い
た
も

の
で
あ
る
。

「
タ
ル
シ
ア
の
技
法
で
制
作
す
る
仕
事
」
は
ニ
カ
ワ
で
接
着
さ
れ
る
が
、
そ
の

主
な
成
分
は
羊
の
チ
ー
ズ
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
カ
ノ
ツ
ィ
・
ダ
・
レ
ン
デ
ィ

ナ
ー
ラ
兄
弟
が
一
四
六
一
年
「
タ
ル
シ
ア
制
作
の
た
め
の
ニ
カ
ワ
用
チ
ー
ズ
」
を

購
入
し
た
と
す
る
未
刊
の
記
録
に
見
る
と
お
り
で
あ
り︶

36
︵

、
羊
の
チ
ー
ズ
が
使
わ
れ

る
の
は
カ
ゼ
イ
ン
が
多
く
含
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
チ
ェ
ン
ニ
ー
ニ
は
「
こ
れ
は

木
工
の
親
方
が
用
い
る
膠
で
あ
っ
て
、
チ
ー
ズ
か
ら
つ
く
ら
れ
る
。
チ
ー
ズ
を
水

に
浸
し
、
生
石
灰
を
少
量
加
え
て
、
両
手
で
板
切
れ
を
持
っ
て
か
き
混
ぜ
る
」
と

書
い
て
い
る︶

37
︵

。
次
に
煮
立
て
た
灰
（
ポ
タ
ッ
サ
な
い
し
レ
ッ
シ
ヴ
ァ
す
な
わ
ち
炭

酸
カ
リ
ウ
ム
）
を
加
え
た︶

38
︵

。
ニ
カ
ワ
は
ピ
ー
ス
の
表
面
を
硬
化
さ
せ
る
。
ニ
カ
ワ

は
乾
く
前
に
す
べ
て
の
ピ
ー
ス
に
一
気
に
塗
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ピ
ー

ス
の
隙
間
か
ら
は
み
出
し
た
ニ
カ
ワ
は
濡
れ
た
雑
巾
で
拭
き
取
り
、
全
体
を
圧
着

器
で
支
持
板
に
接
着
し
、
板
と
、
裏
表
を
カ
ン
ナ
が
け
し
た
薄
板
と
の
間
の
浮
き

を
な
く
す
。
万
力
つ
き
の
こ
の
圧
着
器
を
含
め
て
タ
ル
シ
ア
作
家
が
使
う
道
具

は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
サ
ン
・
ミ
ケ
ー
レ
・
イ
ン
・
ボ
ス
コ
教
会
で
フ
ラ
・
ラ
ッ
フ
ァ

エ
ー
レ
・
ダ
・
ブ
レ
シ
ャ
［
ブ
レ
シ
ャ
出
身
の
木
工
芸
家
、
一
四
七
九
～
一
五
三
九
］

が
つ
く
っ
た
祈
祷
席
の
浮
き
彫
り
に
見
る
こ
と
が
で
き
る︶

39
︵

（
図
47
）。
付
け
柱
の

浮
き
彫
り
の
上
か
ら
順
番
に
、
万
力
つ
き
の
圧
着
器
、
斧
、
木
ヤ
ス
リ
、
ド
リ

ル
、
丸
ノ
ミ
、
平
ノ
ミ
、
ナ
イ
フ
、
平
行
六
面
体
形
の
ピ
ー
ス
厚
計
測
器
、
枠

鋸
、
取
っ
手
つ
き
ス
ク
レ
ー
パ
ー
、
三
角
定
規
、
コ
ン
パ
ス
、
粗
カ
ン
ナ
で
あ
る
。

ピ
ー
ス
を
接
着
し
た
後
、
表
面
に
ム
ラ
や
傷
が
あ
っ
た
ら
ス
ク
レ
ー
パ
ー
で
取

り
除
き
、
ピ
ー
ス
の
継
ぎ
目
に
隙
間
が
あ
れ
ば
、
あ
り
あ
わ
せ
の
木
の
お
が
く
ず

と
ニ
カ
ワ
を
混
ぜ
た
ペ
ー
ス
ト
で
埋
め
た
。
次
に
、
乾
し
た
ア
ス
プ
レ
ッ
ラ
（
広

く
馬
コ
ー
ダ
・
デ
ィ
・
カ
ヴ
ァ
ッ
ロ

の
尻
尾
と
も
い
う
）［
日
本
の
ト
ク
サ
に
相
当
］
に
水
と
油
を
含
ま
せ
、
今

日
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
で
磨
く
の
と
同
じ
要
領
で
表
面
を
磨
い
た
。
ト
ン
マ
セ
ー

オ
・
イ
タ
リ
ア
語
辞
典
に
よ
れ
ば
、
ア
ス
プ
レ
ッ
ラ
の
「
茎
は
表
皮
に
燧セ
ル
チ
ェ石

を
含

む
の
で
木
工
品
や
金
属
製
品
を
磨
く
の
に
使
い
、
こ
れ
で
荒
磨
き
が
で
き
る︶

40
︵

」。

次
に
、
磨
い
た
表
面
に
魚
ニ
カ
ワ
を
手
に
取
り
、
ス
ク
レ
ー
パ
ー
で
磨
い
た
と
き
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に
出
た
木
繊
維
を
拭
い
取
る
。
ニ
カ
ワ
が
乾
い
た
ら
、
ア
ス
プ
レ
ッ
ラ
と
タ
ミ
ゾ

（
馬
の
た
て
が
み
で
編
ん
だ
メ
ッ
シ
ュ
）
で
磨
い
た
。
ニ
ス
引
き
す
る
前
に
魚
ニ

カ
ワ
で
下
塗
り
を
し
た
。
攪
拌
し
た
卵
白
を
三
分
の
一
の
ベ
ー
ス
に
［
三
分
の
一

の
分
量
に
な
る
ま
で
濃
縮
し
て
？
］
柔
ら
か
い
イ
チ
ジ
ク
の
実
の
先
か
ら
出
る
液
を

加
え
て
下
塗
り
に
し
た
。
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
処
方
が
チ
ェ
ン
ニ
ー
ニ
に
あ
る
。「
卵

白
を
と
り
、
ほ
う
き
草
で
泡
が
充
分
固
く
な
る
ま
で
存
分
に
掻
き
立
て
る
。
そ
れ

を
一
晩
寝
か
せ
て
水
分
を
蒸
発
さ
せ
る
。
翌
日
、そ
れ
を
新
し
い
小
壺
に
と
っ
て
、

銀
栗
鼠
毛
の
筆
で
作
品
に
塗
り
広
げ
る
。
そ
う
す
る
と
ニ
ス
を
か
け
た
よ
う
に
見

え
、
む
し
ろ
そ
れ
以
上
に
強
力
で
あ
る
。
こ
の
ニ
ス
引
き
は
木
や
石
の
彫
像
に
と

て
も
適
し
て
お
り
・
・
・︶

41
︵

」。
下
塗
り
は
少
々
の
水
（
で
き
れ
ば
金
属
塩
を
含
ま

ず
木
に
シ
ミ
を
つ
く
ら
な
い
雨
水
が
よ
い
）
で
希
釈
し
て
ピ
ー
ス
に
塗
り
、
次
に

も
う
一
度
ア
ス
プ
レ
ッ
ラ
と
タ
ミ
ゾ
で
磨
い
た
。ニ
ス
に
は
二
種
類
が
使
わ
れ
た
。

第
一
の
ニ
ス
は
純
粋
な
蜜
蝋
に
鉛
チ
ェ
ル
ッ
サ白

（
ビ
ア
ッ
カ
す
な
わ
ち
酸
化
鉛
）
を
混
ぜ
て

銅
の
器
で
煮
、
こ
れ
に
松
ヤ
ニ
を
蒸
留
し
た
テ
レ
ピ
ン
油
を
溶
き
入
れ
、
冷
え
て

か
ら
硬
い
刷
毛
で
タ
ル
シ
ア
に
塗
っ
た
。
こ
れ
が
乾
い
た
ら
ブ
ラ
シ
で
余
分
の
ニ

ス
を
取
り
、
ウ
ー
ル
の
布
で
磨
い
た
。
第
二
の
ニ
ス
は
松
ヤ
ニ
を
蒸
留
器
（
オ
レ

ン
ビ
ッ
ク
）
で
蒸
留
し
た
後
、
底
に
溜
ま
っ
た
黒
い
沈
殿
物
の
表
層
で
つ
く
る

茶
色
が
か
っ
た
暖
色
の
ニ
ス
で
あ
る
。
こ
の
ニ
ス
は
も
ろ
く
て
透
明
な
の
で
、
溶

き
や
す
く
ま
た
ガ
ラ
ス
の
硬
さ
を
得
る
た
め
に
、
こ
れ
を
煮
る
さ
い
石
灰
を
少
々

加
え
た
。
次
に
松
ヤ
ニ
は
ワ
イ
ン
・
ア
ル
コ
ー
ル
に
蜜
蝋
少
々
と
テ
レ
ピ
ン
油
と

ラ
ベ
ン
ダ
ー
油
を
加
え
て
溶
い
た
。
油
を
含
ま
せ
た
小
布
を
下
塗
り
の
上
に
走
ら

せ
て
ニ
ス
引
き
し
や
す
く
し
て
か
ら
、
刷
毛
を
使
わ
ず
ウ
ー
ル
の
タ
ン
ポ
ン
で
ニ

ス
引
き
し
た
。
タ
ル
シ
ア
の
表
面
に
は
ニ
ス
の
塗
膜
以
外
に
は
何
も
残
し
て
は
な

ら
な
か
っ
た
。
四
、
五
回
の
ニ
ス
引
き
で
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
修
道
僧
の
求
め
た

「
透
明
で
美
し
い
ニ
ス
」
の
作
業
は
終
わ
っ
た
。
こ
う
し
て
手
技
の
探
求
心
が
樹

種
か
ら
、
輝
き
、
透
明
さ
、
生
彩
あ
る
調
子
そ
し
て
明
快
な
輪
郭
を
引
き
だ
し
た
。

こ
の
よ
う
な
ニ
ス
の
処
方
と
ニ
ス
引
き
の
方
法
は
、
タ
ル
シ
ア
の
双
子
の
技
で
あ

る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
制
作
に
受
け
継
が
れ
た
。
ニ
ス
に
関
す
る
断
片
的
な
知
識

―

チ
ェ
ン
ニ
ー
ニ
か
ら
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
を
経
て
十
八
世
紀
の
グ
リ
セ
リ
ー
ニ
の
『
美
術

工
芸
辞
典︶

42
︵

』、
ア
ー
カ
イ
ブ
の
古
文
書
ま
で

―
を
集
成
し
た
の
は
、
長
年
の
経

験
に
も
と
づ
き
古
の
楽
器
の
ニ
ス
の
処
方
を
復
活
さ
せ
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
製
作
者

フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・
サ
ッ
コ
ー
ニ
の
功
績
で
あ
る︶

43
︵

。

十
四
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
末
ま
で
、
誰
も
が
こ
う
し
た
ニ
ス
を
よ
く
知
っ
て
い

た
が
、
そ
れ
が
や
が
て
解
き
明
か
せ
な
い
神
秘
の
輝
き
を
帯
び
は
じ
め
、
芸
術
家

の
個
性
と
分
か
ち
が
た
い
秘
技
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、
そ
の
命
運
は
尽

き
た
。
す
ば
や
く
た
や
す
く
塗
れ
る
新
し
い
ニ
ス
が
入
っ
て
き
て
古
い
ニ
ス
を
放

逐
し
て
し
ま
い
、
単
純
そ
の
も
の
だ
っ
た
古
い
ニ
ス
の
処
方
も
正
し
い
用
法
も
分

か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
染
め
木
の
技
法
が
ニ
ス
と
木
の
関
係
を
変
え
、
ニ

ス
は
木
繊
維
か
ら
振
動
す
る
色
を
引
き
出
す
役
目
を
終
え
、
鉛ビ
ア
ッ
カ白
と
顔
料
の
艶
出

し
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

絵
画
に
負
け
ま
い
と
競
っ
て
き
た
タ
ル
シ
ア
画
で
は
あ
っ
た
が
、
ブ
ル
ネ
レ
ス

キ
の
透
視
遠
近
法
が
万
人
の
知
る
知
的
財
産
と
な
り
、
代
わ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
芸

術
と
し
て
解
き
明
か
さ
れ
て
き
た
表
現
法
と
は
別
の
表
現
法

―
色
の
調
子
に
よ

る
空
間
描
写
、
ル
ミ
ニ
ズ
モ
の
キ
ア
ロ
ス
ク
ー
ロ
、
空
気
遠
近
法
な
ど

―
が
新

た
に
登
場
し
て
、
タ
ル
シ
ア
画
は
し
だ
い
に
無
難
な
素
材
を
使
う
よ
う
に
な
っ

た
。
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
が
な
ぜ
十
六
世
紀
の
絵
画
と
比
較
し
て
タ
ル
シ
ア
画
を
否
定
的

に
判
断
し
た
か
が
こ
こ
か
ら
理
解
で
き
る
。
同
じ
こ
と
が
ガ
リ
レ
オ
に
つ
い
て
も

言
え
る
。「
鋭
利
な
輪
郭
」
と
「
激
し
く
対
立
す
る
」
色
彩
の
対
比
に
よ
っ
て
規
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定
さ
れ
る
初
期
の
タ
ル
シ
ア
画
の
様
式
は
、
時
代
の
趣
味
が
変
わ
っ
て
否
定
的
な

意
味
を
帯
び
る
に
至
っ
た
。「
な
ぜ
な
ら
、
タ
ル
シ
ア
画
は
色
の
違
う
小
さ
な
木

片
を
寄
せ
集
め
た
も
の
で
、
そ
ん
な
も
の
で
は
鋭
利
な
輪
郭
や
露
骨
に
異
な
る
色

彩
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
ま
と
め
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
ど
う
し
て
も

対
象
の
形
は
硬
く
て
潤
い
が
な
く
丸
み
や
立
体
感
に
欠
け
る
か
ら
だ
。
と
こ
ろ
が

油
彩
画
で
は
輪
郭
を
柔
ら
か
に
ぼ
か
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
色
か
ら
色
へ
の
移

調
が
な
め
ら
か
で
あ
る
。
こ
う
し
て
絵
画
は
柔
和
で
角
が
取
れ
、
強
さ
と
立
体
感

が
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た︶

44
︵

」。

タ
ル
シ
ア
画
の
歴
史
が
終
わ
っ
た
時
、
コ
ー
ロ
の
歴
史
も
幕
を
閉
じ
た
。
十
八

世
紀
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ミ
リ
ー
ツ
ィ
ア
［
一
七
二
五
～
一
七
九
八
、
南
部
の
出

身
で
ミ
ラ
ノ
ほ
か
北
部
の
都
市
で
活
動
し
た
建
築
家
］
は
そ
の
顛
末
を
次
の
よ
う
に
書

い
た
。「
木
造
の
コ
ー
ロ
は
我
が
国
の
教
会
の
も
う
ひ
と
つ
の
厄
介
も
の
で
あ
る
。

こ
の
二
列
な
い
し
三
列
に
並
ん
だ
祈ス
タ
ッ
ロ

祷
席
と
、
円
柱
や
角
柱
に
寄
り
沿
わ
せ
た
そ

の
背
ス
パ
リ
エ
ー
ラは

、
円
柱
や
角
柱
の
柱
礎
と
柱
身
を
覆
い
隠
し
、
そ
こ
に
木
工
と
建
築
の

い
び
つ
な
混
淆
を
生
む
。
こ
う
し
た
不
具
合
を
繕
お
う
と
し
て
、
あ
る
人
た
ち
は

コ
ー
ロ
か
ら
建
築
的
オ
―
ダ
ー
を
す
べ
て
取
り
去
り
、
教
会
の
他
の
全
部
分
と
の

不
調
和
を
作
り
出
し
て
し
ま
っ
た︶

45
︵

」。
こ
の
「
不
調
和
」
と
は
、
建
築
の
道
理
に

か
な
わ
な
い
コ
ー
ロ
の
設
置
を
受
け
入
れ
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
が
、
事
実
そ
れ

が
、
一
四
八
九
の
プ
ラ
ー
テ
ィ
ナ
の
コ
ー
ロ
の
場
合
に
起
こ
っ
た
。
そ
の
時
コ
ー

ロ
は
後ア
プ
シ
ス陣
か
ら
内
プ
レ
ス
ビ
テ
リ
ウ
ム
陣
の
し
か
る
べ
き
位
置
に
、
つ
ま
り
身
廊
の
先
端
の
か
さ
上

げ
し
た
場
所
に
移
さ
れ
た
［
そ
の
後
一
五
四
○
年
に
コ
ー
ロ
は
現
在
の
位
置
に
移
さ
れ

た
］。

原　
註前

号
か
ら
の
通
し
番
号
。［　

］
は
訳
者
の
補
足
。

（
28
） A

lfredo Puerari, R
agguaglio delle arti, in T

uttitalia, C
rem

ona, 

Firenze, 1963, p.687.

（
29
） C

hristian Scherer, op.cit., p.7. 

「
事
実
、
二
枚
の
ピ
ー
ス
が
ぴ
っ
た
り

と
合
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
れ
か
ら
生
じ
た
幅
の
違
う
隙
間
は
、

表
面
を
磨
く
時
に
出
る
お
が
く
ず
の
ペ
ー
ス
ト
か
適
当
な
黒
い
顔
料
で
埋

め
る
。こ
こ
か
ら
不
揃
い
の
輪
郭
線
が
生
じ
、こ
れ
に
よ
っ
て
一
つ
の
ピ
ー

ス
か
ら
隣
の
ピ
ー
ス
へ
の
移
行
が
果
た
さ
れ
、
画
面
全
体
に
豊
か
な
表
現

力
が
与
え
ら
れ
る
」。

（
30
） G

iovanvettorio Soderini, Il T
rattato degli arbori (A

lberto B
acchi 

della Lega

の
未
刊
の
第
二
部
を
収
録), B

ologna, 1904, p.433.

（
31
） C

hristian Scherer, op.cit., p.11.

（
32
） 

オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
『
変
身
物
語
』、X

, v, 93; G
iovanni A

ndrea 

A
nguillara, Le M

etam
orfosi di O

vidio ridotte in ottava rim
a, 

Venezia, 1578 (1a ed. 1561), X
, 39. 

オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
『
変
身
物
語
』

（
岩
波
文
庫
）、
十
巻
六
四
頁
「
斑
入
り
の
葉
を
も
っ
た
楓
」; Salvatore 

B
attaglia, G

rande D
izionario della Lingua Italiana, 1, a-, Torino, 

1961.
（
33
） M

aria Verga B
andirali, U

na fam
iglia crem

asca di m
aestri del 

legno: I D
e M

archi da C
rem

a in ‘A
rte Lom

barda’, A
.X

, secondo 

sem
estre, 1965, pp.53-63.

（
34
） G

iorgio Vasari, op.cit., vol.I, 1962, p.150.

ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ヴ
ァ
ザ
ー
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「プラーティナのタルシア（一四七七―一四九○）」（中）―クレモナ大聖堂のコーロ―

リ
（
森
田
義
之
ほ
か
監
修
）『
美
術
家
列
伝
』（
二
〇
一
四
～
、
中
央
公
論

美
術
出
版
）
第
一
巻
「
絵
画
へ
の
序
論
」、
第
三
十
一
章
、
九
十
頁

（
35
） C

arlo B
onetti, Stalli del C

oro di S.Francesco, Paolo del Sacha, 

C
ristoforo de Venetiis, 1531- 1534, in ‘La Provincia’, 1913, nn.344, 

346, 349.

（
36
） 

一
四
六
一
年
十
月
十
七
日
条
に
「
タ
ル
シ
ア
制
作
の
た
め
の
ニ
カ
ワ
用
の

羊
の
チ
ー
ズ
」
購
入
の
記
事
が
あ
る
［
本
稿
前
号
二
一
九
頁
参
照
］。

（
37
） C

.C
ennini, Il Libro dell’ A

rte o T
rattato della Pittura, Firenze, 

cap.C
X

II, pp. 72-73　

チ
ェ
ン
ニ
ー
ノ
・
チ
ェ
ン
ニ
ー
ニ
（
辻
茂

編
訳
、
石
原
靖
夫
・
望
月
一
史
訳
）『
絵
画
術
の
書
』（
岩
波
書
店
、

一
九
九
一
）、
六
九
頁

（
38
） 

灰（lessiva

炭
酸
カ
リ
ウ
ム
）は「
木
の
脂
質
」を
減
ら
す
働
き
が
あ
っ
た
。

A
lberti, T

rattato di A
rcitettura, libro 2, cap.7, p.37. 

レ
オ
ン
・
バ
ッ

テ
ィ
ス
タ
・
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
（
相
川
浩
訳
）『
建
築
論
』（
中
央
公
論
美
術

出
版
、
一
九
八
二
年
）、
五
十
頁

（
39
） Francesco M

alaguzzi-Valeri, La corte di Ludovico il M
oro, III, 

M
ilano, 1917, p.243.

（
40
） N

iccolò Tom
m

aseo e B
ernardo B

ellini, D
izionario della Lingua 

Italiana, Torino, 1861. [edizione R
izzoli, 1971]

（
41
） C

ennino C
ennini, op.cit., cap.C

LV
I, pp.108-109. 

チ
ェ
ン
ニ
ー
ニ
前

掲
書
、
九
九
頁 

（
42
） Francesco G

riselini, D
izionario delle A

rti e de’M
estieri, Venezia, 

1770. 

グ
リ
セ
リ
ー
ニ
の
辞
典
は
マ
ル
コ
・
フ
ラ
ッ
サ
ド
ー
ニ
師A

bate 

M
arco Frassadoni

が
編
纂
を
継
承
し
て
い
る
。

（
43
） 

イ
タ
リ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
サ
ッ
コ
ー
ニ
は
優
れ
た
現

存
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
メ
ー
カ
ー
で
、
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
で
専
門
学
校
を
開
い

て
い
る
。

（
44
） G

alileo G
alilei, Scritti letterari, a cura di A

lberto C
hiari, Firenze, 

1943; in “C
onsiderazioni al Tasso e postille all ’A

riosto ”, p.87.

（
45
） Francesco M

ilizia, Principii di A
rchitettura civile, illustrati dal 

Prof. A
rchitetto G

iovanni A
ntolini, III ediz. m

igliorata da Luigi 

M
asieri, M

ilano, 1853, p.398.

解　
説

本
稿
は
、
ク
レ
モ
ナ
大
聖
堂
の
ア
ル
マ
デ
ィ
オ
（
聖
具
戸
棚
）
を
論
じ
た
前
号

に
続
い
て
、
大
聖
堂
の
コ
ー
ロ
（
聖
職
者
祈
祷
席
）
を
取
り
あ
げ
た
ア
ル
フ
レ
ー

ド
・
プ
エ
ラ
ー
リ
の
表
記
の
論
文
の
後
半
の
翻
訳
で
あ
る
。
関
連
す
る
書
誌
情
報

お
よ
び
プ
エ
ラ
ー
リ
の
タ
ル
シ
ア
論
の
概
要
に
つ
い
て
は
前
号
の
解
説
に
記
し
た

の
で
、
こ
こ
で
は
訳
者
が
本
稿
を
ど
う
読
み
、
そ
こ
か
ら
何
を
受
け
取
っ
た
の
か

を
記
し
て
解
説
に
代
え
た
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊　
　
　

ア
ル
マ
デ
ィ
オ
も
コ
ー
ロ
も
キ
リ
ス
ト
教
会
の
典
礼
と
礼
拝
に
必
須
の
調
度
品

で
あ
り
、
そ
れ
を
荘
厳
す
る
タ
ル
シ
ア
は
も
と
も
と
ゴ
シ
ッ
ク
期
の
オ
ー
ナ
メ
ン

ト
の
技
と
し
て
出
発
し
た
が
、
十
五
世
紀
に
な
っ
て
透
視
画
の
技
法
が
取
り
入

れ
ら
れ
て
「
タ
ル
シ
ア
画
」
が
誕
生
し
た
（
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
の
技
と
し
て
の
タ
ル

シ
ア
と
区
別
す
る
た
め
に
透
視
画
の
異
名
を
も
つ
木
画
を
本
稿
で
は
「
タ
ル
シ
ア
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画
」
と
し
た
）。
プ
ラ
ー
テ
ィ
ナ
の
タ
ル
シ
ア
画
は
一
世
紀
余
り
の
短
い
そ
の
歴

史
の
な
か
で
頂
点
を
過
ぎ
た
あ
た
り
の
時
期
の
名
品
で
あ
る
（
一
四
八
四
年
完

成
）。前

号
で
プ
エ
ラ
ー
リ
は
ア
ル
マ
デ
ィ
オ
の
タ
ル
シ
ア
画
を
論
じ
て
木
材
と
透
視

画
（
あ
る
い
は
自
然
と
技
）
の
奇
跡
の
出
会
い
を
現
象
学
的
に
こ
ま
や
か
に
論
じ

た
。
そ
れ
に
続
く
こ
の
号
で
は
ア
ル
マ
デ
ィ
オ
に
は
求
め
ら
れ
な
か
っ
た
（
そ
の

必
要
が
な
か
っ
た
）
コ
ー
ロ
独
自
の
装
飾
法
を
い
く
つ
か
の
観
点
か
ら
取
り
あ
げ

て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
観
客
の
視
点
」
と
「
木
画
の
技
法
」
の
二
点
を
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
す
る
。

観
客
の
視
点

第
一
に
指
摘
し
た
い
の
は
、
タ
ル
シ
ア
画
が
祭
壇
の
前
に
立
つ
信
者
観
客
か
ら

ど
の
よ
う
に
見
え
る
か
を
コ
ー
ロ
に
即
し
て
検
討
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
本
来

コ
ー
ロ
は
聖
職
者
の
祈
り
の
た
め
の
閉
じ
た
空
間
で
あ
り
、
そ
の
中
で
の
み
祈
祷

席
は
椅
子
と
し
て
の
実
用
の
目
的
を
果
た
し
て
い
る
（
タ
ル
シ
ア
は
実
用
家
具
の

加
飾
の
技
で
あ
っ
た
し
以
後
も
そ
う
で
あ
る
）。し
た
が
っ
て
全
体
と
し
て
の
コ
ー

ロ
は
、
外
側
か
ら
、
し
か
も
距
離
を
置
い
て
遠
く
か
ら
見
ら
れ
る
こ
と
は
想
定
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
一
変
さ
せ
た
の
が
十
五
世
紀
前
半
の

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
は
じ
ま
る
コ
ー
ロ
へ
の
透
視
画
の
導
入
で
あ
っ
た
。
信
者
大
衆

か
ら
（
も
）
見
ら
れ
る
対
象
に
変
じ
た
コ
ー
ロ
。
こ
れ
が
本
稿
で
プ
エ
ラ
ー
リ
が

プ
ラ
ー
テ
ィ
ナ
の
仕
事
に
即
し
て
と
ら
え
た
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
そ
れ
に
着

眼
し
た
研
究
は
そ
れ
ま
で
な
か
っ
た
（
十
五
世
紀
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
法
曹
家
マ
ッ

テ
ー
オ
・
コ
ラ
ツ
ィ
オ
の
タ
ル
シ
ア
画
批
評
は
プ
エ
ラ
ー
リ
の
論
考
に
次
ぐ
）。

し
か
し
こ
の
よ
う
に
評
価
で
き
る
と
し
て
も
、
テ
キ
ス
ト
を
読
み
進
め
る
う
ち
に

著
者
の
行
き
過
ぎ
と
も
思
え
る
唯
美
的
判
断
に
、
読
者
は
と
ま
ど
い
を
覚
え
な
い

だ
ろ
う
か
。
プ
エ
ラ
ー
リ
の
判
断
に
は
二
○
世
紀
の
ベ
ネ
デ
ッ
ト
・
ク
ロ
ー
チ
ェ

と
美
的
フ
ォ
ー
マ
リ
ズ
ム
の
し
が
ら
み
が
強
す
ぎ
て
そ
れ
が
著
者
の
眼
を
曇
ら
せ

て
は
い
な
い
か
。
も
っ
と
も
な
疑
問
で
あ
る
。
し
か
し
プ
エ
ラ
ー
リ
は
コ
ー
ロ
の

各
部
の
計
測
し
た
デ
ー
タ
を
示
し
て
自
身
の
美
的
判
断
が
間
違
っ
て
は
い
な
い
と

読
者
を
説
得
す
る
。
そ
れ
は
根
拠
乏
し
い
主
観
が
導
い
た
視
点
な
の
で
は
な
く
、

現
場
の
状
況
を
あ
り
の
ま
ま
に
透
徹
し
た
眼
で
観
察
し
、
そ
こ
か
ら
導
か
れ
た

テ
ー
マ
が
、
観
客
の
視
点
で
あ
っ
た
。

大
聖
堂
の
歪
ん
だ
内
陣
が
与
え
る
物
理
的
な
負
の
条
件
（
図
30
参
照
）
を
視
覚

の
補
正
に
よ
っ
て
克
服
し
た
プ
ラ
ー
テ
ィ
ナ
の
コ
ー
ロ
が
、
立
場
を
変
え
て
観
客

か
ら
は
ど
う
見
え
る
か
。
プ
エ
ラ
ー
リ
は
そ
れ
を
問
う
。
内
陣
に
立
ち
入
れ
な
い

信
者
た
ち
が
身
廊
に
立
っ
た
と
き
祭
壇
の
向
こ
う
の
コ
ー
ロ
は
ど
う
見
え
る
か
。

そ
れ
は
コ
ー
ロ
を
構
想
す
る
プ
ラ
ー
テ
ィ
ナ
の
思
索
の
な
か
に
す
で
に
あ
り
、
そ

れ
が
タ
ル
シ
ア
画
と
し
て
コ
ー
ロ
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
プ
エ
ラ
ー
リ
の
分

析
に
よ
っ
て
読
者
は
理
解
す
る
。

実
用
家
具
の
加
飾
の
技
か
ら
も
っ
ぱ
ら
見
ら
れ
る
対
象
と
し
て
の
木
画
へ
、
木

画
か
ら
教
会
の
荘
厳
へ
、
そ
し
て
コ
ー
ロ
を
全
体
と
し
て
眺
め
る
観
客
へ
と
ル
ー

プ
す
る
創
作
と
受
容
の
サ
イ
ク
ル
を
プ
エ
ラ
ー
リ
は
信
仰
の
現
場
に
認
め
る
の
で

あ
る
。
二
○
世
紀
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
が
陥
り
が
ち
な
フ
ォ
ー
マ
リ
ズ
ム
の
陥
穽
を
回

避
し
、
自
律
的
な
様
式
論
に
代
わ
る
開
か
れ
た
様
式
論
の
ひ
と
つ
の
回
答
と
し
て

テ
キ
ス
ト
を
読
み
、実
用
調
度
の
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
か
ら
透
視
画
（
タ
ル
シ
ア
画
）
へ
、

観
客
へ
と
見
方
を
転
回
さ
せ
る
プ
エ
ラ
ー
リ
の
弁
証
法
が
タ
ル
シ
ア
史
の
実
態
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
な
ら
、
唯
美
的
と
も
見
え
た
論
者
の
眼
の
客

観
性
は
今
の
私
た
ち
に
も
揺
る
ぎ
な
い
視
点
を
与
え
て
く
れ
る
と
訳
者
は
思
う
。
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「プラーティナのタルシア（一四七七―一四九○）」（中）―クレモナ大聖堂のコーロ―

木
画
の
技
法

し
か
し
プ
エ
ラ
ー
リ
は
方
法
論
的
な
反
省
を
促
す
こ
と
を
主
眼
と
は
し
な
い
。

方
法
的
関
心
は
あ
く
ま
で
読
後
に
私
た
ち
が
受
け
取
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。
方

法
論
的
思
索
に
読
者
を
い
ざ
な
い
は
す
る
が
、
彼
の
記
述
は
モ
ノ
に
即
し
て
実
証

的
で
あ
る
。
事
実
、
テ
キ
ス
ト
の
後
半
で
プ
エ
ラ
ー
リ
は
タ
ル
シ
ア
画
の
技
法
と

素
材
と
道
具
に
つ
い
て
く
わ
し
く
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
テ
キ
ス
ト
に

読
む
べ
き
第
二
の
論
点
に
つ
な
が
る
。
プ
エ
ラ
ー
リ
は
二
○
世
紀
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム

と
フ
ォ
ー
マ
リ
ズ
ム
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
受
容
し
て
い
た
。
芸
術
の
現
象
学
に
も

目
を
向
け
て
い
る
の
は
前
号
の
テ
キ
ス
ト
に
見
た
と
お
り
で
あ
り
、
工
芸
制
作
の

プ
ロ
セ
ス
を
実
地
に
観
察
し
て
、
絵
画
（
メ
ジ
ャ
ー
・
ア
ー
ト
）
と
は
異
な
る
タ

ル
シ
ア
画
が
古
典
的
な
ア
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
の
レ
ベ
ル
で
は
解
読
で
き
な
い
こ
と
読

者
に
示
し
た
。
当
時
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
で
盛
ん
だ
っ
た
芸
術
の
現
象
学
に
学
び

は
す
る
が
、
絵
の
具
で
は
な
く
自
然
木
を
素
材
と
す
る
タ
ル
シ
ア
画
と
い
う
困
難

な
対
象
に
向
か
う
プ
エ
ラ
ー
リ
の
分
析
は
彼
独
自
の
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
製
作
で
名
高
い
ク
レ
モ
ナ
の
人
で
あ
る
。
そ
の
ク
レ
モ
ナ
の
プ
エ
ラ
ー

リ
の
身
近
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
製
作
の
経
験
者
と
学
者
が
い
た
（
プ
エ
ラ
ー
リ
自

身
、
ク
レ
モ
ナ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
美
術
館
の
館
長
を
つ
と
め
た
経
歴
の
持
ち
主
で

あ
っ
た
）。

木
素
材
と
道
具
と
技
法
は
不
可
分
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
理
解
を
欠
い
た

タ
ル
シ
ア
論
が
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
以
来
美
術
史
の
脇
役
に
と
ど
ま
る
例
を
私
た
ち
は
よ

く
知
っ
て
い
る
。
タ
ル
シ
ア
画
に
即
し
て
ア
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
は
克
服
さ
れ
た
と
プ

エ
ラ
ー
リ
は
断
じ
た
。
そ
う
言
え
る
と
し
た
ら
、
素
材
・
道
具
・
技
法
は
タ
ル
シ

ア
画
を
味
読
す
る
さ
い
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
テ
ー
マ
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ

て
、
最
初
に
示
し
た
観
客
の
眼
の
テ
ー
マ
、
つ
ま
り
タ
ル
シ
ア
画
を
現
場
で
味
読

す
る
こ
と
の
意
味
が
も
っ
と
よ
く
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
タ
ル
シ
ア
画
は
薄
明
の

現
場
に
お
い
て
こ
そ
美
質
を
発
揮
す
る
。

解
説
は
以
上
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
に
難
解
な
と
こ
ろ
は
間
々
あ
る
が
、
プ
エ

ラ
ー
リ
は
易
し
い
こ
と
を
む
ず
か
し
く
書
い
て
い
る
の
で
は
な
い
。
西
洋
近
代
の

芸
術
観
を
払
拭
し
切
れ
て
い
な
い
現
代
人
に
タ
ル
シ
ア
の
美
を
説
く
に
は
、
こ
れ

だ
け
の
準
備
が
必
要
な
の
だ
。
ま
だ
タ
ル
シ
ア
を
見
た
こ
と
の
な
い
人
は
、
そ
の

こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
、
モ
デ
ナ
、
ベ
ル
ガ
モ
、
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
、

ウ
ル
ビ
ー
ノ
ほ
か
で
実
際
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
木
素
材
と
遊
ぶ
タ
ル
シ
ア
の

リ
ア
リ
テ
ィ
を
現
場
で
と
ら
え
た
と
き
、
プ
エ
ラ
ー
リ
の
真
意
が
身
を
も
っ
て
会

得
で
き
る
だ
ろ
う
。

訳
者
は
こ
の
よ
う
に
プ
エ
ラ
ー
リ
の
タ
ル
シ
ア
論
を
読
ん
だ
が
、
ま
だ
こ
れ
に

付
随
す
る
ア
ペ
ン
デ
ィ
ク
ス
が
未
訳
で
あ
る
。
当
初
の
予
定
で
は
前
号
と
本
号
を

も
っ
て
本
稿
は
完
結
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
春
の
現
地
調
査
を
経
て
プ
エ

ラ
ー
リ
の
想
像
以
上
に
豊
か
な
学
殖
と
幅
広
い
業
績
が
理
解
さ
れ
た
の
で
、
上
、

中
、
下
の
三
編
と
改
め
、
次
号
（
下
）
で
は
ア
ペ
ン
デ
ィ
ク
ス
の
翻
訳
と
あ
わ
せ

て
彼
の
業
績
を
紹
介
し
た
い
。

追
記翻

訳
テ
キ
ス
ト
で
「
鉛
白
」
に
対
応
す
る
イ
タ
リ
ア
語
はbiacca

とcelussa

で
あ
る
。
材
料
化
学
の
専
門
家
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
・
カ
ン
パ
ー
ナ
さ
ん
に
よ
れ
ば

ビ
ア
ッ
カ
は
顔
料
と
し
て
の
鉛
白
、
チ
ェ
ル
ッ
サ
は
そ
の
原
料
で
あ
る
が
、
プ
エ

ラ
ー
リ
は
両
者
を
区
別
し
て
い
る
か
ど
う
か
判
断
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
ル
ビ
を
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つ
け
て
違
い
を
示
し
た
。

R
ingraziam

enti
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術
史
︺



150

「プラーティナのタルシア（一四七七―一四九○）」（中）―クレモナ大聖堂のコーロ―

前号からの通し番号である。底本に不足する図版を Puerari, Le Tarsie del Platina, 1967（元本）からとっ
て大幅に増やした（出典記載のない図版はすべて同書より）。　最初の 3 図は番外参考写真。

クレモナ大聖堂内部（身廊から内陣方向）祭壇の後方に黒いコーロが見える。頭上の壁画
（玉座のキリストと聖イメーリオ、聖オモボーノほか）は十六世紀ボッカッチョ・ボッカッ
チーノ筆　訳者撮影（autorizzazione foto: Ufficio Beni Culturali Ecclesiastici, Cremona）

クレモナ大聖堂のコーロ
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図 26　上下二段の祈祷席のタルシア装飾（クレモナ大聖堂コーロ）

図 27　「十字架と郊外の小道」（クレモナ大聖堂コーロ）図 28　「釣り人と風景」（クレモナ大聖堂コーロ）



152

「プラーティナのタルシア（一四七七―一四九○）」（中）―クレモナ大聖堂のコーロ―

図 30a　クレモナ大聖堂コーロのタルシア画の横
幅（センチメートル）を示す。開口部から奥に向
かって幅が狭くなっている。Puerari, Le Tarsie del 
Platina（元本）より

図 30　クレモナ大聖堂の内陣とコーロの形状（作
図 D.Molo Azzolini）［コーロの位置は制作当初の状
態を示す］

図 29　タルシア画の背地の明暗の別から見たクレモナ大聖堂コーロ全体の模式図（作図 D.Molo Azzolini）
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図 34　「小鳥とうさぎ」（クレモナ大聖堂コーロ）　
訳者撮影（autorizzazione foto: Ufficio Beni Culturali 
Ecclesiastici, Cremona）

図 33　「チェスボードと本と果物」
（クレモナ大聖堂コーロ）

図 32　「スフォルツァ城」（クレモナ大聖堂コーロ） 図 31　「風景」（クレモナ大聖堂コーロ）
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「プラーティナのタルシア（一四七七―一四九○）」（中）―クレモナ大聖堂のコーロ―

図 36　「ピチェナルディの塔」
（クレモナ大聖堂コーロ）

図 35　「行政長官公邸の中庭」
（クレモナ大聖堂コーロ）

図 38　「司教聖イメーリオ」
（クレモナ大聖堂コーロ）

図 37　「サン・ピエトロ・アル・ポー教会の広場」
（クレモナ大聖堂コーロ）
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図 40　「聖オモボーノ」
（クレモナ大聖堂コーロ）

図 39　アゴスティーノ・デ・マルキ「聖アンブロシウス」
（ボローニャのサン・ペトローニオ教会コーロ） 訳者撮影
（Autorizzazione foto: Basilica di San Petronio/Soprintendenza 

per i Beni Artistici e Storici di Bologna）

図 42　「大天使ガブリエル」
（クレモナ大聖堂コーロ）

図 41　「受胎告知の聖母」
（クレモナ大聖堂コーロ）
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「プラーティナのタルシア（一四七七―一四九○）」（中）―クレモナ大聖堂のコーロ―

図 46　パオロ・サッカ「修道院長聖アントニウス」（部分）、サン・シジスモンド教会（クレモナ）の長
アルチバンコ

椅子
（クレモナ市立美術館寄託）

図 44　アントニオ・デラ・コルナ「都市攻略」（壁
画部分）、パラッツォ・フォードリ（クレモナ）

図 43　「クレモナ大聖堂」（クレモナ大聖堂コーロ）

図 47　フラ・ラッファエーレ・ダ・ブレシャ「タ
ルシア作家の道具」（ボローニャのサン・ミケーレ・
イン・ボスコ教会浮き彫り。今日同市のサン・ペト
ローニオ教会にある） 訳者撮影（autorizzazione foto: 
Basilica di San Petronio/ Soprintendenza per i Beni 
Artistici e Storici di Bologna）

図 45　フラ・ダミアーノ・ザンベッリ「ユー
ディットとホロフェルネス」（ボローニャのサン・
ドメニコ教会コーロ） 訳者撮影（autorizzazione 
foto: Chiesa di San Domenico/ Soprintendenza 
per i Beni Artistici e Storici di Bologna）
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影
に
覆
わ
れ
た
谷
、
座
る
イ
エ
ス
の
前
に
跪
く
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ

―
オ

ラ
ー
ツ
ィ
オ
・
ジ
ェ
ン
テ
ィ
レ
ス
キ
の
小
品
（
図
１
）
で
あ
る
︵
１
︶

。
本
作
は
『
小

さ
き
花
々
（Fioretti

）』 

の
一
節
に
思
い
を
馳
せ
る
想
像
力
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
。

同
書
に
よ
れ
ば
、
聖
人
は
、
仲
間
の
一
人
と
と
も
に
、「
立
派
で
心
優
し
い
有
力

者
か
ら
」「
た
い
へ
ん
親
切
で
献
身
的
な
」
も
て
な
し
を
受
け
た
と
い
う
。
そ
し

て
後
ほ
ど
、
そ
う
し
た
親
切
と
は
「
義
人
に
も
悪
人
に
も
陽
光
と
慈
雨
を
恵
ま
れ

る
神
の
属
性
の
ひ
と
つ
」、「
慈
愛
の
姉
妹
で
あ
る
」
と
語
っ
た
と
い
う
。
こ
の
と

き
聖
人
は
屋
外
の
「
こ
の
親
切
な
男
か
ら
も
見
え
る
場
所
で
」
祈
り
始
め
る
。
男

は
聖
人
が
、
画
中
に
見
る
と
お
り
、「
キ
リ
ス
ト
の
前
で
信
心
深
く
祈
っ
て
い
る
」

の
を
目
に
し
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
で
ジ
ェ
ン
テ
ィ
レ
ス
キ
は
こ
の
小
品
に
人
文
主

義
的
な
含
意
を
与
え
た

―
画
家
は
イ
エ
ス
の
近
く
に
パ
ン
と
水
差
し
を
描
き
、

「
こ
の
祈
り
の
最
中
に
聖
人
の
前
に
現
れ
、
そ
の
面
前
に
い
た
」
キ
リ
ス
ト
に
備

わ
っ
て
い
る
「
大
き
な
慈
愛
」
を
暗
地
の
上
の
光
輪
と
し
て
の
み
示
し
、
元
来

『
小
さ
き
花
々
』
に
よ
れ
ば
「
そ
の
身
体
が
」「
地
を
離
れ
て
中
空
の
高
み
へ
と
浮

揚
し
た
」
と
さ
れ
る
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
を
地
に
跪
く
姿
で
表
し
て
い
る
。
そ
し
て

同
書
の
一
節
を
人
文
主
義
的
態
度
で
読
む
と
き
、
自
身
を
歓
待
し
た
貴
紳
を
修
道

会
の
仲
間
に
迎
え
た
い
と
願
う
聖
人
の
思
い
は
、
ス
ト
ア
派
特
有
の
、
美
徳
に
基

づ
く
友
情
︹
と
い
う
概
念
︺
と
合
致
す
る
と
思
わ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
聖
人
は

こ
の
人
物
に
よ
り
彼
が
慈
愛
の
姉
妹
と
み
な
す
親
切
に
触
れ
た
の
で
あ
る
︵
２
︶
。

　

さ
て
ス
ト
ア
主
義
者
だ
が
、
彼
ら
は
宇
宙
が
宿
命
に
従
い
、
摂
理
に
従
い
、
神

に
導
か
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
た
。
そ
し
て
自
然
の
宿
命
的
法
則
と
し
て
の
生
殖

愛
は
、
ジ
ェ
ン
テ
ィ
レ
ス
キ
の
作
中
で
は
、
ロ
ト
と
娘
た
ち
の
主
題) 3

(

（
図
2
）
と

ダ
ナ
エ
の
主
題
︵
４
︶
（
図
3
）
の
諸
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
に
表
さ
れ
て
い
る
。
ロ
ト
と
娘
た

ち
の
主
題
で
は
、「
創
世
記
」
十
九
章
と
フ
ラ
ウ
ィ
ウ
ス
・
ヨ
セ
フ
ス
『
ユ
ダ
ヤ

古
代
誌
（A

ntichità  giudaiche

）』
の
記
述
が
想
起
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
そ

れ
ら
の
作
品
で
、
ゆ
く
ゆ
く
は
神
に
滅
ぼ
さ
れ
る
町
か
ら
の
脱
出
と
、
画
中
で

娘
の
一
人
が
も
う
一
人
に
対
し
て
︹
別
方
向
を
︺
指
差
し
て
い
る
こ
と
を
、
こ
れ

ら
の
記
述
と
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
、
父
親
の
酩
酊
お
よ
び
父
親
と
の
交
接
が
人

類
的
見
地
か
ら
も
正
当
化
し
う
る
か
ら
だ
。「
姉
が
妹
に
言
っ
た
。『（
中
略
）
こ

の
辺
り
に
は
、
世
の
し
き
た
り
に
従
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
の
と
こ
ろ
へ
来
て
く

れ
る
男
の
人
は
い
ま
せ
ん
』（D

ixit m
aior ad m

inorem
: “ [...] N

ullus viro-

rum
 rem

ansit in terra qui possit ingredi ad nos iuxta m
orem

 universae 

terrae ”...

）
︵
５
︶」。「

娘
た
ち
は
、
全
人
類
が
滅
亡
し
た
と
思
い
込
み
、
父
を
う
ま
く

欺
き
、
彼
が
何
も
気
づ
か
な
い
ま
ま
に
、
父
と
交
わ
り
、
種
族
が
絶
え
て
一
人

も
い
な
く
な
る
の
を
防
ご
う
と
し
た
︵
６
︶
」。
ま
た
ダ
ナ
エ
を
表
し
た
二
点
の
絵
︹
図

3
︺
で
は
、
神
の
介
入
に
よ
り
、
生
殖
力
が
そ
れ
を
拒
も
う
と
す
る
者
に
勝
利
し

―
、
か
く
し
て
預
言
も
ま
た
成
就
す
る
。
念
頭
に
あ
る
の
は
ヒ
ュ
ギ
ヌ
ス
の

『
神
話
集
（Favole

）』
の
一
話
で
あ
ろ
う
︵
７
︶

。「
ア
ク
リ
シ
オ
ス
と
ア
ガ
ニ
ッ
ペ
の

娘
ダ
ナ
エ
に
、
彼
女
が
産
み
落
と
す
息
子
が
ア
ク
リ
シ
オ
ス
を
殺
害
す
る
だ
ろ

う
と
い
う
預
言
が
告
げ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
父
は
、
預
言
の
成
就
を
恐
れ
て
、
彼

女
を
石
の
壁
で
覆
わ
れ
た
牢
獄
に
閉
じ
込
め
た
。
と
こ
ろ
が
ユ
ピ
テ
ル
は
、
黄

金
の
雨
に
変
身
し
て
、
ダ
ナ
エ
と
寝
た
。
こ
の
性
交
に
よ
り
ペ
ル
セ
ウ
ス
が
生

ま
れ
た
」。
生
殖
力
が
、
世
界
を
統
治
す
る
神
の
不
可
避
の
意
志
を
実
現
す
る
以

上
、
例
え
ば
狩
猟
な
ど
の
気
晴
ら
し
の
追
求
に
、
ジ
ェ
ン
テ
ィ
レ
ス
キ
は
異
議

を
唱
え
る
。
一
六
一
六
年
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
刊
行
さ
れ
た
『
シ
モ
ン
チ
ェ
ッ

ロ
（Sim

oncello

）』
が
述
べ
る
に
は
、
古
代
人
た
ち
は
「
全
力
を
尽
く
し
て
」

「
愛
ア
モ
ー
レに
抗
い
、
愛
か
ら
確
実
に
身
を
守
ら
ん
が
た
め
、
劣
ら
ぬ
ほ
ど
に
狩
を
好
ん

だ
」
と
い
う
︵
８
︶
。
だ
が
こ
の
思
想
を
フ
リ
ー
ニ
が
そ
の
美
し
い
︽
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
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ス
︾（
図
4
）
で
肯
定
的
に
表
し
た
と
す
れ
ば
︵
一
︶

、
ジ
ェ
ン
テ
ィ
レ
ス
キ
は
、
乙
女

で
あ
り
な
が
ら
つ
ね
に
自
然
の
中
で
暮
ら
し
た
︽
狩
の
デ
ィ
ア
ナ︵
９
︶︾（

図
5
）
に

よ
っ
て
嘲
笑
し
た
、
な
ぜ
な
ら
彼
女
の
犬
が
鼻
と
耳
を
集
中
さ
せ
て
、
彼
女
の

胎
の
近
く
を
嗅
ぎ
回
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
か
ら
だ
。
こ
の
文
化
圏
に
お
い

て
、
避
け
る
べ
き
は
自
然
な
生
殖
愛
で
は
な
く
、
有
徳
の
士
で
す
ら
餌
食
に
な

り
か
ね
な
い
と
ス
ト
ア
主
義
者
の
言
う
「
馬
鹿
げ
た
空
想
」
で
あ
っ
た︶

10
︵

。
有
徳

の
士
、
ち
ょ
う
ど
ジ
ェ
ン
テ
ィ
レ
ス
キ
が
描
い
た
、
孤
独
の
中
で
闇
を
覗
き
込

む
聖
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
（
図
6
）
の
よ
う
に︶

11
︵

―
画
家
は
こ
の
た
め
『
黄
金
伝
説

（Leggenda aurea

）』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
聖
人
の
書
簡
の
ひ
と
つ
を
思
い
起

こ
し
て
い
る
。「
若
い
娘
た
ち
に
と
り
か
こ
ま
れ
て
い
る
幻
覚
に
し
ば
し
ば
お
そ

わ
れ
、
こ
の
冷
た
い
骸
に
も
ひ
と
し
い
か
ら
だ
の
な
か
に
み
だ
ら
な
欲
情
の
ほ
む

ら
が
燃
え
あ
が
っ
て
く
る
の
で
す︶

12
︵

」。
生
殖
可
能
性
の
な
い
肉
欲
生
活
は
、
ジ
ェ

ン
テ
ィ
レ
ス
キ
に
お
い
て
は
聖
ミ
カ
エ
ル
に
打
ち
負
か
さ
れ
る
悪
魔
の
姿
を
と
っ

て
い
る︶

13
︵

（
図
7
）。
一
目
で
は
わ
か
り
に
く
い
聖
書
の
参
照
箇
所
は
「
ユ
ダ
の
手

紙
」
で
あ
る
。「
ソ
ド
マ
と
ゴ
モ
ラ
、
ま
た
そ
の
周
辺
の
町
は
、
こ
の
天
使
た
ち

と
同
じ
く
、
み
だ
ら
な
行
い
に
ふ
け
り
、
不
自
然
な
肉
の
欲
の
満
足
を
追
い
求

め
た
の
で
、
永
遠
の
火
の
刑
罰
を
受
け
、
見
せ
し
め
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
同
じ
よ
う
に
こ
の
夢
想
家
た
ち
も
、
身
を
汚
し
、
権
威
を
認
め
よ
う
と
は
せ

ず
、
栄
光
あ
る
者
た
ち
を
あ
ざ
け
る
の
で
す
。
大
天
使
ミ
カ
エ
ル
は
、
モ
ー
セ
の

遺
体
の
こ
と
で
悪
魔
と
言
い
争
っ
た
と
き
、（
中
略
）『
主
が
お
前
を
懲
ら
し
め

て
く
だ
さ
る
よ
う
に
』
と
言
い
ま
し
た
（Sodom

a et G
om

orrha, et finitim
ae 

civitates sim
ili m

odo exfornicatae, et abeuntes post carnem
 alteram

, 

factae sunt exem
plum

, ignis aeterni poenam
 sustinentes. Sim

iliter et hi 

carnem
 quidem

 m
aculant, dom

inationem
 autem

 spernunt, m
aiestatem

 

autem
 blasphem

ant. C
um

 M
ichael archangelus cum

 diabolo disputans 

altercaretur de M
oysi corpora [...] dixit: “Im

peret tibi D
om

inus ”

）︶
14
︵

」。
神

が
望
み
給
う
た
が
故
に
必
然
か
つ
善
で
あ
る
と
こ
ろ
の
自
然
法
則
は
、
健
康
の
象

徴
、
つ
ま
り
蛇
の
巻
き
付
い
た
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
に
よ
り
示
さ
れ
、
さ
ら
に

王
冠
お
よ
び
月
桂
冠
と
、
つ
ま
り
虚
栄
と
対
比
さ
れ
て
い
る︶

15
︵

（
図
8
）。

　

し
か
し
生
殖
愛
と
い
う
自
然
法
則
に
対
す
る
も
っ
と
も
自
覚
的
な
抑
制
は
、
有

徳
の
士
同
士
の
誠
実
な
関
係
で
あ
る
。
ジ
ェ
ン
テ
ィ
レ
ス
キ
は︽
ヨ
セ
フ
の
貞
潔
︾

（
図
9
）
に
よ
っ
て
そ
れ
に
賛
同
す
る︶

16
︵

。「
顔
も
美
し
く
、
体
つ
き
も
優
れ
て
い
た

（pulchra facie et decorus aspectu

）」
ヨ
セ
フ
は
、
彼
と
寝
床
を
共
に
し
よ
う

と
し
た
半
裸
の
ポ
テ
パ
ル
の
妻
か
ら
逃
れ
て
い
る

―
だ
が
こ
の
拒
絶
は
ジ
ェ
ン

テ
ィ
レ
ス
キ
が
嘲
笑
し
た
デ
ィ
ア
ナ
の
純
潔
の
場
合
と
は
異
な
り
、
女
の
夫
に
対

す
る
誠
実
ゆ
え
に
な
さ
れ
た
。「
し
か
し
、ヨ
セ
フ
は
よ
こ
し
ま
な
行
為
を
拒
ん
で
、

主
人
の
妻
に
い
っ
た
。『
ご
覧
く
だ
さ
い
、
御
主
人
は
わ
た
し
に
す
べ
て
を
ゆ
だ

ね
、
家
の
中
に
何
が
あ
る
か
さ
え
ご
存
じ
で
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
家
で
は
、
わ
た

し
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
お
ら
ず
、
わ
た
し
の
意
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
、
あ
な
た
は
別
で
す
。
あ
な
た
は
御
主
人
の
妻
で
す
か
ら
。
わ
た
し

は
、
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
に
大
き
な
悪
を
働
い
て
、
神
に
罪
を
犯
す
こ
と
が
で
き

ま
し
ょ
う
』（N

equaquam
 acquiescens operi nefario, dixit ad eam

: “E
cce 

dom
inus m

eus, om
nibus m

ihi traditis, ignorant quid habeat in dom
o 

sua: nec quidquam
 est quod non in m

ea sit potestate, vel non tradiderit 

m
ihi, praeter te, quea uxor eius es: quom

odo ergo possum
 hoc m

alum
 

facere, et peccare in D
eum

 m
eum

? ”

）」。︹
こ
う
し
て
ヨ
セ
フ
は
︺「
逃
げ
て
外

に
出
た
（Fugit, et egressus est foras

）︶
17
︵

」。

　

同
様
に
、
画
家
の
他
の
作
品
も
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
的
字
義
と
人
文
主
義
的
含
意
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を
併
せ
持
っ
て
い
る
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
息
子
イ
サ
ク
を
神
に
捧
げ
よ
う
と
す
る

瞬
間
に
天
使
に
止
め
ら
れ
る
。
傍
ら
に
は
す
で
に
、
身
代
わ
り
に
生
贄
と
な
っ

た
雄
羊
が
い
る︶

18
︵

（
図
10
）。
最
初
に
、
イ
サ
ク
は
父
に
言
っ
た
。「
火
と
薪
は
こ
こ

に
あ
り
ま
す
が
、
焼
き
尽
く
す
献
げ
物
に
す
る
小
羊
は
ど
こ
に
い
る
の
で
す
か
」。

ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
答
え
て
言
っ
た
。「
焼
き
尽
く
す
献
げ
物
の
小
羊
は
き
っ
と
神
が

備
え
て
く
だ
さ
る︶

19
︵

」。
そ
し
て
こ
の
「
き
っ
と
神
が
備
え
て
く
だ
さ
る
（D

eus 

providebit

）」
が
ス
ト
ア
主
義
者
の
言
う
神
の
摂
理
を
想
起
さ
せ
る
。
モ
ー
セ
は

摂
理
に
よ
り
偉
大
な
運
命
を
担
っ
て
、
川
か
ら
救
わ
れ
た︶

20
︵

（
図
11
）。
彼
は
フ
ァ

ラ
オ
の
命
令
で
、
エ
ジ
プ
ト
に
い
た
他
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
新
生
児
た
ち
と
同
じ
く
川

中
に
投
ぜ
ら
れ
た
。
フ
ァ
ラ
オ
は
あ
る
賢
者
か
ら
、
一
人
の
イ
ス
ラ
エ
ル
人
が

エ
ジ
プ
ト
人
の
覇
権
を
弱
め
、
永
遠
の
栄
光
を
得
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
警
告
を

受
け
て
い
た
の
で
あ
る
（
本
件
は
「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」
第
二
章
と
、
特
に
フ
ラ

ウ
ィ
ウ
ス
・
ヨ
セ
フ
ス
『
ユ
ダ
ヤ
古
代
誌
』
に
由
来︶

21
︵

）。
あ
る
絵
の
中
で
ダ
ヴ
ィ

デ
は
ゴ
リ
ア
テ
の
首
を
切
り︶

22
︵

（
図
12
）、
別
の
絵
で
は
神
の
意
志
の
成
就
に
つ
い

て
瞑
想
す
る︶

23
︵

（
図
13
、
14
）。
ダ
ヴ
ィ
デ
は
神
の
意
志
を
最
初
か
ら
知
り
、
ゴ
リ

ア
テ
本
人
に
こ
う
予
告
し
て
い
た
。「
主
は
お
前
を
わ
た
し
の
手
に
引
き
渡
さ

れ
る
。
わ
た
し
は
、
お
前
を
討
ち
、
お
前
の
首
を
は
ね
る
だ
ろ
う
（E

t dabit te 

D
om

inus in m
anu m

ea, et percutiam
 te, et auferam

 caput tuum
 a te

）︶
24
︵

」。

別
の
諸
作
で
は︶

25
︵

（
図
15
）、
ユ
デ
ィ
ッ
ト
も
ま
た
手
ず
か
ら
切
り
落
と
し
た
ホ
ロ

フ
ェ
ル
ヌ
ス
の
首
を
す
で
に
籠
に
入
れ
て
、
晴
れ
や
か
な
顔
と
光
に
満
ち
た
瞳
を

上
方
に
向
け
、
彼
女
の
祈
り
に
応
え
た
神
の
摂
理
に
つ
い
て
瞑
想
す
る
。「
イ
ス

ラ
エ
ル
の
神
な
る
主
よ
、
わ
た
し
を
勇
気
づ
け
、
今
こ
そ
わ
た
し
に
力
を
お
与

え
く
だ
さ
い
（C

onfirm
a m

e D
om

ine D
eus Israel, et respice in hac hora 

ad opera m
anum

 m
earum

）︶
26
︵

」。
そ
し
て
す
で
に
日
没
近
く
傾
い
た
日
の
光
の

中
で
眠
る
ヨ
セ
フ
の
い
る
︽
聖
家
族
︾（
図
16
、
17
）
の
場
合︶

27
︵

―
あ
る
作
例
で

は
、
壁
の
後
ろ
に
ロ
バ
が
も
う
待
機
し
て
い
る
︹
図
16
︺

―
、
ジ
ェ
ン
テ
ィ
レ

ス
キ
は
「
マ
タ
イ
福
音
書
」
に
記
さ
れ
た
ヨ
セ
フ
の
第
二
の
夢︶

28
︵

を
念
頭
に
置
い

て
い
る
の
だ
ろ
う
。「
主
の
天
使
が
夢
で
ヨ
セ
フ
に
現
れ
て
（A

ngelus D
om

ini 

apparuit in som
nis Jeseph

）」、
彼
に
告
げ
る
。「『
起
き
て
、
子
供
と
そ
の
母

親
を
連
れ
て
、
エ
ジ
プ
ト
に
逃
げ
な
さ
い
』。（
中
略
）
ヨ
セ
フ
は
起
き
て
、
夜

の
う
ち
に
幼
子
と
そ
の
母
を
連
れ
て
エ
ジ
プ
ト
に
去
っ
た
（Surge, et accipe 

puerum
 et m

atrem
 eius, et fuge in A

egyptum
, [...] Q

ui consurgens 

accepit puerum
 et m

atrem
 eius nocte et secessit in A

egyptum

）」。
こ
れ

は
、
預
言
者
ホ
セ
ア

―
「
わ
た
し
は
、
エ
ジ
プ
ト
か
ら
わ
た
し
の
子
を
呼
び
出

し
た
（ex A

egypto vocavi filium
 m

eum

）」

―
を
介
し
て
、「
主
が
言
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
実
現
す
る
た
め
で
あ
っ
た
（ut adim

pleretur quod dictum
 est 

a D
om

ino

）︶
29
︵

」。
ま
た
︽
巫シ
ビ
ュ
ラ女

︾︶
30
︵

（
図
18
、
19
）
と
︽
茨
の
冠
︶
31
︵

︾（
図
20
）
は
、
別
々

に
表
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
ラ
ク
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
『
神
聖
教
理
（D

ivinae 

institutiones

）』
の
一
節
を
想
起
す
る
が
ゆ
え
に
、
作
者
の
思
索
の
中
で
関
連
付

け
ら
れ
る
。
そ
の
一
節
で
は
、
ジ
ェ
ン
テ
ィ
レ
ス
キ
が
マ
タ
イ
の
「
福
音
書
」
に

基
づ
い
て
正
確
に
表
し
た
受
難
の
一
場
面︶

32
︵

を
巫
女
が
予
見
し
て
い
る
。「
総
督
の

兵
士
た
ち
は
（
中
略
）
イ
エ
ス
を
裸
に
す
る
と
、
彼
に
赤
い
外
套
を
着
せ
、
茨

で
冠
を
編
ん
で
彼
の
頭
に
載
せ
、
右
手
に
葦
︹
の
棒
︺
を
持
た
せ
た
（M

ilites 

praesidis [...] exuentes eum
, clam

idem
 coccineam

 circum
dederunt ei; et 

plectentes coronas de spinis, posuerunt super caput eius, et arundinem
 

in dextera eius

）︶
33
︵

」。

　

一
方
、
ジ
ェ
ン
テ
ィ
レ
ス
キ
の
四
点
の
︽
改
悛
す
る
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
︾

（
図
21
）
は︶

34
︵

、
闇
の
中
で
は
潜
勢
態
に
す
ぎ
な
い
物
体
の
可
視
性
を
実
現
す
る
光
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に
関
す
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
光
学
の
諸
条
項
へ
と
わ
れ
わ
れ
を
導
い
て
い
く
。
そ

れ
ら
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
よ
う
に
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
も
十
分
知
悉
し
て
お
り
、

︹
彼
の
︺
ロ
ー
マ
時
代
と
神
学
上
の
「
神
の
恩
寵
の
助
力
に
関
す
る
問
題
（Q

uaestio 

de auxiliis divinae grtiae

）」
と
が
︹
時
期
的
に
︺
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
中
で

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
光
学
の
諸
条
項
は
、
人
の
天
性
を
損
ね
る
の
で
は
な
く
完
成
さ

せ
る
神
の
恩
寵
の
作
用
に
つ
い
て
の
寓
意
の
「
字レ
ッ
テ
ラ義

」
を
形
成
し
て
い
た
。
そ
の

寓
意
は
ス
ペ
イ
ン
の
神
学
者
ド
ミ
ン
ゴ
・
バ
ニ
ェ
ス
に
よ
り
表
明
さ
れ
、
ド
ミ
ニ

コ
会
の
同
志
た
ち
に
支
持
さ
れ
た︶

35
︵

。
ジ
ェ
ン
テ
ィ
レ
ス
キ
は
そ
の
ド
ミ
ニ
コ
会

に
、
フ
ァ
ブ
リ
ア
ー
ノ
の
サ
ン
タ
・
ル
チ
ア
聖
堂
に
あ
る
自
作
︽
聖
ド
ミ
ニ
ク
ス

と
聖
女
カ
テ
リ
ー
ナ
の
い
る
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
︶
36
︵

︾（
図
22
）
を
通
し
て
接
近
す
る

こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
私
の
見
解
の
こ
の
部
分
の
出
発
点
と
な
っ
た
マ
グ
ダ
ラ
の

マ
リ
ア
に
関
し
て
、『
黄
金
伝
説
（Leggenda aurea
）』
に
は
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。

︹
彼
女
は
︺「
内
的
観
想
と
い
う
最
良
の
も
の
を
選
ん
だ
の
で
」
明
る
く
照
ら
す
人

と
さ
れ
る
。「
と
い
う
の
は
、
彼
女
は
、
あ
と
で
人
々
に
溢
れ
る
ば
か
り
豊
か
に

与
え
た
も
の
を
内
的
観
想
か
ら
得
た
か
ら
で
あ
る︶

37
︵

」。
つ
ま
り
後
に
他
者
を
照
ら

す
の
に
用
い
る
光
を
受
け
取
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
闇
か
ら
光
へ
の
推
移
に

お
け
る
、
可
視
性
の
実
現
と
い
う
「
字
義
」
は
、
恩
寵
の
排
他
的
作
用
と
い
う
含

意
を
放
棄
し
、
む
し
ろ
目
に
見
え
ぬ
神
の
摂
理
や
そ
の
他
同
様
の
感
覚
界
に
示
さ

れ
た
知
性
的
価
値
の
「
現ア

ッ

ト
実
態
」
と
い
う
意
味
を
帯
び
る
よ
う
だ
。
ち
ょ
う
ど
絵

画
の
中
で
光
の
力
が
、
そ
し
て
関
連
テ
ク
ス
ト
の
中
で

―
忘
れ
な
い
よ
う
に
記

し
て
お
く

―
「
直
ち
に
（statim

）」「
速
く
（confestim

）」「
す
ぐ
に
（cito

）」

「
そ
の
と
き
（
中
略
）
そ
の
と
き
（ecce... ecce

）」
と
い
っ
た
表
現
が
わ
れ
わ
れ

に
伝
え
る
よ
う
に
。

　

光
線
の
束
を
通
り
抜
け
「
聖
母
は
天
に
昇
る
」（
図
23
）︶

38
︵

、
そ
し
て
『
黄
金
伝

説
』
が
伝
え
る
、
彼
女
が
そ
の
と
き
発
し
た
で
あ
ろ
う
言
葉
が
思
い
出
さ
れ
る
。

「
さ
あ
ま
い
り
ま
す
（E

cce venio...

）」、
な
ぜ
な
ら
神
の
摂
理
に
よ
っ
て
「
書

の
は
じ
め
の
と
こ
ろ
に
（in capite libri

）
︵
二
︶

」
そ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
か
ら

だ︶
39
︵

。
受
胎
告
知
（
図
24
）
の
瞬
間
に
は
︹
聖
母
は
︺
大
天
使
に
こ
う
告
げ
た
。「
お

言
葉
ど
お
り
、
こ
の
身
に
成
り
ま
す
よ
う
に
（Fiat m

ihi secundum
 verbum

 

tuum

）︶
40
︵

」。
か
く
し
て
神
性
は
受
肉
し
、
こ
の
成
就
の
瞬
間
よ
り
後
に
起
き
る
出

来
事
を
、さ
ま
ざ
ま
な
︽
聖
母
子
︾
の
中
で
不
意
の
強
烈
な
光
が
照
ら
し
て
い
る
。

そ
こ
で
の
イ
エ
ス
は
小
さ
な
裸
の
肉
体
を
さ
ら
し
て
い
た
り︶

41
︵

（
図
25
、
26
）、
乳

を
吸
う
傍
ら
で
何
か
を
凝
視
し
て
い
た
り︶

42
︵

（
図
27
）、
そ
の
薄ソ
ッ
テ
ィ
リ
エ
ッ
ツ
ァ

さ
／
鋭
敏
さ
ゆ
え

に
知
性
を
象
徴
す
る
ヴ
ェ
ー
ル
と
対
比
さ
れ
る
、
甘
い
味
の
杏
あ
ん
ずを
手
に
し
て
い
た

り
す
る︶

43
︵

︹
図
25
︺。
ま
た
︽
キ
リ
ス
ト
割
礼
︾（
図
28
）
で
は︶

44
︵

、『
黄
金
伝
説
』
に

あ
る
よ
う
に︶

45
︵

、お
告
げ
の
天
使
が
予
告
し
た
「
救
世
主
」
を
意
味
す
る
「
イ
エ
ス
」

の
名
の
命
名
と︶

46
︵

、
初
め
て
流
さ
れ
た
贖
い
主
の
血
が︶

47
︵

、
下
方
の
グ
ル
ー
プ
と
、
上

方
の
父
な
る
神
と
天
使
た
ち
、
そ
し
て
天
国
の
雲
と
同
様
に
、
強
烈
な
光
に
よ
っ

て
提
示
さ
れ
る
。
ま
た
︽
キ
リ
ス
ト
洗
礼
︾（
図
29
）
で
は︶

48
︵

、
イ
エ
ス
が
述
べ
た

と
お
り︶

49
︵

、
正
し
い
行
い
が
光
の
中
で
突
如
実
現
す
る
︵
三
︶
。
マ
タ
イ
の
叙
述
に
お
け
る

「
そ
の
と
き
（ecce

）」
の
等
価
物
と
し
て

―
「
そ
の
と
き
、
天
が
イ
エ
ス
に
向

か
っ
て
開
い
た
。（
中
略
）
そ
の
と
き
、『
こ
れ
は
わ
た
し
の
愛
す
る
子
、
わ
た

し
の
心
に
適
う
者
』
と
い
う
声
が
、
天
か
ら
聞
こ
え
た
（E

t ecce aperti sunt 

ei coeli [...] E
t ecce vox in coelis dicens: “H

ic est filius m
eus dilectus, in 

quo m
ihi com

placui ”

）︶
50
︵

」。
ま
た
別
の
絵
で
は︶

51
︵

（
図
30
）、
闇
か
ら
光
へ
と
、
十

字
架
上
の
救
世
主
の
姿
と
、
彼
の
恩
寵
を
受
け
る
マ
リ
ア
、
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
、

ヨ
ハ
ネ
の
姿
が
浮
か
び
上
が
る
。
さ
ら
に
別
の
絵
で
は︶

52
︵

（
図
31
）、
マ
グ
ダ
ラ
の

マ
リ
ア
が
家
の
中
で
、
人
を
欺
く
想
像
力
を
象
徴
す
る
鏡
に
凭
れ
て
座
っ
て
い
る
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が
、
す
ぐ
に
立
ち
上
が
っ
て
、
近
く
に
来
た
マ
ル
タ
の
手
が
指
し
示
す
別
方
向
へ

の
、
つ
ま
り
帰
宅
し
て
彼
女
を
探
す
師
イ
エ
ス

へ
の
い
ざ
な
い
に
従
う
こ
と
に
な
る
。

「
マ
ル
タ
は
、
イ
エ
ス
が
来
ら
れ
た
と
聞
い
て
、
迎
え
に
行
っ
た
が
、
マ
リ
ア
は

家
の
中
に
座
っ
て
い
た
（M

artha ergo, ut audivit quia Jesus venit, occurrit 

illi; M
aria autem

 dom
i sedebat

）」。
だ
が
マ
ル
タ
は
イ
エ
ス
を
神
の
子
と
信

じ
て
い
る
と
彼
に
明
か
し
た
後
、「
家
に
帰
っ
て
姉
妹
の
マ
リ
ア
を
呼
び
、『
先
生

が
い
ら
し
て
、
あ
な
た
を
お
呼
び
で
す
』
と
耳
打
ち
し
た
。
マ
リ
ア
は
こ
れ
を

聞
く
と
、
す
ぐ
に
立
ち
上
が
り
、
イ
エ
ス
の
も
と
に
行
っ
た
（abiit, et vocavit 

M
ariam

 sororem
 suam

 silentio, dicens: “M
agister adest, et vocat te ”. 

Illa, ut audivit, surgit cito, et venit ad eum

）︶
53
︵

」。
こ
の
と
き
、
光
の
中
で
の
物

体
の
可
視
化
の
実
現
は
、
知
性
的
特
質
の
感
覚
領
域
で
の
啓
示
と
い
う
寓
意
に
お

け
る
「
字
義
」
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ち
ょ
う
ど
︽
聖
女
フ
ラ
ン
チ
ェ

ス
カ
・
ロ
マ
ー
ナ
へ
の
聖
母
の
出
現
︾（
図
32
）
に
お
け
る
よ
う
に︶

54
︵

、
ま
た
と
り

わ
け
︽
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
聖
痕
授
受
︾
の
諸
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
図
33
）
や︶

55
︵

、

︽
天
使
の
訪
れ
を
受
け
る
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
︶
56
︵

︾（
図
34
）
で
も
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
。
こ
の
う
ち
先
に
挙
げ
た
諸
作
で
は
、
強
い
光
が
突
如
闇
の
中
に
長
身
の
フ
ラ

ン
チ
ェ
ス
コ
を
照
ら
し
出
す
。
偉
大
な
知
性
を
は
っ
き
り
と
示
し
、
両
腕
を
開

き
、
掌
に
釘
の
痕
の
あ
る
そ
の
姿
は
、「
彼
は
肉
体
的
殉
教
で
は
な
く
霊
的
燃
焼

に
よ
り
、
磔
刑
の
キ
リ
ス
ト
の
明
白
な
似
姿
に
す
っ
か
り
変
化
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た︶

57
︵

」
と
い
う
『
小
さ
き
花
々
（I Fioretti

）』
の
一
節
を
私
た
ち
に
思
い

起
こ
さ
せ
る
。
そ
し
て
別
の
作
中︶

58
︵

の
聖
女
チ
ェ
チ
リ
ア
（
図
35
）
は
、『
黄
金
伝
説
』

に
よ
れ
ば
、
オ
ル
ガ
ン
の
響
き
の
彼
方
に
「
こ
こ
ろ
を
ひ
た
す
ら
主
に
向
け
て
賛

歌
を
う
た
っ
た︶

59
︵

」。

  

だ
が
こ
れ
ら
の
高
遠
な
思
想
に
基
づ
く
な
ら
、
知
解
と
は
、
必
ず
し
も
︹
実
際

の
︺
楽
器
の
響
き
に
よ
っ
て
聴
か
れ
る
必
要
の
な
い
、
紙
上
の
楽
譜
に
示
さ
れ
る

潜
在
的
音
楽
に
よ
っ
て
も
表
現
さ
れ
う
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
の
︽
リ
ュ
ー
ト
奏
者
︾

（
図
36
）
の
よ
う
に︶

60
︵

。
そ
こ
で
は
、
霊
的
に
張
り
つ
め
た
若
い
女
性
の
周
囲
に
、

メ
モ
や
楽
譜
、
リ
ュ
ー
ト
、
光
と
影
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
知
性
的
存
在
の
聴
覚

的
存
在
の
中
で
の
実
現
は
、ジ
ェ
ン
テ
ィ
レ
ス
キ
が
ロ
ー
マ
で
描
い
た
︽
奏
楽
図
︾

を
表
し
た
フ
レ
ス
コ
画
（
図
37
）
で
は︶

61
︵

、
観
者
を
画
中
に
誘
い
込
む
よ
う
な
設
定

に
よ
っ
て
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
ム
ー
サ
た
ち
の
間
で
眠
り
込
む
ア
ポ
ロ

を
表
し
た
絵（
図
38
）は︶

62
︵

、気
を
逸
ら
し
、画
面
外
を
見
た
り
指
差
し
た
り
す
る
ム
ー

サ
た
ち
に
よ
っ
て
、
知
性
的
・
神
性
的
な
潜
在
価
値
を
欠
い
た
、
睡
魔
に
襲
わ
れ

る
が
如
き
芸
術
を
非
難
し
て
い
る
。
ジ
ェ
ン
テ
ィ
レ
ス
キ
は
こ
こ
で
芸
術
全
般
に

つ
い
て
語
る
中
で
、
絵
画
を
自
身
の
芸
術
と
述
べ
る
。
同
じ
こ
と
は
、
聖
女
チ
ェ

チ
リ
ア
、
聖
ウ
ァ
レ
リ
ア
ヌ
ス
、
聖
テ
ィ
ブ
ル
テ
ィ
ウ
ス
を
表
し
た
祭
壇
画
（
図

39
）
で
も
語
ら
れ
る︶

63
︵

。
ウ
ァ
レ
リ
ア
ヌ
ス
は
「
チ
ェ
チ
リ
ア
が
部
屋
で
天
使
と
語

り
合
っ
て
い
る
の
を
目
に
し
た
。
天
使
は
、
薔
薇
と
百
合
の
二
つ
の
冠
を
手
に
も

ち
、
チ
ェ
チ
リ
ア
に
そ
の
ひ
と
つ
を
、
ウ
ァ
レ
リ
ア
ヌ
ス
に
も
う
ひ
と
つ
の
冠
を

与
え
た
。（
中
略
）
そ
の
直
後
に
、
ウ
ァ
レ
リ
ア
ヌ
ス
の
弟
の
テ
ィ
ブ
ル
テ
ィ
ウ

ス
が
入
っ
て
き
た
。（
中
略
）
ウ
ァ
レ
リ
ア
ヌ
ス
は
彼
に
言
っ
た
。『（
中
略
）
き

み
も
神
さ
ま
を
信
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、花
冠
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
よ
』。（
中

略
）そ
し
て
ウ
ァ
レ
リ
ア
ヌ
ス
は
付
け
加
え
た
。『
主
の
天
使
が
私
を
訪
れ
た
の
だ
。

き
み
も
神
さ
ま
を
信
じ
る
決
心
を
し
て
、あ
ら
ゆ
る
偶
像
を
拝
む
の
を
や
め
た
ら
、

天
使
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ︶

64
︵

』
︵
四
︶

」。

C
arlo D

el B
ravo, Sul pensiero e sull’arte di O

razio G
entileschi, “A

rtista 

-C
ritica dell ’A

rte in Toscana ”, 2011, pp.92-99.
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オラーツィオ・ジェンティレスキの思想と芸術について

原
註
（︹
⋮
︺
は
訳
者
付
記
）

（
1
） R

. W
ard B

issel, O
razio G

entileschi and the poetic tradition in ca-

ravaggesque painting, U
niversity Park and London 1981, cat.10, 

fig.21.
以
下
、
同
書
を«W

ard B
issel»

と
表
記
。

（
2
） 『
小
さ
き
花
々
』
に
つ
い
て
は
、I Fioretti di san Francesco, a cura di 

P. B
. B

ughetti, in Fonti Francescane, a cura di E
. C

aroli, Padova 

1990, pp.1534-1535, 1536
を
参
照
。

（
3
） W

ard B
issel: cat.47, 48, 53; fig.103-105

︹
マ
ド
リ
ッ
ド
、
テ
ュ
ッ
セ
ン
＝

ボ
ル
ネ
ミ
ッ
サ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
／
ベ
ル
リ
ン
、
国
立
美
術
館
／
オ
タ
ワ
、
カ
ナ

ダ
国
立
美
術
館
︺。

（
4
） Ivi: cat.49, 50; fig.108, 109

︹
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ｌ
・
フ
ェ
イ

ジ
ェ
ン
／
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
、
美
術
館
︺。

（
5
） 「
創
世
記
」
一
九
章
三
一
―
三
六
節
︹
新
共
同
訳
︺。

（
6
） 

フ
ラ
ウ
ィ
ウ
ス
・
ヨ
セ
フ
ス
『
ユ
ダ
ヤ
古
代
誌
』
一
巻
十
二
章
︹
秦
剛
平

訳
で
は
十
一
章
︺（trad. F. B

aldelli

）。

（
7
） Igino, Favole, 63 (trad. G

. G
uidorizzi).

（
8
） B

. di M
onte Sim

oncelli, Il Sim
oncello o vero della caccia, Firenze 

1616, p.82.

（
9
） W

ard B
issel: cat.69; fig.134

︹
ナ
ン
ト
、
美
術
館
︺。

（
10
） 

デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
・
ラ
エ
ル
テ
ィ
オ
ス
『
哲
学
者
列
伝
』
七
巻
一
章
一
一
八

節
。

（
11
） W

ard B
issel: cat.22, 21; fig.40, 41

︹
個
人
蔵
／
ト
リ
ノ
、
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・

マ
ダ
ー
マ
市
立
古
美
術
館
︺。

（
12
） Iacopo da Varazze, Legenda aurea, a cura di G

. P. M
aggioni, trad. 

di varii, coordinati da F. Stella, con la revisione di G
. P. M

aggioni, 

Tavarnuzze (Firenze) 2007, p.1125 (trad. E
. G

elli). 

︹
ヤ
コ
ブ
ス
・
デ
・

ウ
ォ
ラ
ギ
ネ
『
黄
金
伝
説
』
四
巻
、
前
田
敬
作
・
山
中
知
子
訳
、
人
文
書
院
、

一
九
八
七
年
、
一
六
頁
︺

（
13
） W

ard B
issel: cat.14; fig.30

︹
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
、
サ
ン
テ
ィ
ッ
シ
モ
・
サ
ル
ヴ
ァ

ト
ー
レ
教
区
聖
堂
︺。

（
14
） 「
ユ
ダ
の
手
紙
」
七
節
―
九
節
︹
新
共
同
訳
︺。

（
15
） W

ard B
issel: cat.54; fig.115

︹
パ
リ
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
︺。

（
16
） Ivi: cat.64; fig.132

︹
ハ
ン
プ
ト
ン
・
コ
ー
ト
、
王
室
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
︺。

（
17
） 「
創
世
記
」
三
九
章
六
節
以
降
︹
新
共
同
訳
、
一
部
変
更
︺。

（
18
） W

ard B
issel: cat.43; fig.94

︹
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
、
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
ス
ピ
ノ
ー
ラ
国

立
美
術
館
︺。

（
19
） 「
創
世
記
」
二
二
章
七
―
一
三
節
︹
新
共
同
訳
︺。

（
20
） W

ard B
issel: cat.62; fig.121, 122

︹
マ
ド
リ
ッ
ド
、
プ
ラ
ド
美
術
館
︺。 

（
21
） 「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」
二
章
二
―
六
節
。
フ
ラ
ウ
ィ
ウ
ス
・
ヨ
セ
フ
ス
、
前

掲
書
、
二
巻
九
章
二
―
五
節
。

（
22
） W

ard B
issel: cat.15; fig.31

︹
ダ
ブ
リ
ン
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
立
美
術
館
︺。

（
23
） Ivi: cat.19, 18; fig.34, 35

︹
ベ
ル
リ
ン
、
国
立
美
術
館
／
ロ
ー
マ
、
ス
パ
ー
ダ

美
術
館
︺。

（
24
） 「
第
一
列
王
記
（
サ
ム
エ
ル
記
上
）」
一
七
章
四
六
節
。

（
25
） W

ard B
issel: cat.26, 25; fig.44, 45; tav. a colori A

︹
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
絵

画
館
／
ハ
ー
ド
フ
ォ
ー
ド
、
ワ
ズ
ワ
ー
ス
・
ア
セ
ネ
ウ
ム
︺。

（
26
） 「
ユ
デ
ィ
ッ
ト
書
」
一
三
章
七
節
︹
新
共
同
訳
、
一
部
変
更
︺。



165

五　浦　論　叢　第　26　号

（
27
） W

ard B
issel: cat.38, 57-59; fig.85, 118-120

︹
ウ
イ
ー
ン
、
美
術
史
美
術

館
／
パ
リ
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
／
マ
リ
ブ
、
Ｊ
・
ポ
ー
ル
・
ゲ
ッ
テ
ィ
美
術
館
︺。

（
28
） 「
マ
タ
イ
伝
」
二
章
一
三
―
一
五
節
。

（
29
） 「
ホ
セ
ア
書
」
一
一
章
一
節
。

（
30
） W

ard B
issel: cat.60, 67; fig.114, 131

︹
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
、
美
術
館
／
ハ
ン

プ
ト
ン
・
コ
ー
ト
、
王
室
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
︺。

（
31
） Ivi: cat.23; fig.42
︹
ヴ
ァ
レ
ー
ゼ
、
リ
ッ
ツ
ァ
・
バ
ッ
シ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
︺。

（
32
） 

ラ
ク
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
『
神
聖
教
理
』
四
、一
八
。

（
33
） W

ard B
issel: cat.23; fig.42.

「
マ
タ
イ
伝
」
二
七
章
二
七
―
二
九
節
と

比
較
。

（
34
） W

ard B
issel: cat.45, 46, 55, 56; fig.96, 97, 116, 117

︹
ル
ッ
カ
、
絵
画

館
／
個
人
蔵
［
ロ
ン
ド
ン
、
ト
ー
マ
ス
・
Ｐ
・
グ
ラ
ン
ジ
ュ
旧
蔵
］
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ｌ
・
フ
ェ
イ
ジ
ェ
ン
／
ウ
イ
ー
ン
、
美
術
史
美
術
館
︺。

（
35
） C

. D
el B

ravo, Sul significato della luce nel C
aravaggio e in G

ian 

Lorenzo B
ernini (1983), in Le risposte dell’arte, F

irenze 1985, 

pp.180-182.

︹
拙
訳
「
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
と
ジ
ャ
ン
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
ベ
ル
ニ
ー
ニ

に
お
け
る
光
の
意
味
」、『
五
浦
論
叢
』
二
四
号
、
二
〇
一
七
年
、
七
一
―
七
三
頁
︺

（
36
） W

ard B
issel: cat.40; fig.90

︹
フ
ァ
ブ
リ
ア
ー
ノ
、
市
立
絵
画
館
︺。

（
37
） Iacopo da Varazze, op. cit., p.707 (trad. F. Stella).

︹『
黄
金
伝
説
』
二
巻
、

前
田
敬
作
・
山
口
裕
訳
、
人
文
書
院
、
一
九
八
四
年
、
四
三
四
―
四
三
五
頁
、
一

部
変
更
︺

（
38
） W
ard B

issel: cat.6; fig.15

︹
ト
リ
ノ
、
市
立
古
美
術
館
︺。

（
39
） Iacopo da Varazze, op. cit., p.868.

（
40
） 「
ル
カ
伝
」
一
章
三
八
節
。

（
41
） W

ard B
issel: cat.30, 35; fig.61, 82

︹
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
、
フ
ォ
ッ
グ
美
術
館

／
ポ
メ
ル
ス
フ
ェ
ル
デ
ン
、
ヴ
ァ
イ
セ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
、
グ
ラ
ー
フ
・
フ
ォ
ン
・

シ
ェ
ー
ン
ボ
ル
ン
＝
ヴ
ィ
ー
ゼ
ン
ト
ハ
イ
ト
︺。

（
42
） Ivi: cat.16; fig.33

︹
ブ
カ
レ
ス
ト
、
ル
ー
マ
ニ
ア
国
立
美
術
館
︺。

（
43
） Ivi: cat.30; fig.61

︹
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
、
フ
ォ
ッ
グ
美
術
館
︺。

（
44
） Ivi: cat.12; fig.23.

︹
正
し
く
はcat.13; fig.24:

ア
ン
コ
ー
ナ
、ジ
ェ
ズ
聖
堂
［
ア

ン
コ
ー
ナ
、
公
立
絵
画
館
寄
託
、
ア
ン
コ
ー
ナ
ー
オ
シ
モ
大
司
教
区
所
蔵
］︺

（
45
） Iacopo da Varazze, op. cit., p.144.

（
46
） 「
ル
カ
伝
」
一
章
三
一
節
、
二
章
二
一
節
。

（
47
） Iacopo da Varazze, op. cit., p.147 (trad. C

. B
ottiglieri).

（
48
） W

ard B
issel: cat.7; fig.17

︹
ロ
ー
マ
、
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
ッ
ラ
・
パ
ー
チ
ェ

聖
堂
︺。

（
49
） 「
マ
タ
イ
伝
」
三
章
一
五
節
。

（
50
） 

同
、
三
章
一
六
―
一
七
節
︹
新
共
同
訳
︺。

（
51
） W

ard B
issel: cat.32a; fig.68

︹
フ
ァ
ブ
リ
ア
ー
ノ
、
サ
ン
・
ヴ
ェ
ナ
ン
ツ
ィ

オ
聖
堂
︺。

（
52
） Ivi, cat.44; fig.93

︹
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ア
ル
テ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
︺。

（
53
） 「
ヨ
ハ
ネ
伝
」
一
一
章
二
〇
節
以
下
︹
新
共
同
訳
︺。

（
54
） W

ard B
issel: cat.36; fig.83

︹
ウ
ル
ビ
ー
ノ
、
マ
ル
ケ
国
立
美
術
館
︺。

（
55
） Ivi, cat.33, 34; fig.79, 81

︹
ロ
ー
マ
、
サ
ン
・
シ
ル
ヴ
ェ
ス
ト
ロ
・
イ
ン
・
カ

ピ
テ
聖
堂
／
個
人
蔵
︺。

（
56
） Ivi, cat.8; fig.19

︹
ロ
ー
マ
、
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
バ
ル
ベ
リ
ー
ニ
国
立
美
術
館
︺。

（
57
） I Fioretti di san Francesco cit., p.1588.

（
58
） W

ard B
issel: cat.28; fig.49

︹
デ
ト
ロ
イ
ト
、
美
術
館
︺。
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（
59
） Iacopo da Varazze, op. cit., p.1323 (trad. A

. R
odighiero). 

︹『
黄
金
伝

説
』
四
巻
、
前
掲
訳
、
二
八
三
頁
、
一
部
変
更
︺

（
60
） W

ard B
issel: cat.31; fig.64; tav. a colori B

︹
ワ
シ
ン
ト
ン
、ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
︺。

（
61
） Ivi, cat.29; fig.51 ss

︹
ロ
ー
マ
、
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
パ
ッ
ラ
ヴ
ィ
チ
ー
ニ
＝
ロ
ス

ピ
リ
オ
ー
シ
、
カ
シ
ー
ノ
・
デ
ッ
レ
・
ム
ー
セ
︺。

（
62
） Ivi, cat.63; fig.129
︹
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
リ
リ
ー
・
レ
イ
ラ
ー
旧
蔵
？
︺。

（
63
） Ivi, cat.42; fig.92

︹
ミ
ラ
ノ
、
ブ
レ
ラ
絵
画
館
︺。

（
64
） Iacopo da Varazze, op. cit., p.1335 (trad. A

. R
odighiero). 

︹『
黄
金
伝

説
』
四
巻
、
前
掲
訳
、
二
八
六
―
二
八
七
頁
、
一
部
変
更
︺。

訳
註

（
一
） 

デ
ル
・
ブ
ラ
ー
ヴ
ォ
は
、
フ
リ
ー
ニ
に
関
す
る
論
文
の
中
で
、
射
手
、
も

し
く
は
ア
ポ
ロ
に
扮
し
た
肖
像
画
な
ど
と
様
々
に
解
釈
さ
れ
、
主
題
の
定

ま
ら
な
い
青
年
像
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
）
を
、
エ
ウ

リ
ピ
デ
ス
の
悲
劇
の
主
人
公
で
、
処
女
神
ア
ル
テ
ミ
ス
を
敬
い
女
性
と
の

接
触
を
拒
ん
だ
︽
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
︾
と
読
み
解
い
た
（C

. D
el B

ravo, 

Francesco Furini, prete e pittore, “A
rtista ”, 2005, p.83; p.89 nota 

77; in Intese sull’arte, Firenze 2008, p.266; p.270 nota 77

）。

（
二
） 「
ま
い
り
ま
す
。
わ
た
し
は
、
お
な
じ
書
︹「
雅
歌
」
一
章
四
節
、
ウ
ル
ガ
ー

タ
版
で
は
一
章
三
節
︺
の
は
じ
め
の
と
こ
ろ
に
わ
た
し
に
つ
い
て
う
た
わ
れ

て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
わ
た
し
の
神
よ
、
あ
な
た
の
み
こ
こ
ろ
の
ま
ま
に

し
た
が
い
ま
す
。
そ
し
て
、
わ
た
し
の
霊
は
、
救
い
の
神
で
あ
ら
れ
る
あ

な
た
の
な
か
に
あ
る
こ
と
を
よ
ろ
こ
び
ま
す
」（『
黄
金
伝
説
』
三
、
前
田

敬
作
・
西
井
武
訳
、
一
九
八
六
年
、
一
九
〇
頁
）。

（
三
） 「
ヨ
ハ
ネ
は
、
そ
れ
︹
イ
エ
ス
の
洗
礼
︺
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
よ
う
と
し
て

言
っ
た
。『
わ
た
し
こ
そ
、
あ
な
た
か
ら
洗
礼
を
受
け
る
べ
き
な
の
に
、

あ
な
た
が
、
わ
た
し
の
と
こ
ろ
へ
来
ら
れ
た
の
で
す
か
』。
し
か
し
、
イ

エ
ス
は
お
答
え
に
な
っ
た
。『（
中
略
）
正
し
い
こ
と
を
す
べ
て
行
う
の

は
、
我
々
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
で
す
』」（「
マ
タ
イ
伝
」
三
章
一
四
―

一
五
節
、
新
共
同
訳
）。

（
四
） 

つ
ま
り
ジ
ェ
ン
テ
ィ
レ
ス
キ
は
「
偶
像
」
＝
彫
刻
で
は
な
く
、
絵
画
こ
そ

が
自
ら
の
領
域
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
と
解
釈
で
き
る
。

訳
者
後
記

　

二
〇
〇
八
年
秋
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
学
文
哲
学
部
を
退
官
し
た
カ
ル
ロ
・
デ
ル
・

ブ
ラ
ー
ヴ
ォ
は
、
翌
年
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
を
発
病
す
る
と
、
し
だ
い
に
歩
行
の
自

由
を
失
い
、
思
い
の
ま
ま
に
図
書
館
に
通
う
研
究
生
活
に
支
障
を
来
し
た
。
こ
れ

以
降
、
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
ニ
ョ
ッ
キ
や
グ
リ
エ
ル
モ
・
フ
ォ
ン
デ
ィ
ら
愛
弟
子
た
ち

の
献
身
的
な
支
え
に
よ
り
、
必
要
な
文
献
や
図
版
は
す
べ
て
用
立
て
ら
れ
、
次
第

に
筆
跡
す
ら
判
読
し
が
た
く
な
っ
て
い
く
最
晩
年
に
は
そ
の
読
解
と
書
き
起
こ
し

も
含
め
た
全
面
的
な
協
力
体
制
が
敷
か
れ
た
。

　

本
稿
は
そ
う
し
た
デ
ル
・
ブ
ラ
ー
ヴ
ォ
晩
年
の
論
文
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
闘
病

時
代
の
最
初
期
の
成
果
を
示
し
て
い
る
。
一
読
し
て
す
ぐ
に
気
づ
く
の
は
、
か
つ

て
の
論
文
よ
り
本
文
中
の
出
典
の
引
用
が
多
め
に
な
っ
て
い
て
わ
か
り
や
す
い
こ

と
で
あ
る
。
以
前
の
著
者
で
あ
れ
ば
、
こ
う
し
た
引
用
部
分
は
す
べ
て
省
略
さ
れ

た
か
、
数
語
の
範
囲
に
留
ま
り
、
詳
細
は
註
で
の
文
献
指
示
に
委
ね
ら
れ
て
い
た

に
違
い
な
い
。
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す
で
に
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
、
ヴ
ァ
ラ
ン
タ
ン
、
シ
モ
ン
・
ヴ
ー
エ
、
チ
ェ
ッ
コ
・

デ
ル
・
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
、
ラ
・
ト
ゥ
ー
ル
、
ジ
ャ
コ
モ
、
ホ
ン
ト
ル
ス
ト
、
テ

ル
ブ
ル
ッ
ヘ
ン
、
リ
ベ
ー
ラ
、
オ
ラ
ー
ツ
ィ
オ
・
リ
ミ
ナ
ル
デ
ィ
と
い
っ
た
カ
ラ

ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
派
の
画
家
た
ち
の
個
別
研
究
を
発
表
し
て
き
た
デ
ル
・
ブ
ラ
ー
ヴ
ォ

が
、
ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
ピ
サ
出
身
で
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
よ
り
年
長
な
が
ら
そ
の
影

響
を
柔
軟
に
吸
収
し
、
卓
抜
な
素
描
力
に
よ
っ
て
極
め
て
完
成
度
の
高
い
観
想
的

芸
術
を
確
立
し
た
オ
ラ
ー
ツ
ィ
オ
・
ジ
ェ
ン
テ
ィ
レ
ス
キ
を
扱
っ
た
待
望
の
論
文

で
あ
る
。
ス
ト
ア
思
想
に
基
づ
く
本
稿
で
の
解
釈
は
デ
ル
・
ブ
ラ
ー
ヴ
ォ
の
著
作

と
し
て
も
っ
と
も
わ
か
り
や
す
く
説
得
力
の
あ
る
成
果
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。

　

原
著
で
は
数
点
付
さ
れ
て
い
た
の
み
で
あ
っ
た
図
版
に
つ
い
て
は
、
今
回
大
幅

に
補
っ
た
が
、
ほ
ぼ
同
一
構
図
・
主
題
の
場
合
は
原
則
と
し
て
代
表
的
な
作
例
を

一
点
挙
げ
る
に
と
ど
め
た
。
デ
ル
・
ブ
ラ
ー
ヴ
ォ
の
原
註
に
示
さ
れ
た
一
九
八
一

年
の
ワ
ー
ド
・
ビ
ッ
セ
ル
に
よ
る
モ
ノ
グ
ラ
フ
の
図
版
番
号
に
続
い
て
、
個
々
の

作
品
の
所
蔵
先
を
︹　
　

︺
内
に
補
っ
た
。
所
蔵
先
と
制
作
年
代
に
つ
い
て
は

二
〇
〇
一
年
の
『
オ
ラ
ー
ツ
ィ
オ
お
よ
び
ア
ル
テ
ミ
ジ
ア
・
ジ
ェ
ン
テ
ィ
レ
ス
キ

展
図
録
』
に
従
っ
て
情
報
を
更
新
し
た
。
同
図
録
に
掲
載
の
な
い
作
品
に
つ
い
て

は
ワ
ー
ド
・
ビ
ッ
セ
ル
に
従
っ
た
。

　

本
稿
が
掲
載
さ
れ
た
『
ア
ル
テ
ィ
ス
タ
』
二
〇
一
一
年
号
は
、
翌
二
〇
一
二
年

に
遅
れ
て
刊
行
さ
れ
、
同
年
ホ
テ
ル
・
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
に
て
出
版
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
が
開
催
さ
れ
た
。
以
後
、
年
一
回
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
多
く
の
関
係
者
・
弟
子

た
ち
が
一
堂
に
会
す
る
好
機
と
な
っ
た
。
二
〇
一
二
年
号
は
翌
年
に
ピ
ッ
テ
ィ

宮
殿
円
柱
の
間
で
、
訳
者
自
身
も
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
の
一
人
と
な
っ
て
開
催
さ
れ
た

（『
五
浦
論
叢
』
二
一
号
、
二
〇
一
四
年
、（
1
）―（
22
）
頁
参
照
）。
二
〇
一
三
年

号
は
翌
年
に
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
デ
イ
・
ベ
ッ
カ
イ
の
ア
カ
デ
ミ
ア
・
デ
ッ
レ
・
ア
ル

テ
ィ
・
デ
ル
・
デ
ィ
セ
ー
ニ
ョ
（
オ
ル
サ
ン
ミ
ケ
ー
レ
通
り
）
で
開
催
さ
れ
た
。

版
元
の
レ
・
レ
ッ
テ
レ
社
の
経
営
状
態
の
悪
化
で
次
号
の
刊
行
は
延
期
と
な
り
、

合
併
号
二
〇
一
四
／
二
〇
一
五
年
号
の
出
版
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
二
〇
一
六
年

に
ア
ル
フ
ァ
ー
ニ
通
り
の
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
ジ
ュ
ー
ニ
に
あ
る
リ
チ
ェ
ウ
ム
で
開
催

さ
れ
た
が
、
こ
れ
が
最
後
の
刊
行
と
な
る
。
レ
・
レ
ッ
テ
レ
社
は
『
ア
ル
テ
ィ
ス

タ
』
に
関
す
る
権
利
一
切
を
ポ
リ
ス
タ
ン
パ
社
に
譲
渡
し
、
以
後
『
ラ
ル
テ
ィ
ス

タ
』
と
誌
名
に
定
冠
詞
を
付
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
雑
誌
の
第
二
の

門
出
の
準
備
を
続
け
て
い
た
デ
ル
・
ブ
ラ
ー
ヴ
ォ
は
、
二
〇
一
七
年
初
め
か
ら
入

退
院
を
繰
り
返
し
、
同
年
八
月
十
二
日
に
逝
去
し
た
。
だ
が
デ
ル
・
ブ
ラ
ー
ヴ
ォ

の
美
学
と
方
法
論
は
、
新
た
に
編
集
に
加
わ
っ
た
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
ニ
ョ
ッ
キ
を
中

心
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

（
二
〇
一
九
年
三
月
三
十
一
日
受
理
）

︹
か
い　

の
り
ゆ
き
／
副
所
長
・
本
学
教
育
学
部
教
授
︺
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（図 1）《聖フランチェスコの前に現れるイエ
ス》、1605 年頃、ローマ、インチーザ・デッラ・
ロッケッタ・コレクション
※ 特記のない作品はすべてオラーツィオ・ジェ

ンティレスキによる。

（図 2）《ロトと娘たち》、1621-22 年頃、ロサンゼルス、Ｊ・
ポール・ゲッティ美術館

（図 3）《ダナエと黄金の雨》、1621-23 年、ニューヨーク、リ
チャード・Ｌ・フェイジェン旧蔵

（図 4）フランチェスコ・フリーニ《ヒッ
ポリュトス》、1630 年代、ニューヨーク、
コロンビア大学
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（図 8）《公共の幸福》、1624-26 年頃、パリ、
ルーヴル美術館

（図 7）《大天使ミカエルと悪魔》、1607-08 年頃、
ファルネーゼ（ヴィテルボ）、サンティッシモ・
サルヴァトーレ教区聖堂

（図 6）《改悛する聖ヒエロニムス》、1610/11 年、トリノ、
パラッツォ・マダーマ市立古美術館

（図 5）《狩のディアナ》、1630 年、ナント、
美術館
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（図 10）《イサクの犠牲》、1621 年頃、ジェノヴァ、
パラッツォ・スピノーラ国立美術館

（図 9）《ヨセフとポテパルの妻》、1632 年頃、ハン
プトン・コート、王室コレクション

（図 11）《モーセの発見》、1629-30 年頃、マドリッド、プラド美術館
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（図 14）《瞑想するダヴィデ》、1610-12 年頃、ローマ、
スパーダ美術館

（図 12）《ゴリアテの首を切るダヴィデ》、1607-
09 年頃、ダブリン、アイルランド国立美術館

（図 13）《瞑想するダヴィデ》、1611-12 年頃、ベルリン、国立美術館
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（図 15）《ユディットと召使い女》、1621-24 年頃、ハードフォード、ワズワース・アセネウム

（図 16）《エジプト逃避途上の休息》、1620-22 年頃、バーミンガム、市立美術館

（図 17）《エジプト逃避途上の休息》、1625-26 年頃、ウイーン、美術史美術館
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（図 19）《シビュラ》、1626 年以降、ハンプトン・コー
ト、王室コレクション

（図 20）《茨の冠》、1613-15 年頃、ブラウンシュヴァイク、ヘルツォーク・アントン・
ウルリヒ美術館

（図 18）《シビュラ》、1618-21 年頃、ヒューストン、
美術館



174

オラーツィオ・ジェンティレスキの思想と芸術について

（図 23）《聖母被昇天》、1600-05 年頃、トリノ、
市立美術館

（図 22）《聖ドミニクスと聖女カテリーナのいるロザリ
オの聖母》、1618 年頃、ファブリアーノ、市立絵画館

（図 21）《改悛するマグダラのマリア》、1625-28 年頃、ウイーン、美術史美術館



175

五　浦　論　叢　第　26　号

（図 27）《聖母子》、1609 年、ブカレスト、ルーマニ
ア国立美術館

（図 25）《聖母子》、1615-16 年頃、マサチューセッ
ツ州ケンブリッジ、フォッグ美術館

（図 24）《受胎告知》、1623 年、トリノ、サバウダ
美術館

（図 26）《聖母子》、1615-20 年頃、ポメルスフェル
デン、ヴァイセンシュタイン城、グラーフ・フォン・
シェーンボルン＝ヴィーゼントハイト
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（図 28）《キリスト割礼》、
1605-07 年頃、アンコー
ナ、ジェズ聖堂

（図 30）《キリスト磔刑》、1613-18 年頃、ファ
ブリアーノ、サン・ヴェナンツィオ聖堂

（図 29）《キリスト洗礼》、1607 年、ローマ、サン
タ・マリア・デッラ・パーチェ聖堂
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（図 33）《聖フランチェスコの聖痕授受》、1616-20
年頃、ローマ、サン・シルヴェストロ・イン・カ
ピテ聖堂

（図 32）《聖女フランチェスカ・ロマーナへの
聖母の出現》、1614/18-20 年頃、ウルビーノ、
マルケ国立美術館

（図 31）《マルタとマリア》、1620 年頃、ミュンヘン、アルテ・ピナコテーク
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（図 34）《天使に支えられる聖フランチェスコ》、
1612 年頃、ローマ、パラッツォ・バルベリー
ニ国立美術館

（図 36）《リュートを弾く若い女性》、1612-15 年頃、
ワシントン、ナショナル・ギャラリー

（図 35）《聖女チェチリア》、1621-24 年頃、デトロイト、美術研究所
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（図 38）オラーツィオ・ジェンティレスキ？《アポ
ロと九人のムーサ》、1630 年頃、ニューヨーク、リ
リー・レイラー旧蔵？

（図 37）オラーツィオ・ジェンティレスキとアゴスティーノ・タッシ《アポロとムーサたちの奏楽図》、
1611-12 年、ローマ、パラッツォ・パッラヴィチーニ・ロスピリオーシ

（図 39）《聖女チェチリアの幻視》、1606-07 年頃、
ミラノ、ブレラ絵画館
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私
が
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ト
ル
ナ
イ
（C

harles de Tolnay

一
八
九
九
年
、
ブ

ダ
ペ
ス
ト
生
―
一
九
八
二
年
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
没
）
を
個
人
的
に
知
る
こ
と
に

な
っ
た
の
は
比
較
的
遅
く
、
わ
が
師
マ
リ
オ
・
サ
ル
ミ
の
時
宜
を
得
た
実
り
ゆ
た

か
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
っ
て
、
彼
が
一
九
六
四
―
六
五
年
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

の
カ
ー
サ
・
ブ
オ
ナ
ロ
ー
テ
ィ
美
術
館
の
館
長
に
迎
え
ら
れ
た
と
き
に
さ
か
の
ぼ

り
ま
す
。
同
美
術
館
は
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
没
後
四
百
年
の
機
会
に
、
同
じ
サ

ル
ミ
先
生
の
尽
力
に
よ
っ
て
法
人
と
し
て
新
た
に
再
組
織
さ
れ
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ

ロ
の
全
素
描
の
集
成
を
編
纂
す
る
と
い
う
特
別
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。ド
・

ト
ル
ナ
イ
の
就
任
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
お
よ
び
イ
タ
リ
ア
の
美
術
史
家
や
文
化
界

の
人
々
か
ら
満
腔
の
賛
意
を
も
っ
て
歓
迎
さ
れ
、
実
際
そ
の
後
ド
・
ト
ル
ナ
イ
に

は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
名
誉
市
民
の
称
号
が
贈
ら
れ
、
ま
た
本
ア
カ
デ
ミ
ー
の
会
員

に
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
初
め
こ
そ
、
こ
の
年
長
の
は
る
か
に

高
名
な
同
僚
に
た
い
し
て
畏
怖
に
ち
か
い
敬
意
を
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
時
を
お

か
ず
打
ち
と
け
た
関
係
に
な
り
、
私
た
ち
の
あ
い
だ
に
は
心
か
ら
の
親
し
い
友
情

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
で
す
か
ら

―
私
の
中
で
は
彼
の
学
者
と
し
て
の
姿
と
人
間

と
し
て
の
姿
が
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
ま
す

―
こ
れ
か
ら
学
識
ゆ
た
か

な
聴
衆
を
前
に
し
て
、
彼
の
美
術
史
家
お
よ
び
美
術
批
評
家
と
し
て
の
広
範
な
仕

事
を
方
法
論
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
亡
き
友
人
の
思
い
出

で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
の
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
。
私
に
課
せ
ら
れ
た
仕
事
は
、
本

日
こ
の
場
で
追
悼
す
る
ド
・
ト
ル
ナ
イ
と
い
う
学
者
の
姿
を
本
ア
カ
デ
ミ
ー
の
場

に
ふ
さ
わ
し
い
に
客
観
性
と
学
問
的
厳
密
さ
を
も
っ
て
お
話
し
す
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。

幸
運
な
巡
り
あ
わ
せ
で
個
人
的
に
出
会
う
こ
と
に
な
る
ず
っ
と
以
前
に
、
私
は

こ
の
学
者
に
つ
い
て
、
ま
さ
し
く
方
法
論
と
い
う
面
か
ら
か
な
り
深
い
知
識
を
得

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
漠
然
と
知
っ
て
い
る
と
か
、
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と

い
っ
た
程
度
で
は
な
く

―
す
で
に
一
九
三
〇
年
代
初
め
に
は
ド
・
ト
ル
ナ
イ
の

名
は
か
な
り
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
の
で
、
学
生
だ
っ
た
私
の
耳
に
も
そ
う
し
た
話

題
は
届
い
て
い
た
の
で
す
が

―
、
知
的
な
出
会
い
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、
そ

の
す
ぐ
後
だ
っ
た
か
数
ヵ
月
後
だ
っ
た
か
数
年
後
だ
っ
た
か
は
忘
れ
ま
し
た
が
、

一
九
三
四
年
に『
ウ
ィ
ー
ン
年
報
』（W

iener Jahrbuch

）に
掲
載
さ
れ
た
彼
の
ピ
ー

テ
ル
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
に
つ
い
て
の
重
要
な
論
文
を
読
み
、
こ
の
論
文
に
つ
い
て

あ
れ
こ
れ
考
え
を
め
ぐ
ら
せ
た
と
き
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
同
じ
誌
上

で
異
な
る
批
評
的
観
点
か
ら
ド
・
ト
ル
ナ
イ
の
論
文
を
論
じ
た
ハ
ン
ス
・
ゼ
ー
ド

ル
マ
イ
ヤ
ー
（H

ans Sedlm
ayr, 1896-1984

）
の
同
じ
よ
う
に
興
味
深
い
論
文

が
載
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
二
つ
の
論
文
の
価
値
と
方
法
論
的
重
要
性
に

お
お
い
に
感
銘
を
受
け
た
私
は
、
あ
る
出
版
社
に
そ
の
イ
タ
リ
ア
語
訳
を
任
せ
て

く
れ
る
よ
う
に
依
頼
し
、
こ
の
二
人
の
著
者
の
論
文
が
提
起
す
る
方
法
の
諸
問
題

を
明
ら
か
に
し
検
証
す
る
私
の
あ
と
が
き
を
付
け
て
出
版
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま

し
た
。
出
版
社
は
こ
の
提
案
に
反
対
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
実
現
は
先
延
ば
し

に
さ
れ
ま
し
た
。
や
が
て
困
難
な
時
代
が
や
っ
て
き
た
た
め
、
話
は
立
ち
消
え
に

な
り
ま
し
た
。

ド
・
ト
ル
ナ
イ
の
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
論
に
つ
い
て
は
後
で
ま
た
触
れ
ま
す
が
、
く

り
か
え
せ
ば
、
こ
れ
は
基
本
的
に
重
要
な
論
文
で
あ
り
、
偉
大
な
フ
ラ
ン
ド
ル
の

画
家
の
批
評
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
著
者
の
方
法
を
定
義
す
る
う
え
で
も

基
本
的
な
重
要
性
を
も
つ
も
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
ま
ず

―
シ
ャ
ル

ル
・
ド
・
ト
ル
ナ
イ
の
母
国
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
に
お
け
る

彼
の
学
問
形
成
と
そ
こ
で
彼
が
占
め
る
位
置
に
つ
い
て
の
概
略
を
紹
介
す
る
の

は
、
こ
こ
に
出
席
さ
れ
て
い
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
同
僚
や
友
人
た
ち
の
ほ
う
が
ふ
さ
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わ
し
い
と
は
思
い
ま
す
が

―
ド
・
ト
ル
ナ
イ
の
大
学
で
の
研
究
が
主
と
し
て
ベ

ル
リ
ン
に
お
け
る
ア
ド
ル
フ
・
ゴ
ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（A

dolph G
oldschm

idt, 

1863

―1944
）
と
、
ウ
ィ
ー
ン
に
お
け
る
マ
ッ
ク
ス
・
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
ク
（M

ax 

D
vo řák, 1874

―1921

）
の
指
導
の
も
と
で
な
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
な
い
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
こ
の
二
人
の
非
常
に
異
な
る
方
向
性
を
も
つ
、
そ
れ
ど
こ
ろ

か
あ
る
意
味
で
は
正
反
対
の
、
一
見
す
る
と
相
容
れ
な
い
二
つ
の
研
究
方
法
を

ド
・
ト
ル
ナ
イ
は
和
解
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
よ
り
、
折
衷
的
な
妥
協

案
な
ど
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
二
つ
の
方
法
の
あ
い
だ
で
彼
は
き
わ
め

て
個
性
的
な
総
合
を
成
し
と
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

ア
ド
ル
フ
・
ゴ
ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
と
り
わ
け
中
世
の
造
形
美
術
の
非
常
に
厳

密
な
文
献
学
者
で
、
彼
に
と
っ
て
何
よ
り
重
要
だ
っ
た
の
は
個
々
の
美
術
品
の
き

わ
め
て
注
意
深
く
綿
密
な
調
査
、「
作
品
」
の
分
類
、
そ
れ
ら
の
歴
史
的
な
位
置

づ
け
で
し
た
。
そ
し
て
こ
の
根
気
を
要
す
る
仕
事
は
非
常
に
鋭
い
眼
と
芸
術
的
質

へ
の
生
き
生
き
と
し
た
感
受
性
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
彼
の
仕
事
の
頂
点
を

な
す
の
は
模
範
的
な
批
評
的
カ
タ
ロ
グ
の
作
成
で
し
た
。

そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
マ
ッ
ク
ス
・
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
ク
は
個
々
の
美
術
作
品

の
分
析
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
あ
ま
り
な
く

―
も
っ
と
も
彼
も
十
四
世
紀
の
ボ
ヘ

ミ
ア
の
写
本
装
飾
を
扱
っ
た
若
い
頃
の
用
意
周
到
な
研
究
で
は
文
献
学
的
方
法
に

忠
実
で
あ
り
ま
し
た
が

―
そ
の
後
は
芸
術
形
態
の
発
展
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
時
代

と
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
的
環
境
の
文
化
を
背
景
と
し
そ
れ
ら
を
鏡
の
よ
う
に
映
し

だ
す
も
の
と
し
て
、
距
離
を
お
い
て
観
察
す
る
べ
く
ま
す
ま
す
高
み
に
昇
っ
て

い
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
文
化
と
は
や
が
て
哲
学
的
な
思
索
や
宗
教
的

な
感
情
に
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
観
念
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
へ
と
絞
り
込
ま
れ
て
ゆ
く
も

の
で
し
た
。
彼
が
早
世
し
て
か
ら
弟
子
た
ち
が
ま
と
め
た
そ
の
著
書
（
一
九
二
四

年
）
の
タ
イ
ト
ル

―
『
精
神
史
と
し
て
の
美
術
史
』（K

unstesgeschichte als 

G
eistesgeschichte

）

―
は
彼
自
身
が
案
出
し
た
も
の
か
ど
う
か
は
知
り
ま
せ
ん

が
、
彼
の
歴
史
叙
述
の
内
容
に
実
に
完
全
に
合
致
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

実
証
主
義
と
い
う
堅
固
な
大
地
と
理
想
主
義
と
い
う
高
く
あ
ま
り
に
も
晴
朗
な
天

空
と
が
、
か
く
し
て
学
徒
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ト
ル
ナ
イ
と
い
う
若
木
が
そ
の
実
を

熟
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
風
土
を
決
定
し
た
わ
け
な
の
で
す
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
果
実
は
や
が
て
そ
の
独
特
の
味
わ
い
を
お
び
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
表
面
的
に
見
る
と
、
ド
・
ト
ル
ナ
イ
の
著
作
は
、
そ
の
研
究
者
と
し
て
の

生
涯
に
わ
た
っ
て
多
か
れ
少
な
か
れ
並
行
し
て
進
む
、
二
つ
の
系
列
の
仕
事
に

は
っ
き
り
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
き
わ
め
て
綿

密
で
文
献
的
検
証
に
お
い
て
も
非
の
打
ち
ど
こ
ろ
の
な
い
作
品
カ
タ
ロ
グ

―
す

な
わ
ち
ゴ
ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
教
え
を
継
承
し
た
仕
事

―
と
何
人
か
の
巨
匠
に

つ
い
て
の
論
文
や
モ
ノ
グ
ラ
フ
で
、
後
者
は
、
主
と
し
て
先
行
研
究
や
思
想
的
内

容
の
研
究
を
土
台
と
し
て
お
り
、
そ
の
方
法
は
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
ク
の
教
え
に
想

を
得
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
よ
り
注
意
深
く
観
察
し
て
み
る
と
、

ド
・
ト
ル
ナ
イ
の
研
究
姿
勢
の
独
創
性
が
す
ぐ
さ
ま
明
ら
か
に
な
る
。な
ぜ
な
ら
、

ま
ず
第
一
に
ド
・
ト
ル
ナ
イ
が
編
纂
し
た
カ
タ
ロ
グ
は
美
術
館
の
カ
タ
ロ
グ
で
は

な
く
、
個
々
の
美
術
家
の
作
品
カ
タ
ロ
グ
で
あ
り
、
そ
れ
と
並
行
す
る
仕
事
に
お

い
て
そ
の
歴
史
的
再
構
成
と
批
評
的
考
察
の
深
化
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
美
術
家

自
身
の
作
品
カ
タ
ロ
グ
で
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
第
二
に
、
そ
れ
ら
の
カ
タ
ロ

グ
は
け
っ
し
て
単
な
る
批
評
的
解
題
の
羅
列
で
は
な
く
、
と
き
に
は
控
え
目
に
と

き
に
は
明
瞭
に
、
モ
ノ
グ
ラ
フ
へ
の
準
備
作
業
と
し
て
、
ま
た
関
連
す
る
美
術
家

へ
の
解
釈
を
導
く
モ
テ
ィ
ー
フ
を
す
で
に
芯
に
0

0

含
ん
だ
作
業
と
し
て
進
め
ら
れ
て

い
る
か
ら
で
す
。
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他
方
、
芸
術
行
為
に
お
け
る
思
想
的
な
前
提
へ
の
留
意
が
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
ク

の
著
作
に
示
唆
さ
れ
た
も
の
だ
と
し
て
も
、
彼
の
研
究
は
つ
ね
に
別
の
や
り
方
で

別
の
目
的
を
も
っ
て
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
ク
の
非
凡
な
才
気

に
と
ん
だ
美
術
史
叙
述
に
不
満
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば

―
実
際
に

は
と
り
わ
け
イ
タ
リ
ア
側
か
ら
出
さ
れ
た
不
満
で
す
が

―
、
そ
れ
は
彼
の
批
評

に
お
い
て
は
美
術
家
の
個
性
に
わ
ず
か
な
重
み
し
か
与
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ

が
主
と
し
て
、
と
き
に
は
も
っ
ぱ
ら
、
ひ
と
つ
の
鎖
の
輪
と
し
て
、「
精
神
」、
つ

ま
り
あ
る
特
定
の
時
代
に
支
配
的
な
思
想
総
体
の
発
展
過
程
に
お
け
る
重
要
な
中

継
点
な
い
し
到
達
点
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
は

こ
の
ウ
ィ
ー
ン
の
美
術
史
家
が
一
人
の
美
術
家
の
名
を
タ
イ
ト
ル
に
し
た
少
な
く

な
い
論
文
に
お
い
て
も
言
え
ま
す
。
た
と
え
ば
エ
ル
・
グ
レ
コ
の
絵
画
は
、
ル
ネ

サ
ン
ス
の
客
観
主
義
に
続
く
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
の
主
観
主
義
の
神
秘
的
な
頂
点
と
見

な
さ
れ
て
い
ま
す
。
エ
ル
・
グ
レ
コ
の
色
彩
と
光
と
形
態
の
幻
想
的
で
不
安
を
か

き
た
て
る
非
リ
ア
リ
ズ
ム
は
ま
さ
に
理
性
を
超
え
た
感
情
の
高
揚
を
意
味
し
て
お

り
、
そ
こ
で
は
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
・
デ
・
ロ
ヨ
ラ
や
ア
ビ
ラ
の
テ
レ
サ
に
よ
る
宗

教
的
革
新
と
並
行
し
そ
の
影
響
を
受
け
て
、
古
典
的
ル
ネ
サ
ン
ス
の
合
理
主
義
的

な
客
観
主
義
か
ら
の
離
脱
と
反
動
が
頂
点
に
達
し
て
い
る
と
さ
れ
る
の
で
す
。

フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
兄
弟
の
謎
に
つ
い
て
の
、
や
は
り
基
本
的
な
論
文
（D

as 

R
ätsel der K

unst der B
rüder van E

yck, 1904

）
は
、
ヘ
ン
ト
の
祭
壇
画
に
お

い
て
兄
弟
の
画
家
が
描
い
た
部
分
を
区
別
し
て
お
り
、
そ
れ
は
そ
の
後
に
い
く
つ

か
の
訂
正
を
経
て
も
今
日
な
お
基
本
的
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
う
し
た
区
別
も
ま
た
二
人
の
画
家
が
異
な
る
宗
教
観
の
代
弁
者
で
あ
る
と

い
う
定
義

―
つ
ま
り
ヒ
ュ
ー
ベ
ル
ト
は
古
風
で
祭
司
的
な
宗
教
観
を
も
ち
、
ヤ

ン
は
神
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
世
界
の
観
想
と
い
う
宗
教
観
を
も
つ

―
に
基
づ

い
て
な
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、「
精
神
史
」
の
大
き
な
流
れ
の
な
か
に
一
人
の
美
術
家
の
個
性
を

あ
ま
り
に
も
ど
っ
ぷ
り
埋
没
さ
せ
る
こ
と
が
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
ク
の
限
界
あ
る
い

は
欠
点
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も

―
と
は
い
っ
て
も
そ
れ
は
「
幸
運
な

る
過
失
」
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
で
し
ょ
う
が

―
同
じ
よ
う
な
非
難
が

ド
・
ト
ル
ナ
イ
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
何
年
か
前

に
彼
と
話
を
し
て
い
た
と
き
、
彼
に
訊
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。「
な
ぜ
貴

方
は
研
究
者
と
し
て
た
い
へ
ん
幅
広
い
活
動
を
な
さ
っ
て
い
る
の
に
、
少
数
の
偉

大
な
芸
術
家

―
フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
、
ボ
ッ
ス
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
、
ミ
ケ
ラ
ン

ジ
ェ
ロ

―
に
関
心
を
集
中
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
」
と
。
彼
の
答
え
は
「
若

い
頃
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
き
な
美
術
史
を
書
く
構
想
を
温
め
て
い
て
、
ま
さ
に
こ

の
大
仕
事
の
準
備
と
し
て
そ
う
し
た
巨
匠
た
ち
に
つ
い
て
の
研
究
を
始
め
た
の
で

す
が
、
対
象
の
拡
大
の
た
め
に
深
さ
を
犠
牲
に
し
た
く
な
い
と
考
え
て
い
る
者
に

と
っ
て
こ
の
計
画
は
実
現
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
悟
り
、
早
々
と
あ
き
ら
め
ま
し

た
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
と
い
う
わ
け
で
彼
が
美
術
史
と
い
う
も
の
を
個
々
の

芸
術
的
個
性
の
歴
史
と
考
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
き
わ
め
て
意
義
深
い
こ
と
な

の
で
す
。

ド
・
ト
ル
ナ
イ
の
美
術
史
も
ま
た
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
ク
の
言
う
意
味
で
の
「
精

神
史
」
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
根
本
的
な
違

い
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
ド
・
ト
ル
ナ
イ
に
と
っ
て
精
神
史
と
い
う
の
は
、
ま

さ
に
芸
術
家
個
人
の
精
神
が
反
映
さ
れ
、
同
化
さ
れ
、
独
自
の
も
の
に
さ
れ
て

い
る
美
術
の
歴
史
を
指
す
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
こ
の
著
者
が
同
じ

少
数
の
芸
術
家
に
執
拗
に
何
度
も
立
ち
戻
り
、
一
方
で
は
事
実
関
係
、
帰
属
問

題
、
制
作
年
代
を
入
念
に
確
定
す
べ
く
努
力
し
、
他
方
で
は
た
え
ず
そ
の
芸
術
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家
の
解
釈
を
深
め
る
べ
く
努
力
し
て
い
る
わ
け
が
理
解
で
き
ま
す
。
フ
ァ
ン
・

エ
イ
ク
兄
弟
と
フ
レ
マ
ー
ル
の
画
家

―
後
者
に
つ
い
て
彼
は
フ
リ
ン
・
デ
・

ロ
ー
（H

ulin de Loo, 1862-1945

）
が
提
案
し
た
ロ
ベ
ル
ト
・
カ
ン
ピ
ン
と
の

同
一
人
物
説
を
受
け
入
れ
て
い
る

―
の
芸
術
に
つ
い
て
の
考
察
が
、
個
別
の
問

題
に
関
す
る
一
九
三
二
年
の
最
初
の
論
文
に
始
ま
り
、
一
九
三
八
年
の
小
論
を
経

て
、
一
九
三
九
年
の
最
終
的
な
著
作
︹Le M

aître de Flém
alle et les freres Van 

E
yck, B

russels, 1939

︺
と
な
る
ま
で
の
期
間
が
た
っ
た
の
八
年
だ
っ
た
の
に
対

し
、
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
・
ボ
ッ
ス
に
関
す
る
研
究
は
一
九
二
五
年
の
卒
業
論
文
に

始
ま
り
、
一
九
三
七
年
の
精
細
で
大
部
な
モ
ノ
グ
ラ
フ
︹H

ieronym
us B

osch, 

B
asel, 1937

︺
に
結
実
し
た
後
に
、
一
九
六
五
年
に
大
部
の
二
巻
本
と
し
て
再
び

取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
こ
で
は
一
九
三
七
年
の
本
文
が
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
の
形
で

再
録
さ
れ
て
い
る
の
に
加
え
て
、
全
面
的
に
改
訂
さ
れ
大
幅
に
増
補
さ
れ
た
作
品

カ
タ
ロ
グ
が
付
さ
れ
て
い
ま
す
︹H

ieronym
us B

osch, London, 2vols., B
aden-

B
aden,  1965

︺。

ま
た
ピ
ー
テ
ル
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
へ
の
関
心
は
、
そ
の
素
描
に
関
す
る
詳
細

な
論
文
が
作
品
カ
タ
ロ
グ
と
と
も
に
出
版
さ
れ
た
一
九
二
五
年
に
始
ま
り
︹D

ie 

Zeichnungen Pieter B
ruegels, M

ünchen, 1925

︺

―
こ
こ
で
は
す
で
に
触

れ
た
一
九
三
四
年
の
論
文
で
い
っ
そ
う
論
理
的
に
開
陳
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
こ

の
フ
ラ
ン
ド
ル
画
家
の
作
品
の
解
釈
の
核
心
が
示
さ
れ
て
い
る

―
、
一
九
三
五

年
の
大
部
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
︹Pierre B

ruegel l’ancien, B
russels, 1935

︺
に
お

い
て
き
わ
ま
り
ま
す
が
、
し
か
し
ず
っ
と
後
に
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
が
ジ
ュ
リ
オ
・

ク
ロ
ー
ヴ
ィ
オ
と
と
も
に
細
密
画
家
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
か
ら
再
び
取
り
上
げ
ら
れ
、
一
九
六
五
年
、
一
九
六
九
年
、
一
九
七
八
年

の
三
つ
の
論
文
と
し
て
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
に
関
す
る
研
究

―
彼
の
仕
事
の
う
ち
で
も
、
こ
こ
イ
タ
リ

ア
に
お
い
て
そ
の
名
声
を
と
り
わ
け
広
め
た
重
要
な
研
究

―
は
ず
っ
と
昔
の

一
九
二
七
年
と
一
九
二
八
年
の
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
の
写
本
と
ブ
オ
ナ
ロ
ー
テ
ィ
古
文

書
館
の
素
描
に
つ
い
て
の
二
つ
の
論
文
＝
作
品
カ
タ
ロ
グ
に
始
ま
り
、
素
描
に
関

し
て
は
、
一
九
七
五
年
か
ら
一
九
八
○
年
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
フ
ォ
リ
オ
版
四

巻
本
に
編
纂
さ
れ
た
ド
・
ト
ル
ナ
イ
の
最
後
の
労
作
で
あ
る
素
描
全
集
に
お
い

て
完
結
し
ま
す
（
第
四
巻
は
一
九
八
○
年
刊
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は

彼
が
急
逝
す
る
数
日
前
に
そ
の
手
元
に
届
き
ま
し
た
）︹C

orpus dei disegni di 

M
ichelangelo, 4vols. , N

ovara, 1975-1980

／
日
本
語
版
『
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ

素
描
全
集
』
全
四
巻
、
講
談
社
、
一
九
七
八
―

一
九
八
一
年
︺。
し
か
し
は
る
か
以

前
に
始
ま
り
ご
く
最
近
完
結
を
見
た
研
究
の
あ
い
だ
に
は
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
作
品
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
つ
い
て
の
一
連
の
夥
し
い
論
文

と
著
作
が
あ
り
ま
す
。
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ー
リ
父
子
の
『
ア
ル
テ

（A
rte

）』
誌
に
発
表
さ
れ
た
新
聖
具
室
こ
と
メ
デ
ィ
チ
家
礼
拝
堂
の
イ
コ
ノ
ロ

ジ
ー
的
解
釈
に
関
す
る
論
文
を
皮
切
り
に
、
一
九
四
○
年
か
ら
一
九
五
九
年
に
か

け
て
プ
リ
ン
ス
ト
ン
で
刊
行
さ
れ
た
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
芸
術
の
す
べ
て
に
つ
い
て

書
か
れ
た
五
巻
本
︹M

ichelangelo, 5vols., Princeton, 1940 -1959

︺
を
頂
点

と
し
て
、
そ
の
後
も
増
補
改
訂
版
が
次
々
に
出
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
に
よ
る

一
連
の
縮
小
版
や
そ
の
他
の
多
く
の
個
別
論
文
が
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ト
ル
ナ
イ
の
著
作
を
大
雑
把
に
見
渡
し
て
み
た

の
は

―
も
ち
ろ
ん
彼
の
全
著
作
目
録
を
読
み
上
げ
る
の
は
、
あ
ま
り
に
長
す
ぎ

て
聴
衆
の
方
々
に
は
退
屈
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
の
で
、
多
く
を
割
愛
し
ま
し
た

が

―
彼
が
そ
の
生
涯
を
通
じ
て
熱
心
か
つ
執
拗
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
の
何
人
か

の
巨
匠
の
本
質
を
見
極
め
よ
う
と
し
て
き
た
こ
と
を
示
す
た
め
な
の
で
す
。
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と
こ
ろ
で
今
し
が
た
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
メ
デ
ィ
チ
家
墓
碑
に
つ
い
て
の
論
文

に
触
れ
た
さ
い
、
私
は
い
さ
さ
か
説
明
を
要
す
る
用
語
を
う
っ
か
り
使
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
つ
ま
り
「
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
的
解
釈
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
こ
の
言
葉

は
そ
れ
だ
け
で
、
ド
・
ト
ル
ナ
イ
と
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
関
係
を
思

い
起
こ
さ
せ
ま
す
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
」
と
い
う

用
語
は
一
五
九
三
年
に
チ
ェ
ー
ザ
レ
・
リ
ー
パ
に
よ
っ
て
そ
の
寓
意
的
人
物
像
の

カ
タ
ロ
グ
の
題
名

―
お
そ
ら
く
彼
の
造
語
で
す

―
と
し
て
使
わ
れ
た
も
の
で

す
が
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
こ
の
語
を
図
像
選
択
に
お
け
る
象
徴
的
内
容
や
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
的
基
層
の
研
究
を
指
し
示
す
た
め
に
新
た
な
意
味
を
付
与
し
て
再
利
用
し

ま
し
た
。

ド
・
ト
ル
ナ
イ
は
、
最
初
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
図
書
館
に
お
い

て
、
続
い
て
プ
リ
ン
ス
ト
ン
の
高
等
学
術
研
究
所
に
お
い
て
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
と
親

交
を
深
め
、
前
述
し
た
一
九
三
九
年
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
出
版
さ
れ
た
『
フ
レ

マ
ー
ル
の
画
家
と
フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
兄
弟
』
は
ま
さ
し
く
彼
に
捧
げ
ら
れ
ま
し

た
。
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
理
論
的
論
考
や
初
期
の
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
の
著
作
は
、

ド
・
ト
ル
ナ
イ
の
方
法
を
か
つ
て
の
師
マ
ッ
ク
ス
・
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
ク
の
方
法

か
ら
い
っ
そ
う
遠
ざ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
ド
ヴ
ォ
ル

ジ
ャ
ー
ク
は
、
哲
学
的
理
念
や
宗
教
的
概
念
、
そ
し
て
あ
る
時
代
や
あ
る
社
会
の

思
想
と
感
情
の
一
般
的
傾
向
と
造
形
的
形
象
を
直
接
結
び
つ
け
て
考
え
よ
う
と
し

ま
し
た
。
あ
る
芸
術
的
環
境
に
共
通
す
る
形
態
や
あ
る
芸
術
家
に
特
有
の
形
態
の

な
か
に
時
代
の
「
精
神
」
の
直
接
的
な
反
映
を
認
め
よ
う
と
し
ま
し
た
。

ド
・
ト
ル
ナ
イ
は
し
か
し
、
つ
ね
に
思
想
的
な
内
容

―
彼
の
場
合
は
そ
れ
を

芸
術
家
の
環
境
よ
り
個
々
の
芸
術
家
の
個
性
に
関
係
づ
け
よ
う
と
し
ま
す

―

と
造
形
的
形
象

―
別
の
い
っ
そ
う
伝
統
的
な
言
葉
で
言
え
ば
様
式

―
の
あ
い

だ
に
図
像
学
的
考
察
と
い
う
仲
介
物
を
介
在
さ
せ
ま
す
。
彼
が
、
ボ
ッ
ス
や
ブ

リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
作
品
に
内
包
さ
れ
る
図
像
表
現
の
一
般
性
と
特
殊
性

―
そ
の
図

像
表
現
は
伝
統
の
枠
か
ら
逸
脱
し
て
い
る

―
だ
け
で
な
く
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ

の
図
像
表
現
の
一
般
性
と
特
殊
性

―
そ
の
図
像
的
選
択
は
、
伝
統
に
盲
従
す
る

も
の
で
は
な
い
に
せ
よ
、
伝
統
に
回
帰
し
て
い
る

―
に
注
目
す
る
の
は
そ
の
た

め
で
す
。
図
像
表
現
に
つ
い
て
彼
は
可
能
な
象
徴
的
な
意
味
を
探
り
、
そ
れ
を
通

じ
て
そ
の
時
代
と
社
会
の
理
念
や
思
潮
と
の
関
係
を
探
ろ
う
と
す
る
。
結
局
の

と
こ
ろ
そ
れ
は
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
方
法
な
の
で
す
が
、
彼
が
取
り
上
げ
た
の
と
は

異
な
る
作
品
や
芸
術
家
に
応
用
さ
れ
、
い
う
な
ら
ば
、
彼
と
は
異
な
る
や
り
方
で

扱
わ
れ
た
も
の
な
の
で
す
。
異
な
る
の
は
特
に
次
の
点
に
あ
り
ま
す
。
パ
ノ
フ
ス

キ
ー
が
造
形
作
品
の
思
想
的
内
容
の
文
学
的
典
拠
の
探
究
に
熱
心
で
あ
る
と
し
た

ら
、
ド
・
ト
ル
ナ
イ
は
可
能
な
か
ぎ
り
造
形
世
界
の
内
側
に
と
ど
ま
っ
て
探
究
し

よ
う
と
し
ま
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
彼
は
検
討
の
対
象
と
し
て
い
る
作
品
そ
の
も
の

の
外
に
出
る
こ
と
な
く
、
せ
い
ぜ
い
格
言
や
誰
も
が
知
っ
て
い
る
民
衆
的
な
象
徴

体
系
に
簡
単
に
言
及
す
る
だ
け
で
象
徴
の
筋
書
き
を
解
き
明
か
し
た
こ
と
が
一
度

な
ら
ず
あ
り
ま
し
た
。

よ
ろ
し
け
れ
ば
、
一
例
を
挙
げ
ま
し
ょ
う
。
彼
の
ボ
ッ
ス
に
つ
い
て
の
著
書
の

中
で
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
美
術
館
に
あ
る
︽
放
蕩
息
子
︾
の
絵
に
つ
い
て
書
か
れ
た

箇
所
を
、
イ
タ
リ
ア
語
に
訳
し
、
著
者
の
話
が
脱
線
す
る
と
こ
ろ
を
い
く
ら
か
省

い
て
読
ん
で
み
ま
す
。

　

 　
「
描
か
れ
た
額
縁
に
嵌
め
込
ま
れ
た
こ
の
円
形
画
は
、
色
価
つ
ま
り
色
の

明
度
を
一
段
階
落
と
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
小
さ
な
凸
面
鏡
の
よ
う
な
性
格
を

与
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
ボ
ッ
ス
に
と
っ
て
現
実
を
映
す
鏡
な
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の
で
あ
る
⋮
⋮
構
図
は
前
景
を
占
め
る
た
っ
た
一
人
の
人
物
か
ら
成
り
立
っ

て
い
る
。
こ
の
若
く
し
て
白
髪
に
な
っ
た
哀
れ
な
放
浪
者
の
そ
ぶ
り
と
覚
束

な
い
足
ど
り
は
、
人
間
の
魂
の
も
の
悲
し
い
状
況
に
想
を
得
た
フ
ラ
イ
ダ
ン

ク
（
十
三
世
紀
の
格
言
詩
人
）
の
『
分
別
集
（B

escheidenheit

）』
の
一
節
「
自

分
は
何
者
な
の
か

―
い
っ
た
い
ど
こ
へ
行
く
べ
き
な
の
か
」
を
図
解
し
て

い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
人
物
の
中
で
は
意
志
と
本
能

が
せ
め
ぎ
あ
っ
て
い
る
。
彼
は
放
埓
と
美
徳
の
ど
ち
ら
か
を
選
ば
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
だ
。

　

 　

正
面
の
屋
根
の
天
辺
に
水
差
し
を
の
せ
、「
白
鳥
亭
」
の
看
板
を
掲
げ
た

居
酒
屋
は
、
傾
い
た
屋
根
や
壊
れ
た
窓
ガ
ラ
ス
、
蝶
番
の
は
ず
れ
た
雨
戸
に

よ
っ
て
堕
落
し
た
場
所
︹
売
春
宿
︺
と
い
う
印
象
を
与
え
、
現
に
そ
こ
に
は

邪
悪
な
顔
が
の
ぞ
い
て
い
る
。
か
く
し
て
居
酒
屋
は
父
の
牧
草
地
の
柵
の
ほ

う
に
歩
を
む
け
る
放
蕩
息
子
を
引
き
と
め
よ
う
と
す
る
。
彼
は
柵
を
越
え
よ

う
と
し
な
が
ら
同
時
に
う
し
ろ
を
ふ
り
返
り
、
怪
我
を
し
た
脚
が
歩
調
を
ゆ

る
め
て
い
る
。
躊
躇
す
る
手
で

―
そ
の
手
は
靴
職
人
の
し
る
し
で
あ
る
錐

を
挿
し
た
祭
日
用
の
帽
子
を
持
っ
て
い
る

―
彼
は
正
し
い
道
を
示
し
て
い

る
。
そ
の
上
着
か
ら
は
民
間
の
お
守
り
で
あ
る
豚
の
足
が
ぶ
ら
さ
が
っ
て
い

る
。
し
か
し
所
持
品
一
切
を
つ
め
込
ん
だ
背
負
い
籠
に
は
、
浪
費
の
象
徴
で

あ
る
木
製
の
ひ
し
ゃ
く
が
挿
さ
れ
て
お
り
、
不
吉
の
し
る
し
と
さ
れ
る
猫
の

毛
皮
が
ぶ
ら
さ
が
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
善
と
悪
の
原
理
に
し
た
が
っ
て
、

象
徴
物
も
人
物
の
前
と
後
ろ
に
振
り
分
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
悪
の
し

る
し
は
売
春
宿
の
あ
る
左
側
を
指
し
、
善
の
し
る
し
は
父
親
の
農
園
の
あ
る

右
側
を
指
し
て
い
る
。

　

 　

ボ
ッ
ス
は
、
放
蕩
息
子
が
売
春
宿
で
ど
ん
ち
ゃ
ん
騒
ぎ
し
た
り
、
悔
悛

し
て
父
の
前
に
跪
く
姿
を
あ
ら
わ
す
伝
統
的
な
図
像
表
現
か
ら
自
由
に
な

り
、
道
に
迷
っ
た
息
子
と
い
う
人
生
の
こ
の
瞬
間
を
、
救
済
か
地
獄
堕
ち
か

の
選
択
と
い
う
寓
意
の
テ
ー
マ
と
並
置
す
る
た
め
に
選
ん
だ
。
こ
こ
に
は

天
使
と
悪
魔
、
美
徳
と
悪
徳
は
擬
人
化
さ
れ
た
か
た
ち
で
は
登
場
し
な
い
。

二デ
ィ
レ
ン
マ

律
背
反
は
人
生
の
現
実
そ
の
も
の
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。
人
間
の
魂
は
し

か
し
人
間
を
超
え
た
力
を
回
避
で
き
る
ほ
ど
成
熟
し
て
い
な
い
。
信
仰
を
持

た
ず
、
内
的
な
葛
藤
に
満
ち
、
目
的
地
が
定
ま
ら
ず
に
悩
み
、
神
な
き
世
界

を
さ
ま
よ
っ
て
い
る
の
だ
。

　

 　

ア
イ
ロ
ニ
ー
は
ボ
ッ
ス
に
お
い
て
は
自
分
自
身
の
う
ち
に
道
徳
的
な
よ
り

ど
こ
ろ
を
見
出
す
こ
と
の
で
き
な
い
人
間
へ
の
同
情
に
よ
っ
て
和
ら
げ
ら
れ

て
い
る
。
ボ
ッ
ス
は
そ
れ
ゆ
え
精
神
的
自
立
を
達
成
し
た
人
文
主
義
者
の
自

由
意
志
と
い
う
理
想
に
導
か
れ
る
道
の
手
前
で
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
ま
さ
に
彼
が
描
き
だ
す
人
間
が
イ
タ
リ
ア
人
の
よ
う
に
肉
体
的

な
力
強
さ
と
精
神
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
あ
ふ
れ
た
人
間
で
は
な
く
、
内
面
的
な

弱
さ
と
肉
体
的
な
衰
弱
を
示
す
人
間
と
し
て
表
わ
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、

彼
の
作
品
は
い
っ
そ
う
感
動
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
⋮
⋮
」

こ
こ
ま
で
は
、
お
聴
き
に
な
っ
た
よ
う
に
、
著
者
は
生
き
生
き
と
し
た
感
受
性

に
よ
っ
て
絵
を
記
述
し
、
図
像
表
現
よ
り
も
形
態
や
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ベ
レ
ン
ソ
ン

が
「
図
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
テ
ィ
ブ

解
的
」
と
呼
ん
だ
意
味
を
解
釈
す
る
こ
と
で
作
品
の
寓
意
を
明
ら
か
に

し
、
思
想
的
な
内
容
に
入
り
込
も
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
こ
で
図
像
解
釈

の
仕
事
は
終
わ
り
ま
す
。
し
か
し
ド
・
ト
ル
ナ
イ
は
、
作
品
の
美
的
な
価
値
に
た

い
す
る
生
き
生
き
と
し
た
感
受
性
も
持
ち
あ
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
彼
は

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
ド
ゥ
カ
ー
レ
に
あ
る
ボ
ッ
ス
の
別
の
三
つ
の
作
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品
に
つ
い
て
の
短
い
脱
線
の
後
で
、
こ
の
作
品
の
色
彩
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記

す
の
で
す
。

　

 　
「
そ
の
一
世
紀
以
上
の
ち
に
ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ホ
イ
エ
ン
や
若
い
ア
ル
ベ

ル
ト
・
カ
イ
プ
、
若
い
サ
ロ
モ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ロ
イ
ス
ダ
ー
ル
が
、
オ
ラ
ン

ダ
の
大
気
の
古
典
的
な
表
現
と
み
な
さ
れ
て
い
る
そ
の
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
風

景
画
で
用
い
る
こ
と
に
な
る
の
と
よ
く
似
た
色
調
に
よ
っ
て
、
ボ
ッ
ス
は
、

そ
の
軽
や
か
で
透
明
感
の
あ
る
筆
法
の
飾
り
気
な
さ
に
も
助
け
ら
れ
最
高
の

完
成
の
域
に
達
し
て
い
る
。︽
放
蕩
息
子
︾
で
は
、
雨
ぶ
く
み
の
空
の
純
粋

な
グ
レ
ー
、
砂
丘
の
ベ
ー
ジ
ュ
＝
グ
レ
ー
、
銀
色
が
か
っ
た
グ
レ
ー
の
靄
に

包
ま
れ
た
木
立
が
、
人
物
の
衣
服
の
明
る
い
グ
レ
ー
や
背
負
い
籠
の
淡
黄

色
、
そ
の
蓋
の
う
っ
す
ら
と
し
た
紫
色
と
調
和
し
て
い
る
。
き
わ
だ
っ
て
い

る
の
は
顔
と
手
の
生
気
に
と
ん
だ
薔
薇
色
だ
け
で
あ
る
。
地
上
の
生
活
を
お

お
う
暗
い
悲
哀
が
、
オ
ラ
ン
ダ
の
砂
丘
風
景
の
雨
の
日
の
大
気
に
よ
っ
て
喚

起
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。」

画
面
の
色
彩
的
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
の
記
述
に
支
え
ら
れ
た
こ
の
最
後
の
指
摘
に

よ
っ
て
、
著
者
は
、
お
そ
ら
く
理
性
的
に
自
覚
す
る
こ
と
な
し
に
、
作
品
の
思
想

的
内
容
か
ら
詩
的
な
内
容
へ
と
移
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
詩
的
な
内
容
と
は
ま
さ

に
、
古
く
か
ら
の
し
か
し
私
に
と
っ
て
は
今
な
お
有
効
な
、
ヴ
ィ
ー
コ
か
ら
デ
・

サ
ン
ク
テ
ィ
ス
を
へ
て
ク
ロ
ー
チ
ェ
等
々
に
い
た
る
イ
タ
リ
ア
の
美
学
思
想
の
伝

統
に
よ
れ
ば
、芸
術
作
品
の
形
態
な
い
し
造
形
言
語
と
一
体
を
な
す
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
ら
の
あ
い
だ
を
し
っ
か
り
と
結
び
つ
け
て
い
る
も
の
な
の
で
す
。
我
田
引
水

に
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
話
し
て
い
る
私
が
そ
の
こ
と
を
主
張
し
て
き
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
造
形
美
術
の
批
評
に
お
い
て
は
あ
ま
り
実
践
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
た
し
か
に
、
こ
う
し
た
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
ま
だ
も
の
足
り
な

い
部
分
は
あ
る
で
し
ょ
う
。
た
と
え
ば
、
彼
の
記
述
で
は
、
こ
の
放
浪
者
の
姿
は

そ
の
図
解
的
な
面
と
象
徴
的
な
細
部
に
つ
い
て
は
き
わ
め
て
念
入
り
に
分
析
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
善
と
悪
を
対
置
す
る
表
現
は
人
物
像
の
様
態
や
彼
が
携
え
る
象
徴

物
に
よ
っ
て
明
示
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
円
形
と
い
う
穏
や
か
な
形
の
な
か

に
描
き
込
ま
れ
た
今
に
も
倒
れ
そ
う
な
人
物
像
の
と
げ
と
げ
し
い
リ
ズ
ム
と
い
う

純
粋
な
造
形
言
語
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
た
苦
し
げ
で
不
安
な
色
調
に
よ
っ
て
鎮

め
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
観
察
に
よ
っ
て
補
わ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
ド
・
ト
ル
ナ
イ
の
著
作
の
す
べ
て
に
お
い
て
は
、
表
現

形
式
に
向
け
ら
れ
た
注
意
よ
り
は
る
か
に
多
く
の
注
意
が
内
容
に
向
け
ら
れ
て
い

る
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
表
現
形
式
に
つ
い
て
も
彼
は
関
心
が
う
す

か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
読
者
に
い
わ
ば
み
ず
か
ら
解
明
す
る
よ

う
う
な
が
す
啓
発
的
な
指
摘
を
し
ば
し
ば
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

―
批

評
の
分
野
で
は
稀
に
見
る

―
「
開オ
ー
ペ
ラ
・
ア
ペ
ル
タ

か
れ
た
作
品
」︹
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
エ
ー
コ
︺
と

い
え
る
も
の
な
の
で
す
。

さ
て
そ
ろ
そ
ろ
、
例
の
一
九
三
四
年
の
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
論
に
移
る
こ
と
に
し
ま

し
ょ
う
。
こ
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
は
、
ド
・
ト
ル
ナ
イ
が
こ
の
偉
大
な
十
六
世
紀
の
フ

ラ
ン
ド
ル
画
家
に
つ
い
て
そ
の
前
後
に
展
開
し
た
研
究
の
中
心
で
あ
り
核
を
な
す

も
の
で
す
。
長
い
あ
い
だ
批
評
の
世
界
に
お
い
て「
風
俗
画
家
」と
か「
滑
稽
画
家
」

と
い
う
あ
ま
り
に
低
俗
な
地
位
を
与
え
ら
れ
て
い
た
ピ
ー
テ
ル
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル

の
人
物
像
は
、
よ
う
や
く
一
九
一
八
年
に
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
ク
の
基
本
的
な
論
文

に
よ
っ
て
高
い
位
置
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
道
徳
的
な
風
刺
を
お
こ
な

う
の
に
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
は
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
・
ボ
ッ
ス
が
や
っ
た
よ
う
に
、
悪
魔



190

シャルル・ド・トルナイの批評の方法

的
な
力
の
擬
人
化
に
あ
た
っ
て
突
飛
な
も
の
や
グ
ロ
テ
ス
ク
な
も
の
を
求
め
る
必

要
が
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
彼
は
人
生
そ
れ
自
体
の
う
ち
に
、
そ
れ
も
個
人
の

生
活
よ
り
群
衆
の
生
活
の
う
ち
に
風
変
わ
り
で
奇
矯
な
も
の
を
見
出
し
て
い
た
か

ら
で
、
彼
は
群
衆
を
高
み
か
ら
観
察
し
、
そ
の
原
始
的
で
盲
目
的
な
力
を
た
ぐ
い

ま
れ
な
ユ
ー
モ
ア
精
神
を
も
っ
て
称
揚
し
た
、
と
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
ク
は
考
え
ま

し
た
。

ド
・
ト
ル
ナ
イ
は
こ
の
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
ク
の
捉
え
方
を
楽
観
的
す
ぎ
る
と
み

な
し
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
版
画
家
、
出
版
者
、
著
述
家
で
詩

人
の
コ
ー
ル
ン
ヘ
ル
ト
の
普
遍
的
な
有
神
論
に
魅
了
さ
れ
た
と
推
測
し
ま
し
た
。

コ
ー
ル
ン
ヘ
ル
ト
は
、
神
学
者
が
神
の
認
識
に
達
す
る
た
め
に
努
力
す
る
の
は
無

益
で
あ
り
、
反
対
に
、
善
を
見
出
す
に
は
悪
を
識
る
ほ
う
が
人
間
に
と
っ
て
は
る

か
に
有
益
だ
と
主
張
し
た
。
そ
こ
で
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
は
悪
を
識
る
と
い
う
要
求

を
自
ら
の
も
の
と
し
、
悪
と
罪
を
狂
乱
す
る
姿
で
描
き
は
じ
め
、
そ
の
絵
画
で
、

乱
痴
気
騒
ぎ
や
人
間
の
営
み
の
虚
飾
と
愚
か
さ
と
い
う
概
念
を
直
接
イ
メ
ー
ジ
に

置
き
換
え
よ
う
と
す
る
。
そ
し
て
、
つ
い
に
は
「
逆
さ
ま
の
世
界
」
と
い
う
観
念

を
視
覚
的
に
眼
前
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
超
越
的
モ
ラ
ル
の
高
い
展
望

台
か
ら
眺
め
る
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
に
は
、
人
生
の
回
転
花
火
の
な
か
で
人
間
た
ち
が

四
苦
八
苦
す
る
さ
ま
は
、
月
の
静
か
な
高
み
か
ら
地
球
を
見
お
ろ
す
エ
ラ
ス
ム
ス

の
よ
う
に
、
虫
ど
も
が
う
じ
ゃ
う
じ
ゃ
と
う
ご
め
く
の
と
同
じ
よ
う
に
無
意
味
で

無
益
に
思
わ
れ
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、有
名
な
︽
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
諺
︾
や
︽
子

供
の
遊
戯
︾
に
は
そ
れ
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
う
や
く
︽
月
暦
画
︾
シ
リ
ー
ズ

の
よ
う
な
晩
年
の
作
品
に
お
い
て
、
画
家
は
い
っ
そ
う
穏
や
か
で
あ
る
意
味
で
超

然
と
し
た
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
到
達
し
、
人
類
と
そ
の
生
き
ざ
ま
を
、
自
然
の
粗
野
な

産
物
と
み
な
し
て
よ
り
静
穏
な
諧
謔
精
神
を
も
っ
て
観
察
す
べ
き
も
の
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

同
じ
研
究
雑
誌
に
す
ぐ
後
に
発
表
さ
れ
た
論
文
で
、
ゼ
ー
ド
ル
マ
イ
ヤ
ー
は
ブ

リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
芸
術
を
逆
さ
ま
の
世
界
や
人
間
の
狂
気
乱
舞
の
表
現
と
見
な
す
説

を
否
定
し
、
そ
う
し
た
奇
抜
な
着
想
は
結
局
の
と
こ
ろ
文
学
作
品
に
よ
っ
て
十
分

に
表
現
で
き
た
だ
ろ
う
し
、
む
し
ろ
絵
画
と
い
う
言
語
に
許
容
さ
れ
て
い
る
よ
り

も
ず
っ
と
明
確
な
か
た
ち
で
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
、
と
主
張
し
ま
し

た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
よ
り
も
絵
画
に
よ
る
表
現
に
求
め
ら
れ
た
の
は
疎
外
感

（E
ntfrem

dung

）、
つ
ま
り
人
々
の
な
か
で
孤
立
し
た
感
覚
、
馴
染
め
な
い
場
所

に
い
て
途
方
に
く
れ
て
い
る
感
覚
で
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
絵
の
詩
的
な
動
機
は
、

ま
さ
に
自
分
が
理
解
で
き
な
い
疎
外
さ
れ
た
世
界
に
い
て
居
心
地
の
悪
さ
を
感
じ

て
い
る
人
間
の
感
情
で
あ
っ
た
。
自
然
の
形
態
を
彼
特
有
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
や

簡
略
化
さ
れ
た
記
号
、
斑
点
や
、
平
面
的
な
図
形
に
還
元
す
る
こ
と
で
、
ご
く
慣

れ
親
し
ん
だ
日
常
の
事
物
が
奇
妙
で
謎
め
い
た
様
相
を
呈
し
、
人
間
と
現
実
世
界

の
あ
い
だ
に
痛
み
を
と
も
な
う
分
裂
が
生
み
だ
さ
れ
た
と
い
う
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
二
つ
の
解
釈
は
一
見
そ
う
見
え
る
ほ
ど
対
立
し
た
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
し
か
に
、
ゼ
ー
ド
ル
マ
イ
ヤ
ー
の
言
う
よ
う
に
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ

ル
の
詩
情
が
世
界
の
な
か
で
疎
外
さ
れ
て
い
る
人
間
の
イ
メ
ー
ジ
に
根
ざ
す
も
の

で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
の
疎
外
感
、
人
間
と
事
物
の
あ
い
だ
に
あ
る
よ
そ
よ
そ
し

い
感
覚
は
ま
さ
に
、
ド
・
ト
ル
ナ
イ
に
よ
れ
ば
人
間
の
愚
か
さ
に
よ
っ
て
生
じ
た

逆
さ
ま
の
世
界
の
結
果
で
あ
る
の
で
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
ゼ
ー
ド
ル
マ
イ
ヤ
ー

に
は
言
葉
に
よ
っ
て
表
す
ほ
う
が
適
し
て
い
る
と
思
わ
れ
た
着
想
が
あ
る
感
情
を

生
み
、
そ
の
感
情
が
そ
っ
く
り
画
家
独
自
の
造
形
言
語
な
い
し
形
態
に
置
き
換
え

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
芸
術
の
隠
さ
れ
た
根
を
発
見
し
た
功
績
は

ド
・
ト
ル
ナ
イ
に
あ
る
の
で
す
。
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で
は
最
後
に
、
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ト
ル
ナ
イ
が
誰
に
も
ま
し
て
そ
の
個
性
の
全

体
を
、
そ
の
人
生
と
そ
の
作
品
を
あ
ら
ゆ
る
襞
に
お
い
て
研
究
し
た
芸
術
家
ミ

ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
に
移
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
研
究
に
よ
っ
て
彼
は
万
人
が
認
め
る
ミ

ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
最
大
の
専
門
家
と
し
て
名
声
を
博
し
、
こ
の
偉
大
な
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
人
の
芸
術
の
最
大
の
研
究
者
か
つ
解
釈
者

―
こ
う
し
た
言
葉
で
は
到
底
及

ば
な
い
で
し
ょ
う
が

―
と
な
り
ま
し
た
。
記
録
や
史
料
か
ら
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ

ロ
が
若
い
頃
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
イ
ル
・
マ
ニ
フ
ィ
コ
の
邸
や
食
卓
に
お
い
て
、
ポ
リ

ツ
ィ
ア
ー
ノ
や
フ
ィ
チ
ー
ノ
や
ピ
コ
・
デ
ッ
ラ
・
ミ
ラ
ン
ド
ラ
と
親
し
く
交
わ

り
、ネ
オ
・
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
思
想
に
育
く
ま
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
彼
が
サ
ン
・
マ
ル
コ
修
道
院
に
お
け
る
フ
ラ
・
ジ
ェ
ロ
ー
ラ
モ
︹
・
サ
ヴ
ォ

ナ
ロ
ー
ラ
︺
の
激
烈
な
説
教
を
熱
心
に
聴
き
、
ダ
ン
テ
や
聖
書
、
神
学
的
な
聖
書

釈
義
書
を
読
ん
で
い
た
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
厳
密
に
見

れ
ば
、
彼
の
作
品
の
複
雑
な
図
像
学
的
内
容
は
正
反
対
の
解
釈
を
引
き
起
こ
す
こ

と
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
天
井
画
は
、
別
の
研
究
者
に
よ
っ
て
ド

ミ
ニ
コ
会
神
学
者
の
サ
ン
テ
・
パ
ニ
ー
ニ
の
説
に
も
と
づ
く
エ
ッ
サ
イ
の
樹
の
象

徴
的
表
現
で
あ
る
と
か
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
マ
ル
コ
・
ヴ
ィ
ジ
ェ
ー
リ
オ
の
著

書
『
キ
リ
ス
ト
教
十
綱
』（D
ecachordum

 C
hristianum

）

―
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ

ロ
の
天
井
画
が
描
か
れ
る
直
前
の
一
五
○
七
年
に
ユ
リ
ウ
ス
二
世
に
献
呈
さ
れ
た

―
に
書
か
れ
た
聖
ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ー
ラ
の
生
命
の
樹
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
た

り
し
て
き
ま
し
た
。
中
世
の
神
学
を
鍵
と
す
る
こ
う
し
た
解
釈
に
対
し
て
、
善
と

美
の
同
一
性
、
魂
の
内
な
る
神
の
光
の
輝
き
と
肉
体
の
内
な
る
輝
き
の
同
一
性

―
こ
う
し
た
モ
テ
ィ
ー
フ
は
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
詩
の
す
み
ず
み
に
反
響
し
て

い
ま
す

―
を
説
く
ネ
オ
・
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
思
想
に
も
と
づ
く
ド
・
ト
ル
ナ
イ
の

解
釈
は
は
る
か
に
説
得
力
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ド
・
ト
ル
ナ
イ
に
と
っ
て
は
、
シ

ス
テ
ィ
ー
ナ
天
井
画
の
思
想
的
基
層
に
あ
る
の
は
、
人
間
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
段
階

に
お
い
て
神
が
反
映
し
て
お
り
、
そ
れ
が
神
の
救
済
を
熱
望
す
る
人
類
の
精
神
の

歴
史
の
う
ち
に
壮
大
に
統
合
さ
れ
て
い
る
と
い
う
概
念
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
ユ
ダ

ヤ
＝
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
の
宗
教
的
・
道
徳
的
諸
理
念
が
古
典
古
代
の
倫
理
＝
美

的
価
値
と
一
致
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
こ
で
は
ご
く
か
い
つ
ま
ん
で
述
べ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
う
し
た
解
釈

―

そ
れ
は
文
献
的
考
証
と
様
式
的
考
察
の
控
え
目
で
抑
制
さ
れ
た
註
を
と
も
な
う
、

二
百
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
一
冊
全
体
を
占
め
て
い
ま
す

―
を
、
著
者
は
な
に
よ
り

も
ま
ず
画
像
の
読
解
と
一
貫
し
た
計
画
性
を
も
つ
各
部
分
間
の
視
覚
的
関
係
の
考

察
を
通
し
て
開
陳
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
い
か
な
る
細
部
の
象
徴
的
解
釈
も
、
視

覚
的
か
つ
概
念
的
な
一
貫
性
を
も
っ
て
そ
れ
に
対
応
す
る
か
近
接
す
る
細
部
と
結

び
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
文
学
的
な
典
拠
の
助
け
を
借
り
る
こ
と
は
稀
に
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
こ
そ
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
に
傾
い
た
研
究
者
た
ち
に
広

ま
っ
て
い
る
方
法
に
対
す
る
ド
・
ト
ル
ナ
イ
の
方
法
の
独
創
性
を
裏
付
け
て
い
ま

す
。
彼
は
描
か
れ
た
画
像
そ
れ
自
体
か
ら
そ
こ
に
潜
在
す
る
意
味
を
引
き
出
す
、

換
言
す
れ
ば
、
芸
術
家
の
思
想
を
そ
の
造
形
言
語
の
う
ち
に
読
み
解
い
て
い
る
の

で
す
。

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
天
井
画
や
そ
の
他
の
作
品
に
つ
い
て
ド
・

ト
ル
ナ
イ
が
主
張
し
た
ネ
オ
・
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
に
も
と
づ
く
解
釈
が
、
他
の
研
究

者
た
ち
の
提
案
し
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
や
ド
ミ
ニ
コ
会
の
神
学
に
も
と
づ
く
解
釈

よ
り
も
妥
当
性
が
あ
る
こ
と
は
、
私
が
思
う
に
、
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
基
層
と

形
態
の
霊
感
源
を
な
す
感
情
の
あ
い
だ
の
一
貫
性
（
ネ
オ
・
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
的
解

釈
に
基
づ
く
ほ
う
が
他
の
解
釈
に
よ
る
よ
り
も
見
出
し
や
す
い
一
貫
性
）
に
よ
っ
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て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
前
述
し
た
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
精
神
に
お

け
る
ユ
ダ
ヤ
＝
キ
リ
ス
ト
教
的
価
値
観
と
古
典
古
代
的
価
値
観
の
一
致
は
、
シ
ス

テ
ィ
ー
ナ
天
井
画
を
最
初
に
目
に
し
た
誰
に
も
衝
撃
を
与
え
る
明
白
な
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
の
理
由
を
説
明
し
て
く
れ
ま
す
。
一
方
に
お
け
る
絶
え
間
な
い
劇
的
な
興
奮

や
あ
ら
ゆ
る
形
態
と
あ
ら
ゆ
る
人
物
像
の
と
て
つ
も
な
い
活
気
、
他
方
に
お
け
る

気
高
い
美
と
そ
の
崇
高
な
喧
騒
を
制
御
し
閉
じ
込
め
て
い
る
確
固
た
る
秩
序
。
私

の
考
え
で
は
、
歴
史
的
な
理
由
や
史
料
的
裏
づ
け
、
同
時
代
の
他
分
野
の
文
化

に
お
け
る
符
合
に
よ
っ
て
二
つ
な
い
し
そ
れ
以
上
の
解
釈
が
同
じ
よ
う
に
可
能
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
、
感
情
表
現
の
言
葉
と
し
て
意
図
さ
れ
た
形
態
の
観

察
が
、
そ
の
作
品
の
詩
情
の
本
質
を
示
唆
す
る
と
認
め
ら
れ
る
詩
的
な
ト
ー
ン
に

も
っ
と
も
符
合
す
る
思
想
を
表
す
と
す
る
解
釈
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い

か
、
と
思
わ
れ
ま
す
。

当
然
な
が
ら
、
ド
・
ト
ル
ナ
イ
の
こ
れ
ら
の
解
釈
に
対
し
て
は

―
繰
り
返
し

ま
す
が
、
私
は
い
ま
ド
・
ト
ル
ナ
イ
を
単
に
讃
え
る
の
で
は
な
く
批
評
す
る
と
い

う
立
場
で
お
話
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
ほ
う
が
私
ど
も
が
追
悼
す
る
こ
の
学
者
の

真
剣
さ
と
偉
大
さ
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
い
ま
す
が

―
い
く
ら
か
の
疑
問
や
留
保

の
余
地
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
『
パ
イ
ド
ロ
ス
』
へ
の
フ
ィ

チ
ー
ノ
の
注
釈
に
基
づ
い
た
サ
ン
・
ロ
レ
ン
ツ
ォ
聖
堂
の
メ
デ
ィ
チ
家
礼
拝
堂
の

墓
碑
彫
刻
の
解
釈
に
お
い
て
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
自
身
の
発
言
を
十
分
に
考
慮
し

て
い
な
い
と
い
う
批
判
で
す
。
彼
の
解
釈
は
、
そ
の
複
雑
さ
に
お
い
て
才
気
に
溢

れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
正
し
い
の
で
し
ょ
う
が
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
こ
の
礼
拝

堂
の
諸
像
の
た
め
に
ス
ケ
ッ
チ
を
描
い
た
紙
葉
に
自
ら
書
き
留
め
た
詩
に
つ
い
て

は
十
分
に
考
慮
さ
れ
て
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

 「
昼
と
夜
は
こ
う
語
り
あ
う

―
わ
れ
わ
れ
は
自
分
た
ち
の
迅
速
な
歩
み
に

よ
っ
て
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
公
を
死
に
い
た
ら
し
め
て
し
ま
っ
た
／
だ
か
ら
彼
が

そ
れ
に
復
讐
す
る
の
も
道
理
な
の
だ
。
復
讐
と
は
こ
う
し
た
も
の
／
わ
れ
わ

れ
が
彼
を
死
に
い
た
ら
せ
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
。
今
度
は
死
ん
だ
彼
が
わ

れ
わ
れ
か
ら
光
を
奪
い
／
も
は
や
地
上
で
輝
き
を
放
て
ぬ
よ
う
／
わ
れ
わ
れ

の
眼
を
閉
じ
た
の
だ
。」

メ
デ
ィ
チ
家
の
廷
臣
ら
し
い
追
従
的
な
言
い
ま
わ
し
だ
が
、
そ
の
下
に
は
、
死

へ
と
導
く
不
可
避
な
時
の
流
れ
と
永
遠
に
時
を
止
め
る
死
と
い
う
普
遍
的
な
思
想

が
読
み
取
れ
ま
す
。
同
じ
頃
の
彼
の
詩
の
一
節
に
は
「
生
ま
れ
る
者
は
誰
し
も
急

ぎ
す
ぎ
る
時
に
よ
っ
て
死
に
い
た
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
あ
る
い
は
ま
た
推

定
さ
れ
た
寓
意
的
内
容
と
作
品
に
表
現
さ
れ
た
形
態
が
一
致
し
な
い
こ
と
か
ら
疑

問
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
︽
最
後
の
審
判
︾
の
場
合
が
そ
れ
で
、
ド
・
ト
ル
ナ

イ
は
審
判
者
キ
リ
ス
ト
の
ア
ポ
ロ
的
な
姿
か
ら
彼
を
「
正
義
の
太
陽
（Sol Justi-

tiae

）」
と
み
な
し
、
博
識
を
駆
使
し
て
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
神
話
に
言
及
し
な
が
ら
、

正
義
の
太
陽
の
帝
国
の
も
と
に
あ
る
霊
魂
の
生
命
を
暗
示
す
る
形
象
と
解
釈
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
私
に
は
、
こ
の
宇
宙
論
的
な
解
釈
は
、
構
図
の
主
調
を
な
す
全

体
を
占
め
る
表
現
的
な
強
い
調
子
と
調
和
す
る
と
い
う
よ
り
対
立
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
、
そ
こ
で
は
キ
リ
ス
ト
の
ア
ポ
ロ
的
な
身
振
り
の
周
囲
を
め
ぐ
る
肉
体

の
旋
回
は
、
天
体
の
整
然
と
し
た
運
動
と
い
う
よ
り
、
ダ
ン
テ
の
言
う
「
た
え
て

止
む
こ
と
な
き
地
獄
の
嵐
」
を
喚
起
す
る
、
恐
ろ
し
い
渦
の
よ
う
に
荒
れ
狂
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

ド
・
ト
ル
ナ
イ
が
つ
ね
に
豊
か
な
才
気
を
も
っ
て
主
張
す
る
学
説
の
い
く
つ
か

が
議
論
の
き
っ
か
け
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
彼
の
批
評
家
と
し
て
の
仕
事
が

ど
れ
も
き
わ
め
て
刺
激
的
で
あ
る
証
左
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
実
際
、
ミ
ケ
ラ
ン
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ジ
ェ
ロ
の
作
品
に
つ
い
て
の
彼
の
論
考
の
大
部
分
は
広
範
な
賛
同
を
得
る
に
ふ
さ

わ
し
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
付
け
加
え
た
い
の
は
、
主
題
そ
の
も
の
が
聖
書
釈

義
の
原
典
に
頼
る
必
要
が
少
な
い
場
合
に
は
、
ド
・
ト
ル
ナ
イ
の
批
評
は
表
現
言

語
と
し
て
の
形
態
の
分
析
に
よ
り
直
接
的
に
向
か
っ
て
ゆ
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

た
と
え
ば
、
パ
オ
リ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
フ
レ
ス
コ
画
の
場
合
に
は
、
ま
さ
に
形
態
の

読
解
を
通
じ
て
、
著
者
は
霊
感
源
を
な
す
感
情
―
―
宿
命
の
暗
い
力
に
反
抗
し
て

立
ち
上
が
る
希
望
の
感
情

―
の
本
質
を
解
明
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
で
追
悼
し
て
い
る
ド
・
ト
ル
ナ
イ
と
い
う
学
者
の
広

範
か
つ
深
遠
な
著
作
の
す
べ
て
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
紹
介
で
き
た
と
は
と
て
も

思
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
私
は
む
し
ろ
彼
の
方
法
の
独
創
性
を
明
る
み
に
出
そ
う
と

努
め
ま
し
た

―
も
ち
ろ
ん
、
彼
は
方
法
に
つ
い
て
明
示
し
た
り
理
論
化
し
た
り

す
る
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
つ
ね
に
稀
に
み
る
一
貫
性
を
も
っ

て
そ
れ
を
適
用
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
ク
の
「
精
神
史
」
と
パ

ノ
フ
ス
キ
ー
の
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
の
独
創
的
な
融
合
で
す
。
し
か
し
そ
れ
は
、
三
、

四
十
年
前
に
レ
オ
・
シ
ュ
ピ
ッ
ツ
ァ
ー
︹
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
言
語
学
者
、
一
八
八
七
―

一
九
六
〇
年
︺
が
提
案
し
た
「
言
語
学
的
循
環
」
に
も
似
て
、
周
縁
か
ら
中
心
へ
、

そ
し
て
再
び
中
心
か
ら
周
縁
へ
と
移
行
す
る
美
術
批
評
に
向
か
う
重
要
な
一
歩
、

決
定
的
な
進
歩
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
作
品
の
思
想
的
基
層
の
深
み
に
達

し
た
の
ち
そ
こ
か
ら
形
態
へ
と
戻
り
、
そ
の
思
想
内
容
が
い
つ
ど
こ
で
そ
の
精
神

の
動
き
に
刻
印
を
押
し
、
形
態
あ
る
い
は
言
語
に

―
こ
の
場
合
は
造
形
言
語

に

―
い
わ
ば
受
肉
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
を
探
求
す
る
こ
と
な
の
で
す
。

 

︹
了
︺

〔
解　

説
〕

本
稿
はR
oberto Salvini, Il m

etodo critico di C
harles de Tolnay, A

cca-

dem
ia N

azionale dei Lincei, 381 (1984), quaderno N
.258, pp.11-20

の
全

訳
で
あ
る
。

こ
の
論
文
は
、
一
九
八
一
年
に
逝
去
し
た
世
界
的
な
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
学
者
で

あ
り
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
カ
ー
サ
・
ブ
オ
ナ
ロ
ー
テ
ィ
美
術
館
館
長
で
あ
っ
た
シ
ャ

ル
ル
・
ド
・
ト
ル
ナ
イ
を
追
悼
し
て
、
一
九
八
二
年
十
一
月
二
十
六
日
に
ロ
ー
マ

の
ア
ッ
カ
デ
ミ
ア
・
デ
イ
・
リ
ン
チ
ェ
イ
で
開
催
さ
れ
た
記
念
学
術
集
会
に
お
い

て
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
学
の
ロ
ベ
ル
ト
・
サ
ル
ヴ
ィ
ー
ニ
教
授
に
よ
っ
て
お
こ
な

わ
れ
た
講
演
の
記
録
で
あ
る
。

ま
ず
、
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ト
ル
ナ
イ
の
略
歴
に
つ
い
て
、
主
に
︽D

ictionary 

of A
rt H

istorians

︾
に
拠
っ
て
紹
介
し
て
お
こ
う
。

ド
・
ト
ル
ナ
イ
は
、
一
八
九
九
年
五
月
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
で
、
当

時
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝

ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
高
級
官
僚
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
名
はK

aroly Vaguihely Tolnai

、
ド
イ
ツ
名
はK

arl E
lder von 

Tolnay

で
あ
っ
た
が
、
一
九
三
四
年
以
降
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
執
筆
活
動
が
始
ま

る
と
、
フ
ラ
ン
ス
名
のC

harles de Tolnay

を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
一
八
年
に
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
国
立
高
等
学
院
を
卒
業
。
ブ
ダ
ペ
ス
ト
で
は
、

一
九
一
八
年
に
Ｇ
・
ル
カ
ー
チ
ら
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
知
識
人
グ
ル
ー
プ
「
日
曜

サ
ー
ク
ル
」（Sonntagskreis

）
に
加
わ
り
、
ル
カ
ー
チ
を
は
じ
め
ア
ー
ノ
ル
ド
・

ハ
ウ
ザ
ー
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ア
ン
タ
ル
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ヴ
ィ
ル
デ
と
い
っ
た

二
十
世
紀
前
半
の
美
学
、
芸
術
社
会
学
、
美
術
史
の
分
野
で
重
要
な
役
割
を
演
じ
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シャルル・ド・トルナイの批評の方法

る
こ
と
に
な
る
若
い
学
徒
た
ち
（
多
く
は
ユ
ダ
ヤ
系
）
と
交
わ
っ
た
。

そ
の
後
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
Ａ
・
ゴ
ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
も
と
で
美
術
史
の
研

究
を
開
始
し
、
つ
い
で
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
で
学
ぶ
。
さ
ら
に
ウ
ィ
ー
ン
大
学

に
移
り
、
ウ
ィ
ー
ン
学
派
の
泰
斗
ユ
リ
ウ
ス
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ロ
ッ
サ
ー
の
も
と

で
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
・
ボ
ッ
ス
に
つ
い
て
の
博
士
論
文
（
一
九
二
五
年
）
を
仕
上
げ

た
。
ウ
ィ
ー
ン
で
は
シ
ュ
ロ
ッ
サ
ー
の
前
任
者
で
「
精
神
史
と
し
て
の
美
術
史
」

の
理
念
と
方
法
を
主
導
す
る
マ
ッ
ク
ス
・
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
ク
か
ら
も
深
い
影
響

を
受
け
た
。

そ
の
後
、
ド
・
ト
ル
ナ
イ
は
ロ
ー
マ
に
滞
在
し
、
後
に
最
大
の
ラ
イ
フ
・
ワ
ー

ク
と
な
る
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
に
つ
い
て
の
研
究
に
着
手
。
一
九
二
八
年
に
は
ハ
ン

ブ
ル
ク
大
学
の
私
講
師
と
な
り
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
晩
年
の
建
築
に
関
す
る
教

授
資
格
論
文
を
完
成
し
、
出
版
し
た
（D

ie späten architektonischen Projekte 

M
ichelangelos, H

am
burg, 1929

）。
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
で
は
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
パ

ノ
フ
ス
キ
ー
と
知
り
合
い
、
二
人
の
親
密
な
関
係
は
の
ち
の
ア
メ
リ
カ
時
代
ま
で

続
い
た
。

一
九
三
〇
年
、
イ
タ
リ
ア
人
女
性
リ
ー
ナ
・
ア
ー
ダ
・
ク
ラ
ラ
・
バ
ル
ト
リ
ッ

チ
と
結
婚
。
ヘ
ル
ツ
ィ
ア
ー
ナ
図
書
館
よ
り
研
究
助
成
を
受
け
て
ロ
ー
マ
で
研
究

を
続
け
る
。
し
か
し
ナ
チ
ス
の
台
頭
に
と
も
な
い
、
そ
の
政
策
に
反
対
し
て
い
た

ド
・
ト
ル
ナ
イ
は
、（
彼
自
身
は
ユ
ダ
ヤ
人
で
は
な
か
っ
た
が
）
一
九
三
三
年
の

ユ
ダ
ヤ
人
公
職
追
放
を
機
に
ド
イ
ツ
を
去
る
決
意
を
か
た
め
、
一
九
三
三
年
パ
リ

に
亡
命
。
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
の
美
術
・
考
古
学
研
究
所
の
非
常
勤
講
師
と
な
り
、

十
五
～
十
六
世
紀
の
フ
ラ
ン
ド
ル
絵
画
の
三
巨
匠
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
、
ボ
ッ
ス
、

フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
兄
弟
に
関
す
る
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
次
々
に
フ
ラ
ン
ス
語
で
出
版

し
た
（Pierre B

ruegel l’ancien, 2vols, B
russels, 1935; H

ieronym
us B

osch, 

B
asel, 1937; Le M

aître de Flém
alle et les frères Van E

yck, B
russels, 1939

）。

一
九
三
九
年
、
彼
は
、
既
に
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
し
て
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
高

等
学
術
研
究
所
（Institute for A

dvanced Study, Princeton, N
J

）
の
教
授
と

な
っ
て
い
た
旧
知
の
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
推
薦
を
得
て
、
同
研
究
所
の
研
究
員
と

な
り
、
第
二
次
大
戦
後
の
一
九
六
五
年
ま
で
四
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
で
研
究
生
活
を
お
く
る
こ
と
に
な
る
。
プ
リ
ン
ス
ト
ン
の
研
究
所
時
代

（
一
九
四
八
年
ま
で
）
に
着
手
し
、
ド
・
ト
ル
ナ
イ
が
そ
の
後
ほ
ぼ
二
十
年
を
か

け
て
全
精
力
を
傾
注
し
て
完
成
し
た
の
が
、
二
十
世
紀
に
お
け
る
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ

ロ
研
究
の
金
字
塔
と
さ
れ
る
『
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
』
全
五
巻
で
あ
る
（M

ichelan-

gelo, 5vols, Princeton : Princeton U
niversity Press; T

he Youth of M
ichel-

angelo, 1943 (vol.1); T
he Sistine C

hapel, 1945 (vol.2); T
he M

edici C
hapel, 

1948 (vol.3); T
he T

om
b of Julius II, 1954 (vol.4); T

he Final Period: Last 

Judgem
ent, Frescoes of the Pauline C

hapel, Last Pietas, 1960 (vol.5)

）。

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
研
究
所
に
九
年
間
在
籍
し
た
あ
と
、
ド
・
ト
ル
ナ

イ
は
、
グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
財
団
お
よ
び
ボ
ー
リ
ン
ゲ
ン
財
団
の
特
別
研
究
員

（
一
九
四
八
～
四
九
年
、
一
九
四
九
～
五
三
年
）
を
経
て
、
一
九
五
三
年
に
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
美
術
史
教
授
に
就
任
。
こ
の
間
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
市
民
権
も
得

た
。コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
を
退
職
し
た
一
九
六
五
年
、
彼
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
カ
ー

サ
・
ブ
オ
ナ
ロ
ー
テ
ィ
美
術
館
に
館
長
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
晩
年
の
十
六
年
間
を

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
。
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
・
ブ
オ
ナ
ロ
ー

テ
ィ
の
子
孫
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
、
こ
の
巨
匠
の
初
期
の
作
品
や
多
く
の
素
描
、

史
料
を
保
管
す
る
カ
ー
サ
・
ブ
オ
ナ
ロ
ー
テ
ィ
の
館
長
時
代
に
は
、
一
九
六
六
年

の
ア
ル
ノ
川
の
大
洪
水
で
被
災
し
た
美
術
品
の
修
復
作
業
や
同
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
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ン
の
再
整
理
に
尽
力
し
（Il riordinam

ento delle collezioni della C
asa B

uon-

arroti, R
om

a, 1969

）、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
に
関
連
す
る
い
く
つ
も
の
展
覧
会
を

企
画
し
た
。
一
九
七
一
年
、
画
家
・
文
筆
家
ア
ン
ナ
＝

マ
リ
ー
・
レ
ッ
プ
ス
と
再

婚
。
そ
し
て
研
究
生
活
を
し
め
く
く
る
最
後
の
仕
事
と
し
て
、
一
九
七
五
年
か
ら

六
年
間
を
か
け
て
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
全
素
描
作
品
を
集
成
し
た
カ
タ
ロ
グ
・

レ
ゾ
ン
ネ
全
四
巻
を
イ
タ
リ
ア
語
で
執
筆
し
、
大
型
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
版
画
集
と

し
て
国
際
出
版
す
る
の
で
あ
る
（C

orpus dei disegni di M
ichelangelo, 4vols, 

N
ovara, 1975-1981

）。

最
後
の
著
作
が
完
成
し
た
一
九
八
一
年
一
月
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
お
い
て

八
十
二
歳
で
死
去
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
か
ら
名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
ら
れ
た
。

シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ト
ル
ナ
イ
の
名
は
、
日
本
で
は
西
洋
美
術
史
の
研
究
者
の
あ

い
だ
で
ボ
ッ
ス
や
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
重
要
な
モ
ノ
グ
ラ
フ
の
著
者
と
し
て
、
ま

た
、
何
よ
り
も
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
巨
匠
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
最
大
の
モ

ノ
グ
ラ
フ
五
巻
本
の
著
者
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
邦
訳
も
、
前
述
の
豪
華

本
『
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
素
描
全
集
』
日
本
語
版
を
は
じ
め
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
に

関
す
る
基
本
文
献
の
い
く
つ
か
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　

 『
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ　

芸
術
と
思
想
』
上
平
貢
訳
、
人
文
書
院
、
一
九
八
二
年

（W
erk und W

eltbild des M
ichelangelo, Zürich, 1949

）

　

 『
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ　

彫
刻
家
・
画
家
・
建
築
家
』
田
中
英
道
訳
、
岩
波
書

店
、
一
九
七
八
年
（M

ichelangelo: Sculptor, Painter, A
rchitect, Princeton, 

1975

）

　

 『
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
素
描
全
集
』
全
四
巻
、
摩
寿
意
善
郎
・
吉
川
逸
治
日
本
語

版
監
修
／
佐
々
木
英
也
・
高
階
秀
爾
・
若
桑
み
ど
り
日
本
語
版
編
集
、講
談
社
、

一
九
七
六
―
一
九
八
一
年

ま
た
、
筆
者
が
本
『
五
浦
論
叢
』（
第
一
六
号
～
第
二
二
号
）
に
、
七
年
間
に

わ
た
っ
て
共
訳
・
掲
載
し
て
き
た
ド
・
ト
ル
ナ
イ
の
著
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る

素
描
の
歴
史
と
技
法
」
が
現
在
、
刊
行
準
備
中
で
あ
る
。

　

 『
西
洋
素
描
の
歴
史
と
技
法
』
森
田
義
之
・
上
月
裕
子
訳
、
三
好
企
画
（H

is-

tory and Technique of O
ld M

aster D
raw

ings : A
 H

andbook, N
ew

 York, 

1943

）

付
言
す
れ
ば
、
ド
・
ト
ル
ナ
イ
の
研
究
業
績
に
は
、
そ
の
一
部
を
挙
げ
た
に
す

ぎ
な
い
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
と
フ
ラ
ン
ド
ル
美
術
に
関
す
る
多
数
の
論
文
の
他
に

も
、
ル
ネ
サ
ン
ス
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
史
の
鍵
を
な
す
重
要

な
巨
匠
に
関
す
る
英
、
独
、
仏
、
伊
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
に
よ
る
数
多
く
の
論
文
が

あ
る
（
マ
ザ
ッ
チ
ョ
、
ド
ナ
テ
ッ
ロ
、
ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
、

フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
リ
ッ
ピ
、
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
、
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
、
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
、
ポ
ン
ト
ル
モ
、
ベ
ラ
ス
ケ
ス
、
プ
ッ
サ
ン
、

ヴ
ァ
ト
ー
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
、
セ
ザ
ン
ヌ
等
）。
そ
れ
を
見
る
と
、
彼
の
美
術
史
的

関
心
の
驚
く
べ
き
幅
広
さ
と
多
面
性
が
、
そ
し
て

―
近
刊
予
定
の
『
西
洋
素
描

の
歴
史
と
技
法
』
に
も
顕
著
に
見
ら
れ
る

―
汎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
視
座
で
美
術

の
歴
史
を
捉
え
よ
う
と
す
る
強
い
普
遍
へ
の
志
向
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
本
論
の
著
者
（
講
演
者
）
ロ
ベ
ル
ト
・
サ
ル
ヴ
ィ
ー
ニ
に
つ
い
て
紹
介

し
よ
う
。

ロ
ベ
ル
ト
・
サ
ル
ヴ
ィ
ー
ニ
（
一
九
一
二
―

一
九
八
五
年
）
は
、
ド
・
ト
ル
ナ
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イ
よ
り
十
三
歳
年
下
だ
が
、
大
戦
前
に
ド
イ
ツ
語
圏
で
学
問
的
形
成
を
経
験
し
た

点
で
共
通
性
を
も
つ
、
二
十
世
紀
後
半
の
イ
タ
リ
ア
を
代
表
す
る
美
術
史
家
の
一

人
で
あ
る
。

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
生
ま
れ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
学
で
中
世
・
ル
ネ
サ
ン
ス
美
術

史
の
大
家
マ
リ
オ
・
サ
ル
ミ
（
一
八
八
九
―
一
九
八
〇
年
）
の
下
で
学
ん
だ
後
、

一
九
三
〇
年
代
初
め
に
ベ
ル
リ
ン
と
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
留
学
し
、
ベ
ル
リ
ン
で
は
ア

ル
バ
ー
ト
・
ブ
リ
ン
ク
マ
ン
（
一
八
八
一
―
一
九
五
八
年
）
に
師
事
。
同
じ
ド
イ

ツ
時
代
に
は
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
や
彫
刻
家
・
理
論
家
の
ア
ド
ル
フ
・

フ
ォ
ン
・
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ト
の
フ
ォ
ー
マ
リ
ズ
ム
美
学
な
い
し
「
純
粋
視
覚
性
」

の
理
論
に
影
響
を
受
け
て
、
独
自
の
「
造
形
的
言
語
（lingua figurativa

）」
の

概
念
に
よ
る
作
品
分
析
へ
の
関
心
を
深
め
た
。

イ
タ
リ
ア
に
帰
国
後
、
一
九
三
九
年
か
ら
約
十
二
年
に
わ
た
っ
て
、
美ソ

プ術
文リ

ン化

財テ
ン
デ
ン
テ

監
督
官
と
し
て
ト
レ
ン
ト
、
パ
レ
ル
モ
、
モ
デ
ナ
、
レ
ッ
ジ
ョ
・
エ
ミ
リ
ア
の

各
地
で
文
化
財
行
政
に
関
わ
り
な
が
ら
、
管
轄
地
域
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
彫
刻
の
研
究

を
深
め
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
戻
っ
て
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
の
館
長
に
就
任
し
た

（
一
九
五
〇

︲

一
九
五
六
年
）。
そ
し
て
一
九
五
七
年
よ
り
約
三
十
年
に
わ
た
っ
て

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
学
文
学
哲
学
部
美
術
史
学
科
で
教
鞭
を
と
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。

サ
ル
ヴ
ィ
ー
ニ
の
研
究
対
象
は
、
イ
タ
リ
ア
人
学
者
と
し
て
は
例
外
的
と
い
え

る
ほ
ど
幅
広
く
、
時
代
的
に
は
ロ
マ
ネ
ス
ク
、
ゴ
シ
ッ
ク
美
術
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス

美
術
、
近
現
代
の
美
術
批
評
ま
で
、
地
域
的
に
は
地
元
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
美
術
を

中
心
に
、
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
地
方
や
シ
チ
リ
ア
の
美
術
か
ら
フ
ラ
ン
ド
ル
と
ド
イ

ツ
の
美
術
ま
で
、
非
常
に
広
範
囲
に
お
よ
ぶ
。

サ
ル
ヴ
ィ
ー
ニ
の
名
を
ま
ず
高
か
ら
し
め
た
の
は
、
先
達
ピ
エ
ト
ロ
・
ト
エ
ス

カ
（
一
八
七
七

︲
一
九
六
二
年
）
や
師
マ
リ
オ
・
サ
ル
ミ
の
中
世
美
術
研
究
を
引

き
継
い
だ
イ
タ
リ
ア
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
彫
刻
の
一
連
の
著
作
で
あ
る
。
こ
の
主
題
系

列
に
はW

ilgelm
o e le origini della scultura rom

anica (1956), La scultura 

rom
anica in E

uropa (1956), Il chiostro di M
onreale e la scultura rom

an-

ica in Scilia (1962), Il D
uom

o di M
odena (1966)

な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の

著
作
と
関
連
す
る
諸
論
文
は
、
没
後
に
二
巻
本M

edioevo nordico e M
edioevo 

m
editerraneo. R

accolti di scritti(1934-1985), 2vols. 1987.

と
し
て
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
。

二
番
目
の
主
題
の
系
列
は
地
元
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
美
術
に
関
す
る
も
の
で
、

処
女
作L’arte di A

gnolo G
addi

（1936

）
に
始
ま
り
、
ジ
ョ
ッ
ト
研
究
の
基

本
文
献
と
さ
れ
るG

iotto: B
ibliografia

（1938:

増
補
改
訂
版1973

）、
ジ
ョ
ッ

ト
と
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
の
最
初
の
カ
タ
ロ
グ
・
レ
ゾ
ン
ネ
（T

utta la pittura di 

G
iotto, 1952;  T

utta la pittura del B
otticelli, 1958

）、
そ
し
て
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ

ロ
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
（T

he H
idden M

ichelangelo, 1978

）

他
が
あ
る
。

三
番
目
の
主
題
系
列
で
は
、
フ
ラ
ン
ド
ル
絵
画
と
ド
イ
ツ
絵
画
に
関
す
る
も
の

（La pittura fiam
m

inga, 1958; La pittura tedesca, 1959; B
anchieri fioren-

tini e pittori di Fiandra, 1984

）
が
、
そ
し
て
四
番
目
の
主
題
と
し
て
は
近
現

代
美
術
と
そ
の
批
評
に
関
す
る
も
の
（La guida all’arte m

oderna, 1949; La 

critica d’arte m
oderna: la pura visibilità,1949

）
が
あ
る
。

サ
ル
ヴ
ィ
ー
ニ
の
こ
う
し
た
美
術
史
家
と
し
て
の
関
心
の
幅
広
さ
と
汎
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
的
な
歴
史
的
視
座
は
、
そ
の
著
作
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
、
ま
た
最
晩
年
に

彼
に
献
呈
さ
れ
た
記
念
論
文
集Scritti di Storia dell’arte in onore di R

oberto 

Salvini

（1984

）
に
見
ら
れ
る
国
際
的
な
執
筆
陣
に
よ
る
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
ゆ
た
か
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な
諸
論
文
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

晩
年
の
サ
ル
ヴ
ィ
ー
ニ
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
学
の
美
術
史
学
科
正
教
授
と
し

て
、
ま
た
イ
タ
リ
ア
の
美
術
史
学
界
の
重
鎮
と
し
て
多
く
の
若
手
研
究
者
を
育
て

る
と
と
も
に
、
ド
・
ト
ル
ナ
イ
を
は
じ
め
外
国
人
学
者
と
の
国
際
的
な
人
脈
を
育

み
、
ド
・
ト
ル
ナ
イ
の
没
後
の
一
九
八
五
年
に
、
七
十
三
歳
で
死
去
し
た
。

日
本
と
の
関
わ
り
で
は
一
九
八
〇
年
十
一
月
、
東
京
の
国
立
西
洋
美
術
館
で

開
催
さ
れ
た
『
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
美
術
展
』
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
た
め
に
初
来
日
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
冒
頭
で
「
二
〇
世
紀
の

歴
史
研
究
に
お
け
る
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
文
化
と
美
術
」（La cultura e l ’arte del 

R
inascim

ento nella storiografia del secolo X
X

）
と
題
す
る
明
快
で
密
度
の

高
い
総
括
的
な
発
表
を
行
っ
た
こ
と
が
記
憶
に
残
る
（『
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
美
術
と

そ
の
世
界
像　

日
伊
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
』
東
京
新
聞
、
一
九
八
二
年
）。

付
言
す
る
と
、
ご
く
近
年
、
サ
ル
ヴ
ィ
ー
ニ
の
美
術
史
研
究
の
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
さ
と
多
面
性
に
た
い
し
て
地
元
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
に
わ
か
に
再
評
価
の
気
運

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
没
後
三
十
三
年
を
へ
て
、
二
〇
一
八

年
五
月
に
ア
ッ
カ
デ
ミ
ア
・
デ
ル
・
デ
ィ
セ
ー
ニ
ョ
の
主
催
で
開
か
れ
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
ロ
ベ
ル
ト
・
サ
ル
ヴ
ィ
ー
ニ
（
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
一
九
一
二
―
一
九
八
五
）。

美
術
史
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」（R

oberto Salvini (Firenze 1912
―

1985): La Storia dell’arte, Firenze, l’E
uropa

）
の
こ
と
で
あ
る
。
内
容
の
詳

細
に
つ
い
て
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
が
出
版
さ
れ
る
の
を
待
つ
ほ
か
な
い
が
、

そ
の
背
景
に
は
、
同
じ
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
お
け
る
美
術
史
研
究
で
も
サ
ル
ヴ
ィ
ー

ニ
の
一
世
代
上
の
モ
ダ
ニ
ス
ト
、
ロ
ベ
ル
ト
・
ロ
ン
ギ
（
一
八
九
〇
―
一
九
七
〇

年
）
と
そ
の
学
派
の
研
究
姿
勢
に
み
ら
れ
る
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
（
絵
画
）
中
心
主
義

や
文
化
的
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
、
鋭
利
だ
が
排
他
的
で
微
視
的
な
フ
ォ
ー
マ
リ
ズ
ム
批

評
へ
の
あ
る
種
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
存
在
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
今
後
の
議
論
の

展
開
に
関
心
が
も
た
れ
る
。

さ
て
、
本
論
は
、
以
上
に
見
て
き
た
よ
う
な
世
界
的
な
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
学
者

で
あ
り
フ
ラ
ン
ド
ル
絵
画
の
研
究
者
で
あ
る
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ト
ル
ナ
イ
の
批
評

の
方
法
を
、
晩
年
に
お
い
て
親
し
い
友
人
と
な
っ
た
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
美
術
史
学
界

の
重
鎮
ロ
ベ
ル
ト
・
サ
ル
ヴ
ィ
ー
ニ
が
敬
意
と
愛
情
を
も
っ
て
回
顧
し
な
が
ら
分

析
し
、
語
る
と
い
う
も
の
だ
が
、
そ
の
密
度
の
高
い
内
容
を
整
理
し
た
り
反
復
す

る
愚
は
避
け
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ド
・
ト
ル
ナ
イ
は
、
す
で
に
三
十
代
で
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
を
し
て
「
同
時
代
で

も
っ
と
も
輝
か
し
い
才
気
に
と
ん
だ
美
術
史
家
の
ひ
と
り
」
と
言
わ
し
め
、「
構

築
的
な
学
問
的
想
像
力
と
徹
底
し
た
作
品
鑑
賞
の
稀
に
み
る
結
合
に
秀
で
て
い

る
」
と
評
さ
れ
た
。
プ
リ
ン
ス
ト
ン
研
究
所
時
代
の
そ
の
驚
く
べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
研
究
ぶ
り
を
近
く
で
見
て
い
た
ペ
ト
ラ
ル
カ
研
究
の
大
家
ア
ー
ネ
ス
ト
・

Ｈ
・
ウ
ィ
ル
キ
ン
ス
は
「
高
等
学
術
研
究
所
に
居
を
構
え
て
い
た
多
く
の
専
門
家

の
う
ち
、
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ト
ル
ナ
イ
ほ
ど
に
疲
れ
を
知
ら
な
い
研
究
者
は
誰
も

い
な
い
」
と
回
想
し
、
社
会
学
者
ア
ー
ネ
ス
ト
・
マ
ン
ハ
イ
ム
は
、
ド
・
ト
ル
ナ

イ
の
研
究
を
「
美
術
史
と
美
術
分
析
と
社
会
学
的
研
究
を
結
び
つ
け
よ
う
と
し
て

い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

ド
・
ト
ル
ナ
イ
の
作
品
理
解
の
恐
る
べ
き
深
さ
と
洞
察
力
、
巨
視
的
観
察
と
微

視
的
観
察
の
結
合
、
図
像
学
的
な
博
識
と
文
献
博
捜
の
徹
底
性
、
芸
術
的
認
識
と

歴
史
的
認
識
の
総
合
、
等
々
は
、
実
際
に
、
精
密
な
図
版
を
目
の
前
に
お
き
な
が

ら
、
ド
・
ト
ル
ナ
イ
の
テ
ク
ス
ト
を
執
拗
に
読
み
込
む
以
外
に
実
感
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
だ
ろ
う
。
美
術
史
家
ド
・
ト
ル
ナ
イ
の
論
評
者
と
し
て
こ
れ
以
上
適
任
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の
人
は
い
な
い
と
言
え
る
サ
ル
ヴ
ィ
ー
ニ
の
こ
の
優
れ
た
論
考
も
、
そ
の
ひ
と
つ

の
助
け
に
し
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
私
事
に
な
る
が
、
ド
・
ト
ル
ナ
イ
教
授
と
サ
ル
ヴ
ィ
ー
ニ
教
授
に
関

す
る
個
人
的
な
思
い
出
を
記
し
て
お
き
た
い
。

ド
・
ト
ル
ナ
イ
先
生
に
お
会
い
し
た
の
は
、
イ
タ
リ
ア
政
府
給
費
留
学
生
と
し

て
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
学
の
学
生
と
な
っ
た
一
九
七
六
年
冬
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
当

時
、
ド
・
ト
ル
ナ
イ
の
最
後
の
大
作
『
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
素
描
全
集
』
の
分
担

訳
者
の
ひ
と
り
と
し
て
翻
訳
に
関
わ
っ
て
い
た
私
は
、
出
版
元
の
講
談
社
の
依
頼

で
、
第
三
巻
と
第
四
巻
の
出
版
が
と
ど
こ
お
っ
て
い
た
事
情
を
著
者
の
ド
・
ト
ル

ナ
イ
先
生
に
う
か
が
い
、
出
版
社
に
知
ら
せ
る
役
目
を
言
付
か
っ
て
い
た
。

カ
ー
サ
・
ブ
オ
ナ
ロ
ー
テ
ィ
の
館
長
室
で
一
時
間
ほ
ど
会
っ
て
く
だ
さ
っ
た

ド
・
ト
ル
ナ
イ
先
生
の
風
貌
は
、
ど
こ
か
で
予
想
し
て
い
た
よ
う
な
「
ヴ
ェ
ニ
ス

の
商
人
」
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
よ
う
に
思
え
た
。
実
際
に
は
ユ
ダ
ヤ
人
で
は
な
く
、
私

も
ユ
ダ
ヤ
人
が
ど
う
い
う
人
種
な
の
か
皆
目
識
ら
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

で
あ
る
。
そ
の
油
断
な
く
相
手
を
観
察
す
る
よ
う
な
様
子
や
狷
介
な
表
情
が
そ
う

い
う
印
象
を
強
く
し
た
の
だ
っ
た
。

用
件
を
伝
え
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
素
描
を
何
点
か
見
せ
て
い
た
だ
け
な
い
か

と
お
願
い
す
る
と
、
慎
重
な
様
子
で
許
可
し
て
く
れ
た
が
、
見
る
前
に
石
鹸
で
手

を
洗
う
よ
う
に
と
指
示
し
、「
自
分
は
こ
う
い
う
こ
と
に
は
と
て
も
細
心
で
慎
重

（scrupolo

）」
で
し
て
ね
⋮
⋮
」
と
独
り
言
の
よ
う
に
つ
ぶ
や
い
た
。

当
た
り
前
の
作
法
を
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
恐
縮
し
な
が
ら
、
自
分
が
翻
訳

を
担
当
し
た
初
期
の
作
品
―
―
ど
の
素
描
だ
っ
た
か
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
が
―
―

を
二
、
三
点
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
学
で

顔
を
知
っ
て
い
た
パ
オ
ラ
・
ス
ク
エ
ラ
ー
テ
ィ
嬢
が
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
作
品

の
出
し
入
れ
を
手
伝
っ
て
い
た
。

も
う
一
つ
、
そ
の
場
で
私
は
、
ド
・
ト
ル
ナ
イ
先
生
の
名
著
『
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ

ロ
の
芸
術
と
思
想
』
を
ぜ
ひ
翻
訳
し
た
い
の
で
す
が
、
と
申
し
出
た
。
先
生
は
す

ぐ
に
快
諾
し
て
く
れ
た
が
、
ド
イ
ツ
語
版
で
は
な
く
、
英
語
版
（T

he A
rt and 

T
hought of M

ichelangelo, N
ew

 York, 1964

）
か
ら
訳
す
よ
う
に
と
指
示
さ
れ

た
。
私
は
、
舞
い
上
が
る
よ
う
な
興
奮
と
感
激
を
押
し
こ
ろ
し
て
、
館
長
室
を
辞

し
た
の
を
覚
え
て
い
る
（
し
か
し
、
こ
の
翻
訳
の
話
は
、
お
そ
ら
く
著
者
の
許
可

を
得
な
い
ま
ま
、
著
者
の
死
去
後
の
一
九
八
二
年
に
京
都
の
出
版
社
か
ら
刊
行
さ

れ
、
潰
れ
て
し
ま
っ
た
）。

サ
ル
ヴ
ィ
ー
ニ
教
授
と
初
め
て
お
会
い
し
た
の
も
同
じ
頃
で
あ
る
。
先
生

は
、
私
が
留
学
先
と
し
て
公
式
に
申
請
し
て
い
た
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
学
文
学
哲

学
部
美
術
史
学
科
（U

niversità degli studi di Firenze, Facoltà di Lettere e 

Filosofia, Istituto di Storia dell ’arte

）
の
正
教
授
で
あ
っ
た
。
私
は
、
東
京
芸

大
の
助
手
を
辞
し
て
留
学
生
に
な
っ
た
の
で
、
学
部
生
で
は
な
く
専
攻
科
に
登
録

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
一
応
、
面
接
試
験
が
あ
り
、
そ
の
担
当
者
が
、
サ

ル
ヴ
ィ
ー
ニ
先
生
の
弟
子
で
い
か
に
も
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
人
ら
し
く
取
り
す
ま
し
た

ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
・
エ
ル
コ
リ
氏
だ
っ
た
。

サ
ル
ヴ
ィ
ー
ニ
先
生
は
、
長
身
白
髪
で
、
貴
族
的
風
貌
の
上
品
な
紳
士
で
、
外

国
人
留
学
生
に
は
誰
に
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
明
朗
寛
大
な
様
子
で
迎

え
て
く
だ
さ
っ
た
。
私
は
、
自
分
が
研
究
し
て
き
た
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ベ
ッ
リ
ー

ニ
の
「︽
ペ
ー
ザ
ロ
祭
壇
画
︾
成
立
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
の
論
文
を
見
せ
て
説
明

し
、
そ
れ
を
イ
タ
リ
ア
語
に
翻
訳
し
て
発
表
し
た
い
と
伝
え
た
。
こ
の
年
の
サ
ル

ヴ
ィ
ー
ニ
先
生
の
講
義
題
目
は
サ
ン
ド
ロ
・
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
リ
で
、
先
生
自
身
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が
そ
の
カ
タ
ロ
グ
・
レ
ゾ
ン
ネ
を
出
版
し
て
い
た
画
家
で
あ
る
。
講
義
は
、
よ
く

通
る
高
い
声
に
よ
る
雄
弁
調
の
格
調
の
高
い
も
の
だ
っ
た
が
、
そ
の
内
容
は
よ
く

覚
え
て
い
な
い
。
帰
国
し
て
か
ら
、
こ
の
画
家
の
画
集
を
編
集
し
た
り
、
Ｒ
・
ラ

イ
ト
ボ
ー
ン
の
大
著
の
翻
訳
を
出
す
こ
と
に
な
る
と
は
、
そ
の
時
は
想
像
も
し
な

か
っ
た
。
講
義
を
聴
い
た
あ
と
で
、
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
リ
の
作
品
を
改
め
て
市
内

の
オ
ニ
サ
ン
テ
ィ
聖
堂
や
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
に
訪
ね
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
来
た

実
感
を
深
々
と
味
わ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
お
会
い
し
た
二
人
の
卓
越
し
た
美
術
史
家
の
風
貌
は
私
の
頭

と
心
に
深
く
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
今
回
サ
ル
ヴ
ィ
ー
ニ
先
生
の
ド
・
ト
ル
ナ
イ
論

を
小
林
も
り
子
さ
ん
の
協
力
を
得
て
翻
訳
し
、
日
本
の
読
者
に
提
供
で
き
る
こ
と

は
思
い
も
か
け
な
い
幸
運
な
め
ぐ
り
合
わ
せ
と
い
う
ほ
か
な
い
。
ま
た
、
近
々

ド
・
ト
ル
ナ
イ
教
授
の
名
著
『
西
洋
素
描
の
歴
史
と
技
法
』
の
翻
訳
を
上
梓
で
き

る
こ
と
も
、美
術
史
に
関
わ
る
人
間
と
し
て
こ
の
う
え
な
い
幸
せ
と
感
じ
て
い
る
。

︹
二
〇
一
九
年
六
月
十
五
日
、
森
田
記
︺

︹
も
り
た　

よ
し
ゆ
き
／
客
員
所
員
・
愛
知
県
立
芸
術
大
学
名
誉
教
授
︺

︹
こ
ば
や
し　

も
り
こ
／
在
イ
タ
リ
ア
・
美
術
史
研
究
者
︺　　
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i

【
茨
城
大
学
五
浦
美
術
文
化
研
究
所
規
程
】

（
平
成
二
七
年
三
月
三
一
日
規
程
第
一
三
四
号
）

改
正　
　

平
成
二
二
年
四
月
一
日
制
定
第
三
八
号　
　

平
成
二
三
年
九
月
二
一
日
規
則
第
六
三
号　

平
成
二
四
年
九
月
二
〇
日
規
則
第
六
六
号　

平
成
二
七
年
三
月
二
六
日
規
則
第
三
一
号　

平
成
二
七
年
三
月
三
一
日
規
則
第
五
五
号　

平
成
二
七
年
八
月
三
一
日
規
程
第
一
七
五
号

平
成
二
九
年
三
月
二
八
日
規
則
第
八
号　
　

平
成
三
一
年
三
月
一
三
日
規
程
第
二
三
号　

令
和
元
年
七
月
二
日
規
則
第
八
号　
　
　
　

（
趣
旨
）

第
一
条　

こ
の
規
程
は
、
国
立
大
学
法
人
茨
城
大
学
組
織
規
則
（
平
成
一
六
年
規
則
第
一

号
）
第
二
六
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
茨
城
大
学
五
浦
美
術
文
化
研
究
所（
以
下「
研

究
所
」
と
い
う
。）
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

（
目
的
）

第
二
条　

研
究
所
は
、
思
想
、
歴
史
、
美
術
批
評
、
文
学
、
文
化
財
行
政
等
に
優
れ
た
業
績

を
残
し
た
国
際
的
知
識
人
で
あ
る
岡
倉
天
心
に
関
す
る
調
査
・
研
究
及
び
諸
領
域
に
関
す

る
研
究
を
広
く
行
う
と
と
も
に
、
天
心
の
遺
蹟
・
遺
品
の
維
持
保
存
に
努
め
、
地
域
の
歴

史
・
文
化
と
教
育
の
向
上
に
貢
献
す
る
学
術
的
調
査
・
研
究
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
重
要
事
項
の
審
議
）

第
三
条　

研
究
所
の
管
理
及
び
運
営
の
基
本
方
針
等
に
関
す
る
重
要
事
項
の
審
議
は
、
茨
城

大
学
学
術
振
興
局
管
理
委
員
会
（
以
下
「
管
理
委
員
会
」
と
い
う
。）
に
お
い
て
行
う
。

（
事
業
）

第
四
条　

研
究
所
は
、
第
二
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
。

（
一
）　

調
査
・
研
究
及
び
出
版

（
二
）　

施
設
の
維
持
・
保
存
及
び
各
種
資
料
の
収
集
・
保
管

（
三
）　

教
育
・
地
域
貢
献
に
対
す
る
協
力

（
四
）　

講
演
会
、
展
示
会
等
の
開
催

（
五
）　

そ
の
他
目
的
達
成
に
必
要
な
事
項

（
職
員
）

第
五
条　

研
究
所
に
、
次
の
職
員
を
置
く
。

（
一
）　

所　

長　
　

一
人

（
二
）　

副
所
長　
　

一
人

（
三
）　

所　

員　
　

二
〇
人
程
度

二　

前
項
の
ほ
か
、
事
務
職
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
所
長
）

第
六
条　

所
長
は
、
所
務
を
統
轄
し
研
究
所
を
代
表
す
る
。

（
副
所
長
）

第
六
条
の
二　

副
所
長
は
、
所
長
を
補
佐
す
る
と
と
も
に
、
所
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、

そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。

二　

副
所
長
の
任
期
は
、
二
年
以
内
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。
た
だ
し
、
欠
員
に
よ
り
補

充
さ
れ
た
者
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

（
所
員
）

第
六
条
の
三　

所
員
は
、
所
務
に
従
事
す
る
。

二　

所
員
の
任
期
は
、
二
年
以
内
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。
た
だ
し
、
欠
員
に
よ
り
補
充

さ
れ
た
者
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

（
所
長
の
任
命
）

第
六
条
の
四　

所
長
の
任
命
に
つ
い
て
は
、
図
書
館
及
び
全
学
共
同
利
用
施
設
長
の
任
命
に

関
す
る
取
扱
い
に
つ
い
て
（
平
成
三
一
年
一
月
二
一
日
学
長
決
定
）
に
定
め
る
。

（
副
所
長
の
任
命
）

第
六
条
の
五　

副
所
長
は
、
所
長
が
指
名
し
、
学
長
が
任
命
す
る
。

（
所
員
の
任
命
）
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第
六
条
の
六　

所
員
は
、
茨
城
大
学
の
教
員
の
う
ち
か
ら
第
九
条
に
定
め
る
運
営
委
員
会
の

審
議
を
経
て
、
所
長
が
任
命
す
る
。

（
事
務
職
員
）

第
六
条
の
七　

事
務
職
員
は
、
建
物
の
維
持
管
理
等
の
事
務
を
処
理
す
る
。

（
顧
問
）

第
七
条　

研
究
所
が
実
施
す
る
調
査
・
研
究
に
対
す
る
協
力
を
得
る
た
め
、
並
び
に
施
設
の

維
持
・
保
存
及
び
各
種
資
料
の
収
集
・
保
管
に
つ
い
て
の
必
要
な
意
見
を
聴
く
た
め
、
研

究
所
に
顧
問
若
干
人
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

二　

顧
問
は
、
第
九
条
に
定
め
る
運
営
委
員
会
の
審
議
を
経
て
、
所
長
が
委
嘱
す
る
。

三　

顧
問
の
任
期
は
、
所
長
が
そ
の
都
度
定
め
る
。

（
客
員
所
員
）

第
八
条　

研
究
所
に
、
所
員
と
の
共
同
研
究
・
地
域
社
会
と
の
協
力
を
促
進
す
る
た
め
、
客

員
所
員
を
若
干
人
置
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
他
の
研
究
機
関
等
の
研
究
者
を
も
っ

て
充
て
る
。

二　

客
員
所
員
は
、
第
一
四
条
に
定
め
る
所
員
会
議
の
審
議
を
経
て
、
学
長
が
委
嘱
す
る
。

三　

客
員
所
員
の
任
期
は
、
二
年
以
内
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

（
運
営
委
員
会
）

第
九
条　

本
学
に
、
研
究
所
の
施
設
・
設
備
の
整
備
計
画
そ
の
他
重
要
事
項
を
審
議
す
る
た

め
、
茨
城
大
学
五
浦
美
術
文
化
研
究
所
運
営
委
員
会 

（
以
下
「
運
営
委
員
会
」
と
い
う
。） 

を
置
く
。

（
運
営
委
員
会
の
審
議
事
項
）

第
一
〇
条　

運
営
委
員
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
審
議
す
る
。

（
一
）　

研
究
所
の
管
理
運
営
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

（
二
）　

所
員
の
選
出
に
関
す
る
こ
と
。

（
三
）　

研
究
所
の
予
算
に
関
す
る
こ
と
。

（
四
）　

施
設
の
維
持
・
管
理
及
び
設
備
の
整
備
計
画
に
関
す
る
こ
と
。

（
五
）　

研
究
所
の
点
検
・
評
価
に
関
す
る
こ
と
。

（
六
）　

そ
の
他
前
各
号
に
付
随
す
る
重
要
事
項

（
運
営
委
員
会
の
組
織
）

第
一
一
条　

運
営
委
員
会
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

（
一
）　

所
長

（
二
）　

副
所
長

（
三
）　

所
員
か
ら
選
出
さ
れ
た
者　

若
干
人

（
四
）　

研
究
・
社
会
連
携
部
長

（
五
）　

社
会
連
携
課
長

二　

前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
委
員
は
、
所
長
の
推
薦
に
基
づ
き
、
学
長
が
任
命
す
る
。

三　

第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
委
員
の
任
期
は
、
二
年
以
内
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。
た

だ
し
、
欠
員
に
よ
り
補
充
さ
れ
た
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

（
運
営
委
員
会
の
委
員
長
）

第
一
二
条　

運
営
委
員
会
に
委
員
長
を
置
き
、
所
長
を
も
っ
て
充
て
る
。

（
運
営
委
員
会
の
会
議
）

第
一
三
条　

委
員
長
は
、
運
営
委
員
会
を
招
集
し
、
そ
の
議
長
と
な
る
。

二　

委
員
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
委
員
長
の
指
名
す
る
委
員
が
、
そ
の
職

務
を
代
行
す
る
。

三　

運
営
委
員
会
は
、
委
員
の
三
分
の
二
以
上
の
出
席
が
な
け
れ
ば
会
議
を
開
く
こ
と
が
で

き
な
い
。

四　

議
事
は
、
出
席
委
員
の
過
半
数
を
も
っ
て
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の
決
す

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

五　

委
員
長
が
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
委
員
以
外
の
者
の
出
席
を
求
め
て
、
そ
の
意
見
を

聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
所
員
会
議
）

第
一
四
条　

研
究
所
に
、
所
員
会
議
を
置
く
。

二　

所
員
会
議
は
、
第
五
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
及
び
社
会
連
携

課
長
を
も
っ
て
組
織
す
る
。
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三　

所
員
会
議
は
、
第
二
条
に
掲
げ
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
審
議
す

る
。

四　

所
員
会
議
の
議
長
は
、
所
長
を
も
っ
て
充
て
る
。

五　

議
長
は
、
所
員
会
議
を
招
集
す
る
。

六　

議
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
副
所
長
が
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。

七　

所
員
会
議
は
、
所
員
の
三
分
の
二
以
上
の
出
席
が
な
け
れ
ば
会
議
を
開
く
こ
と
が
で
き

な
い
。

八　

議
事
は
、
出
席
所
員
の
過
半
数
を
も
っ
て
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の
決
す

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

九　

議
長
が
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
所
員
会
議
の
構
成
員
以
外
の
者
の
出
席
を
求
め
て
、

そ
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
各
委
員
会
）

第
一
五
条　

研
究
所
に
、
第
四
条
に
規
定
す
る
事
業
を
行
う
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
委
員
会

を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

二　

所
員
は
、
各
委
員
会
の
い
ず
れ
か
に
所
属
す
る
も
の
と
す
る
。

三　

各
委
員
会
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

（
事
務
等
）

第
一
六
条　

研
究
所
に
関
す
る
事
務
は
、
研
究
・
社
会
連
携
部
社
会
連
携
課
に
お
い
て
処
理

す
る
。

（
雑
則
）

第
一
七
条　

こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
研
究
所
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定

め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
昭
和
三
八
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
の
改
正
は
、
昭
和
三
九
年
六
月
二
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
昭
和
四
五
年
一
二
月
二
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
昭
和
四
七
年
六
月
一
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
昭
和
四
九
年
六
月
二
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
国
立
大
学
法
人
茨
城
大
学
設
立
に
伴
う
茨
城
大
学
学
内
規
則
等
の
整
備
に

関
す
る
規
則
（
平
成
一
六
年
規
則
第
一
九
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
一
六
年
六
月
二
四
日
）

か
ら
施
行
し
、
平
成
一
六
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
　

附　

則
（
平
成
二
二
年
四
月
一
日
制
定
第
三
八
号
）

　

こ
の
規
則
は
、
国
立
大
学
法
人
茨
城
大
学
組
織
規
則
の
改
正
及
び
事
務
組
織
改
革
に
伴
う

学
内
規
則
等
の
整
備
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
二
年
規
則
第
三
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成

二
二
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　

附　

則
（
平
成
二
三
年
九
月
二
一
日
規
則
第
六
三
号
）

一　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
三
年
九
月
二
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
改
正
後
の
第

一
〇
条
か
ら
第
一
六
条
ま
で
の
規
定
は
、
平
成
二
三
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

二　

茨
城
大
学
五
浦
美
術
文
化
研
究
所
運
営
委
員
会
規
則
は
、
廃
止
す
る
。

三　

こ
の
規
則
施
行
の
日
の
前
日
に
お
い
て
、
所
長
又
は
副
所
長
で
あ
っ
た
者
は
、
改
正
後

の
第
五
条
第
六
項
及
び
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
し
、
そ
の
任
期

は
、
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
二
四
年
三
月
三
一
日
ま
で
と
す
る
。

四　

こ
の
規
則
施
行
の
日
に
所
員
で
あ
る
者
は
、
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

改
正
前
の
任
期
を
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。

　
　
　

附　

則
（
平
成
二
四
年
九
月
二
〇
日
規
則
第
六
六
号
）

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
四
年
九
月
二
〇
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　

附　

則
（
平
成
二
七
年
三
月
二
六
日
規
則
第
三
一
号
）
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こ
の
規
則
は
、
国
立
大
学
法
人
茨
城
大
学
に
お
け
る
学
校
教
育
法
及
び
国
立
大
学
法
人
法

等
の
一
部
改
正
に
伴
う
学
内
規
則
等
の
整
備
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
七
年
規
則
第
三
一

号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
七
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

附　

則
（
平
成
二
七
年
三
月
三
一
日
規
則
第
五
五
号
）

　

こ
の
規
程
は
、
国
立
大
学
法
人
茨
城
大
学
に
お
け
る
規
則
等
の
体
系
化
及
び
名
称
変
更
に

伴
う
学
内
規
則
等
の
整
備
に
関
す
る
規
則（
平
成
二
七
年
規
則
第
五
五
号
）
の
施
行
の
日（
平

成
二
七
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

附　

則
（
平
成
二
七
年
八
月
三
一
日
規
程
第
一
七
五
号
）

一 　

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
七
年
八
月
三
一
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
二
七
年
四
月
一
日
か
ら

適
用
す
る
。

二 　

こ
の
規
程
の
施
行
の
際
現
に
客
員
所
員
で
あ
る
者
の
任
期
は
、
第
八
条
第
三
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
二
八
年
三
月
三
一
日
ま
で
と
す
る
。

　
　

附　

則
（
平
成
二
九
年
三
月
二
八
日
規
則
第
八
号
）

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
九
年
三
月
二
八
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
二
八
年
四
月
一
日
か
ら
適

用
す
る
。

　
　

附　

則
（
平
成
三
一
年
三
月
一
三
日
規
程
第
二
三
号
）

　

こ
の
規
程
は
、
平
成
三
一
年
三
月
一
三
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
三
一
年
一
月
二
一
日
か
ら

適
用
す
る
。

　
　

附　

則
（
令
和
元
年
七
月
二
日
規
則
第
八
号
）

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
元
年
七
月
二
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
三
一
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す

る
。
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【
研
究
所
組
織
】

　
　
（
平
成
三
一
年
四
月
一
日
現
在　

氏
名
は
五
十
音
順
）

所　

長　

藤
原　

貞
朗

副
所
長　

甲
斐　

教
行

［
所　
　

員
］

猪
俣　

紀
子

大
島　

規
江

小
野
寺　

淳

甲
斐　

教
行

片
口　

直
樹

神
田　

大
吾

小
林　

英
美

齋
木　

久
美

佐
々
木　

啓

佐
藤　
　

環

澁
谷　

浩
一

島
田　

裕
之

清
水
恵
美
子

添
田　
　

仁

髙
橋　
　

修

田
中　
　

裕

千
葉
真
由
美

西
野
由
希
子

藤
原　

貞
朗

堀
口　

育
男

［
客
員
所
員
］

網
谷　

厚
子

金
子　

一
夫

川
又　
　

正

熊
田
由
美
子

小
泉　

晋
弥

後
藤　

道
雄

佐
々
木
寛
司

佐
藤　

道
信

菅
谷　
　

務

鈴
木　

暎
一

鶴
間　

和
幸

中
村　
　

愿

成
井　

惠
子

深
澤　

安
博

藤
本　

陽
子

森
田　

義
之

　
　
　
（
五
十
音
順
）
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【
茨
城
大
学
五
浦
美
術
文
化
研
究
所
規
則
】

【
所
員
紹
介
】

　
　
　
　
（ 
氏
名
以
下
は
所
属
／
生
年
／
最
終
学
歴
／
取
得
学
位
／
専
攻
分
野
／
近
年
二
年
間
の
活

動
業
績
）

猪
俣　

紀
子
（
い
の
ま
た　

の
り
こ
）
人
文
社
会
科
学
部
准
教
授

　

昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六
）
／
大
阪
府
立
大
学
人
間
文
化
学
研
究
科
比
較
文
化
専
攻
博
士

後
期
課
程
退
学
／
修
士
（
学
術
）
／
マ
ン
ガ

・「
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
書
籍
か
ら
み
る
日
本
の
パ
リ
ジ
ェ
ン
ヌ
幻
想
」（『
人
間
学
研
究
』、

一
六
号
、
二
〇
一
八
、一
―
六
頁

・『
日
本
の
漫
画
本
三
〇
〇
年「
鳥
羽
絵
」
本
か
ら
コ
ミ
ッ
ク
本
ま
で
』（
共
著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
、
二
〇
一
八
）

・「
少
女
マ
ン
ガ
に
お
け
る
「
外
国
」
イ
メ
ー
ジ
―
一
九
六
〇
～
七
〇
年
代
の
『
週
刊

少
女
コ
ミ
ッ
ク
』
分
析
よ
り
―
」（『
甲
南
女
子
大
学
研
究
紀
要
Ⅰ
』
第
五
五
号
、

二
〇
一
九
、六
五
―
七
六
頁

大
島　

規
江
（
お
お
し
ま　

の
り
え
）
教
育
学
部
准
教
授

　

昭
和
四
八
年
（
一
九
七
〇
）
／
筑
波
大
学
大
学
院
地
球
科
学
研
究
科
修
了
／
博
士
（
理
学
）

／
地
誌
学

・「
庄
内
砂
丘
の
農
業
的
土
地
利
用
―
酒
田
市
浜
中
地
区
に
お
け
る
メ
ロ
ン
栽
培
を
中
心
に

―
」（『
茨
城
地
理
』、
一
九
号
、
二
一
一
九
年
、
二
一
―
三
三
頁

小
野
寺　

淳
（
お
の
で
ら　

あ
つ
し
）
教
育
学
部
教
授

　

昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
／
筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
歴
史
・
人
類
学
研
究
科
単
位

取
得
退
学
／
文
学
博
士
（
筑
波
大
学
）
／
歴
史
地
理
学
・
文
化
地
理
学

・『
シ
ー
ボ
ル
ト
が
日
本
で
集
め
た
地
図
』（
共
編
著
、
古
今
書
院
、
二
〇
一
六
年
） 

・「
潮
来
市
旧
大
生
原
村
に
お
け
る
農
業
と
社
会
組
織
の
変
容
―
茨
城
大
学
教
育
学
部
『
地

域
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』
の
教
育
実
践
―
」（
共
著
、
茨
城
地
理
第
一
七
号
、
二
〇
一
六
年
） 

　

共
著
者
、
横
山
貴
史
／
小
野
寺
淳
・
岩
間
絹
世 

・
酒
井
捨
彦
が
作
製
し
た
地
図
の
特
色
―
明
治
期
に
お
け
る
一
つ
の
民
間
地
図
作
製
史
―

（
共
著
、
五
浦
論
叢
二
三
号
、
二
〇
一
六
年
） 

　

共
著
者
、
小
野
寺
淳
・
石
井
智
子
・
塚
本
麻
文

甲
斐　

教
行
（
か
い　

の
り
ゆ
き
）
教
育
学
部
教
授

　

昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
）
／
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位

取
得
満
期
退
学
／
博
士
（
文
学
）
／
西
洋
美
術
史

・
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ヴ
ァ
ザ
ー
リ『
美
術
家
列
伝
』
第
五
巻（
共
監
訳
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、

二
〇
一
七
年
、
四
九
―
八
七
頁
、
三
九
七
―
四
三
九
頁
︹「
ヤ
コ
ポ
・
カ
ル
ッ
チ
、
通
称

ポ
ン
ト
ル
モ
」「
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
サ
ル
ヴ
ィ
ア
ー
テ
ィ
」︺）

・
カ
ル
ロ
・
デ
ル
・
ブ
ラ
ー
ヴ
ォ
『
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
研
究
』（
単
訳
・
解
題
、
中
央
公
論

美
術
出
版
、
二
〇
一
八
年
）

・『
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ

―
作
品
と
時
代
を
読
む
』（
共
著
、
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
七
年
、

二
五
―
五
五
、二
四
七
―
二
五
〇
頁
︹
第
一
章
「
ウ
ル
ビ
ー
ノ
か
ら
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
へ

―
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
時
代
の
三
大
聖
母
子
画
」︺）

・『
前
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
主
義

―
過
去
に
よ
る
一
九
世
紀
絵
画
の
革
新
』（
共
著
、
喜
多
崎
親

編
、
三
元
社
、
二
〇
一
八
年
、
二
四
七
―
二
八
六
頁
︹
最
終
章
「
純
粋
主
義
の
変
貌
―
―

ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
フ
ラ
ン
キ
と
ア
ン
テ
ィ
ノ
ー
リ
家
礼
拝
堂
」︺）

・L
e sculture pubbliche di C

orrado Vigni –catalogo ragionato (versione in italiano)

（
単

著
、『
五
浦
論
叢
』、
二
四
号
、
二
〇
一
七
年
、（
一
）
―
（
三
四
）
頁
）

・Suono del silenzio

（
邦
題
「
深
い
静
寂
の
中
で
」）（
共
著
、A

ndrea Lippi, L
ights of 

Japan, C
astelfranco di Sotto (PI), 2017, pp.5-11

）

・Paesaggi toscani di A
ndrea L

ippi

（
単
著
、“L ’A

rtista – C
ritica delle arti in Toscana ”,  

2019, pp.22-25
）

・「
バ
ッ
チ
ョ
・
バ
ン
デ
ィ
ネ
ッ
リ
の
ア
カ
デ
ミ
ア

―
シ
エ
ナ
個
人
蔵
板
絵
と
バ
ン
デ
ィ



(   )

五　浦　論　叢　第　26　号

vii

ネ
ッ
リ
氏
家
系
伝
承
」（
単
著
、『
五
浦
論
叢
』、
二
十
五
号
、
二
〇
一
八
年
、
一
一
一
―

一
八
五
頁
）

・
カ
ル
ロ
・
デ
ル
・
ブ
ラ
ー
ヴ
ォ
「
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
と
ジ
ャ
ン
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
ベ
ル
ニ
ー

ニ
に
お
け
る
光
の
意
味
」（
単
訳
、『
五
浦
論
叢
』、
二
十
四
号
、
二
〇
一
七
年
、
六
九
―

八
九
頁
）

・
カ
ル
ロ
・
デ
ル
・
ブ
ラ
ー
ヴ
ォ
「
イ
タ
リ
ア
彫
刻　

一
九
二
〇
年
―
一
九
四
〇
年
」（
単

訳
、『
五
浦
論
叢
』、
二
十
四
号
、
二
〇
一
七
年
、
九
一
―
一
二
四
頁
）

・
カ
ル
ロ
・
デ
ル
・
ブ
ラ
ー
ヴ
ォ
「
ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
と
偶
有
性
」（
単

訳
、『
五
浦
論
叢
』、
二
十
五
号
、
二
〇
一
八
年
、
二
八
七
―
二
九
八
頁
）

・
カ
ル
ロ
・
デ
ル
・
ブ
ラ
ー
ヴ
ォ
「
ヴ
ェ
リ
ズ
モ
論
」（
単
訳
、『
五
浦
論
叢
』、
二
十
五
号
、

二
〇
一
八
年
、
二
九
九
―
三
五
四
頁
）

・
展
覧
会
評
：
「
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
十
六
世
紀

―
『
マ
ニ
エ
ー
ラ
・
モ
デ
ル
ナ
』
と
対
抗

宗
教
改
革
」
展（
単
著
、『
五
浦
論
叢
』、
二
十
五
号
、
二
〇
一
八
年
、（
一
一
）―（
一
七
）

頁
）

・『
美
術
教
育
の
理
論
と
実
践
』（
共
編
）、B

ookW
ay

、
二
〇
一
八
年

・「
図
工
科
内
容
研
究
に
お
け
る
鑑
賞
授
業
に
向
け
て

―
「
比
較
」
の
方
法
論
と
実
践
」

（「
図
画
工
作
科
・
美
術
科
に
お
け
る
指
導
内
容
・
指
導
方
法
の
研
究
」、
共
著
、『
茨
城
大

学
教
育
学
部
紀
要
（
教
育
科
学
）』、
六
七
号
、
二
〇
一
八
年
、
六
四
四
―
六
四
七
頁
）

・「
造
形
表
現
の
授
業
の
実
際
」（
共
著
、『
保
育
内
容
教
育
と
指
導
法
の
実
践
的
課
題
』、
茨

城
大
学
教
育
学
部
幼
児
教
育
実
践
研
究
会
、
二
〇
一
八
年
、
七
六
―
八
七
頁
）

・
展
覧
会
監
修
：「
ア
ン
ド
レ
ア
・
リ
ッ
ピ
写
真
展Lights of Japan

」（
共
監
修
、

二
〇
一
八
年
五
月
八
日
―
二
三
日
、
於
茨
城
大
学
図
書
館
展
示
室
）

片
口　

直
樹
（
か
た
ぐ
ち　

な
お
き
）
教
育
学
部
准
教
授

　

昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
）
／
金
沢
美
術
工
芸
大
学
大
学
院
美
術
工
芸
研
究
科
修
了
／
修

士
（
芸
術
学
）
／
絵
画

・「
す
く
う
」（
個
展
『
聴
く
こ
と
の
比
喩
展
』、
い
わ
き
市
立
美
術
館
・
い
わ
き
芸
術
文
化

交
流
館
ア
リ
オ
ス
、
二
〇
一
七
年
）

・ 

「
図
画
工
作
科
・
美
術
科
に
お
け
る
指
導
内
容
・
指
導
方
法
の
研
究
―
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
潮
流
の
中
で
／
流
行
と
不
易
の
観
点
か
ら
―
」（
向
野
ほ
か
と
の
共
著
）、

（『
茨
城
大
学
教
育
学
部
紀
要
六
七
』
六
三
五
―
六
三
八
頁
、
二
〇
一
七
年 

）

・ 

「
ス
ケ
ッ
チ
学
習
の
現
在
―
筑
波
山
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
多
面
的
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
実
践
―
」（
金
子
ほ
か
と
の
共
著
）、『
茨
城
大
学
教
育
学
部
紀
要
六
七
』、
八
五
三
―

八
七
〇
頁
、
二
〇
一
七
年
）

・「
ゆ
れ
る
ア
イ
リ
ス
」（
企
画
展
『
第
一
〇
回
前
田
寛
治
大
賞
展
』、
倉
吉
博
物
館
・
日
本

橋
高
島
屋
、
二
〇
一
八
年
）

神
田　

大
吾
（
か
ん
だ　

だ
い
ご
）
人
文
社
会
科
学
部
准
教
授

　

昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）
／
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得

満
期
退
学
／
修
士
（
文
学
）
／
フ
ラ
ン
ス
文
学

小
林　

英
美
（
こ
ば
や
し　

ひ
で
み
）
教
育
学
部
教
授

　

昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
）
／
早
稲
田
大
学
大
学
院
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
／
博
士
（
学

術
）
／
イ
ギ
リ
ス
文
学

・『
知
の
冒
険
―
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
派
文
学
を
読
み
解
く
（
西
山
清
先
生
退
職
記
念
論

文
）』（
編
共
著
、
音
羽
書
房
鶴
見
書
店
、
二
〇
一
七
年
）

・『
読
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
と
文
学
環
境
の
変
化
：
一
九
世
紀
以
降
に
み
る
英
米
出
版

事
情
』（
編
共
著
、
音
羽
書
房
鶴
見
書
店
、
二
〇
一
七
年
）

・「
大
学
に
お
け
る
初
等
・
中
等
教
員
養
成
の
観
点
か
ら
の
異
文
化
理
解
教
材
の
実
践
研
究

序
論
―
「
マ
ザ
ー
・
グ
ー
ス
」
の
事
例
」（『
異
文
化
研
究
』、
第
一
号
）、
二
〇
一
七
年
、

一
九
―
二
三
）

・「
小
学
校
英
語
教
育
に
お
け
る
異
文
化
理
解
教
育
と
文
法
教
育
の
実
践
と
課
題
「
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
作
品
を
利
用
し
た
事
例
の
提
言
」（
茨
城
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
教
育
科
学
））」

六
七
号
、
二
〇
一
七
年
、
三
八
五
―
三
九
七
頁
）
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・「
ジ
ョ
ン
・
マ
リ
ー
社
に
よ
る『
東
洋
の
理
想
』
出
版
の
意
義
」（『
五
浦
論
叢
』、
二
五
号
、

二
〇
一
七
年
、
一
―
一
〇
頁
）

・「
大
学
に
お
け
る
初
等
・
中
等
教
員
養
成
の
観
点
か
ら
の
異
文
化
理
解
教
材
の
実
践
研
究

序
論
（
二
）

―
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
・
シ
リ
ー
ズ
と
ア
ー
サ
ー
王
伝
説
の
事
例
」『
異

文
化
研
究
』、
第
一
号
）、
二
〇
一
八
年
、
六
―
九
）

齋
木　

久
美
（
さ
い
き　

く
み
）
教
育
学
部
教
授

　

昭
和
三
八
年
（
一
九
六
三
）
／
千
葉
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
／
教
育
学
修
士
／
書
写

書
道
教
育

・「
地
域
の
書
道
史
を
生
か
し
た
教
員
養
成
課
程
の
授
業
の
試
み
―
東
皐
心
越
の
生
涯
と
作

品
を
と
り
あ
げ
て
―
」『
東
ア
ジ
ア
書
教
育
論
叢
』
第
四
号
、
六
〇
―
七
一
頁 

・「
小
学
校
高
学
年
に
お
け
る
効
果
的
な
書
写
学
習
に
関
す
る
研
究
―
小
学
校
五
年
生
で
の

授
業
実
践
を
も
と
に
―
」『
茨
城
の
国
語
教
育
第
一
五
号
』、
三
八
―
四
五
頁
、
二
〇
一
六

年 

・「
誰
か
に
伝
え
た
い
思
い
が
あ
る
か
ら
文
字
を
書
く
」『
子
育
て
・
保
育
の
悩
み
に
教
育
研

究
者
が
答
え
る
Ｑ
＆
Ａ　

楽
し
く
遊
ん
で
、
子
ど
も
を
伸
ば
す
』
五
八
―
六
一
頁
、
福
村

出
版
、
二
〇
一
六
年 

・「
小
学
校
一
年
生
の
平
仮
名
書
字
学
習
に
関
す
る
一
考
察
」『
茨
城
の
国
語
教
育
第
一
四

号
』、
五
〇
―
五
七
頁
、
二
〇
一
五
年 

・「
小
学
校
入
門
期
の
ひ
ら
が
な
書
字
指
導
に
関
す
る
一
考
察
」『
茨
城
大
学
教
育
学
部
紀

要
』
六
四
頁
、
三
二
五
―
三
三
四
頁
、
二
〇
一
五
年

佐
々
木　

啓
（
さ
さ
き　

け
い
）
人
文
社
会
科
学
部
准
教
授

　

昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
）
／
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
退
学
／

博
士
（
文
学
）
／
日
本
近
現
代
史

・『「
産
業
戦
士
」
の
時
代

―
戦
時
期
日
本
の
労
働
力
動
員
と
支
配
秩
序
』（
単
著
、
大
月

書
店
、
二
〇
一
九
年
）

・「「
仁
義
」
の
動
員

―
戦
時
期
日
本
に
お
け
る
日
雇
労
働
者
」（『
歴
史
学
研
究
』、

九
七
六
号
、
二
〇
一
八
年
、
一
〇
三
―
一
一
二
頁
）

・D
aily L

ife in ‘H
oly W

ar’: T
he W

orld of N
eighborhood A

ssociation M
anuals (O

sam
u 

H
attori (E

d.) T
he Social H

istory of M
anuals for the B

ody and E
nvironm

ent: 

Tools for E
ducation or a M

eans of Social C
ontrol? Lit Verlag 2017 pp.235-274) 

・「「
記
憶
」
の
時
代
の
茨
城

―
戦
争
の
表
象
を
め
ぐ
っ
て
」（『
歴
史
評
論
』、
八
〇
八
号
、

二
〇
一
七
年
、
二
三
―
三
七
頁
）

・「
敗
戦
直
後
の
労
働
運
動

―
東
芝
第
三
次
闘
争
の
分
析
か
ら
」（
柳
沢
遊
・
倉
沢
愛
子
編

『
日
本
帝
国
の
崩
壊

―
人
の
移
動
と
地
域
社
会
の
変
動
』、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
七
年
、
二
三
五
―
二
六
七
頁
）

佐
藤　

環
（
さ
と
う　

た
ま
き
）
教
育
学
部
教
授

　

昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
）
／
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
単
位
取

得
退
学
／
修
士
（
教
育
学
）
／
日
本
教
育
史　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・「
茨
城
県
に
お
け
る
女
子
中
等
学
校
の
展
開
」（『
茨
城
県
近
現
代
史
研
究
』、
創
刊
号
、

二
〇
一
七
年
、
二
六
―
三
九
頁
）

・「
小
学
校
と
の
接
続
・
連
携
を
強
化
す
る
幼
稚
園
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」（『
茨

城
大
学
教
育
実
践
研
究
』
第
三
六
号
、
二
〇
一
七
年
、
二
八
一
―
二
九
五
頁
）

・「
幼
小
接
続
・
連
携
を
担
保
す
る
生
活
科
の
在
り
方
」（『
生
活
科
内
容
と
指
導
に
関
す
る

実
践
的
課
題
』、
二
〇
一
七
年
、
九
―
一
六
頁
）

・「
学
社
連
携
に
よ
る
郷
土
教
育
の
実
践　

―
水
戸
市
立
千
波
小
学
校
制
作
「
千
波
か
る

た
」
の
事
例
―
」（『
茨
城
大
学
教
育
実
践
研
究
』
第
三
七
号
、
二
〇
一
八
年
、
三
一
五
―

三
二
六
頁
）

・「
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
中
等
学
校
弓
道
教
育
の
実
態
―
『
全
国
中
等
学
校
ニ
於
ケ
ル
弓

道
薙
刀
ニ
関
ス
ル
調
査
』
の
分
析
を
中
心
に
し
て
―
」（『
茨
城
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
教

育
科
学
）』
第
六
八
号
、
二
〇
一
九
年
、
三
八
七
―
四
〇
二
頁
）
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澁
谷　

浩
一
（
し
ぶ
や　

こ
う
い
ち
）
人
文
社
会
科
学
部
教
授

　

昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）
／
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取

得
退
学
／
文
学
修
士
／
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
、
露
清
関
係
史

（
雑
誌
論
文
等
）

・「
一
七
一
九
（
康
熙
五
八
）
年
の
清
の
ジ
ュ
ー
ン
ガ
ル
遣
使
に
つ
い
て
：
使
節
派
遣
を
通

じ
た
ツ
ェ
ワ
ン
ラ
ブ
タ
ン
暗
殺
計
画
の
顛
末
」（
茨
城
大
学
人
文
社
会
科
学
部
紀
要
『
人

文
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
論
集
』
第
二
号
、
二
〇
一
八
年
、
一
〇
五
―
一
二
一
頁
）

（
学
会
発
表
等
）

・「
再
论
一
八
世
纪
前
期
清
和
准
噶
尔
的
媾
和
谈
判

―
以
谈
判
形
式
和
清
方
面
的
谈
判
姿

态
为
中
心

―
」（「
清
朝
政
治
発
展
変
遷
研
究
」
国
際
学
術
研
討
会
、
二
〇
一
七
年
六
月

一
七
日
、
上
海
復
旦
大
学
）

島
田　

裕
之
（
し
ま
だ　

ひ
ろ
ゆ
き
）
教
育
学
部
教
授

　

昭
和
三
二
年
（
一
九
五
七
）
／
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
修
了
／
芸
術
学
修
士

／
平
面
デ
ザ
イ
ン

・
作
品
発
表
「H

IR
O

Y
U

K
I SH

IM
A

D
A

 T
he w

ork collection 1979~2017 
島
田
裕
之
作

品
展
」（
個
展
／
も
み
の
木
画
廊
、
二
〇
一
七
年
）

・
作
品
発
表
「H

IR
O

Y
U

K
I SH

IM
A

D
A

 T
he w

ork collection 1979~2017 

島
田
裕
之
作

品
展
・
水
戸
」（
個
展
／
ギ
ャ
ラ
リ
ー
し
え
る
、
二
〇
一
七
年
）

・
作
品
発
表
「
風
神
雷
神
図
」
第
一
〇
回
現
代
茨
城
作
家
美
術
展
（
企
画
展
／
茨
城
県
近
代

美
術
館
、
二
〇
一
八
年
）

・
作
品
発
表
「N

IPPO
N

-SC
E

N
E

  B
LA

C
K

 R
A

IN

」「C
ontinuation of 3.11-II

」
水
戸
の

風
二
〇
一
八
展
（
企
画
展
／
水
戸
芸
術
館
、
二
〇
一
八
年
）

清
水　

恵
美
子
（
し
み
ず　

え
み
こ
）
全
学
教
育
機
構
准
教
授

　

昭
和
三
七
年
（
一
九
六
二
）
／
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
博
士
後

期
課
程
修
了
／
博
士
（
学
術
）
／
比
較
文
学
比
較
文
化
・
美
術
史

・『
近
世
近
代
移
行
期
の
歴
史
意
識
・
思
想
・
由
緒
』（
共
著
、
岩
田
書
院
、
二
〇
一
七
年
十

月
）

・『
岡
倉
天
心　

五
浦
か
ら
世
界
へ
―
茨
城
大
学
国
際
岡
倉
天
心
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

二
〇
一
六
』（
共
著
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
八
年
）

・「
五
浦
の
一
〇
年
を
考
え
る
―
岡
倉
覚
三
（
天
心
）
と
日
本
美
術
院
の
五
浦
時
代
」（『
茨

城
県
近
現
代
史
研
究
』
創
刊
号
、
二
〇
一
七
年
、
五
四
ー
六
七
頁
）

・「
私
に
と
っ
て
文
化
資
源
学
と
は
何
か
」（『
文
化
資
源
学
』
一
六
号
、
二
〇
一
八
年
、

九
六
ー
九
七
頁
）

・「
地
域
志
向
教
育
に
お
け
る
「
５
学
部
混
合
地
域PB

L

」
の
取
り
組
み
―
ま
ち
づ
く
り
と

企
業
経
営
を
学
ぶPB

L I

・II

を
中
心
に
」（『
茨
城
大
学
全
学
教
育
機
構
論
集 

大
学
教
育

研
究
』
創
刊
号
、
二
〇
一
八
年
、
一
三
―
二
三
頁
）

・”O
kakura-K

akuzo in C
ultural E

xchange betw
een India and Japan: D

ialogue 

w
ith Sw

am
i V

ivekananda and R
abindranath T

agore ” R
ethinking C

ultural 

H
eritage: Indo-Japanese D

ialogue in a G
lobalising W

orld O
rder, 2018, pp. 13-14.

・「︿
ボ
ス
ト
ン
に
お
け
る
岡
倉
覚
三
﹀『
東
西
の
調
和
』
そ
の
思
想
と
実
践
」（『
天
心
報
』

二
七
号
、
二
〇
一
八
年
、
一
―
一
三
頁
）

・「
五
浦
か
ら
世
界
へ　

岡
倉
覚
三
（
天
心
）
と
弟
由
三
郎
」『
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト  

報
』
五
二
八
号
、
二
〇
一
八
年
、
二
―
四
頁
）

・「
西
洋
と
東
洋
を
超
え
て
：
岡
倉
天
心
」（『nippon. com

』
二
〇
一
八
年
、https://

w
w

w
.nippon.com

/ja/view
s/b07207/?cx_recs_click=true

）

・「
大
学C

O
C

事
業
に
お
け
る
『
茨
城
学
』
の
取
り
組
み
と
成
果
」（『
茨
城
大
学
全
学
教

育
機
構
論
集 

大
学
教
育
研
究
』
二
号
、
二
〇
一
九
年
、
二
三
―
四
二
頁
）

添
田　

仁
（
そ
え
だ　

ひ
と
し
）
人
文
社
会
科
学
部
准
教
授

　

昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六
）
／
神
戸
大
学
大
学
院
文
化
学
研
究
科
（
博
士
課
程
）
修
了
／

博
士
（
学
術
）
／
歴
史
学
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・「
開
港
前
夜
の
神
戸
で
石
炭
を
掘
る
―
生
野
銀
山
石
川
八
左
衛
門
の
挑
戦
―
」（『「
開
国
へ

の
潮
流
―
開
港
前
夜
の
兵
庫
と
神
戸
―
」
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
神
戸
開
港
と
港
の
近
代

化
」
報
告
書
』、
二
〇
一
八
年
、
三
九
―
四
六
頁
）

・「
南
伊
豆
の
海
難
と
救
助
―
伊
豆
国
賀
茂
郡
長
津
呂
村
の
海
難
記
録
か
ら
―
」（『
南
伊
豆

を
知
ろ
う
会
』
五
、二
〇
一
八
年
、
二
一
―
三
三
頁
）

・「
水
戸
藩
の
経
師
」（『
常
陸
大
宮
市
史
研
究
』
二
、
二
〇
一
九
年
、
一
―
一
六
頁
）　

ほ
か

高
橋　

修
（
た
か
は
し　

お
さ
む
）
／
人
文
社
会
科
学
教
授

　

昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）
／
神
戸
大
学
大
学
院
文
化
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
中
退
／

博
士
（
文
学
）
／
歴
史
学
（
日
本
中
世
史
）

・「
茨
城
の
鎌
倉
街
道
と
中
世
の
道
」（『
鎌
倉
街
道
と
中
世
の
道
』、
二
〇
一
五
年
）

・「
義
光
流
源
氏
の
成
立
」（
西
川
広
平
編
『
甲
斐
源
氏
』、
二
〇
一
五
年
）

・「
公
文
書
館
へ
の
道
」（『
常
陸
大
宮
の
記
録
と
記
憶
』
一
、二
〇
一
五
年
）

・「
東
日
本
大
震
災　

被
災
資
料
を
保
全
す
る
取
り
組
み
」（『
歴
史
科
学
』
二
二
二
、
二
〇
一
五

年
）

・『
常
陸
平
氏
』（
編
著
、
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
五
年
）

・「
書
評 

生
駒
正
臣
著
『
中
世
の
畿
内
武
士
団
と
畿
内
政
権
』」（『
史
学
雑
誌
』
一
二
五
―

一
二
六
、
二
〇
一
六
年
）

・『
信
仰
の
中
世
武
士
団
』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
六
年
）

・「
関
東
・
東
北
豪
雨
被
災
資
料
の
救
済
・
保
全
活
動
」（『
日
本
歴
史
』
八
二
五
、二
〇
一
七

年
）

・『
佐
竹
一
族
の
中
世
』（
編
著
、
高
志
書
院
、
二
〇
一
七
年
）

田
中　

裕
（
た
な
か　

ゆ
た
か
）
人
文
社
会
科
学
部
教
授

　

昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
）
／
筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
歴
史
・
人
類
学
研
究
科
（
退

学
）
／
修
士
（
文
学
）
／
考
古
学
・
博
物
館
論
・
文
化
財
論

・『
茨
城
県
中
央
部
の
古
墳
調
査
―
遺
跡
・
遺
構
・
遺
物
』（
編
共
著
、
茨
城
大
学
人
文
社
会

科
学
部
、
二
〇
一
八
年
）

・「
古
墳
時
代
地
域
結
合
体
の
動
態
と
『
常
陸
国
風
土
記
』
建
評
記
事
」（『
島
根
県
古
代
文

化
セ
ン
タ
ー
研
究
論
集
』
第
二
二
集
、
二
〇
一
九
年
、
二
七
七
―
二
九
〇
頁

・「
千
葉
県
域
の
前
期
古
墳
と
集
落
・
土
器
群
の
動
向
」『
早
稲
田
大
学
東
ア
ジ
ア
都
城･

シ

ル
ク
ロ
ー
ド
考
古
学
研
究
所
研
究
論
集
』
第
一
集
、
二
〇
一
八
年
、
一
四
五
―
一
五
六
頁

・「Progress in Land T
ransportation System

 as a Factor of the State Form
ation in 

Japan

」『JA
PA

N
E

SE
 JO

U
R

N
A

L O
F A

R
C

H
A

E
O

LO
G

Y

』Volum
e 5, N

um
ber 1, 

2017, pp.26-43.

千
葉　

真
由
美
（
ち
ば　

ま
ゆ
み
）
教
育
学
部
教
授

　

昭
和
四
六
年
（
一
九
七
一
）
／
東
京
学
芸
大
学
大
学
院
連
合
学
校
教
育
学
研
究
科
単
位
取

得
満
期
退
学
／
博
士
（
学
術
）
／
歴
史
学
（
日
本
近
世
史
、
村
落
史
）

・「
近
世
の
百
姓
身
分
と
捺
印
」（
中
野
雅
紀
編
『
法
文
化
（
歴
史
・
比
較
・
情
報
）
叢
書
』

15
身
分
、
国
際
書
院
、
二
〇
一
七
年
）

・「
小
学
校
社
会
科
に
お
け
る
歴
史
学
習
の
内
容
と
理
解
―
『
初
等
社
会
科
内
容
研
究
』
で

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
―
」（
茨
城
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
、
芸
術
）

第
六
七
号
、
二
〇
一
八
年
一
月
）

・「
近
世
文
字
史
料
を
活
用
す
る
歴
史
学
習
の
試
み
―『
商
売
往
来
絵
字
引
』
を
用
い
て
―
」

（
茨
城
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
、
芸
術
）
第
六
八
号
、
二
〇
一
九
年
一

月
）

西
野　

由
希
子
（
に
し
の　

ゆ
き
こ
）
人
文
社
会
科
学
部
教
授

　

昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
／
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
博
士
課
程
（
単
位
取
得
退
学
）

／
修
士
（
文
学
）
／
中
国
文
学
、
ま
ち
づ
く
り

・
二
〇
一
七
年
度
・
二
〇
一
八
年
度　

茨
城
大
学
推
進
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
県
北
中
山
間

の
地
域
資
源
を
磨
く
運
動
論
的
研
究
」

・
二
〇
一
七
年
度
・
二
〇
一
八
年
度
、
常
陸
大
宮
大
使
、
常
陸
大
宮
市
創
生
特
別
顧
問
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・
二
〇
一
七
年
度
・
二
〇
一
八
年
度　

茨
城
県
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
会
議
委
員
、
お

よ
び
、
茨
城
県
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
会
議
効
果
検
証
部
会
委
員

・
二
〇
一
七
年
度
・
二
〇
一
八
年
度　

常
陸
大
宮
市
教
育
行
政
評
価
委
員
、
常
陸
大
宮
市
市

史
編
さ
ん
審
議
会
委
員
、
常
陸
大
宮
市
文
化
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
委
員

・
二
〇
一
八
年
度　

茨
城
県
立
小
瀬
高
校
学
校
評
議
員

・
二
〇
一
八
年
度　

行
方
市
な
め
が
た
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
議
長

藤
原　

貞
朗
（
ふ
じ
は
ら　

さ
だ
お
）
人
文
社
会
科
学
部
教
授

　

昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
）
／
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
退
学
／
修
士
（
文

学
）
／
美
学
・
美
術
史

・「
永
仁
の
壺
と
昭
和
の
陶
芸
史　

ニ
セ
モ
ノ
か
ら
芸
術
史
を
再
考
す
る
試
み
」、
稲
賀
繁
美

編『
海
賊
史
観
か
ら
み
た
世
界
史
の
再
構
築　

交
易
と
情
報
流
通
の
現
在
を
問
い
直
す
』、

思
文
閣
、
二
〇
一
七
年
、
一
四
七
―
一
六
九
頁

・
茨
城
大
学
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
、
五
浦
美
術
文
化
研
究
所
編
『
岡
倉
天
心　

五
浦
か
ら
世

界
へ　

国
際
岡
倉
天
心
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム2016

』（
編
著
）、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
八
年

・「
天
心
の
︿
子
ど
も
﹀
た
ち　

日
本
美
術
史
の
思
想
は
ど
う
継
承
さ
れ
た
の
か
」、
井
上
章

一
編
『
人
文
諸
学
の
科
学
史
的
研
究
』、
思
文
閣
、
二
〇
一
八
年
、
五
三
―
七
一
頁

・「
大
戦
間
お
よ
び
戦
時
の
イ
ン
ド
シ
ナ
学
を
め
ぐ
る
日
仏
東
洋
学
者
の
学
術
交
流
」、『
通

信
』
四
一
号
、
日
仏
東
洋
学
会
、
二
〇
一
八
年
、
六
五
―
七
五
頁

・「
近
代
日
本
人
は
い
か
に
し
て
中
国
古
美
術
研
究
へ
と
向
か
っ
た
か　

古
銅
器
の
蒐
集
と

研
究
を
中
心
に
」、『
中
国
21
』
四
七
号
、
愛
知
大
学
現
代
中
国
学
会
編
、
東
方
書
店
、

二
〇
一
八
年
、
一
〇
三
―
一
二
〇
頁

・（
座
談
会
）
三
上
亮
、
藤
原
貞
朗
、
板
倉
聖
哲
、
木
島
史
雄
「
茶
碗
に
虚
を
見
、
画
中
を

旅
す
る　

中
国
美
術
を
ど
う
味
わ
う
か
」、『
中
国
21
』（
右
に
同
じ
）、
三
―
四
二
頁

・（
書
評
）「
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ　

巡
り
ゆ
く
日
本
の
夢
」、『
図
書
新
聞
』
三
三
四
〇
号
、

二
〇
一
八
年
二
月
二
四
日

・（
エ
ッ
セ
イ
）「
あ
る
地
方
大
学
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
舞
台
裏
」、『
鴨
東
通
信
』

一
〇
六
号
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
八
年
、
一
二
―
一
三
頁

・（
翻
訳
）
エ
ル
ベ
・
カ
ベ
ザ
ス
著
「
一
九
二
〇
―
三
〇
年
代
の
パ
リ
の
エ
キ
ゾ
テ
ィ
シ

ズ
ム
」、『
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
×
モ
ダ
ン
』
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
、
東
京
都
庭
園
美
術
館
、

二
〇
一
八
年
、
一
四
四
―
一
五
三
頁

・（
学
会
講
演
）「
大
戦
間
お
よ
び
戦
時
の
イ
ン
ド
シ
ナ
学
を
め
ぐ
る
日
仏
東
洋
学
者
の
学
術

交
流
」、
日
仏
東
洋
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
東
洋
文
庫
（
東
京
）、
二
〇
一
七
年
一
一
月

一
八
日

・（
放
送
大
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
講
演
）「
竹
久
夢
二
と
美
女
・
美
少
女
の
美
術
史
」、
茨
城
県

立
図
書
館
、
二
〇
一
九
年
三
月
二
三
日

・（
学
会
講
演
）「
フ
ラ
ン
ス
の
イ
ン
ド
シ
ナ
学
と
日
本
」、
日
仏
東
洋
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
日
仏
東
洋
学
を
振
り
返
る
」、
京
都
大
学
、
二
〇
一
九
年
三
月
三
〇
日

堀
口　

育
男
（
ほ
り
ぐ
ち　

い
く
お
）
人
文
社
会
科
学
部
教
授

　

昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）
／
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得

退
学
／
文
学
修
士
／
日
本
古
典
文
学

 

・『
村
居
三
十
律
』
訳
注
稿（
一
）（
茨
城
大
学
人
文
学
部
紀
要『
人
文
学
科
論
集
』
三
六
号
、

二
〇
〇
一
年
） 

・
同
（
二
）（
同 

三
七
号
、
二
〇
〇
二
年
） 

・
同
（
三
）（
同 

三
八
号
、
二
〇
〇
二
年
） 

・
国
会
図
書
館
所
蔵
『
毛
遊
漫
草
抄
』
に
就
い
て
（『
汲
古
』
四
二
号
、
二
〇
〇
二
年
） 

・『
村
居
三
十
律
』
訳
注
稿
（
四
）（
茨
城
大
学
人
文
学
部
紀
要
、『
人
文
学
科
論
集
』
三
九

号
、
二
〇
〇
三
）
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【
客
員
所
員
紹
介
】

　
　
　
　
（ 

氏
名
以
下
は
所
属
／
生
年
／
最
終
学
歴
／
取
得
学
位
／
専
攻
分
野
／
近
年
二
年
間
の
活

動
業
績
）

網
谷　

厚
子
（
あ
み
た
に　

あ
つ
こ
）
茨
城
工
業
高
等
専
門
学
校
嘱
託
教
授

　

昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）
／
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
（
博
士
課

程
）
単
位
取
得
満
期
退
学
／
文
学
修
士
／
中
古
文
学
、
国
語
教
育
、
韻
文
学

・『
陽
を
あ
び
て
歩
く
』（
単
著
、
待
望
社　

二
〇
一
八
年
）

・『
水
都
』（
単
著
、
思
潮
社　

二
〇
一
八
年
）

・「︿
孤
独
﹀
と
い
う
病　

萩
原
朔
太
郎
『
月
に
吠
え
る
』
に
つ
い
て
」（『
詩
界
』
第
二
六
五

号
、
二
〇
一
八
年　

三
〇
―
三
四
頁
）

金
子　

一
夫
（
か
ね
こ　

か
ず
お
）
茨
城
大
学
教
育
学
部
名
誉
教
授

　

昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
／
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
修
了
（
美
術
教
育
専

攻
）
／
博
士
／
美
術
教
育
学

・（
共
著
）『
美
術
教
育
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
三
元
社
、
二
〇
一
八
年

・（
共
著
）『
彫
刻
Ⅰ
』 top0file

，
二
〇
一
八
年

・（
編
著
）『
美
術
教
育
学
の
歴
史
か
ら
』
学
術
研
究
出
版
、
二
〇
一
九
年

・「
贈
与
交
換
シ
ス
テ
ム 

論
に
よ
る
美
術
教
育
学
の
構
築
―
美
術
教
育
実
践
の
贈
与
交
換
・

相
互
交
感
・
純
粋
贈
与
の
三
層
構
造
解
―
」『
美
術
教
育
学
』
第
三
九
号
、
二
〇
一
八
年

・「
贈
与
交
換
シ
ス
テ
ム
論
的
美
術
教
育
学
の
整
備
―
要
素
の
構
造
、
参
照
源
そ
し
て
シ
ス

テ
ム
作
動
―
」『
美
術
教
育
学
』
第
四
〇
号
、
二
〇
一
九
年

・「
大
正
・
昭
和
戦
前
期
全
国
中
等
学
校
図
画
教
員
の
総
覧
的
研
究
（
六
）
―
東
京
府
内
私

立
女
学
校
―
」『
茨
城
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
教
育
科
学
）』
第
六
八
号
、
二
〇
一
九
年

川
又　

正
（
か
わ
ま
た　

た
だ
し
）
元
茨
城
大
学
教
育
学
部
教
授

　

昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
／
茨
城
大
学
教
育
学
部
／
教
育
学
士
／
書
道

・
ハ
ン
ブ
ル
グ
（
ド
イ
ツ
）
国
立
工
芸
美
術
博
物
館
作
品
買
い
上
げ

・
ド
イ
ツ
個
展
六
回
・
造
形
芸
術
国
際
大
学
（
ド
イ
ツ
）
教
育
展
三
回

・
中
国
個
展
一
回
（
蘭
州
市
）・
中
国
二
人
展
二
回
（
北
京
市
・
西
安
市
）

・
日
本
個
展
三
回
（
水
戸
市
・
東
海
村
）

・「
筆
跡
か
ら
み
る
天
心
の
人
間
像
」（
茨
城
大
学
五
浦
美
術
文
化
研
究
所
編
『
岡
倉
天
心
と

五
浦
』、
一
九
九
八
）

熊
田　

由
美
子
（
く
ま
だ　

ゆ
み
こ
）
愛
知
県
立
芸
術
大
学
名
誉
教
授

　

昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
）
／
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
修
了
／
芸
術
学
修
士

／
日
本
美
術
史

・「
寛
益
寺
十
二
神
将
像
」『
国
華
』
一
四
二
〇
号
（
国
華
社
、
二
〇
一
四
年
一
月
）

・「
愛
染
明
王
像
（
三
重　

世
義
寺
）」（『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成　

鎌
倉
時
代　

造
像

銘
記
篇
』
一
〇　

中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
四
年
三
月
）

・「
仏
像
を
考
え
る
―
文
化
財
的
観
点
か
ら
の
仏
像
の
受
容
の
歴
史
と
考
察
」『
文
化
財
信

濃
』
四
三
巻
、
長
野
県
文
化
財
保
護
協
会
、
二
〇
一
六
年
四
月
）

・『
仏
像
―
比
べ
て
も
っ
と
よ
く
わ
か
る
』（
朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇
一
七
年
九
月
）

小
泉　

晋
弥
（
こ
い
ず
み　

し
ん
や
）
茨
城
大
学
名
誉
教
授

　

昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
／
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
／
修
士
（
芸
術
学
）

／
日
本
近
現
代
美
術
史
、
博
物
館
学
、
美
術
教
育
学

・「
画
題
の
不
思
議
さ
―
画
家
は
何
を
描
い
て
い
る
の
か
」（『
生
誕
一
四
〇
年 

荒
井
寛
方
展

～
描
か
れ
た
モ
チ
ー
フ
の
謎
～
』
さ
く
ら
市
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
―
荒
井
寛
方
記
念
館
―
、

二
〇
一
八
年
）

・『
岡
倉
天
心　

五
浦
か
ら
世
界
へ　

茨
城
大
学
国
際
岡
倉
天
心
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

二
〇
一
六
』（
共
著
、「
六
角
堂
と
『
茶
の
本
』
の
「
は
た
ら
き
」、
六
角
堂
は
『
茶
の
本
』

か
ら
始
ま
る
」、
思
文
閣
、
二
〇
一
八
年
）

・「
路
傍
ノ
ー
ト
：
「
照
明
用
ガ
ス
」
と
「
落
ち
る
水
」」（『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト　

川
嶋
清　

彫
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刻
の
黙
示　

路
傍
・
渕
・
水
量
』
い
わ
き
市
立
美
術
館
／
川
越
市
立
美
術
館
／
読
売
新
聞

社
／
美
術
館
連
絡
協
議
会
、
二
〇
一
八
年
、
四
―
七
頁
）

・『
日
本
藝
術
の
創
跡
二
二
』（
共
著
、「
日
本
画
と
い
う
現
代
絵
画
」、
出
版
文
化
社
、

二
〇
一
七
年
）

後
藤　

道
雄
（
ご
と
う　

み
ち
お
）
美
術
史
学
会

　

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
／
國
學
院
大
学
文
学
部
史
学
科
中
退
／
仏
教
美
術
史

・『
茨
城
彫
刻
史
研
究
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
二
）

・「
常
陸
の
仏
像
」（『
国
華
』
一
三
二
六
号
、
国
華
社
、
二
〇
〇
六
）

・
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー　

共
同
研
究
「
差
別
か
ら
見
た
日
本
宗
教
史
再
考
」
研
究

発
表
（
二
〇
一
八
年
十
一
月
一
七
日
）

 

・「
中
世
常
陸
の
律　

仏
像
と
聖
徳
太
子
像
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
私
見
―
律
宗
か
ら
初
期
真

宗
へ
―
」

佐
々
木　

寛
司
（
さ
さ
き　

ひ
ろ
し
）
茨
城
大
学
名
誉
教
授

　

昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
／
学
習
院
大
学
大
学
院
博
士
課
程
満
期
退
学
／
文
学
博
士
／

日
本
近
代
史

・『
明
治
維
新
史
論
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』（
有
志
舎
、
二
〇
一
五
年
） 

・『
地
租
改
正
と
明
治
維
新
』（
有
志
舎
、
二
〇
一
六
年
） 

・「
書
評
・
奥
田
晴
樹
著
『
地
租
改
正
と
割
地
慣
行
』」（『
社
会
経
済
史
学
』
八
二
巻
一
号
、

二
〇
一
六
年
） 

・
公
開
講
座
「
近
代
日
本
の
展
開
と
茨
城
県
」（
茨
城
県
県
民
大
学
講
座
、
二
〇
一
四
年

一
〇
月
～
二
〇
一
五
年
二
月
、
全
一
〇
回
） 

・
公
開
講
座
「
昭
和
の
時
代
と
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
」（
茨
城
県
県
民
大
学
講
座
、
二
〇
一
六

年
一
〇
月
～
二
〇
一
七
年
二
月
、
全
一
〇
回
） 

・
公
開
講
座
「
地
域
と
歴
史
」（
放
送
大
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
講
演
会
、
二
〇
一
六
年
）

佐
藤　

道
信
（
さ
と
う　

ど
う
し
ん
）
東
京
藝
術
大
学

　

昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）
／
東
北
大
学
文
学
部
大
学
院
修
士
課
程
／
修
士
／
近
代
日
本

美
術
史

 

・「
近
代
日
本
の
「
美
術
」
と
「
美
術
史
」」（
特
集
・
東
ア
ジ
ア
近
代
美
術
の
発
展
と
展
開
、

『
現
代
美
術
学
報
』
三
〇
、
台
北
市
立
美
術
館
二
〇
一
五
年
一
一
月
） 

・「
自
国
画
と
西
洋
画
―
絵
画
の
二
重
構
造
」（「
借
路
扶
桑
・
渡
日
画
家
に
よ
る
中
国
画
の

改
良
」
展
図
録
、
何
香
擬
美
術
館
（
中
国
・
深
圳
）、
二
〇
一
六
年
一
一
月
） 

・「
美
術
・
美
術
史
・
美
術
史
学
の
な
か
の
浮
世
絵
（『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
一
』
三
四
、
醍

醐
書
房
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
） 

・「
近
代
に
な
ぜ
図
案
は
重
要
だ
っ
た
の
か
」（
口
頭
発
表
・「 

＂
倣
う
＂
か
ら
＂
創
る
＂
へ

―
京
都
高
等
工
芸
学
校
・
京
都
市
立
美
術
工
芸
学
校
の
図
案
教
育
Ⅱ
」
展
関
連
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
京
都
工
芸
繊
維
大
学
、
二
〇
一
五
年
六
月
二
〇
日
） 

・「
彫
刻
の
近
代
―
西
洋
と
日
本
、
公
と
私
」（
口
頭
発
表
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
近
代
日

本
彫
刻
の
研
究
」、
武
蔵
野
美
術
大
学
、
ヘ
ン
リ
ー
ム
ー
ア
財
団
、
武
蔵
野
美
術
大
学
、

二
〇
一
五
年
七
月
一
七
日
） 

・「
人
間
像
―
越
境
と
非
越
境
」（
口
頭
発
表
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
美
術
史
」

は
可
能
か
？
） 

ロ
ン
ド
ン
大
学
ア
ジ
ア
ア
フ
リ
カ
研
究
学
院
（
Ｓ
Ａ
Ｏ
Ｓ
）、
二
〇
一
五

年
一
〇
月
一
一
日 

・「
近
代
日
本
の
彫
刻
」（
講
演
、「
学
習
院
大
学
資
料
館
四
〇
周
年
記
念
展
」
関
連
企
画
、

学
習
院
大
学
資
料
館
、
二
〇
一
五
年
一
一
月
一
四
日
） 

・「
王
道
と
異
端
」（
講
演
、「
生
誕
一
五
〇
年
記
念
寺
崎
広
業
展
」
関
連
企
画
、
秋
田
市
立

千
秋
美
術
館
、
二
〇
一
六
年
九
月
一
八
日
）　

菅
谷　

務
（
す
が
や　

つ
と
む
）

　

昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
／
明
治
大
学
大
学
院
政
治
経
済
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
／

政
治
学
修
士
／
日
本
政
治
思
想
史

・「
大
川
周
明
の
世
界
観
と
西
欧
近
代
の
異
端
思
想（
後
篇
）「
神
秘
主
義
」
の
可
能
性
―
Ｒ
・
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シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
・
Ｆ
・
ヴ
ァ
レ
ラ
か
ら
の
視
点
を
通
し
て
―
」

　
（『
歴
史
文
化
研
究（
茨
城
）
第
四
号
、
歴
史
文
化
研
究
会（
茨
城
）、
二
〇
一
七
年
七
月
』）

・「︿
帝
国
﹀
と
い
う
視
座
か
ら
見
た
大
川
周
明
の
世
界
構
想
―
清
朝
の
遺
臣
辜
鴻
銘
の
同
時

代
観
と
の
関
連
に
お
い
て
―
」（『
五
浦
論
叢
（
茨
城
大
学
五
浦
美
術
文
化
研
究
所
紀
要
）』

第
二
五
号
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
）

鈴
木　

暎
一
（
す
ず
き　

え
い
い
ち
）
茨
城
大
学
名
誉
教
授

　

昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
／
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
（
国

史
学
専
攻
）
／
文
学
博
士
／
日
本
近
代
史

・「
徳
川
光
圀
と
遺
迎
院
応
空
」『
茨
城
県
史
研
究
』
一
〇
〇
号　

二
〇
一
六
年
三
月

・「
水
戸
藩
校
弘
道
館
」『
歴
史
と
地
理
』
六
九
〇
号　

山
川
出
版
社　

二
〇
一
五
年
一
二
月

鶴
間　

和
幸
（
つ
る
ま　

か
ず
ゆ
き
）
学
習
院
大
学
文
学
部
教
授

　

昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
／
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得

退
学
／
博
士
（
文
学
）
／
中
国
古
代
史

・『
人
間
・
始
皇
帝
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年

・「
歴
史
学
と
自
然
科
学　

始
皇
帝
陵
の
自
然
環
境
の
復
元
」
水
島
司
編
、『
環
境
に
挑
む
歴

史
学
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年

中
村　

愿
（
な
か
む
ら　

す
な
お
）
蘭
花
堂
主
人

　

昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
／
小
倉
工
業
高
校
／
中
国
古
代
史
・
文
学
・
日
本
近
代
美
術

史
・『
三
国
志
逍
遙
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）』

・『
魯
迅
の
言
葉
』（
監
訳
、
平
凡
社
、
二
〇
一
一
年
）』

・『
史
記
と
日
本
人
』（
共
著
、
平
凡
社
、
二
〇
一
一
年
）』

・『
岡
倉
天
心
ア
ル
バ
ム
』（
改
訂
版
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
三
年
）

・『
狩
野
芳
崖　

受
胎
観
音
へ
の
軌
跡
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）

・「
私
の
夢
十
夜
」（
前
後
篇
）
平
凡
社
『
こ
こ
ろ
』
二
四
・
二
五
号
（
二
〇
一
五
年
）
筆
名
・

尾
鷲
卓
彦

・「
ド
レ
イ
日
記
」
平
凡
社
『
こ
こ
ろ
』
三
三
号
（
二
〇
一
六
年
）
筆
名
・
尾
鷲
卓
彦
』

・「
秘
母
観
音
の
女
・
初
子
と
覚
三
」『
天
心
報
、
第
一
六
号
』
二
〇
一
七
年
・
講
演
記
録
）」

成
井　

惠
子
（
な
る
い　

し
げ
こ
）「
惠
」
主
宰
／
日
本
文
藝
家
協
会
会
員
／
元
茨
城
女
子

短
期
大
学
国
文
科
准
教
授

　

昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
／
文
部
省
図
書
館
職
員
養
成
所
（
現
筑
波
大
学
情
報
メ
デ
ィ

ア
系
）
／
図
書
館
情
報
学　
　
　
　
　

・『
蕪
村
・
山
頭
火
・
三
鬼
の
魅
力
』（
単
著
）・
文
學
の
森
・
平
成
三
〇
年
三
月
、
二
三
一

項
・「
創
作
に
お
け
る
人
の
環
―
節
・
子
規
・
漱
石
―
」

　
『
長
塚
節
の
文
学
』、
第
二
三
号
、
平
成
三
〇
年
、
九
―
一
二
頁

・「【
観
想
︼
か
ら
紡
ぐ
中
村
草
田
男
作
品
」『
茨
城
文
學
』
四
五
号
・
平
成
三
〇
年
、
三
四

―
三
八
頁

・「【
普
通
な
れ
︼
を
中
核
に
偉
業
―
金
子
兜
大
を
偲
ぶ
」『
俳
壇
』、

　

二
〇
一
八
年
一
〇
月
号
、
平
成
三
〇
年
、
一
七
四
―
一
七
九
頁

・「
郷
愁
に
耕
さ
れ
る
詩
の
表
現
」

　
『
か
お
り
ぐ
さ
』、
六
八
号
、
平
成
三
〇
年
、
四
―
七
頁

深
澤　

安
博
（
ふ
か
さ
わ　

や
す
ひ
ろ
）
茨
城
大
学
人
文
学
部
名
誉
教
授

　

昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
／
東
京
都
立
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
博
士
課
程
単

位
取
得
退
学
／
文
学
修
士
／
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
現
代
史

・「『「
世
界
史
」
の
世
界
史
』
を
読
ん
で
：
若
干
の
感
想
」

・R
eseach Institute for W

orld H
istory,

・N
ew

sletter, N
o, 30　

二
〇
一
七
年
、
一
八
―
一
九
頁

・「
私
と
ス
ペ
イ
ン
史
研
究
」、『
ス
ペ
イ
ン
史
学
会
会
報
』
二
七
号
、
二
〇
一
八
年
、
一
二
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―
一
六
頁

藤
本　

陽
子
（
ふ
じ
も
と　

よ
う
こ
）

　

昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
）
／
國
學
院
大
学
文
学
部
史
学
科
／
日
本
近
代
美
術
史

・「
茨
城
県
近
代
美
術
館
―
日
本
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
」（『
美
連
協
二
五
周
年
記
念
日

本
の
美
術
館
名
品
展
図
録
』、
美
術
館
連
絡
協
議
会
、
二
〇
一
〇
年
）

・「
横
山
大
観　

生
々
流
転
」（『
國
華
一
四
〇
〇
号
記
念
号
』
國
華
社
、
二
〇
一
二
年
）

森
田　

義
之
（
も
り
た　

よ
し
ゆ
き
）
愛
知
県
立
芸
術
大
学
名
誉
教
授

　

昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
）
／
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
修
了
（
西
洋
美
術
史

専
攻
）
／
芸
術
学
修
士
／
イ
タ
リ
ア
中
世
近
世
美
術
史

・
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
『
美
術
家
列
伝
』
第
五
巻
（
共
同
監
修
、
中
央
公
論
美
術
出

版
、
二
〇
一
七
年
三
月
）

・
カ
ル
ロ
・
リ
ド
ル
フ
ィ
「
画
家
に
し
て
騎
士
、
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
・
ヴ
ェ
チ
ェ
ッ
リ
オ
・

ダ
・
カ
ド
ー
レ
の
生
涯
」（
3
）（
共
訳
、『
五
浦
論
叢
』
第
二
五
号
、
二
〇
一
八
年
、
茨

城
大
学
五
浦
美
術
文
化
研
究
所
）

・（
随
筆
）
瀬
辺
佳
子
「
わ
た
く
し
の
私
的
彫
刻
史
―
あ
っ
と
い
う
間
の
五
十
年
（
一
九
六
八

年
～
二
〇
一
八
年
」（
聞
き
手
・
構
成
）（『
五
浦
論
叢
』
第
二
五
号
、
二
〇
一
八
年
、
五

浦
美
術
文
化
研
究
所
）

・（
随
筆
）「
追
悼　

辻
茂
先
生
―
「『
太
陽
を
慕
ふ
者
』
と
し
て
イ
タ
リ
ア
美
術
研
究
に
捧

げ
た
半
世
紀
」（『
日
伊
文
化
研
究
』
第
五
六
号
、
日
伊
協
会
、
二
〇
一
八
年
三
月
）　

　



　
　
二
〇
一
八
年
度
　
五
浦
美
術
文
化
研
究
所
　
主
要
活
動
報
告

藤
　

原
　

貞
　

朗
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（
一
）
岡
倉
天
心
関
係
遺
跡
の
整
備

　

茨
城
大
学
五
浦
美
術
文
化
研
究
所
は
、
岡
倉
天
心
関
係
の
遺
跡
等
の
資
産
の
十

全
な
保
全
の
上
に
存
立
す
る
。
遺
跡
の
保
全
策
と
し
て
は
、
日
常
的
な
維
持
管
理

と
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た
大
規
模
な
整
備
に
当
た
っ
て
い
る
。

　

日
常
的
管
理
と
し
て
は
、
例
年
通
り
、
研
究
所
内
清
掃
作
業
・
浄
化
櫓
保
全
業

務
・
消
防
整
備
保
全
業
務
・
松
く
い
虫
防
除
作
業
・
研
究
所
内
植
栽
工
事
・
天
心

邸
前
庭
園
及
び
芝
生
保
全
業
務
・
休
憩
室
の
整
備
整
頓
な
ど
を
行
っ
た
。

　

整
備
事
業
と
し
て
は
、
今
年
度
は
約
十
年
ぶ
り
に
天
心
記
念
館
の
改
修
工
事
を

行
い
、
二
月
に
新
装
開
館
し
た
（
二
七
五
万
二
七
五
八
円
）。
こ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
合
わ
せ
て
、
六
角
堂
等
復
興
基
金
の
寄
附
者
プ
レ
ー
ト
の
作
製
と
設
置
を

行
っ
た
（
三
〇
万
二
四
〇
〇
円
）。
ま
た
、
施
設
内
建
物
の
老
朽
化
等
に
よ
り
、

補
修
・
修
繕
工
事
を
行
っ
た
の
は
、以
下
の
通
り
で
あ
る
。
①
（
雨
漏
れ
に
よ
る
）

ウ
ォ
ー
ナ
ー
像
の
屋
根
補
修
（
六
万
四
八
〇
〇
円
）、
②
六
角
堂
の
た
め
の
立
て

看
板
の
更
新
（
三
五
万
六
四
〇
〇
円
）、
③
天
心
邸
前
の
ベ
ン
チ
箇
所
へ
の
山
砂

納
入
（
三
万
五
一
〇
〇
円
）、④
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ハ
ブ
の
更
新
（
三
一
万
七
五
二
〇

円
）。

（
二
）
文
化
財
財
源
の
整
備
と
公
開

美
術
館
な
ど
へ
の
出
品
協
力

番
号

作　
　

品

貸
出
期
間

貸　

出　

先

備　
　

考

１

木
村
武
山
『
小
春
』

木
村
武
山
『
秋
景
』

平
成
30
年
8
月
31
日
（
金
）

～
10
月
8
日
（
月
）
茨
城
県
近
代
美
術
館
天
心
記
念

五
浦
分
館　

分
館
長　

関　

弘
和

企
画
展
「
―
Ｋ
Ｉ
Ｎ
―
」
展
覧
会
に
出
品
す
る
た
め

２

木
村
武
山
『
秋
景
』

酒
井
三
良
『
海
』

平
成
30
年
10
月
17
日
（
水
）

～
11
月
25
日
（
日
）
公
益
財
団
法
人
常
陽
藝
文
セ
ン
タ
ー

理
事
長　

横
地　

裕
昭

企
画
展　

郷
土
作
家
シ
リ
ー
ズ
第
２
５
６
回
「
大
観
を

中
心
に
⋮
珠
玉
の
日
本
画
展
」
に
出
品
す
る
た
め

３

茶
籠
（
ボ
ス
ト
ン
時
代
天
心
所
用
）
平
成
30
年
11
月
4
日
（
日
）

～
11
月
18
日
（
日
）
茨
城
大
学
図
書
館
一
階
展
示
室

五
浦
か
ら
世
界
へ
―
旅
す
る
岡
倉
の
眼
差
し
―

４

茶
杓
、
井
筒
銘
、
楽
々
浪

平
成
30
年
11
月
4
日
（
日
）

～
11
月
18
日
（
日
）
茨
城
大
学
図
書
館
一
階
展
示
室

五
浦
か
ら
世
界
へ
―
旅
す
る
岡
倉
の
眼
差
し
―

５

茶
筅

平
成
30
年
11
月
4
日
（
日
）

～
11
月
18
日
（
日
）
茨
城
大
学
図
書
館
一
階
展
示
室

五
浦
か
ら
世
界
へ
―
旅
す
る
岡
倉
の
眼
差
し
―

６

棗

平
成
30
年
11
月
4
日
（
日
）

～
11
月
18
日
（
日
）
茨
城
大
学
図
書
館
一
階
展
示
室

五
浦
か
ら
世
界
へ
―
旅
す
る
岡
倉
の
眼
差
し
―
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７

茶
茶
壷
（
ボ
ス
ト
ン
時
代
天
心
所

用
）

平
成
30
年
11
月
4
日
（
日
）

～
11
月
18
日
（
日
）
茨
城
大
学
図
書
館
一
階
展
示
室

五
浦
か
ら
世
界
へ
―
旅
す
る
岡
倉
の
眼
差
し
―

８

煎
茶
茶
碗

平
成
30
年
11
月
4
日
（
日
）

～
11
月
18
日
（
日
）
茨
城
大
学
図
書
館
一
階
展
示
室

五
浦
か
ら
世
界
へ
―
旅
す
る
岡
倉
の
眼
差
し
―

９

湯
沸
（
ボ
ス
ト
ン
時
代
天
心
所
用
）
平
成
30
年
11
月
4
日
（
日
）

～
11
月
18
日
（
日
）
茨
城
大
学
図
書
館
一
階
展
示
室

五
浦
か
ら
世
界
へ
―
旅
す
る
岡
倉
の
眼
差
し
―

10

崑
崙
の
釜

平
成
30
年
11
月
4
日
（
日
）

～
11
月
18
日
（
日
）
茨
城
大
学
図
書
館
一
階
展
示
室

五
浦
か
ら
世
界
へ
―
旅
す
る
岡
倉
の
眼
差
し
―

11

羽
織
（
ボ
ス
ト
ン
時
代
天
心
着
用
）
平
成
30
年
11
月
4
日
（
日
）

～
11
月
18
日
（
日
）
茨
城
大
学
図
書
館
一
階
展
示
室

五
浦
か
ら
世
界
へ
―
旅
す
る
岡
倉
の
眼
差
し
―

12

丸
型
硯
（
ボ
ス
ト
ン
時
代
天
心
所

用
）

平
成
30
年
11
月
4
日
（
日
）

～
11
月
18
日
（
日
）
茨
城
大
学
図
書
館
一
階
展
示
室

五
浦
か
ら
世
界
へ
―
旅
す
る
岡
倉
の
眼
差
し
―

13

朱
硯
（
ボ
ス
ト
ン
時
代
天
心
所
用
）
平
成
30
年
11
月
4
日
（
日
）

～
11
月
18
日
（
日
）
茨
城
大
学
図
書
館
一
階
展
示
室

五
浦
か
ら
世
界
へ
―
旅
す
る
岡
倉
の
眼
差
し
―

14

筆
立
（
ボ
ス
ト
ン
時
代
天
心
所
用
）
平
成
30
年
11
月
4
日
（
日
）

～
11
月
18
日
（
日
）
茨
城
大
学
図
書
館
一
階
展
示
室

五
浦
か
ら
世
界
へ
―
旅
す
る
岡
倉
の
眼
差
し
―

15

墨
壺

平
成
30
年
11
月
4
日
（
日
）

～
11
月
18
日
（
日
）
茨
城
大
学
図
書
館
一
階
展
示
室

五
浦
か
ら
世
界
へ
―
旅
す
る
岡
倉
の
眼
差
し
―

16

下
駄
（
ボ
ス
ト
ン
時
代
天
心
所
用
）
平
成
30
年
11
月
4
日
（
日
）

～
11
月
18
日
（
日
）
茨
城
大
学
図
書
館
一
階
展
示
室

五
浦
か
ら
世
界
へ
―
旅
す
る
岡
倉
の
眼
差
し
―

17

小
刀
・
箸

平
成
30
年
11
月
4
日
（
日
）

～
11
月
18
日
（
日
）
茨
城
大
学
図
書
館
一
階
展
示
室

五
浦
か
ら
世
界
へ
―
旅
す
る
岡
倉
の
眼
差
し
―

18

風
呂
敷
（
ボ
ス
ト
ン
時
代
天
心
所

用
）

平
成
30
年
11
月
4
日
（
日
）

～
11
月
18
日
（
日
）
茨
城
大
学
図
書
館
一
階
展
示
室

五
浦
か
ら
世
界
へ
―
旅
す
る
岡
倉
の
眼
差
し
―

19

岡
倉
天
心
作　

T
he W

hite Fox

（
白
狐
）

平
成
30
年
11
月
4
日
（
日
）

～
11
月
18
日
（
日
）
茨
城
大
学
図
書
館
一
階
展
示
室

五
浦
か
ら
世
界
へ
―
旅
す
る
岡
倉
の
眼
差
し
―

20

岡
倉
天
心
筆　

A
TA

K
A

（
安
宅
）

平
成
30
年
11
月
4
日
（
日
）

～
11
月
18
日
（
日
）
茨
城
大
学
図
書
館
一
階
展
示
室

五
浦
か
ら
世
界
へ
―
旅
す
る
岡
倉
の
眼
差
し
―

21

岡
倉
天
心
筆　

K
O

 A
T

SU
M

O
R

I

（
小
敦
盛
）

平
成
30
年
11
月
4
日
（
日
）

～
11
月
18
日
（
日
）
茨
城
大
学
図
書
館
一
階
展
示
室

五
浦
か
ら
世
界
へ
―
旅
す
る
岡
倉
の
眼
差
し
―



xxi

五　浦　論　叢　第　26　号

(     )

22

岡
倉
天
心
著　

T
he B

ook of Tea 

（
茶
の
本
）

平
成
30
年
11
月
4
日
（
日
）

～
11
月
18
日
（
日
）
茨
城
大
学
図
書
館
一
階
展
示
室

五
浦
か
ら
世
界
へ
―
旅
す
る
岡
倉
の
眼
差
し
―

23

岡
倉
天
心
著　

T
he A

w
akening of 

Japan （
日
本
の
覚
醒
）

平
成
30
年
11
月
4
日
（
日
）

～
11
月
18
日
（
日
）
茨
城
大
学
図
書
館
一
階
展
示
室

五
浦
か
ら
世
界
へ
―
旅
す
る
岡
倉
の
眼
差
し
―

24

岡
倉
天
心
著　

T
he Ideals of the 

E
ast

（
東
洋
の
理
想
）

平
成
30
年
11
月
4
日
（
日
）

～
11
月
18
日
（
日
）
茨
城
大
学
図
書
館
一
階
展
示
室

五
浦
か
ら
世
界
へ
―
旅
す
る
岡
倉
の
眼
差
し
―

番
号

作　
　

品

内　

容

起
案
日

目　
　
　
　
　

的

依　
　

頼　
　

先

１

天
心
邸
・
六
角
堂

撮
影

平
成
30
年

４
月
３
日

テ
レ
ビ
東
京
「
美
の
巨
人
た
ち
」
で
横
山
大
観
を

取
り
上
げ
る
た
め

株
式
会
社
日
経
映
像　

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

栗
本　

宏

２

六
角
堂

写
真

平
成
30
年

４
月
13
日

日
本
臨
床
整
形
外
科
学
会
第
45
回
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ａ
研
修

会
茨
城
大
会
参
加
募
集
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
冊
子
掲
載

の
た
め

茨
城
県
臨
床
整
形
外
科
医
会

会
長　

荒
川
重
光

３

六
角
堂

写
真

平
成
30
年

５
月
７
日

音
声
ガ
イ
ド
ア
プ
リ
「Pokke

」
に
お
い
て
岡
倉

天
心
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
制
作
・

配
信
。
天
心
記
念
館
、
天
心
邸
、
六
角
堂
に
つ
い

て
の
説
明
と
六
角
堂
の
写
真
を
掲
載
す
る
た
め

株
式
会
社
Ｍ
Ｅ
Ｂ
Ｕ
Ｋ
Ｕ　

入
江
田
翔
太

４

六
角
堂

写
真

平
成
30
年

６
月
１
日

２
０
１
８
年
８
月
発
行
の
る
る
ぶ
特
別
編
集
『
北

茨
城
市
』
の
英
語
版
に
六
角
堂
の
写
真
を
掲
載
す

る
た
め

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー　

佐
伯
貴
士

５

天
心
邸
・
六
角
堂

撮
影

平
成
30
年

６
月
５
日

尚
美
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
専
門
学
校
音
響
・

映
像
学
科
の
授
業
の
一
環
と
し
て
天
心
邸
・
六
角

堂
外
観
の
撮
影
を
す
る
た
め

尚
美
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
専
門
学
校　

松
尾　

光

６

六
角
堂

写
真

平
成
30
年

７
月
２
日

テ
レ
ビ
朝
日
・
日
曜
プ
ラ
イ
ム　

人
気
ド
ラ
マ
シ

リ
ー
ズ
『
お
か
し
な
刑
事
18
』
の
中
で
六
角
堂
の

写
真
を
使
用
す
る
た
め

株
式
会
社
東
映
テ
レ
ビ
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役
社
長　

日
笠　

淳

７

天
心
邸
・
六
角
堂

撮
影

平
成
30
年

７
月
９
日

漁
業
の
町
の
夏
の
お
で
か
け
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
す

る
番
組
企
画
の
中
で
、
北
茨
城
市
ら
し
い
風
景
と

し
て
五
浦
岬
公
園
か
ら
見
る
五
浦
と
六
角
堂
の
風

景
を
使
用
す
る
た
め

Ｎ
Ｈ
Ｋ
水
戸
放
送
局　

高
津
諒
子

出
版
・
放
送
等
へ
の
協
力
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８

岡
倉
天
心
、
茶
の
本
、
白
狐
、

六
角
堂
、
タ
ゴ
ー
ル

写
真

平
成
30
年

７
月
11
日

海
外
向
け
日
本
紹
介
サ
イ
ト
『nippon.com

』
で

岡
倉
天
心
を
紹
介
す
る
記
事
に
関
連
画
像
を
掲
載

す
る
た
め

公
益
財
団
法
人
ニ
ッ
ポ
ン
ド
ッ
ト
コ
ム

近
藤
久
嗣

９

天
心
邸
・
六
角
堂

撮
影

平
成
30
年

７
月
19
日

東
急
グ
ル
ー
プ
会
員
誌
『Fino

』
２
０
１
８
年
10

月
号
に
掲
載
す
る
た
め

サ
グ
レ
ス　

吉
原　

徹

10

岡
倉
天
心
、
日
本
美
術
院
五
浦

時
代
の
作
画
場
面

写
真

平
成
30
年

７
月
19
日

東
急
ロ
イ
ヤ
ル
ク
ラ
ブ
会
員
誌
『Fino

』
に
掲
載

す
る
た
め

サ
グ
レ
ス　

吉
原　

徹

11

六
角
堂
、
タ
ゴ
ー
ル
、
横
山
大

観
、
下
村
観
山
、
新
納
忠
之
助
、

日
本
美
術
院
五
浦
時
代
の
作
画

場
面
、
菱
田
春
草
、
木
村
武
山
、

龍
王
丸

写
真

平
成
30
年

７
月
25
日

通
訳
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
事
業
『
９
月
15

日
講
座
』
で
使
用
す
る
た
め

い
ば
ら
き
県
通
訳
案
内
士
会
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ａ　

代
表
者　

村
上
敏
夫

12

六
角
堂
、
天
心
邸
、
長
屋
門

写
真

平
成
30
年

８
月
２
日

茨
城
の
新
た
な
観
光
需
要
を
掘
り
起
こ
し
、
観
光

客
誘
客
を
図
る
の
を
目
的
と
し
た
歴
史
的
観
光
資

源
紹
介
誌
「
茨
城
漫
遊
散
歩
」
に
掲
載
す
る
た
め

株
式
会
社
旭
高
速
印
刷　

片
桐
由
貴

13

天
心
邸
・
六
角
堂

撮
影

平
成
30
年

８
月
22
日

大
学
で
の
卒
業
制
作
で
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像

『
岡
倉
天
心
の
茶
の
本
』
を
作
る
た
め

槐　

那
月

14

天
心
邸
・
六
角
堂

撮
影

平
成
30
年

８
月
31
日

五
浦
天
心
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
学
生
た
ち
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
撮
影
す
る
た
め

Ｎ
Ｈ
Ｋ
水
戸
放
送
局　

金
田
優
香

15

天
心
邸
・
六
角
堂

撮
影

平
成
30
年

９
月
25
日

単
行
本
『
カ
フ
ェ
の
あ
る
美
術
館　

感
動
の
余
韻

を
味
わ
う
』
に
天
心
邸
と
六
角
堂
の
記
事
を
掲
載

す
る
た
め
（
２
０
１
８
年
12
月
、
世
界
文
化
社
よ

り
発
刊
予
定
）

株
式
会
社
オ
メ
ガ
社　

天
道
襄
治

16

横
山
大
観

写
真

平
成
30
年

10
月
５
日

フ
ジ
テ
レ
ビ
「
今
夜
解
禁
！
開
か
ず
の
扉
」
内
で

使
用
す
る
た
め

株
式
会
社
ホ
ー
ル
マ
ン　

八
塚
大
志

17

天
心
邸
・
六
角
堂

撮
影

平
成
30
年

10
月
23
日

小
学
館
発
行
の
和
樂　

２
０
１
９
年
２
月
、
３
月

号
に
掲
載
す
る
た
め

小
学
館　

和
樂
編
集
部

編
集
長　

高
木
史
郎

18

六
角
堂
、
岡
倉
天
心

写
真

平
成
30
年

10
月
23
日

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｍ
Ｘ　
『
東
京
ク
ラ
ッ
ソ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
』
制

作
で
使
用
す
る
た
め

株
式
会
社
テ
レ
パ
ッ
ク　

島
田
喜
広

19

六
角
堂

写
真

平
成
30
年

10
月
23
日

筑
波
海
軍
航
空
隊
記
念
館
の
観
光
案
内
及
び
、
茨

城
県
内
の
観
光
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
製
作
に
使
用

す
る
た
め

筑
波
海
軍
航
空
隊
記
念
館　

金
澤
大
介
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20

天
心
邸
・
六
角
堂

撮
影

平
成
30
年

10
月
25
日

Ｎ
Ｈ
Ｋ　

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
『
釣
り
び
と
万
歳
』

制
作
の
た
め

株
式
会
社
ゴ
ー
ウ
エ
ス
ト　

デ
ィ
レ
ク
タ
ー

須
磨
あ
ず
さ

21

岡
倉
天
心
、
六
角
堂
、
天
心
邸

写
真

平
成
30
年

10
月
26
日

株
式
会
社
ナ
ビ
タ
イ
ム
ジ
ャ
パ
ン
が
提
供
す
る
全

サ
ー
ビ
ス
、
独
立
行
政
法
人
国
際
観
光
振
興
機
構

向
け
ア
プ
リ
で
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
情
報
と
し
て
紹

介
す
る
た
め

株
式
会
社
ナ
ビ
タ
イ
ム
ジ
ャ
パ
ン　

矢
頭　

忍

22

六
角
堂
、T

he  W
hite  F

ox

、

岡
倉
覚
三
、
岡
倉
由
三
郎
、
天

心
邸
、
長
屋
門

写
真

平
成
30
年

11
月
２
日

公
益
財
団
法
人
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
会
報

誌
『
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
報
』
お
よ
び
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
掲
載
す
る
た
め

公
益
財
団
法
人
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト

会
長　

梅
崎　

壽

23

平
山
郁
夫
︽
日
本
美
術
院
血
脈

図
︾、
塩
出
英
雄
︽
五
浦
︾

写
真

平
成
30
年

12
月
13
日

フ
ェ
ノ
ロ
サ
学
会
の
投
稿
論
文
『Lotus

』
に
、「
画

題
と
し
て
の
岡
倉
天
心
像
、
そ
の
変
遷
―
横
山
大

観
か
ら
守
屋
多
々
志
ま
で
」
と
い
う
題
で
論
文
を

提
出
す
る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
論
文
に
収
蔵
品
の

図
版
を
掲
載
し
た
い
た
め

岩
崎
達
也

24

天
心
邸
・
六
角
堂

撮
影

平
成
31
年

１
月
18
日

茨
城
新
聞
、
２
０
１
９
年
２
月
16
日
付
『
春
の
観

光
特
集
』
に
掲
載
す
る
た
め

茨
城
新
聞
社　

斉
藤　

敦

25

天
心
邸
・
六
角
堂

撮
影

平
成
31
年

１
月
28
日

い
わ
き
市
観
光
交
流
課
の
事
業
に
お
い
て
、
外
国

人
観
光
客
誘
客
促
進
の
た
め
、
常
磐
三
市
の
魅
力

を
発
信
す
る
た
め

株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
福
島
支
店
い
わ
き
オ
フ
ィ
ス

オ
フ
ィ
ス
長　

佐
藤
嘉
繁

26

天
心
邸
・
六
角
堂

撮
影

平
成
31
年

１
月
28
日

茨
城
県
観
光
公
式
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
「
観
光
い
ば
ら

き
」
に
て
、
県
内
の
宿
泊
施
設
＋
周
辺
観
光
Ｐ
Ｒ

を
目
的
と
し
た
、
観
光
モ
デ
ル
記
事
の
制
作
・
掲

載
の
た
め
の
取
材
。
北
茨
城
市
を
舞
台
に
「
五
浦

観
光
ホ
テ
ル
」
宿
泊
に
て
取
材
を
行
う
こ
と
と
な

り
、
北
茨
城
市
に
旅
行
し
た
際
に
巡
り
た
い
場
所

と
し
て
掲
載
・
紹
介
す
る
た
め

株
式
会
社
日
宣
メ
デ
ィ
ッ
ク
ス　

萩
本
め
ぐ
み

27

六
角
堂

写
真

平
成
31
年

１
月
28
日

い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
・
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め

大
会
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
茨

城
県
国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
局
発
行
）
に
て
、

県
北
エ
リ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
掲
載
す
る
た
め

有
限
会
社
時
の
広
告
社　

小
松
和
広

28

六
角
堂

写
真

平
成
31
年

２
月
５
日

北
茨
城
市
へ
の
移
住
・
二
地
域
居
住
を
推
進
す
る

た
め
に
発
行
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
す
る
た

め
。

北
茨
城
市
役
所
市
長
公
室
企
画
政
策
課　

課
長　

鈴
木
克
彦
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29

六
角
堂

写
真

平
成
31
年

２
月
６
日

茨
城
県
北
で
広
が
る
ア
ー
ト
事
業
の
周
知
及
び
双

方
の
誘
客
促
進
に
繋
が
る
よ
う
な
ポ
ス
タ
ー
を
制

作
す
る
た
め
、
北
茨
城
市
の
象
徴
と
も
い
え
る
六

角
堂
の
写
真
を
使
用
し
た
い
た
め

大
子
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
長　

保
坂
太
郎

30

六
角
堂

写
真

平
成
31
年

３
月
４
日

株
式
会
社
ダ
イ
ケ
ン
、
ふ
る
さ
と
か
ら
の
年
賀
状

２
０
２
０
年
度
版
で
『
五
浦
の
六
角
堂
』
を
作
成

す
る
た
め

株
式
会
社
ダ
イ
ケ
ン　

松
茂
伸
吾

31

六
角
堂

写
真

平
成
31
年

３
月
12
日

株
式
会
社
バ
ド
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
が
制
作
し

た
広
告
媒
体
に
掲
載
す
る
た
め

株
式
会
社
バ
ド
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル　

代
表
取
締
役
社
長　

上
田
雅
子

番
号

作　
　
　
　

品

閲　
　

覧

依　
　

頼　
　

先

１

岡
倉
天
心
「
日
本
美
術
院
研
究
所
平
面
図
」

平
成
31
年
２
月
４
日

東
洋
大
学
理
工
学
部
建
築
学
科　

教
授　

松
野
浩
一

２

横
山
大
観
「
再
建
横
山
大
観
邸
平
面
図
」　

25
・
４
×
39
・
３

平
成
31
年
２
月
４
日

東
洋
大
学
理
工
学
部
建
築
学
科　

教
授　

松
野
浩
一

３

横
山
大
観
「
再
建
横
山
大
観
邸
立
面
部
分
図
」

平
成
31
年
２
月
４
日

東
洋
大
学
理
工
学
部
建
築
学
科　

教
授　

松
野
浩
一

４

横
山
大
観
「
再
建
横
山
大
観
邸
客
間
外
観
透
視
図
」

平
成
31
年
２
月
４
日

東
洋
大
学
理
工
学
部
建
築
学
科　

教
授　

松
野
浩
一

５

岡
倉
天
心
受
領
書　

小
倉
源
三
宛 

平
成
31
年
２
月
４
日

東
洋
大
学
理
工
学
部
建
築
学
科　

教
授　

松
野
浩
一

６

横
山
大
観
「
横
山
大
観
邸
平
面
図
」

平
成
31
年
２
月
４
日

東
洋
大
学
理
工
学
部
建
築
学
科　

教
授　

松
野
浩
一

７

横
山
大
観
「
再
建
横
山
大
観
邸
平
面
図
」　

27
・
８
×
35

平
成
31
年
２
月
４
日

東
洋
大
学
理
工
学
部
建
築
学
科　

教
授　

松
野
浩
一

８

横
山
大
観
「
再
建
横
山
大
観
邸
床
の
間
透
視
図
」

平
成
31
年
２
月
４
日

東
洋
大
学
理
工
学
部
建
築
学
科　

教
授　

松
野
浩
一

９

横
山
大
観
書
簡　

小
倉
源
三
宛

平
成
31
年
２
月
４
日

東
洋
大
学
理
工
学
部
建
築
学
科　

教
授　

松
野
浩
一

美
術
品
の
閲
覧
希
望
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（
三
）
研
究
成
果
の
公
開

・ 

平
成
三
〇
年
七
月
一
四
日
に
「
岡
倉
天
心
セ
ミ
ナ
ー vol.4　

五
浦
か
ら
世
界

へ
」
を
茨
城
大
学
図
書
館
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。
平
成
二
九
年

よ
り
研
究
所
は
図
書
館
と
の
共
催
で
「
岡
倉
天
心
セ
ミ
ナ
ー
」
を
年
二
回
開
催

し
、
岡
倉
天
心
の
「
五
浦
＝
ボ
ス
ト
ン
時
代
」
の
活
動
を
中
心
に
講
演
と
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
重
ね
て
い
る
。
第
四
回
目
は
、『
岡
倉
天
心　

五
浦
か
ら
世

界
へ
』（
思
文
閣
出
版
）
の
刊
行
を
記
念
し
、
五
浦
と
「
世
界
」
の
結
び
つ
き

に
つ
い
て
、
小
泉
晋
弥
、
清
水
恵
美
子
、
藤
原
貞
朗
の
三
名
の
所
員
が
講
演
と

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
参
加
者
は
六
十
八
名
を
得
た
。

・ 

平
成
三
〇
年
一
一
月
四
日
～
一
八
日
、
茨
城
大
学
図
書
館
一
階
展
示
室
に
お
い

て
、「
岡
倉
天
心
の
遺
産
展 vol.3　

五
浦
か
ら
世
界
へ　

旅
す
る
岡
倉
の
眼
差

し
」
と
題
し
て
展
覧
会
を
開
催
し
、
所
蔵
品
を
展
示
し
た
。
一
昨
年
か
ら
開
始

し
た
三
回
目
と
な
る
「
遺
産
展
」
で
、
岡
倉
の
海
外
へ
の
旅
に
注
目
し
、
旅
先

で
出
会
っ
た
ひ
と
・
モ
ノ
・
コ
ト
が
岡
倉
の
生
涯
に
ど
の
よ
う
な
光
と
影
を
投

げ
か
け
た
の
か
を
、
写
真
パ
ネ
ル
を
中
心
に
展
示
し
た
。

・ 

平
成
三
〇
年
一
一
月
四
日
に
「
岡
倉
天
心
セ
ミ
ナ
ー vol.5　

世
界
の

O
kakura

誕
生　

岡
倉
の
最
初
の
英
語
著
作
と
日
本
趣
味
」
を
茨
城
大
学
図
書

館
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。
小
林
英
美
所
員
と
人
文
社
会
科
学
部

教
授
の
市
川
千
恵
子
先
生
の
講
演
に
よ
り
、『
東
洋
の
理
想
』
出
版
に
至
る
イ

ギ
リ
ス
の
文
芸
と
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
文
脈
を
辿
っ
た
。
出
版
を
め
ぐ
る
新
発
見

資
料
の
公
開
も
行
っ
た
。
五
回
目
に
あ
た
る
本
セ
ミ
ナ
ー
で
、
初
め
て
研
究
所

外
部
の
講
師
か
ら
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
参
加
者
は
四
十
一
名
を
得
た
。

・ 

平
成
三
〇
年
一
一
月
に
、『
五
浦
論
叢
』
第
二
十
五
号
を
刊
行
し
た
。
論
文
等

計
一
〇
本
、
二
〇
一
七
年
度
活
動
報
告
を
含
む
。
総
ペ
ー
ジ
三
七
二
ペ
ー
ジ
。

・ 

平
成
三
一
年
二
月
に
、
研
究
所
内
の
天
心
記
念
館
を
改
修
し
、
二
月
九
日
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
・
オ
ー
プ
ン
を
行
っ
た
。
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
新
た
に
設
け
、
白
壁

と
明
る
い
照
明
で
展
示
環
境
を
一
新
し
、
展
示
内
容
を
充
実
さ
せ
た
。
ま
た
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ
、「
六
角
堂
復
興
基
金
寄
附
者
プ
レ
ー
ト
」を
作
製
し
、

記
念
館
内
に
設
置
し
た
。

（
四
）
美
術
文
化
の
社
会
連
携
活
動

　

例
年
ど
お
り
、
秋
に
「
観
月
会
二
〇
一
八
」
を
開
催
し
た
。（
主
催
：
茨
城
大

学
五
浦
美
術
文
化
研
究
所
、
茨
城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
、
五
浦
日
本
美
術
院

岡
倉
天
心
偉
績
顕
彰
会
、
後
援
は
、
北
茨
城
市
、
公
益
財
団
法
人 

日
本
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ト
ラ
ス
ト 

協
力
：
公
益
財
団
法
人 

日
本
美
術
院
、
ラ
フ
ォ
ー
レ
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
。）
内
容
は
左
記
の
通
り
。

・ 「
六
角
堂
展
︿
記
憶
を
纏
う
﹀
西
成
田
洋
子
展
」、
一
〇
月
一
三
日
～
一
一
月
四

日
、
会
場
は
茨
城
大
学
五
浦
美
術
文
化
研
究
所
の
六
角
堂
と
天
心
邸
。
水
戸
市

在
住
の
現
代
美
術
家
西
成
田
洋
子
氏
は
日
常
品
を
素
材
と
す
る
立
体
表
現
で
独

自
の
境
地
を
切
り
拓
い
て
き
た
。
本
展
で
は
、
日
常
生
活
を
芸
術
に
転
換
す
る

観
点
か
ら
、
天
心
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
現
代
的
表
現
を
展
開
し
た
。

・ 
講
演
会
「
岡
倉
天
心
と
高
橋
健
三
」、
一
一
月
三
日
、
会
場
は
茨
城
県
天
心
記

念
五
浦
美
術
館
・
講
堂
。
講
師
に
依
田
徹
氏
（
遠
山
記
念
館
学
芸
課
長
）
を
迎

え
、『
國
華
』
創
刊
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
天
心
と
髙
橋
健
三
の
関
係
に

つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

・ 「
天
心
邸
茶
会
」（
亭
主
・
鈴
木
宗
博
︹
裏
千
家
︺）、
一
一
月
三
日
。
会
場
は
茨
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城
大
学
五
浦
美
術
文
化
研
究
所
・
天
心
邸
。「
仲
秋
観
月
会
」
を
開
催
し
た
岡

倉
天
心
を
偲
び
、「
観
月
会
」
の
茶
会
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
研
究
所
の
中
庭

で
は
、
茨
城
大
学
の
学
生
に
よ
る
「
五
浦
コ
ヒ
ー
」
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
た
。

（
五
）
地
域
文
化
へ
の
人
材
育
成
活
動

　　

平
成
二
八
年
度
よ
り
開
始
し
た
人
材
育
成
活
動
を
継
続
的
に
行
っ
た
。

・ 

平
成
三
〇
年
一
〇
月
六
日
、
日
本
美
術
院
と
の
共
催
で
、
高
校
生
と
大
学
生
を

対
象
と
し
た
「
五
浦
日
本
画
塾
」
を
開
催
し
た
。
会
場
は
茨
城
県
天
心
記
念
五

浦
美
術
館
・
講
座
室
。
講
師
と
し
て
、
山
本
浩
之
氏
（
日
本
美
術
院
同
人
・
筑

波
大
学
芸
術
系
准
教
授
）
と
守
み
ど
り
氏
（
日
本
美
術
院
院
友
）
を
迎
え
、
日

本
画
の
魅
力
に
触
れ
る
講
座
と
な
っ
た
。
参
加
者
は
十
三
名
で
、
手
厚
い
指
導

の
も
と
に
作
品
制
作
を
行
っ
た
。

・ 

地
域
文
化
を
担
う
若
手
人
材
の
育
成
を
目
的
に
、
茨
城
大
学
の
学
生
を
対
象
と

し
て
、
茨
城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
と
協
働
し
、
地
域
の
文
化
財
保
護
の
実

習
を
行
っ
た
。
指
導
は
、
中
田
智
則
氏
（
茨
城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
学
芸

員
）、
塩
田
釈
雄
氏
（
茨
城
県
天
心
五
浦
美
術
館
学
芸
員
）
と
藤
原
貞
朗
、
添

田
仁
、
佐
々
木
啓
の
所
員
三
名
が
あ
た
っ
た
。
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、「
Ｃ
Ｏ

Ｃ
地
域
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
援
助
を
得
た
。
参
加
学
生
は
人
文
社
会

科
学
部
の
学
生
二
十
三
名
。
一
昨
年
よ
り
継
続
し
て
い
る
茨
城
県
天
心
記
念
五

浦
美
術
館
所
蔵
の
未
整
理
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
作
業
を
行
う
と
と
も
に
、

風
船
爆
弾
跡
地
な
ど
、
研
究
所
周
辺
の
太
平
洋
戦
争
の
遺
蹟
を
訪
れ
、
近
代
史

遺
産
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
学
習
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
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五
浦
美
術
文
化
研
究
所
会
議

平
成
二
九
年
五
月
二
六
日 

 

五
浦
美
術
文
化
研
究
所
運
営
委
員
会
・
所
員
会
議

開
催

平
成
二
九
年
七
月
七
日 

五
浦
美
術
文
化
研
究
所
臨
時
運
営
委
員
会
開
催

平
成
二
九
年
七
月
一
八
日 

五
浦
美
術
文
化
研
究
所
臨
時
所
員
委
員
会
開
催

平
成
三
〇
年
三
月
八
日 

 
五
浦
美
術
文
化
研
究
所
運
営
委
員
会
・
所
員
会
議

開
催

平
成
三
〇
年
四
月
一
三
日 

五
浦
美
術
文
化
研
究
所
運
営
委
員
会
開
催

平
成
三
〇
年
五
月
一
八
日 

 

五
浦
美
術
文
化
研
究
所
運
営
委
員
会
・
所
員
会
議

開
催

平
成
三
〇
年
七
月
二
七
日 

五
浦
美
術
文
化
研
究
所
運
営
委
員
会
開
催

平
成
三
〇
年
八
月
二
日 

五
浦
美
術
文
化
研
究
所
所
員
会
議
開
催

平
成
三
〇
年
一
〇
月
一
〇
日 

五
浦
美
術
文
化
研
究
所
運
営
委
員
会
開
催

平
成
三
〇
年
一
一
月
九
日 

五
浦
美
術
文
化
研
究
所
所
員
会
議
開
催

平
成
三
〇
年
一
二
月
二
六
日 

五
浦
美
術
文
化
研
究
所
所
員
会
議
開
催

平
成
三
一
年
三
月
一
一
日 

 

五
浦
美
術
文
化
研
究
所
運
営
委
員
会
・
所
員
会
議

開
催

令
和
元
年
五
月
二
二
日 

 

五
浦
美
術
文
化
研
究
所
運
営
委
員
会
・
所
員
会
議

開
催

令
和
元
年
六
月
一
二
日 

五
浦
美
術
文
化
研
究
所
所
員
会
議
開
催

︵     ︶
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『
五
浦
論
叢
』
投
稿
規
定

『
五
浦
論
叢
』
投
稿
規
定

一
、
投
稿
資
格
者
は
、
所
員
・
客
員
所
員
な
ら
び
に
所
長
が
適
切
と
認
め
た
者
と

す
る
。

二
、
投
稿
内
容
は
、
東
西
の
美
術
文
化
に
幅
広
い
関
心
を
も
ち
、
か
つ
茨
城
県
の

五
浦
に
日
本
美
術
院
を
置
い
た
岡
倉
天
心
に
因
み
、
日
本
・
東
洋
・
西
洋
の
美

術
文
化
な
ら
び
に
関
連
す
る
地
域
文
化
（
文
学
・
歴
史
学
・
地
理
学
な
ど
）
に

関
す
る
研
究
、
お
よ
び
茨
城
県
と
そ
の
周
辺
を
対
象
と
し
た
地
域
文
化
に
関
す

る
研
究
な
ど
と
す
る
。

三
、
投
稿
原
稿
は
論
文
・
評
論
（
書
評
、
展
覧
会
評
、
作
家
紹
介
等
）・
資
料
紹

介
・
翻
訳
等
と
し
、
原
則
と
し
て
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

四
、
投
稿
の
締
切
は
毎
年
一
回
、
三
月
末
日
と
す
る
（
消
印
有
効
）。
投
稿
先

は
、
茨
城
大
学
研
究
・
社
会
連
携
部
社
会
連
携
課
『
五
浦
論
叢
』
出
版
委
員
会

（
〒
三
一
〇
―
八
五
一
二
、
茨
城
県
水
戸
市
文
京
二
―
一
―
一
）
と
す
る
。

五
、
投
稿
原
稿
の
内
容
に
応
じ
て
、
そ
の
主
題
の
当
該
分
野
の
研
究
者
が
査
読
を

し
、
そ
の
査
読
結
果
を
ふ
ま
え
て
編
集
出
版
委
員
会
が
投
稿
原
稿
の
採
否
を
決

定
す
る
。

六
、
掲
載
原
稿
は
茨
城
大
学
図
書
館
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
お
い
て
の
み
公
開
さ

れ
、
印
刷
媒
体
で
の
出
版
は
行
わ
な
い
た
め
、
抜
刷
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、

執
筆
者
が
希
望
の
冊
数
の
実
費
を
負
担
す
る
。

�

（
平
成
三
十
年
十
一
月
九
日
改
訂
）

『
五
浦
論
叢
』
執
筆
要
領

一
、
原
稿
の
提
出
は
、
原
則
と
し
て
ワ
ー
プ
ロ
印
字
原
稿
に
よ
り
、
六
〇
枚

（
四
〇
〇
字
換
算
、
図
表
・
写
真
を
含
む
）
を
超
え
な
い
こ
と
を
目
安
と
し
、

Ｃ
Ｄ
等
に
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
保
存
し
、
添
付
す
る
。
そ
の
際
、
使
用
機
種
・

ソ
フ
ト
名
を
明
記
す
る
。
ま
た
原
稿
は
Ａ
４
に
印
字
し
、二
部
送
付
す
る
こ
と
。

二
、
原
稿
は
原
則
と
し
て
縦
書
き
と
す
る
が
、
欧
文
主
体
の
場
合
、
ま
た
は
必
要

に
応
じ
て
横
書
き
も
認
め
る
。

三
、
原
稿
に
は
、
横
書
き
に
よ
る
欧
文
要
旨
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
。

四
、
原
稿
に
は
欧
文
タ
イ
ト
ル
、
著
者
の
肩
書
き
を
添
え
る
こ
と
。

五
、
図
版
用
の
写
真
の
掲
載
許
可
に
つ
い
て
は
、
投
稿
者
が
自
ら
の
責
任
に
お
い

て
、
日
本
に
お
け
る
慣
行
に
配
慮
し
つ
つ
、
し
か
る
べ
き
手
続
き
を
と
る
。
な

お
、
許
可
に
要
す
る
費
用
は
投
稿
者
負
担
と
す
る
。

�

（
平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
日
改
訂
）
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